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源 賓 朝の： 翁狀 （勸修 寺藏） 

勸修寺 の 修法 及び 同 寺 加 贺國群 家莊の 事に ついて 同 寺に 與 へた る も 
の 0 承 元 建 保の 問 の もの であ る 


源賴 朝の； 情 文 （高野山 金剛 峰 寺藏） 

後 白 河 法 卓. の 院宣に よって、 土肥實 平の 高 野 山 領備 後國太 田莊 を押領 
する を 停めた もので、 文治 二 年の ことに かかる 


,れ f^^^^^ 
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藤 原 家 隆 懷 紙 （fAH? 酒井忠 IK 氏藏） 

正 治 二 年 十二 、 後鳥羽 上: の 熊 野 御幸に 供奉した 時に 詠進 
した ものと 思 はれ る 


藤 原 定家畫 像 (子爵 武者 小路 公共 氏藏) 

藤 原 信實の 描いた もの を 土 佐 光芳が 臨摹 した もの。 由緒 

の £ し いものと 田、 いはれ る 
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大江廣 元 奉書 （關 戶守彥 氏藏） 

文治 元年の 頃 東大寺 造 營に關 して 賴 朝の 命 を 文 養 房に 傳 へた もの、 賴 
朝の 袖 判 をのせ て ゐる。 文 養 房 は 大勸進 重 源の 配下 と 思 はれる 


御成 敗 式目 占^  (^^^お I は W 幻 

御成 敗 式目の 古^の 一つで、 紙背に は 本朝 文粹か 31- かれ てんる。 卷首 
の 一部 を 示す 


序 

鎌倉時代 はわが 三千 年の 國史の 中で、 わが 國民 性の 特質 を發 揮した 成迹が 多く、 且つ 革新的な 氣 蓮が 横 

溢し、 活氣に 満ちた 時代の 一 つで、 わが 尊嚴 無比な 皇國の 興隆の 過程に 於け る 重要な 史實に 富み、 頗る 興 

* 深く 感ぜられる 時期で ある。 著者 は學 窓の 頃より、 この 時代に 特に 關心を 寄せつつ 國史 研鑽の 途 を^つ 

た。 職 を 東京 帝 國大學 に 奉じ、 史料編纂の 任に 携 はる ことと なって、 圖らゃ も 鎌倉時^ を 》 當 して、 今に 

及んだ。 その 間、 恩師 學 友の 示 敎誘掖 を 蒙り、 公務の 餘暇、 この 時代の 一端に つきて 管 見 を 公に し、 江湖 

の 批正を 仰いで 硏學の 一助と した。 本書 は誊肆 春秋 社の 勸め により、 それ 等の 中の 一部 を 選び 集めた もの 

である。 輓近 國史の 取，； S に關 して 國民敎 化 等の 觀點 から、 國 家の 方針が 示された。 本書 は それに 遵 つて 

收錄を 按排した ため、 小 業の 集積と して 偏した 形と なり、 書名に も ふさ はしくな いものと なった のよ 遺慽 

とすると ころで ある。 剞 2 附す るに 際して は、 全編に 5 て 補修 を 加へ、 殆んど 霊 墓さない もの も 

ある 力 檢 K を盡し 得ない ところ も 亦な しとし ない。 >  博雅の 敎を 得て 又の日の 補訂 を 期す る ことと した。 

本書 は 春秋 社の 深厚なる 好意と 盡 力と によって、 出版 困難な 時局に 拘らゃ 上梓せられ たもので ある。 殊 

に 土 岐善麿 • 神 田 龍 一 • 高木 眞 太郞. 香 原 一 勢 諸氏の 援助に 俟 つたこと が 頗る 多い。 玆に 特記して 深謝の 

意 を 表する 次第で ある。  、 

昭和 十九 年 111 月 111 日  著 者 


1 


镶 


目 次 

皇室の ま 化 事業 

後鳥羽 天 皇 を 仰ぎ奉りて 

新  、島  守 

承 久聖擧 の 遺 響 

鎌 倉 幕府の 政治 

源 頼 朝の 京都 僮憬 


2 


源 賴家傳 の 批判 … ：：：  11 一一 八 

源實 朝の 尊皇 思想  X  一  jBB 

.  ズ 

執權 政治の 建設者 尼將 軍政 子  11 六 七 

元寇の 擊攘と 曰 本 精神の 昂揚  •  一  1八ー1 

弘 安の 御 願に 就いて  一一 九 八 

蒙古 侵寇 前後の 對 外關係  …： "  1  一二 七 

柳 原本 玉 葉  一 S  - 

承久軍 物語の 成立  一叢 

吾妻 鏡の 性質と 史 的價値  ,  1畫 


r 


鎌倉時代の 研究 


皇室の 文化 事業 


序  言 

鎌 倉 幕府が 朝 命 を 奉じて 治安の 維持 を專 行した 鎌倉時代 は、 皇室に 於いて は 前代 以來の 慣行と なって 居 

つた 院政の 形式 を 以て、 萬 機の 政治 を 執り行 はせられ た。 然し 實 力が 幕府に 歸 して をり、 且つ 幕府の 政策 

は現狀 維持が 主であって、 事情 止む を 得ざる ものの 外 は、 槪ね 消極的の 處 置が 講ぜられ るに 止まった。 從 1 

つて 文化の 進展 等に 關 して は、 殆ど 積極 政策 は 行 はれなかった。 然し 平安時代に、 華 かな 文化の 建設に 指 

導 的 立場 を 執られた 皇室の 文化に 對 する 御關心 は、 この 時代に も 引き つづいて をって、 文化の 保護 勸獎等 

に は、 從 前の 如く 指導 的 地位に 立 たれ、 その 御 努力に は洵に 仰ぐべき ものが 少 くなかった。 されば この 時 

代の 文化が 皇室に 淵源 を 有して をる こと は、 全く 諸 他の 時代と 變り はない ので ある。 征戰を 以て 序幕 を褰 

げた この 時代の 初頭に 於いて、 前代に 優るとも劣らぬ 文化の 光が、 輝かしい 精彩 を彰 はした の は、 皇室の 

至大の 御眷 護の 下に 有終の 美を收 めた 南都 復興の 大業であって、 實に 我が 國 史上に 比類 稀な 文化的 事業の 

1 つであった •」 


一、 南都の 復興 

南都 復興 計畫  . 

治 承 四 年 十二月 二十 八日に 斷 行され た 平氏の 南都 掃蕩 は、 東大. 興 福兩大 伽藍の 潰滅と なって、 朝野の 

人心に 一大 震駭 を與 へた。 聖武 天皇が 天下の 富と 勢と を 以て 建營 せられ、 天下の 興 復と衰 弊と を 15^1 すべ 

さ 國家鐄 護の 道場と なされた 東大寺 は、 實に奈 良 • 平安の 時代 を 通じ 我 國佛敎 文化の 淵源と して、 又 貴族 文 

化の 標識と して 仰がれ、 金色 輝く 盧舍那 佛の大 像の 尊容と 慈 光と は 一 天下の景 仰と なって をった ので あつ 

. た。 從 つて 皇室の 寵眷 はこの 上な く、 寺 內の寶 藏正倉 院は歷 代 勅 封と して 尊重され、 殆ど 比類な さ官 寺と 

して、 絕 大な權 勢と 至高の 尊 位と を 占めて をった。 又 興 福 寺 は當代 第一の 閥族た る 藤 原 氏の S 寺であって、 2 

その 盛衰 は 實に藤 原 氏の 興廢を 表象して をり、 皇室の 御 保護 も 亦 厚く、 屈指の 大 寺であった。 されば この 

兩 大寺院の 滑 滅は徽 百 歳に 亙って 國土を 照した 法燈 の魔滅 であると 共に、 平安 貴族の 文化 • 信卬. 權 或の W 

壊の 象徴に 外なら なかった。 皇室に 於 かれて は 祖宗 遺業の 失墜で あり、 國家 鎮護の 壇場の 潰滅で あると 觀 

ぜ られ、 "殊に 百 王の 末に 近づきつつ あるとの 思潮の 行 はれた 際で もあった ため、 この 一 大樁 事に 對 して は 

洵に 痛恨の 感？ 懐かせられ たので ある。 當時 皇室 は 平氏の 專 制の 下にあって、 後白河 法皇の 院攻は 軍に 名 

目の みであった から、 この 暴 擧に對 しても ただ 傍観せられ るより 外に 途は なかった。 然るに 事變 よ. 0 六 if? 

. ^經た 養 和 元年 閏 二月に、 暴 逆の 權 化と 観ぜられ 一；； 平淸 盛が 病死した。 その子 宗盛は 族長と して 乃父の 遺 

策 を繼 ぎ、 源氏の 追討に 驻奔 して ひたすら 頹 勢の 挽囘に 努力 せんとし たが、 法皇 は 早く も宗 盛の 恐る るに 


足らぬ こと を 看破され、 これ を 抑へ て院 の實權 を囘復 せんと された。 かくて 法皇 は宗 盛が 要請す る對 源氏 

策 を 顧みられす、 更生した 院政の 第一 着手と して 南都の 復興に 数盧を 注がせられた。 卽ち養 和 元年 三月 十 

八日に 先づ 歳 人 左 少辨籐 原 行隆を 勅使と して、 東大寺の 實狀 を撿按 せしめられた。 行 隆は時 を 同じう して 藤 

原 氏から 發 せられた 興 福 寺の 實檢使 氏 院別當 藤 原 兼 光、 及び 長者 家 司 藤 原 光雅 等と 行 を 共に して 南都に 赴 

き、 慘狀の 仔細 を檢 分した。 東大寺の 損害 は 頗る 甚大で、 大佛 殿. 講堂. 食堂. 四面の 廻廊 ニニ 面の 僧房. 

戒壇 • 尊 勝 is . 安樂 院 • 眞言 院 • 藥師堂 東南 院 等の 堂舍は 悉く 灰燼に 歸 して、 寶藏と 僧房の 一 部分が 辛 

うじて 災を免 かれた のみで ある。 殊に 大佛像 は 上半 部が 全く 燒け 落ちて 慘儋 たる 狀 況を呈 して 居った。 與 

福 寺 も 亦同樣 に、 金堂 講堂 • 南圓堂 • 食堂 • 東 金堂 • 西 金堂 • 北圓堂 • 東 圓堂等 三十 四 宇の 堂 舍を始 め 

僧房 • 廻廊 • 門 蕪 等の 罹災 は その 數を 知らぬ ばかり か、 更に 境域 外にあった 院御塔 • 一  切 經論倉 • 佐 保^  3 

等 も 烏 有に 歸し、 殘る ところ は 驟定院 と 春 日 山內の 小屋 だけで、 春 日 野の 草に 置く 露 も 餘燼の 灰で 色が 變 

つたと 觀ぜ られた 程であった。 ノ 

かくて 實檢 使の 復命に よって、 復興 計畫が 緒に 就かん としたが、 一方 平氏が 全力 を 傾注した 源氏 討伐軍 

が 諸方 面に 出動した ため、 干戈 は 各地に 交 へられた。 それが 爲に 法皇の 歡旨を 奉じた 當局 では、 復興 計鲞 

の 根本た る 造 寺の 國 宛の 見 透し がっか や、 藤 原 氏 も 亦 氏寺 再 與の爲 に、 氏の 所領に 徵課を 割り 當 てること 

が 不可能であった。 然し 與福寺 は 漸く 六月に 至って 金堂 を 公家の 沙汰と し、 講堂 • 南圓 堂 は 氏 長者に 於い 

て擔當 し、 食堂 等 は 寺 司に 於いて 分擔 する 案が 成立した、 卽ち官 の 支援 を 得て 再興の 觅 込が できた。 法皇 

の歡 旨に よった こと は 勿論で ある" よって 朝廷 は 十五 日に 造 興 福 寺 行事 官除目 及び 國宛 定.！ ^-行 はれた。 か 


くして 公家の 沙汰の 分 は 造 與福寺 使に 於いて 事業が 開始され、 右 中 辨藤原 兼 光が 造 興 福 寺 使 長官に、 相 泉 

守 高 階 仲 基が 同 次官に、 左 大史大 江 仲 守が 同 判官に、 右 衞門志 中原 盛 言が 同 主 典の 任に つき、 金堂の 造 蕾 

に は 近 江 • 丹 波 • 播 磨 • 美 作 • 備 中. 讃岐. 伊豫 等の 諸國を 以て 宛て、 これに 附屬 する 廻廊 • 僧房 • 經藏 

• 鐘樓 • 中 門 等 も それ どれ 所 課の 國々 を 定められた。 かくて 氏 長者 及び 寺 司に 於いて 施行す る 事業と 相聯 

携 して 復興 計畫 が進涉 せしめられる ことに 定 つた。 ついで 六月 二十 六日に 造 東大寺 司 を 設置し、 藏 人左少 

辨藤原 行隆を その 長官に、 三 善爲信 を 同 次官に、 中原. 基 虛を同 判官に、 三 善行 政 を 同 主 典に 任じて 東大寺 

再建 を 行 はせ、 又 造大佛 長官 次官 を 任じ、 燒 損大佛 像の 修補 を 主管せ しめられた。 法皇 はこの 事業の 遂行 

を 以て 緊要なる 國務と 見なし 給； 3、 畏き敏 願 を 立てられた のであった。 

靈 源の 勸 進と 大佛 像の 修補  ' 

この 時 高野山の 僧 重 源 はかね て靈 夢の 告を 得て 大佛 殿の 異變を 知り、 この 年 二月 燒 亡の 跡に 臨んで その 

慘狀に 愁淚を 流した が、 再興の 聖 業の 開始せられ たこと を 聞く に 及んで、 造 東大寺 司の 當局を 訪ね、 再建 

計 畫に關 し 微力 を盡 したき 旨 を 述べた。 依って 造 東大寺 司 長官 行 隆は重 源の 特 志に 感じ、 天平に 行 基が 叙 

慮 を 奉じて 勸 進した 古事に 倣 ひ、 この度 は 綸旨を 奉じて 衆庶に 勸 進せられ たき 旨 を您逾 し、 その 奮起 を 求 

めた。 重 源 はこれ を諾 して その 赤誠 を 披瀝した ので、 法皇 は 遂に 重 源 を 召 見せられ、 造 寺の 大營 について 

諮問せられ * た • この 時 重 源 は 東大寺の 創建 は、 擧國の 力に より、 六十 餘 年の 營 作を經 て 造畢の 功を竣 へた 

大事 業であった。 然るに 今日は 世 は旣に 末に 屬 して は. Q るが、 再興の 大願 を廢 して 衆庶の 力 を 求 むれば、 

王德は 遂に 空しから す、 武家 も 亦 力 を 加 ふべ く、 自ら 佛 神の 冥 助 を. P 蒙る こと を 得て、 敷 願の 達せら るる 


こと は 疑ない 旨 を 奏した。 法皇 は歡感 a なら や 乃ち 勅書 を 重 源に 賜 ひ、 一 天 四海の 結綠 によって 復興 事業の 

完成 を 望ませられた。 重 源 はこの 勅誊を 捧げ 諸國を 週って 勸說 し、 同時に 又 勅書の 趣旨に 依って 勸進帳 を 

造り、 先づ 法皇 を 始め 奉り 洛中の 諸家 を勸 進し、 貴賤 を 論ぜ ゃ淨 財の 寄 捨を請 ひ、 東奔西走 淚 r ましい 努 

力 をつ づけた。 かくして 黃金. 熟 銅. 銅錢 等、， 大佛 修補に 要する 資源 は 漸次 山積す るに 至った。 よって 養 和 

元年 十月 六日に 大佛御 頭の 鑄 造始の 儀が 行 はれ、 螺髮 三流が 作られた。 これより 事業 は 漸次 進み 壽永ニ 年 

二月 十一 日に 右の 佛 手が 成り、 四月 十九 日から 佛 頭の 鑄 造が 開始され、 首尾 三十 九日 を 費し、， 十四 箇 度の 

改 鑄を經 て、 五月 十八 日に めでたく 落成 を 見た。 鑄物師 には宋 から 渡來 した 工人 陳和卿 を 起用し、 その 弟 

佛鑄等 七 人、 及び 我 國の鑄 物 師草部 是助等 十四 人が これに 從 事し、 和 卿の 董督 下に 火 爐三ロ を 築いた。 こ 

の爐は 口の 廣さー 丈 高さ 一 丈餘に 及び、 ー萬餘 斤の 銅 を 一時に 溶し 得た とい ふ。 これに 使用した 銅 は 法皇 5 

の 御 奉加 あらせられ たもの を 始めと して、 諸人の 奉加した ものであった。 御 奉加の 分 は 長官 行 降等が 捧持 

し奈 良へ 蓮んだ。 興 福 寺 別當權 僧正 信圓 以下 歡旨を 翼賛した 人々 は、 香 爐 • 水瓶 • 鍉 鏡 等の 金 銅 具 を 施 入 

し、 その 數量は 頗る 莫大に 及んだ。 卽ち 所用の 熟 銅 は 八 萬 三千 九 百 五十 斤を算 し、 この 外 塗料の 黄金 一千 

兩* 薄 十 萬 枚 • 水銀 ニ萬兩 であった とい ふ。 佛體の 落成に より 和 卿の 功 は 讃美され、 南都 は歡 喜の 巷と 化 

した。 東大寺 別 當禎喜 は 龍馬 美 絹 を 和 卿に 遣って その 勞を 謝した のであった。 

大佛 開眼の 嚴儀  、 

かくて 法皇 は 平氏の 源氏 追討 計畫を 他所に して、 着々 南都 復典 事業 を 進め しめられ たが、 壽永ニ 年 七月 

^至り、 源平の 戰場は 京畿に 移り、 二十 五日に は 平氏の 都落ちと なって、 法皇の 院政 は 政局の 善後策に^ 


かに 繁劇 を 加へ るに 至った ので、 復興 事業 は 一時 中斷 される 姿と なった。 然るに 文治 元年 三月に l^s が 壇 

の 浦で 減 亡す るに 至り、 干戈 は收 まって 世 は 再び 平和 鄕に 返った ので、 秋 天 高き 候 を 卜して、 法皇 は大佛 

開眼の 嚴儀を 行 はれん とされた。 よって 先づ 行事 官 として 權 大納言 藤 原 宗家 以下 を 定め、 導師に 東大寺 別 

當 定遍、 咒願師 に 興 福 寺別當 信圓、 講師に 同 寺 權別當 覺憲等 を 定められた。 八月 二十 七日 法皇 は 八 條院を 

伴 はれて 南都に 御幸 あらせられ、 洛中の 緇素 貴賤 はこの 盛儀 を拜 せん ものと 南都へ 雲集した。 法皇 は 申 刻 

に 殿堂の 未だ 成らぬ 東大寺へ 著 御、 露 佛の新 像を拜 せられて、 正倉院 前に 設けられた 御座所へ 入御 あらせ 

られ た。 當局 では 明日の 開眼の 御 儀の ため、 勅 封 倉 を 開いて 天平 勝寶 度に 菩提 僧正が 大佛 開眼に 使用した 

筆墨 取り出して、 法皇の 御用に 供し 奉る 準備 を 整へ た。 翌る 二十 八日の 開眼 は 午 剥と 定められた。 當局 

は 法皇が 親しく 開 服の 御 儀 を 行 はせられ る爲 に、 大佛 前に 七重の 假階を 設け、 大佛の 東方から 登 道 を 作り 6 

大佛 の： 向 前に 板 敷の 儀 場 を 立てた。 この 板 敷 は 南面に 明 障子 を 立てた 外、 周邊 から は 窺 はれぬ やうに 作ら 

れた。 この 假階は 地上より 十餘 丈の 高さに 及んで をり、 殊に 七月の 京畿 地方の 大地震の 餘 震が なほ 止ま や、 

この頃に 及んでも なほ 連日 數囘に 及ぶ 地震が あつたので、 當局は 萬 一の 變を 憂慮して、 法皇に 假階具 卸の 

儀の 御中 止 を 要望し 奉った。 然るに 法皇 は、 たと へ 地震の 爲に假 階が 崩れて わが 命 を 失 はんも 何の 悔 ゆる . 

ところ もな しとて 御 承引がなかった ので、 止む を 得 や 兵 庫 頭 範綱等 して、 數囘に 亙って 假 階の 地震に 對 

する 耐久力 を 調査 させて、 その 結果 危險 のない 事 を 知. 0 得た ので 終に 戲 慮に 任せ 奉った。 開眼の 二十 日 

は 朝來暴 天で 午刻から は 大雨と なった が、 法皇 は 御 豫定の 如く 御座所より 御徒 步で佛 前の 御座所に 着 御 あ 

ら せられた、 時に 寶算 五十 九。 法， を 召され 左 少辨親 能に 御手 を 引かし め 給 ひ、 御劍を 捧持した 右 中將實 


敎を從 へられて 假階を 昇 御、 佛 面の 板 敷の 間に 着 御、 殿上人 及び 工匠の 宋人 等の 伺候す る裡に 於いて、 金 

色に 輝く 新佛に 開眼の 嚴儀を 行 はせられ た。 多くの 人々 が 危懼の 念 を 抱いて 登る こと を 躊躇した 七重の 假 

階 を 登られた 法皇の 御 決意の 程から しても、 この 事業に 對 する 敷 慮 を 推し 奉る ことができる。 法皇の 下 御 

に つづいて 莊嚴な 法 會が營 まれ 滯 りなく 盛儀 は 終り、 戲感斜 なら や 還 京 あらせられた。 かくして 開眼され 

た 新佛の 相貌 は 昔より は 劣って 見え. たと 人々 の 間に 批評され たけれ ど、 、大佛 像の 復舊 は實に 朝野の 歡 喜で 

あった。 これより は殘 された 大佛 像の 佛體 への 塗 金 を 始め、 光背 及び 附屬諸 具の 調製、 大 殿堂の 再建 等が 

順次 著ェ される ことにな つた。 

東大寺の 再建 

畏き戲 旨 を 奉じて 大營の 重任-に 當 つた 大勸進 重 源 は、 伊勢大神宮に 參詣 して 造 寺の 祈請 を 凝し 神 鑑を仰 7 

いだ。. この 折 重 源 は 夢中に 束 帶の官 人と 幼童と が 出現して 靈託 傳 へられた こと を 感得し、 大 般若 經 二部 

を書寫 して 內外 兩宮の 法樂に 資し 奉り、 六十 口の 僧 を 引率して 十六 典の 妙 典 を轉讀 せしめた。 又 造 寺の 資 

を 求めん が爲に は、 諸方の 勸 進に 努力し、 特に 富 强な奧 州の 藤 原 氏に その 助力 を 求むべく、 秀衡の 一族に 

當る僧 西 行 を奧 州に 派遣した。 

西 行 は 文治 二 年 八月 鎌 倉を經 由して 奥州に 入り、 秀衡 に沙金 等の 奉加 を 求めた。 秀衡 はこれ に應 じたば 

かりで なく、 管下に 諭して 結 緣を勸 めた ので、 奥州 方面の 奉加 は 莫大に 上った と傳 へられて ぬる。 然し 名 

にし 負 ふ 東大寺 再建の 資は 頗る 多額 を 要し、 衆庶の 奉加の みに よって は 到底 達せら るべ くもなかった。 依 

つて 法皇 は 文治 二 年 三月、 周 防國を 以て 東大寺 造營料 所に 宛て 給 ひ、 重 源に その 國務を 管せ し： §、 造 寺の 


w 滑なる 進行 を 促進せ しめられん とした ひ これ は 稀代の 新 儀であった ので、 法皇 は 攝政藤 原 兼實に 諮って 

^務 移管の 形式 手績を 決せ，^ れ、 從來の 周 防の 知行 者 藤 原 實敎を 丹 波に 轉ぜ しめ、 周 防 國司藤 原 公基の 名 

義は舊 の 如く 存 せしめて、 專ら重 源に 國務を 管せ しめられた。 又 鎌 倉 幕府に 院 旨を傳 へて、 幕府 隸 下の 地 

- 頭が 濫 妨の擧 に 出で ぬ やう 監督 を嚴 にすべき こと を 令せられ た。 

よ つ て 重 源 は 四月 十日に 陳和卿 を 始め 番匠物 部爲里 • 櫻 島國宗 等を從 へ て 周 防國に 入り、 十八 日に 造 寺 

杣始の 儀 を 行った。 當時周 防國は 源平 合 戰の戰 場地帶 となった 爲に、 國內は 地を拂 つて 損亡し、 住民 は S 

ね 離散して 慘儋 たる 情景 を呈 して をった。 重 源 は屢く 住民に 賑恤を 加へ 生業の 資を與 へて、 生活 を 安定し 

て 協力せ しめ、 國內の 深 谷 高峯を 踏み分けて 樹木の 巡檢を 行； 5、 杣 人に 令して 好 木を發 見した 者に、 -柱】 

本に 就いて 一石の 米 を 賞 賜す る こと を 以てした。 爲に杣 人 は 心を勵 まして 山 谷 を 踏み分け、 良 木 を 物色す 00 

るに 努めた。 長さ 十 丈に 及 ぴロ徑 五 尺 を 超える 如き 大木 は、 その 蓮 送に 轆轤 を 用 ひ、 多數の 工人 を 役して 

引 さ 出し、 これが 爲には 荊棘 を 除き 雜木を 伐る 等、 炎天に は 流汗 を 拭； 3 嚴 寒に は 氷雪 を 凌ぎ、 人力 を盡し 

てェ を勵ん だ。 これ 等の 秈 から は 佐 波 川 を 利用して 內 海に 流した ので あるが、 河底 淺 くして 流木 意の 如く 

ならす、 爲に 或は 河流 を 堰き止め 或は 新たに 河 道 を 掘り 開き、 又 筏 組みの 方法 は 重 源の 考案に よって 葛藤 

を 以て 綱と する 等 苦心 慘儋 たる ものが あった。 鎌 倉 幕府 は 院旨を 奉じて 專ら 事業の 助成に 努めた。 周 防 在 

住 ひ-地 @ の 中には 用材の 引き 夫の 徵發を 妨げた もの もあった ので、 文治 三年 三月に は 賴朝は 令 を 周 防に 發 

L 地頭 等の 對捍を 禁止 させて 銳意 事業の 進涉に 留意した。 然し かかる 禁令 は 容易に 徹底せ や、 在廳 官^ 

は對 St の 地頭の 交 名 を 具して 重 源に 進 達した ので、 重 源 はこれ を 院廳に 提訴し、 法皇 はこれ によって 幕府 


に 移 蝶し、 その 取締. り を 要請せられ たこと もあった。 

公武の 造營 支援 

かくして 文治 三年の 秋 頃までに 百 三十 餘 本の 柱 木 を 切り出した が、 その 中の 棟木の 如き は 十三 丈に 及ん 

だ。 されば これ を 周 防より 大和までの 長距離に 亙る 蓮 送に は 困難な 事情が 頗る 多かった。 重 源 は 慎重な 考 

盧を盡 し、 文治 三年の 秋の 末に 入京し、 その 便法と して、 人夫 役の 徵發 方法 を 家 別と する こと、 麻綱 を 諸 

國に 課する こと、 運搬費 を 成功に よって 支辨 する こと、 備前國 の 懇田を 用途に 當 てること 等 を 法皇に 奏し、 

又 攝政兼 實を訪 うて その 支援 を 仰いだ。 法皇 は 造 東大寺の 事 を 諸國に 課せん とせられ たが、 ■ 兼實は 當時大 

神宮の 造營に 支障 を 及ぼす を 恐れて これ を 止め、 蓮 送 路線の 諸國の 大名 等に、 その 力に 應 じて 與 力せ しめ、 

その他 は院 旨に より 貴賤に 勸 進して 費用の 徵達を 計る 案 を 進めた。  • 

これによ つて 文治 四 年の 春に は 重 源 は 書を賴 朝に 寄せて、 . 幕府の 威令の 下に その 管下 眾庶の 合力 奉加 を 

求めた。 よって 賴朝は 幕府の 統制 下に ある 地頭に 令して、 合力すべき 旨を傳 へ、 その 事業の 進 涉に大 なる 

便宜 ケ-與 へた。 この間 法皇 は 戲盧を 材木の 搬出に 注がせられる こと あつく、 間もなく 周 防の 杣を 出た 材木 

の 中 十本が 紛失した 旨 を 聞し 召さる る や、 その 補足 を 諸國に 課する よりも、 各地の 大名より 徵 する ことの 

效杲 多き を 察し 給； 5、 三月に 院宣 を賴 朝に 傳 へて その 斡旋 を 令せられ た。 

かくて 幕府 は 文治 五 年 二月に 造 寒 大寺杣 取りの 爲、 土 肥 遠 平の 長 門 阿武 郡 地頭 職 を 止めた の を 始め、 關 

係 地方の 守護に 協力 を 命じた。 長 門の 守護 佐々 木 高 綱の 如き は、. 周 防の 杣 出しに 協力して、 賴 朝の 嘉賞 を 

si^ るに 至った ので ある。 かくて 杣 取り は 漸次 進涉を 見、 文治 五 年に 至って 一部の 材木 は旣に 大和に 運ばれ 


9 


たけれ ど、 周 防の 國務は 重 源の 意の 如くなら や、 爲 めに 重 源 は 一時 造 寺の 奉行 を辭 返せん とし、 その 內實 

ナ ご报) g 兼實に 漏らす に 至った が、 兼實の 再三の 諫止に より 漸く 意を飜 した。 周 防から 搬出され た 柱材ょ S 

戶內海 を 良 漕され、 木 津川を 遡り 泉の 木 律に 於いて 陸上げ され、 牛車 を 用； 3 て奈 良に 輸送され たので ある。 

この 時 法皇 は、 親しく 諸 公卿と 共に 綱 を 引いて、 柱材の 引き入れに 力 を 注がせられ、 又建久 元年 六月 二日 

佛 後の-築山 を 崩す 時には、 重 源と 共に 親しく 土 を 蓮 ばれた ので ある。 建久 元年 七月 二十 七日に 大弗殿 母屋 

の 柱 二 本が 始めて 立てられた、 長さ 九 丈 一尺 徑五 尺の 大材 である、 假屋の 上に 轆轤 を 設け 地上と 相應 二て 

鼓 を 打って 引き立て、 かくて 十月 十九 日に 楝 上の 儀が 行 はれた。 法皇 は攝政 以下の 諸 卿を從 へて これに 臨 

み 給 ひ、 十二 丈 二 尺の 棟木に 附 せられた 右方の 綱 を、 別當 僧綱 等の 最 先に 立って 引き 給 ひ、 攝 政兼實 以下 文 

武の百 僚 は 左方の 綱 を 引いて、 めでたく 御 儀 を 終へ させられた。 よって ェ 等の 賞 を 行って 還 幸 あらせられ W 

た。 この 時 ® 儀を拜 せん ものと 參 集した 貴賤 緇素 男女 は 市 をな した。 かくて 法皇の 敷 旨が 中心と なって 復 

與 事業が 進められた ので あつたが、 未だ 竣工 を 見ない 建久 三年 三月、 法皇 は 遂に 崩御 あらせられた。 然 ノ 

この 事業 はこの 後も猶 公武の 多大の 支援の 下に 繼續 せられ、 建 久四年 五月に は 朝廷 は 更に 備前國 を 造 寺 料 

にレ. ぼせられ た。 大佛 殿と 共に 附屬の 殿堂 佛像 等の 新 營も亦 始められ、 建 久五年 十二月に は 南中 門の 二 天， 5. ズ 

の 彫 亥 か 開始され、 翌年 正月に 至ってで きた。 東方の 多 聞 天 は 大佛師 快 慶が小 佛師良 公 等 十四 人の 功， n を 

以て、 西方の 持 國天は 大佛師 定覺が 小佛師 雲慶等 十三 人を督 して 造り、 奮 時 は 高さ 二 丈で あつたの を、 三 

尺增 加して 二 丈 三尺の 偉觀に 改めた とい ふ。 又 大佛の 光背の 再 造 は、 大佛師 院尊の 考案の 下に 計盡 され、 

以前 は 飛 天化佛 五百餘 尊が あつたの を、 十六 體に 改めた とい ふ。 その 光背の 塗 科の 黄金 は 建 久五年 春 夏の 


候に、 幕府から ニ囘に 亙って 三百 三十 雨の 砂金が 宛てられた。 これ 等 殿堂 佛像 の建赞 の S に、 南都に は 多 

數の 丁； 人技藝 者が その 道の 手腕 を 振 ひ、 美術 ェ藝の 競演 場で ある 觀を呈 した レ 當 代の 技術の 精彩 を 有する • 

幾多の 傑作が 作成され、 美術 ェ藝 史上の 一 盛期 をな した こと は 言 を 俟 たぬ i ころで ある。 

M 大 寺の 落 慶  ■ 

かくて 建久六 年に 至って 十 一 間 二階の 大佛殿 • 中 門 等が 終に 梭ェ し、 戒壇 • 湿 廊等未 作の もの もな ほ殘 

されて はぬ たが、 朝廷 はこの 年 三月 十二 日 を 以て 落慶の 儀-て 行 ひ、 後鳥羽 天皇 は 御 母 七條院 と共に 南都に 

行幸 あらせられた。 又 造 寺の 外 護 者であった 賴朝 も、 遙 かに 鎌 倉から 上洛して この 儀 陪観し、 兼ねて 警 

衞の 任に 當り、 爲七 百餘頭 • 黄金 一 千兩 • 美 絹 一 千疋を 進めて 助成した。 供養 は SI 會に 準ぜられ、 關白 

以下 濟々 參 列の 下に、 權 僧正 覺憲が 導師 を 勤め 仁 和 寺 宮守 覺法 親王が 證誠を 勤 仕せられ た。 法會の 最中に n 

大雨が あり、 天地 和合の 徵 として 入々 に隨喜 せられ た。 參詣 者 は 山野に 満ちて 南都 は 立錐の 地 もなかった 

とい ふ。 S 幸 後赦を 行； 5、 又 勸賞を 行 はれて、 大勸進 重 源 を 大相尙 位に 叙し、 佛師 蓮慶を 法眼に 叙した 外 

關 係 キゃ に弘ベ 恩， 賞が 授けられた。 この 後尙 引きつ づき 殿門佛 像の 造 作 事 業 が繼續 された。 建 久六年 八月 か 

ら」 四 丈の 四天王 像 四體の 製作が 開始せられ、 蓮 慶* 康慶. 定覺 • 快慶 等の 大佛師 が これ， V 擔 任し、 ^久 

八 年 六月から は 丈 六の 左右 脇 士ニ體 の 製作が 始められ、 前記の 四 大佛師 が 多數の 小佛師 • 番匠. 杣人 等を督 

して 功. V 急いだ ので、 半年なら やして 完成 を 見る に 至った。 佛體の 塗料の 漆 は 各 八 石お 要し、 探 色 丹 具 等 

は^かに.： 水から 買； 3 求め、 その 費用 は 二 萬餘兩 を； おし、 使用の 金箔 は 五 萬 枚を耍 したと いふ。 これと 同時 

に大佛 殿の 左右 登廊 • 四面 歩廊 • 東樂門 • 西樂門 • 南中 門 • 北 中 門 • 戒壇 院 • 南 大門 及び 鎮守 八幡宮 等 相 


尋ぃ で 成り、 盧舍那 の 金 像の 莊嚴 は舊 時の 如くに 瞻 仰せられ、 輪 奥 亦槪ね 舊規を 改める ことなく、 復興の 

大事 業 は玆に 完成 ケ- 見る に 至った ので、 建 仁 三年 十一月 三十日 後鳥羽 上皇 親臨して、 東大寺 總供養 の 盛典 

を 行 はせられ、 御 願文 を佛 前に 捧げて 大勸進 和尙の 功業 を稱へ 給； 3、 天地の 和合に よって 大營の 急速に 成 

就し、 祖父 後白河 法皇の 御 (3 園の 完成した こと を悅ぱ せられた。 

興 福 寺の 復興 

興 福 寺の 復興 は 養 相 元年 六月 事業の 方針が 定められてから、 源平の 交 戰中は 暫く 進涉の 蓮び に 至らな か 

つたが、 文治 二 年 兼 實が氏 長者と なる に 及び 百方 盡 力し、 伊豫 因幡 兩國を 造營料 所と し、 同年 七月に 造營 

事 始を行 ひ、 朝廷の 施行 せらる る 分と 藤 原 氏 側に 於いての 分と 同時に 事業 を 始め、 金堂. 南 圓堂は 文治 四 

年 正月 二十 九日 勅使 差遣の 下に 楝 上の 儀 を 行 ひ、 六月に は南圓 堂の 不空羅 索 観音. 四天王 丄ハ 祖師 等の 造 S 

佛始を 行った、 これ は大 佛師康 慶が擔 任した。 その後 工事 は 漸次 進み、 五 年 八月に 兼實は 親しく その 工事 

視察の 爲め 南都に 赴き、 東西 金堂 • 食堂. 講堂 • 南 圓堂等 を檢 知し、 又 佛師康 慶に面 諭す る 等、 諸般の 指 

揮 を 執った。 九 a- 二十 八日に は兼實 自ら 南圓 堂の 新佛像 開眼の 儀 を 行 ひ、 爾來 事業 は 順調に 進涉 し、 建久 

五 年 秋に 至って 落成に 近づいた ので、 八月 兼實は 南都に 下って 作 事を檢 む、 九月 二十 二日 を 以て 落 慶の儀 

が 御齋會 に準じて 行 はれた。 金堂の 御佛は 京に 於いて 造られ、 法 成 寺に 一時 安置され たが、 九月 十八 日に 

南都に 送られて、 金堂に 安置され た。 かくて 尙 一部の 未成 はあった が、 興 福 寺の 復興 計畫は 東大寺と 相 並 

んで行 はれ、 鎌倉時代の 初頭に 於いて 燦然た る佛敎 文化の 光輝が、 再び 南都の 天地 を 彩った ので ある。 か 

く 急速に この 事業の 成就した こと は、 實に 皇室の 眷 護に 甚 いて をる ので ある。 


鳒倉 幕府 は その 劍 立の 始めから、 社寺の 崇敬， 疫護 を^て 一つの 方針と して t 上 一般 を 導き、 これに 關し 

て 幾多の 業績 を殘 して ハ。 るが、 この 方針 は 皇室の 南都 復舊の 御 計畫に 刺戟せられ たこと が 頗る 多かった 0- 

である。 かくて 鎌倉時代の 藝術 として、 後世に 嘖々 として 喧傳 せられる ものが 續 出した ので ある。 

二、 和歌の 道の 隆昌と 勅撰集  . 

千 裁 和歌 集成る  .  一 

皇室の 御勸獎 によって 平安時代 中葉 以降、 殊に 凝と なつ/た 敷 島の 道 は、 鎌倉時代に 入っても 亦 同 蒙な 徑 

路を とった 計りで なく、 列 聖の敦 旨に よって 様相 は 一層 清新 幽玄と な. o、 勅撰の 擧は枏 次ぎ、 その 間 自ら 

歌. 學の 道が 成立す るに 至った。 -浙 道の 興 降の 上に 多大の 貢獻 をな した 和歌 集の 勅撰 は、 平安時代に は 古な 「•  0,. 

後 撰. 拾遺. 後 拾遺. 金 葉 .詞 花の 六 集 y 及んだ が、 鎌倉時代に はこれ についで、 千載. 新 古今. 新勒冀 

• 續後撰 • 續 古今 • 績 拾遺 • 新 後 撰 • 玉 葉 • 續千栽 • 續後 拾遺の 十 集が 選ばれた。 勅撰集 は 併せて 二十 一 

代 集と 呼ばれて ゐ るが、 その 中半 數に 近い 多數 が、 鎌倉時代に 撰-ばれ たこと を 以てしても、 當 代に 於け る 

列聖の 数. 盧の 程を拜 察し 得られる ので ある。  ノ 

文治 三年 九月 二十日、 當 代の 歌聖 藤 原 俊 成が 後白河 法皇の 院宣 を 奉じて、 千載 和歌 集 二十 卷 一千 二百べ * 

十 餘首を 撰 進した のが、 鎌倉時代に 入っての 勅撰集 奏覽の 第一 擧 であった。 然し これ は 壽永ニ 年 二月 源平 

の 合戰の 頃に、 法皇が 院宣 ケ- 俊 成に 賜り、 近古 以來 の. 和歌の 撰 進 を 命ぜられ たのが その 端緒であって、 當 

時 俊 成 は旣に 出家 を 遂げて 櫸 阿と 稱し、 隱 退の 身で あつたが、 舊例 破って 名 春な 撰者 を 命ぜられ たので 


ある。 かくて 俊 成 は 旨に 感激して、 一條 天皇 以後の 歌 什の 選擇を 開始した。 平家の 公達 平忠 度が 家運の 

滅亡 を 期して その 詠草 を 密かに 俊 成に 託し、 敷 鳥の 道に 永遠の 名 を 留めん とした こと、 及び 俊 成が その 執 

心に 感じて 勅勘の 人で あるに も拘ら や、 讀 人知ら やとして これ. V 操錄 したと いふ 藝 道の 佳話 は、 遍く 人口 

に ii 炙され てぬると ころであって、 當 時の 歌人が 如何に 勅撰 を 重視し、 その 入選 を 名 春と して をった かが， 

窺へ る。 俊 成 はこの 撰 集に 自ら 假名の 序 を 記して、 千载 和歌 集と 名 づけ、 歌人の 譽を 千載に 傳 へんと した 

ので ある。 文治 四 年 四月 二十 二日に 奏覽の 儀が 行 はれた。 法皇 は 特に 優 詔 を 撰者に 給 ひ、 撰者の 歌 を 更に 

二十 五 首 加入せ しぶられ たと 傳ふ。 當 代の 巨匠 撰者 俊 成の 典雅 優麗の 歌風 は、 斯界の 新生面 を 開き、 その 

進むべき 道 を 指示せ るが 如くに 見られた。 

新 古今 和歌 集成る  U 

第二次の 撰 集 は 斯道の 御 造詣 深い 後鳥羽 上皇が、 建 仁 元年 十 一 月 三日に、 和歌 所 寄 人 源 通 具 • 藤 原 有 家 • 

同定 家 • 同家 隆. 同雅經 及、 び 沙彌寂 蓮の 六 歌仙に 命じて、 上古 以來の 和歌 を 撰 進せ しめられ、. 上皇 も 亦 親 

しく 撰者と して、 和歌の 浦に 下. 0 立ちて あさらせられた ことに 始まる。 これ は 初 度の 古今 集よりも 更に 時代 

の範 圍を擴 めて、 遍く 秀歌 を 集められん とする 塞 旨に 出で たもので、 元 久ニ年 三月 二十 六日に 奏 進せられ、 

新 古今 和歌 紫と 命名され て、 その 事業が 完成した。 古今の 例に 倣って 和漢の 兩 序が 加 へられた 外、 上皇 は 

親しく 御製の 皴文を 和語に て 記し 給 ひ、 撰者の 集錄 した もの を 更に 精 撰して、 千 六 百 首 二十 卷に 編壤 した 

こと 宣 はせられ てゐ る。 この 撰 集 事業 は 和歌 所に て 行 はれ、 建 仁 二 年 七月 撰者の 一 人 寂 連が 示 寂す るに 

至った 後 は、 殘 りの 五 人で 業 を 進め、 上皇 は 撰 進 和歌 を 悉く 數覽 あって 御點を 加 へられた 外、 叙 旨 を^て 


勝 四 fK 王院 障子の 和歜等 A- 撰に 加へ、 又定 家. 家險、 俊 成の 女の 歌お 秋 戀の卷 頭に 載せ、 又 慈 圓の歌 一 

首 を 加 へ しめられる 等、 結構に 細密な 考盧を 傾け 給； 5、 撰 歌 は 悉く 御 記憶 あらせられた 程であった とい ふ。 

上皇が 撰 集に かく も 聖盧を 傾け 給 ふこと 深き が爲 に、 職 事 院司等 は 事務な くして 政務 遲滯 の感さ へ あった 

と傳 へられて ゐる。 春 日 殿に おける 竟 宴に 於いて、 上皇 は 御製に 

い その かみ 古き を 今になら へ /^し 昔の 跡 を また 尋ねつ ク 

と、 延 喜の 昔 を |i ばせ 給へ る 叙 旨の 程 を 詠まれ、 攝政藤 原 良經は 「しきし まや 大_ ^こと はの 海に して 拾； 5 

し 玉 はみ かかれに けり」 と 御製に 應 じて 讚美し 奉った。 こ. の 盛 擧に當 つて 歌人が それ どれ 所緣を 求めて、 

入選お 望んだ こと は 頗る 多く、 撰壤の 方針 は 作者の 尊卑に 依ら や、 歌體を 以て 先 後 を 定められる とい ふ 文 

藝の 精神に よられた こと を 以てしても、 本 集が 斯界の 珠玉 を 集め 得て 殘 りなかった こと そ 思 はせ る。 この ^ 

撰 集に 於. いて は、 撰者の 了<定 家の 意向が 最も 重さ をな して、 その 流 風で ある 所謂 有心 體が當 代の 歌壇 を 

指導す るに 至った こと は 注目すべき もので あ つ た。 要するに この 撰 集 は、 上. が 盧を 傾注せられ たもの 

であった から、 御晚年 畏くも 隱岐に 遷幸せられ て 後 も、 叙 念 を 本 集に 加へ 給 ひ、 再び これ を 改め 直して、 

親しく 跋文 を附 せられた。 世に 隱岐 本と 稱 せられて ゐる ものであって、 その 御 執心 を拜 察する ことができ 

る。 

新 勅撰 • 綾 後 撰 • 續 古今 壤 成る 

第三 次， 撰 集 八？ -は、 後堀河 天皇の 旨に よって、 ti 〈永 元年 六月 十三 日當年 第一 の 名匠 櫂 中納言 藤 原定家 

に 下された ので ある。 この * は 早く 寬喜ニ 年の 頃から 計 « された のであった が、 ； S 々の 事 の 爲に發 が 


延引され たので ある。 然し 定家は 早くよ. 0 撰 集の 方法 等に 留意し、 承 久の變 に 御藤 係 ある 後&羽 天皇. 土 

t 門 天皇 • 顺德 天皇の 御製の. 取扱； 5 等に 慎重な 考慮 を 加 へ つ つ あつ た。 然るに 天皇 は 間もなく この 年 十，， 

四日 を 期して、 晕四條 天皇への if 行 は せら S ことと なつた ので、 蜜 は 御代の 中 に奏 進 せん も 

のと、 急速に 假名の 序文と 二十 卷の目 錄とを 編し、 撰 歌の 未だ 調 はぬ に 先立ち、 十月 二日に 奏覽の 儀.^ - 行つ 

/  g ち 新 勅撰 和歌 集で ある。 この 後 修撰に 拮据 經營 をつ づけ、 後堀河 上皇 は 天福 二 年の 秋 頃に、 五 首の 

# 製を定 家に 下されて、 ひたすらに 完成の 早き を 望ませられた。 天福 二 年 六月 三日に 定家は 卷軸を 善-へ、 

表紙| いて 進覽 に 供し 奉った。 なほ 撰 歌 は 一千 四百 九十 八？ 達し てゐ るので、 後 拾遺の 佳？ ついで 

更に， # 製 二 首 を拜受 して、 一千 五 百 首に 満 さん 旨 を 奏した のであった。 本 集に は 武士の 歌が 多く 巽 ばれて 

S ので、 世に 宇治川 奥と 呼んだ とぶ。 現存の もの は 二十 卷、 一千 譬 七十 春 を收 めて s。  .5 

後堀河 天皇より 御受驟 あらせられた 四條 天皇 は、 御 幼少に して 崩 ぜられ たので、 撰 集に 聖请を 殘し合 ふ 

由 もなかつ たが、 次代 I 峨 天皇 は 御 在位 四 年御讓 位の 後久し 4f 統载 あらせられ、 御 一代に あるく 

さ こと は 殆ど 殘 りなく 行 はせられ たと 申されて ゐる 程であって、 敷 島の 道に は 御嗜み 殊の外に 深く あら ヒ 

られた この 御代に は定 家の 子爲 家が 家風 を 襲いで 第一人者と 目され て をった。 よって 天皇 は 爲家を 敬 

し 給 ふこと 厚く、 御 脫履後 寶治ニ 年 七月に 前 太 政 大臣 西 園寺實 氏の 宇治 模 島の 山 莊に 御幸の 砌、 二十 五日 

爲家を 召して 撰 與令を 下された ので ある。 これによ つて 爲家は 撰 歌に 從 ふこと 四閱 年に して 功を竣 へ、 建 

長 三年 十月 二十 七日に 奏覽を 遂げた。 卽ち續 後 撰 * 歌集であって、 二十 卷 一千 三百 六十 八 首を收 めた。 

の 後 八 年メを 經た正 元元 年 三月、 上皇 は 西 園 寺 一 姻經 供養に 臨ませられた 折に、 爲家を 召して 再び 撰 典 


令 を 下された。 爲家 は旣に « 元 元年に 落飾して 融 覺と稱 し、 家 は 長子 爲 氏に 傳 へて をった ので、 我が 子爲 

氏 を 以て 代って 撰者 を 命ぜられた.？ J と を 請 ひ 奉った。 然るに 上皇 は、 桑門の 身で 撰者 を 勤 仕す るの は祖 

父 俊 成の 佳例で ある、 當代第 一 人 者で ある 融覺を 措いて 敢て 他人 を 求める に 及ば やと 宣 せられた。 

ついで 弘長ニ 年に 至つ. て、 上皇 は 新 古今 撰 集の 佳例に 倣って 五 人の 撰者 を 具へ 給 ふべ く、 前 tS: 大臣 藤 原 

家 良、 同 基 家、 侍 從藤原 行 家、 前 右 大辨藤 原 光俊の 四 人 を 加 へられた が、 更に 上. * は 後鳥羽 上皇の 御 例に 

傲って、 親しく 和歌の 浦に 下り立 たれて、 御 撰の 事に も 當られ た。 この 撰 集の 際、 家 良 は 文 永 元年 九月に 

薨じ、 殘る 撰者の 中で 爲 家と 光俊と は 意見の 一致 を缺 き、 偶く 光俊 は 鎌 ま 將軍宗 尊 親王の 御 歌. の 師範と し 

て 東 下した ので、 親王の 令旨 を 標榜して 撰 歌に 就ての 意向 を ぱ强 硬に 表示す るに 至った ので、 爲家 は大ぃ 

に 不平であった。 ついで 文 永 二 年 四月 龜山 殿に 於いて 關白 左大臣 藤 原實經 • 前 太 政 大臣 實氏 • 前 左大臣 實 1:; 

雄 等の 大官 が會 合し、 撰 集に ついての 評定 を 行った ことがあった が、 後に 十二月に 至って、 績 古今 和歌 集 

と 名 づけ、 二十 卷千九 百 七 4- 二 首 を收 めて 奏覽 し、 上皇に は 竟宴を 賜った。 題名 は 古今 • 新 古今に 相！ 1^ ぶ 

ベ さ 意味 を 含められた ものである こと は、 序の 中に 明示され、 假名の 序の 中に 「大和 島根 はこれ 我が 世な 

り、 春の 風に 德を 仰がむ と 願 ひ、 和歌の 浦 もまた わが 國 なり、 秋の 月に 道 を 明らめむ」 と 聖 旨 を 示された。 

續 拾遺 • 新 後 撰 • 玉 葉 • 續千载 • 續後 拾遺の 各壤 成る 

後嵯峨 法皇の 崩 後 治世の 君と なられた 龜山 天皇 は、 爲 家が 建 治 元年 薨 じて 後、 その 家風 を傳 へた その 嫡 

子爲氏 をして、 i@ 治 二 年 七月に 撰： S を 行 は しめられた。 これによ つて 爲氏は 乃父の 遺風 をつ いで 和歌 所 開 

闔源兼 氏 を 助けと し、 三箇 年を經 て、 一千 六 百 餘首を 二十 卷に 整へ、 弘 安二 年 十二月 二十 七日に 奏覽 した。 


卽ち續 拾遺 相锻龜 であって、 當 時世に は續 古今の 亜流と 評せられた。 

龜山靈 S 子擎多 天き、 御 治世と き 皇靈年 十一月 二十 爲 氏の 子 S5  ，命ぜら 

"二：！： 六 曰 if ま、 天 仁 元 S 降 I つて Is ひ、 和歌 所 謹 法 Is? 助と し、 

^^;^1"^^」き^元1ニ月十九曰にニ十卷ー千九百七十首|覽した。 卽 ち新 後 撰 和歌 集で ある。 

tkfrTlc 神官 P 歌 力 多く 入選して ゐ るので 津守 集と 承 ばれさ。 

これより 先き、 伏 見 天皇は 御 在位 中に 震の靈 があって、 永 仁 元年 八月 二  I 曰に、 is 人 f 

£ め. 京 S 兼 (業 拳 il.  二 條雅 有-. 九條灘 f 召されて、 置 5 て i;, ら g:" こ ^ 

時 置 令 宣下の 月、 S の 形式、 撰 歌.： 時代の sf 就いて、 爲 fl と は 流 風 i にして き， 

. 直 カー 致しなかった が、 天皇 は爲 兼の 說 S 納 せられ、 綸 旨の 形式で 卽 日宣 下せら e、  i の 匿 

^廣く 上古より と 定め、 御 諮問の 四 人 を 以て 撰者と され や。 然し 導： ir  i^^A-LI  >:5b  ,g、，，、 ； 

1i^5h..  i1 ヽ，， - -: - p  .^^--f  t  •  兼の. E の 車 賴，, ー爲 めに 撰 集の 事 

謹た る 中 £ 六 年に 天皇 は 御 不本誉 がら も御 讓位 おはれ、 御 在位 中に との 御 希望 i げられ なか 

つた こ £ 加へ て 撰者 隆博 はこの 年 S じ、 爲 兼は 謀叛の？ よって i へ 配 S 身と ず、 

正 安三 年 S じた。 この 年 兵 見 上皇の 御 治世 さへ 改 つてし まつ g で、 御 K みやる f なく 「ま 世： 

は f ぬ和 歌の うら 千鳥 空し |をゃ あと S さん」 の 御詠 を 留められ るに 至った。 然るに 花獎皇 S 

£至っ て、 上皇 は 御 治 f 復し 給； 5、 御 信任 あつ if  I 早く 免され て 都へ 5 たので、 應長 元， ^ 

七月に 11 人 墓 者と して、 離 i 成せ しめられた。 8 任 i 激し S 兼 は、 僅かに 十閱 月で 二十 

卷ニ千 七 「日 八十 七 首 を 撰し、 正 和 元年 三月 二十 八日に 奏覽 した" 卽ち玉 葉 H 相 歌集で ある。 
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これにつ いで 後醍醐 天皇 は爲 世に 撰 集 を 行 はせられ た。 、爲 世は爲 兼の 玉 葉 集に 對抗 する 意圖を 以て 撰 歌 

に 意 を 注ぎ、 和歌の 神 玉津島 社に 詣 でて 「今 そ-しる 昔に かへ る わか 道の まこと を 神 もま もりけ ると は」 の 

詠を殘 した 程であって、 元 應ニ年 四月 十九 日に 奏覽 した。 續 千載 和歌 集で ある。 

天皇 はこの 後 間もなく 元享 三年 七月 二日、 再び 爲世に 撰 集の 事 を 命ぜられた。 爲世 は旣に ニ囘任 を盡し 

たので、. その 次 +爲藤 を 撰者に 奏薦 した。 然るに 爲藤は 正中 元年 七月に 薨 じたので、 代って 爲定 (爲 世の 長 

子爲 道の 子) が 勅， で 奉じて 業 を繼續 し、 正中 二 年 十二月 十八 日に 奏覽に 及んだ。 續後 拾遺 和歌 *  二十 卷 一千 

三百 五十 三 首で ある。 天皇 は 花 山 院師賢 をして 叙感の 旨を傳 へし： めら れた。 天皇 は 爲定の 上った 「今 そし 

る あつむる 玉 のかす-/ \ に 身 を てらす へ き 光 ありと は」 の 詠に 對し て、 

か す に 集む る 玉の くもらね はこれ も わか 世の 光と そな も  .  ^ 

の 御 返歌 を 下賜 せられた。 かくの 如く この 時代に 於いて は、 列聖 何れも 撰 集に 敦： 盧を 留め 給 ひ、 敷 島の 道 

の 光 をば 永久！^」 傳 へさせられ たので ある。 

歌聖 後鳥羽 天皇 

皇室の 敷 島の 道 を 御勸獎 あらせられ たこと は、 勅撰の 事の 外に も數 多く 傳 へられて ゐる。 殊に 後鳥羽 一： 人 

皇 は列聖 中に 於いても 稀に 見る 歌聖で あらせられた。 建久九 年の 御讓 位の 後 は、 8 く 御 歌會御 歌合 等を院 

1： 所で 催され、 また 折に つけて 五十 首 百 首 等の 御製 を 詠ぜ つれた こと は、 現存の 御 集に よって 窺 ひ 奉る こ 

と， て 得る ので ある。 建 仁 元年 六月、 院 御所 ニ條 殿に 於いて 二十 九 人の 當代 斯道の 巨匠 AO 集め、 千 五 百番歌 、 

Ac ケ-行 はせられ た 如 さは 稀に る #擧 であった。 春夏秋冬 祝戀雜 等の 百 題 ゲ- 以て、 作者 を 左右 各 十 IfK に 


分ち、 上皇 は 親しく 女房の 名 まて 左方の 首に 列し 給； 3、  i しく 判者と もなら せ 袷うた。 ！ H 

として は、 寫駕 -讃驚 • 待 宵 小侍從 .俊成 の 女. 丹 後 .越前 等がず、 af^H 

てて あ： し ""nf  r 而： r 上皇 ii§ 始め、 ii、 或 p"is は 

て 召し 給 ふ 由な 力り しこと. V 慨歎 せら e たとい ふ。 

翌 七月に は 一 一條 殿に 1 所 基け 給ひ、 前 S 藤 原甚 通 • 左大臣 藤原良經 • 內 大臣 原 f  •  is 

具 • 天台 座主 蕭 - 三位 入道 俊 成 . 藤 原 有 家 . 同定 家 • 同膽 • 同雅經 • 源 •  f sqr 十一、" 

びと 定められ、 二十 七 曰に 和歌 御會始を 行は せられた。 ついで 藤原淸 範. 同 霧 .鴨長 明！； ム t 

寄 us へ、 If 開閱 とせられた。 これ 等は 何れ 4 代 第一流の 業であった。 ！ hu 

は IP き I 會俊 成の 判に よって 行 はれた。 これまで は 三 條坊門 殿で 行 はれ 御 業で あつ 翌 た，、 1 こ 日 M 

リリ" されて 月每| された。 ついで 同月 十五 曰 M は 和歌 所 撰歌き行 はれ、 ilw 

"後 f 所に 於け る 御 會御歌合 は頻々 として 行 はれた。 上皇 は 斯道の 長老 I 重 ^ れ" 

あつく 一  I？ 一月 二  ±1 は 和 fr£s て、 ま si 達し 裏？ 農 f 賜 

1 成、 は 梁と 仰がれ、 建久八 年に は 式子內 親王の 御 旨 4 じ、 |風體抄|し て その 歌學を 明らか 

にし |に指 針 を與 へたので あった。 臣下 5 宴お るの は 破格の 奪、 光孝 天皇が 花 山 僧 正塞さ 

た 例に よられた ので あると いふ。 上皇 は 御製  TV だ 2  7 

百と せの ちかつ く 杖の 世々 の 跡に こえても 見 ゆる 老の坂 かな 

を 賜った。 上皇 は御讓 位 量、 鳥 羽 • 水 無 環の 離曹 ま、 洛の SQI へ， 御幸 あらせられた。 熊 
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野の 如 さは 御 譲位 以來 一 歲と 雖も缺 かせられた 事がなかった と傳 へられて をり、 これ 等の 御幸に 際して、 和 

歌 御會御 歌合 を 行 はせられ る ことが 例であった。 熊 野 御幸の 折に は 參詣路 の 各 王子で 供奉の 人々 と御會 を 

行 はれた、 その 折の 御懷 紙の 正本の 一 部 は 熊 野 懐紙の 名に よって 現存して ぬる。 幾多の 御製 は 御 集に 收 めら 

れて. Q るが、 承 久の變 以後 隱岐國 で 詠 ぜられ たもの は、 遠島 御 百 首、 承 久後御 百 首の 名で 傳 はって ゐる 外、 

嘉祿の 頃に は御自 歌合 を 作り 給 ひ、 都の 家隆に 判を附 せし るら れ、 • 又 同じ 頃 家隆等 在京の 歌人の 歌 を徵し 

給 ひて 御 歌合 を 作られた、 遠島 歌合と 申す。 上皇 は 御 親ら 和歌の 長者 を 以て 任 f れた 程で、 歌學 につい 

て 御 造詣 深く、 隱岐に 於いて 御 ロ傳を 著され、 七 箇條の 和歌の 趣旨 を^せられ た。 後鳥羽院 御 消息 或は 遠 

島 御 消息と も 呼ばれて ゐる ものである。 されば 上皇の 御 感化に よって 和歌の 道 は 大いに 世に 弘 まり、 鎌 倉 

の 將軍實 朝 を 始め、 武士 社會の 中にまで も 盛に 行 はれる やうに なった。 斯道の 名流 もこの 御代 程に 斐. 出し S 

たこと は、 殆ど 例がない とい はれて ゐる。  . 

八 雲 御 抄の御 撰 

後鳥羽 天皇の 兩 皇子 土 御門 天皇. 順德 天皇 は 父 皇の御 感化に て、 和歌の 道に 御 造詣 深く ましました。 土 

御門 天皇 は定 家. 家隆 等に 師事せられ、 御製 は 續後撰 集 以下の 勅撰集に 多數 載せられ 給へ る 外、 承久 三年 

詠 百 首 和歌 等を錄 せる 土 御 門院 御 集に 傳 へられて ゐる。 承 久の變 後 都の 外にての 御詠が 殊に 多く、 家險等 

に點ぜ しめられ たこと も少 くはなかった。 正 元 二 年頃に 撰ばれた 新 三十 六 人 撰の 中に も 入られた。 

順德 天皇 は紫禁 和歌 草と 申す 御 集に、 建曆 より 承久に 亙る 間の 御製 を 數多傳 へ 給 ひ、 御代の 中には 屢く 

御 歌 會御歌 & を 行 はせられ た。 建 保 三年 十月に は 僧正 行 意 • 藤原定 家 • 家隆等 十一 人と、 禁中の 名所 百箇 


た、 世に建保 名所 御 百 首と も 呼ばれ、 豪に 命じて S せしめられた。 又 同 五 年 六月に ま 御 

臺、 同じく 定 家に 命じて i 附 せしめられ 、雷の 歌人 rstsHS 

5 しめられ たと 偉 ふ。 同年 十月 御 優知秦 十五 人 I して 四十 番 の當座歌 言行 ir^uf  ； 

？"" 和歌 sti 裏んで 歌 t 作られた こと もあって、 i の^ 鎮" め 

力 あつ f て あるか、 就中 ISS いて 不朽 sf-f  £ の は.、 n'n:4 

，詳細に 記された 八 雲御 抄の御 撰で あり、 iif^ihu^u^^ 

葉 部 - 墓 部 - 名所 部 . 用意 部の 六 S ら 成り、 i . 專 iiai* 作法き 枝 

^  ：  7 f ミ叙 ザ』 • 勅撰 延 喜 御 記 等 を 始め、 養家の 

" UJSr 文 t、 新 iiiil 據 とせら、 れた 外、 定秦の 意 f  ！ 錄 C 

れ S を 大成せられ たもので ある。 fs 親しく 漢文の 序， i して、 その 中に 「雖非 六 I 皮 

I 雲抄、 常置 倚 席 側、 I 亡 而已」 iLS^UF^^^ 

承久 以後 遠島に 於いて 完成 せられた。 

列 as の 歌道 御 精進 

後堀河 逢 藤 原 定？， じ 給 ひ、 S の道甚 ばれ 御 f 殘さ れた。 定家 sf 行よ せられた 外 

r なほ 豪に 命じ そ S 歌 f 上ら しめられた。 定 家は よって 勅 撰愚 草 二十 卷；！ んだ 

^Jia.  i は 哀悼の？，、 まま I 却して しま" ヒは ひ.^: 後 7 我』 はれ 

iussla. 御 乳母の 源通 方 ii ら せられた 折、 sihuH 

5 は感悅 の， に 密かに 魔に S させた ところ  .； ~J^J^. 一 謂，」 られた 

. ^/^>-  ^ 《惑 陰 は. 第一の 稂 ^を 請ん て 銜父土 御門 天皇の 御^ を、 
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よく 専 へ て おられる こ と に咸 歎した と いふ ことであった。 勅撰の 事 を 始め、 和歌の 榈會御 w<p 等 は 折 に ふ 

れて行 ませられ、 爲家. 光俊 等の 名流が 輩出した 外、 皇子 宗尊 親王 も父皇 の御敎 化で 名 縣を馳 せ 給 a、 初 

心愚萆 • a 玉 和歌 集を殘 された。 親王 は 鎌 倉に 將軍 として 久しく ましました ので、 武士の 間に 斯の 道の 感 

化お 與 へられた こと は 枚 擧に遑 なく、 弘長 元年に は 武士 等の 和歌 を 撰 進せ しめられた。 後嵯峨 天皇の 御 集 

は 不幸に して その 名のみ 傳 はって ゐ るに 止まる けれど、 この 外に 百 首 • 五十 首 • 三百 首の 名も傳 へら r て 

をり、 御製の 數は 夥しい、 ものであった と拜 せられる。 

この 菱の 列聖が 何れも この 道に 通せられ たこと は、 特に 擧 ぐるまで もな く、 持 明院統 では 伏 見 天皇 以後、 

京 極 爲兼を 尊 貪され、 これに 對 して 大 覺寺統 では 御手 左爲 世の 歌風 を 用 ひられ、 和歌の 道に 於いても 御競爭 

の 観が あった。 その 事情 は 前述の通り である。 龜山. 伏 見. 後 ニ條. 花園の 諸 天皇に は. 何れも 御 奥が 現存 f ぷ 

して をり、 その他に 千 首 • 百 首 等の 名稱 によって 御製の 傳 へられて ゐる もの は 頗る 多い。 伏 兄 天皇 は 和歌 

の事ケ -SS し 給へ る 假名 文の 御 消息 を もの. せられた が、 花簡 天皇 は その 御 日記の 中に、 和歌の 道に 就いての 

旨 を 記し 給 ひ、 その 中に、 爲 兼の 所 立の 義は 正義で あるが、 世人の 多く はこれ を 知ら ャ、 それ 故 俊 成 • 

定 家の 嫡 系た る爲 世が 所 立の 義は、 到底 爲 兼に は 及ばざる も、 天下の 大半 はこれ に歸 し、 爲に 和歌の 道 は 

頗る 廢れ るに 至った と 論評 せられた。 され ぱ爲兼 は 天皇の 御 知遇に 感激の 餘り、 正 和 四 年 再度 配流の 厄に 

遭うた 時には、 和歌 文書 九十 餘種を 天皇に 進獻 したと いふ。 


三、 敎學藝 術の 傳統 

* 漢學 問の 御硏鑕  ， 

學問藤術 の 園に 於て秦 が 指導 的 地位に 立 たれた こと も 前代と 變 りはなかった。 順德 天皇 は S 「禁必 

I」 に 於いて、 天子の 諸靈 について、 第一 御學問 也、 不學 則： 不明 直- 而能 致大平 者、 未 直 也と * せ 

られ ついて 第二 管紘、 延 喜天曆 以後、 大略 不絕事 也、 必可通 一曲と 宣 はせられ、 學問镄 樂の途 こ 精進す 

べきの 要 を カ說し 給うた。 されば 列聖は 何れも 數旨を ここに 留められ、 後鳥羽 天皇が 御七歲 にして、 文ムロ 

二 年 十二月 #8 おは n、 謹 藤 原 兼 光よ， 。 御 蒙 管受. け 給へ ま-始め、 歷 代の 奏+. 皇太子. 皇 

族 何れも 學の 道に 精進せられ て、 詩會 作文 會 は唇 上呂中 に催 された。 龜山天 t 文 永 四 年 五月に kn 曰の， 畤 4 

？? 行 はれて、 {^| 都？ ものせられ、 擎多 天皇 は 文人 を 御 書 所に 召されて、 毎月 十 曰 £?  一 了  2 

はせられ た。 漢舉に 於いて は 尙誊. 論語. 史記 等の 經史 等の 進講 を侍讀 によって 行 はせられ たこと ま、 i 

代の 例で あつ *r 龜山 上皇 は I 十 年 四月 扉定所 i 堂 £ て £、 詹 先師の. 像、 廟器甚 f れ， ？。 

，行事で ま 置きの 時代 £ じて ff? きた。 花 I 率 S 曰 記 £硏學 の趣每 かこ. 3 

されて. V」 られ るので、 畏き 業を拜 聞し 得られる。 正中 年間に は讀 破し 給へ る * 籍が 五十 を 越え 給へ る 外、 

御き 番の 料と して 謹の is 出 分類し s、 最道之 御記 基 はされ て、 學 問の 耍 I ぜら れ，， 。 ま 

た當 代の I 曰 野 俊 光 .菅原在輔 を 召して、 爵 について 論じ 5、 治亂 興亡の 跡 を 見、 看 蒼の 目的 

I すべさ こと £ 斷 せられた。 天皇の 御學 sf で、 廣く祌 霞 塁の 調和 £ て 理 f せられた の 


であった。 後醍醐 天皇が 日野資 朝. 吉田冬 方. 淸原良 枝を師 として 經誊 を學び 給； 5、 やがて 玄惠 僧都-てし 

て朱嘉 の 新 註 を 講ぜ しめられ、 斯界に 一新紀元 を拓 かれた こと は、 遍く 人口 膾炙して. Q ると ころで ある。 

漢籍と 共に 國誊に 就いても gf 盧を 垂れ 給 ふこと 厚く、 後堀河 天皇が 藤 原 通 俊 本の 類聚 國 史を傳 へられた 

の を 始め、 伏 見 天皇 は 東宮の 御 時から 國 * の 硏鑕に 力 を 注がれ、 弘 安四 年 十月に は 飛鳥 井 雅有等 をして、 

源氏物語 中の 不審に ついて、 六日 間に 亙り 左右に 分って 論議せ しめられた。 卽ち 有名 攻弘安 源氏 論義 であ 

る。 又 神？ i 伯 a 諸より は 日本 紀の 進講 を 聞し 召された。 後醍醐 天皇 は 中原 章 任から 律令 を學 ばれた。 

. かくの 如くであった から、 皇室 は學 問の 淵 藪で あり、 殊に 持 明 院 • 大覺 寺の 兩統に 分れら れ てから、 御 

硏學も 競 爭の御 有樣 となる に 至って、 文學紹 險 の 期と 評する ものが 出た 程であった。 宫 中に」 御文 庫が あ 

つて、 而も 重要視せられ たこと は、 後嵯峨 法皇の 文 永 九 年の 御 讓狀を 始め、 龜山 法皇の 嘉元 三年の 御 讓狀、 に ひ， 

後宇多 法皇の 德治 三年の 御 讓狀に 御文 庫の 名目の ある こと を 以て も 知られる。 

諸藝 術の 振興  I 

學 術に 尋で 重視され た 音樂の 道で は、 後鳥羽 天皇が 藤 原定輔 • 孝道 等を師 として 琵琶 を 究められ、 石 上 

流 泉 • 楊 真 操の 傳受 及び 傳業灌 頂 を 受け 給； y 又 藤 原實敎 より 笛 を、 後白河 院 女房 安藝 局から 攀を學 ばれ 

た。 その 御 造詣 は 頗る 深く、 承 久ニ年 三月に は 琵琶の 名器 二十 六 種 を 左右に 番 へて、 その 音調の 優劣 を批 

判せられ た。 されば S の 君 は 何れも その 御 遺訓 を 守られて、 管 絃の道 を 極め 給 ひ、 それぞれ 祕曲， V 傳受 

せられた こと 等 は、 殆ど 御 歴代に 異例の ない 程で ある。 尙 後鳥羽 天皇の 皇兄 後高倉 院の 如き は、 御 琵琶の 

神技 は、 一代の 名流 藤 原 師長に 優る とも 劣ら やとの 評 を さへ 得ら. れ、 御所 持明院 殿に 於て、 正 五 九月に M 


き, 催された- 

龜山 天皇 は 管 絃の祕 曲 を 極. めら れ たと 傳 へられ 給 ひ、 その他 列聖 のこの 道 を 御硏鑽 あらせられ たこと は 

琵琶 御傳業 部類 記. 體源抄 • 敎訓抄 等に 詳 かに 傳 へられて ゐる。 かくて 管 鉉の道 は 皇室が 中心と なり、 そ 

の 率先 御 勸獎の 下に、 各 流派が 永く 後世に 傳 へられる ことと なった ので ある。 ， 

蹴 鞠の 道で は 後鳥羽 天皇が 御 嗜好 深く、 御 在位の 建久 年中 十餘 歳の 御 頃に、 折 柄 鎌 倉に 在住し 賴 朝の 猶. 

子と なって をった 飛鳥 井雅經 が、 その 道の 名匠で ある こと を 聞 召され、 女房 奉書 を 以て 京に 召されて こ ri 

に 師事 せられた。 雅經は 斯道の 巨匠 賴輔の 孫で、 兄の 宗長 と共に 難 波. 飛鳥 井兩 流の 祖と 仰がれた 人で あ 

る。 天 ま ii は 御 譲位 後に 至って 御 習練 を 積んで 益、、 進ませられ たので、 承 元 二 年 四月に は宗長 • 泰 通. 雅經 

等が 速署 して 表 を 上り、 蹴 鞠の 長者の 尊稱を 奉った。 この 時に 竟 宴の 儀が 行 はれて、 上 八 人. 中 八 人. 下 ^ 

八 人な どと いふ 事が 定められ、 又 下沓の 色々. 等、 この 道の 法式が 制定され た。 この 後に 上皇 は 御 鞠の 御誊 

を も 著 はされ た。 爾後 列聖は 何れも 斯道 を嗜 まれ、 蹴 鞠の 御會は 禁中 仙 洞に 頻りに 催されて、 常に 觀を 

呈 した。 顺德 天皇 は 鍋 鼓 拍子と いふ 物で 御 鞠け させ 給； 3、 すぐれた 御 足で あらせられ たと 傳 へられ 給 ひ、 

後蝶峨 天皇 • 後深草 天皇 • 龜山 天皇 はこの 道の 中興と あがめられた。. 後嵯峨 天皇が 龜山 天皇へ 御讓 進に な 

つた 御 處分狀 に は、 特に 御 鞠に ついての 文書が かかげられて をって、 如何に この 道が 貧 • 要視 せられて をつ 

たかが わかる。 飛鳥 井 • 難 波. 御子 左 等の 名流が 榮 えて、 その 流 風が 盛に 行 はれた の は 全く 皇室. の 御稳獎 

に 由った ものである。  ヽ 

入木の 道 もこの 時代に 於いて、 伏 見院流 • 靑蓮院 流 等が、 皇室に 淵源して 後代に 大きな 感化. V 與 へた， 


伏見院 流と は 伏 見 天皇の 御 書風 を 申す ので ある。 天皇 は 能書の 御 春 高く まし まし、 艷麗 な、 上代 樣を 好ませ 

られ 殊に 假名 * きに 長 ぜられ た。 古への 名家 行成に も 超え 給 ふとの 評 を 受けられ、 その 御 書風 は 大いに 世 

の 賞翫を 博せられ た。 その 中 假名の 風 體は法 性 寺 關白以 來の流 風で、 照 念 院闢白 贋 司 11^ 平の 筆 體を模 せら 

れ たものと 申されて， ゐる。 靑蓮院 流 は 伏 見 天皇 第 六 皇子、 靑蓮院 宮尊圓 親王の 作り出された ものである。 

親王 は 初め 世 尊 寺 流を學 ばれ、 後に 上代 樣と新 輸入の 宋 風と を參酌 せられて、 新風 を 創始せられ たので あ 

る。 この 流 は 後世 家樣 又は 御 家 流と 呼ばれて 廣く 流行し、 一世 を 風靡した。 靑蓮院 流と して 世に 仰がれた 

の は 主として 室町 時代の ことで あるが、 その 萠芽 は 鎌倉時代に 存 して をった ので ある。 流派の 名は稱 せら 

れ なかった が、 列聖は 何れも 優れた 御 手蹟 を 有し 給 ひ、 持 明 院統が 主として 上代 樣の流 風 を 有せられ たの 

に對 し、 大覺 寺統は 何れも 宋 風の 雄勁な 新味 を帶 びて をら れた。 これ 等 は 現存の 宸 筆から もよ く拜 察する 

ことができる。 

皇室と 佛敎 

皇室の 至大な 寵眷 によって 發展の 一 路を 進んだ 佛敎界 は、 この 時代に 入っても 前代と 同 檨の盛 觀を呈 し、 

列聖は 何れも 崇佛 の歡旨 厚く、 斯界 は その 洪 恩に 溶した ので ある。 幾多の 高僧の 御 崇敬、 數 多の 御 善根 は 

相次ぎ、 佛敎界 の 進むべき 道が 明示せられ た觀 があった。 

後鳥羽 天皇 は 建 永年間に、 高辨に 華嚴宗 興隆の 爲に、 栂 尾の 地を與 へられ、 承久 年間に 俊 t5 の 造 寺勸進 

4 嘉納して 內帑を 授けられた。 かくして 高山 寺 は 創始され、 泉 涌 寺 は 中興され たのであった。 御 治世 中 は 

諸大 寺への 御參詣 絕ち給 はや、 熊 野 山の 如き は 殆ど 每歲 御幸 あらせられた。 天皇 は 法 華 經の御 信仰 篤く 


隠岐へ 御邀 幸の 後 は 專ら經 文の 御 研鑽に 御 心 を 注がれ、 間もなく 行 在 へ 伺候した 僧淸寂 をして 御 博 學を驚 

歎せ しめられ、 又念佛 僧明禪 • 藝 覺. に 出 離の 道 を 問 ひ 給 ひ、 法 華 經の導 を 期せられ たのであった。 

後峰娥 天皇 は 天台. 眞言. 淨土 等の 各 宗派の 奥旨に 達し 給 ひ、 特に 道元 • 圓爾 • 道隆 等の 禪僧、 淨 土の 

良忠、 華厳の 宗性 等お 崇敬され た。 道元に は 紫 衣 賜 ひ、 圓爾 より は 大乘戒 を 受けられ、 又 これ を 東 福 寺 

に 住せ しめられ、 道 隙に，， 謁を 賜； 5、 建 仁 寺に 住せ しめられた。 良忠 から は淨 土の 說を聽 聞し 給 ひ 紫 衣 を 

g| つた。 宗 性に は 華 嚴抄を 撰せ しめ 京大 寺に 住せ しめられた。 建 長 七 年 十月に は 洞院實 雄に 讃岐國 を 賜； 3、 

大堪 川の 北龜 山の 麓に 伽藍 を 建立せ しめられた。 、 かくて 藥草院 • 如來 壽量院 • 淨 金剛 院 • 多寶院 • 大多勝 

院 等の 堂宇が 相つ いで 建立され た。 淨 金剛 院には 邋觀を 長老と して 淨土宗 を 興行せ しめ、 大多勝 院には 三 

井 天台の 碩學を 供 僧と して、 春秋 ニ季に 止觀の 談義 を 行 は しめられた。 天皇 は 親しく 經 海に 師事 せられて、 S 

止觀玄 文の 御 稽古 は 上代に 超えさせられ、 文 永 四 年 東大寺に て 御 受戒の 後 は、 法の 道の み を 事と せられた 

とい ふ。  、 

龜山 天皇 は歡尊 • 普 門 等 を 尊信せられ た。 歡尊 は屢く 召されて、 法 を 談じ經 を 講じ、 又戒を 授け， 奉った。 

普 門 は 東 福 寺 圓爾の 弟子で、 正應 年間 禪林寺 南 隣の 御所 松 本殿の 怪異 を 祈 譲した 效驗 によって、 やがて 御 

願 寺と して 創設され た南禪 寺の 開山に 任ぜられた。 初 名 は 南禪院 といった。 京都 五山の 首位と なった 南禪 

寺 は、 かくの 如く 勅旨に よってで きた。 武家 社 會に發 展の緖 を 啓いた 禪宗 が、 公家 社 會に熏 きをな すに 至 

つたの は、 全く 天皇の 御歸 依の 深き によった のであった。 又 天皇に は 極 樂直抄 の 御 撰が あって、 淨 土に 就 

いての 御 造詣 を も拜し 得られる。 かの 本願 寺 は 勅旨に よる 寺號 とい はれて わる。 


後宇多 天皇 は 律義 を 習 ひ 密宗を 學び給 ひ、 纏 纖の大 覺寺を 以て 仙 洞と 定め、 寬平 法皇の 仁 和 寺 御室に 擬 

せられた。 爾來同 寺の 中 與に歡 慮 を 注がれて、 元亭 元年 四月に は 御 遺告 二十 五 筒條ヶ t 辰 書して 御手 印を载 

せられた。 德治ニ 年 七月 禪助を 御戒師 として 祕密灌 頂 を 受けられて 以來 は密宗 の高德 として 仰がれ 給 ひ、 

I ぼ 正道 意 以下に 密灌を 授けられた ことが 頗る 多かった。 又宗 性の 弟子 凝然 から 菩薩 戒を 受け 給 ひ、 宮中に 

講經を 行 はせられ、 更に 宋僧ー 寧 を 尊信して 宗要を 問 ひ、 南禪 寺に 止 住せ しめらる る 等、 御 淨業は 頗る 多 

かった。 

花園 天皇 は 台 敎に精 適し 給； y その 御 研鑽の 御 有様 は 御 日記に よって 拜 察される。 正中 元年の 條に は、 

讀 破せられ た 內典約 五十 種 を 記して をら れる。 正 和 二 年に は西大 寺の 如圓ょ 6 受戒せられ、 »  く 天.^ 口. 眞 

言 • 淨土  • 禪諸宗 の 高德を 召して 法 門を談 ぜられ た。 元亨 年中 大德 寺の 妙 超から 碧嚴錄 の， 提唱 を 聞 召され、 お 

正中 二 年 大德寺 を 以て 御 祈願 所と なされた。 更に 室町 時代に ス つてから、 .惠玄に仁^^寺花園の御所跡を賜 

つて、 妙 心 寺の 寺甚. を 開か しめられた。 御 撰と して 法 華品釋 ニニ 卷抄 • 七箇法 門口 訣の 名が 傳 へられて. Q 

る。 

なほこの 時代に は 高德御 尊信の 敷 旨から、 前例に 從 つて 德治 三年に 益 信に 本覺 大師 號を 追贈され、 正 安 

二 年に 西 大寺戲 尊に 與正 菩薩 號を賜 はった 外、 この 時代から 與 つた 禪 僧に 對 し禪師 • 國師 の號御 下賜の こ 

とが 起った。 禪師號 は 後宇多 天皇が 建 長 寺 開山 道 隆に大 覺禪師 の 稱號を 賜った のに 始まり、 國師號 は 花園 

天皇が 東 福 寺 開山 圓爾 に聖 一 國師號 を 賜 はった のに 始まって ねる。 


後鳥羽 天皇 を 仰ぎ奉りて 


後鳥羽 天皇が 承久討 慕の 御 企 成ら や、 わびしき 隱岐の 小島に ぁぢ きな き 御 後半生 を 送り 給； 3、 御 還 京の 

御望 も絕 えて、 行宮に 晏駕 あらせられてから、 春秋の 囘りは 早く も 七 百を算 へる に 至った。 時 蓮な ほ 至ら 

や、 畏き数 旨 は 不幸に して 達せられ るの 由はなかった けれど、 その 聖盧は 遂に 滅びなかった。 爾來、 天皇の 

御 失敗に つ いて は 幾度 か內 省が 加 へられた。 かくて 天皇の 御 遺畫は 後昆の 聖 主によ つて 繼 承せられ、 再び 發 . 

して 建武の 中興と なり、 三度び 發 して 明治の 維新と なり" 皇威 六合に 遍き 今日の 聖代 を 見る ことと なった。 ^ 

ここに 思 を 七 百 歳の 古へ に馳 せ、 天皇の 聖業を 恨び 奉り、 明らけ さ 今日の 大御代 を奉頌 する ことと した い。 

我が 國史 を囘 顧す るに、 神武 天皇の 中つ H 御 平定 を 始めと して、 歷代聖 主の 龄念 あらせられた ところ は 

所謂 天業 恢弘に 外なら ない。 皇國が 一路 發展の 過程 を迎 りつつ ある 間に 於て、 國 政の 進展、 社會の 情勢 等 

に 於て 急激な 變改が 幾た びか 起った。 その 最も 著る しい 一つ は、 平安時代から 鎌倉時代への 移り 變り であ 

らう。 恐れ多く も 上皇 室 を 始め 奉り 社會の 各階 層に 亙って、 精神 物質の 兩 方面に 及ぼした 變 革の 情況が、 

この 時 ほど 劇しかった こと は 稀 有であった。 政界の 推移が 徙 人の 意想外に 進展して、 幾多の 新 儀が 續 出し、 

異例の 頻 發は應 接に 追 すらな き 程であった。 かかる 過渡期に 際して 天津日嗣 を 受け 給 ひ、 社會 情勢の 變革 

の 急 潮の 中に 巍 然として、 祖宗の 遺 策で ある 天業 恢弘に ひ^すら 邁進 せられた 後鳥羽 天皇の 聖業 は、 仰ぎ 


奉る だに 畏き 極みと 申すべき である。 

後鳥羽 天皇 は 高 倉 天皇 第 四の 皇子、 御 母 は 七條院 藤原殖 子、 洽承四 年 七月 十五 日に 降誕 あらせられた。 

この 治 承 四 年 は、 急激な 情勢の 變 化の 時期の 中に 於ても、 殊に 著る しい 變革を 政治 社會に 印した 年で あつ 

た。 卽ち この 年の 春に は、 高 倉 天皇が 御 外戚 家に 當る 入道 前 太 政 大臣 平清盛の 要請に よって、 皇太子た る 

第一 皇子 言 仁 親王に 御讓位 あらせられた。 卽 ち安德 天皇に まし まし、 淸盛は 積年の 宿望であった 萬 乘外祖 

の 尊貴に 列り、 天下 11 步の櫂 威 を 占めたの である。 然るに 夏の 轫 めに 至る や、 以仁 王が 源賴 政の 推戴に よ 

つて 平氏 追討の 令旨 を 諸 源へ 下され、 これによ つて 賴政は 王 を 園 城 寺に 奉じて 討 平の 第 一 幟 を 高ぐ 揭げ、 

平氏 を 周章狼狽 せしめた。 而も 賴 政の 企 は 忽ちに して 失敗に 歸 したが、 平氏の 權勢も 亦急轉 直下し、 平氏 

は 京都 を 避けて 福 原に 移る に 至った。 天下の 人心 は 平氏の この 遷都 計畫に 一大 震駭 を 起し だが、 一菜の 旣 S 

に 落ちた こと を觀 じたので あった。 更に 秋の 半ばに 至って は、 以仁 王の 令旨 を 奉じた 源賴 朝が、 その 配流 

の 地、 伊豆に 兵 を あげ、 晩秋に は源義 仲が 木 曾に 於て 相 呼 鹿して 立ち、 關東東 山の 地方 は 漸次 源 軍の 白旗 

に 風靡した。 冬の 初めに は賴 朝の 策源地 は 相 模の鎌 倉に 定ま. り、 平氏の 發し た賴朝 討伐 54 は 一 戰をも 交へ や 

風 を 望んで 富士川から 都へ 敗走す るに 至った。 かくて 天下の 形勢 は 逆睹し 難き に 至った ので、 淸盛 は舊都 

への 歸 還を斷 行し、 後白河 法皇の 聽 政の 蔭に、 權 勢の 挽囘を 策した が 意の 如くなら や、 焦燥の 裡に 次の 養 

和 元年 を迎 へたので あった。 かくの 如くして、 後鳥羽 天皇の 御 降誕の 年 は、 赏に 平氏の ^權時 代の 終幕と 

源氏の 幕府の 建設 せられた 鎌倉時代の 序幕と に 際 食して 居り、 時お 轉換の 境界に 當っ て 居った ので ある。 

かくて 一 K 皇が 御襁褓に ましました 時 は、 御 兄安德 天皇が 乾位に 具 はり 給 ひ、 御 祖父 後白河 法皇の 御 治世 


であった。， 然るに 世 蓮の 推移 は 急轉に 急轉を a ね、 壽永ニ 年 七月 源氏の 銳 鋒に 追 はれた K!- 氏が、 車 駕寶器 

を 擁して、 西國へ 出奔す る 椿事 を 見る ことと なった。 法皇 は 敷 旨に よって、 新 主の 撰 立 を 謀り 給 ひ、 後 鳥 

羽 天皇 帝と 定め、 八月 院宣 を 以て 踐祐 せしめられた。 かくて 天皇 は 第 八十 二 代の 皇位に 具 はり 給 ひ、 

安德 天皇へ は遙 かに 太 上 天皇の 尊號を 上られた。 當時 踐舴と 不可分の 關係 にあった 傳國 の寶器 は西遷 中で 

あつたので、 天皇の 踐祐は 神器 を 具し 給 はぬ 開闢 以來の 異例であった。 - 實に 非常時に 於け る 非常手段 によ 

る 踐祐の 御 儀であって、 法皇 を 始め 奉. p、 當 局の 苦 惱は洵 に 量り 知るべからざる ものが あった。 間もなく 

安德 天皇が 畏くも 西 海に 崩 じ 給； 5、  二 器 は 辛くも 還 京の 事と なった けれど、 神劍は 終に 流失して 又 索む る 

の 由な く、 他の 寶劍を 以て これに 代 へられる に 至った。 かくの 如くに して 後鳥羽 天皇の 踐称 は、 風雲の 急 

を 告げた 非常時であった。 

天皇の 御代の 初めはな ほ 後白河 法皇の 御 治世で.、 鎌 倉に 創立され た 武家政治に 對 して は、 公家， 威力の 

及ばざる ままに、 その 要請に 委 されざる を 得ぬ 實 情であった けれど、 天業 恢弘の 叙 旨 は 終に 失 ひ 給 ふこと 

なく、 文治 元年の 末、 守護 地頭の 制. 兵粮 米の 制 • 議奏 公卿の 制 等 を 一時 允許 せられた 法皇 は、 やがて 御 

力の 及ぶ 限り、 これ 等慕府 施設の 機能 を 最少 限度に 壓 縮し、 出來 得べ くんば これ を 崩壊せ しむる ことに 全 

力 を 注がれた。 かくして 兵粮 米の 制 は 忽ちに 撤廢 せられ、 地頭の 制 は 殆んど 根幹が 失 はれ、 幕府の 支援し 

た 議奏の 首班た る 藤 原 兼實の 地位 は 薄 水 を 踏む が 如き ものと なった。 これ は 全く 法皇の 不斷の 御 努力の 賜 

に 外なら なかった。 然るに 建久 三年に 法皇 崩 じ 給 ひ、 後鳥羽 天皇 は寶算 十三に て 親政し 給 ふこと となった。 

天皇 天資 英明に まし ましたが、 なほ 御 若 齢の 事 ゆ ゑ、 關白籐 原 兼 實が萬 機 遵行の 任に 當 つた。 これが 爲め 
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朝廷と 幕府と は 大いに 協調の 實が なり、 幕府で は賴 朝が 多年の 宿望 を 達して、 征夷 大將 軍の 宣下 を 蒙り、 

兼 實は賴 朝の 後援 を 得て、 その 理想と した 平安の 古への 花やかであった 攝關 政治の 再現に 向って 進んだ。 

記錄 所の 政治 • 意見 封 事の 徵召. 皇室 戚 里の 顯 位の 獲得 • 一門の 耍路獨 占 等 は、 兼實の 政策の 具體 化され 

たもので、 要は 家門の 顯榮 にあった， 

この 問に 於いて 故 法皇の 歡 旨を艤 承し、 朝政 振 奥の 爲 めに、 武家の 抑制に 努力しつつ あった 一 部 廷臣の 

勢力と 地位と は、 大いに 壓迫を 蒙った けれど、 故， 法皇の 御 信任 を 得た 土 御門 通 親 は、 歡旨を 奉じて； 3 そか 

に 御 遺 策の 實 現に 努力し、 兼實と 後宮の 勢力 を篛 ひ、 建久六 年に 通 親の 養女 在 子に 第一 皇子の 降誕 を 見る 

に 至る や、 通 親 は 前途に 大 なる 光明 を 得、 この 宮廷との 關係を 有力なる 背景と して、 先づ 幕府の 勢力の 延 

長と も 見るべき 兼實の 一門 を排 難して、 與黨 である 前 關白基 適 を 機し、 所謂 遠交近攻の 策 をと つて、 先づ 55 

武家の 威力 を 京都から 排除すべく あらゆる 策 を 講じた。 且つ 當時 は、 朝廷 は 院政の 形式 を 以て 慣例と なさ 

れて 居った 關係 上、 通 親 は 第一 皇子の 登極と 後鳥羽 天皇の 御 治世と を 計畫 し、 後鳥羽 天皇の 院政の 下に 朝 

政 振興 を 策 せんとした。 

建 久九年 靑春十 A の寶 齡に英 氣潑剌 たる 天皇 は、 通 親の 計 鲞に從 つて 第 一 皇子 土 御門 天皇に 御讓位 あら 

せられ、 仙 洞に 於いて 通 親 以下 を 輔翼に 供へ、 その 獻替 によって ひ，！^ すらに 皇權の 伸長に 戲念 留め、 事 

ある 毎に 慕府の 抑制に 出 でられた。 正 治 元年 源賴 朝の 薨去に よる 政界の 不安から 勃發 した 幕府 側の 武士の 

通 親 襲撃の 陰謀 事件 は、 却って 幕府 側の 廟堂の 勢力であった 西 園 寺公經 等の 失脚 を 誘導し、 梶原景 時 父子 

の 謀反 事變^ より、 仙 洞に 於いて 天下 靜謐の 祈 を 行 はれる と、 幕府 側 は 大いに 驚 動せ ざる を 得ない 情勢と 


なった。 かくして 朝廷の 權威 は彌が 上に も 伸張し、 上皇が 第三 皇子の 英明 を 愛せられて 儲貳に 定められた 

折 は、 從來の 惯例を 無視して 幕府へ 無 通告の まま、 正 治 二 年 四月 宸裁 あらせられた。 更に 同年の 末 近 江 

人 柏 原 彌三郞 が 叙 旨に 背く ことが 起る や、 直ちに 追討 宣旨 を 發 せられ、 在京の 官兵を 動かして 追討の 實 を 

あげ、 幕府 あるに 兵馬の 大權は 皇室に 復歸 した 觀を呈 せしめられた 0 であった。 されば 建 仁 元年に は、 幕 

府 から 排撃され た 城 長 茂 はこの 情勢に 便乘 して、 賴家 追討 宣旨を 要請す るに 至った。 長 茂の 企 は 失敗に 終 

つた けれど、 幕府 は 鼎の ，輕 重 を 問 はれた と 撰ぶ ところが. なかった ので ある。 

建 仁 二 年 通 親 は 病 を 以て 薨 じ、， 上皇の 御 哀悼 は洵に 深い ものが あって、 御樂 しみ 多い 御 歌合 もこれ が爲 

めに 永らく 停められた 程であった。 通 親の 在世中 は ほぼ その 政策 を 嘉納 せられた 上皇 は、 これより 御 自由 

に 英明なる 天資 を 遺慽 なく 發揮 せられ、 一天 下の 政治 は、 全く 上皇 御 一人の. 御 方寸の 下に 進む ことと なつ 

た。 曾て 住吉の 歌合に、 

奥山のお とろの 下 も ふみわけて 道 ある 世 そと 入に しらせむ 

との 御製に、 畏き 寢誇 の 一端 を 漏らされ 給うた と傳 へられて 居る 如く、 公家 政治の 振與は 上皇 聽 政の 御 目 

的で あり、 その 爲 めに 避くべからざる もの は 討幕 計畫 であって、 院政 各般の 御經營 はこの 目的に 向って、 

統制 展開せられ たのであった。 而も その 御 方策 は 機に 應じ變 に 則して 行 はせられ た。 賴朝薨 後の 關 東の 不 

安な 狀況 は、 實に 京都が 注視 を 怠らなかった ところであった。 幕府の 內 紛は賴 家の 失脚と なり、 牧 氏の 沒 

落とな り、 平 K 朝 雅の亡 減と なって、 終に 實朝を 擁立した 北 條執權 の 擡頭と なった。 この 折に 出現した の 

は元久 元年の K 朝の 婚姻であった。 京風に 憧憬した 實 朝が 京人 を 物色した こと は、 京都 勢力の 鎌 倉 へ の 注 


人の 好機であった。 院の當 局 は 至大の 好感 を 表示して、 -坊 門 信 淸の女 を 撰びす すめ、 院の權 女房 滕原兼 子 

は 自ら その 斡旋の 衝に當 つて、 天下の 經營 この 事に ありと 朝野の 耳目 を 聳えさせ たの は、 決して 無意味な 

ことではなかった。 尋で建 保 六 年に 起った 幕府の 皇族 將軍 奉戴の 奏請 計 畫に對 して は、 院の 態度 は 更に 一 

歩 を 進める ことと なり、 慕府 側の 全權政 子に 針して、 折衝の 任に 當 つた 院の全 權は藤 原 兼 子であった。 か 

くて 近き 將來に 皇族 將 軍の 實 現が 默 契せられ、 朝 威 は漸を 追うて 武府に 加 はり、 上皇の 御 目的の 前 路には 

早く も 光明 を 認める ことが 出來 たのであった。 

上皇の 富謨は 遠く 鎌 倉 を 目指される と共に、 これに 對處 すべき 公家 社會の 統制に 就ても、 深く 御 轸念ぁ 

ら せられた。 朝政 を 明朗に し 適材 を 適所に 擧げ、 公家の 氣風を 一 新して 新興 武家に 比して 遜色な からしめ、 

以て 皇 威の 發揚を 企圆し 給うた。 通 親の 執 權中は 院政の 方針 も 稍 X 偏した 嫌がな きにし も あらざる 狀況で ^ 

あつたが、 通 親の 後 間もなく、 上皇 は 攝政甚 通 を 良經に 改めて 世上の 思惑 を 一掃せ しめられ、 鋭意 朝政 

の 振 典に 叙 旨 を 注がれた。 明 法 博士 坂 上 明甚が 勅旨 を 奉じて 裁判 至要 抄を撰 進した の も、 その 一端の 顯現 

であった。 建 歷ニ年 六月の 除 目 を 評した 定家 は、 これ を 以て 德政 貴ぶべし となし、 歡盧已 に 純 素に 復 せり 

と贊 し、 又 天下の 善政 已に 古風に 復 す欣感 すべし というて 謳歌し 奉った。 

文武の 振與は 公家 社會の 面目 一 新の 要請と もい ふべ く、 上皇の 御 方寸の 下に 着々 その 功を收 める ことが 

でさた。 在廷 要路の 素質 は 改善の 一路 を迎 つた。 辨官の 任用に は 詩 題 を 課し、 その 試驗 登第 者 以て これ 

に充 つる 方法が 講ぜられ たの は、 その 一例と いふべき である。 殊に 上皇 は 皇子の 御敎 育に 就て は 公家 社會 

の £3 となるべく 最も, 叙盧を 、かがせられた。 第 四 皇子！^ 成 親王が 建 暦 二 年 御 元服に 先立って、 稽古の 御 心 あ 


つく、 殊に 文章 才名に 富 ひの 春 天下に 遍し とさ へ稱 せられ 給うた 一 事 を 以てして 推し 奉る ことが でさる。 

かくて 公家 社會は 皇室 を 中心として 活力が 充满 する に 至った。 これに 加 ふるに、 東夷の 賤技 とし cfm さ 

れ 看過され て 居った 武の 修養に 就ても、 上皇 は 率先 範を 示して 衆 を 導かれた。 文 を 尙び武 を 卑んだ 長年の 

慣習の 惰勢 にあった 公家 社會 の多數 は、 上皇の 武の御 勸獎に 異様の 眼 を 聳えさせ、 數々 の 練武の 御听乍 を 

直視す る こと さへ 能 はや、 竊 かに 窺って 歎息し、 夢の 如しと 隔世の 感を さへ 懐いた 者 もあった けれど、 数 

旨 を 奉じ 弓馬の 藝拔 群の 評ナど 得た 者も少 から や 現れる やうに なった。 水練. 狩獵. 角力. 競馬 • 流鏑蜀 • 

笠懸等 武技に 直る もの は 頻りに 獎勵 せられた。 雅成 親王の 如き は、 上皇の 嚴訓を 守られて 弓馬の 事に も從 

ひ 給 ひ、 又 水練. 角力に もっとめ 給； 3、 爲 めに 一時 は 文事 を拋棄 せられた 程であった とい ふ。 御 £ 臣は 1^ 

れも 上皇の 御 練 武に從 ひ 奉り、 或は 水練に 裸馬に 駕し、 或は 狩獵に 山野 を馳驅 し、 前 太 政 大臣 藤 原 賴實の g 

如 さは、 五十 餘歲の 老軀を 以て 御 狩に 供奉した 程であった。. 

これ 等の 武技の 御 習練に、 院直屬 の 武士で ある 北面が 御 伴侶と なった こと はいふまで もな く、 上皇 は 承 元 

四 年に は 幕府へ 勅旨 を 下されて、 院瀧 口に 候す る爲 め、 小山. 千 葉 ニニ 浦. 税父. 伊東 • 宇佐美. 後藤. 

葛 西 等の 錚々 たる 武士 を 召され、 また 早く 北面と 相 並んで 西 面に も 武士 を 候せ しめられた。 建 永 頃から 西 

面 武士の 行動 は 層く 世の 注意に 上って ねた。 これ 等の 武士の 中には 特に 御 信任 を 得て 世に 寵臣と 稱 せられ、 

威權. V 擅に した ものが 少 くなかった。 武技の 御 獎勵が 著る しかった 當 時に 於いて かくの 如き 狀況 を呈 した . 

こと は. 誠に その 勢の 然 らしめ たと ころと いふべき である。 當時武 府の總 帥であった 實 朝が、 歌 鞠 を 以て 

業と なし、 武藝廢 する に 似たり と 評せられて 居った のと 對 比して、 頗る 奇觀を 呈 したわけ であった。 


かくて 後鳥羽 上皇の 神 策に よって、 公家 社會の 一部の 活力 は 頗る 横溢し、 文武の 大權 は旣に 京都に 歸し 

たに 等しい 有樣 となった。 上皇の 終局の 御 目的 達成の 期 は 益 X 近接した ので ある。 世に 傳 ふるところ では、 

實 朝の 官位 を 除 目 毎に その 望に も 過ぎて 昇進せ しめ、. 以て 官打 にせら れんと 試みられ、 又 京都 三條白 河の 

端に 關東 調伏の 堂 を 建てて、 最勝 四天王 院 と名づ けられ、 幕府の 異變の 勃發を 心待ちにせられ たとい ふ。 

曩に 皇族 將 軍の 默 契が 成立した 事情から 推察して、 當 然の歸 結で あ. るかの 如くに 思 はれる。 執 權北條 氏 も 

亦 同樣の 期待 を懷 いて その 裏面工作に 暗中飛躍 をつ づけた。 かくて 承久 元年 正月 實 朝の 凶變が B 者の 暗默 

の 期待の 裡に 登場す るに 至って、 局面 はこ こに 大轉週 を 見る ことと なった。 

上皇の 帷幄に 參 して 居った 文武の 近臣の 大部分 は、 これ を 以て 好機 至れり と 感じ、 旣定の 院政の 方策 は 

ここに 更に 拍車 を かけられる ことと なった。 且つ 一層 効果的で ある 積極 政策に 轉換が 企てられた。 皇族 將 S 

軍の 密約 はかくして 反古と なり、 時局 は急轉 直下 せんとす る 勢 を 示した が、 關 東に 何等の 助搖も 生じな か 

つたので、 この間 無氣 味な 沈默が 暫く 漂った。 のみなら や、 關 東が 京都の 出先に 附與 した 威力 は 急速に 增 

加し、 これに 呼應 した 廷臣の 一部 は、 院の方 圖に直 壓を加 へんと した。 然し 英武な 上皇の 御 決意 は、 これ 

等に よって 斷 じて はばまれ 給 ふこと なく、 帷幄の 下に 總 動員が 急速に fi ぜられ た。 かくて 承久 一 二 年 五月 討 

幕の 大詔の 喚發 となった。 ここに 皇 櫂の 伸張、 天業の 恢 弘の爲 めに、 公家の 全力 を 擧げ、 上皇 親しく 統帥の 

大權を 執られた。 杲 して 全土に 及ぼした 詔 命の 効果 や 如何、 吉か凶 か、 所謂 承 久の戰 が 生やる に 至った。 

古へ 白 河 上皇の 院政 以來、 殆んど 歴世 御 治世の 君の 痕謨 は畏 きこと ながら、 政治 は 幾多の 勢力に 制壓せ 

られ て、 治世の 君の 御 自由意志に よる 廟謨 は、 殆んど 行 はせられ る ことが 不可能で あろた。 漸く » 勢力 を 


巧みに 操縱 して、 叙 旨の 一端 を 遂げられ るよ， 0 外はなかった。 これ は 全く 院の 威令が 十分に 行 はれる に 至 

ら なかった のによ る ものである。 白 河 上皇が 山 法師の 厦 si はれ、 鳥 羽 上皇が 保 元の |の制 壓カ 

臭 はれ、 管 Is 平氏 £ 義仲 £ 讓 5 麗？ 對し、 幾 SS 方針 裏？ ら 意の 止む 

？ に至 つたが 如き、 廟堂の 威令 は 頗る 薄弱であって、 他の 有力者の 勢 を 利用す るに あら I ば 如何と も 

なすの 由がなかった ので ある。 然るに 後鳥羽 上皇の 院政 は 全く 前代と 面目 を 異にし、 天業 K 弘のー 余) に邁 

進せられ た 院の神 策 は、 日に 月に 効 f 收め、 院の權 威 J と共に 高く、 終に 院の 獨自 の 立場から 討幕 計 

嗇が斷 行せられ るに 至った。 當時宣 旨 一 たび 下らば 天下 靡 然として これに 從 はんと は、 院の當 局の 確言し 

て 疑はなかった ことであった。 不 S して 醫は 成らなかった が、 これ は 輔弼の 文 武臣 僚に 眞に f 集 

L た^ 力 乏しく、 利害の 打算に 終始した 野心家 等が 少 くなかった ため、 上皇の 神 策が 圆 滑に 進涉 する こと お 

がで きす、 幾度 か 齟齬 を 繰 6. 返した ことが、 重大な 一因 をな して 居った ので ある。 而も ここまでに 院の或 I 

令 を 以て 諸般の 統制 を 行 はれ、 院の獨 力 を 以て 天業 恢弘の 大計 畫が發 動 せらる るに 至った の は、 誠に 英武 

たぐ ひ 稀なる 聖 天子の 神算 による ものと 申さねば ならない。  ， - 

後鳥羽 天皇が 天資 英明に ましました 事 は敢て 申す まで もない が、 御 誕生 以來 久しい 非常時に 御成 長 あら 

せられ、 御 修養 をつ ませられて 我が 國體に 敷 慮 を 及ぼされた 結果、 ここに 一大 英斷を 以て、 天業 恢弘の 偉 

業に 邁進せられ たこと と拜 察せられる。 承 久の當 時 廟堂の 重 寄 を 占めた 攝關 大臣 等の 中には、 ただ 家門の 

榮春を 保持 せんこと に岌々 として、 討幕 計 畫には 恰も 局外中立 たるが 如き 地位 を 占めた もの すら ある。. か 

くの，.. さ 際に 當 つて、 後鳥羽 天皇が 時勢 を 超越して 大業の 貫徹に 進まれた の は、 全く 天皇の 御 偉大に よる 


ものと 申し 上ぐべき ものである。 天皇の 叙 旨た る 王政復古 は 建 武中輿 を經、 明治維新に 至って 始めて 完成 

せられた。 實 に承久 の聖擧 以後 尙 この間 六 百の 星霜 を閲 して 成果 を收 めた ので ある。 その 最 先に 緖ロ. を 啓 

かれた 後鳥羽 天皇 を 仰ぎ まつる とき、 自ら 襟 を 正さし める ものが ある。 明らけ き 今上の 大御代の 由來 する 

ところ を^び まつりて、 aJaJ に 後鳥羽 天皇の 御 偉業 を 景仰し 奉る 次第で ある。 


承久 三年の 夏 半ば、 平安の 京に めぐらされた 討幕の 震謨は あへ なく も 破れた。 降， 0 しきる 五月雨 を 冒し 

て 高潮の 如くに 押し寄せた 柬 夷の 武士 共 は、 宇治 勢 多の 雨 津の濁 波 を乘り 切って、 都 大路お 馬の 蹄に 蹦っ 

た 戰鹿は 高く 大空 を 覆うて 天津 日影 を 暗く し、 貌 姑射の 峯の松 は 忽ちに 千世に 變らぬ 翠色 を 失； y 霞の 

洞に 立ち込めた 瑞氣は 俄かに 消えた。 四； H の 仙 洞に ましました 後鳥羽 上皇 は、 六波羅 の兩將 時房泰 時から 

派遣され た 時： 擺時氏 等より、 城 南 鳥 羽の 離宮に 遷 御の 奏請 を ffl し 召されて、 七月 六日に 御 春 顧の 厚い 宰」 ぬ 

中 將藤原 信 成 左 衞門尉 能 茂 等 を、 昔ながら の 御供と して 從 へさせられ たのみで、 あやしげな 網 代 車に 召さ 

せられ 一千 騎 にも あまる 武士に 圍繞 せられ 給； 3、 さらめ く 劍光影 裡を都 大路の 耳目 を そば だた せて、 東 

洞院を 南に 下り 給 ひ、 朝に 夕に 御幸 あらせられた 七條殿 をば、 遙 かに 歙覽 あらせつつ、 ^羽の 作 道 を經て 

離せ ：！ に 入御 あらせられた。 天の下の 御 政 は 御兄宫 入道 行 助 親王の 親裁に 移り、 大 八洲に 遍く 所在した 廣汎 

な #領 は 武士の 掌中に 歸 した。 蓮の 泰 否に 靜 かに 敦念. を 及ぼし 給 ふ 御 暇 もな き 中、 八日に は 六波羅 よ. 0 

の g ねての 要請の ままに、 御室の 道 助 法 親王 を 御 戒師に 召され、 寬濟 僧正 を 御 剃 手と して 御 飾 を 下させら 


れた。 御 法名 をば 金剛 理と 申された。 時に 寶算 四十 二 御 近臣 信 成 も 御供に 髮を 下した。 法皇 は 御 記念に 

もと 似繪の 巨匠 藤 原 信實を 召して、 替 れる御 姿 を 摸せ しめて、 御 母 宮，^ 條院に 上られた。 女院： ^この 御影 

を拜 せられて、 御悲, に堪 へさせられ や、 法皇の 妃修明 門院 を 誘 はれて、 俄かに 鳥 羽 殿に 御幸 あらせられ、 

今 を 限りの 御對 顔に 盡 せぬ 御名 殘 をば 惜しまれた が、 修明 門院 はこの 日に 天台 座主 宮尊快 親王 を 御 戒師と 

して 御 落飾 あり、 法 性覺と 申された。 信實 の拜寫 した 御影 は、 その後 法皇の 御 ゆかり 深き 攝津の 離宮 水 無 

瀨 殿の 中に 奉安され、 やがて 御影堂が 建立され るに 至った。 今に 水 無 瀨宮に 俗 鉢 法 鉢の 二 鋪の宸 影 を傳へ 

てぬる。  . 

二、 御輿の あと 
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やがて 法皇 は、 六波羅 より 隱岐國 に遷御 あるべき 奏請に 接し 給； 3、 旣に 出家の 御身と なり 給 ひし 上に と、 

御 悲歎の 餘 りに、 時の 攝政藤 原 家 實に御 消息 を傳 へて、 わが 流れ 行く 身 を 君し がらみ となりて 留めよ と 仰 

出 でられ、 その 御 奥に、 

墨染の 袖に 情 を かけよ かし 淚 はかり はすても こそ すれ 

との 御 r 淡 を 認めさせられた。 しかも 當 時の 攝政は 無力で、 旨の 達せられる 術 もなくて、 法皇 は 六 波羅ょ 

りの 定めの ままに、 七月 十三 日に 鳥 羽 殿 を發駕 あらせられた。 これ を 聞いて 御 乳母 卿 二位 藤 原 兼 子 は 周章 

參 殿し、 七 條院修 明 門院 も 亦 御幸 あらせられて 御訣を 告げさせられた。 仙駕の 供奉に は 內藏頭 淸範. 醫師 

和 氣長成 • 同有與 • 女房 西 御 方 • 伊賀 局龜菊 等が 列な り、 法皇 は何處 にても 御命盡 ささせ 給 ふ 折の 料に と 


1、 聖 一 人 を 特に 召し 加 へられた と傳 ふ。 

かくて 仙駕は 伊藤 左衞門 某の 指揮 下に、 甲冑に 身 を 固めた 武士の 御警 固の 裡に鳥 羽 殿を發 し、 淀の 川べ 

り に 沿うて、 先づ御 感慨 盡 きせぬ 水 無 瀨殿を 適 御に なった。， 法皇 はせ めて：^ 處に てあらば やと 思 召されて、 

. 立 こめて 關と はなら て 水無瀨 川霧 猶 はれぬ 行末の 空 

の 御詠 を ものせられ、 御 思 出の 料に、 今一た び 殿內を 戲覽 せられん ものと、 警 固の 武士に 仰せ 下された が、 

御望 は 達せられ や、 御輿 はすげ なく も 攝津の 昆野經 ケ島を 進んで、 播 磨の 明 石の 浦に 著 御せられ た。 供奉 

より 明 石の 浦なる 事， V 聞し 召し、 音に 聞え し 歌枕の 地よ とて、 

都 を はくら やみに こそ 出し かとけ ふ は 明 石の 浦に きに け. 0 

との 御製 を 遊ばされ たのに 應 じて、 伊賀 局 は、 

月影 はさ こそ 明 石の うらなれ と 雲井の 秋 は 猶そ戀 しき 

と 敷 慮の 程 を 推し量， 0 奉った。 昔 は 保 元の 亂れ に、 新 院の御 軍 破れて、 讃岐 國へ遷 され 給 ひし 折、 この 地 

を 通 御 あらせられし 事を傳 へ 聞きし 時には、 今 我が身の 上に 起らん と は 夢想 だに もせ ざり しもの をと 忍び 

出 でられた。 それ も 新院は 王位 を 論じ、 位 を 望まれた 爲 であるに、 今の 我が身 は 何事に よる どと 御 悲憤に 

遺る 方 も あらせられ ざり しと 傳ふ。 播 磨の 賀 古川より 供奉の 淸範が 病の 爲 めに 召し 返される ことと な， o、. 

その代りに 御氣 色に よって 施 藥院使 長 成と 左 衞門尉 能 茂 を、 追って 參上 せしめられた。 播 磨から は 海老 名 

兵 衞が御 警衞を 奉仕し、 御輿 は 美 作 國を經 て 伯耆國 へと 道 踏み分けて 進まれた。 兩國の 境に 當 るみか 月の 

參 

中 山 を 越えられた 折 y、 法皇 は 向 ひの 岸に 細道 ある を 戲 覽 あって、 何 處に通 ふ 道 かとの 御尋 に、 都へ 通 ふ 
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古さ 道に て、 今 は 人 も 通 はやと 聞 3 されて、  - • 

都人 たれ ふみ そめて かよ ひけむ むかひの 5g のな つかしき 哉  、 

と 望 京の 御 感慨 を 漏らされた。 ^眷 より は 余 持 兵衞が 供奉して、 七お 二十 七日に 出 雲 國大濱 湊に着 御 あら 

せられた。 その 御 道す がら 御惱 みあり、 翳 師長 成 等 御 看護 を 奉仕した のであった が、 それにつ けても 都の 

事 ども 數々 忍び 出 でられ、  . 

割より 吹く る 風 もな さもの を 沖う つ 波 を 常に 問け る  - 

との 御製 を 七 條院に 奉られた。 女院 よりの 御返しに は、  . 

神風 や 今一度 は 吹かへ せみ もすそ 河の 流た へす は 

と 御 母君の 衷情 を 漏らされ たと 傳 へて ゐる。 此處 より 渡海の 順風 を 待って、 御舟 は隱岐 島へ 進まれる こと は 

となり、 供奉の 武士 等 は 槪ね暇 を 給 はって 歸洛 する ことと なった。 城 南の 離宮より この 海 邊の旅 宿まで、 

日夕 召し 仕 はれた 御名 殘を惜 ませら るる 畏き叙 旨の 程を拜 聞して、 猛き 武士 等も淚 抑へ 難き ものが あった 

とい ふ。 法皇 はこれ 等の 武士の 歸洛の 便に 托して、 この 邊に見 尾 崎と いふと ころの ある を 聞 召して 詠ませ 

られ た， ■  . 

しるら め や 浮 身 を 崎の 濱 千鳥 泣々 しほる 袖の けしき を 

の 御製 をば、 修明 門院へ 遣らせられた のであった。 

かくて 御舟 は 雲の 波 煙の 波 を 漕、 ギ 分けて、 終に 法皇 は隱岐 國海士 郡^ 田鄕の 行宮に 音 御 あらせられた。 

時は旣 に蕭條 たる 秋 も 半ばの 八月 五日の 事であった。 行宮 は 人里 遠く 海の 邊ょり は 少し 離れて、 山 蔭の. K 


さな 巖の峙 てるに 寄せて 營 まれた。 松の 柱に 葦葺 ける 廊 など、 氣色ぱ かり は洪 つてなる とはい ふ もの •  の、 

あさましげ きぶき の薦の 天井 竹の 擎 など は、 兼ねて 障子の 繪？ 御覽. f れ S の？ は、 1^1 

れ給 ふこと さへ なかった もので、 翠帳紅 閨の仙 宫とは 別天地であった。 水 無瀨？ 傯び？ 铪ふも 御 夢の 

免く 見遙 力す 海の 眺め は 二 千里の 外 もの こりな き 御 心地で あらせられた。 海水 岸を冼 ひ、 大風 木 梢 を 渡 

る こと 激しく、 御感 银量 にて、  , 

わす こそ は 新 島守よ おきの 海の あらさ 波風 心して 吹け ノ  . ， 

と 天に 訴 へられた のであった。  .  ， 

隱岐 島へ sig ぼ 上 蒙 如く、 詳しい こと は 不明で ある。 霞の ls、  SS 卸 遺跡と して 

載せて 居 S が少 くない。 美 作國の 院庄、 又 同 國の顯 毒 等 は、 後年 後 ii の S への 輩 御 I と 

I して、 一 考す 、、へさ 處 であらう が、 備雷內 に 於け る 霊 跡等は論1 まで も あるまい。 

,  三、 小島の 濱 ひさし 

法皇の 行宮に 於いての 御動靜 は、 增震久 8S へられて きに 止まって、 詳細な こき 不幸に して 

明し ない 。行宮 5 いて 側近に 奉仕し S は、 筆に 供奉した 人々 の 外、 藤 I 房 SS 上して ま、 

又お 奉した 西 御 方が 病 を 得る に f| つて、 藤 原 親 兼の 女 民 部 卿 局 高 倉が 安貞 无年 三月 末に 京 を出發 して t 支 

に 赴き、 これによ つ 5 御 方が 寛 喜 元年 六月に 歸 京した。 行 直 雲す る こと 5 入りと 5 ら れてゐ る。 

.ォ無 響に 傳 へられて ゐる 法皇の 宸翰 御 消息に、 番匠 男梅花浦 入した る あ ひた 云々 と 見え、 これよ 御 外戚 


家よ. o の 使者の 如くに 思 はれる。 ， ^やうな 人々 の 出入 は少 くな，^ つ たやう に 思 はれる か 

北海の 浪 荒い 小島 も、 春が 訪れれば 空 は 自ら 霞み 渡った。 法皇 は 潮 汲む 海女が 永き 春の 日影に、 濡れた 

袖 を 干す の を 羨み 給うて、  . 

うらやましな かき 日 かけの 春に あ； 3 て 潮く む あまも 袖 や ほ すらむ  ， 

夏 立ちて、 萱葺 きの 軒端に、 五月雨の 滴のと ころせき ばかりに 落つ るの を 御覽 じて、 

あやめ ふく かや か 軒端に 風す きて しとろ におつ る 村雨の つゆ 

初秋 野 分けの 頃、 吹き かへ る 葛 葉に 寄せて、 

故鄕を 別れ路に お ふ ふ くす の 葉の 秋 はくれ とも か へる 世 もな し 

と、 折々 につけて 斷 腸の 歡旨を 口 やさみ 給 ひ、 都への 還 御に 思 を 及ぼされて は、 御 心 千々 に碎 けて、 行方 

なき 御淚 のみ 止めさせられなかった 事であった。 

殊に 法皇の この 御 境遇に 御 痛心 深く あらせられ たの は、 御 母宮七 條院に ましました。 女 院は御 母 千の い 

と 濃 かな 御 心 遣 ひから、 都の 夜寒む となる につけて は、 夜の 御 衾 .£考 じ 給 ひ、 隱岐 のみや まや 如何な らん 

と 御 消息 を 上られ、 御 再 會を冀 はせられ る ことが 頗る 切で あらせられた。 法師 聖覺は 女 院の御 胸の 中 を 恐 

察し 奉って、 生きて 別れ を 天外に 尋 ぬれば 蜀 山の 雲 遙 かに 隔 ると 申し上げて ゐる。 法皇 は、 

たらち ねの 消え やらて 待つ 露の 身 を 風より さきにい かてと はまし 

八 百よ ろつ 神 も あはれ めたら ちね の われ 待ちえ むと たえぬ たまの を 

の 御詠に、 至孝の 盧を 神明に 訴 へて、 御 母宫の 切なる 御望み に 副 ひ 奉るべく、 ひたすらに 上天の 加 謎 を 
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仰がれ. なが 終に 及ばす して、 女院は 安貞 二 年の 秋の 末、 木枯に 散る 紅葉と 共に 崩 ぜられ た。 

法. nsr か 御母宫 についで、 綿々 の 御情盡 きさせられなかった の は修明 門院で あらせられた。 今 は 卸. 追憶の 

となった 水無瀨 殿の 事 ども、 はた 又 民の 藁 屋に軒 を 並べられた 行宮の 御 摸 樣等御 消息 あらせれ た。 

水 無濑山 わか ふる 里 は あれ ぬらむ まかさ は のらと 人 も かよ はて 

限 あれ はさても たへ ける 身のう さよ 民の わら やに 軒 をなら へて 

の 御製 は、 その 折々 の もので あつたと 傳 へられて ゐる。 

行宮に 於け る 法皇の 御望み は、 初めよ 6 終りまで ただ 一 つ 御 還 京と いふ 事の みであった。 徒然の 御製に 

この 御 感慨 を 漏し 給へ る こと は 申す も畏さ 極みで、 遙か にこれ を傳へ 聞いた 京に 於いても 亦、 痛心 措く 能 

はざる ものが あつたが、 折から 吹き荒む 東風 を 突いて、 山陰の 小路に 仙 輿 を 進め 奉る 術はなかった ので あ 

る。 ,  , 

浪 間な、 きおき の 小島の はま； 5 さしひ さしくな りぬ 都/たてて 

の 御 歌 は、 ー樓の はかなき 御望み を 寄せられた ものである。  ，  ， 

四、 和歌の うら 波  グ 

法皇の 行宮に 於 かせられての 御手 やさみ は、 先づ敷 島の 道が あげられる。 法皇 は 古今に 比 ひ 稀な 歌聖に 

まし まし、 曾て は院の 御所に 和歌 所 を 設けて ( 斯界の 名流と 共に 新 古今 和歌 集 を 御 撰 あらせられた。 され 

ば 和歌 所の 昔の 面怫を 低 ばせられ る こと 深く、 殊に 御 信任 厚い 藤 原 家隆へ は、 折々 につけて 御 消 ま 3 を E$ て 


43 


種々 の 御：^ 汰が あり、 家隆も亦歌の首」にっき細々と*き列ねた^?きを上り、 また 行宮の 御 模樣を 恐察し ま 

つり、 つらき 命の 今に 侍る ことの うらめしき 由な ど を 聞え 上げた。 嘉祿ニ 年の 頃、 法皇 は 御製 を 十 番の歌 

合に 番 へて、 家險に 賜； 5、 これ を判ぜ しめられた。 家 隆は畏 みて 判詞を 注して 上った。 その 中の 御製に、」 

わたつみの 波の 花 をは染 かねて 八十 島 遠く 雲 そしく る 、 

なからへ てみ る はう けれと 白菊の 離れ かたき は此 世な りけ り  , 

占 鄕の もの あらの 小 萩い く 秋 か あるし よそなる 花 句 ふ 蘭 

と あるが 如き は、 御 境遇に ついての 御感の 一端 を 漏し 給 ひし もので、 これ を拜 誦した 家 降の 感慨 蓋し 無量 

であった らう。 

天福 元年の 秋の 頃、 法皇 は遙 かに 家隆に 勅して、 その 逞の 名匠 三十 六 人の 和歌 を 撰 進せ しめられた。 明 

月 記 天福 元年 七月 二十 八日の 條に、 家隆を 評して 彼 卿當時 無貳心 忠臣 也と 見えて 居り、 家 降 は 至誠 以て 叙 

ビ 臼に 對へ まつらん として 居った。 され ぱ この 勅命に 當 つて は 諸 名家に 和歌 を 懇請して、 これ を 撰 進し 奉つ 

たのであった。 尙家隆 以外の 人々 にも、 - 詠進すべき 御沙汰 を 下し 給うた。 入道 道 助 親王 も 亦 その 御沙汰 を 

拜 せられた とい ふこと である。 

その後 嘉禎ニ 年の 秋に、 法皇 は家隆 以下 昔な じみの 人人に、 朝霞. 山 櫻 • 郭公. 获露. 夜 鹿 • 時雨 • 忍 

ST 覊旅 • 久戀. 山家の 十 題 を 賜って 詠進せ しめられた。 家隆を 始め、 前內 大臣 源 I 通 光 • 權 大納言 藤 原 基 

家 • 家 降の 子の 侍 從隆祐 • 女の 小 宰相、 及び 少輔、 この頃 出家して 道 珍と 稱 した 法皇の 御 外戚 家の 坊円忠 

信 • その子の 信 成 • 信 成の 子の 親 成 • 隱岐に 供奉した 能 茂の 乎 友 茂 • 俗名 藤原秀 能と 稱した 如 願 法師 • 和 


耿所の開- ほであった 源 家長 さの 家淸 .散位長綱. 善 i 師  _ 

r 、御 〃"はねせ ：れ た。 卽ち 世 ii 島 御 歌合で ある。 I はこの 御 歌合に 就ての I 

f  の # 一一 1 印の 中に 述べさせら はて、  ま 

^1 今 ir 九 品」 のっと S まな けれ は、 富？ 2 ま £  くむ？ く、 わかの うら 波 さき 

p^^^.^^uif?, 今更に この， もて あそ ふに あらね とも、 從 二位 家隆 ま 

Hiiif 八十 餘の 命 I、  asih^^^,^ 

S しくして、 今一 I ひくの 詞 まら s、 しなく？ かた を くら へんと お、 g こな じ 

て S 玉章の E 付て、 うと からぬ 輩に、 十 題の 歌.. 5 あつめて、 書つ か "、人の 數 

-""れは 、"はけ ふ はしめ て S の f 學ふ輩-入 て、 忍 ふの 森の ことの 葉 は、 風に ちらむ こ；； 

7^ は、 力， o,^ はけれ とも、 且は 執、； 3 の 暈.^ り, C  "  t  、  2  ,^、  ^)  -  ^  . 

i^-SS^H  HHh, 人、 の そしり？？ みす、. a 

ことさらに きっかへ り し i へきに も あらね とも、 いその かみ ふりに しとし. VS て、 

と 記し 給 ひ、 また  - 

runr の 中 f 十餘 年の 間の は、 - i^is. たと sf  i らん を も、 

. r^ur たく 侍る しかの みならす、 六十の よは sf こと はりに 過 たれ は、？ はへ S ゆる 

す 力た は 力り を、 おろく 注し 侍る ヘレ、  ；ぺミ 
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と 謙抑の 御 態度 A- 持し 給； 5、 家隆 との 十番の 勝負に 於いて、 持 六、 負 三、 勝 は 僅かに 山家の 題に ついての 

御製、 左  •  • 

軒端 あれて 誰れ か 氷 無瀨の 宿の 月す みこし ま、、 の 色 や 淋しき 

家 降の、 右  . 

淋し さやまた 見ぬ 島の 山 さと を 思 ひやる にもす むこ、 ちして 

に 比べられて、 

左右と もに、 おも ひやり たる 山の 家に 侍る を、 i また 見ぬ 思； 5 やらむ より は、 とし 久しく 見て おも 

ひ 出ん は、 今す こし 心さし も ふか かるへ けれ は、 相 構 一番 は 左の 勝と 申す へし、 

との 御 判に よった 一番の み 定められた 叙 旨の 畏き、 推し量 6. 奉る だに 餘. 0 が ある。 なほこの 御 歌合の 中 

の 御製、 山 櫻 

人 こ、 ろうつ， 0 はてぬ る 花の 色に 昔な からの 山の 名もう し 

久戀 

夜と、 もに 亂れて そ 思 ふ 山鳥の をろ の 長お の 永き つら さに 

驟旅 

救なら ぬみ しま かくれに 年 を へ てし ほ たれ わ ふとと は、 答 へ よ 

の 如き は、 御 境遇 を 反映 せられた 御 感慨で あり、 、沙彌 道 珍の 朝霧の 歌  、 

明ぬ るか 観の 衣た ちか. へり 猶君か 代の 春 を まっかな 
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下野の 時雨の 歌 

忘られぬ 昔 は 遠く なりはて、 今年 も 冬 そ 時雨き にけ る 

親 成の 忍 戀の歌 

したに のみ 忍ふ泪 やかよ ふらん 君 か あたりの 草の 上の 露 

如 願 法師の 覊 旅の 歌 

和 田の 原 やそし まかけ てし るへ せよ 遙か にかよ ふ 沖の 釣^ 

等 は、 臣 子の 至情 を 流露した ものであった。 

法皇 は 8 和歌 所に 於いて、 囊 等の 名流と 共 5 まれ た新 古今 和歌？ ば、 文曆の 頃に 更こ 親し あ 

撰 ^ 香 餘首を 除かせられた。 又 御 閑居の 御 徒然の 間に、 當時 斯界の 墨と 仰がれた 家隆 定 家の？ 左 

r 番 へられ £ ともあった。 隱岐 E ける 御製 は 遠島 御 百 S 名 5 つて？？ g ものがず、 

頃の 御感藝 £ 察し 得る ものが 頗る 多い。 真 和歌に 就ての 御壽墓 書せられ て、 側 漏 仕の 着 上 

人へ 賜 はった、 これ は 遠島 御 消息 • 遠島 御抄. 後鳥羽院 御ロ傳 等と 稱 せられて ゐる。  、 . 

五、 御佛の わざ  、 

遠 鳥 御 歌合の 御 判 詞の中 にも 記されて t 如く、 法皇が 敷 島の 道と 共に、 優る， V-I る こ V- な i き 

注がせられ 2 は、 憂 5 ての 御淨 行であった。 佛 典の 御硏 f 殊の外に 深く、 御佛 への 卸 ら 

せられる ことはなかった。 嘉祿ニ 年 正月 十五 日に i を 西 林院の 僧正 承阒 に 賜 ひ、 ま ts、  丁  1 
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離しぬ ベ さやう、 明 禪犁： 覺 等に 詳しく 尋ねて 最上の 至要， で 記し 申すべき こと を 命ぜられた。 よって 承 圄は勅 

旨 を明禪 等に 傳 へて 奉答した。 かくの 如く それ どれ その 道の 名僧に 就いて 御 修行 御 蘊蓄 を 積まれた ので、 

出 羽 前司淸 房が 行 在に 參 侯した 時には、 淸 房が 得意で 御前に 於て 進講した こと も、 法皇の 御感を 深く し 奉 

るに 至ら や、 却って 法皇の 勅問に 驚駭 し、 御 造詣の 深遠なる に 恐 歎し 奉った のであった。 法皇 は その 折の 

樣子を 頗る 興 深く 思 召された 如く、 後に 京都への 御 消息 の裡 にこの 事 を 記されて、 

參上 ノ節ハ 大聖 文殊 カラ 有テ、 一念 ノ才學 頻振テ 、經文 釋文誦 シ懸テ 益 ナケナ リキ、 而以 短才、 不審 

. 兩三條 令 問答 之處、 一 々以卷 舌 了、 其 後 支度 相違 ゲ 一一 思テ、 本 ノ氣色 頗改、 仍漸實 相眞如 大意 語 之、 

仍ー 々以 平禮、 

と 載せられて ゐる。 殊に 法皇 は 法 華 經の御 信仰 極めて 厚く、 嘉鎮 三年 八月 二十 五日に 御 起草 あらせられた 

御 置 文に は、 その 書 出しに、  ， • 

我 は 法 花經に みちひ かれ まひら せて、 生死 を はいかに もい てんす る 也、  . 

と 仰せられて 居り、 法華經 によって 後生 を 期せられ、 現し 世の 御 不滿を 阿 彌陀佛 への 御 勤に よって、 捨て 

去らん と 御 努力に なった のであった。 然し 安貞 二 年の 秋に、 御 母宮七 條院の 崩御 を遙 かに 聞し 召され、 又 

寬喜 三年の 冬に、 土 御門 上皇 ゆ 南海に 於いての 登遐を 知り 給うて は、 この 世の 無常の 御感 を、 一入 Is くゼ 

られ たこと と拜 察せられ るので ある。 法皇 は 無常の 講式を 作り 給 ひ、 その 富 筆 は 何時の 頃まで か傳 へられ 

て 居った。 存覺 法語に その^ 作の 事 を 記し V、 遠島の 行宮に て袁襟 をいた ましめ 給 ひ、 浮生 を觀じ まし ま 

した 御 口す さみに つくらせられた というて ゐる。 講 式の 文中に、 . 
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今 弟！. H ハ旬首 上、 年々 霜老 秋色、 一 臥 墓 下 之 後、 千歲 何日 之 起、 

と、 何の 御望 も 期し 給 ふの 由な きを 悲しみ 給； 5、 又 

昔 淸凉紫 震 金 扉 菜 女 1^ 腕卷玉 簾、 今 民 煙 蓬 荃葦軒 海 入 垂鈞僅 成語、 月 卿 雲 客 身 切 生 頸 於 他鄕之 雲、 槐 

門 棘路人 落紅淚 於征路 之， 月、  , 

と、 今昔の 移， 0 變りを Si ばせられ た。 

法皇の 御淨行 は、 側近に 奉仕した 能 茂が、 嘉 M 二 年 十月 十五 日に 手記した とい ふ ものに 見えて ゐ る。 こ 

れ によれ ぱ 法皇 は 遙 かに 故 宮を戀 慕 せらる るの 餘、 遠島の 御 徒然の 間に 十一 面觀 音像 を 作らせられた。 こ 

れは 行く行く 京都の 近邊に 安置せられ たい 御望み であって、 一 千日 間の 御 持戒 御 淸淨で 一 刀 一二 禮の叙 管で 

作られた もので あり、 その 佛體の 胸部に は 二つの 牙齒を 納め 給 ひ、 左右の 佛 手に は 二つの 小指 を 切って 納 ^ 

めら れ たとい ふ。 これ は 深 重の 御 願に 出で たこと であり、 末代に 及んで 必ゃ賢 王の 理政 あるべく、 その 折 

にこれ を 以て 淨刹を 興隆 すべさ こと を 希 はれた のであった。 法花經 一 部. 六 字名號 一 鋪も 共に 宸書 あらせ 

られ たとい ふ。 

法皇 は 御 治世の 建 保の 頃に、 東 寺の 舍利を 奉 請せられ たが、 隱岐 行宮に 於いて 御所 持 あらせられた 舍利 

は千餘 粒で あり、 又 弘法 大師 筆の 淨土 三部 經、 定朝 作の 阿 彌陀三 尊 を 御 側に 安 ぜられ た。 三 尊 は 小 厨子に 

納め 給 ひ、 厨子の 扉に は 金泥 を 以て 宸筆を 染め、 觀經文 を 書かせられ たと 傳ふ。 行宮に 奉仕した 人々 は、 

槪ね 落飾し、 て 法皇の 御 勤行 を 助け 奉った。 卽ち能 茂 は 西 蓮、 淸 房は淸 寂、 龜 菊は歸 本と 稱 した。 


六、 慈しみの 露 

法皇 は 天の下の 御 政 を 蠻 はせられ た 昔より、 侍臣に 對 する 御 慈しみ は 頗る 厚く あらせられた ので、 殊寵 

を拜受 した 人々 は 聖恩の 渥き に 感激の 餘り、 隱岐に 遷らせ 給 ひし 後 は、 数 盧の裡 を 恐察し 奉って 御機嫌 奉 

伺に 赤誠 を 表し 奉った。 法皇 も 亦 これ 等の 人々 に對 せられて は、 御 慈しみ は 一層に 滋く 注がせられ たので 

あった。 

昔 西 面に 奉仕した 平時 實は、 幼少の 頃より 厚き 御惠 みに 溶した 者であった から、 離れ 小島の 行宮に 居 諸 

を 送らせ 給 ふ を、 痛心し 奉る こと 深く、 今 は 出家して 西 音と 稱 したが、 法皇の 御 政務の 頃、 片 野の 御獵に 

供奉しての 歸る さに、 氷 無瀨の 山の端に 仰ぎ見た 月影な ど懷び 出て、 嘉禎の 頃に 五十 首. の 歌 を 詠み、 行宮 

に 奉仕した 友 茂の 許に 送った の を、 法皇 聞し 召されて 歡覽 あ. o、 親しく その 中の 十餘 首に 御點を 下された 

力 i,^ 中 

見れ はまつ 淚 なかる る 水 無瀨川 S つより 月の； 3 とりす むらん 

の 一 首に は 殊に 戲感を 深く せられた とい ふ。 かやうな ことどもの 爲め、 { 辰 筆に 阿 彌陀の 三 尊 を 文字に あそ 

ばして 下賜 せられた。 西 音 はこれ を拜受 し、 法皇の 崩 後 は、 忝き 御 片身と して 常に 拜し 奉った のであった。 

法皇 は諸藝 道に 達せられた。 曾て 木工 櫂 頭 孝道に 勅して 琵琶 を 作ら しめられ、 . これ を 孝道の 許に 預け 置 

かれた の. ：^-、 隱岐へ 御 遷幸の 後に 思 ひ 出 でられて 御 尋ねあった ので、 孝道 は畏 みて 琵琶 を 送り 奉り、 それ 

につけて 次の 一 首 を 上った。 . 
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ち， o を こそす へしと 思 ひし 四の 緖に老 のな みた をの こひつる かな 

加 茂 神キ： 能久は 法皇の 御 信任 を 蒙る こと 深く、 承 久の變 に は 官軍の 將 として 奮戰 したため、 戰 後に 鎮風 

に おせられ、 き； 應ニ 年に 卒去した が、 曩に 法皇よ. 0 宮女を 賜 はり 一子 を 儲け 氏 王と いうた。 氏 王 は 幼少よ 

り 法皇の 側近に あって 御 慈しみ を拜 し、 やがて 截盧 によって 能 茂の 猶子と なった。 法皇 隱岐へ 遷幸り 斤よ、 

能ず 力 供奉す る ことと なった ので、 法皇 は 氏 王 を 御 外戚の 水無瀨 氏へ 託せられた。 氏 王 は 恩 遇を畏 み、 嘉 

祿の 頃に 行宮に 參候 せんこと を 奏請した ので、 法皇 は 大いに 喜ばれ、 側近へ 召し寄せら るべ く、 能 茂に 仰 

せて 守護へ 勅 読 を傳へ しめられ たが、 御望が 適はなかった ので、 遙 かに 宸翰 を 氏 王に 賜 はり、 年頃の 故に 

水 無瀨信 成の 許に て 元服すべき 旨 を 命ぜられ、 これ 等に ついて 細かに 御沙汰 あらせられた。 この 宸翰 は 

王の 裔 である 加 茂 神主 家に 傳 承され、 今 は 御府の 御蔵と なった。 

九 條甚家 は 敷 島の 道に 入り、 法皇の 御 輔導 を 蒙る こと 深い ものが あった。 隱岐 より 法皇 は 富 翰を甚 家に 

la 歌事& く./ \ 稽古 あるべし と 脆され、 入木 道の 巨匠で ある 法 性 寺 關白忠 通 は、 昔、 曰  1^ 勝 寺の 額 字 を 

染筆した が、 老後 その 門前 を 通る 度 毎に 赤面した とい ふこと であった とて、 靈に靑 春に 於いての 精進の 必 

耍 をカ說 要望せられ たとい ふ。 かくの 如く 近侍への 御 慈み の 露 は滋く 注がせ 給うた のであった。 

七、 興津 しら 波  、 

隱岐の 行宮に 於け る 側近 奉仕の 模檨、 御 警衞の 制度 等に 就て は 明 暸を缺 いて „Q るが、 側近者 は 法皇に 兼 

てよ， 0 厚き 恩 遇 を 忝う した 者であった から、 至誠 奉公の 道 を 儘した こと は 推察に 餘り あると ころで ある。 


御 警衞は 幕府の 令 下に ある 隱岐 守護 佐々 木 氏の 奉仕した ところで あり、 . 守護 は 慕 命の 下に 行動した もので 

は あるが、 奉仕に 月日 を 窗； ねる に從 つて、 皇 恩の 忝け なさ を 思うて、 衷心より 仕へ まつった もの • の 如く、 

その 眞心 は、 法皇 崩 後に 於け る 守護 佐々 木 泰淸の 和歌に よっても 窺へ る。 

幕府が 法皇の 京 外 御 遷座 を 奏請した の は、 保 元の 先例に よった ものであるが、 要するに 幕府の 安泰の 爲 

めに、 第二の 承 久の變 を 未發に 防止 せんとす るに 外なら なかった か. ら、 隱岐 行宮に 對 して 起さるべき 恐の 

ある 政治的 行動 を 警戒す る爲 めに、 行宮の 御 警衞に 就て は 深甚の 配 盧を囘 らした ので ある。 されば 京都 方 

面との 政治的 交涉に 就て は 嚴首： に絕緣 する の 方針 を 採り、 その他の 關 係に も干涉 した 事 は 勿論で あつたが、 

私的の 行宮 へ の 出入 は嚴禁 して は 居ら や、 私人の 行宮 へ の 出入 或は 法皇が 在京の 歌人と 敷 島の 道 等に 就て 

の 御 消息 を 交へ させられる 事、 緣故 者との 御 交涉は 唇く 行 はれた。 されば 隱岐と 京都と. の 間に は往 來は絕 

ぇャ、 相互に 諸種の 情報の 交換が なされつつ あつたの である。 

ま 都の 公家 社會 は、 慕 府に對 して は 全く 無勢 力と なった から、 表面 T 、幕府 を 憚って、 隱 岐へ對 しても 觀 

係ン， - 密接に する こと を 殊更に 避けた もの もあった けれど、 法皇の 御 境遇 痛心し 奉った 者 は 頗る 多く、 單 

に 特殊の 洪 恩に 溶した 者に のみ 限，^ なかった。 それ 故、 法皇が 唯一 の 御望と された 御 還 京の 問題に 就て は、 

七 條院修 明 門院の 如き 御 親近の 方々 ばかりでなく、 公家 一 般の關 心 を 持った ことであって、 法皇の 叙 爐を恐 

察して 御 怨念に 思 を 及ぼした ため、 早くから 世上の 變 事に 際して、 御 怨念に よる ものと 喧傳 された ことが 

^くなかった。 承久の 變亂後 間もなく 元 仁 元年に、 承 久變亂 の 反逆の 張本人で ある 執權北 條義時 が^し、 

翌 る嘉祿 元年に 義 時の 帷 幅であった 大江廣 元が 歿し、 つづいて 幕府の 首腦 であつ ^政 子が 逝いた。 この 引 
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s て 起つ s 府 側の 不幸 は、 當 3 人心に 大衝？ 與 へた。 幕府 は fs 變の勃 發を誉 し、 この 塞 

に 隱岐 行 S- 始め、 SS 座の 上 纖王方 Slsfi5 ぎ 塞 まつ？ しく、  I： 

i 々これに 就ての 噂が 立った。 嘉祿ニ 年 の冬| つて、 但 馬に 御 遷座であった 六 條宮雅 成 親王が 御 出家 

あらせられた 折に、 靈 if 召し 大檜管 戴いて 遁走 を 企て 給 ひ、 雷の 武士が 驚いて 引 is つ 

やとい ふ 噂が ひろまった (。 これ を 聞いた 京都で は 六波羅 府が黑 衣の 法師の 裝を 禁制して、 一時 騷動 を 生じ 

た 事 力 あり、 又 安貞 元年の 春の 末に は、 熊 野の 惡黨が 阿波に まします 土 御門 上皇 を迎へ 奉らん とし、 數」 

艘の 兵船 を 以て 行宮に 迫った ので、 守護 代 は 急 I 都に 報じ、 自ら は 陣頭に 立って 防衞の 指揮に f、 創 

赢 るに 至った と喧傳 され、 在京の 守護 小 笠 原 太 郞は詹 任地へ 馳せ 向った。 然し これ は誤 傳 である こと 

力 や 力て 判明した。 尋で天 ig 元年に 隱岐 の 守護と 出 雲の 守護との 間に 爭鬪が 起った 時 は、 s^ie  3 

あつん ため 天下の 重 事と して 一 時世の 耳目 を 聳えさせた ことであった。 

si. 後 堀 5S 中宮で あらせられ 裏胃院 ff れ、 i に は仲恭 i. 後 f 天皇 が 

相尋 て 崩 じ 給； 5、 皇室 £ 不幸、 scg め、 Isis 起り、 不幸 S きまし ます 

怨念 s?s との 5 愛唱 へられ £ 至っ^  2£ 議 I 應岐の f 羽 法皇と 佐 

渡の &德 上皇と S 還 京の， 決して、 幕府 S5S られ きとと？、 囊 元年 sss 吏よ 

鎌倉 指して f 出發 した。 これ を傳へ 聞いた 都人 や 心 ある 人々 は、 天下の 慶事と して 響して 富 S つ 

たのて ある 力 幕府 はこれ に對 して 舊 しなかった ため、 M 纖 は 終に 實？ 見やに ず、 ？久 しう し 

•i^ 者が 少 くなかった のであった。 


哀. とてし つむ もく つ. v.- かきな かせ 興津 しら 浪立も か へら は 

と は、 この頃の 人々 の 切望した 感慨であった が、 事 成ら やして 愈、、 御 怨念 を 怖れる に 至った。 

八.、 のぼる 煙 

囘る 月日に 關守 なく、 隱岐の 小島 は 早く も 仙 駕を迎 へ 奉って から. 十八 囘 目の 春と なった。 曆仁ニ 年 正月、 

暗雲 は 日本海 面に 低く 垂れ、 巖根 打つ 浪は怨 むが 如き 響を傳 へた。 中の 八日 頃より、 法皇の 御惱は 漸くつ 

もらせられた、 時に 寶算 六十。. 法， 皇は御 恢復の 御望み なき を 察せられて、 萬 歳 後の 御 處分を 行 はせられ た。 

g に柬寺 か， C 御 奉 請に なって 側近に 安 ぜられ た 舍利を 始め、 淨土 三部 經. 阿 彌陀像 等 は、 御 形見と して 年 

來の御 師へ遣 はされ、 殘 餘の舍 利は歸 本に 賜 はり、 これ 等の 御 處分は 總て歸 本に 託せられた のであった。 J,^ 

二月 九日に は 御 外戚 家に 當る水 無 瀨親成 信 氏 等に、 水 無 瀨井內 の 兩庄を 御 讓與の 御文 を 富 筆 を 以て 記し 給 

ひし 上、 御手 印 を据ゑ させられた。 その 御文の 中に、 日來の 奉公 不便に 存 やれと も、 便宜の 所領 もな *r 間 

力 及ばす と 仰せられ、 又兩 入に つ い て 細々 と處 世の 御注意 さ へ 加へ させられた のであった。 

かくて 御惱 はつのり、 二月 二十 二日に 畏くも 崩 ぜられ た。 側近の 人々 警 固の 人々 は、 淚 なが， つに 二十 六 

日に Si になし 奉り、 御 遺骨 は 西 蓮が 捧持し、 御 遺 詔の 旨に 任せて、 四月 十二 日に 隱岐島 を 出で まし、 五月 

二日に 出 雲お 發し、 十四日に 御 思慕 深かった 水無瀨 殿に 御着、 翌 十五 日洛 北大 原の 西林院 御堂に 奉安 せら 

れ たので ある。 法皇の 悲しき 御 終焉 は 天下の 人心に 大 なる 衝動お 與 へた。 百 練 抄には 天下の 貴賤 誰か 哀傷 

せ ざらん やと 記されて ぬる。 然し 殊に.；： 必愁 の御感 深く あらせられ たの は、 同じく 天外の 孤 i 渡に 於いて、 


遙 かに 御 父皇の 登遐を 知し めした 順德 上皇に ましました。  i  . 了ゾ . 

の ほりに し 奢の 霞 をした ふとて 染. むる 衣の 色 も はかなし 

と 御 愁色 は 世の 卷を閉 された ことで あり、 大 原に 尊 靈の鎭 ま. り 給 ひし 御 消息 を 聞し 召されて は、 

いる 月の 朧の淸 水い かにして 遂にす むへ き 影 をと むらむ 

春の 夜の 短き 夢と 聞きし かとな かき 思の 醒 むる ともなし 

と 夢幻の 境に おはします 御 心地で あらせられた。 法皇の 渥き 恩 遇に 感泣しつつ あった 御緣 故の 深さに々 の 

哀傷し 奉った こと はいふまで もない。 久しく 行宮に 奉仕した 隱岐 守護 佐.々 木泰淸 は、 崩御に 當. 0 數々 の 作 

法 勤 仕し y、 尊靈の 京都への 還 御 A- 奉送して 感慨無量、 詳しく それ 等の 模樣を 記して、 京都の 歌人で 法 

皇の御 近 K であった 藤 原 隆祐の 許に 送った 、「年頃 あ ひ 奉りし 御所 は、 目の前の 1^; となり はてで、 S の. と g 

ま. がた く  し、 人々 を さそ ひぐ して、 都，， 送. 0 奉りし 心の 內、 心なき 海士の 袖まで も 朽ちぬべく みえ J 

し」 と は 泰淸の 眞心を 吐露した 梢 息であった。 險祐は 崩御 を 傅へ 聞 さ、 夢の 如くに 覺 えし 折から、 この 消 

息に 接して、 萬感 胸に 迫りつつ 往事 を 傯ぴ 出で て、 返書 を ものした 奥に、 

たちの ほる 煙-となりし 別ちに ゆく もとまる もさ そまよ ひけ i  - 

な れ ./\ て 沖つ しま 守い か はかり 君 もな きさに 袖 ぬらす らん 

よの 中に なさ を 送りし 御幸 こそ かへ る も つらき 都な り けれ 

このよに は數 ならぬ 身の ことの 葉 をい さめし 道 も又絕 にけ. 0 

と甞さ 添へ た。 泰淸の 返しに は、 


たちの ほる 煙の 後の 別ち.^ - みし はまよ ひ， の 夢 かう つ 、か 

よの 中に なきから 歸る 御幸に は あらぬ 衣の 袖 も はつれき 

島守 もむな しき 舟のう かひ 出て 殘る 歎きの すむ か； 5 もな き 

和歌の うらの 道の 心 をお ほせ けん 君の み 跡 を さそし の ふ へき 

と 見えて ゐる。 赤子の 至誠に は 公家 もな く 武家 もな：^。 諸共に 斷 腸の 思 を 以て 大君の 御 跡 を 慕； 5 奉った の 

である。 


承久聖 舉 0 遺 響 


奥.： d のおと ろの 下 も ふみわけて みち ある 世 そと 人に しらせむ 

との 御製に、 ：g 旨 を 漏し 給 へ る 後鳥羽 上皇 は、 承久の 討幕の 聖擧 によって 御 理想の 實現 を企圖 せられた が、 

不幸に して 機 蓮な ほ 至ら やして、 却って 正 反對の 結果 を 招き 給 ふこと と はなった。 當 1^ 上皇の 召命 を畏 み、 

官軍と して 劍を 執った 廷臣 武士 は必 やし も 鮮少ではなかった が、 眞に 忠誠の 赤心に 燃えて、 御 理想の 貫徹 

に S 贊せん とした 者 は、 傳 ふるところ によれば 極めて 少數に 過ぎなかった。 大多數 はかくの 如き 精神に 透 

徹せ や、 附和雷同に 類した もの、 中には これ を 機會に 自己の 野心 を 遂げん との 私恣 から、 官軍に 層した 者 

さへ あった。 尤も その 中に 於て は、 上皇の 院司 櫂中納 言葉 室 光親の 如き、 御 計晝の 頗る 危 きこと を 認めて、 

幾度び か 諫止の 奏狀を 上り、 而も 納受 せられぬ こと を 明かに 知る や、 斷然 私意 を 抛棄し、 偏へ に 叙 盧を奉 

戴して、 Sf: 擧の 遂行に 身命 を 捧げ、 敵側から すら、 忠臣 法 諫而隨 之謂歟 との 賞 讃の辭 を 受けた 忠臣 も あつ 

た。 又 京都の 淸水 寺の 僧 敬 月 は、 官軍に 加り 武運 拙く 捉 はれの 身と なるや、 

勅 なれ は 身 を は 捨てき もの ふの の 八十 宇治川の 瀨に はたらね と 

と吟 じ、 その 至誠 純 忠の眞 情 は 敵方 を 感動せ しめたと 傳 へられて ゐる。 併し かくの 如く、 身を棄 てて 王事 

に 盡 さう とした 者は徇 に少數 であった。 殊に 當時 廟堂の 貧 寄た る攝政 大臣 等の 如き 高官 は、 殆んど 局外の 
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立場に あった。 朝廷の 內 部に 於て さへ かくの 如き 事情で、 塞擧に 翼黉の 誠を效 さなかった 者が あった 程で 

あつたから、 諸國の 武士 を 一宣 旨に よって 官軍に 糾合せ しめる こと は、 遺慽 ながら 當 時の 實 情で は 得て 望 

むべ からざる ものであった。 

これに 對 して 幕府 側の 事情 を 見れば、 追討 宣 旨に 對 して 不臣に も抗爭 する 態度に 出た ので あるが、 然し 

勅命に 杭す る ことが 臣子 として 許すべからざる 大罪で ある こと は、 幕府 側の 當路も 能く 承知して 居った こ 

とであった。 幕府^ その 創立の 當 初から、 朝廷 を 尊 奉し、 皇室の 尊嚴は 冒すべからざる ものである こと を、 

部下に もよ く敎へ て 居った 位であって、 隨っ てこの 度の 追討 宣 旨に 對 して 如何なる 立場 を 採るべき かにつ 

いて は、 幕府の 當路は 大いに 迷った 事と 推量され る。 幕府 側の 將 として 皇師 に抗 せんとした 泰 時が、 途ょ 

り 引き返して、 鳳輦に 遭遇し 奉った 時の 處置 を、 父の 義 時に 尋ねた とい ふ增 鏡の 所傳 は、 この間の 事情 を 物 ^ 

語って tQ ると. S ふべき である。 義時 自身 も 亦、 この 不臣の 擧の 成否に 就いては 驚 動す る こと： S だしく、 や 

がて 自 第の 签 殿に 落雷の あった 折に は、 朝廷 を 傾け 奉らん とする 不臣の 企てに よって、 この 變異の 起る に 

至った ものと 恐怖し、 蓮 命の 縮まる 兆と なした が、 大江廣 元が 君臣の 蓮 命 は 皆 天地の 掌る ところで あり、 

宜しく 天道の 決斷を 仰ぐべき であると 述べた ことに 漸く 不安 を紛 はした とい ふこと であった、 されば 幕府. 

はこの 折に は、 君側の 奸 E を 除く とい ふこと を 標榜して、 不安に 戰く 武士 を、 辛くも 戰 場へ 驅り 立てた 有 

樣 であって、 その 蓮 命 を 賭した 事であった ので ある。 

かくて この 未 背 有の 變亂 は、 官軍の 敗北、 賊軍の 勝利と いふ 結果と なって 現れ、 且つ 賊軍の 行動 は； に 

進んで、 暴 一お にも 後鳥羽 •  土 御門. 順德三 上皇の 遠島への 奉遷 等と なって 現れた ので、 朝野の 驚駭は 何物 


にも比^_i^し難ぃものとなった。 事玆に 至った ことに 就いては、 官軍 側の 立場、 賊軍 側の 立場から、 そ^ど 

れ 自己の 行 勳に關 19 る辨 明が あった ことと 思 はれる が、 少く とも 賊軍と なった 幕府の 行動が、 許す ベから 

ざる 不臣の 擧 である こと は、 明白な事 實 であって、 慕府 自身に 於いて さへ も、 亦 この 事實を 十二分に 認め 

て 居った ので ある。 幕府 は 自己の 立場から 眞に 止む を 得ざる に 出た ことで あると、 辨明 これ 努めた けれど、 

皇 恩に 浴して ゐる 臣民と して、 その 犯した 不臣 行 爲に對 して は、 到底 安閑と して 平靜 を裝 ふこと はでき な 

かった。 實に戰 々兢々 として その 變亂 後の 對 策に 苦惱を つづけた のであった。 幕府 方の 記錄 である 吾妻 鏡 

に は、 この 變亂に 就ての 幕府 側の 辨明 ともい ふべき 記事 を 載せて 居って、 變 胤の 結末 は豫め 神慮に 依って 

定められて 居り、 それ を支證 すべき 幾多の 前表が あつたと して， Q る。 卽ち 

天照大神 者、 嵐^ 秋 津洲本 主、 皇帝 祖宗 也、 而至 八十 五代 之 今、 何故 改百皇 護 之 誓、 三帝兩 親王 令懷 S 

配流 之 耻辱御 哉、 尤可怪 之、 凡 去 二月 以來、 皇帝 竝攝政 以下、 多 天下 可 改之趣 夢想 吿御、 新院御 夢、 

， 或 夜 有 船中 御遊 之處、 覆 其 船、 或 夜 又 老翁 一 人參上 一 院、 戲盧者 一 六由告 申、 又 七月 十三 日可定 天下 

事 者、 吉水 僧正 坊夢、 年 來薰修 壇上 有 馬、 件 馬俄以 奔出 者、 依 之 僧正 於 向後 者、 不可 奉仕 山 同 御 一,^. 器 

之 旨 潜 揷ま端 云々、 是等化 非 宗廟 社稷 之 所 示 哉、 然而 君臣 共 不驚之 御、 爲長卿 獨不醉 之 者、 頗 恐怖 云 

云、. 

と 見えて 居って、 朝廷 側に 於いても、 その 擧が 成功せ ぬ 事 を 種々 の 前兆に 依って 諒 知され て 居った として 

ゐる。 明惠 上人 傳記 にも 亦、 幕府 側の 辯 護と 認められる ものが 見えて ゐる。 明惠 上人 は 京都の 西郊 高山 寺 

^住し、 名僧の 聞え が 高く、 乙の 變亂の 後に 官軍 方の 入々 を 庇護した 事蹟 を殘 して ゐる 程の 人物であって、 


又 幕府 方の 泰 Sir の 歸依を も 受けて 居った。 變亂の 後明 襄は泰 時に 對し、 武威 を 振って 官軍 を 減し、 王城.^ - 

破り、 剩へ 上皇 を 遠島に 遷し舉 つた 反逆 行^ を 詰問し、 總て義 に 背ける ところであって， 天箭 免れ 難しと 

して、 その 不臣の 擧を 叱責した。 その 折、 泰時は 自己の 行動 を辨 明して、 父義 時が 討幕の 報に 接して その 

對策を 我に 問うた 時には、 一天 悉く 是れ 王土 なれば、 君の 御意に 任せ 奉るべき 旨 を 答へ たが、 義時 は、 そ 

は 君 王の 御 政の 正しき 時の 事に して、 君 誤り 申 進める 近臣 どもの 惡行を 罰すべき であると したので、 こ 

れも 一義 ありと 考へ、 天下の 爲 ならば 哀憐 を 垂れ 給 はんこと を 神明に 祈り、 命 を 天に 任せて 只 蓮の 極まら 

んこと を 待つ のみで あつたが、 今に 存命して る、 然れ ども 一休 ー寢 なほ 安から や、 進んで は 深く 萬 人 を 

撫でん こと を はか， o、 退いて は必ゃ 一 身に 失 あらん こと を 思 ふと 離 も、 天性 蒙昧に して 只 及ば ざらん こと 

を 恐れて 居る と 述べた と 記して ゐる。 要するに 幕府の 當局 は、 その 不臣の 擧 である こと は 十分に 認識した S 

が爲 めに、 その 罪 亡ぼしの 意味 を 以て、 殊更に 善政 を勵 み、 衆庶の 福利の 爲 めに 努力 を 傾注した との 意味 

を 明かに して. Q る。 而も その 不臣の 擧に對 する 天罰の 恐し きこと も 能く 承知して 居った から、 やがて 起つ 

た 幕府 及び 幕府に 關係 深い 方面に 起った 不祥事 件の 度 毎に、 承久の 天譴の 到 來と觀 じて、 恐怖の 念 を 禁じ 

得す、 その 報いの 來 るべき ことに 戰慄 しつつ あつたし、 又 一般に 於いても 同 樣に觀 じて 居った。 

後鳥羽 法皇が 延應 元年 二月 二十 二日、 隱岐 小島に 戲旨を 達せられ や 御怨を 呑んで 崩御せられ たこと は、 

IK 下の 食 賤の痛 悼し 奉った ところで あり、 殊に 幕府 は. この 報に 接して 深甚な 感を懷 いたのであった。 法皇 

が 幕府の 不臣 を 1::^ 怒し 給 ひ、 幕府に 齡 して 深い 怨恨 を懷 かれた こと を、 幕府と して は 思 はざる を 得なかった 

から、 この 御 怨^より 起るべき 天罰の 恐怖に 戰々 兢々 たる ものが あった。 されば この 年の 十二 月 五日に、 


過 r る 承 久の變 に 召命の 官； 旨を最 先に 拒み 奉って、 幕府の 反抗的 態度 を 決定的なら しめた 幕府の 元老 三 浦 

義村カ t 死し、 引き つづいて、 その 翌仁治 元年 正月 二十四日に、 幕府の 連署で あり、 承 久の變 に 京都 侵犯 

の 軍の 將 となった 北條時 房が 突如と して 死去した こと は、 天下の 耳目 を 聳えさせ、 自ら 後鳥羽 天皇の 御怨 

念の 致す ところで あらう と 観ぜられた。 當時 天皇の 御怨 靈が關 東方 面に 盛に 出現し、 この 二人の 相次ぐ 死 

去 も その 故な らんと 說 かれて 居り、 又 時 房の 郎等 進士 右近 將監某 は、 延應 元年の 末に 天皇の 御 怨靈が 時 房 

を 召し 取らん とせられた 夢想 を 感得して、 恐怖の 念に 戰 いて 居った 中に、 時 房の 急逝. V 見た ので 愈 X 恐怖 

の 念 を 深めた とい ふ 噂が 傳 へられた。 これ 等の 所傳の 眞僞は 別と して、 かくの 如き 風聞の 發 生し 喧傳 せら 

れた 原因に 就いては、 等閑 視 する こと はでき ない。 武家 側の 不安な 心情が 偶發 事件と 結び付いて、 天下の 

人心 を動搖 せしめた ことで ある こと は 疑の ない ところで ある。  ij 

. 鎌 倉 方面に 於け るかく の 如き 不安^ 巷說 は、 早く も 京都 方面まで 傳播 せられた。 時の 民 部 卿平經 高の 日 

記 平 戶記延 應ニ年 二月の 條 によれば、 天魔 蜂起の 事が 見え、 鎌 倉に は 連夜 放火が あり、 守護 人が 下手人の 

一 人 を 捕縛して 禁錮した ところ、 翌朝に 至って 一 株に 繩が附 せられた 形と 變 じたと いふ 奇怪な 風聞 も あり、 

又、 幕府の 出先き である 京都 六 波羅の 北條重 時の 宅に も、 天狗が 出現した と 噂され、 鎌 倉の みなら や 京都 

まで も、 天魔 出現の 說が 盛に 唱 へられる に 至った ので、 公家 側の 人々 の 間に は 早く もこれ を 以て 武家の 魔 

滅 する 瑞相 であると した ものが あった。 これ 等 は 何れも 後鳥羽 天皇の 御 怨靈說 に關聯 して 居る ものと 思 は 

れ. V 而も かかる 說 はこの 一 事件で 終局 を吿 げたので はなく、 この 後數 年の 間引き つづいて 人口に 上り、 

r- れに 依って 公家 側の 人々 の 中には、 かやう， な 結果と して 幕府が 衰微すべき こと を豫 測し、 又 希望した の 


であった， 

かくの 如； 世 ケ-擧 げて御 怨靈說 に 恐 動しつつ あった 中、 仁 治 三年 六月 十五 日に 執權 北條泰 時が 辛苦 惱亂 

の體で 死去した。 泰時は 承 久の變 に 於け る 幕府の 主將 であった から、 その 不幸 は 自ら これまでの 御 怨靈說 

と 結び付けられる J0 ととな り、 風說は 風說を 生んで、 關東 方面に 於いて 御 怨靈が 盛に 出現した ことが 喧傳 

さ e、 朝野. 可れ も、 虛心 にこれ を傍觀 する こと は 到底な し 得なかった ので、 これに 對 する 善後策 は 公武の 

兩當 局に 於いて 苦慮せられ たので ある。 殊に 幕府 は 甚大なる 不安 感に陷 つた。 この 對策 として、 幕府 は 後 

鳥 羽 天皇の 御靈を 慰め 奉る 擧に 出で、 寬元ニ 年 六月に は、 時の 前 征夷 大將軍 藤 原 賴經が 後鳥羽 天皇の 宸肇 

に 摸して 法 華經の 版木 を 造り、 百 部 を摺寫 し、 僧正 良 信 を 導師と して その 供養 を 行 はせ、 又持佛 堂に 於い 

てこれ を奉讀 し、 御 冥福に 資し 奉った。 法 華經は 天皇が 篤き 信仰 を 寄せられ たもので、 嘉 «1 二 年 八月 二十 

五日 付の 御 置 文に は、 

我 は 法 華經に みちひ かれ まいらせて 生死 を はいかに もい てんす る 也 

と 記し 給へ る 程であった から、 特に 法 華經開 版の 事が 結構せられ たものと 思 はれる。 ついで 翌 三年 六月に 

は、 同じく 御 菩提 を 訪ふ爲 めに 右筆の 輩 を 召し、 久遠 壽量院 で 五部 大乘經 一日 書寫 供養 を 行 ひ、 又 導師 賴 

兼に 法 華 五 種 妙 行を修 せしめた。 寶治 元年 四月 二十 五日に は 御 怨靈を 宥め 奉る 爲 めに、 後鳥羽 天皇の 御靈 

鶴 岡の 乾の 山麓に 勸請 する ことと し、 此處に 建立 せられた 一 宇の 社 壇の 落成に 依って、 勸 請の 儀 を 行 ひ、 

僧都^<尊 を その 別當 としたので あった。 

一方 京都の 公家 側に 於いても、 承久 の變亂 について は 異常な 衝擊を 受けた のであった。 變亂の 結末 は旣 
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に 決した ので、 こわ を 如何と な 爲す術 はな か. つた ものの、 幕府の 暴 戾な擧 によって、 遠島へ 遷 B あらせら 

れた 上皇 方の 御 境遇に 就いては、 上下 齊 しく 痛恨の 極みと 恐懼 措く 能 はざる ものが あった。 幕府の 暴威の 

e 存 する 當 初に 於いて は 萬 策な く、 深甚の 御 同情 を 表し 奉る 外 は、 僅に 御 還 京 を冀ふ 希望.， ご懷さ 得た のみ 

てあつた 而も 幕府に 對 して は 公然と その 希望 を發 言す る こと も 不可能で あつたが、 多數の 熱望 はやが て 

Si 說 となって 現れ、 人々 の 注意 をば 益 X 喚起す る やうに なった。 紫 久の變 後 三 四 年頃に 至って、 遠島の b 

皇御還 京の 風說が 京都に 行 はれて、 心 ある 人々 の 注意 を 引く ことと なった。 遠島の 三 上皇の 中、 土 御 

皇は 幕府の 奏請に よら や.、 父 皇に對 せられ 給 ふ 御 孝心から、 京 外に 遷御を 仰 出された ものであった 關係 上、 

幕府 は 特別の 考慮 を 拂ひ、 最初 は 土佐國 畑に 遷られ たが、 僻遠の 土地で 奉 待に 不便 多し との 理由 を 以て、 

遷御後 約 二 年に して、 貞應ニ 年に 阿波 國に 奉遷す るに 至った。 これが 爲 めに 阿波に 遷御後 二 年に して、 嘉 M 

祿 元年の 夏の 初めに 至り、 土 御門 上皇の 御 還 京の 噂が 京都に 唱 へられ、 やがて 他所に まします 上皇に も 同 

様に 吉事の あるべき 巷說が 次第に 高まった。 恐らく かくの 如き 吉事 を 望んだ 人々 の 御 同情心が、 この 風， 

を 益く 盛なら しめた ものと 思 はれる、 只 世の 識者 はか かる 風 說の實 現 をば 切望 はした けれど、 當 時の 》勢 

> その 實 現の 頗る 難事に して、 殆んど 不可能なる 事態に 屬 して ゐる こと を 知って 居った から、 B かに 一 

樓の 希望 を かけつつ、 その 赤誠 を 漏しながら、 一抹の 不安に 心 を 曇らして 居った ので ある。 9 

藤 原 定家は 明月 記に これ 等の 情報 を揭 記して、 或は 巷說 とい ひ、 或は 狂 說と稱 し、 かかる 吉事が 信受す . 

ベ 力らざる ことで あり、 又 頗る 難事で あると 記しつつ も、 その 望 を斷 念す る こと を 得 やして、 或 ま 諸方 こ 

散在せ る 御在所の 合體を 見る に 至る 事 か、 或は 御在所の 改替を 見る に 至る 事 かと 推量 を囘 らし、 かかる 1 


說の 月日 を 經ても 實現を 見ざる ことに 頗る 不満の 感を 表して， Q る。 また 後鳥羽 天皇の 御 近臣の 一 人に して、 

隱岐 への 遷幸の 供奉に 列し、 途中まで 扈從 した 藤 原淸範 は、 病 を 得て 播 磨の 地方に 港留 して 居った 如くで 

あつたが、 これ 等の 風聞 を 知って 多大の 關心を 寄せ、 その 實現を 鶴首して待 つたが、 吉報に 久しく 接し 得 

ない ことに 焦慮 措く 能 はすして、 その 實情を 探らん ものと、 嘉祿ニ 年の 春の 季に、 老母の 病 を 見舞 ふこと 

を 理由と して、 潜 かに 入京した のであった。 要するに これ 等の 巷說は 全く 風說に 止まった もので あり、 土  . 

御門 上皇の 阿波 國 へ の 御 遷座の こと 等が 原因と なって、 かくの 如き 事情の 實 現.^ 切望して 居った 京都の 人 

人の 希望が、 喧傳 された ものと いふべ く、 且つ 上皇 方の 御 境遇に 恐懼し 奉って 居った 人々 が、 かくの 如き 

實現 性の 極めて 乏しい 風說 にも 胸 とどろかせ、 萬 一 の 僥倖 を 期して 焦慮 遣る 方 もなかった 狀況を 推察し 得 

るので ある。 卽ち 一世の 視聽は 悉く 擧げて 上皇 方の. 遠 所の 御 境遇に 注がれて 居った ので ある。 上皇 方の 遠 は 

所に 於け る 恐れ多き 御 境遇 を 聞知した 人々 の 恐懼の 心 は、 卽ち 一 面に 於いて は 暴 屍なる 幕府に 對 する 敵 愠 

心と なって、 暗默の 間に 益く これ を 助長せ しめたの である。 

朝廷 は 變後は 諸事 幕府の 意の 儘と ならざる を 得られなかった ために、 幕府と 同様に、 不祥事 件の 勃發す 

るに 當 つて は、 遠 所に まします 後鳥羽 上皇 方の 御 怨念に 因る にあら ャゃ . 思考せられ ざる を 得られな かつ 

た。 天福 元年 九月に 後堀河 上皇の 中宮に ましました 藻璧 門院が、 御 逢の 御 事の 爲 めに、 寶算 僅かに 二十 五 

ナ,- 以て 崩 じ 終 ひ、 續 いて 翌文曆 元年 五月に 仲恭 先帝が 寶算 十七 を 以て、 同 八月に 後堀河 上皇が 御 K 二十 六 

を 以て 崩御 あらせられた。 この度 重った 皇室の 御 不幸に 當 つて、 後鳥羽 上皇の 御 怨念の 致す ところなら 入 

との 風聞が、 喧傳 せられる に 至った ことが、 五代 帝王 物語に 記されて ゐる。 卽ち  ： 


いかにも 手 細 ある 事な り、 後鳥羽院の 御 怨念な との 所爲 にやと そ 申 あ ひける、 或 人の 申 侍りし は 誠に 

や あり けん、 かかる 事は虛 言の みお ほかれ は、 偏に 信す へきに あらね とも 書付 侍り、 

と 栽せられ てぬる。 五代 帝王 物語の 記者 は、 必ャ しも この 風聞 を、 信據 すべき ものと はして 居らない が、 

當時 はかくの 如き 怨靈の 祟りに ついて、 世の 關 心が 著る しかった。 十樂院 僧正 仁慶. 尊長 法 印 • 僧正 覺實 

の 怨靈說 が、 頻りに 世上の 凶事と 關聯 して 唱 へられて 居った 際の こと 故に、 自ら 後鳥羽 上皇の 御 怨靈說 も 

唱 へ られ るに 至った ものの 如くで ある。 

この 後鳥羽 上皇の 御 怨念と 皇室の 御 不幸との 關聯說 は、 いたく 朝廷 當路の 人々 の 不安 を大 ならしめ た。 

ここに 於いて 後鳥羽 上皇の 御 怨念 を 慰め 奉る 方法が 考慮に 上される ことと なり、 その 方法と して 先つ 第 一 

に 案出され たの は、 兼ねてより 京都 方面の 人々 が 熱望して 居って、 而も 實 現の 由な かりし 遠島の 行 在より S 

の 御 還 京 を 計； 3 奉らん とする ことであった。 當時は 土 御門 上皇 は 旣に寬 喜 三年 十月に 崩 ぜられ たので、 遠 

島に おはした の は 後鳥羽 • 順 德の兩 上皇で あらせられた。 よって 廟堂 は兩 上皇の 御 還 京 案 を 決して、 その 

實行を 幕府に 諮られた。 かくの 如き 案は當 時に 於いて、 朝廷の 專斷を 以て 行 はせられ 難い ことで あつたか 

ら、 御 使 を 以て 幕府に これ を傳 へ、 その 賛同 を 求められ たので あるが、 洵に 止む を 得ない 御處 置と いはね • 

ば 方 (ら なかった。 かくて この 御 使 は嘉賴 元年の 春の 季に 京都 を發 して 鎌 倉に 向った。 この 顚末は 極めて 朧 

氣 ながら 明月 記に 傳 へられて ゐる。  . 

嘉禎 元年 四月 六日 ¥ 略〕 近日 巷說 家々 扑悅、 三月 十八 曰師員 爲兩 殿下 s 攝 政九條 道家、 攝政 九條敎 IO 御使揚 

鞭馳 下、 遠島 兩主御 ロロ 事 被 仰 遣、 往還 七日 可 馳歸、 定 納受 歟之 由、 □□ 事每 家經營 云云、 


十六 曰 c 中， 未 時 許 金 吾 s 家の 子 S5 來、 永 光朝 inl 爲 S 室 ハ前太 政 大臣 西 園 寺 公き 御使來 臨、 隔 障子 謝 之、 日 

來世之 所 g 歌 之 重 事、 中 務爲髮 女 聞正說 云云、 故 高 野相國 C 太 政 大臣 九 條兼 き 之 女 11 管 相 而ハ营 きき 執行 

其 家事、 爲 後見、 難 i 豕 SIIF 朝家 重 事、 存國忠 、八 度 申大殿 so 不彌、 九 度， 甲觀？ 十 度 申 而遂被 立 使、 

又 示定高 卿、 二度 危思 之、 三度 同心、 又 示 師員ノ ま II、 三度 盡詞、 領狀揚 鞭 之 由、 於 彼 比丘尼 家 自讃、 

ffl 者 隨ロロ 元來 其志尤 懇切 之 人歟、 其謀老 目黑卽 (以下 缺文) . 

五月 三日 (中略 }大宮 三位 (知 家) 被 來訪、 面謁 雜談、 或 人 云 師員可 馳歸由 成案、 揚鞭無 歸洛之 日、 更迎寄 妻 

ギ 云々、 群 賢 之 議定、 不異嬰 兒歟、 

十四日 (中略) 金吾來 (中略) 密々 說、 東方 誊狀、 家人 等 一同 申 不可 然由之 趣、 以 泰時狀 申、 無將軍 (九 條雜 s> 

御 消息、 又 別 不申禪 室 由 密語 給 云々、 賢者 之 所 案、 向後 尤 不便、  ^ 

敍事 極めて 簡略、 又缺字 もあって 詳細な 事情 を 知る こと を 得ない が、 上揭の 記事より 推量 すれば、 この 御 

還 京 案 は、 後鳥羽 上皇に 親緣 ある 入々 の 間に. 發案 工夫され、 當時 廟堂の 實權を 掌握した 前攝 政九條 道家 を 

動かして、 その 實 行に 移される ことと なった ものの 如くで ある。 但し 當路の 人々 は、 かくの 如き 發案カ 

容易に 幕府に 容れら れぬ事 は 能く 知って 居った から、 熱望した 事で は あるが、 幕府に これ を 要請す る こと 

は 多大の 困難な 問題 を 伴 ふこと となり、 時に よれば、 幕府より 却ってき 擊を 受ける 恐れ もあった から、 そ 

の 方 去 は K 袁な考 t を 必要と した こと は い ふまで もない。 上揭の SS 載 はよ くこの 間の 消息 を傳 へて ぬる 

卽ち この 案の 首唱者 は 前 太 政 大臣 九條兼 房の 女で. 朝家の 重 事と して、 忠誠の 志よ. 0 遠島 兩 主の 御 還 京の 

事を獻 策した ものの 如くで ある。 明月 記に は 遠島 兩 主の 次の 文字が 缺 けて ゐ るが、 前後の 事情より 綜合し 


て 御 還 京の 意味の 語が 記されて 居った と 推定され るので ある 發案者 は先づ これ を 道家に 獻 策した が、 

政情 を 熟知した 道家 は その 實行 不可能なる こと を 慮って、 容易に これ を操擇 しなかった が、 發案 者の 熱誠 

に 動かされ. 進言 第 九 度に して 道家の 意 漸く 動き、 第 十 度に 至って、 道家 は 終に この 案の 實行を 圖る爲 め 

に、 使 を 幕府に 派遣す る こと を 決意す るに 至 つた。 又 別に この 案 は 曾て 後鳥羽 上皇の 院司を 奉仕した 二：！ 

定高 にも 示された。 定高も 亦 二度まで は その 成 行 を危ん だが、 三度 目に 至って 終に 賛同の 意 を 表した と い 

ふ。 また 當時在 洛中であった 幕府の 評定 衆 中原 師員 にも これ を 諮った が、 師員も その 熱誠に 動かされ、 第 

三度 目の 勸說を 受けて、 終に 幕府への 通達の 任を諾 する に 至った ものの 如くで ある。 かくの 如き 事情の 下 

に、 遠島 兩 主 御 還 京の 議は 前攝 政 道家 父 子の 意向の 下に、 中原 師員を 使節と して 幕府に これ を 慫通 させる 

ことと なった ので ある。 この 事情 を傳へ 聞いた 京都の 人々 は、 兼ねてよりの 熱望が 達せられる 機會 の到來 び 

とば かりに 扑悅 して、 神明の 加護に よって この 案の 實 現される こと をば、 確信して 疑はなかった ので あつ 

た。 然し 終に 幕府 を 動かす こと はでき なかった。 往還 七日と 豫定 された 使者 師員 は、 期 を 過ぎても 歸洛せ 

ざるの みなら や、 在洛の 妻子 を も 鎌 倉に 招いて、 歸洛 せざる 事 さへ 聞え、 京人 は 漸く 不安 焦燥に 驅られ た 

が、 やがて 鎌 食よりの 返事，^ して、 將軍九 條賴經 の 消息に 代へ て、 執權 北條泰 時から、 家人 一同が これに . 

不賛成で あるとの 旨の 書面が 送られた。 京 入は啞 然として、 賢者の 案 やる ところ 向後 も 尤も 不便と 歎息す 

るに 至った ので ある。 .  . 

かくて 遠島 兩 主の 御 還 京の 譲 は、 朝廷 側の 熱烈な 希望であった けれど、 幕府の 爲 めに 容易く 一蹴せられ 

たので ある。 これに 依って 京人の 幕府に 對 する 憤激の！！？ は、 表面に は 現される に は 至らなかった けれど、 


tsl- ノ 甚だしい もので あつたと 推測せられ ると ともに、 遙か にこの 事情-て 聞し 召された 遠島 兩 主の 御 心の中 

は 如 可ば かりで あらせられ たか、 恐察し 奉る さへ 畏き 極みで ある。 かくして 後鳥羽 上皇 は、 この 後 四 年 を 

經 た延應 元年 二月に 終に 隱岐 島に 崩 じ 給 ひ、 更に その後 三年に して 仁 治 三年 九月、 順德 上皇 も 亦 佐 渡 島に 

崩 ぜられ たので ある。 ここに 於いて 朝廷に 於いて は 御 還 京の 御望み を杲 されす 遠島に 崩 ぜられ た 御 怨の程 

を 慰め 奉るべく、 崩 後に 於いて 御 冥福 を 祈り 奉る ことに、 せめても と專念 あらせられた のであった。 後 鳥 

羽 上皇の 御 遺骨 は 御 近臣 藤 原 能 茂 法名 西 蓮が 捧持し、 盡 七日 聖 忌に 隱 岐を發 して 出 雲に 渡り、 五月 二日 出 

雲を發 し、 十四日に 水無瀨 殿に 着し、 十六 日に 洛 北大 原の 西林院 御堂に 奉安した。 ついで 上皇の 妃修明 門 

院 及び 女院の 御子 尊 快 親王の 御沙汰で、 氷 無瀨殿 を壞ち 渡して 大 原に 法 華 堂が 建立され、 仁 治 二 年 二月 八 

日 その 供養が 行 はれ、 同日 御 遺骨が 西林院 御堂から この 法 華 堂に 奉遷され、 修明 門. 院の 御領 備前國 輕部庄 

及び 播磨國 安室 鄕が 供料と して 寄せられ、 又 六 口の 供 僧が 補 置され て 長 日 法 花 護摩が 勤行され る ことと な 

つた。 翌年の 夏に 上皇の 御 近臣 藤 原淸範 が、 法 華 堂 前の 小山 を 引 却け る こと、 及び 御堂の 門の 董葺の 事 等 

を 沙汰した ことが 平戶 記に 傳 へられて ゐる。 寶治 元年 七月 十六 日に 至り、 大原法 華 堂に 於いて 法 花 三昧が 

始 行せられ、 供 僧 等 は 後嵯峨 上皇の 院宣に よって 院 司が 沙汰 を 行 ひ、 九月 二十 五日に は 法 華 堂に 阿 閣梨ニ 

口が 加 置せられ る ことと なった。 この頃 天台 座主に ましました 後鳥羽 天皇 第 六 皇子 道覺 親王が、 天皇の 隱 

岐に 於け る 御 夢想に 就いて 仰 出された ことが、 平戶記 寶治 元年 八月 二十 三日の 條に 見えて ぬる。 その 文に 

故院 於 遠 所有 御 夢想、 後高倉 院與故 法皇 兩御歎 ヲ懸置 之、 後 高 食ハ依 一日： 少善之 i^l 得、 雖開者 

^其 末 可絕、 故 院ハ依 前世 法 花 持 者、 . 御運猶 不可 置 事 、當知 善人 之 文 云々、 


71 


と えて ゐる， これによ つて、 百日 法 華 護摩が 修 せられ、 又 御 筆の 法華經 形木に 就いても， 汰 せらるべき 

ことと. なった と傳 へて ぬる。 又 二月 二十 二日の 後鳥羽 天皇の 聖 忌に は修明 門院 を 始め 御緣故 者に よって I 

户ょ佛 事が 營 まれ、 安樂 心院に 於いて は 法 華 八 講が行 はれた が、 寬元ニ 年から これ を 公家の 御沙汰と 改め 

られ たこと が 平戶記 に 見えて 居り、 丁重な 御 儀と なった ことが 認められ るが、 在 朝の 重臣 は、 毎年の この 

御 八 講に參 列して、 御 冥福 を 祈， り 奉った のであった。 深 心 院關白 記 文 永 二 年 二月 十八 日の 條 によれば、 安 

樂心院 御八講 はこの 年から 嵯峨大 多 勝院に 於いて 行 はれる こと. となり、 五月の 御 八 講には 後疆峨 上皇が 御 

幸 あらせられ 力-。 それまで は修明 門院 御所の 四 辻 殿に 於いて 行 はれた とい ふこと である。 

後鳥羽 天皇の 故宮 であった 水 無瀨殿 は、 一部 は 上述の 如く 大 原に 渡された が、 一部 は、 天皇が 隱 岐に遷 

幸せら るるに 際し 御 出家の 折に、 繪師藤 原 信實を 召して 描かし め 給へ る 御影の 奉安 殿と なって、 水. 银瀨御 2 

影 堂が 營 まれた。 天皇に 近侍して 御 寵遇を 忝う した 水無瀨 氏が、 天皇の 崩御に 際して、 水 無 瀨莊と 井內莊 

の 二 筒 所の 御 讓りを 受け、 f 手 印の 御 讓狀の 旨 を 奉じ、 水無瀨 殿中に 御影 を 奉安して 御 冥福 を 祈る ことと 

なった とい ふ。 水 無 瀨殿は 天皇の 隱岐へ 御 遷幸 以來 荒廢に 任せて 來 たが、 天皇の 崩 後 は 益く 甚だしく、 岡 

屋關白 記 建 長 三年 九月 二十日の 條に は、 見 水無瀨 殿、 不異姑 蘇臺之 秋と 見え、 蕭殺 たる 有 檨が傳 へられて 

ゐる。 然し 後鳥羽 天皇の 御 威靈の 事が、 世の 耳目 を 聳えさせて、 御 冥福 を 祈.. 0 奉る 諸 儀が 漸次に 敬 重 を 加 

へる とともに、 當 時の 世相に 隨應 して、 後鳥羽院の 靈 託と 號 する ものが 相 尋で唱 へられ、 天皇の 故宮 たる 

水 無瀨殿 も亦靈 託に 取り扱 はれる ことと なった。 

後鳥羽 天皇の 靈託 は、 前述した 如き 天皇の 御 怨念 を 畏怖し 奉った 情勢から 發し たもので、 霉 託に S 託し 


て 人々 が 天皇 を 尊崇 せんとす る 意志 を 表示した ものに 外なら ない。 由 來怨雷 を 基底と した 託宣に は、 营公 • 

崇德院 を 始めと して その 例は少 くなかった。 鎌倉時代に 入って は 後白河 天皇の 託宣と 稱 する ものが 幾度 か 

唱 へられて、 政治 界に 波紋 を 投じた のであった。 建久七 年頃、 橘 兼 仲の 妻が、 天皇の 託宣^り とて、 神祠 

に 泰祀し 御領 を 寄進す べしと 唱へ、 當時、 天皇と 御緣 故の 深かった 丹 後 局 等の 櫂 勢家が これ を 支持して、 

一時 は 頗る 有力 視 せられた が、 終に 妖 言と 定まり、 首唱者 は 安房 國. に 配流せられ た。 然るに 建 永年間に 至 

つて、 源 仲國の 妻が 又、 天皇の 託宣と 號し、 前囘と 同檨に 御廟の 創建 を唱 へ、 當時攝 政 藤 原 良經の 頓死 は、 

天皇の 御 祟の 致す ところで あると 揚言す るに 至った ので、 朝廷 は 頗る これ を 直視せられ、 後鳥羽 上皇 は、 . 

その 眞偽を 熊 野に 祈り 給； 3、 又 公卿の 評定 を も 行 はせられ たが、 終に これ も妖 言と して その 首唱者 を 追放 

せられた ので ある。 託宣 そのものの 眞僞 等に 就いては 特に 論す る 要はない けれど、 託宣が 唱 へられる に 至 S 

つた 世態 及び 人心の 動向に 就いては、 等閑に 附し 難いので ある。 

託宣 を唱へ 出した もの は槪ね 婦女子であった。 後鳥羽 上皇が 討幕 御 計畫に 際して、 日吉 社に 事の 成就 を 

祈念 せられた 時、 日 吉の神 は 上皇の 御 計 畫を援 け 奉らぬ 旨 を、 巫女 を 通じて 示された 事が 增 鏡に 傳 へられ 

てね るが、 かやうな 託宣 を 取次ぐ もの は 何れも 婦女子であった。 後鳥羽 天皇の 靈託も 亦 婦女子に よって 唱 

へられて. Q る。 その 最初と して 傳 へられて. Q るの は、 葉 黃記寶 治 二 年 七月 三日の 條に 記されて. Q る もので 

あらう。 卽ち 京都で 官人章 澄の 妻で ある 十六 歲の 女子が、 病 惱に陷 り物氣 につかれて 々な 事 を 口走った 

ので あるが、 これ は 後鳥羽院の 霧 託であって、 神 祠を高 陽院に 建てて 御靈を 鎮座し 奉るべし との 主旨の も 

のであった とい ふ。 偶、、 章 澄の 妹が 大宫院 に 奉仕して 居った 關 係から、 この 事 は 女 院を經 て 天聽に 達せら 


r これに 就いて 議定が 行 はれ、 或る 御沙汰 はあった らしく 思 はれる が 詳細な 事 は 明かで ない。 要するに 

後鳥羽 天皇お 尊崇し 奉らん とする 主旨の ものである。 かやうな 主旨の 靈 託の 根源と も 見なされる もの は、 

乙れ より 先き に 旣に存 して 居った ものの 如くで ある。 その 一 つ は 後鳥羽院 御靈託 記に 收 めら れてゐ る 伊 王 

左衞門 入道 西 速 參隱岐 於 御前 蒙 勅宣 記ど稱 する もので、 嘉鎮ニ 年 十月 十五 日 沙彌西 蓮 記 之との 奧 * を存し 

てゐ る。 この 記の 中に 後鳥羽 上皇 は宸 製の 觀 音像に ついて、 末代に 及んで 必ゃ賢 王の 理政 ある、、/;、 其 時 

に當 つて 料 所 を 申請し 寺院 を 建立して 安置すべき こと を宣 はせられ、 若し 一 天 昔に 歸 らば わが 靈廟を 興す 

べし、 我 は 國家を 守るべし、 當 所の 繁昌 を 以て 國 土の 全き を辨 やべ しと 仰せられた ことが 見えて ゐる。 又、 

水無瀨 宮に傳 はって ゐる嘉 » 三年 八月 二十 五日 附の 後鳥羽院 御 置 文案と いふ ものに は、 

我 は 法華經 にみ ち； 5 かれ まいらせて、 生死 を はいかに もい てんす る 也、 た、 し 百 千に 一、 この^の ま 4 

うねん にか、 はられて、 まえん ともなり たる 事 あら は、 このよの ためさ はりな す 事 あらん すらむ、 千 

萬に 一 我 子孫 世 をと る こと あら は、 一 かう わかち からと 思へ し、 それ は 我 身に ある 善根 功德 A -、 みな f:^ ぷ 

道に 廻向して こそ、 さほとの 事 を はせんす る 時に、 身に と」 まる 善根 も なくなりて いよく 惑 道に 

ふかく いらむ する 也、 この 事の 返，々 かなし さなり、 さ. る 事 も あらんに は、 我 子孫の よ を しらせ 給よ， L  . 

は、 又 二 こと 神事 佛事 ゆめく おこな はる まし、 た V 我 菩提 を 一 かう にと ふら はれん そ、 なに 事に も 

す さたる^い のりに て あるへ き、 この やう は 後 白 川 法皇 われに お ほせられ し 事 也、 それ を ふかくの い 

たり、 ふかく もも ち^す、 その 事と なきい のり 物 まうて にて、 か、 るよ になり にき、 まして わかち か 

らを もて、 よ を しらせ 給 はん 君、 我 菩提の ほかの 事 をお こな はれん は、 一 こに 御み のた、 りと なる へ 


さ ことな， o、 たと； S 魔緣 にな.. o たりと も、 なにと なき 小事な と は ゆめ/ \ すましき 也、 返々 まれ，/ \ 

身に と、 まりた る 善根 功德 をう しな； 5 て、 手. V むなしく てあらん 事の かなし さは、 なにに もす きたら 

ん する 也、 たと へ は ひんくなる もの、、 をのつ から もちた るた から をう しな ひて、 大事 をい となむ か 

ことし、 功德を 廻向せ て は、 魔緣 のなら ひ惡事 を はえせ ぬ 也、 この 事の かなしき なり、 これ も 返々 よ 

しなく お ほ ゆれ は、 た、 まう ねん をす て. > -、 生死 をい てんと こそ、 佛 にも 申と もせめ ての 事に いひ を 

く 也、 を はりの 時お ほやう はみ えんす る 也、 東大寺の 大佛 くやう に 二た ひ あ ひたりし、 一日の 一切 經 

くやう、 すり 本の 法 華經、 この 三の 功德 はいかに も 身に そへ てもちた らんす る 也、 これ をえん として、 

よくと ふら はは、 たと； 3 一たん 魔緣 にな. 0 たりと も、 むなしかる ましき 也、 關白 以下の さは， 0 を は、 

ゆめ/ \ な すましき 也、 わか するとい ふ 事 ありと も、 もち ゐ るへから す、 

と 見えて 居って、 上 塞の 御威靈 が豫吿 された 如くに 傳、 へられて ゐる。 これ 等の 所傳 によって、 後鳥羽 上皇 

の 御怨靈 又は 御靈 託の 顯 現せられ るに 至る こと は、 旣に 世の 豫 期し 且つ 注視して 居った ところであった と 

認められ るので ある。 上皇の 崩 後、 世上の 異變の 度 毎に 現れた 御 怨靈說 は、 世の 耳目 を 聳えし め、 土皇を 

畏敬し 奉る 情勢 は、 年と 共に その 度 を 加へ て、 ここ. に靈 託の 出現 を 見る に 至った ものの 如くで ある。 

寶治 度の 靈 託に つづいて 傳 へられて ゐ るの は、 建 長 元年 三月の 事で、 岡 屋關白 記 三月 二十 七日の 條に記 

されて 居る ものである。 

依 召、 午 時 許 參院， 前 太 政 大臣 幷余候 御前、 太 相 國密々 申 云、 後鳥羽院 御靈託 事、 伊賀 局 、申、 

我 沒後必 可 行 所思、 如然之 時人 定如崇 德院致 沙汰 歟、 全 非 所願、 可 申 止 也 云々、 是令託 伊賀 給 云々、 


75 


而淸房 入道 傳申相 國歟、 如 此御靈 託 者、 立 廟崇重 之條、 不可 然之 由、 有 沙汰、 

これ は 後鳥羽 天皇の 崩御まで 側近に 奉仕し、 且つ 崩 後の!： 遺 託 を 受けた 伊賀 局龜 菊、 當時 は旣に 出家して 

歸 本と 號 した 婦人に 依って 唱 へられた ことであった。 卽ち 伊賀 局が 拜受 したと いふ 御 遺 託を發 表した もの 

で 天皇 は 萬 歳の 御 後 は 叙 慮の 儘に 振舞 ひ 給 はんと、 御 決意 あらせられた ものの、 かくすれ ぱ 世，^ ま 定め 

し、 朕に 對 して 崇德院 に對し 拿る と 同樣の 沙汰に 出づ ベく、 かくの 如 さは 脍の 望む ところに あら ざれば、 

厳に 申し 止むべし 云々 とい ふこと であった。 これ を 藤原淸 房が 時 の 前 太 政 大臣 西 園寺實 氏に 傳 へたので、 

朝廷 はこの 御 遺 託の +H 旨に 從ひ、 御廟 を 創建して 崇祀 しまつる こと は、 後鳥羽 天 白 I の數盧 にあら やとして、 

立 廟の議 に 就 い て は 沙汰 を 行 はぬ ことに 決定した とい ふこと である。 これ は 恐らく 寶治 度の 靈 託に 關聯し 

た 事柄で、 これによ つて 神祠 創建 云々 の 問題が 結末 を 告げた ものの 如くで ある。 

これに 尋 いで 同じ 建 長 中に、 京都 洞 院邊の 人 久我禪 尼に よって 唱 ベら れた靈 託の 事が、 後鳥羽院 御靈託 

記に 見えて ゐる。 該 記に よれば、 久我禪 尼 或は 櫛 笥禪尼 蓮 阿と 稱 した 婦人が 數月 病惱に 及んだ。 その 頃 京 

都に 歲 二十ば かりの 狂女が あって、 或る 夜 水 無瀨信 成の 孫の 房 親阿闍 梨の 宿所 を 叩いて、 明日 招請す る 人 

あれば、 固辭 せゃ參 向せ よと 傳へ、 その 夜 また 久我禪 尼の 宿所に 赴き、 病 は 水 無 瀨中納 言 阿 闍梨房 親と い 

ふ 行者 を 請 じて 祈らし むれば、 忽ちに して 驗 あるべし と 告げた。 依って 奇異の 思 をな しつつ 翌朝に 房 親 を 

招請した。 房 親 は 病 者に 對 して 着座す る や、 病 者 は 起ち 上り 眼 を 見開き 嘆 をな して、 汝が 座高し と 叫びて 

大 床の 下の 阒 座に 着かせ、 我 は 後鳥羽院 なりと 稱 した。 房 親が 心中に 不審の 思 をな した 時に、 病 者 は、 定め 

し 不審 を懷 かん も その 謂れ ありと て、 汝の 所持の 念珠の 紛失せ る 珠三個 を、 我 所持せ りと 稱 して それ を 取 
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出した。 この 念珠 はもと 後鳥羽 天皇が 信 成に 賜 はった もので、 信 成から 孫の 房 親に 相傳 された 物であった 

が、 房 親が この 念珠 を 持って 大峯に 三ケ度 通った 或 時に、 峯尺迦 で 緒が 切れて 三珠を 失った。 その 三珠が 

この 時 取 出された 物であった とい ふ。 病 者 はこ 念珠 は汝の 所持すべき ものに あら ざれば、 大 原の 法 華 堂 

に 籠め 奉る べしと 述べ、 更に 汝を 召す 事 は、 聊か 子細 を吿 げたき 事が ある 故な りと て、 我 は 在位の 時、 御賀 

の 節 會を行 はんとし たが 叶 はすして 止んだ。 然るに 當代は 今や 御 賀を行 はせられ る 沙汰に 及ばれて ぬるが、 

我が 叶 は ざ. 0 し 事 を 行 ふ はわが 心に 背く ことで ある 云々 と傳 へた。 これによ つて、 こ の 趣が 奏聞せられ、 

爲 めに 御賀が 停止せられ たとい ふこと である。 五代 帝王 物語に 依れば、 後嵯峨 上皇 は 文 永年間に 御 賀を行 

ゼら るる 御豫定 であらせられ たが、 御賀は 後鳥羽院が 曾て 御 心に かけさせられた 御 事で あつたが 叶 はせ 

られ なかった 爲 めに、 御 賀を行 ふべ からすとの 御 託宣が あつたとの 噂が 喧傳 された 中に、 蒙古の 事 變が勃 【" 

發 したために、 終に 沙汰 止みと なった と 見えて ゐ る ことと 關 職して 居る ものの 如くで ある。 S し 寺 日に は 

かなり 相違が ある。 かくの 如くして 後鳥羽院の 靈託は 朝議に 上り、 宫 中の 御 儀 を も 左右させる 一原 因と な 

るまでに その 勢 を 進めた のであって、 託宣 そのもの は 別と して、 その 影響 は 輕視し 得ぬ ものであった。 

後鳥羽 天皇の 靈託 はこの 頃 鎌 倉に 於いても 唱 へられた。 吾妻 鏡 建 長 四 年 正月の 條 によれば、 幕府の 引付 

衆 二階 堂 行 綱の 郎等の 女 十三 歳の 少女に 長嚴 僧正の 靈が 移. o、 隱岐 法皇の 御 使と して 去る 頃よ. 0 關 東に 下 

向し、 日 來相模 守 時賴の 第に 住居して ゐる旨 を唱へ 出した。 この 事に 依って、 時賴は 親しく その 少女の 母 

を 召し出して、 委細 を 尋ねた とい ふ 事であって、 幕府の 當 局に 於いても 看過し 得ない ことであった こと は 

いふまで もなかった。 この 後 間もなく 蒙古の 來 襲が 起， o、 世の 關心 は專ら この 未曾有の 國 難に 集中せられ 


たので あるが、 然し その 折と 雖も 後鳥羽 天皇の 御 事に 關 して は、 決して 等閑に 附 せられなかった。 吉績記 

文 永 十 年 八月 七日の 條 によれば、 宮中の 議定に 於いて、 後鳥羽院 御手 印 狀難被 破 之 由 一 揆畢と 見えて ぬる。 

後鳥羽院 御手 印 狀とは 後鳥羽 上皇が 崩御の 直前に 御手 印 を捺 して 水 無瀨親 成へ 賜 はった 御讓狀 で、 水無瀨 

井 內の兩 庄を親 成に 賜 はり、 崩 後の 御 追善 料と なさ しめられた ものである。 曆仁ニ 年 二月 九日 附の i 辰 翰で 

現に 水無瀨 宫に傳 へられて ゐる。 三 條西實 義氏所 藏の曆 仁 二 年 二月 十日 附の親 成の 父 信 成に 下された 勅書 

案に は、 この 御手 印狀の 主旨が 述べられて ゐ るが、 その 中に  . 

いつも 只 水 無瀨に 居住して 我 後生 を 訪 はん 外、 又 他事 あるへ からす、 ゆめく を こたる 事な かれ、 所 

詮我 子孫の 治 天に あらす は、 信 成 親 成 か 後葉 二た； 5 朝廷に 不可 仕よ し存也 (中略〕 信 成み な 存知した る樣 

に、 水 無 瀨をは 昔より 我 ふかく 心 をと めた る 所 也、 今 親 成に 仰ら れ置も 其 故 也、 相 構て 人に け あらさ % 

れす、 あさま ならぬ 樣 にて あるへ き 也、 鎌 倉よ， 0 地頭 を ものけ、 武士の 入部 を もと、 むへ きょし 申な 

れは、 返々 めて たくこ そ あれ、 いま 思 あはせ し、 我な からん 後 もつ ねに は あま かけりても 見ん する 也、 

よく/ \ つ V しみて ある へき 也 

云々 と 見え、 天皇の 水無瀨 殿に 對し給 ふ 御 執着の 並々 ならぬ ものの ある を 窺へ るので ある。 信 成への 勅書 

案の 主旨 は、 間もなく 信 成から 修明 門院 を經て 幕府に 通達せられ たもの の 如く、 幕府 は 後鳥羽 天皇の 敷盧 

に 副 ひ 奉るべく、 水無瀨 殿の 地頭 を 停止し、 その， 下 文 を修明 門院 御所へ 進上した が、 幕府 有司の 一 人足 利義 

氏 は、 仁 治 元年 七月 一日に その 下 文の 案文 を 信 成の 許に 送って、 下 文 沙汰の 事情 を傳 へ、 これに 就いて 己 

が 微力 を盡 した こと を 誇. 0 氣に、 可 被 處愚忠 候歟と 載せて ゐる。 てこれ 關 する 幕府の 關 心の 程度 を 推 


,s する 乙と がで きょう。 水 無瀨宮 文書 所 收の足 利直義 の書狀 によれば、 直義 はこの 義 氏の 文書 を 一見した 

こと を 述べて 居る。 又義氏 はこの 頃 幕府の 重 事の 奉行に 當 つて 居った ことが、 吾妻 鏡に 見えて ゐる。 

吉續 記に 見えた 宮中の 議定が 如何なる 事情で あつたか は 不明で あるが、 恐らく はこの 天皇の IS 旨 を 尊 奉 

する 主旨の 事であった らうと 思 はれる。 後鳥羽院 御 靈託記 所 收の永 仁 二 年 五月 八日の 靈 託の 記に、 水無瀨 

の古宮 に佛閣 なき 間、 三 熱の 苦しみ 忍び 難し、 依って、 由 良 上人 を 開山と して 寺 を 建て、 大典 禪 寺と 號し 

て、 大乘の 法. i を 受けん と 誓 ひし こと を、 弘安 年間に 經方を 以て 託宣した との 事が 見えて 居って、 水無瀨 

殿に 就いての 世の 關 心が 少 からざる ものであった こと を 思 はせ てぬる。 蒙古の 事變が 漸く 一  段落 を 告げた 

と 思 はれる 永 仁 二 年 二月 二日、 伏 見 天皇の 綸 旨が 水無瀨 氏に 下って、 後鳥羽院 曆仁 御手 印の 趣 は 召し 放つ 

ベかざる ものであるとの 理由 を 以て、 攝津井 內庄の 知行 方に 就 い て 旨が 傳 へ られ たが、 これ は 文 永 以來の 

懸案に 因った ものと 察せられる。 水無瀨 殿の 事が かくして また 世の 注意に 上った ため、 この 年の 五月 八日 

に 石 見 介入 道の 子 九 歳であった 石 熊 丸に 託せられ たとい ふ 後鳥羽院 靈 託が 傳 はって ゐる。 その 要旨 は 水 無 

瀨の 古宫に 伽藍 を建營 し、 由 良 上人 を 開山と せよ との 弘 安度の 託宣 を實 行すべし とい ふので あって、 由 良 

上人 を 開山に 撰ばれた 理由 は、 曩に紀 伊お 良 湊に能 茂 入道. 西 蓮が 西方 寺 を 建立して、 我が 菩提 所と なした 

がその 寺に 由 良 上人 は 止 住した ので、 我と 因緣淺 からざる ものが ある。 その後 上人 は宋に 渡り 六 年 を經て 

歸 朝し、 又 彼の 寺に 住した 時に、 天狗が 集會 して 障碍 をな したので、 我 は 上人と 相談して これ 攘 つた。 

かくの 如き 因緣の あるに 依り、 急ぎ 奏聞 を經 て 離宮 水 無瀨殿 の 古跡 を 改めて 伽藍 を 建立せ よと 唱 へられた 

ので ある。 この 主旨 はやが て 奏聞せられ、 これによ つて、 水 無瀨殿 跡に 伽藍 を 建立すべき こと は 何等の 子 
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細な しとの 旨が、 永 仁 四 年 十二月 十八 日に 水無瀨 氏に 達せられ たとい， -。 但し 伽藍 建立の 事情に 就いては 

詳 でない。 然し これ 等の 事情に よって 水無瀨 氏の 奉祀した 御影堂 は、 朝廷の 御 尊崇 をば 年と 共に 厚く する 

に 至った。 卽ち正 和 三年 十一月 十六 日に は、 後伏見 上皇の 院宣 を 以て \ 造 住吉社 段 米 を 後鳥羽院 御手 印の 

地た る 水 無 瀨井內 の 兩庄に 免除 すべさ こと を 令せられ、 文 保 二 年 二月 十一 日に は 同じく 院宣 を 以て、 熱 田 

社領 尾張國 大腋鄕 古布 矢 梨 子 衾 田 をば 後鳥羽院 御影堂 料と して 寄せられ、 同年 六月 廿 五日に は 更に 熱 田 1 

領 尾張國 上納 戶を 後鳥羽院 御影堂 修理 料と して 寄せられた のであった。 

かくして 水無瀨 御影堂の 尊崇が 後鳥羽 天皇 を 追憶し 奉り、 引いて 天皇の 聖擧 たる 承 久の御 企て を囘 顧す 

る機緣 となった ので あるが、 これと ともに 天皇の 承久御 企ての 失敗 は、 事變の 直後から 朝廷 側の 人 々並び 

に 心 ある 人々 の、 頗る 痛恨と したと ころで あると 共に 憤激 措く 能 はざる ものであった から、 天皇の g_ ー擧を g 

繼 承すべく、 承久の 失敗の 原因が 那邊 にある か を 省察して、 再び 失敗 を 繰 返す ことなき やうに 密かに 用意 

力 進められる ことと なった。 かくして 識者の. 間に は 承 久の御 企てに ついての 內 省が 行 はれた ので ある。 承 

久の 頻後ク しから ャ して 公家 側の 手に よって 著 はされ たと 推定 せられる 六 代 勝 事 記に は、 これ を 1 評して 

W 時の 人うた が ひて 曰、 我國 はもと より 祌國 也、 人 王の 位 をつ ぐ、 すでに 天照大神の 皇孫 也、 可 乙， よ 

りて か 三 帝 一時に 遠 流の はぢ ある、 (中略 >1 ^朝い かなれば、 名 を 惜み恩 を 報 やる 臣 すくな からん、 (中略〕 

心 ある 人 答て 曰く、 臣の 不忠 はまこと に國 のはぢ なれ ど、 寶祐の 長短 は 政の 善惡 によれり、 (中 帝範 

に 二の 德 あり、 知人と 撫 民と 也、 知人と は 太平の 功 は 一人の 略に あらす、 君 ありて 臣 なさ 春秋に そし 

れ るい； 3 也、 撫 民と は 民 は 君の 體 なり、 體の 傷む 時に、 その 御身 またい 事え たま はんや、 のきばの わち 


t5 をつ みて たがへ じ、 炎天に 汗 を 拭 ひて ほどこせる いとなみ も、 一 も 君の ためにして、 つとめ やとい 

ふこと なければ 也、 

とい ひ、 又承久 記に は、 同じく 評して 

^久 三年 イカ ナル 年ナ レハ、 三院 二宮 遠島へ 赴 セマシ マシ、 公卿 官軍 死罪 流刑 一一 逢ヌ ラン、 本朝 如何 

ナ〃 所ナ レバ、 恩 ヲ知臣 w ナク、 耻ヲ 思フ兵 w ナ カルラン、 白 本國ノ 帝位 ハ、 伊勢 天 照 太 神 • 八幡 大 

菩薩 ノ 御計ヒ ト申シ ナガ ーフ、 賢 王 逆臣 ヲ用 ヒテ 難 保、 賢 臣惡王 一一 仕へ テ W 治シガ タシ、 一 人 怒 時 尸 罪 

ナ キ者ヲ w 罰シ 給フ、 一人 喜 プ時ハ 忠ナキ 者 ヲ \v 賞シ給 フー ーャ、 す レバ 天是ニ クミ シ不 給、 四海 一 一 宣 

旨ヲ被 下、 諸國へ 勅使 ヲ遣 ハセ 共、 隨奉〃 者 W ナシ、  . 

云々 と 記して； Q る。 また 五代 帝王 物語に は、 事 變の後 を 承け て 政務 を視 給へ る 後高倉 院の御 政の 模樣を 記 

して、 「君 も臣も 溝へ て 入の 嘲な からば やと ふかく 被 思 食ければ、 御 心 計 は 善政 を 行 はれけ り」 と 見えて 

居り、 これ 等の 事情 を 綜合 すれば、 朝廷 はこの 事變 を殷鑑 とし、 その 失敗に 歸 した 所以 を內 省せられ、 而 

も 承 久聖擧 の 主旨 を 將來に 於いて 達成 せらるべく 巨歩 を 進められ、 その 爲に 先づ 朝政の 振興 を圖 り、 尋ぃ 

で 幕府の 不臣に 對處 問責 せられん とする にあった 如くに 思 はれる。 但し 事變の 直後 は 幕府の 京都に 加 へ た 

威力が 甚大であった ためと、 討幕 計畫 に干與 した 者が 一掃せられ たためと によって、 朝政の 振與 政策 も 亦 

意の 如くなる を 得 や、 從 つて 幕府に 對 する 反感 乃至 敵愾心の 如き も、 表面に 現れる 由はなかった けれど、 

朝廷 側の 人々 の 胸裏に は 深く 刻みつ けられて 居った ので あ つた。 朝臣の 大多數 は 時勢 止む を 得 や、 ひたす 

らに K 身の 策 を 講じ、 表面 は 時勢に 迎合せ ざる を 得なかった 爲め、 內心は 却って 平 靜を失 ひ、 偶然の 我が 
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身の 不幸に 接しても、 天の 報いと 感じて、 戰々 兢々 の 思 をした のであった。 されば 自ら 機 會每に 幕府の 專 

横に 激 n 卯して、 慨慨 悲憤の 念 を 高めた ことが 少 くなかった" 四條 天皇の 崩 後、 皇嗣が 幕府の 意向に 左右 さ 

れ、 爲 めに 位の 起る に 至らん とする や、 密かに幕府の不臣を5^彈するもの相次ぎ、 帝位 事猶 東夷 計 之、 

末代 事、 可 悲者歟 S 光 卿 S と 慨歎し、 以凡卑 之 下 愚計 立 帝位 之條 未曾有 事 也、 我 朝 者 神國せ 1、， 不似 異域 之 

風 (中略) 以 異域 蠻類之 身 計 申此事 之條、 宗廟 之冥盧 如何 尤可恐 可 恐、 其 報定不 廻踵歟 (平戶 記) と 噴 S したので 

ある。 かくして 我が 皇國 の眞の 姿が 再認識 せられる ことと なり、 承 久聖擧 の 精神的 基礎が 漸次 鞏固の 度 を 

加へ るに 至った こと は、 頗る 重要視すべき ことであった。 

朝政 振興の 目標と なった 善政の 實 現の 基礎 工作と して、 學 問の 研究が 宮廷と 廟堂と に 於いて S に 行 よれ 

る ことと なった。 學 問の 研究に よって、 古今 內 外の 治亂 興亡の 跡 を 明らかにし、 以て 善政の 資を 求めん と ^ 

するとと もに、 これによ つて 又 我が 皇國の 本質 を檢 討す る こと を 得て、 天皇 萬 機 親政の 政治の 正 能 a/ 复 

せしめねば ならぬ 事に： jB^ い ての 關心 を大 ならしめ る ことと なった。 禺くこ の 祭に 當っ て傳 へ られさ 所 宋 

學は、 尊王攘夷 をカ說 した もので あり、 その 理念が 我國に 活用 せられて 自ら 天皇 親政 を 唱導す る ことと な 

我が 政治 思想界に 重大なる 影響を及ぼす ことと なった。 かくの 如く 學 問の 興隆に 從 つて、 朝廷よ 善政 

の 典 行に 努力せられ、 寶舴の 長短 は、 善政の 如何に 由る と 認められ、 朝政 は 年と もに 振起して 後醍醐 天皇 

の 御代と なった。 

後醍醐 天皇 はこの 歷 代の 聖 謨を繼 承せられ、 御代の 初め 元亨 元年に 後宇多 上皇より 政務の 御 讓與を 受け 

られて 親政の 實を 擧げ給 ふに 至って、 後鳥羽 天皇の 承 久聖擧 の 完遂に 歡盧を 注がれ、 討幕の 計賽を 進めさ 


でられた ので ある。 後醍醐 天皇の 聖盧は 承 久建擧 の紹述 ともい ふべき ものであった から、 その 討幕 御 計 * 

に當 つて は、 自ら 後鳥羽 天皇の 聖擧 を追懷 せられ、 その 冥 助 を 仰がれた ものの 如く 拜 せられる。 後醍醐 天 

皇は 水無瀨 氏に 勅して、 その 捧持した 後鳥羽 天皇 御手 印の 正文 及び 御 置 文 正文 を 宮中に 召されて 御 祈念 あ 

ら せられた とい ふ。 かくして、 天皇が 萬 難を排 して 成功 せられた 建武， 中興 は、 全く 承 久聖擧 の 完遂で あり、 

承 久以來 歴朝の 聖謨 を玆に 達成せ しめられ たので ある。 而 して、 承久以 來の歷 朝の 聖謨 を、 後醍醐 天皇の 

御代まで 傳 承せ しめたの は、 後鳥羽 天皇の 御 威靈を 中核と した 政治 社會の 情勢であって、 建武 中興の 有力 

なる 原因が 承久の 討幕で あると 稱 せられ 所以で ある。 承久 の聖擧 そのもの は 不幸 挫折した ので あるが、 

その 遺 響 は 徇に大 なる ものが あった。 承久の St 擧は 決して 空しかった ので はない。 


倉 幕府の 政治 


一 、 武家政治の 性質 

鎌 倉 幕府 は源賴 朝が 配下の 家人 を 統率す る爲 の私權 行使の 機關 として、 冶 承 四 年に 相模國 鎌き に 創 まし 

たもので ある。 さ 後 賴朝は 漸次 その 勢力 を 加へ、 源義仲 を仆し 平氏 を 亡す に至 つて、 その 威令が 全國に 

普く 及んだ ため、 幕府 は 自ら 全國. を 統制して 政治の 一部 を 取り扱 ふ 公の 機關 となった。 かくて 幕府 はわが 

國 最^の 武家政治の 機關 として、 從來の 公家 政治の 機關 である 朝廷の 令 下に 存立す る ことと なった。 ー爭 f 

の 取り扱 ふ 政治の 範圑 方法と その 根本の 政策と は、 槪ね賴 朝の 時に 定まり、 その後 幕府の 實櫂者 は 時と.^ 

たけれ ど、 總て賴 朝の 時の 例が 準據 とされ、 元弘 三年の 滅亡 時 に至 るまで、 約 百 五十 年の 久しき 

に 亙って 行 はれた ノ抑 もこの 幕府の 政治 は、 幕府の 成立の 事情と 緊密な 關係を 有して ぬるので、 まづ その 

事情 を檢 討して 幕府の 性質 を 明瞭 にして置く 要が ある。 

源 賴朝は その 幼時、 源平の 勢力 爭の 犧牲 となり、 平氏の 爲に 配流の 厄に 遭うた ので あるから 、家運 再興の 

希望 を 深く 心 裏に 銘 して 居った。 源平の 勢力 爭は その 源が 頗る 遠く、 院政 時代に 及んで から、 雨 氏の 勢力 

競爭 意識 は 益.. 明瞭に 認められる やうに なった。 藤 原 氏の 攝關 政治 時代に は、 . ^氏 は 攝關 家の 股 4^ として 
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早く も 中央 政界に 活躍し、 前 九 後 三の 兩 度の 大役 を經 て、 - 天下 第一 の 武勇の 家と 稱 せられ、 天下の 百姓が 

爭 つて 田隐を 源氏に 寄せて その 保護 を 仰いだ 位、 大 なる 信望と 勢力と を 有する に 至った。 然るに 院政 時代 

となって、 伊勢 平氏の 一流が 武勇の 名 を擧げ て、 源氏. の 職域 を 侵蝕し 始め、 院の當 局と 結合して、 顯 著な 

武勳 なくして 終に 源氏の 地位 を 凌駕し、 保 元の 亂の 頃に は、 源氏 は その 地位 その 資力 等に 於て は、 遙 かに 平 

氏の 下風に 立つ ことと なった。 この 時 源氏の 總領 であった 義 朝が、 往時 を囘 顧して 家 蓮の 興隆 策に 狂奔し 

出した の は 泡に 至當 のこと であった。 かくして 平氏の 排撃 を 目的の 一 つと した 平 治の 企と なった。 義 朝の 

畫策は 事毎に 破れて、 一族 は槪ね 離散 潰滅し、 却って 平氏に 急速な 興隆の 緖 ロを與 へた。 義 朝の 子 賴朝は 

僅かに 死を赦 され、 永曆 元年 三月 十一 日に 伊豆 北條に 移されて、 平氏の 監護 を 受け、 各地 在住の 源氏 累代 

の 恩顧の、 諸將士 は、 入日 を 招き 返さん 計りの 平氏の 權勢 下に 雌伏せ ざるの 止むな きに 至った。 平氏 は 武家 ^ 

から 進んで 公卿の 班に 入り、 第二の 藤 原 氏と なって 公家 政治の 糟粕を 嘗めた。 從 つて 自ら 武士階級の 權益 

支持の 立場 を 放棄して 却って 武士階級の 壓迫 者と なり、 全く 貴族 化する に 至った。 一門の 公卿 十餘 人、 殿 

上人 は その 數を 知ら ャ、 知行 は 三十 餘箇國 に 及んで 全國の 過半 を占斷 し、 莊園 五百餘 箇所 を 掌 裏に 收 めて、 

諸 他の 貴族 等 を制壓 し、 平氏に あら ざれば 人に あらやと 誇稱 する の 盛 觀を呈 した。 されば 舊 來の權 勢家で 

ある 所謂 院宫 社寺 權 門と は、 自ら 利害 關 係の 上に 於いて 兩 立し 難く、 武士階級 とも 亦 利害が 相反した 爲め、 

平氏 は 終に 院と 衝突し、 攝家藤 原 氏と 衝突し、 社寺と 衝突し、 又 武士の 離反 を 招いて、， 治 承の 末年に 及ん 

では 平氏の 輿望 は 全く 失墜した。 時 は將に 源氏が 平氏の 彈壓 下から 崛 起して、 家運の 再興 を圖 るべき 機で 

あり、 又 武士階級が 貴族の 專制壓 迫に 反抗して 權益 擁護の 大旆を 大空 高く 飜 すべき 秋であった。 


賴 朝は謫 居の 間、 常に 京都の 中央 一 ほ界の 推移^ 留意し、 緣者を 介して 諸般の 情報 を 入手し うつ 旣に 二十 

有 餘の展 霜を閱 した。 就中 その 乳母の 緣者三 善 康信は 後に 官中宫 大夫屬 となり、 平氏 出の 中宮 德 子の & 

廳に職 を * じたので、 平氏の 動 靜を窺 ふに は 至大の 便宜 を 持って 居った ため、 每 月三囘 京都の 情勢 を 北，.^ 

へ 通報す るの 勞を 執った。 されば 賴朝は 東海の 邊 鄙に 居っても、 よく 中央の 事情 牒知 する ことが 出お、 

又關^^水地方に在住してゐる諸士の中で、 源氏に 舊好 厚い 者 は、 祕密裡 に 主從の 情誼 を溫 めた から、 源氏の 

主從關 係の 緣の綱 はな ほ、 奮の 如く 鞏固に 各地 方に 張り 渡された のみなら や、 賴朝 監護の 任に あった 北條 

時 政 さへ、 その 岳父と なって 後援の 志が 頗る 厚い 情勢であった。 

治 承 四 年 四月 二十 七日に 八 條院藏 人 源 行 家から、 高倉宮 仁王の 平氏 討伐の 令旨 を傳 へられた 賴朝 は、 

家運 再 典の « 蓮の 到 來を 喜び、 岳父 時 政と 協議した が、 各地の 人心の 歸趨 にな ほ 逆睹し 難い ものが あって、 6 

直ちに 自立の 計に 出る の を 許されなかった。 然るにつ いで 六月 十九 日に 康價の 特派した 急使 康淸 から、 高 

倉宮の 令旨 を 奉戴した 諸國の 源氏 討伐の 議が. 決した 旨 を 聞き、 且つ 一 時奧州 方面へ 避難して 萬 全の 策を圖 

るへ しとの 助言に 接する に 及び、 賴朝 はこの 際に 機先 を 制し、 自衞 手段 を 執る ことの 得策なる を K 破して 

終に 意 を 決し、 令旨に 從 つて、 平氏 追討 を 標榜して 兵 を擧げ るべ く、 先づ藤 九郞盛 長、 小 中 太 光家 等 をし 

て觀東 在住の 源氏 累代の 家人に 檄を傳 へさせ、 源氏の 勢力 を關東 地方に 再興す る 工作に 着手した。 されば 

賴朝は 八月に 伊豆 目 代 山 木 兼 隆を仆 し、 ついで その 一 族 知 親の 蒲屋 御厨に 於け る 沙汰 を 停める に當 つて、 

右筆 邦 通に 書かせた： 卜 知狀の 中に、 「至， -于 東國， 者諸國 一同 庄公、 皆 可， 爲， 一 御沙汰， 之 旨、 親王 宣旨狀 明鏡 

也 者」 との 文句 を 載せて、 自ら 令旨に よって 關 東の 主たる AJ と を 宣言した。 


かくて 賴朝は 時 政 等の 後援に より、 關 東の 故 奮の 勢力 を 糾合すべく、 伊豆から 相模に 進出 を 試みた が、 同 

國目代 大庭景 親等の 爲 めに、 石橋 山に 邀擊 されて 戰利 なく、 漸く 轉 じて 海路 を 安房に 渡って 再擧を 策し、 

所在の 諸 族 を 招致した。 この 時 招 命 を 受けた 千 葉 常 胤 はこれ に應 じ、 且つ 賴 朝からの 使者 盛 長を經 て、 當 

時の 陣所 はさした る 要害の 地で もな く、 又由緖 ある 處 でもない 故、 速 かに 相 模國鎌 倉に 出で 給 ふべ しと 獻 

策した。 よって 賴朝 はこれ を容れ 上總. 下總. 武藏 を經 て、 十月 六日に 鎌 倉に 入った。 翌日 氏神 鶴 岡の 八 

幡 宮を拜 し、 亡父 義 朝の 龜 谷の 奮 跡に 臨んだ。 ついで 第 館 を 山 內に營 み、 鶴 岡の 八幡宮 を 鎌 倉の 正北の 丘 

陵 小 林鄕に 遷座し、 この 地 を 以て 源氏の 策源地と 定めた。 これが 鎌 倉 幕府の 起源で ある。 

，鎌 倉が 武家政治の 策源地 ふして 撰定 された 理由に 就て、 後世 學者 間に 種々 の 說が唱 へられた。 その 中 地 

理 上から、 鎌 倉が 三方 丘陵 を 以て 圍 まれ 一方 は 海に 面して： Q るた め、 軍事上 自ら 天然の 要害 をな して. Q る S 

爲 めとの 說が あり、 又 これ を駿 して 鎌 倉 そのものの 地形 は防鎮 陣地と して 決して 完全で はない、 西に 箱 根 • 

山の 險を 擁し、 東北に 多摩川 を扣 へて ねる ので、 これ 等お 防鑲 線と して 始めて 鎌 倉が 軍事上 價 値の ある 地 

となるとの 說が ある。 然し これ 等の 說は 後世の 戰術 上の 觀察 點に發 した ものに 過ぎない。 賴 朝に はたく 源 

氏 恩顧の 諸士を 麾下に 招致す る 策源地が 必要で あつたので ある。 

賴朝は 安房へ 赴く に當 つて 北 條時政 を 甲斐へ 發 遣し、 別働隊と して 源氏の 地盤の 確立に 當ら せた。 され 

ば 鎌 倉に 居 を 定めて 間もなく、 平氏の 追討 軍が 東進して 駿河國 手 越に 到着した 報に 接した 時には、 時 政 は 

甲斐の 武田 信義 等と 共に 駿 河に 入り、 目 代 橘 S 茂の 軍 を 破って 富 士野を 西 進した。 賴朝は 本 軍.^ -督 して 徐 

る^ 鎌 倉を發 し、 時 政 等と 黃瀨 川に 會 同し、 終に 十月 二十日に 富士川 を 挾んで 平 軍と 對 したが、 その 威風 、. 


は戰 はやして 平 軍 を 潰走せ しめた。 賴朝は 敗走した 平 軍 を追擊 せんとした が、 千 葉 常 胤. ニニ 浦 義澄. 平廣 

常 等の 諸 將が獻 言して、 源氏の 興隆の 爲 めに は その 基礎 を關 東に 確立す る ことの 急務に して、 且つ 永遠の 策 

なるお 說き、 常 陸の 大族佐 竹隆義 がな ほ 平氏 方で ある こと を 警告し、 班師の 得策で ある こと を 主張した。 

この 時 賴朝は その 意見に 從 つて、 平 軍 を追擊 して 西 進す るの を 停め、 向後の 防衞 として 安田 義定を 遠 江の 

守護に、 武田 信義 を駿 河の 守護に 任じて、 京都 方面よりの 進擊 路を扼 せしめた。 ついで 軍を旋 して 相 校の 

國 摘に 至， o、 時 政 以下の 諸 將士の 功 を 賞して、 或は 本領 を 安堵し 或は 新 恩の 地を與 へ、 直ちに 佐 竹 氏 討伐 

の 爲め常 陸に 進擊 した。  、 

この 賴 朝の 班 師は賴 朝の 源氏 再興の 方針 卽ち 幕府の 政策 を 明示した 具體的 現象の 一 つで、 この 方針 はこ 

の 後 も 常に 一 貫して 遵守され た。 後年の 義 仲が 中央の 政 權を掌 裡に收 めんと する 目的で 入京 を 急いだ 例に、 g 

賴 力 後年に 至る まで 倣はなかった こと は 特に 注目 すべさ ものであって、 鎌 倉 幕府の 政治が 公家 政治と そ 

の 性質 を 全く 異にした 所以 を 示した ものと いうて よ い。 これ は 實に賴 朝の 興起した 當 籾に 確定 せられた 鐡 

貝で あると いふ ことができる。 或は 賴朝 自身 は 源氏の 家 蓮の 再興の 爲 めに：' 平氏と 並立し 或は 平氏に 弋 I つ 

て 廟堂に 立ち、 公家 政權 に參與 する 希望 を 有して 居った かも 量り 難いが、 賴 朝の 事業 を 支持した 在關 来の 

諸將士 は、 卽ち 地方に 生存の 地歩 を 占めて るる 武士階級であって、 その 賴朝を 支持した 所以 は、 源氏の 恩 

顧に 報いん とする 誠意と、 同時に 自己の 存立の 安全と その 所有す る權 益の 保障と を 求めん とする 期待と に 

あった 賴 i か 京都に 進んで 公家 政 櫂に 參與 する ことに 成功せば、 源氏が 自ら 平氏の 轍 を 履む こと は 明瞭 

な ことで、 卽ち 武士階級の 壓制 者で ある 貴族と 化し、 武士階級 とその 利害 關系を 異にする に 至る こと は、 ふ 


至の 勢と いはねば ならなかった" これ は 賴朝を 支持した 諸 將士が 大いに 憂慮した 點 であって、 佐 竹 氏 等の. 

問題 もさる 事ながら、 源氏の 貴族 化 を 絕對に 抑制して、 永く 賴朝を 武士階級の 擁護 者と し、 從來 貴族 社會 

から 蒙って. Q る 幾多の 壓制を 排除して もら ふこと を 切望して 止ます、 この 爲 めに 賴 朝の 上洛 を 阻止す る こ 

とに 勉め たものと 思 はれる。 賴朝は その 支持者た る 多數の 武士の 意向 を 洞察し、 且つ 平氏の 前 轍に 鑑み、 

源氏の 家運の 再興 策 は 武士階級 を 支持者と する の 外な く、 國務も 亦. 新興の 武士の 力に 據る にあら ざれば 拾 

收し 得られな い 情勢で ある こと を 認識して、 ここに 武士階級の 存立の 安全と その 權 益の 保護と に 任 やる を 

根本 方針と する ことに 定め、 終に 班師を 決した ものの 如くで ある。 されば この 後賴 朝に は屢 X 上洛すべき 

ロ實と 機會と は到來 した けれど、 この 根本 方針 を 守って 諸 將士の 信望. をつな ぎ、 武士階級の 統制 を 完全に 

樹立す る ことに 努力して、 鎌 倉 を 離れる こと を敢 へて しなかった ので ある。 

されば この 後 は 平氏 を擊滅 する 策 を講ャ るよりも、 先 づ全國 の 武士の 統制 策の 確立 を斯 して、 これに 全 

力 を 傾注した。 賴 朝が 常 陸の 金砂 城に 據 つた 佐 竹 氏の 一 族 秀義を 攻め、 終に 城 を 陷れて その 領有 地 を 併せ、 

更に 秀義 が陸奧 花園 城に 遁れ たの を 追跡 せんとした 折、 捕虜と なつた 佐 竹 氏の 遺臣 岩 瀨太郞 が 直言 を賴朝 

に呈 し、 平氏 追討て ふ 終局の 大目 的 を 抱懐しながら、 同族 間で 相爭 ふの は 不利益で あると 論じた。 佐 竹 氏 

は 源 姓の 一流で ある。 賴朝は 直ちに その 直言 を 容れて 良策 を 得た 乙と を 喜び、 岩瀨を 家人に 加へ て その 功 

に 報い、 秀義の 追跡 を 中止して、 これより 部の 統制に 意を轉 じた。 

十一月に 賴朝は 鎌 倉に 歸 着す るに 及んで、 和田義 盛の 兼 日の 懇請 を容れ て、 これ を 侍 所 別當に 補し、 家 

人の 進退の 事務 を 管せ しめた。 侍 所は賴 朝が 幕府の 機關 として 設けた 最初の ものである。 幕府の 政治が 源 
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氏の 家人の 統制に 始まって 居る こと はこの 事に よっても 明瞭であって、 卽ち鎌 倉 幕府 は賴 朝が 原 氏 配下の 

家人 統御の 爲に 私權を 行使す る機關 として、 先づ 組織され たもので あると いふ 所以で ある。 

もっとも 賴 朝の 家政に 携 はった 者に は、 早く 大和 判官 代 邦 通と 云 ふ 京都 人が あって、 賴 朝の 配流 時代 か 

ら その 侍 側に 隨從 して 右筆の 任に 當 つて 居った。 邦 通は賴 朝の 擧 兵の 企 以來、 賴 朝の 發 した 各方 面への 命 

令 や 檄文 誊面 等の 處理の 任に 當 つたば かりで なく、 賴 朝が 擧 兵の 最先、 伊豆の 目 代 山 木 兼隆の 討伐 を計畫 

する に當 つて は、 邦 通 は 藤 九郞盛 長の 推擧 によって その 計畫 に參與 する ことと なり、 京都 放 遊の 客と 號し 

て 兼隆の 邸內に 入り、 邸宅 及び 附近の 形勢 を 探訪す るの 重任 を 命ぜられた。 かくて 邦 通 はこの 豫定の 計 « 

に甚 さ、 巧みに 兼隆の 館に 入り、 酒宴の 際に は郢 曲の 與を添 ふる 等 その 意を迎 へて 數日 逗留し、 其の 聞 a 

の. ままに 山川 村里に 至る まで 詳しく 圖繪 して 賴 朝に 復命した。 これによ つて 賴 朝の 兼 隆邸 襲撃の 方 各 ま 決 g 

定 せられた のであった。 兼 隆を仆 して 後賴 朝が 兼隆の 一族 史大夫 知 親の 伊豆 蒲屋 御厨に 於け る 沙汰 を 停止 

せしめた 際に も、 邦 通 を 奉行と して その 下知 狀を發 せしめた。 これ は 關東事 施行 之始 也と 吾妻 鏡に 特筆 さ 

れて 居る 事で ある。 かく 賴 朝に は 家政 を 奉行す る 者 は 旣に侍 所の 開設 前から 置かれて 居り、 賴 朝の 號令を 

發 する 機關 となって 居った。 しかし この 右筆 は その都度 賴 朝の 命 を 受けて 事 を處理 する に 止ま n、 特に 委 

任せられた 權限を 有した もので はなく、 從 つて 幕府の 一機 關 とはい； 3 得ない。 

源氏の 地 步を關 東 地方に 樹立す る爲に は、 中央 政界の 動向 を 注視す る ことが 肝要で ある 事 は 云 ふまで も 

なく、 賴朝は その 策源地 鎌 倉から 敢 へて 離れなかった が、 諸 地方に 漸次 擡頭した 源氏 方と 連絡し、 又 支援 

して 平氏に 當ら せ、 自ら は その 背後に あって 巧みに 操縦し、 諸國の 源氏の 行動 は 皆 自己の 統制の 下に ある 


勢 を 作， o 上げん とした。 されば 尾 張. 美 濃 • 近 江 等の 近. 畿 方面が 漸次 動搖を 起す に 至って、 平氏が これ 等 

地方の 源氏 追 伐の 軍を發 した 時 は、 近 江の 源氏 は 瀨多川 沿岸の 船舶 を 奪って 平 軍の 糧道 を遮斷 し、 以て 其 

の 前進 を 不可能な らしめ、 又 攝津の 源氏 手 島 冠者 は 福 原の 第を燒 いて 柬國に 身を投じ、 若 狭の 在廳官 人， 等 

は 相次いで 源氏に 歸 順した。 近 江の 山 本義 經 • 柏木 義兼 等も賴 朝に 策應 して 兵 を 起した が、 平 知 盛の 爲に 

破られる や、 義經は 鎌 倉に 來て賴 朝の 庇護 求める に 至った。 かくて 賴 朝の 方策 は 着々 その 功 を 奏して 源 

氏の 勢力 は 各地に 勃興し、 源氏の 平氏 討伐 事業が 成功の 域に 向 はんとす る 狀況が 漸く 認められる 樣 になつ 

た。 ために 從來 形勢 を觀 望して 去就に 迷； 5 つつあった 者 も、 相つ いで 源氏 卽ち賴 朝の 旗下に 馳せ參 じた。 

賴 朝に つづ い て 信 濃に 兵 を あげた 義仲 は、 初めは 賴 朝に 應卞る 意向であった が、 やがて 自立の 計に 出で、 

賴 朝と 競 する 意圖を 以て 一 時 は 上野まで 進出 を 試み、 賴 朝の 勢力の 拔く ベから ざる もの ある を 知って、 

再ぴ信 濃に 引返した けれど、 治 承 四 年の 末に は、 源氏の 大族 新田 義 重が 上野から、 その 孫 里見義 成が 京都 

から、 共に 鎌 倉に 投じ、 翌養和 元年 正月に は 曾て 賴 朝の 軍に 杭した 梶原景 時が、 土肥實 平の 執り成しで 歸 

屬 したので、 東國は 漸く 安定 を 見た。 又畿內 以西に 於ても 遙 かに 東國の 源氏に 策應 した 者が 少く なく、 九 

州で は 肥 前の 菊地隆 直、 豊 前の 緖方 惟義 等が 兵 を 起して 大宰府 燒き、 四國 では 河 野通淸 が高繩 城に 據り、 

紀伊 では 熊 野 山の 僧侶が 典って 伊勢 志 摩 方面 へ 勢 伸ばさん とした。 この間 平氏 は 養 和 元年 閨 fl 月に 一 門 

の 柱石た る淸 盛が 薨 じて、 その 勢が 俄かに 失墜した が、 間もなく 平 重衡が 院廳下 文を帶 し、 追討 使と して 

東進した。 依って 賴朝は 侍 所 別 當和田 義盛等 を 遠 江に 遣 はし、 安 S 義定 と共に 防 衞に當 らしめ た。 然るに 

尾 張の 源 行 家が 三月に 奇策 を 以て これ を洲侯 川に 邀 へたが 失敗し、 一 時 平 軍 は 將に關 束に 迫らん とする 勢 


を 示した けれど、 北陸に 於け る義 仲の 勢が 凝と なった 爲に、 平 軍の 東進 は 遂に 不可能と なった。 かくて 關 

東 はな ほ 平 靜の狀 態 をつ づけて、 賴 朝の 地步は 日に 月に 鞏固と なること を 得た。 

後白河 法皇 は淸 盛の 暴 逆によ つて 治 承 三年 十一月に 院政 を 停め 給 ひ、 鳥 羽 殿に まし，， H したが、 後 淸盛は 

人望 囘復 策と して、 治 承 四 年 十二月 再び 法皇に 院政の 再開 を 奏請し 御領 を も 上った が、 法皇 は淸盛 揮ら 

れて 院政の 實を擧 げられ なかった。 然るに 淸 盛の 薨去と なるや 後 繼者宗 盛の 無力な のを觀 破され て、 平氏 

を 制すべ く 密かに 源氏との 策應 VJ 企てられた。 京都の 情報 を 鎌 倉 へ 通達す る ことに 專 念した 康信 は、 養 和 

元年 閏 二月に 洛中の 巨細 を ー卷の 記と して、 淸盛薨 後の 政界の 眞相を 報告した。 賴朝 はこれ 等の 情報に よ 

り、 この 機に 源氏の 立脚地 を院に 通じて 置く ことの 得策で ある こと を 認め、 この 年の 秋に 奏狀 を院に 上. o、 

自己の 行動 は 法皇の 御 敵た る 平氏 を 除かん とする にあって、 他意 あるに あら 卞、 されば 院の御 方針と して g 

平氏 を討滅 する に 及ばなければ、 古の 如く 源平 相 並んで 奉仕した き 所存で ある。 關東を 源氏の 進 止と し、 

西國を 平氏に 委任し、 諸 國司は 朝廷から 別に 任命され て、 ただ 東西 兩 地方の 爭亂 を鎮， むべき 命 を 源平の 兩 

氏に 下され、 何れが 朝 命 を 忠實に 遵奉して 勤 勞の功 を 立てる か を 試みられ たいと 奏上した" この 奏請の 內 

容は賴 朝の 眞意卽 ち 幕府の 方針 を 明確 分明に 表示した ものであって、 後年 組織 整へ た 幕府の 權限 も、 實 

にこの 奏狀に 述べられた 範圍の 外に 出て はぬな いので ある。 卽ち諸 地方の 爭亂を 鎮撫して 治安の 維持 を擔 

任し、 朝 命 を 奉じて 勤 勞の功 を 立てる ことが 幕府の 本領であった。 大寶令 制 を 根幹と する 現在の 政 洽體制 

に. 變革を 加 へんと する 如き は、 幕府の 全く 企圖 せざる ところであった。 されば 幕府が 實 カを縱 横に 發， f す 

る を 得る に 至っても、 當 時の 社會 制度で あ. o、 又 政治 組 緩と もな つて 居った 莊園 制度 そのものに は 何 等の 


變更も 加へ や、 ただ 幕府が 從來 から その 機構の 一 部 をな した 地頭の 統制 を 行った に過ぎない。 

賴敦 の 源平 併 立案 は、 當 時實權 の 恢復 に 專念 せられた 後白河 法皇の 御意 に 適った ところであった から、 

法皇 は 直ちに こ の 旨 を 宗盛 に傳 へて その 贊同を 求められた。 宗盛 は その 主旨に は贊 同した が、 父 淸盛 の 遺 

言に、 我が 子孫 は 一入に 至る まで も賴 朝と 戰ふ べしと あるので、 亡父の 遺戒に 背けぬ から、 この 案が 假令 

勅命で あると も 御請し 難い 旨 を復 奏した。 かくて 院の 切望せられ たこの 政局の 轉換策 は、 宗 盛の 不贊 成に 

よって 實 現し 得られな； なった ので、 院の 方針 は再轉 し、 專ら 源氏の 力に よって 局面の 展開 を 考慮せられ 

るに 至つ. た。 同時に 一方に 於て 宗盛は 討 源 工作の 奏效 策に 焦慮し、 十月に は 東海 東 山 北陸 南海 諸道の 源氏 

に對 して 一夢に 追討の 軍を發 せんとした，、 東國 方面 は 維 盛が その 任に 當 つたので、 賴朝は 弟の 義經を 始め 

足 利義兼 • 土肥實 平等の 諸將を 遠江邊 まで 進めん としたが、 佐々 木 秀能は 平 軍の 進 發の行 はれ 難い 事情と、 g 

源 行 家が 尾 張に 據 つて 居る 情勢と を 說 明して、 出師の 無用； fi を唱 へたので、 賴： 朝 も 終に その 意 兒に從 ひ、 

»« の 如く 關 東に 於け る 源氏 勢力の 某 礎の 確立 策に 專ら意 を 注いだ。 

養 相 元年 は賴 朝が 鎌 倉 を 策源地と 定めて 居 を ここに 移し、 關 東の 經 略に 從 つた 第二 年に 相當 し、 源氏の 

勢力の 扶殖に 諸般の 策 を 講じて 寧日ない 時で あ つ た。 關 東に は賴 朝に 異志 を懷く 者が なほ 少く な か つ た。 

叔父 志 太 義廣は 常 陸 • 上野 • 下野の 三國に 亙って 勢力 を 有して 黨與も 多く、 鹿 島 社領を 掠め 大擧 して 錄 43 

の 襲攀を 策した ので、 賴 朝は閨 二月 小山 宗政同 朝政 等. に 遣して 討 平せ しめ、 漸く/しれ を 平定した。 又 足 利 

e^. 綱 は 下野に 據 つたので、 九月に 和 田 義茂を 追 使と し、 俊 綱の 家臣 桐 生六郞 の內應 によって、 俊 綱.^ -仆 

す ことができた。 かくして 關，； 朱の 治安 は 未だ 頗る 不安定で あり、 賴朝は 自己の 身 邊 にさ へ大ぃ に危險 感 


じて 居った。 爲 めに 四月に は 勇士 を撰拔 して 寢 室の 警衞に 任じ、 間もなく 六月に 鎌 倉の 新 第に 移った が、 

释衞 は舊の 如く S であった らしい。 七月に 鶴 岡 若宮の 上棟が 行 はれ、 賴朝 がその 儀に 臨んだ 時、 左 中 太 常 

澄から 窺 はれ」 下 河邊行 平が 常 澄 を 捕へ 得た ことに 依って 辛くも 難 を 免 かるる を 得た。 かくて 賴朝は 現に 

臣事す る 家人の 中に も 信 を 置き 得ない 者が 少 くなかった ので、 武田 信義から 異心な き 誓 書を徵 した こと を 

始め、 これに 似た 處理を 講じた ことが 頗る 多かった。 この 爲に賴 朝 は 一方に 於て 家 入 間の 結束 を 鞏固に し 

て、 蕭牆の 問に 於け る 不測の 變を 防止 せん ものと 肝 膽を碎 いた。 養 和 元年 二月に 賴 朝が 時 政の 女 を 足利義 

兼に、 平廣 常の 女 を 加々 美 長 清に 嫁せ しめた ことの 如き は卽 ちその 一策で あり、 又 この 年の 夏の 末に 賴朝 

が 三流に 遊び 三浦義 連の 第に 宿った こと は、 主従の 情誼 を 濃 かに せんとした 一手 段に 外なら なかった。 か 

くて 賴 朝に は 源氏 家人の 統制に 甚大. な 苦心が 必要であって、 鎌 倉 は 頗る 多事であった。 賴朝は 決して 鎌 倉 35 

に 安 坐して 形勢の 觀望 のみ を 事と して 居った ので はない。  . 

翌壽永 元年に 至り、 中央の 形勢 は 漸く 變兆 As 壬して 來 たが、 東國 方面への 平氏の 對策 は、 依然 俘 頓狀態 

であった ので、 賴 朝の 鎌 倉に 於け る經營 はな ほ 前年の 事業 を繼續 する こと を 得た のであった。 賴朝は 功臣 

熊 谷 商實に 武藏の 舊領を 安堵し、 山 田 重 澄に 地頭 職 を 授け、 加 藤 景廉の 病床 を 慰問す る 等 家人の 統制 策に 

意 を 用 ふると 共に、 京より 下った 僧 文覺を 引見して 京都の 狀 況を聽 取し、 又 由 比 濱に牛 追 物 を 見物し、 江 

島に 參詣 する 等 鎌 倉の 主としての 經營 工作 は 頗る 多かった。 源平の 抗爭は 專ら義 仲 を 中心として 北陸 方面 

に 展開され たが、 その 間に 院の 政策が これに 加 はって 討 源の 軍 は 振 はや、 九月に は 院宣に よって 追討 使が 

廢 北せられ て、 平 軍が 撒 返還 京した 虛に乘 じ、 義仲は 城 長 用 を 信 濃 千 曲 川に 破って 後顧の 憂を絕 ち、 西 進 


に 全力 を 擧げて 北陸 を 風靡す るの 勢力と なった。 ために. 自ら 賴 朝との 間に 隙 を 生じ、 賴朝は 終に 兵 を從へ 

て 上野に 進む に 至った。 義仲は 上洛の 功 を 急ぎ、 賴 朝と 爭、 A ことの 不利なる を 察して、 毒 永 二 年 三月に 和 

議を 結び、 嫡子 義高 を賴 朝の 猶子と して 鎌 倉に 留め、 賴. 朝 は 長女 大姬君 を これに 嫁して 融和 を圖 つた 力 

くて： 仲との 爭は收 まった が、 一 方 賴朝は 新田 義 重と は 義 重の 女の 事から 前年の 秋より 隙 を 生じ、 又 愛妾 

の 爲に室 政 子との 間に も圓 滑を缺 くこと があって、 源氏の 家政 は 平 調ではなかった。 . 

義仲は 北陸 遨を西 進して 行 家と 協同 戰線を 張り、 壽永ニ 年 七月 二十 五日に 平氏 を 京都から 驅逐 して その 

勢力^ 代り、 後白河 法皇 を 奉じて 中央 政 櫂に 干 與し、 第二の 平氏と ならん としたが、 この 非常時 局の 拾收 

には義 仲の 力 は 大いに 不足して 居った。 義仲は 京の 事情^ 通ぜ やた だ 武力の み を 有した ー將に 過ぎ や、 而 

も 部下の 統制 は 亂れ、 その 行動 は 京人から は 横暴の 極と 觀ぜ られ た。 從 つて 廟堂で 源氏の 行賞が 論議され 

た 時には 第一 賴朝、 第二義 仲、 第三 行 家の 順序で 任官 任 國司敍 位が 行 はれん とした 程であった。 院は義 仲 

の 横暴 を惜 みこれ を 京 外に 返け る爲に 平氏 追 擊の令 を 授けられた。 然し その 意 を容れ られゃ 不平 滿々 たる 

義仲は 容易に 命 を 奉じなかった が、 再三の 勅命に より 九月 二十日に 京 を 後に 西 下した。 

. 賴朝は 鎌 倉に 居って 源氏の 地盤の 建設 を 主と したので、 京都から は 源氏の 楝粱 として 早くから 赏視 され 

た j 故に 義 仲の 入京と 共に 法皇 は院 の廳官 康定. ^御 使と P て 鎌 倉に 差遣し その 入洛 を 求められた" その 目 

的は賴 朝に 義仲を 制馭せ しめら れんが 爲 であった。 然し 賴朝は 旣定の 方針に 從 つて 動かなかった。 義 仲が 

京 ケ- 出發、 下す るに 當 つて 法皇 は 再び 康定 を賴 朝の 許に 遣 はされ た。 賴朝は 文覺を 使と して 義 仲お 彻發 し、 

a '氏の 追討に 發 向すべき こと を昏 促し、 又 京 中に 於け る 狼藉 を 詰：. K して義 仲の 勢力 を 抑制す ると 共に、 ^ 
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u 托して 駕 i の s ケず院 に 執 奏せし めた。 そ S 一  は 平氏が 押領 した 祌 sil の 如く そ 

で. さ JS すべき 由 の宣？ 下された きと、 何と なれば 平氏の 敗北 は 祌佛の 威力に よると ころが 頗る 多 

ひ 力ら て ある、 ^二 は 同じく 平氏が 押領 した 院宮 諸家の 領も亦 もとの 如く その 本 主で 返して、 諸人の，. 良 

hi やうに したい、 I は 降參 した 者 は その 罪き して 斬罪に 行 はぬ ことと したい、 賴朝 自身 も 曾てよ 

束.^ となった け.， と、 身命 を 全うし たれば こそ 今 君の 怨敵 を 討伐す る 任に 就き 得た ので あると いふので あ 

つた この 主旨 は義 仲の 横着 行 爲とは 全く 相反した 頗る 穏和？ のであった から、 京人 は 賴朝 の 風 f 

i し 賴朝 は 頗る 人 f- 得る ことができた" 爲に院 は 三 S 中原 康定墓 東に 派遣せ えた。 その I は 

W はらない が、 恐らく 賴 朝に 上？ 促された ものら しい。 而 I 朝 は敢へ いでなかった。 間もなく 法皇 

春に よって、 平氏が 侵奪し S 海 .東山兩難國5 ，神社？ 院宮權 門領と S 本 主 ^ 

に 還付せ しめられた。  ノ 三 

源 義仲は 京都に 留めた 樋 口 兼 光から、 院と賴 f の關 係が 緊密に なりつつ あ， i 報 S て、 関 十月 一日 

1 水 島に 敗戰の苦甚 めた の を 機と して 歸 京し、 院 との 關係が漸 次 切 管 f るに ず、 着 I の 召 

命に？、  二 弟續. 蒙 代官と して 上 5 しめ、 終 £ 永 三年 正月 二十 曰 £ 仲 S して、， のまよ. 

始めて 入京し、 院 との 直接の 連 I 結ぶ ことと なった、 然し 賴朝 の 意向 卽ち 幕府の 方針 は、 倉の 變人 

を 討 平し 源 S 威力で 世の 秩序 S すきと £ つて、 中央政府 £ 治 if き v が 本？ なかつ，， 

のて、 厦膽の 二人に は 平氏 追討の 任赢 けさせ、 兩 將は直ち S 下して 一谷の 平氏 S つた。 この 寺 

I に は 水 軍 S がまつ S め、 S5 れ章 fs すきと が 不可能であった。 それ 薦經ょ 一 ， 


曰： 京に 返って 平氏 討伐の 辜 情 > て 朝廷に 奏する と共に、 更に 向後の 計に 出で、 範賴は 鎌 倉に 歸 つて 賴 朝に 報 

告 した。 賴朝は 第二次の 討 平作 戰 として、 命を傳 へて 梶原景 時と 土肥實 平と を播磨 前 • 美 作 *備中- 

後の 五箇 爾の 守護と して、 中 画に 於け る 源氏の 勢力の 扶植に 任じ、 ついで 義經に は 近 幾の 武士 を毫 下に 

IS せしめ、 海上への 進擊を 急がせた。  ♦ 

賴： 朝が 中央と 直接に 相 接する に當 つて、 力 を 注いだ の は 中央の 政治に 對す 「. 自己の 立場 を 宣言し、 これ 

を 中央 政界に 容認させる ことと、 家人の 統制 を 一 層 鞏固に する ことと であった。 一 谷の 役 後壽永 三年 二月、 

賴朝は 院司高 階 秦經を 經て四 ケ條の 意見 を院に 奏した。 その 全文 は 吾妻 鏡に 見え、 次の 如くで あ/。。 

言上  . 

一 朝 務等事 

右 守 二 先 規「 殊可， 被， 施二德 政， 候、 但諸國 受領 等、 尤可， 有， 一計 御沙汰， 候歟、 東 國北國 兩道國 々追， 1 討 

謀反， 之 間、 如 k 一二 土民 f 自乂 「春， 浪人 等歸 ニ住舊 里； 可レ 令， 一安 猪-候、 然者來 秋 之 比、 被 .任， 翻 司- 

被， 行，, 吏務， 可， 宜候、  • 

一 平家 追討 事 

右畿 內近國 號，， 源氏 平氏， 携二 弓箭， 之 輩 並 住人 等、 任， 一義 經之 下知 r 可， 一 引率-之 由、 可， 被， 一 仰 下， 候、 海 

路雖， 不， 輙、 殊可， 二 追討-之 由、 所， 仰， 一義 經- 也、 於， 一 » 功 賞-者、 其 後賴朝 可，！ 計 申 上-候、 

一 諸 社 事 
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我 朝 者神國 也、 往古 神領無 n 相違 f 其 外 今度 始又各 被 二 新 加， 歟、 就中 去 比 鹿 島 大明神 御 上洛 之 由 風聞 出 

來之 後、 賊徒 追討、 神 戮不に 全 者歟、 兼 又 若 有， 1 諸 社 破壞顚 倒事， 者、 隨，, 功 程， 可ッ被 ，1 召 付， 處、 功作 之 

後 可い 被，, 御 裁許， 候、 恒例 神事 守， 一式 目， 無二 懈怠， 可 レ令二 勤行， 由、 殊 可,， 有， 1 尋 御沙汰， 候、  、 

. 一 佛寺間 事 

諸 寺 諸 山 御領 如 J« 恒例 之 勤不レ 可， ー退轉 r 如， 一 近年， 者、 僧家 皆 好 二 武勇， 忘， ー佛 法， 之 間、 行德 不,， 聞、 無 

ン用， 1； 候、 尤可レ 被， 一 禁制， 候、 兼 又 於, 濫行 不信 僧， 者、 不， 可， 被， 用 二 公 請， 侯、 於， r 目今 以後， 者、 爲， 1 賴 

朝 之 沙汰 r 至， 1 僧家 武具， 者、 任い 法 奪取、 可 レ與下 給 於 追 n 討 朝敵， 官 兵， M 之 由 所 二存思 給， 也、 

以前 條々 事、 言上 如,， 件  . 

壽永 三年 二月 日  源 賴朝  S 

この 奏狀は 先年 養 和 元年に 賴 朝が 院に密 奏した 自己の 立場 を 一層 明確に した ものである。 卽ち賴 朝が 自 

己の 任と すると ころ は、 謀反 人の 追討 及び 治安. の 維持と いふ 武家 本来の 任務の 範圍を 超えない もので あつ 

て、 諸國の 政務 は、 悉く 朝廷の 御 命の 下に あるべき こと を 述べた ものである。 殊に 平家 追討 事は當 面の 緊 

急 問題で、 自ら 他の 箇條と 性質 を 異にした 臨時 的處 置で は あるが、 その 末 段に いふ 武士の 勳功 賞は賴 朝よ 

りの 奏上に よって 裁可せられ たいとい ふ 主旨 は、 賴 朝の 家人 統制に する 根本の 策と いふべき もので あつ 

た。 若し 家人が 賴 朝の 推 擧を 待た や、 朝廷からの 恩賞 を拜受 して 敍位 任官 を 見る に 至れば、 これ 等の 家人 

は賴 朝より 離れて 朝廷に 直屬 する ことと なる の は當然 であって、 家人 を 以て 源氏の 勢力の 支持者と する 甚 

礎 は 崩れざる を 得ない。 よって 賴朝は 特に この 主旨 を强 調した ので あつたが、 この ぼ ハ則は 間もなく 弟の 義 


經 によって 忽ちに 破られた。 賴朝 の憒 激甚 だしく、 兄弟の 間に 全く 融合すべからざる 確執が 來丄 り、 當 

面の 問題で ある 平氏 追討 策 さへ も 亦 停頓の 止むな きに 至った。 

當時 義經の 立場 は 各方 面と 極めて 機微 を 穿った 關係 にあった。 義 經が賴 朝の 强 調した 鐡 則に 背いて、 壽 

永 三年 八月 六日に 左衞門 少尉に 任ぜられ、 且つ 撿 非違 使に 拜 せられた こと は、 義經 自身に はこれ を 辯 護す 

る 理由 は 十分に あった。 卽ち 義經は 親しく その 事情 を賴 朝に 說 明して、 自己の 所望ではなかった けれど、 

度々 の 勸功犹 止せられ 難くて、 自然の 朝恩と して 仰せ 下された ので あるか ら、 冋辭 す る こ と が で きな 力つ 

たので あると いうて * 任を囘 避して" ぬる。 一 谷の 役 後 義經を 始め 重な 諸將 士は賴 朝の 指示に 從 つて、 官途 

の推擧 をば 賴朝に 請願した。 朝 官は國 民と して 名 春の 地位で あり、 從來 から 武士の 切望 止まざる もので あ 

つた. 賴朝 はこれ に對 して 範賴を 始め 佐々 木 廣綱等 を 國 司に 奏薦 して 置きながら、 義經の 希望 だけ を 殊更 §5 

に 抑留した ので ある。 されば 寧ろ この 問題 は賴 朝の 方から 先 づ挑戰 した 形であった、 然し 理の 是非 は 姑く 

措き、 統率者の 命令が 部下の 爲 めに 一片の 反古と なった こと は、 統率者の 威厳 を 失墜 させて 部下の 統制 を • 

紊す ものであるから、 統率者と して は 容易なら ざる 大事 件で ある。 兄弟の 誼 を 以てしても なほこれ を 看過 

し 得べ さもので は、 なかった。 七月に 賴. 朝が 義經の 平家 追討 使の 任 を 解き、 鎌 倉に 歸 つた 範賴を 再び 起した 

の は、 軍に 當 面の 對 策に 過ぎなかった。 1m もこの 爲 に豫定 した 作 戰計畫 は 崩れ、 この間 敵に 利を與 へた こ 

とが 頗る 多く、 平 軍 は 漸次 勢を復 して 備前 安藝に 進出し、 又 伊賀. 伊勢 • 近 江の 間に は その 一門 黨萝カ 

擦 頭し、 所謂 三日 平氏の 亂が 起る に 至った。 

卒氏 追討の 爲 めに 大規模な 遠距離に 及ぶ 出師 計 畫を行 ふに 至って、 賴朝 幕下の 諸般の 事務 は 俄かに 繁忙 


A- 加へ、 京都の 朝廷との 交涉 案件 も 亦 夥しくな つた、 これ 等の 繁雜 になり 行く 源氏の 家政 處理 の爲 めに、 

賴朝は 早くから 適當な 輔佐 を 物色し、 京 • 鎌 倉の 直接 連 i が 成立す るに 及んで、 三善康 信と 大江廣 元と を 

招いて 家政の 輔佐 を懇 51- し、 その 策に 從 つて 壽永 三年 八月に 公文所 を 新設し、 十月 六日に 吉書始 を 行 ひ、 

廣元 を別當 として 以下 職 H を 定め、 ついで 賴 朝は自 第の 一部 を 問 注 所と して 訴論對 決の 場所と なし、 康信 

を 執事と して これ を 管せ しめた。 かくして 從來の 侍 所と 共に 賴 朝の 帷幄の 事務 機. 關が 整備した。 世人 は 多 

くこれ.^ 以て 幕府の 建設と して ぬる。 ，  - 

平家 討 使の 任 を 命ぜられた 範賴は 足 利義兼 • 千 葉 常 胤 • 三 浦義澄 • 和 田義盛 等を從 へ、 八月に 鎌 倉 を 

發 して 两 上した が、 水 軍の 準備が 未だ 出來 しなかった 爲 めに、 陸路 中國を 西 海へ と 進んだ。 賴朝は 義經に 

對 して は 討 平作 戰 中の 事で ある 爲め、 極めて 暖昧な 態度 を 取って 波瀾の 起る の を 防がう とし、 義經に は 三 

日 平氏の 亂の 善後策 講ぜし め、 伊賀. 伊勢 兩國に 所領 を 持つ 將士の 沙汰 を 命 やる 等、 京都に 駐在 させて 

« の 如く 自己の 代 {::： たる 任務 を與 へた。 然るに 範賴の 軍 は 頗る 振 はや、 壽永四 年の 春を迎 へて 辛うじて 九 

州に 達し 得た に 過ぎなかった。 賴 朝は義 經の將 略で なければ 平氏 追討の 成功し 難い こと を 認めた ので、 再 

ぴ義經 を 起して 軍旅に 從 はしめ た^ 義經は 卽ち京 を 發し攝 律に 赴き、 水 軍の 編成に 着手す る こと 一ヶ月、 

ニ月十六日^！！：ら軍の先頭に立っ て攝津ぃ-渡邊を發し、 疾風 電撃、 十九 日に 屋嶋 を拔き 三月 廿 四日に 壇 浦に 

, 平 軍を殲 した。 かくて 賴朝は 平氏 討伐て ふ 謀反 人 平定 事業 を 達成した。 これより. 全國の 治安の 維持 を圖 り、 

配下 家人の 櫂 益 を 保障す る 永久 策の 建設に 邁進 せんとした。 鎌 倉 幕府の 政治の 本舞臺 は、 かくの 如き 序幕 

についで 展簡 される ことと なった。 
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二、 幕府の 基礎的 搆成 

幕府 は賴 朝が 源氏の 家人 を 統率す る爲 めの 家政の 機關 であって、 その 組織 は 當時權 門の 家政 機關 として 

成り立って 居った 家 司の 制に 據 つた。 貴 顯の家 司 は、 大寶令 中に 家令 職員と して その 制度が 定められ、 親 

王 及び 三位 以上の 家に 置かれた 公式の 職員であった。 後 その 組織に 沿革が あって、 平安時代に は 責顯の 家 

に は、 政所. 文 殿. 藏人所 • 侍 所 • 歷 司. 隨身所 • 雜色所 等が 設けられて、 それ どれに 若干の 職 S が 存置 

せられた。 攝關の * 原 氏 は その 富が 皇室に も 優り、 そ の 權カは 並ぶ もの もな き有樣 となった のであった か 

ら、 その 家 司の 制 も亦從 つて 最も 大規模で あり、 その 職務 は、 必ゃ しも 家政の みに は 限られ や、 恰も 一 小 

？ K 府の 如き 狀況 を呈 して 居った。 _政 所 は 庶務 を處理 する 機 闘で、 その 職員 は 別當を 頭と し、 その 下に 令、 ■ 

知 家事 • 案 主. 大從. 小 從* 大書 吏. 小 * 吏 等が あった。 その 身分に 從 つて、 四 五位 以上の 者が 當 つた 別 

當. 令 等 を 上 家 司と いひ、 その 以下の 者 を 下家 司と 稱 した。 家 司の 任免、 所領の 支配 等 はすべ て 政所から 

發 令され た。 その 命令書 は 一定の 型式 を 有し、 これ を 政所 下 文と 稱 した。 別當 以下の 職 S が これに 署判を 

加へ た。 文 殿 は 家の 篾 要な 文書 類 ヶ收藏 すると ころで、 別 當* 開闔 等の 職員が あり、 藏人所 は 宮中の 藏 人と 

似た 職務 を 行 ひ、 別 當職事 等の 職 鼠が あった。 侍 所に は 別 當 • 勾 當 • 職 事 等が あり、 家政 雜事を 掌った。 

は 所謂 武士で はなく 伺候 者の 義て ある。 厩 司 は 厩 馬の 事 を 管した。 長官 を別當 とい ひ、 その 下に 預* 案. 

主. 舍 人. 居 飼 等が あった。 隨身所 は 護衛の 任務に 當る もので、 別當. 府主. 近衞 番長 等が あった。 上皇 

が 政務 を 視らュ る やうに なつてから は、 上皇に 奉仕す る院 司が 自ら 政治 上に 權カを 得た が、 ^司 は卽ち 


司と 同様な 組織 を 有した もので、 その 性質 は 元來は 上皇の 供御 等 を 奉仕す る 私的の 職員であった。 平安 時 

代の 末に はかくの 如き 私的の 性質の ものが 多く 實權を 握って、 公的の 事業 を 行 ふ 傾向と なった。 賴 朝が 供 

へた 家政の 機 關も亦 この 傾向 か ら 超然 たる こと を 得なかった ので ある。 

賴朝は その 家政の 爲 めに、 自己， の 勢力圏の 擴大と 事業の 必要と に應 じて、 漸次に 機關を 具へ たので あつ 

て、 幕府の 組織 は 一朝に して 成立した ものではなかった。 嚴密^ 意味から 見れば、 何時に 完成され たかと. 

いふ こと も斷 やる こと はでき ない。 大寶令 制の 如き ものに は、 その 成立の 時が あり、 從 つて その 成立 以後 

に は 修正 或は 增 補が 行 はれた ので あるが、 幕府に 於て はか かる 區 別が 頗る 瞹眛 であった、 これ は 武家 制度 

の 特色で ある。 幕府の 組織 は先づ 中央 機關 から 成立し、 勢力の 增大 につれ て 出先 機關. 地方 機關の 設立と 

f， 又 中央 機關の 擴張强 化と なった ので ある。  .  § 

幕府の 中央 機關 として 最初に 組織され たの は、 前述した 樣に侍 所で ある。 侍 所は賴 朝の 家人の 伺候 所で 

あって、 賴 朝が 鎌 倉 を根據 地と 定め、 その 新 第 を 營んだ 時に、 その 一部 十八 箇間を 以て これに 充て、 家人 

の 宿直 侍衛の 場所と したの が 籾め で、 治 承 四 年 十二月 十二 日に 始めて 使用され た。 かくして これ 等 家人の 

進 返 を 掌ら せる 者が 必要と なった ので、 同月 十七 日に 和 田 義盛を 以て その 別當 としたの である。 この 別當 

は卽ち 家人の 統率 進退 を 職掌と した ものであるから、 從 つて その 地位 は 頗る 重く その 威權は 盛な もので あ 

つた。 當時義 盛は賴 朝の 部將 として 必ゃ しも 第一人者ではなかった. けれど、 賴 朝が 安房に 居って その 叩 

の 開 否な ほ 明らかでなかった 折、 義 凝が 早く もこの 地位 を 切望し、 その後 勤 勞が少 くなかった ので、 賴朝 

が 特に 上 首の 人 を閣 いて 補した と傳 へられて ねる。 ついで 梶原景 時 を 以て 侍 所の 所 司と した。 所 司 は 別 常 


の 次位に ある ものである。 但し その 任 補の 月日 は詳 でない。 侍 所の 別當. 所 司 は その 職責 上戰 時に 於いて 

ま 常に 陣頭に 臨んで 軍士の 指揮の 事務に 當 つた。 平氏が 討 源 軍の 東進 を 策した 際に は、 別 當義盛 は その 都 

度對應 計畫を 講じて 鎌 倉から 出馬した。 範賴. 義經 が主將 として 平氏の 追討に 當 るに 及んで は、 別 當義盛 

は範 賴に屬 し、 所司景 時は義 經に從 ひ、 各 X その 麾下の 軍士の 處 理に當 つたので ある。， 義 盛が 範賴の 統帥 

に不 菊お 抱き その 麾下 を脫 して 鎌 倉に 歸 らんと し、 景 時が 彼の 有名な 逆 櫓の 議を呈 して 義經と 衝突した 如 

さよ、 軍の 帷屋 である 侍 所の 當 局と 軍の 指揮官との 意見の 扞 格に 源 を， 發 した 事件であって、 一 面に 於て は 

その 任務の 重大性 を 示して ぬる。 

侍听 ついで 成立した の は 公文所で、 これ は壽永 三年 十月 六日に 吉誊始 が 行 はれて、 その 組織が 定まり 

大江廣 元が 別 雷に、 中原 親 能 • 藤 原 行成 • 足 立 遠 元 • 甲斐 四郞 • 大中臣 秋 家 • 藤 原 邦 通 等が 寄 人と な つ た。 § 

吉害 始は當 時の 縉紳 家の 例に 傲って 行 はれた ものである。 ついで 同月 二十日に 賴 朝の 第內の 一 部 を 問 注 所 

として 三 善 康信を その 執事に 任じ、 俊 兼 •  -® 時 等 を その 員と して 諸人 訴 論の 詞を 注せし め、 申 沙汰 をす る 

機關と 定めた。 公文所 は 建久ニ 年に 至って 政所と 改稱 せられた がノ その 職務 は權 門の 政所と 同性 質の もの 

であり、 問 注 所 は その 一部の 職務 を 行 ふために 設けられた 別 塵と 見るべき ものである。 その 別廳 となった 

所以 は卽ち 幕府が 訴 論の 裁判 を 重要視し、 特に 公正 を 期す る こと を 根本 趣旨と したためで、 從 來の權 門の 

家 司の 制と 面目 を 異にした ところで ある。 而 して 公文所 及び その 一部と もい ふべき 問 注 所の 事務 は、 多年 

この 方面の 實務に 練達した ものでなくて は、 直ちに 效果 を擧げ 得られない 爲 めに、 賴朝は 在京 人で あり、 

a つ 法 家の 名流で 經驗に 富む 大江廣 元と 三善康 信と.^ 起用して、 その 統理の 任に 充てた わけで、 この 二人 


の 方， T の 下に 蓮轉を 開始した 兩機關 が、 從 來の權 門の 家 司の 職能に 倣って 築かれた ものなる こと は、 當^ 

の # と 云 ふべき であらう。 かくて 賴 朝の 家政の 機關 は、 權 門の 家 司の 制に 淮據 して 建設され たので ある。 

賴. 1.^ の 勢力 カ發展 する に 伴 ひ、 その 家政の 機關の 事務 は 漸次 多岐 廣汎 となり、 その 事務の 生 質 も 亦 私， e- 

より 公的に 進み、 源氏の 家政の 限界 を 超えて、 國 家の 政務に 及ぶ に 至った。 かくて 單に鎌 倉の みで 事務の 

處 理を完 うする こと は 不可能と なり、 地方の 出先 機 關がゾ V 耍と なって 漸次に 設立され、 又 鎌 倉に 於け る 中 

央機關 は 益.^ 複雜 化する やうに なつ た。 地方の 出先 機關 とし て 最初に 組織 さ れた の は 京都 守護で あった。 

& •.Im- は 自ら 鎌 倉に 留まる こと を 以て 當 面の 方針と したため、 京都の 朝廷との 連絡 を 結ぶ に 至って は、 幕府 

の 意向 を 代表す る 者 を 京都に 駐屯せ しめて、 朝廷との 諸種の 交渉に 雷ら せる 必要が 起った。 よって 最初に 

は 代官と して 上京 させた 義經に その 任務 を 行 はせ た。 壽永 三年 一谷の 役 後、 義經は 在京して 幕府の 意向 を 3 

代表し、 諸方からの 訴ゃ願 を 受理し 幕府の 訓令に よって 沙汰 を 下した。 名義 こそ 未だなかった が 鎌 倉府の 

出先き を 形づくつ たので ある。 壽永四 年に 義經は 平氏 追討 使と して 一時 都 を 離れた が、 壇の 浦の 戰後 は、 - 

又 京都に 滞留して 幕府 を 代表し、 院廳 との 間の 諸 交 涉に當 つて 居った。 間もなく 賴 朝と 不和と なって 反旗 

を あげ 事 成ら やして 京都 を 逐電す るに 至って、 その後 任と して 賴朝は 岳父 北 條時政 を^ 官 として 上洛 さ 

せ、 義 經の沒 落に 伴 ふ 善後策、 就中 院廳 との 折衝の 任に 當 てた。 時 政 は 兵 を 率ぬ て 文^ 元年 十一月 二十 四 

日に 入洛し、 幕府の 要求 を院に 提出して その 允許 を强 要した。 かの 守護 地頭の 制度 はこの 時の 折衝に よつ 

て實 現された ものである。 時 政 は その後、 亡命 後の 義經の 追跡、 義經の 妾 靜の捕 致 等 を 始め、 京の 治安の 

維持に lie り、 文治 二 年 二月に は檢 非違 使へ 引渡すべき 盗賊 を 專斷を 以て 處刑 する 等、 . 京都い 警察 權ゲ- 掌 匿. 


して 威 を 輝かした ので 京人から は 大いに 畏 憚され た。 ， 然し 時 政 は元來 武弁の 關東 武士であった から、 京 

都の 縉紳の 眼に は 東 國の鄙 人と 映 じ、 近日の 珍 物と 嘲られる に 至った。 

依って 時 政の 任務が 一段落 を吿 ぐるに 及び、 賴朝は 妹婿で ある 一條 能 保と 交代させる 事と した。 能 保 は 

丹 &守通 重の 子で、 朝官 を帶 した 入で 文治 元年に 鎌 倉に 來 たので あつたが、 ここに 京都 守護の 任 を 命ぜら 

れて 文治 二 年 二月に 入洛、 時 政と 交代して 時 政の 殘 した 北 條時定 以下の 將 士を從 へて 京洛 を威壓 した" 能 

保 は 折 柄 問題と なって 居った 京畿 潜伏 中の 義經の 採 索に 主力 を 注ぎ、 或 時 は 兵 を 敷 山に 進めん として 院の 

當 局と 衝突し、 或は 兵 を 興 福 寺に 進めて 籐原 氏の 抗議に 遭 ふ 等、 困難 を甞 めた こと も少 くなかった が、 而 

7^ 能 保の 威力 は 漸次に 功 を 奏し、 義經は 羽翼 を 削がれ、 遂に 京畿 から 陸 奥に 走らざる を 得 なくなつ たので 

ある。  ノ 

京都 守護の 威力に よって、 文治 元年に 幕府が 克ち 得た 守護. 地頭 は、 幕府が 主要 任務と した 治安 維持の 

目的の 爲 めに 設置した ものであって、 幕府に 直屬 し、 幕府 は 諸般の 號令を この 兩者を 箍て 遍 くその 管內に 

傳 へしめ たのであって、 重要な 地方 政治の 機關 であった。 守護 は 旣に賴 朝が 治 承 四 年の 末に 平 軍 防 鎮の爲 

めに 遠 江 • 駿河 等に 置き、. 爾來 平氏に 對 する 方略と して、 壽永 三年 二月に は 1 磨. 美 作. 備前 .備 中. 備後の 

五ケ 國に 梅原景 時と 土肥實 平と を 以て 守護と し、 同年 三月に は 伊勢三 日 平氏の 亂 後の 處置 として、 大內 惟義 

を 伊賀 國の 守護と した ことがあった。 何れも 特定 5 地域に 置いた 臨時の 所 役であった が、 文治 元年 設置の 

守護 は諸國 平均に 補し 且つ 恒久 約の 性質 の ものであった。 その 職務 は 謀 人の 追 捕が 主であった から、 一 

つに 追. 使と も 》 せられた。 賴朝は 全國の 守護 卽ち追 捕 使を總 管した 爲め總 追 捕 使と も 呼ばれた。 幕府の 
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政務が 多岐に 百； るに 從 つて、 諸國の 守護に も 種々 の 職 櫂が 與 へられる ことにな つたが、 最初 守護の 任務と し 

て 定められ たの は、 大番の 催促と 謀叛 人 殺害 入 (夜 討 • 强盜 。 山賊. 海賊 等 含む) の檢斷 とであった。 大番 

役 は 諸國の 武士が. ini 費 を 以て 京都に 上り、 大內の 守護の 任 を 勤 仕す る こと をい；. y 從來は 勤 仕 期間が 三年 

であった が、 賴朝は 之 を 一年に 短縮し、 奮の 如く 家人 武士の 義務と 定めた ものである。 守護の 職務 は 幕府 

の 本務と したと ころと 全く 同様で、 卽ち 家人の 統制と 治安の 維持と にあった めで ある。 地頭 は 元來莊 園の 

下地に 臨んで ゐる 管理者で、 一に 莊 司と も稱 し、 莊 園の 領主が 補 置した 使用人の 一であって、 その 職務に 

對 する 報酬と して 莊 園の 收 益の 一部 を收 めた。 これ を 莊司職 又は 地頭 職と 稱 したので ある。 地頭 職 は 土地 

に對 する 收益 上の 權利 であって、 諸 地方の 地頭 は 槪ね各 その 地方 在住の 武士であった。 その 身分 は 領主の 

使用人で は あるが、 現地に 臨んで 莊民を 統轄し、 莊 園の 經營を 行 ふ實務 員で あるから、 いはば 土地の 實權 S 

者で ある。 地頭が その. 職權を 濫用して、 その 莊園を 任意に 經營 せんとす れぱ 極めて 容易な 事であった。 さ 

れば 所謂 かかる 地頭の 横暴 は 唇 X 現れた ので ある。 賴 朝が ここに 眼 を 注ぎ、 直轄の 家 入 を 以て これに 充て 

て、 幕府の 實權を 全土に 遍 からしめ たの は、 頗る 巧妙な 策と いはねば ならない。 卽ち從 來の莊 園 組織 を そ 

のま まにして、 ただ その 機構の 一部 を 幕府と 直接に 連絡した に 過ぎなかった。 慕府の 補した， 地頭の 職務 は 

舊來の 地頭と 全く 同じで あるが、 その 進 返 は 慕府が 沙汰し、 莊 園の 領主 ゃ國衙 の在廳 等が 任意 改廢を 行 ふ 

こと を 得 なくなった。 元來 地頭 職と して 收益率 は、 箇々 の 土地に 於て それ どれ 特有の 沿革が あり、 必 やし 

も 各地 方に 於け る その 收益率 は 一 樣 ではなかった。 從 つて 幕府の 補 置した 地頭 も 亦 各地の 慣習に 從は せた 

ので あるが、 、これ 等の 地頭が 幕府の 勢力 を 背景と して 横暴の 振舞 を 起し 易かった こと は 實に少 く はな かつ 


た。 且つ その 設置 當時 は、 一部の 地方に は 段別 五 升の 兵糧米 を徵收 する 權 併せて 委任され て 居った ので、 

乙れ に 口 實を假 り て 不當な 利得 を 貪った もの も 多々 あつたから、 地頭 の 非 法 濫妨と い ふ 言葉 は、 こ の 頃 至 

ると ころに 於いて 地頭 排斥の 標語と して 唱 へられた。 政治的 統制の 上から は、 地頭 は 守護の 指揮 を 受けた 

が、 地頭の 職務の 中に も 守護 同様に、 治安の 維持に 關 する 任務が あった。 この 爲 めに 地頭 は その 職 權を濫 

用して、 他人の 權益を 侵害し 易い 傾向が あった。 然し これ 等 は 幕府の 趣旨に 反する ことであった から、 賴 

朝 はこの 點に 考盧を 加へ、 文治 元年 設置の 初頭に 際し、 地頭に ついて 次の 如く 一般に 說明を 加へ て、 その 

諒解 を 求めた のであった。 

不， 論 n 庄公， 可レ成 「敗 地頭 之 輩-候 也、 但其 後、 先例 有限 正稅已 下國役 本家 難事、 若 致 二 對捍， 若 致， ー懈 

怠， 候 者、 殊 加い 誡無 11 其妨， 任い 法 可い 致， 一 沙汰， 候 也、 

平氏 討伐の 直後、 幕府 は 源 範賴を 以て 九州に 於け る 平家 沒官領 の 沙汰 を 行 はしめ た。 範賴は 間もなく 鎌 

倉へ 歸 還し、 その後の 九州の 管理に 關 する 幕府の 處置は 判然として 居らない が、 義經の 問題 を機會 として、 

幕府 は 文治 二 年 十二月 十日に、 功臣 • 天 野 遠景 を鎭 西九國 奉行 人と して 九州に 派遣し、 義經 Q 黨與の 纖滅に 

從事 させた。 一つに 鎭西 守護と も稱 せられた。 翌 文治 三年 遠景 は 幕府からの 特使 中原 信 房を迎 へ、 幕 命に 

より 戮 力して 南方の 貴 海 島 を 掃蕩し、 終に 功を收 め、 西國の 守護 者と して 實權を 握った。 遠景の 駐剳所 は 

詳 でない が、 恐らく 從來の 九州の 政廳 大宰府 或は その 附近ら しく 思 はれる。 これから は 九州 住人への 幕府 

の 命令 は餓西 奉行の 手を經 由し、 奉行が 施行 狀を發 する ことと なった。 九州 は從前 平氏と 緣 故の 淺 からぬ 

地であった から、 源氏の 威權を 確立す る爲 めに は、 他 地方の 如く 單に 守護 地頭の み を 以てして は 十分で は 
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なかった ものら しく、 特に 九州 を總 括す る 機關を 設けん として、 この 處置 をと つた ものと 推測し 得られる。 

義 經の與 黨に對 する 處 置を講 やる 爲め であると は、 吾妻 鏡に 記されて „Q る 表面の 一 理由に 過ぎない。 

篛經の 問題 は 幕府が その 基礎的の 組織 を 完成させる のに 洵に 都合が よかった。 義經が 陸 奥 藤 原 氏の 庇護 

を 得た の も 束の間で、 泰 衡が義 經を仆 して 幕府への 好意 を 表示す る や、 幕府 はこの 機 會に藤 原 氏 討伐の 口 

實を 作り、 大擧 して 奧羽を 掃蕩し、 文治 五 年 九月 十三 日に 厨 川 柵で、 賴朝は 新 領土. の 經營を 開始した。 先 

づ 治安の 維持 を 念 速に 實現 する 方法. を講 やる 爲め、 この 地方の 統治 方法 は 藤 原 氏の 舊制 による ことと して、 

住民 A- その « に 安ん ぜ しめ、 奧羽ニ 國の省 帳 田 文を搜 索して 治 術の 便 を はかり、 二十日に 奧羽兩 國の吉 書 

始を行 ひ、 千 葉 常 胤 を 始め 戰功 者に 新 占 领地を 分 賜して 幕府の 地盤 を 固め、 二十 二日に 葛 西 淸重を 陸 奥 在 

往 家人の 奉行 人と し、 これ 等の 家人 等を淸 重の 統率の 下に、 幕 命に 從は せる ことと した。 卽ち奧 州 奉行で ^ 

ある。 ついで 舊來の 平む ボ郡 內撿 非違 使 所の 管領 を淸 重に 與 へて、 郡內に 於け る 治安の 維持に 任じ、 諸人 

濫行を 停止して 罪科お 乱斷 させる ことと した。 卽ち 奥州 奉行 は 家人の 統率と 治安 維持と を その 任と したの 

である。 十 お 一日に 賴 朝が 多 賀國府 に 於いて、 郡鄕 庄園の 所 務に關 する こと を 地頭に 令し、 國郡を 費し 土 

民 を 煩 はすべ からざる 旨 を 諭し、 府 廳に榜 示して 藤 原 氏の 先例に 任じて 沙汰すべき こと を 明らかに したの 

は、 幕府の 施政の 根本 方針 を 示した も P であって、 必ゃ しも 奥州に 限った ことではなかった。 新附 地の 秩序 

の 維持 を ^速に 實 現させる 爲 めに 特に 注意 を 行 つたので あって、 地頭 等に 各 その 土地の 舊慣に 依らし める 

ことと したの は、 各地 方に 通じての 幕府の 根本 方針であった。  . . 

ついで この 年の 末に 藤 原 氏の 遺臣 大河 兼任が 出 羽に 兵 を擧げ るに 至って、 幕府 は 翌建久 元年の 春に.、 再 


び大 軍を繒 成して これ を 討伐し、 兼任 を仆 して 後、 三月 十五 日に 幕府 は 伊澤 家景を 以て 陸奧國 留守 職と し 

てこの 地に 居住せ しめ、 民庶の 愁訴 を 聞いて 幕府へ 進 達させる 任 を 授けた。 留守 職 は 從來國 司" の 指揮 下に 

あって、 國務を 統率す る 任 を 有した ものである。 幕府が この 奮 制 を そのままに 採用した の は、 一 つに 舊慣 

に從ふ 意味 を具體 的に 表現した 證左 とい へる ので ある。 この留守職は奧州奉行と合せて兩奉行とも稱せ^.^ 

れ、 この 兩職 によって 奧 羽の 治安 維持が 遂行せられ、 又 在住の 家人が 統制され、 幕府の 威令が 普く 及ぶ こ 

ととな つた。 

かくの 如くして 特殊 地區 たる 京都 • 九州 及ぴ奧 羽に 對 する 幕府の 特殊 機 闘が 構成され、 その 權能を 有效 

ならしめ る 策 はかくして 完成した が、 中央で ある 鎌 倉の 機關 はな ほその 名目に 於い て缺 くると ころが あ つ 

たので、 賴朝は 東西の 平定が 功 を 奏した の を 機會に 上京して 幕府の 威容 を 京洛に 示し、 且つ 幕府 を 名實相 I 

合する ものにせん とした。 依って 文治 五 年 十一月に 公文所 別 當大江 廣元を 京都に 先發 させて、 諸般の 準備 

を 講ぜし めた。 十二月に 賴 朝が 伊豆 • 相模 の兩國 下賜の 命を拜 したの は、 廣 元の 工作に よった もので あつ 

たらしい。 翌建久 元年 は旱 水の 兩 害の 爲め &戶の 疲弊して 居る の を も 省み ャ、 賴朝は 上洛 を 決行し、 參內 

參院の 儀禮を 遂げ、 その 推擧 者で ある 關白兼 實と會 見して 幕府の 施政に つ いての 意見の 交換 を 行 ひ、 天下 

の 草創 を 標榜し、 政道 を淳 素に 反したい 趣旨 を 通じ、 これと 共に その 任官の 周旋 を依賴 し、 朝廷の 武官の 

極官 である 近 衞大將 とその 任官に 俘隨 する 大納言の 地位 を 望んだ、 この 希望に 對 して は 兼實は 大いに 盡カ 

し、 院 側の 反 對を抑 へ て 終に その 望 を 達せし めた。 つ いで 賴朝 は兩 職を辭 して 前 右大將 家の 名義 を 得た。 

賴朝は 兼てから 征夷 大將 軍の 職名 を 以て 自己の 任務に 最も 適 一。 る ものと して、 奏請して 居った が、 後白河 


法， ST か斷 乎と して これ を 拒否せられ たために、 その 望 をば 讓 歩して 如上の 地位と 代へ たので あつたと 云 ふ • 

公 {务 政 冶と 全く 立脚地 ケ- 異にする 幕府の 首長が、 朝官を 切望す る こと は、 一見 不合理で ある けれど、 こ 

れは 我が 國 體の然 らしむ ると ころで ある。 又 幕府の 政治 は 事毎に 公家 政治と 交涉 があって、 その 折衝に 際 

し： 幕府の 首長の 身分の 上下 は、 幕府の 意志の 貫徹の 上に 重大な 關 係.^ 有して 居った。 幕府が 曩に 京都 守 

護 を 時 政から 能 保へ 交 迭を行 はせ たの も、 一 つ はこの 間の 事情に 依った ものである。 幕府の 首長 は顯 要な 

朝 官に供 はり 尊貴な 位階に 昇り、 公家 社會の 貴族 等 を 睥睨す る 地位 を 得なければ、 幕府の 主張 を 十分に 貫 

散させる ことが 不可能であった。 - 幕府の 統率 下に ある 家人が 朝 官を帶 して 公家 政治と 密接な 關係を 結ぶ こ 

と は、 幕府の 甚 礎を危 くす る ものであるが、 幕府の 首長の 立場 は 家人と は 自ら 異 つて 居る。 後世の 室町 • 

y 戶の兩 幕府に 於いても 亦 同一 事情が あって、 首長た る 將軍は 何れも 位 人臣 を 極め、 部下の 將士の 官位 は ； 1 

出來 得る 限り 抑制して 來た。 これ は卽ち 幕府が 存立し 得た 所以に 外なら ない。 但し 執權 4^ 條 氏が 四 位の 地 

下に 甘んじた の は、 幕府の 眞 精神 を 十二分に 發 揮した ものであるとの 論 も あるが、 然し 執 權北條 氏が 奉戴 

した 將軍 は、 攝家 とい； 5 皇族と いひ、 幕府の 內 部に 於ての 實權 こそな けれ、 外部に 向って は 頗る 顯責な 地 

位 を 有した ものと いふべ きであって、 卽ち これ あるが 爲 めに 北 條氏は 地下の 四 位に 居って 幕府の 政治 を遂 

行し 得た ので ある。 後年 實 朝が 官位 を 競 望して 終に 身を滅 すに 至った こと を 以て、 幕府の 精神に 反く もの 

であった ためとす る 論 も あるが、 官位の 競 望 それ 自身 は、 幕府の 首長と して 決して 不都合な ことで なく、 

況んゃ 幕府の 權 威に 障碍 を與 へる ものではなかった。 賴家は 比較的 官位が 低かった が、 同時に 幕府の 權烕 

?^-亦ぁがらなかっ*^。 その 一 因 は 蓋し この 點に存 したので あった。 


前 右大將 家と しての 賴 朝の 京都に 於け る 諸儀禮 ぼ. 、ま定 の 如く 終了し、 賴朝 は建久 元年 十二月 晦日 を © 

て 鎌 倉に 歸 還した。 翌るニ 年の 元旦 を迎 へた 幕府 は -威 首の 垸飯 等^ 儀を賴 朝の 昇進の 故 を 以て、 盛大に 

擧行 する こと 五日、 十五 日に は 公文所 を 政所の 名稱に 改めて 吉書始 を 行 ひ、 從來 家人に 授け- 自署 判の 下 

文を徵 し、 改めて 前 右大將 家の 下 文を授 くる ことと して その 形式 を 定め、 政所 以下の 諸 役 を 改めて 補任す 

る 形式 をと つた。 次の 如くで ある。 

大江廣 元 


政所 別當 

案 主 

知 家事 

問 注 所 執事 

侍 所別當 

所 司 

公事 奉行 人 


京都 守 S 


藤 原 行成 

藤 井 俊 長 

中原 光家 

三 善康信 

和 田義盛 

梶原景 時 

中原 親 能 

三 善康淸 

平 礙時 

淸原實 俊 

藤 原 能 保 


藤 原 俊 兼 

三 善宣衡 

中原 仲 業 
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. 鎮西 奉行 人 天 野 遠景 

*州の兩奉行は吾妻鏡には0^んてゐなぃ。 尙 以上 は 主要な 常備の 職員 だけであって、 この 外 幕府の 政務に 

從 事した もの は 尙多數 であった。 同月 十七 日に 至って 幕府 は 伊勢、 志 摩兩國 に、 平家の 沒官領 にして 未だ 

地頭 を 補して ない 所々 があった 爲 めに、 その 巡檢 使を發 したが、 これ を擔當 したの は 平 盛時と 武藤 資賴等 

であった。 盛時 は 公事 奉行 人に 名 を 列ね て， Q るが、 資賴は 上記の 交 名に は 見えて ゐ ない。 

かくて 幕府の 組織 は從來 より は 大いに 名 實相適 ふに 至った けれど、 賴 朝の 希望と しての 名義 はな ほ殘っ 

て 居った。 然るに 建久 三年 三月に 後白河 法皇が 崩御せられ、 幕府が 關 白兼實 と相應 じて、 公武の 步 調を殆 

んど 完全に 共に する に 及び、 始めて 積年の 希望 達する こと を 得た。 卽ち賴 朝 は 七月 十二 日の 臨時 除 目に 

征夷 大將 軍に 拜 せられ、 除 書の 鎌 倉へ 傳 達された の 鶴. 岡 八幡宮に 於て 拜受 し、 ここに 始めて 幕府と して ^ 

の.^ 赏を備 へる に 至った。 依って 幕府 は 八月 五日に 征夷 大將軍 家政 所 始を行 ひ、 大江廣 元と 源 邦 業 を別當 

に、 藤 原 行政 を 令に、 藤 井 俊 長 を 案 主に、 中原 光家 を 知 家事と して その 儀 禮を擧 げた。 これより 征夷 大將 

軍 家政 の 名義の 下に、 政所 職員の 署判を 載せた 下 文 を 以て、 幕府の 號 令が 發 せられる ことと なった。 

三、 武家政治 分野の 建設 

幕府 は 初め 武士階級の 保護と 社會 治安の 維持と を 以て その 任務と して 立った ので あるから い その他の 政 

務 はこれ に關 係な き 限り 放置して 顧盧 しなかった。 卽 ち從來 公家の-統制の 下にあって、 幕府の 任務と 關係 

めな. S もの は そのまま とした。 賴朝 はこの 主旨 をば 早く 養 和 元年の 秋に 陳狀 を呈 して 內 奏した。 その 際 は 


直ちに 裁許 を 蒙る に は 至らなかった けれど、 この 內奏を 受けられた 後白河 院廳 は、 これ を 容認す る 態度 を 

示さ.^、 ただ 平氏が 反對 したために 卽時 容認の 旨を傳 へられなかった ので ある。 ついで 壽永 三年に 賴 朝が 

鑾 下の 兵 を 京都に 進め、 始めて 院當 局と 直接 交 涉を行 ふこと となった 際、 院司高 階 泰經を 經て四 箇條の 政 

CI^ を 奏上した。 その 主旨 は 從來の を 繰り返し たに 過ぎなかった が、 その 形式 は旣 に陳狀 ではなく、 建議で 

あり 要求で あり 寧ろ 指圖に 近い ものであった。 院の當 局が これ を容れ なければ、 正面衝突 を も 起し 兼ねな 

い 塞 態とな つた。 これ は 旣に鎌 倉の 甚 礎が 定まり、 幕府と して はこれ より 外に 存立の 途を 見出し 得な かつ 

たからで ある。 

元 來院の 當局は 源平 等の 武士の 實 力に 賴 つて その 威權を 保ち、 院の權 益 を 本位と した 政策の 實現 を企圖 

して 艰た。 この 方針に よって 院 では 武士に 對 して、 尊貴な 地位 を 以て 制駄 されて 來 たのであった が、 武士  =1 

の 立場 は 次第に 院の 立場と その 利害 を 異にする に 至った ために、 院の制 駄策は 漸次 意の 如くなら す、 事每 

に 失敗 を 繰り返しつつ、 平氏 を 追うて 義 仲を迎 へ、 義仲を 退けて 賴 朝を迎 へる に 至った。 かくて 數 次の 失 

敗に 衣って、 武士に 對 する 院の强 硬な 態度 は 大いに 緩和され ては來 たが、 武士から 指圆を 受ける が 如き は 

絕 身に 容認せられ なかった。 これ は 現 實のカ を輕視 して、 傳統的 地位 を 尊重す る 公家 社會の 一般の 風潮で 

あって、 「人 以不， 可， 爲， 可、 賴朝若 有， 一 賢哲 之 性-者、 天下 之 滅亡 彌增 歟」 (玉 葉元曆元 年 一一 ヌ廿 七日の 條) とい ふ 

のが、 賴朝 のこの 奏狀 に對 する 公家 社會， の 輿論であった。 當時院 では 源平の * 親、 源平の 竝ぶ策 を 案出し 

て賴朝 を制駄 せんと も 試みられた けれど、 時勢 は旣. に 養 和の 昔と は 全く 變 つて 居って、 賴 朝に かかる 案が 

受 ilg される aa はなかった。 然し かくの 如く 他の 勢力 を 借りて、 賴朝卽 ち 幕府 を 制せられん とする 院の 方針 


は、 ^-の後sほ依然としてこの時代tじて繼誓れ、 公家 側の 武家に 靈 する 根本 政策と なつて 居つ 

た。  .  y 

幕府よりの 要求に 就ての 對策 として、 朝廷で は その 請の ままに 官宣 旨を發 し、 平氏 及び 義仲黨 類の 擊滅 

ぉ賴 朝に 令す ると 共に、 武士の 神社 佛^ の 押領、 院宫諸 司 及び 諸人 領 への 濫妨を 停止して、 賴 朝に その 取 

締を行 はせ、 又諸國 司に 令して 公田、 庄園に 兵粮 米 を 宛て 催す こと を 禁止せ しめられた。 .賴 朝の 麾下の 不 

矿银 は義仲 程ではなかった けれど、 、戰 勝に 誇る 將士の 行動 は 自ら 專恣 横暴に 走り 易く、 大夫史 小 槻隆職 ま 

氏の 兵士の 爲 めに 貴重な 官 中の 文書 等 を 奪取され、 又 近畿に 於け る 社寺の 掠奪 被害 も少 くなかった ため、 

京洛の 貴顯 庶民が 武士 を嫌惡 する 感情 は 相當に 甚だしい ものと なった。 又 源 軍 は 糧食の 缺 乏に對 して、 兵 

粮 fi して 不當に 掠奪した こと も少 くまった ので ある。 この 官宣 11 の 要 f 容れ たもので あ 3. 

ると 共に 又 一面に 賴 朝の 統制 下に ある 專恣な 家人 武士の 行動 を、 體 よく 抑制せられ たもので ある。 殊に 

兵粮 米の 停止 を國 司に 向って 發 令した の は、 源 軍の 行動に 大きな 妨害 を與 へた ものの 如くであった。 曰， ノ 

こ.， 等の 宣 旨の 效 力の 如何 は 自ら 別問題であって、 兼 實の如 さは 始めから この 宣 旨の 無效 なること を豫斷 

し、 有， 法不， 行、 不， 如い 無い 法と さへ 評し. てぬる。  - 

院が 他力に よって その 權 威の 保持 を 圖られ たと 同檨、 公家 社會の 諸人 もまた、 他力に 依って 權益を 獲得 

し 又 それ を 支持す る を 事と しつつ あった。 殊に 失意の 境遇に ある もの は、 この 蓮 動に^ 奔 したので ある。 

その 一例 を攝 家の 中に 求 むれば、 義仲 と共に 失脚した 入道 關白甚 房、 早くから 攝籙を 望んで その 機 會每に 

失望 を甫； ねて 來た 右大臣 兼實 等の 如き は、 この 際に 當 つて 何れも 暗中飛躍 を 試み、 賴 朝との 結 八 〔によって 


その 希望す る 地位の 獲得 を 園った。 現任の 攝政基 通さ へその 地位 を 維持せ ん爲 めに は、 賴 朝に 秋波 を 送ら ざ 

る を 得なかった ので ある。 賴 朝が 幕府の 政治 分野 を 確立 せんとす るに は、 公家 側との 諒解 協定 を經る 要が 

あった。 この 爲 めに 賴朝は 廟堂の 要路と 意志の疏通 を 策せ ねばならなかった。 恰も この 折に 廟堂の 現狀が 

如上の 權カ 競爭に 基づく 分裂 狀 態を呈 して 居った こと：^、 幕府に とって は 頗る 都合の よい ことであった。 

賴朝は 兼實を 味方に 引き入れて、 公家 社會の 形勢 を 幕府の 爲 めに 有利に 導き、 幕府の 希望し 主張す る 政治 

分野の 承認と、 その 根本 政策の 實 施に 要する 諸 機關の 設立に 就ての 便宜と を 求めん とした。 元曆 元年 三月、 

賴： 朝 は 大江廣 元に 命じて 兼 實を攝 政 氏 長者に 惟擧 する 奏狀を 作成 させ、 在京中の 廣 元の 父 廣季を 通じ、 院 

別當高 階泰經 を經て 法皇に 上奏せ しめた。 これ は 幕府が 廟堂の 人事に 口 入した 最初の 重要 事件であった。 

兼實 は廣季 からこの 顚末を 聞き、 多年の 希望の 實 現され ふ 機會の 到來を 喜んだ が、 同時に 院を 始め 競爭者 m 

の 辨搫を 防がん として、 幕府の 推薦が 自己の 懇望に よる ものであるとの 世評の 誤で ある こと を 辯 明し、 且 

つ これに 對 して、 r 此事已 鳴 呼 也 又 尾籠 也、 取， 一 諸 身-無， 一 冥顯之 過怠： 何 因， 一氏 明神幷 本尊 三寶" 可い 令.， 顯 -1 

尾籠 之 名 於 後代， 哉、 冥 S 之處、 只奉レ 仰ニ佛 神， 者 也、 中心 此事亂 n 世間- 彌以 不二 庶幾-者 也」 というて、 そ 

の 苦境 を訴 へて ぬる。 當時兼 實は院 との 利害 關 係に 於いて、 諸種の 事情から 一致して 居らなかった。 され 

ば 幕府の 奏薦 は 切 望に 堪 へざる ところで あるが、 現 攝政甚 通に 對 する 院の 支援の 厚い 現下の 政情に 於いて 

は、 幕府の 奏薦. が實 現される のが 頗る 難事で ある 事 をよ く 洞察して 居った。 それ 故、 兼實は その 態度の 表 

明に 大 なる 苦心 を 費した。 賴朝 がその 力 を 廟堂へ 伸さう とする この 策に、 院 が絕對 に反對 である こと は、 

院 の旣定 方針で あり 且つ 明瞭な 事實 であった。 されば この 奏薦は 自ら 握りつぶしの 形と なった。 然し 幕府 


は 飽くまで も その 目的の 貫徹 を 期して 熱心に 奏請 A- 繰り返した。 賴朝は 始め 鶴 岡 八幡宮の 寶 前に 祈 睛を凝 

して 後、 廣元 にこの 奏狀. か せた と傳 へられて ゐ る 位の 執心 を 有 つて 居つ た の で あ る。 

一： ぉ府は 兼實の 外に も 好都合な 朝臣との 連絡 を 策し、 參議 藤原經 房と 關係 をつ けた。 .賴 朝は經 房の 好意に 

酬いる 爲 めに 中納言 の 具 進 後援した。 經 房が この 年 九月に 破格の 例 を 以て その 望 を 遂げ 得た の は、 全く 

賴 朝の 力であった。 吾妻 鏡に 「新 藤 中納言 經房卿 者 廉直 負臣 也、 仍ニ品 常 令, 通 一一 子細 一 給」 と 見えて ぬる 

が、 ^直 負臣 のみが 經 房と 速 絡 を 付けた 理由で はない。 かくの 如くして 公文所 成立の 前後に は、 慕 府は有 

力な 朝臣との 速 絡 を 巧妙に 成立 させた。 

朝臣との 速 絡が、 幕府の 諸事 業 を 行 ふ 上に！ いて、 至大の 便宜 を與 へた こと は敢 へて いふまで もない。 

幕府が 院 始め 公家 側の 權威を 制する のに 與 つて 力が あった。 幕府が 平氏の 追討 計畫 を進涉 せしめ つつ あ 

つた 際、 朝廷で は 平 軍の 手に ある 天皇 及び 神器の 還 京 圖る爲 めに、 幕府の 追討 計畫 を屢. ^制せられ、 又 

院 では 賴 朝の 勢力 を 牽制させる 爲 めに 義經を 誘引せられ， お。 この 爲 めに 幕府の 追討 計畫は 挫折して、 時局 

の拾收 がー 時 困難に 陷 つた。 かかる 際に 朝廷 側の 內 情お 牒 報して、 幕府に 機宜の 處置を 講ぜし め、 又 幕府 

の 意向 を 朝廷に 達せし める ために 有力な 援助 を與 へた もの は、 これ 等の 朝臣であった。 

かくて 幕府の 第 一 期 事業であった 平氏 討 滅計畫 は、 院 側の 妨害 や 義經を 中心とする 內訌 等に 妨げられな 

がら も、 機宜の 處置 によって 功 を 奏し、 院とは不安定なが^:oも表面協調の形狀を持續して、 終に その 目的 

を 逹 成し、 文治 元年 三月 廿 四日の 壇 浦の 戰を 以て、 第一 期 事業 は 終幕に 到達す る ことと なった。 

平氏の 滅亡に よって 院と 幕府と は 協同の 敵 を 失った ので、 その 間の 協調 は 忽ちに して 破れ、 院に 於て は 


旣定の 計 畫に屬 する 對 幕府の 術策が、 義經を 中心として 具體 化さ ^ る ことと なった。 これ は 幕府に とって 

ま 安危 存亡に 關 する 重大問題で あると 共に、 その 抱懷 する 自身の 立場 を闡 明して、 公武 政局の 分野 を 確定 

し 得べき 絕 好の 機會で もあった から、 幕府 はこの 目的の 爲 めに、 寧ろ 計畫を 急速に 實 現させる 手段 を 講ぜ 

ん とした。 賴 朝と 義經の 櫬係を 益 > 、惡 化せし め、 義 經と院 との 結合 を 鞏固に させる 爲 めに は、 幕府の 智囊 

である 大江廣 元 等の 遠大な 計畫と 周到な 考慮と によって、 機宜の 工作が 逐次 用 ひられた 觀 があった。 文治 

元年 五月 二十四日 付の 義經の 所謂 腰 越 狀の處 置、 及び 同年 十月 九日の 刺客 ± 佐 房昌 俊の 派遣 等 は、 就中 そ 

の 著しい 事であった。 .  . 

,A かる 形勢に よって 義 經と院 との 結合 は 急速に 進展し、 遂に 院の當 局 は賴朝 追討 宣旨を 義經と 義經と 行 

動 共に した 行 家に 降下せ しめた。 この 際 幕府と 默契を 交へ た 右大臣 兼實 が、 追討 宣下の 不合理で ある こと U 

虽 調して、 朝議の 一致 を破壞 した こと は、 院の 計畫の 失敗 を 事前に 豫知 せしめた 觀 力あった。 ，r 月 十八 

日附で 追討 宣 旨が 降下した との 報 は 二十 二日に 鎌 倉に 到着した。 賴朝は 直ちに 侍 所に 命じ、 動員令 を 尾 張. 

美 濃 以東の 諸 國に傳 へて、 近 江 美 濃に 集合せ しめ、 賴朝 自身 は 二十 九日に 鎌 會を發 して、 本營 を黃瀨 川に 進 

め、 大いに 幕府の 威容 を 示した ため、 諸國の 武士 は 悉く 賴 朝に 意 を 通じ、 義經 等の 計 畫は忽 に 失敗に 歸し 

た。 十一月 三日 義經等 は 遂に 京都 を 亡命して 行方 をく らまし、 院の當 局 は 幕府からの 嚴 重な 抗蕭に 恐れ を 

崖き、 善後策に 焦盧 腐心せ ざる を 得 なくなった。 この 爲め 取り あへ や 十一月 八日に、 義經 追討の 宣 旨を賴 

朝に 下して 難詰 を 避けん とした。 是 日に 賴朝は 大和 守 重 弘 • 僧 昌寬を 使と して、 賴朝 追討 宣旨 降下に 對す 

る 抗議 を呈 して 究の 責任者に 迫り、 黃瀨 川から 鎌 倉へ 引き上げた。 間もなく 院の當 局 は 特使 を 鎌 倉に 發遣 


し、 この 事情の 止む を 得 ざり し 所以-て 櫸 明して、 賴 朝に 他意な き 旨 を傳 へたが、 賴朝は 幕府の 實 i を 確立 

する 機 會を兹 に 求めん としたので、 大いに 院の當 局 を威壓 して、 これより 提出すべき 幕府の 耍求を 認 許せ 

ざる を 得ない 情勢 を 作る ことに 努めた。  .  . 

幕府が 武士 陪 級の 權 益の 擁護と 治安の 維持と を、 公家 政治の 機構 外に 於 S て有效 ならし めんと する に は、 

全國に i つて 武士の 統制 權を收 め、 且つ 朝廷から これに 對 して 諒解 を 請 ひ 允可 を 仰ぐ 要が あった。 旣に賴 

朝の 勢力 は 鎌 倉 策源地と して 漸次 發展 し、 平氏 を 滅亡せ しむる までに 至った が、 然し かくして これまで 

に 得た ところの 權限 は、 源氏の 家人の 統率と、 平家の 沒官領 の 管領と、 伊豆. 相 模 • 上 總 • 越後 • 伊豫 等 

の 諸 國を働 功の 賞と して 知行すべき 命 を 受けた に 止り、 これによ つて 賴朝は 有功の 家人に 沒官領 の 諸 職 A -、 

又 知行 國の國 司の 任 與 へて 國務を 行 はしめ たに 過ぎなかった、 その他の 諸 地方に は、 未だ 何等の 制駄櫂 S 

を も 得なかった。 全國に 亙って 夥しい 數 量に 上って ぬる 院宫 社寺 權門領 は 全く その 權 限外に あった。 され 

ば 武士の 統率 制度 を完 うして 全般の 治安の 維持に 任 やる こと は、 なほ 望むべからざる 狀 態であった。 幕府 

はこの 目的に 向っての 理想の 實現を この 機會に 求め、 全國 平均に 武士の 統制と 治安の 維持と を 行； 3 得る 方 

策お 案出し、 院の弱 點に乘 じて これ を强請 せんとし たので ある。 その 具體 的の 方策と して 現れた の は、 卽 

ち 守護 • 地頭 全國 平均に 配置す る 案と、 幕臣の 一 部と 公式に 連絡 を 作る 案との 二つであった。 

、この 具 體案は 公文所 別當 大江廣 元が 周到な 用意の 下に 立案した もので、 その 理由 は 謀反 人の 起る こと は 

永 クに免 かれぬ ところで ある。 その 度 每に鎌 倉から 出兵す る ことと すれば、 幕府 は 奔命に 疲れる 恐れが あ 

る、 されば 義經 一味 を 追討す ふ機會 に、 全國に 守護. 地頭 を 補 置す るの が 得策で あると いふので あって、 輯 


朝 はこの 建議 A- 容れ て、 義經 亡命 後の 善後策の 爲 めに 上京 させた 岳父 時 政に 旨 を 授けた。 時 政 は 十一月 二 

十一， - 日に 中納言 經 房を經 て、 幕府に 守護. 地頭 を諸國 平均に 設置す る 櫂と. 段別 五 升の 兵糧米 を權門 勢家 庄 

公 を 論ぜ ゃ徵 課すべき 櫂と を付與 せられた き 奏請 を呈 い、 翌日 聽許を 得た。 更に 幕府 は 十二月 六. 曰に 廟堂 

改造 案 を 乍 成し、 義經 問題に 關係 ある 責任者 高 階泰經 等の 解官 と、 朝廷の 新 陣容と して 議奏 公卿の 設置と 

求め、 右大臣 兼實. 內 大臣 實定. 權 大納言 藤原實 房. 藤 原 宗家. 藤原忠 親. 權中納 言 藤 原實家 • 源 通 親. 藤 

原經 房. 參議 源雅 長. 藤 原 兼 光 等 十 人 を議奏 に推擧 し、 且つ 兼 實には 內覽の 宣下 を 求め、 その他の 任官 者 

の 候補に 就ても それ どれ 意見 を 述べ、 又議奏 公卿に は その 知行 國を 擬定 した。 この 案に 依って 幕府 は兼實 

を 首 とする 議奏 公卿と 協調 を 保ち、 幕府に 危險 性の 多い 院の當 局 を 牽制 させ、 その 間に 幕府の 經 營の禾 

便 を 求めん とした。 これに 就て は院 と兼實 との 間に、 複き な 折衝が 行 はれた が、 終に 院 では 幕府の 要求の U 

通りに 認 許せられ ざる を 得なかった。 二十 八日に 兼實は 內覽の 宣下 を 蒙り 攝政基 通と 相 並んだ が、 幕府の 

終局の 目的 は 兼 實を攝 政 氏 長者と する にあって、 この 後 機會每 に兼實 の推擧 を繼續 し、 遂に 文治 二 年 三月 

に 至って その 目的 を 達し、 兼實は 名義 上 完全に 廟堂の 首班の 地位 を 得た。 これより 廟堂の！^ 部に 於て は、 

院 と兼實 との 間に 屢く 困難な 問題が 頻發 はした けれど、 幕府 は 兼 實と意 を 通じて、 その 政策に 邁進す る こ 

とがで きた。 賴朝は 廟堂 改革案 を 奏請す ると 同時に、 書 を 兼實に 送って 自己の 經歷と 抱負と を 述べ、 守護 • 

地頭の 設置と 廟堂 改革案との 主旨 を說 明して 諒解 を 求め、 相 共に 政治に 盡カ せんこと を慫慂 した。 賴朝は 

その 書中に、 「今度 天下 草創 也、 尤被 ^九= 行 淵源-侯、 殊可下 令 二 申 沙汰-給に 也、 天 之 所， 令 = 奉與- 也、 全不レ 

可， 及 二 御 案， 候」 とい ひ、 これより 開始 せんとす る 公武の 相關 政治に よって、 天下の 草創の 事業 を處理 せん 

，  ，  * 


との 希望 を 述べ、 幕府が 施設す る 守護. 地頭 制 を 以て、 全 非 ン思ニ 身 之 利潤 一 候と いひ、 殊に 地頭の 所 務は梟 

惡 謀反 人の 取綺 であって、 先例 有限の 正税已 下、 國役 • 本家 雑事 等に 對撣を 致し、 又 懈怠 を 致す が 如き 者 

力 あらば、 殊に 誡を 加へ て その 妨. なから しめ、 法に 任じて 沙汰すべし とて、 幕府の 所管 事項と 然ら ざる 事 

項との 區別を 明確に 說 明した。 卽ち 幕府 は 武士の 進 返と 治安 維持と を 主眼と し、 その他の 一般 國务 ま從前 

通り 朝廷の 令 下に 置き、 兼實に 適宜な 方策 を 用 ひて 時勢に 應 やる 處置を 執られたい 意味 を傳 へた。 これ は 

g ち 賴朝カ 公武 兩 政局の 分野 を 劃然と 定めて、 兼實の 承認 を 求めた ものに 外なら ない。 

然し 幕府の 威力 を 背景と する 地頭 等の 武士 は、 幕府が 限定した その 權 限の 範圍を 超えて、 公家 政治の 分 

野まで 立ち入る 者が 多く、 その 不法に 憤激した 權門 は、 從來の 慣例に 隨ひ、 院廳に 訴訟 を 提起し、 院廳は 

これ を 幕府へ 通達せ しめられ たので、 幕府の 公文所 は その 處理に 忙殺し、 殆んど 寧日ない 有樣 となった。 g 

して こす 等 の 問題の 中には 主として 公家 政治の 分野に 屬 する もの もあった ので、 幕府 は 公家の.^ 務 との 

限界. を 明瞭に する 爲め、 文治 二 年 四月に 奏して 朝廷に 記 錄所を 再興せられ、 これ 等の 訴訟 問題 を處理 せら 

れんこと を 求み、 又議奏 公卿に 誊を 送って、 政道の 興行 を 要望した。 その 狀には  - 

• 天下 之 政道 者、 依-一群 卿 之議奏 f 可い 被 U 澄淸， 之 由、 殊 所，， 令， 一計 言上， 也、 具存ニ 君臣 之 儀-給 者、 各 無， 

私 不ビ諛 令， 廻，， 賢慮， 給、 可 下 令-一 申 沙汰， 給 上 也、 賴朝 適稟， - 武器 之 家 f 雖， 蓮， 軍旅 之功ハ 久 住，， 遠國， 未， 

知 = 公務 之 子細 r 縱又雖 vS 二子 細 「 全 非 = 其 仁， 候、 旁不， 能， -申 沙汰-候 也、 但爲， 散， 人 之愁" 一 がー 令，， 執 

申 一事 者、 雖レ爲 一一 賴朝之 申 狀ー不 レ可レ 有 一 一理 不盡之 裁許 一 候、 諸事 可， 被， 行 二 正道 一之 由、 所 二相 存ー侯 也、 

兼又縱 i 下被レ 下-勅宣 院宣 一事 候 h 爲レ朝 爲レ世 可 レ及ニ 違亂端 一之 事 者、 再三. 可 下 令 二 覆奏， 給 上 候 也、 S ひ而 


不， 1 令.， 申 給-者、 是非， 1 忠臣 之禮ー 候歟、 仍爲， 1 御用 意-乍 レ恐上 啓 如い 件、 

とあって、 賴 朝が 公武の 限界 を 明瞭に し、 公家の 分野 を 決して 侵犯す る ことなき を 衾 明す ると 共に、 公家 

の 分野 は 公家に 於て 全力 を 傾注 せらるべき こと を 要請した ので ある。 かやうな 事情の 結果と して、 文治 元 

年 十一月に 勅裁 を經た 兵粮 米の 制 は、 國務に 重大なる 妨を與 へ、 これによ つて 民戶の 費が 甚だしく、 殆ん . 

ど 乃 貢 蓮 上の 計が なきに 至った ので、 慕府は 公家との 折衝の 末、 大讓. 歩 を 行 ひ、 終に 兵粮 米の 徵發を 停止 

する. こと を. 奏請し、 二 年 三月 二十 一 日に 宣 旨の 形式に よって その 廢止 を斷 行した。 ついで 地頭に ついても、 

公家， お 治に 重大なる 支障 を 及ぼす ことが 頻發 したので、 幕府 は 公家 側の 要求に 甚き屢 X 修正案 を 提出した。 

この 年 六月に は 幕府 は、 公文所 別 當大江 廣元を 親しく 上京 させて 院の當 局と 折衝せ しめ、 その 際 幕府 は、 

沒官領 を 除く 近畿 近國の 地頭 を 停止す る 修正案 を 提出して、 自己の 櫂 益の 擁護に 努力した が、 終に 地頭 全 m 

廢を 主張す る 院の當 局の 容 るると ころと ならす して、 交渉 は 一時 不調に 終り、 廣 元は 更に 慕府 の主腦 a と 

協議の 必要 を 認め、 一旦 交渉 を 止めて 鎌 倉へ 歸 つた。 これより 慕府は 更に 熟議 を 遂げ、 終に 院宫權 門領の 

地頭 を廢 止す る 大讓歩 を 決意して、 公家との 協調 を圖 つたので、 問題の 解決 はこ こに 光明 を 認め 得る に 至 

つた。 かかる 交渉の 結果、 太 政 官符を 以て 諸國 現在 謀反 人の 跡 を 除く の 外の 地頭が 停止され る ことと なつ 

た。 諸國 平均に 地頭 を 配置 せんとす る 幕府の 根本 主旨 は 一年に なら やして 忽ちに 崩壞 したが、 これ は 一つ 

に 公武 雨 政治の 分野に 立脚して、 相互 侵犯の 事な きを 望んだ 幕府の 互讓の 精神に 出で たこと であった。 

"ぼ錄 所の 設置 問題 は、 公家の 內 部に 於いて 院と攝 政兼實 との 間に 意見の 扞 格が あり、 兼實は 幕府の 希望 

に從 ひ、 記 錄所を 再興して 攝關 政治の 實 力の 增大を 望. み、 院は 政務の 櫂 限が 攝關 に歸 する の を 不満と したと 


共に. 篇府 あるが 爲 めに 記 錄 所の 事務が 有名 無實に 終るべき こと を 察して、 殊更に 意 を 用 ひられなかった • 

然るに 幕府が 再三 その 設置 を 督促す るに 至った ので、 院 では 設置に 關 する 處理を 兼實に 委任せ しめられた。 

依って 兼赏は その 設置 案 を 攻究し、 文治 三年 二月に 閑 院內裏 中に 記 錄所を 開設した。 その 際 定められた 記 

錄 所の 職掌 は、 諸 司 諸 國幷に 諸人の 訴訟 及び 莊園券 契の 理非の 勘 決、 及び 年中 式日の 公事の 用途 式 數の勘 

申であった。 莊 園に 關 する 所務を 主管した 前代の 記錄 所と は、 その 趣 を 異にする に 至った。 然し 苟も ま士 

關 係の 諸問題 は、 幕府の 決裁. なければ 最後 的の ものと はならなかった から、 記錄所 はい はば 一面に 於 

いて は 有名 無 實の府 であった。 

かくて 幕府 は 原則として 公家の 分野に は 立ち入る こと を 避けた が、 自己の 分野に 就て は、 その 職責 上 公 

家からの 云爲を 排除して 飽くまで 責任 を盡す 態度 をと つた ン 亡命 後の 義經を 京畿の 間に 捜索す るに 當 つて 

は、 これ 庇護 せんとす る院當 局と 層く 衝突 を 起して まで も、 謀反 人 追 捕の 實. 績を擧 r ベく、 在京の 出ち 

である 一條 能 保 等に 訓令 を與 へた。 されば 文治 ニ年閏 七月に 義經の 所在 を戲 山に 探索し 得た 能 保 は、 歡山 

に 追 捕の 兵を發 せんとして 院の 妨害 策と 衝突し、 つ い で院の 近臣 高 倉 範季が 義經と 消息 を 通じた 事 を 知る 

や、 その M 任 を 院に問 ふ 等 強硬な 態度 を 持し、 終に 義經 をして 京洛から 奥州に 遁走す るの 止むな きに 至ら 

しめた 義經が 藤原秀 衡に賴 つたこと が 明らかと なるや、 幕府 は 初め 藤 原 氏の 勢力 をば 葷 つて、 卽 時に 兵 

を發 する こと は控 へたが、 或は 院 旨の 澳發を 奏請し、 或は 自ら 書 を 秀衡に 送って、 義經を 庇護す るの 不當を 

叱責し、 間接に 威壓を 加へ た。 ために 秀衡の 子 泰衡に 至って 終に この 威壓に 屈し、 文治 五年閏 四月 泰辩は 

義經を 衣川 柳に 襲うて 殺し、 以て 賴 朝の 意を迎 へんと し，^ が、 この 藤 原 氏の 弱 ■ を觀 取し^ 幕苻 ま、 乙の 


機に 乘 じて 藤 原 氏の 討伐 を 策し、 先づ 追討の 宣旨を 奏請した。 この 際 K では 政務の 都合と 幕府に 對 する 反 

感 とから して、 宣下 を 暫く 控 へられた。 然るに 賴朝は 古老の 家人 大庭景 能から、 軍 中は將 軍の 令 を 聞いて、 

天子の 詔を閜 かすと いふ ことがある、 已に 奏聞 を經 たので あるから、 强 ひて その 左右 を 待つ 要はない、 況 

んゃ 泰衡は 累代 家人の 遺跡 を 受け 繼 いで ゐる ものであるから、 綸 旨が 下ら ャと雖 も、 これに 治 罰 を 加 へ る 

のに 何の 支障が あるべき との 論 を 聞き、 勅裁 を 待た す大擧 出兵して 終に その 目的 を 達した ので ある。 乙 の 

出師 は 家人の 治 罰 は 幕府の 專行 する 分野であって、 公家の 意志 を考 1^ する 要がない とい ふ 見解から 出た 行 

動であった。 文治 三年 九月に 九州 貴 海 島の 掃蕩 を 行った 際 も、 同檨 公家 側に 異論が あった。 尤も これ は 幕 

府に對 しての 同情から 起った ことで、 遠征 は 將士の 煩になる とい ふ 理由で あつたが、 幕府 は 公家の 意見 を 

顧み やして 決行した のであった。 

賴朝 は全國 平定 を 終へ 建久 元年の 冬に 始めて 上京 朝 拜の禮 を 行った。 賴朝は 十 一 月 九日に 宮中で 兼實と 

會 見して 政治 上の 意見の 交換 を 行った。 玉 葉に 賴 朝の 談話 を 記して、 

天下 遂可， 1 直立 『當今 幼年 御、 尊下 又餘算 猶遙、 賴朝又 有い 蓮 者、 政 何不レ 反， 1 淳素， 哉、 

と 記し、 又 

義朝 逆罪是 依， 恐，, 王 命， 也、 依， 逆 雖，， 亡 二 其 身 『 彼 忠又不 に. r 仍賴朝 已爲， 1 朝大將 軍， 也、 

と 載せて 居って、 極めて 簡略で は あるが、 公武 兩當 局が 意 を 合せて 天下の 政 を淳 素に 返すべき こと、 賴朝 

は朝の大將軍としての任務責任を有して，ゐる；^>とを强調してゐる檬が窺 へ る。 又 玉 葉 十二月 十 一日の 條に、 

兼實が 再ぴ賴 朝と 會談 した 折の 語 を 記して、 
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天下 政忽 可， 一直 立， 之 由、 不二 見 給 f 然而御 申 之 所 k、 不％,:- 懈陵， 云々、 

と ある。 その 意味 は 分明 を缺 いてぬ るが、 天 下草 創の 意氣を 以て、 天下の 政に 當 るべき こと をカ說 した も 

のの やうで ある。 

かくして 幕府の 主張 は 公家 側の 代表者で ある 兼實 によって 容認せられ たので ある。 賴朝 は兼實 との 親善 

關係を 紫 固に する 爲 めに、 建久ニ 年に は 妹婿 一條 能 保の 女. V 兼實の 嫡子 良經に 嫁せ しめた。 但し 兼 實と院 

と は 政策 上の 立場.^ - 異にして 居った ので、 兼實の 意志 は 未だ 十分に 行 はれなかった が、 建久 三年 三月に 後 

白 河 法皇が 崩御せられ るに 至って、 院 側の 勢 は 俄然 衰へ、 これ I 反して 關白 としての 兼 實の實 櫂が 漸く こ 

こに 確立し、 幕府 も 兼實も 共に 黄金時代に 入る 事 を 得、 公武 政局の 分野 は圓 滑な 協調 を 保って 守られる やう 

になった。 兼 實が賴 朝の 多年の 希望 を 容れて 斡旋に つとめ、 建久 三年 七月に 征夷 大將 軍の 宣下 を 執り行つ m 

たの は、 この 協調の 一つの 具現であった。 愚 管抄に 殿下 鎌， 倉の 將軍 仰せ 合 はせ つつ、 世の 政： ありけ りと 

評して ぬるの は卽ち これで ある。 建 久六年 東大寺 再興 供養の 儀 を機會 に、 賴朝は 家族 を 具して 上洛し、 悠 

遊四ケ nq の 久しき に 亙った。 この 折 また 兼 實と對 面して 談 都鄙 理 世に 及び、 又 經房を 旅亭に 招き、 廣元を 

陪膳 として 世務の 打合せ ゃ懷" お 〔談に 耽った。 これ は 公武の 協調が 極めて 圓滑 となった 賜物に 外なら なかつ 

たので ある。 

かくて 幕府 は賴 朝の 一代の 中に、 その 希望す る 政治 分野 を 得た ので あるが、 幕府の 得た の は 何れも 各實 

質に 就ての ものの みであった から、 これが 爲 めに 從來 から 公家 政治の 機關 となって ゐる官 職 R 等の 中で 

公式， に停廢 された ものはなかった。 例へば 幕府が 置いた 守護 は 軍事警察の 權を 有した が、 これと 並んで 公 


家の 置いた 國司 は從來 所有した 洽安 維持の i を 失 ふこと はなく、 又治安の維持を本^とした檢^*^連^  •  ^ 

衞 等も舊 のま まに 存續 し、 又院廳 に直屬 する 北面の 武士 も存 した。 文治 二 年 二月に 京都に 出張した 幕府の 

出先で ある 北 條時政 は、 六條 河原で 群 盜の處 刑を專 行した。 吾妻 鏡に その 理由 を說阴 して、 「凡 如レ此 犯人 

者、 不レ 可レ渡 ニ使廳 f 直 可， 處ニ舰 刑 一之 由 云々」 と 見えて ねる。 されば 幕府の 建設され たこと によって、 治 

安 維持に 必要 缺く ベから ざる 兵馬 等の 櫂が、 公家から 武家に 移った こと は事實 であるが、 それ は 公家の 從 

來 所持した その 權能を 幕府に 譲渡した ので はなく、 それと は 別に 幕府の 權能を 容認され たまで の 事で ある。 

されば 公家の 方策 如何に T  。つて は、 從來 からの 兵馬 警衞 等の 機關 ば、 如何 やうに でも 活躍させる ことが 

できた ので ある。 

正 治 元年 源賴 朝の 慕 去の 機に、 公家の 權 力の 挽囘を 企てた 權 大納言 源 通 親 は、 時の 土 御門 天皇の 外祖父 a 

の 顯位を 占めて、 廟堂の 實權を 握らん と圖 るに 當り、 その 反對黨 である 幕府 方の 一味から 襲擊を 受けた。 

その 時 通 親 は官の 兵力 を 以て 自衞の 手段 を講 やる と共に、 敵黨の 逮捕 を 行った。 翌正治 二 年に は 近 江國の 

住人 柏 原 彌三郞 が 後鳥羽 上皇の IS 旨に 反いた ので、 上皇 は 追討の 宣 旨を發 せしめられた、 この 時 謀反 人 追 

討 を 職責と する 幕府 は、 宣旨を 奉じて ii 谷 高 章： . 土 肥 惟光 等の 將士を 派遣した が、 朝廷で は 幕 兵の 出 に 

先立ち、 早く も 在京の 宫兵を 動かして 柏 原生 を拔 き、 追討の 實を擧 げられ た。 ここに 至って は 兵馬の 權が 

何れに あるか 頗る 明白 を缺 くと いはざる を 得ない ので ある。 されば 幕府が 保持し 得た 政治 分野 は、 その 權 

力の 實 質の 如何に 懸 つてぬ る わけで ある。 少しで も 油斷を すれば、 その 權限は 容易に 公家に 復歸 する 可能 

ft が 多分に あった。 されば 慕苻 として は その 政治 分野の 維持に 就て は、 常に 緊張して 考慮 を拂ふ 必要が あ 


り、 その 考慮すべき 主眼 點は、 公家 政治との 相對關 係に 存 したので ある。 

四、 家人の 統制 策 

幕府が 自己の 政治 分野と して 家人の 統制に 對 して 執った 政策 は、 當 時の 政治 及び 社會の 制度 を その 儘活 

ffl した 消極的の ものであった。 卽ち 幕府の 機 關は當 時の 權 門の 家政の 府と 組織 を 同じく し、 家人に は 本領 

を 安 猪して 從 來の權 益に 保障 を與 へ、 更に a 功の 大小に 從 つて 新 恩 地 を 授けた。 この 新 恩 地 は 幕府が 漸次 

入手した 敵方の 沒收領 である。 幕府が 家人に 働 功 賞 を 授けた 初めは、 治 承 四 年 十月 富士川の 戰後、 賴 朝が 

相 揽國府 に 凱旋した 時であって、 吾妻 鏡に . 

始被， 行，， 勳功賞 r 北 條殿及 信義、 義定、 常 胤、 義澄、 廣常、 義盛、 實平、 盛 長、 宗遠、 義實、 親 光、 S 

定綱、 經高、 盛 綱、 高 綱、 景光、 遠景、 景義、 祐茂、 行 房、 景員、 入道 實政、 家秀、 家 茂 以卞、 或 安 n 

堵 本領 f 或 令.， 溶-一新 恩 『亦 義澄爲 1 一三 浦介ハ 行 平 如つ 兀可レ 爲ニ下 河邊庄 司-之 由、 被お 云々、 

と！：： 亡ん、 本領の 安堵、 舊來 からの 地位の 確認 卽ち、 三 浦 介 • 下 河邊庄 司の 如き 祖先 以 * の 傳統の 嘉名を 襲 

用 さ 4- る ことが 先づ行 はれた ので ある。 ついで 十一月に 佐 竹 氏 常 陸に 破って、 その 所領 常 隆國奥 七郡幷 

太 田 糟田酒 出 等の 所所 を沒收 する に 及んで、 之 を 軍士の a 功 賞に 充て、 特に 勳功 ある ものに は、 傍 栽から 

柚んで て】 ば 賞すべき 方針で ある こと を 示して、 家人 を勵 ます 策 をと つた。 卽ち この 戰に拔 群の 功 を 核て た 

K:^ 藏人 • 熊 谷直實 • 平 山季重 等は賴 朝から 厚 賞の 約 を 受けて ゐる。 かくの 如くして 幕府の 勢力の 發展 と 

共に、 家人の 本領 安堵と 新 恩 地の 授輿 とが 漸次 行 はれて 來た。 


雷 *- 一般に 备 地方 は 國衙領 も莊園 も、 その tg: 容は 等しく 私領 的の 性質 を 具へ、 土地の 收益は 上は責 族.^ 

ら 下は庶 tlK に 至る までの 多數の 人々 によって 配分 せられて 居った。 二 ケ 所の 土地に 多數の 人が 種々 の 名義 

の 權利を 有して. Q るの が 一般であった。 國衙領 に は 知行 者、 國司. 在 廳* 領民 等が あり、 i* 園に は 本家 • 

領家 •  所. 莊司 • 莊 民 等が あって、 各 緊密な 關係を 作った。 これ 等の 權利 者の 有する 權利卽 ち 收益權 を 

職と 稱 した。 その 中院宮 社寺 權門 等の 顯 貴な 地位の 者 は、 本家. 領家 となり、 槪ね その 土地から は 遠隔の 

地に g つて 收 益の 納付 を 受け、 實 際の 卞 地に 臨んで 經 營に從 事して ぬる もの は預 所. 莊司 等で、 主として 

地方の 氣族 武士 等の 階級が、 本家 領 家の 指揮 下に この 任に 當り、 莊民 がその 命 を 受けて 實 地の 經營 に從事 

したの が槪ね 一般に 通じた 形式であった。 されば 幕府に 從 つた 家人 武士 は、 槪ね 各地の 莊司等 を 本領と し 

て 生 S を 營んで 罟 つた 者であった。 幕府 はこの 社會 組織に 何等の 變更を 加へ る ことなく、 軍に 本領た る莊 

司 等の 地位 を 安堵し、 又 新 恩と して 他 地方の 莊司 等の 地位 を 授け、 それに 屬 する 收益を 受けし め、 以て そ 

の 功に 報いる 方法 を 執った ので ある。 

これ 等の 土地の 收 益の 分配 法 は、 何れも 地方 地方の 慣例から 成り立って 居った けれど、 その 慣例 は 櫂 力 者 

の 意の ままに 破られ 易く、 下級の 地位の 者 は、 自己の 權 益の 保障 を有效 にす る 術がなかった。 本家 領家等 

の 身分の 高く 權 力の 大 なる 者 は、 預所莊 司 等を壓 迫して 慣例 外の 增徵を 行 ふ ことがあり 勝ちであった から、 

預所莊 司 等の 也 a にある 武士 等 は 、常に 上流 貴族の 壓 迫に 苦しんで 居った。 中には 上の 不法 を 鳴らして 收む 

ベ さもの を濟 さや、 或は 實カを 以て 抗爭を 起す 者も少 くなかった ので、 社會の 秩序 は 常に 不安であった。 

公家 政府の 當 局に はこの 危殆な 事態. V 制駄 する 力が なく、 秩序 は 益く 混亂の 域に 進みつつ あった。 これに 
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加へ て、 これ 等の 土地の 境界に は 不確定の ものが 少く なく、 堺爭論 も屢、 、起り、 この 爲 めに 現地で は莊民 

間の 鬪爭、 莊司 間の 衝突 を 起し、 本家 領家 等の 間に は訴 論が 久しくつ づき、 朝廷の 裁許 も 拘束力が 十分で 

f、 一方の 敗退 を 見る まで は爭 論が 止ま. ぬのが 常であった。 その 中で も 最も 頻發 したの は、 土地の 實地 

管理者た る莊 司から 本家 或は 領 家への 所定の 納物を 履行し ない 事で、 これ を 乃 貢未濟 というた。 莊 司が 不 

當な 抑留 を 行 ふこと も あり、 又 本家 領 家が 正規な 乃 貢を收 めて、 尙增徵 した こと もあった。 又莊 司に は莊 

民 を 酷使して 私利 を圆る 者が あり、 莊 民に は莊 司の 苛酷 を 憤って 離散 を 企てる 者 も あり、 かくて 當時國 民 

の經濟 生活の 甚本 となって 居った 土地 制度 は、 頗る 紛糾した ものであった。 

幕府 はこの 不安定な 狀況 であった 土地の 制度 自體は そのまま とし、 自己の 威力に よつ て現狀 のま まに 安 

定 せしめ、 以て 治安の 維持 を講 やる と共に、 家人 武士の 地位と もい ふべき 莊 司の 權益を 保障し、 武士.， ごして 

永く 幕府に 依らし める 方法に 出た。 卽ち舊 制 を 利用して 自己の 利便 を圖 つたので ある。 この 政策 を 徹底 さ 

せた の は、. 文治 元年 十一月 制定の 地頭 平均 設置 制で ある。 卽ち この 制度 は從來 本家 領家 等の 指揮 下に あつ 

たもの を 幕府の 統制 下に 移し、 從來 慣行の 乃 貢 を 本家 領家 等に 納付す る 義務 を 奮に 由ら しめ、 管內の 土地 

の 管 斑と 治安 維持の 責任と を付與 し、 且つ 本家 領家 等より 發 せられ 易い 不當 な壓 迫に 對 して は、 幕府 は 地 

1.5? 後援し、 その 地頭 職 を 保障す る勞を とる ことにした ものである。 この 制度で は 幕府が 全國の 土地 を 管 

領 する ことと なり、 又 地頭が 慕府の 役人で ある 形と なった。 吾妻 鏡 文治 元年 十二月 二十 一日の 條に、 

於，： 諸國 庄園 下地， 者、 關柬 一 向 可 下 令 11 領掌： 給 上 云々、 前々 稱 11 地頭-者、 多分 平家々 入 也、 是非 n 朝恩-或 

平家 領内 授 n 其號， 補 二 置 之 r 或 國司領 家 爲二私 芳志- 定 n 補于 其庄属 r 又 令 J 逢 n 背 本 主命-之 時 者 改二替 之つ 
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而 平家 零落 之 刻、 依.， 爲 -1 彼 家人 1 知行 之 跡 被， 入 ニ沒官 -畢、 仍 施ニ芳 恩-本領 主 空い 手 後悔 之處、 今度 諸國 

平均 之 間、 還 斷ニ其 思-云々、  ； 

と 見えて わる。  一 

,,3 そ 政治 上に 革新 を 企て、 その 實權を 確保 せんとす るに 當 つて は、 兵力が 必要で あると 共に、 經濟カ 就 

中 土地の 實權を 掌捤 する ことが 必要 缺く ベから ざる ものである。 この こと は 多くの 實 例が 明示して ゐる。 

兵力の 用途 は その 時の 事情の 如何によ つて 必ゃ しも 必要 を 伴 はない けれど、 經濟 カ卽ち 土地の 赏權 は恒に 

缺く ベから ざる ものであった。 大化 改新で は 大臣 蘇 我 氏を仆 すに 一部の 兵力.^ 用 ひ、 私有の 土地 人民 を收 

公して 中央政府が 全土の 土地 管理 を 行 ひ、 經濟 上の 優越 地位 を 獲得した ことによって 成功して： Q る。 明治 

維新の 大業が 完成した の も、 兵力に よる 江戶 幕府の 倒壞 事業と 共に、 版籍 奉還 を斷 行して 新 政府が 全土の m 

實權を 手に 收 めた 爲 めで ある。 後三條 天皇の 延久の 革新 政治が 效 果を擧 ぐるに 至らなかった こと は、 種々 

の 原因 は ある けれど、 その 主なる ai は、 土地の 管理と もい ふべき 莊 園の 整理 を 十分に 徹底させる ことが で 

きなかった 爲め である。 英明な 天皇 はこの 點に 留意せられ たれば こそ、 記錄 所の 政に 全力 を 傾注され たの 

では あるが、 然るに 實績擧 がら や 土地の 櫂 は 多くの 權 門の 手に 止まって、 國家 ぺ復歸 した もの は 甚だ 少か 

つた。 又 建 武中與 の 忽ちに 失敗に 歸 したの も、 その 重なる 原因の 一つに 新 政府が 全土の 土地の 管理 權を保 

持し 得られなかった ことに ある。 政治 上の 櫂 力 は 兵力の 發動 によって 公家 政治に 囘 つたので あるが、 全土 

の 土地 は 從來の 如く 武士た る 地頭に 管理 櫂^あって、 新 政府 はこれ に 一 指 を も 染める こと はでき なかった。 

卽 ち經濟 上の 勢力 を 求め 得られなかった ので ある。 


幕府が 全國の 下地 管理 權を 占め、 家人で ある 武士 を 地頭と して その 職 櫂の 遂行に 當ら せた の は、 洵に巧 

妙な 手段であって、 從來 からの 土地の 組織に 何等の 變革 加へ すして、 土地の 實 權を收 めた ものである。 

地頭 は 平時 は 各 土地の 慣習に 從 つて その 管理に 當り、 土地の 收 益の 一 部分 を 地頭 職と して 收 得した に 止ま 

る けれど、 非常時に 遭遇 すれば、 土地 管理の 實權 者で あるから、 その 實カ によって 如何 やうに も その 土地 

を處 斑し 得られた ので ある。 卽ち 幕府 は 一朝 事 ある 時に、 命 を 地頭に 傳 へて 全土の 權利を 力 を 以て 收 むる 

こと 得た。 幕府が 設定した 諸 制の 中に 於いて 地頭 制が 最も 重要な ものである こと は、 實 にこの 點に存 し 

てぬるの である。  ， 

雞令 制の 公家 政治の 衰退の 重 因 は、 私有地た る莊 園の 簇出に よって 官憲 不 入の 地域が 多數 となり、 中央 

政府の 全土 統制の 實が失 はれた ことであって、 從 つて 画家 組織 は 分裂の 危機に 際會 する に 至った ので ある。 m 

中央政府 は莊 園に 對 して、 勅事院 事大 小國役 等の 名義の 下に、 國 家に 對 する 義務 を徵 課する こと は 試みた 

けれど、 有力なる 權門 領は槪 ねこれ を拒絕 して、 その 義務 を杲 さなかった。 かやうな 事態の 中に 幕府が 地 

tg 制 を 設け、 原則として 全土 を 例外な く 幕府の 管理 下に 置き、 守護の 制 を 設けて 全土 を その 統制 下に 屬せ 

しめた こと は、 國家 としての 統制 上 最も 有意 善な ことで、 國家を 分裂の 危機から 救齊 したに 外なら ない の 

である。 北 畠 親 房が 神皇 正統 記に 賴 朝の 功業 を. 論じて、  . 

白 河 鳥 羽の 御代の ころより、 政道の 古き すがた やう/ \ おとろ へ、 後白河の 御 時 兵 革お こりて、 ^^臣 

世 をみ だる、 天下の K ほと/ \. 塗炭に おちに き、 賴朝 一臂 を ふる ひて、 其亂 をた ひらげ たる、 王室 は 

ふるさに かへ るまで なかり しか ど、 九重の 慮 も さまり、 萬 民の 肩 もやす まりぬ、 上下 洛を やすくし、 


東より 西より 其德に 服せ しかば 云々、  - 

と 見えて ぬる こと は、 必ゃ しも 各地 追討の 事の み を 指した のでな く、 國家 統制が 賴 朝の 守護 地頭 制に ょゥ 

て、 復活され た 功業 を 讃美した ものと 推し 得られる ので ある。 

文治 元年 十 一 月 二十 九日の 勅許に よって 成立した 地頭 制に より、 幕府 は それ どれ 家人 を 配置した ので あ 

るが、 その 大多 數は莊 園の 地頭 等の 任務の 實 際に 當 つて 居った 家人が、 從來は その 職務に 關 して、 領主と 

の 間にの み關 係が あつたの が、 この 時から 幕府の 指揮 を 蒙り、 その 地位の 保障 を 受ける やうに なった ので 

あるから、 特別に この 制度の 成立に よって、 幕府が 改めて 各地 方の 地頭 を 補 置す る手續 をと る こと はな か 

つた。 文& 元年の 末に、 賴 朝が 源氏の 氏神 六條 若宮に 土佐國 吾河 郡 を 寄附した こと を、 吾妻 鏡に 記. して 

令. 拜， 一 領諸國 地頭 職-給 之 内、 以ニ 土佐國 吾河 郡-令 V 寄 「1 附六條 若宮-給、 

とい ひ、 又 文治 二 年 正月、 賴朝 がその 妹で ある 一條 能 保の 室の 爲 めに、 備後 信敷庄 等の 地頭 職 を授與 した 

こと を、 同書に  . 

備後信 敷 生 以下 數 箇所 地頭 職、 令い 避， 1 與于彼 室 家-給、 

と 記して. Q る 如き は 特殊の 場合で ある。 同年 二月 七日に 公文所 別當 大江廣 元が、 守護 地頭 制の 樹立 を圖っ 

た 功に よって 肥 後 國山本 庄を與 へられた が、 恐らく 地頭 職の 授與 であらう。 地頭 職 は 一人で 數ヶ 所、 數國 

に 瓦る こと もあった。 賴 朝の 岳父 北 條時政 は、 地頭 補 置の 最初に 當 つて、 七 ケ國の 地頭 職 を 授けられ てぬ 

る。 

かくて 幕府の 家人で ある 武士階級 は、 從來 よりの 地位であった 地頭 職に ついて、 幕府の 保障と 後援と を 
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得、 本家 領家 等からの 壓迫を 徘擊し 得る 力 を 得た ので あるか， ら、 その 得意の 餘り、 その 職務と 定められた 

段別 五 升の 兵粮 米の 徵發 をロ實 として、 不法な 徵發を 行 ひ、 又國衙 • 本家 * 領家 等へ 納付すべき 乃 貢 を 怠 

り 门？ く、 爲 めに 國務が 妨害 を 蒙り、 本家 領 家が 利 權を 侵害され たこと が頻發 する に 至った。 幕府 は 象め 地 

頭の 越權 不法に は 十分に 責任 を 負 ふこと を 明. ら かにした ので、 地頭に 關 する 訴訟 は 總て關 係 者から 幕府に 

提出され た。 文治 二 年 正月に 高 好 山が 寺領の 地頭の 濫 妨を訴 へたので、 北條時 政が 幕府 を 代表して その 狼 

藉 停止 を 沙汰した ことがあり、 又 同じ 頃 肥 後國高 瀨莊の 地頭 狼藉に ついて 院廳 から 時 政に 命が あり、 時 政 

が んで命 を 奉じた こと 等 を 籾め として、 幕府 は 肥 前 國祌崎 庄に淤 ける 濫妨を 禁じ、 故 參議藤 原 光能の 後 

室 比丘尼 阿 光の 訴 によりて、 その 家領丹 波國栗 村庄に 於け る 濫妨を 停め、 又 主 水 司 供御 所 丹 波 國神吉 の 地 

頭 を 同 司の 請に よって 廣 止し、 大神宮 領 の 地頭に 命じて 乃 貢 神 役の 闕怠を 戒める 等、 これ 等の 問題の 應 ？ 3 

接に は 暇の ない 有様と なった。 文治 二 年 三月に 賴 朝の 知行 國 である 下總 • 信 濃 • 越後 三 國內に 於け る莊園 

中に 乃 貢 未 濟が多 かった ので、 公家から は それ どれの 領家 等の 注文 を 集めて 幕府に 移牒し、 催促 すべさ こ 

とを耍 求して 來た。 その 注進の 目錄 によれ ぱ、 乃 貢 未濟の 土地 は 下 總國に 於いて 十四 箇所、 信 濃國に 於い 

て 百 筒 所 近く、 越後 國に 於いて 二十 五箇 所に 及んで， Q る。  ， 

如何に 乃 貢の 沙汰に 當 るべき 地頭に 不法が 多かった か を 窺 ふこと がで きる。 幕府で はこれ に對 して、 幕 • 

府の 分國は 軍旅の 頻發 によって、 乃 貢の 沙汰が これまで は 鬼 角 嚴密に は 行かなかった が、 今年から は征 K 

の 事も收 つたから、 進濟の 期限に 誤 なきやう 沙汰すべき 旨 を、 三月 十三 日に 經 房へ 宛てて 報告し、 諒解 を 

求め、 この 問題 は 幕府の 責任 下に 置く ととした。 幕府 はかくて 地頭の 所 務の責 S を 旣往に 遡らせないで、 


也ャ 淡の 負， を輕. ^する こと を圈 つたので ある。 その 時の 鲁狀 に 

諸國濟 物事、 治 承 四年亂 以後、 至 U 于文治 元年： 世間 不二 落 居： 先 朝敵 追討 沙汰 之 外、 暫不， 及 二 他事-侯 

之，^、 考國之 土民、 各 結，， 兵 之陣； 筌忘ニ 農業 之 勤 「 就レ 中、 關東之 武士、 爲 二手 敵人ハ 數 度合 戰、 

- 都 鄙之往反、 于今挺 S 隙-候、 賴朝 知行 國々、 相模、 武藏、 伊豆、 駿河、 上 總、， 下總、 信 濃、 越後、 

豊後等 也、 被レ 優， 免 去年 以往 未濟物 f 自，, 今年 『隨， ー國々 堪否； 可，， 令， 1 勵濟- 之 由、 所 二 沙汰 候-也、 凡 

P 限，， おも VI 國： 諸國 一 同 可， 事歟、 惣被， 優 二 免 去年 以往 未 濟#ハ 令， 安 n 堵 窮民 ハ 自 -1 今年-有限 濟物、 - 

任，， 先例 ハ 可い 令，， 致 二 沙汰-之 旨、 可，， 被い 下-一宣 旨-候 也、 仍 言上 如い 件、 賴朝 恐々 謹言、 . 

1 二月 十三 日 

とあって、 これに よれば 必ゃ しも 幕府の 分國 のみに は 限ら や、 一般の 地頭へ もこの 原則 を 適用し、. 且つ こ ^ 

の 處置を 行 ふ 理由 を 窮民の 安堵の 爲 めで. あると して、 形式 上 は 地頭の 責任と はしなかった。 これ 等の 地頭 

問題の 處 置に は 本 制の 建策 者で ある 大江廣 元が 主として 局に 當り、 必要な 指示 や 交涉を 諸方 面へ 發 して そ 

の圓 滑なる 實 行を圖 つたが、 院廳を 經て嚴 重な 抗議が 相次で 幕府に 致された ので、 幕府で は その 繁を 緩和 

する 爲 めに、 記 錄所を 朝廷に 設置して その 沙汰 を 行 はし めら れんこと を 求めた。 然るに 院廳 はこれ に應ぜ 

や、 萬 民の 愁訴 諸 國の凋 弊 は 地頭に ありと して、 その 停廢を 要求せられ るに 至った ので パ 幕府 は 責任 上 終 

にこれ を 容れ、 但し 近畿 沒官 領をぱ 除外す る ことと し、 その 交 涉の爲 めに 六月に 大江廣 元 を 出馬せ しめて 

院の當 局と 折衝した が、 終に 應諾を 得られ や、 廣 元が 鎌 倉に 歸 つてから 再び 案 を 練り、 終に 十月に 至って 

i ま呂權 門領の 地頭 を 停止す る ことと して、 漸く 院 との 交渉め 結末 はついた。 院 では 卽時太 政官 符を發 して 


諸随 現在 _ ^反 人の 跡 を 除く の 外、 地頭の 新 儀 を 停止すべき を宣 示された。 かくて 諸國 平均 を 目標と した 地 

頭 制 は 崩れた 形と なった。 但し この 修正案に よって 院宫權 門領の 地頭 職 そのものが 停廢 せられた ので はな 

く、 幕府と 直 屬の關 係が 中止され て、 從來の 如く 本家 領 家の 統制 下に その 職務に 從. 事す る ことにな つた も 

のらし い。 され ばかくして 所謂 地頭の 不法が 根絕 された わけで はなく、 文治 三年 三月に は 伊勢 國の預 所 地 

頭 等の 多数の 武士が、 公卿 勅使の 驛家雜 事 を 法の 如く 勤 仕し なかった との 苦情が、 公家から 幕府へ 移 離さ 

れ、 幕府 は 向後 を 厳 黨に誡 める こと を 以て これに 答へ た。 この 時に 勤 仕 不動 仕の 庄 名と、 その 地頭の 名が 

幕府へ 適 達された。 これによ れぱ勤 仕の 庄は 僅かに 四ケ 所で あるのに 不勤 仕の 庄は 七十 箇所 を 超え、 その 

預所 地頭の 中には 大江廣 元 • 加 藤 I 員 • 山 內經俊 • 中原 親 能 • 後藤 甚淸等 幕府の 錚々 たる 人々 の 名が 見え 

て „Q る。 これ 等の 事情から 察すれば、 地頭 武士の 不法 或は 專恣は 絕對に 消滅す る ことはなかった やうで あ 

る。 .55 に はこれ 等の 事件が 年と 共に 漸減して. Q るが、 これ は 一 つに は 不法 を云爲 する 方の 力が 屈した 爲 

めで もあった らしい。 かくて 地頭 制度に は 形式の 上に 變遷 はあった けれど、 幕府が 家人 を 統制し、， その 利 

權の 擁護 を圆 つた 主意 は 貫徹せられ たので ある。  - 

幕府 は 家人に 對 して 物質 上の 統制 を 行 ふと 共に、 精神 上の 統制 を 併せて 行った。 それ は 所謂 武士道の 赏 

踐を强 調して、 士 心の 統 一 を圖 つたこと である。 武士ん 逼は卽 ち 武士の 社會に 尊重 せられて 來た II- 惯 であり、 

又 道徳であった。 忠節 を 本分と し、 孝 I 返 を 重んじ、 禮儀を 尊び、 廉潔 を 主と し、 質素 を 旨と し、 情誼 を あ 

つくす る こと 等 は、 卽ち 武士の 主 從關係 を 鞏固に し、 且つ それ を 世襲せ しめる 所以であった。 されば 鎌 倉 

慕府の 創立の 頃に は、 これ 等の 道德 • 習慣 を 尊重した 幾多の 佳話が 殘 されて ゐる。 
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，山の 役 に名 春の I 基げ s 那田董 の 忠烈に 對 して、 S が 深甚の 感謝の f 捧げ、 後年 古戰 

跡ヒ 過って その 墓所に 舊功を ん おこと、 又 三浦義 明が 子弟 を勵 まして 賴 朝の 軍に 參加 させ、 八十 歲の老 

嫗を 以て、 ，衣笠 城に 據 つて 忠死を遂 げたの を賞 して、 賴朝は 征夷 大將 軍の 除？ 拜 する に當 つて、 義 

明の 子藝 S て、 藝拜 戴の 榮？ 與へ たこと、 i が薩 暗殺 の計嘗 立てた 折に、 その 雄將たる の 

故 を 以て、. 進んで その 任に 當 らんと する 者がなかった 時、 土 佐房昌 俊が 死 を 決して これに 當 らんと する や 

賴朝 がその 謹の 爲： S 下 雷 中 泉， 與へ、 逢 曾 引見して 賜物の 沙？ 行つ？ と f 幕府が 忠節 

勸 獎の實 例の 二三で あるつな ほ 幕府 は 敵側で あっても 忠烈の 士 はこれ を 賞 讚す るを惜 まなかった。 賴 朝の 

擧兵 以來 の S* 伊 藤祐 泰は、 その 父祐 親が 平 維 盛の 軍に 會 すべく 伊豆の 鯉 名 浦に 船 を泛 ベて、 西 走 せん ク 

とした 時に 捕 へられて、 三 義 澄に 召 預けと なる に 至って、 父が 囚人た るに 子が 賞 を 得る こと はでき ぬと B 

して、 舊 主たる 平氏の 爲 めに 身命 を 捧げたい 旨を賴 朝に 申出で、 賴朝 がその 心事 を 賞して これ. を 許容した 

乙と は、 その 一例で ある。 從 つて 敵に して 欵を 通じ、 その 主を仆 した 如き 者 はこれ を 不忠と して 徘斤 

藤 原 泰衡. の 臣河田 次郞が 泰衡を 殺して 賴 朝の 恩賞 を 求めん とした 際に、 賴 朝は譜 第の 恩 を 忘れて 主人 を 殺 

す は 科 八 虐に當 ると して、 これ を處 刑した の は その 一 例で ある。 

この 幕府の 忠節 勸獎の 方針 は 爾後 蠘續 されて、 諸人に 深く 感銘せ しめる ところが あつたので ある。 承ク 

元年 實 朝が 不慮の 變に 倒れた 折に、 これ を 悼んで 出家した 者 は大江 親廣. 秋 田 景盛ニ 一 階 堂 行 村. カ藤景 

廉 I め百餘 人に 及び、 承久 の變£府|4 政 子の 5  5 氏の 恩 2 感泣し、 擧 つて 幕府の 難 I 

らんこと を 誓った こと、 更に 下って 元弘 三年 五月、 二 都 六 痰 羅の陷 落に 際し、 探題 北 條仲時 以下 宗徒の 將 


士が持 明 院統の 君 を 奉じて 關 東へ 走らん とし、 途次 近 江の 番場 峠で 官軍に ささ へられ、 東 走の 成就し 難 

を 見て、 仲 時 以下 四百 三十 餘 人が 皆 自害して 生前の 芳恩を 死後に 報いん とした 如き、 又 新田 義貞 等の 攻擊 

を 受けて 命 旦夕に 迫った 鎌 倉に 於いて、 執權高 時に 從 つて 居った 數百 人の 家人が 最後の 花々 しい 活躍 を 試 

み、 潔く 主に 泡 じて 淸ら かな 最後 を 留めた 如き は、 主從 間の 忠節の 精神が 如何に 武士の 心に 深く 刻みつ け 

られて 居つ たかを 示す ものである。 

その他の 武士道に 於いても また、 これと 同檨の 有樣を 示して 居った。 かの 曾 我 兄弟が 父の 仇 を 討った 孝 

子の 美 擧に對 して、 賴 朝が 感激の 餘り 兄弟が 母へ 送った 最後の 書簡 を徵 し、 手文庫に 收 めて 永久の 記念と 

し、 又 兄弟の 養父 祐 信に 暇 を與 へ、 所領 曾 我庄の 年貢 を 免除して 孝子の 亡き 跡 を 弔 はせ たの は、 餘り にも 

. 著名の ことで ある。 承 久の變 に 東 士交名 注進 狀を 書して、 鎌 倉 在住の 將士を 官軍に 誇 ふ 計畫を 行った 源 光 § 

行 は、 變後 幕府に 捕 へられて 將 に誅戮 せられん としたが、 この 變に 幕府の 爲 めに 功 を 立てた 光行の 子 親 行 

が、 己が 功に 免じて 父の 罪 を 免 されん こと を 請うた ので、 幕府 は その 孝 志に 感じて その 請 を容れ た。 孝の 

德は 親の 罪 を も 贖 ふ t 十分な もので あつたので ある。 

禮義 情義 質素 等の 勸獎 にも 亦 幕府 は 同様に 力 を 注ぎ、 家人 を 精神的に 統制し、 主 從闞係 を 厚く し、 以て 

その 支持 を 受ける ことができた。 かくして 幕府 は 粉骨碎 身の 勞を惜 まぬ 家人に 對 して は 厚き 愛護 を 加 へ、 

家人と その他との 間に 起る 紛爭に 際して は、 家人の 庇護に 全力 を 傾注した ので ある。 


五、 幕府の 機構の 變革  • 

賴 朝が 15- 氏の 嫡充 として、 その 家人 を 統制す る こと を 以て 眼目と した 幕府の 機構 は、 正 治 元年 正月 賴朝 

の 薨去 を 機と して、 早く も變 革を來 すに 至った。 建久六 年の 賴 朝の 上洛 以後 は 政治的 事變 の勃發 がな く、 

從 つて 幕府 自體に は 何等の 變革 も動搖 もな く、 保曆間 記に は 世間 無爲 なりとの 評語 を 揭げて わる 位で あつ 

た。 然し 幕府と 政治 分野 を分擔 した 公家 政治の 實 質が 建 久七 年の 政變 によって 俄然 ー變 し、 その 結果 幕府 

の 政治 分野に も少 からざる 影響を及ぼし、 終に 幕府の 機構にまで 變革を 生ぜし める ことと なった ので ある。 

建久七 年の 政 變は關 白 兼實の 失脚であって、 卽ち 幕府と 政治 分野 を 協定した ー擔當 者の 沒落 であり、 幕府 

が 定めた 政治 分野の 破壞 である。 これによ つて 慕 府が擔 任して ゐる 政治 分野に 如何なる 變化を 生やべき か、 ^ 

俄かに 豫斷を 許されぬ ものが あった。 

親 は 驚くべき 政略 的 手腕に 長 じた 人で ある。 その 權 勢の 樹立の 爲 めに、 故 後白河 法皇の 院政の 方針 を 

践 承し、 院の 舊臣を 糾合し、 法皇の 鍾 愛の 皇女 宣陽 門院 を 以て 勢力の 策源地と した。 建久六 年に 御 誕生の 

. 後鳥羽 天皇 第一 皇子の 外祖父の 地位 を 得る に 及んで、 宮廷との 連絡 を 固め、 建 久七年 十一月に 關白 兼實ー 

. 家 を 廟堂から 退け、 與黨 である 前 關白墓 通 を 還 任し、 自己の 地盤 を 建設す ると 共に、 慕府の 耳目で ある 京 

都 守護 一 條高能 (能 保の 嫡子〕 を 參議に 任じ、 能 保の 聲西園 寺 公 經を藏 人頭に 擧げ、 一 面 は 幕府に 好意 を 表す 

る 形， にと つて、 その 疑惑 をく らます 巧妙な 策 を 講じた。 幕府 は 自己に 不利な この 事情に 對 して、 機宜の 處 

置 こ？ 1 る ことができなかった のみなら や、 翌八年 十月に は 能 保が 薨 じたので、 幕府の 京都に 於け る 出先の 


活動に 期待が できぬ やうに なった。 

この 機に 通 親 は 外孫の 登極 を計畫 し、 外祖父と して 廟堂の 實權を 握らん とした。 幕府 は 京都からの 本 問 

題に 就ての 誌 解の 要求に 對 して 不赞成 を 表明し、 幼 主の 登極 は 現狀に 於いて は 適切で ない との 理由 を 以て 

したが、 朝廷 は 更に 大江 公朝 を 鎌 倉に 特派され、 後鳥羽 上皇の 院政の 行 はるべき こと を 以て、 幕府の 不餐 

同 を 抑へ、 建 久九年 正月に 土 御 円 天皇の 踐 ft 、後鳥羽 上皇の 院政と なった。 通 親 は 自ら 院別當 となって 內. 

院の全 櫂 を 掌握し、 當時源 博隆と 呼ばれる に 至った。 幕府の 京都 守護た る 高 能 は、 この 年の 九月に 薨去し 

たので、 幕府 は 京都の 情勢 を牒 知す る 有力な 機關を 失った 観が あ. ：o、 從 つて 京都の 情勢に 對 して 頗る 不安 

を 感じた。 依って 幕府 は 失脚した 兼實を 後援して、 その 地位 を 復活 させ、 一旦 協定の 成立した 公武 政治 分 

野の 崩壞を 防がん とした。 その 具體 策と して、 幕府 は 將軍賴 朝の 上洛 を 企てた が、 間もなく 正 治 元年 正月 ^ 

十三 日に、 賴 朝が 病. V 以て 薨 じたた め、 實 行に 至ら やして 止んだ ぱ かりで なく、 賴 朝の 後 をつ いだ 嫡子 賴 

家 は、 元老 宿將に 制せられて 幕府の 統制 を 行 ふ 十分な 手腕 を 持たなかった ので、 幕府の 內 部が 一時 混亂狀 

態に 陷り、 家人 統制の 機能 も 亦、 從 つて 圓 滑に 行 はれ なくなった。 この 機に 京都で は 幕府の 混 亂に乘 じて、 

挑戰的 態度 を 漸次 現す に 至った から、 幕府の 地步は 大いに 寒心すべき 狀 況に陷 つた。 

京都で は 故 能 保の 近親 西 園 寺 公經を 始め、 藤 原 保 家 • 源隆保 等の 幕府に 緣の ある 者 は、 この 形勢に 少か 

らゃ 不安 を 感じ、 配下の 將士 中原 政經 • 後藤 甚淸 • 小 野 義成等 は、 適 親の 術策が 幕府に 迫りつつ あるの を愤 

り、 賴朝薨 後の世 上の 動 搖に乘 じて 通 親 襲擊を 企てた が、 却って 通 親に 機先 を 制せられて 失敗した。 幕府 

は 通 親等の 要求に よって 中原 親 能 を 京都に 派遣して その 善後 處置 にあたら せた。 かくて 兩 者の 間の き定に 


よって 政 經等は 鎌禽に 送還され、 その 父子 合せて 七 人が 解官 され、 源 隆保は 土 佐に 配せられ、 公經は K 御 

廐 別 當を罷 めら れ、 又甚淸 は讃岐 守護 を 止められた。 この 守護の 改 任は賴 家の 代と なって 公家の 要求に よ 

り 行 はれた.^ 例と して 注目され てね る。 かくて 通 親の 權威は 益.^ 熾と なり、 正 治 元年 六月に 通 親は內 大臣 

となった。 

賴 家は嗣 立の 時 は 年少 氣鋭、 豫 てから 將 軍の 嫡子と しての 地位に 誇 を 有して 專恣な 行動が 少く なく、 そ 

の 室の 實家 である 比 企 氏 を 始め、 近侍の 數 人を寵 して 幕府の 諸 元老 諸將を 制せん とした。 賴 朝の 岳父と し 

て賴 朝に 敬 重され た 北 條時政 さへ も 實名を 呼び捨てに される 有檨 であった から、 元老 諸將を 始め、 幕府の 

當局 者の 感情 を 害した ことが 少 くなかった。 北條 氏は賴 家の 態度に 不 满を懷 くと 共に、 賴 家の 岳父 比 企 能 

員に 幕府の 實權が 移らん とする を 忌み、 賴 家の 母 政 子等と 謀り、 政 子の 命と して 正 治 元年 四月 十二 日に、 

賴 家の 訴 論に 關 する 專決を 停止して、 北 條時政 • 同義 時 • 大江廣 元 • 三 善 善 信 • 中原 親 能 • 三 浦義澄 • 八 

田 知 家 和 田義盛 • 比 企 能 員 • 藤 九 郞蓮西 • 足 立 遠 元 • 梶原景 時 • 藤 原 行政 等の 元老 宿將の 群議 を 以て 決 

裁す る ことと して 賴家を 制せん としたが、 必ゃ しも その 效 果なく、 人心 は 自ら 不安と なった。 

かく 將 軍の 威厳が 配下の 諸將に 制せられる ことと なった から、 幕府の 諸將 統制 は圓 滑を缺 かざる を 得な 

くな り、 有力な 諸將の 間に 軋 鑠が發 生した。 正 治 元年の 末に 前代 以來の 權臣侍 所所 司 梶原景 時と、 元勳の 

一 人 結 城 朝 光との 間に 衝突が 起った。 朝 光 は 三 浦 義村を 味方と して 景 時の 奸邪 を排擊 する こと を高唱 し、 

千 葉 常 風 • 三 浦義澄 • 畠 山重忠  < -. 小山 朝政 • 和 田義盛 . 比 企 能 員 • 葛 西淸重 • 小 田 知 重 等の 巨頭 六十 有餘 

人と 對景時 同盟 を 組織して 連判し、 景 時の 罪狀を 幕府へ 訴 へた。 景時は 終に 幕府に 叛き鎭 西 管領の 宣旨を 


賜 はった と號 し、 所領 相模ー 宫を發 して 西 上 を 企てた が、 正 治 二 年 駿河淸 見 關で敗 死した。 かくて 速 かに 

局 はついた が、 これによ つて 家人の 統制 力が 崩れた 幕府の 弱點が 暴露され たこと となった。 

この 爲 めに 幕府 は 公家 或は 幕府に 不満な 方面から 乗ぜられる ことが 頻出す るに 至った。 朝廷で は 正 治 二 

年 四お 十五 日に 後鳥羽 上皇が 御鍾 愛の 第三 皇子 を， 皇太 弟に 冊立せられ たが、 幕府 はこれ について 何等の 交 

涉 も 受けなかった。 これ は 先例に 違 ふこと で、 幕府の 威 櫂が 輕視 された ために 外なら なかった。 ついで 

この 年 七月に は 淡路. 阿波. 土 佐 三國の 守護 佐々 木經 高が、 國 司の 命 を 用 ひす、 また 京都 を騷 がせた ため 

に、 幕府 は その 處罰 を院廳 から 綾 達された。 この 時 幕府 は、 經 高が 拔 群の 功臣の 故 を 以て 百方 救 解の 途を 

講じた が、 終に 院廳 の强耍 によって その 守護 職 を 停止せ ざるの 止むな きに 至った。 

かくて 幕府の 威嚴の 失墜した のに 乘じ、 平氏の 舊臣城 長 茂 は 建 仁 元年 正月に 兵 を 京都に 動かし、 京都 守 I 

備の 小山 朝政の 三 條東洞 院邸を 襲 ひ、 上皇の 御所 ニ條 殿に 迫って 賴家 追討 宣旨を 要請した。 爲 めに 京都市 

中 は大混 亂に陷 り、 幕府に 緣 故の ある 西 園 寺 公 經等は 兵亂を 避けん として 狼狽 を 演じた。 然し やがて 長 茂 

は 朝政 等の 爲 めに 追 はれ、 宣 旨の 降下 は 得られ や、 大和の 吉 野に 出奔して 終に 誅滅 された けれど、 幕府と 

して は^の を 問 はれた 形であった。 

北條 氏が 企てた 賴家 制御の 手段 はさした る效杲 なく、 賴 家の 常軌を逸した 行動に 對 して 幕府の 當局者 は 

大いに a 盧 した。 正 治 二 年 十二月に 賴家は 政所から 諸 國の田 文を徵 し、 無雙の 算術 者 源 性に 命じて 計算 さ 

せ、 洽承 • 養和以 來の戰 功に よって 幕府から 與 ベら れた新 恩 地の 中、 五 百 町 を 超 ゆる もの を收 めて、 これ 

を寵 K に頒與 すべき こと を 令した。 これ は 家人の 向背に 關 する 重大問題で あるので、 政听 別當廣 元は 大に 


^さ 宿老 を會 して 評議した 結果、 三善康 信が 賴家を 諫止して、 漸く この 命令 を 無期延期 とする 事 を 得た。 

されば 氏の 家人 統制 を 以て 股 目と する 幕府の 當局者 は、 こ の 事態に 就て 深甚の 考盧を 費さざる を 得な か 

つた。 建 仁 二 年 七月 賴家は 征夷 大將 軍に 拜 せられた が 翌年 春から 病 を 得た。 . 

北 條氏は 自家の 幕府 內に 於け る 地位 を 保持す る ことと、 幕府の 存立の 安全 を 圖る爲 めに、 時 政 は 政 子と 

謀って 賴 家の 權を 削ぎ、 實權 を北條 氏に 收 める 策 を 講じ、 賴 家の 重病 を 機 會に建 仁 三年 八月に、 賴 家が 隱 

退して 關西 三十 八 箇國の 地頭 職 を 弟の 千 幡に讓 り、 關東 二十 八 箇國の 地頭 職と 總 守護 職と を 嫡子の 一幡に 

繼 承させる 案 を 立てた。 これによ つて 賴 家と 北 條 氏との 間に 衝突が 起り、 賴 家の外 祖比企 能 員 は 賴家を 後 

援 しで 北 條 氏お 除かん としたが、 九月に 却って 敗 死した。 ここに 於て 北條 氏は賴 家を廣 元の 邸に 移して 出 

家隱退 させ、 千幡を 擁立して その 旨 を 京都に 報じた。 依って 朝廷 は 千 幡に實 朝の 名 を 賜 ひ、 直ちに 征夷 大 

將 軍に 任ぜられた。 幕府 は 十月に 北條 氏の 名 越 第で 實 朝の 元服の 儀 を 擧げ、 ついで 政所 始を行 ひ、 時 政 は 

廣元 と共に 政所 別當 となった。 當時 この 職 をば 一名 執 櫂と 暴した。 かくて 北條 氏が 執權 をして 幕府の 機務 

を 握り、 創業 以來の 幕府の 政治 を 維持 せんとした。 旣に 九月 十日に 時 政 は 自己の 署名 を 以て、 諸家 人に 所 

領 安堵の 令を發 し、 家人の 統制 を圖 つた。 

時. 政 • 廣 元の 兩執權 は 幕府の 政治 を圓 滑なら しめる 爲 めに 考慮 を 加へ、 前 將軍賴 家の 鎌 倉 在住， を 以て、 

家人 統制 上に 害 ある ものと 認め、 九月 二十 九日に 賴家を 伊豆 修禪 寺に 移し、 從來の 近 の 出入 を嚴禁 した 

がな ほ 不安 を 感じ、 翌元久 元年 七月に 密かに これ を 殺した。 一方 幕府 は 公武 政治の 協調 を 圖る爲 めに、 賴 

朝の 時の 例 を 追 ひ、 一 險高 能の 薨後缺 員と なって 居った 京都 駐在の 幕府の 出先の 役 を 再建す る ことと し、 
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^@仁三年十《:ニ日に時政の後妻牧氏の女婿で賴朝の猶子でぁった平賀朝雅を京都に派出し、 西國 の詣士 を 

從 へ て 警備の 任に 就かし めた。 幕府に とっての 强敵通 親 は 前年 十月 二十 二日に 薨去し、 その後 は 後鳥羽 上 

皇の 院政が 漸く その 實ナど 擧げる ことと なり、 その 最初の 人事と して 藤 原 氏 氏 長者と 『門覽 の 宣下と が 行 はれ、 

通 親の 擁立した 某 通が 返いて 兼實の 嫡子 左大臣 良經が これに 任ぜられた ので、 廟堂の 外形 は 幕府に 好都合 • 

となった。 ス-れ ば 在京の 平 賀朝雅 の 威權も 自ら 盛と なり、 能 保 以来と 稱 せられた。 牧氏は その子 女 を 京都 . 

の給紳 家に 嫁せ しめ、 朝雅は 常に 院 御所に 候して 公武 間の 重要な 聯絡に 當り、 曾て 協定 せられた 幕府の 政 

治 分野.^ -擔 任した。 元久 元年 正月 平氏の 殘黨が 伊賀 伊勢に 蜂起す る. に 及び、 朝雅は 兵を發 して 伊勢に 進み、 

僅かに 三日 を 出で や して 平定の 功を收 め、 功に よって 伊賀 伊勢 兩國の 守護と なり、 その 威 權は赫 々たる も 

のとな つた。  ^ 

,4. くて 京 鎌 倉との 關 係が 緊密と なり、 公武の 關 係が 順境に 進んだ 機に、 實 朝の 婚姻の 議が 起った。 實朝 

に は 妻と して 兼てから 候補者と なって 居った 足利義 兼の 女が 沙汰 止みと なり、 實 朝の 希望に 從 つて 京都の 

^紳 家坊門 信淸の 女が 撰ばれた。 元久 元年 十二月に 信 淸の女 は 鎌 倉に 東 下して 婚儀が 行 はれた。 當時院 の ， 

當局は その 斡旋に カを盡 し、 殊に 上皇の 御寵 厚い 藤 原 兼 子 は 自己の 中 山 第から 發 足せし める 等、 最も 盡カ 

すると ころがあった。 この 緣& は必 ャしネ 幕府の 當局 者の 歡迎 した ことで はなく、 實 朝の 京都 憧憬の 希 

から 成立した ので ある、 かくて 京 鎌 倉の 關 係が 緊密に なった ため、 京都 風の 文弱な 氣 風が 漸次 鎌 倉 武士の 

社會に 注入され る やうに なった。 これによ つて 武士道の 本質が 破壞 され、 家人の 統制 上に 重大な 支障の 起 

もんとす る こと を、 幕府 は 最も 憂慮した のであった。 然し 一方から 見れば 幕府の 中心 は 旣に將 軍から 離れ 


て！ 涨植ヒ ，y,-v^ に 多った のである^ら、 實 朝と 慕 府とは 寧ろ 別箇の 存在の 如くに 取り扱 はわた 觀カ あっ^ 

執權 北， ほ 氏に は 時. 蚊の 後妻 牧 氏の 勢力が 漸次 ® となって、 牧氏は 時 政 を 籠絡し、 慕 府の權 勢 を その 血族 

の 手に 移さん こと を 企て か。 かくして 牧 氏の 辛辣な 手段 は 相つ いで 講ぜられた。. 元 久ニ年 六月に 牧氏は 女 

婿 朝雅と 相容れなかった 畠 山 重忠を 除き、 ついで 閏 七月に 實朝を 除いて 潮雅を 以て これに 代 へんと 企てた。 

政 子は義 時と 共に 繼 母の 陰謀 を牒 知し、 機先 を 制して 實朝を 擁護した ので、 時 政 は 終に 出家して 牧 氏と 共 

に 伊豆に 隱 退し、 その 計畫は 全く 失敗に 歸 した。 これによ つて 義 時が 父の 職 をつ いで 執 櫂と なり、 在京の 

朝雅を 殺して 牧 氏の 勢力 を r 掃した。 .  、 

義 時の 櫂 略よ 父に 越え、 將軍實 朝が 幕府の 家人 卽ち鎌 倉 武士と その 立場 を 異にした のに 乘じ 前 f の 遺 

志 を P. 承して、 幕府の 實權を 執 櫂の 掌 裡に收 める ことに 力 を 用 ひた。 實朝 は元久 元年 七月に 安藝 國壬 生庄 爿 

地頭 職の 相 論に 關 する 同國の 守護 宗孝 親の 注進 狀に 就いて、 時 政.. 廣元 等の 陪席に て、 裁許. V」 下した こと 

が 政 tl 聽斷の 初めと 稱 せられ、 この 後 政務の 聽 斷に與 つて はゐ るが、 然し 元來 京風お 喜び 和歌 蹴 鞠の 道 を 

嗜 むこと が 深く、 幕府 家 入の 本領で ある 弓馬の 道に ついては 特に 意 を ^ ふること がなかった。 承 元三 年に 

義 诗の& ^によって、 小 御所の 東 庭で 和 田 常 盛 等の 武士 等 をして 射藝を 催さし めた" この 折義時 .廣 元が 

互 ひに 諷諌の 詞. V 進め、 武藝を 事と して 朝廷の 警衞に 任す る こと を 本領と する のが 幕府の 長久た る 某で あ . 

る 所以 を說 明した ことがあ つたが、 然し 赏 朝の 意 は變ら なかった。 建 保 元年 九月に 長沼宗 政が 直言して、 

當代 者、 K= 歌 鞠- 爲， 業、 武藝 似， 廢、 K 女性- 爲公 K、 勇士 如， 一 無 之、 又 沒收之 地 者、 不 k, レ充 n 勳功之 

族-多 賜， -靑女 等： 所謂 榛谷四 郞重朝 遺跡、 給 11 五條 局： 以， 一中 山 四 郞重政 跡： 賜， ー下總 局-云々 


というて： Q る。 幕府の 家人の 心が 實 朝から 離れつつ ある こと は 漸次 明瞭と なった。 北條氏 はこの 氣； 連 を 利 

用す る こと を 怠らなかった。 

幕府の 首長と して 相應 しくない 實 朝の 行動 は、 北條 氏の 爲 めに 壓迫を 受けて、 自ら 自棄 的に なった 故で 

あると 傳 へられて ぬるが、 これ は事實 らしく、 北條 氏の 專恣を 知る もの は、 必 やし も實朝 一人で はな かつ 

た。 北 條氏も 亦 この 實情を 知って 居った。 されば 自家の 反對 分子 を徘 除して 權カを 確立す る. しとに 專 念し、 

建 暦 二 年 十二月に は、 泉親衡 が故賴 家の 子 千 手 を 擁立して、 北 條氏を 除かん とする 計畫を 偵知し、 これ を 

未 凝に 抑へ たが、 親衡の 一味 僧 安念の 自白から、 侍 所別當 相田義 盛の 一族 義直. 義 重. 服 長 等が これに 關 

係の ある こと を 知り、 この 問題 を 利用して 和 田 氏に 壓迫を 加へ、 終に 和 田義盛 を激發 させた。 建 保 元年 五 

月、 北 條氏は 和 田 氏の 軍と 鎌 倉の 各所に 戰 つて 終に 義 盛を仆 し、 義時は 侍 所 別當の 要職 を 併せた。 この頃 I 

となって は實 朝は將 軍の 名義 を 保持す るに 止り、 母の 政 子が 實權を 占め、 幕府の 重要 政務 は 義時： 廣元兩 

政所 執 櫂の 審議 を經 て、 政 子の 決裁に よって 行 はれる 形と なった。 

赏 朝に は 婚姻 後久し くな つても 實 子がなかった ので、 執 權北條 氏は將 來の將 軍に 就て、 膝 密裡に 計畫を 

立て、 公武 關 係の 圓滑裡 に 幕府の 地位 を 安全に する 手段 を 攻究し、 皇族. を 奉戴して 北條氏 自ら 幕府の 實權 

を 掌握す る 機構 を 案出した。 この 爲 めに 義時は 建 保 六 年 正月に、 政 子に 弟 時 房と 政所 執事 二階 堂 行 光と を 

隨行 せしめて 京都に 派遣し、 後鳥羽 上皇の 院の當 局と 皇族 奉戴に 關 する 交 涉を行 はせ た。 政 子等 は 表面 熊 

野參詣 等の 名義 を 以て 微行で 入京し、 上皇 院政の 有力な 參畫 者で ある 藤 原 兼 子と 面接し、 極 祕裡に 皇族 將 

軍の 束 下 を 密約した。 この 時 兼 子 は その 養育し 奉って 居る 上皇の 皇子 冷泉 宮を その 候補 t 擬 して、 斡旋の 


？ 2 べき こと甚 つた。 かくて 將 軍の 後 繼 についての 慕 府の豫 定計靈 定まつな 源氏 を 中心とした 

幕府 は 北條氏 中心と 改まり、 源氏の 家人 は 慕府の 方針が 一 賞して 變更 せざる ことに 安 意し、 執權の 命令に 

R して 賴 朝の 恩 遇に 報いん とする 態度 をと つた。 この 情勢から a れば、 幕府の 家人 は源賴 朝に 從 つたと い 

ふより は、 賴 朝の 定めた 家人の 櫂 益 保 謹の 方針に 從っ たやう である。 首長 は 如何に 變 化しても、 賴 朝の 方 

針に 從ふ 者で あれば、 賴 朝の 遺業 を紹述 する 者と して、 その 統制 下に 屬 する を 甘んじた やうで ある。 - 

執 權の權 勢に 手足 を 拘束され た 將軍實 朝 は、 官途の 昇進 を 唯一の 望と し 急速な 立身 を 遂げた。 建 保 六 年 

正月に 櫂大 R 言、 同 三月に 左近衞 大將、 同 十二月に 右大臣に 進み、 翌承久 元年 正月に 右大臣 拜賀の 儀 を 鶴 

岡？ s§ に 行った 折に、 賴 家の 遺子で 鶴 岡 八幡宮 寺別當 である 公 曉の爲 めに、 父の 仇と して 刺殺され た。 こ 

の 事 變は義 時が その 背後 を 操った ものと 稱 せられて 居り、 事變の 善後策 は 敏速 巧妙に 處理 され だ。 かくて む 

幕府 は旣定 計畫に 基き、 二月 十三 日に 二階 堂 行 光 を 京都に 派遣して、 幕府の 宿老 家人 連署の 奏狀を 持參さ 

せ、 後藝羽 上皇の 皇子 六 條宮雅 成 親王. 冷泉 宮賴仁 親王の 中 御 一方 を 奉戴 せんこと を奏ュ ^ せしめた。 同時 

に實 朝の 凶變 によって、， 發生 せんとす る 恐れの ある 異變 に對 する 備へ として、 義時は その 妻の 兄 伊賀光季 

を 京都 こ 弦 遣し、 ついで 廣 元の 一族 親 廣をも 亦 派遣して 京都の 守護に 任じ、 京都の 出先き を强 化した。 乙 , 

ま實 朝の 仆れ たこと により、 その後 繼者 たらん とする 陰謀 者の 策動に 備 へたので あって、 旣に實 朝 死後 

旬日 を 出で やして、 源氏の 血緣 者で ある 阿野 時 元が 駿 河に 兵 を擧 げた ことがあ つたので ある。 時 元は 賴朝 

. の 異母 弟 全 成の 子で、 幕府の 爲 めに 間もなく 處 分され た。， 

慕 府の 奏請に 接せられ 院 では、 K  二月 一日 ^仙ぎ に 評定 を 行 はれ、 幕府の 希望す る 兩宮の 中の 御  一 i.- 


は必ゃ 下向させる が、 今 の， 事で はない 旨 を 行 光へ 囘 示せられ た。 行 光は豫 期に 反した ことに 驚き、 急 

使 .ケ- 鎌 倉に 送って 指 示 を 仰いだ。 行 光からの 急報 を 受けた 幕府 は、 早く も院 の 形勢 が變 つたこと を 直覺 し、 

院の眞 意 を 探究すべく 行 光へ 命を傳 へたが、 期待した 皇族 將軍は 全く 望が なくなった。 ついで 翌 三月 八日 

に 院使內 蔵 頭 藤原忠 綱が 鎌き に 到着し、 翌日 政 子の 邸に 臨んで 實朝 薨去 弔問の 勅旨 を 傅へ、 ついで 義 時と 

會 見して、 攝津國 長江 /會橋 兩庄の 地頭 改 補の 命を傳 へた。 その 理由 は 同 庄の領 家で ある 院の 女房 伊賀 局 

龜 菊が、 地頭が その 命に 從 はぬ こと を、 院に訴 へた 爲め である。 義時は その 間に 複雑なる 事情の 存在す る 

こと 推測して、 院 旨に 卽答 避けて 暗に 拒否の 意. を 示した ので、 忠綱も 亦 幕府の 意向 を 推知し、 急速に 

囘 答すべき 旨 を 約して 歸洛 した。 慕府は 元老 諸 將を政 子の 邸に 招集して、 地頭 罷免の 院旨を 拒む こと を 決 

し、 その 理由と して、 賴 朝の 特に 勳功 賞と して 賜與 した もの は、 さした る 罪科な くして は 改易し ない 原則 § 

による ものと した。 かくて その 奉答の 爲 めに 時 房 を 特派し、 附す るに 一千 騎の隨 兵 を 以てした。 かくて 皇 

族 將笨の 束 下と 地頭 罷免と は 全く 解決の 途を 失った。  , 

然し 慕 府は將 軍の 後 織 者 を 急速に 決定して、 家人の 統制 を圖る ことが 急務であった から、 三浦義 村の 發 

?i によって 皇族 將軍 奉戴 案 を 撒囘 し、 當時 左大臣 藤 原 道家が 賴 朝の 妹の 外孫に is り、 源氏と 血 緣のキ るの 

を 斑 由と して その子 を迎 へる ことに 決し、 命 を 在京の 時 房に 傳 へて 院に請 はしめ た。 院 では 將 K 後繼 問題 

に 就て、 再び 忠綱を 御 使と して 鎌 倉に 派遣せられ、 別の 院旨を 示して 幕府の 賛同 を 求められた。 その 詳細 

は傳 はって 居らない が、 要するに この 問題の 遷延 策に 外なら なかった ものら し .，6。 依って 幕府 は その 主張 • 

を枉 げや、 道家の 末子で 外祖父 公經の 許に 養 はれて 居った ニ歲 である 三 寅が 選ばれて、 六月 三日に 院の德 \ 


許 を 蒙り、 二十 五日に 時 房 以下 多數. の 將士に 擁せられて 京都 を發 し、 七月 十九 日に 鎌 倉に 到着した。 力く 

て 幕府よ 名義 上の 主 を 得た ので、 直ちに 政所 始の儀 を あげ、 三 寅の 幼 冲の間 は 政 子が 簾 中に 於て 是非 を聽 

斷し、 義 特が將 軍の 事 を 奉， 行す る ことと 定めた。 かくして 執 櫂の 櫂 限 は 公式に 定まり、 三 寅の 緣故 によつ 

て 幕府 は九條 道家 及び 西 園 寺公經 との. 連絡 を 緊密と なし、 折から 危殆に 進みつつ あった 公武 關 係に 善 處す 

るのに、 少 からざる 利便 を 得た。 ，  . . 

, 六、 武家政治 分野の 確立  - ♦ 

幕府. ま その 政 冶 分野 を 定めて 公家と 協定 を 遂げ、 相互に 侵害 を 防いで その 實績を 擧げる ことに 努力し、 

文 冶 • 建久の 交に 一時 その 工作が 成立した ので あつたが、 幕府の 要求に 應諾 したの は、 時の 關白九 條兼實 ^ 

を 首と する 一部 だけであって、 その他 は 慕府の 武力 を 憚って 表面 異議 は 呈出し ない ものの、 決して 容認し 

たので はなく、 ただ 雌伏した に 過ぎなかった ので ある。 されば 幕府 は 公家の 一部に 危險 性の ある こと を認 

め、 京都に 代表者 を 派出し、 警衞の 美名の 下に 監視の 任に 當て、 常に 情報 を 接受して 居った、 され ぱ 公武 

の 關係は 頗る 不安定な ものであった、 その 不安の 狀態は 積り 積って 遂に 承 久の變 となった。 

幕府 劍 立の 當時、 後白河 法皇の 院は、 幕府の 權を 抑へ てこれ を院の 自由 操縱 下に 置かれん とし、 義經等 

を 利 一川して 線 種企畫 された が、 カ及ぱ すして 效杲 がなかった。 源 通 親が 法 A の 崩 後院の 方針 を 織 承して、 

幕府の 勢力の 延長で ある 兼實 一派 を 退け、 後鳥羽 上皇の 院政 を 輔佐し 奉って 漸次に 幕府へ 働き かけ、 慕府 

の ii© を 一 時 混&狀 態にまで 導き、 慕府 をして 俄かに その 對策を 立てる こと を さへ 不可能に 陷 らしめ た 


然るに 建 仁 二 年 通 親 は その 事業の 中道に して 夭折し、 その後 は 後鳥羽 上皇の 院政が 實镇を 擧げる やうに な 

つた。 上皇の 御 方針 は從來 の院の 方針と 同様で、 その 終局の 目的 は 幕府 を仆 して、 院の絕 對權を 確立 されん 

みする にあった。 その 手段と して は 院は從 來直屬 の 兵士であった 北面の 外に、 新たに 西 面 を 作り、 實 朝の 夫 

人お 公家 社會 から 送り、 幕府の 要求した 將 軍後繼 者に は 皇子の 中 を 以て 充てられる 案 等 を 立てられ、 幕府 

4- 院の令 下に 移し、 全國の 武士 を院 の直屬 とすべく、 總 ての 行動 を統 一 して 漸進され た。 されば 院と 幕府と 

は早晚 衝突 を 起さざる. -.. - 得ざる 勢と なって 居った。 二 代將軍 以後 幕府の 內 部に 紛爭が 絕ぇゃ 起った こと を、 

院 では 正に 乘 やべき 好機と 觀 測され た。 實 朝が 望んだ 官途 を 思； 5 のま まに 遂げ しめられ たの は官 打ちの 爲 

めで あると 稱 せられ、 從 つて 實 朝が 暗殺され たこと は、 院 から は 望外の 幸であった 觀が あり、 將軍實 朝の 

仆れ たこと に 依って 幕府 は 自然 倒 壞に歸 する ものと 推察せられ た。 爲 めに 幕府の 奏請に かかる 皇族 將軍を § 

抑留し、 却って 地頭 罷免の 提議 を 幕府に 送って、 その 威力の 强 弱の 程度 を觀 測せられ たかの 如くで ある。 へ 

この 院の慕 府に對 する 觀 測に は 重大な 誤算が あった。 幕府の 統制が 完全に 執 櫂の 手に 歸 した ことと、 諸 

國の 武士が 喜んで 舊の 如く 幕府の 統制に 服し、 忠實に その 任務に 從 つて 居る ことと が、 院 側に は 十分に 諒 

解され なかった。 これ は 公家 社 會が緣 故の 遠い 武士 社 會の眞 相 を 把握し 得なかった 爲め である。 故に 院の 

期待した 幕府の 自然 倒 壞は實 現せす、 院 よりの 提議 は 幕府の 強硬な 反對を 招き、 將 軍の 後 繼者は 幕府の 敏 

速な 處 B によって 確定し、、 幕府の 存在 は 永遠に 繼績 されん とする 情勢 を呈 する に 至った。 英明に まします 

上皇の 左右に は錚々 たる 輔翼の 臣僚 もあった けれど、 北面の 武士 や 近侍の 僧俗の 間に は、 功名心に 燃え、 

且つ 幕府 乃至 義時 等に 對 する 私怨から、 院宣 宣 旨の 威力 を賴 み、 義 時に 代って 權を 握らう とする 野心家 も 

V  、 


少く なく、 かかる 不純の 徒輩の 策動に よって 時局の 正視が 妨害され、 終に 統制の とれない 創 幕 計 畫の實 行 

となった ので ある。 院司籐 原 光親の 如き 達 眼の 士は、 討幕 計畫の 無謀な こと を 察し、 百方 その 抑止に 努力 

し、 諷諫の 奏狀を 奉る ことが 十數囘 にも 及んだ のであった が、 一人の «議 を 以て 多数の 野心家の 策動 を 抑 

へる こと は 不可能と なった。 光親 は 終に 計畫の 成らざる を 知りつつ、 院旨を 奉じて その 計 畫に與 つたので 

ある。 吾妻 鏡に は 「忠臣 法諫而 隨レ之 謂歟」 と 讃美の 詞を呈 して 居り、 光親と して は實に 悲壯な 決意と 忠誠 

の 赤、 ひと を 以て、 上皇の 戲旨を 遵行した ので ある。 

院の. 討幕 計畫の 要旨 は、 北面の 武士 を 以て 作戰 上の 主力と し、 これに 公家 社 會に緣 故の ある 社寺の 制 人 

僧兵の 力 を 加へ、 在京の 慕府 方の 將士 はでき 得る 限り 誘致し、 これに 應ぜぬ ものに は實 カを發 動して 幕府 

の 勢力 を 一掃し、 宣旨 院宣 を 諸 《 の 武士に 下して 北 條義時 を誅滅 させよう とする にあった。 その外 援 とし M 

て は 社寺に 於け る 祈 禱が大 い. に 期待され た。 要するに 幕府の 統制 下に ある 武士の 離反に 依って、 功 を收め 

ん とする にあった。 かくて 承久 三年 五月 十五 日に 義時 追討の 院宣 宣 旨が 澳發 され、 同日 誘致に 應じ なかつ 

た 京都 守護 伊賀光季が 官 兵の 攻擊を 受けて 敗 死した ノ 院宣 宣旨は 各地の 幕府の 守護 地頭へ 配付され、 特に 

鎌 倉 在住の 三 浦 氏 を 始めと する 幕府の 元老 諸將へ は、 特に 院使押 松が これ を 携行して 傳 達した。 かくて 所 

謂 承 久の變 となった。 

義時 追討の 宣旨 として、 今日に 傳 へられて 居る ものの 本文 は、 次の 適り である 

.VP- , , し 柬海、 東 山、 北陸、 山陰、  - 

右 辨官下 五畿內 諸國喊 i、 扉 海、 宰府、 

應 i. 令 K 追 n 討 陸 奥 守 平義時 朝臣 身ハ 參，， 院廳- 蒙 ，裁 斷 國 庄園 守護 人 地頭 等 事、 _ 


右、 t^: 大臣 宣、 奉， 勅、 近 曾 稱，： 關東之 威 敗 1 亂， 一天 下 之 政務つ 縫雖， 帶 n 將軍 之名ハ 猶以在 二 幼稚 之 齢 

然間彼 義時朝 tor 偏假， 言詞 於敎 命： 恣致， 一 裁斷於 都鄙 (剩耀 二 己威ハ 如 J ，皇 憲；. 論 二 之 政道-可， 謂 二 謀 

反 f 早 下，： 知五畿 七道 諸國 r 令， 追，： 討 彼 朝臣 f 兼 又、 諸國 庄園 守讒人 地頭 等、 有 下 可 JSii 言上-之 旨 h 各 

參，： 院廳 「宜， ン  1 二 上奏 『隨 聽斷、 抑國宰 幷領家 等、 寄- r 事 於綸繂 f 更勿， 致 n 濫行 f 繂 是嚴密 不二 違 越- 

者、 諸國 承知、 依つ W 一行， 之、 

承久 三年 五月 十五 日  大史三 善 朝臣 

大辨藤 原 朝臣  . 

また 院宣と して 傅 へ られて 居る ものの 本文 は、 次の 通りで ある。 

被，. 院立， 僻、 故 右大臣 驛去 後、 家人 等 偏 可 > 仰-一 犁斷- 之 由 令 V 甲、 仍義時 朝臣 可， 爲ニ 奉行 仁- 歟之由 思 食 S 

之 .诞、 三代 將軍之 遺跡、 稱 x_ 無レ人 レ. 于 11 管領 f 種々 有 二 申 旨， 之 間、 依い 被レ 優二勳 功之 職 f 被い 迭二攝 政 子 

息， 畢、 然而 幼齢 朱識之 間、 彼 朝臣 亩 f 二 性 於 野心 f 借 ニ權於 朝威ハ 論 11 之 政道 r 豈 可い 然乎、 仍 自今 以後、 - 

停， 朝臣 奉行，. 併 可 ノ_ 決 襟： 若不， 拘， 1 此 御定ハ 猶有 11 反逆 之 企-者、 早 可， 須 n 其 命 f 於 11 殊功 之 

W, 者、 可 加， 1 褒美， 也、 宜， 令， 存， 1 此旨 1 者、 院宣 如.， 此、 悉， 之 以狀、 

承久 三年 五月 十五 日  按察使 光親 奉 ， 

その 服 目と すると ころ は、 北 條義時 を仆す ことと 共に、 諸國 庄園の 守護 人 地頭 等 を院の 統制の 下に 置く こ 

とに あった こと は 明瞭で ある。 

院に 於け る 討幕 計畫 は、 幕府が 一半く その 周密な 偵察 網に よって 窺知す る を 得た のであった。 幕府の 派遣 


した SIS 守き 始め、 謹， ％ム經- 一條 能 保の 遺跡 等 は その 有力な .i であって、 院 中に S が 召さ 

Hi 一 報 ま、 京都 SS 光季が 五月 十五 曰 午前に 發し I 飛脚が、 十九 曰の 正午に ii 達し、 ^ 

^降下と 光季 譲との 報 は、 公經 の 看 三 I 衡が發 した 十五 曰 午後 京 都發 の 急使に 一よ 卜つ 一て E は"" 

正午 適 き|府§ 管れ、 つ 5S ，暴し S 保の 孫賴 氏 は 急遽 京 S し、 二十  一 ^午£ 。ナ 

の 第に 馳せ 着いて、 その 目撃した 詳報 S へた。 かくて 幕府 はよ く 京の 眞相を 塞に 知る こと 力で きブ 

この 祭 幕府が 最も i したの は飄 人が 宣 S5S しても、 な S の 如く 幕府の 統制 下に 止まる や 

杏 や S であった。 元老の 三 霞 村が 率先して 異心？ こと を誓 つたこと は、 幕府の 大いに 安 意した とこ 

！! クで きたと る。 この 家人の 統制 If からしめ S やに、 擎は卽 8 家人 を 招き、 秋田景 . 

f 命じて 幕府の s 深ま」 と を f  、 逆臣 si 言に よって 非義の 響の 降下き つたこき 傅へ、 各自 

その 囊を定 むべき こと を曹 しめた。 諸 將士の 中には 事の 意外に 驚き、 去就に 5 者 もあった やうで あ 

るが、 政 子の 巧 ま fi かされて、 一同 幕府の 難に當る べき こと t つたので、 荏苒 曰 基る は士心 

の 一 突き 4 れ ありと し、 大江廣 元の 讓に より 軍兵の 西 上策 を定 めて、 直ちに 舊の 武士 を徵 集し 

*| の 兵數 が 尙少？ あつ £ も 拘 はら SS 動せ しめ S で、 主將泰 f  二十 一 曰の 夜 f  S 發し 

二十 五日の 曉 までに、 諸蕈は 東海 東 山 北陸 三 道に 分れて 逐次 出發 する ことと なり、 幕府 は 家人の 矿. -に混 

亂を 起させぬ やう 周到な 配慮 を 行った。  ^ ト、、 

この 時 各地 方の 守護 地頭 等 は、 何れも 討幕の 令 を 受けた が、 すべて 幕府の 統制に 服して、 i タの 命令 

は 終に 3 まった。 但插へ は 院宣の S 五 人 ま 51 れ ま、 守 III はこ ss を 斬つ 


て 反抗の 態度 を 示し、 爲 めに 國 tS: の 官軍 方に 襲擊 されて、 一時 山中に 難 を 避けた が、 遂に 西 上の 幕軍に 參 

加した。 また 甲斐の 武田. 小 笠原兩 氏も宣 旨の 使 を 斬って 幕軍に 加 はった。 諸 画の 守護 地頭が かくの 如き 

態度 を 執った の は、 實に 幕府の 統制 策が 宜しき を 得て 居った に 外なら なかった のであって、 旣に 勝敗の 數 

は 定まった 觀 があった。 

幕軍の 京都 侵入に より、 院 では 義時 追討の 宣旨を 召 返し、 この度の 企 は 一部 謀臣の 計畫 であって、 歡盧 

に 出た ので はない 旨を宣 示せられ、 向後 は 諸事 幕府の 申請の ままに 宣下す べしとの 院旨を 幕軍に 傳 へられ 

た。 院の 計畫は 全く 失敗に 歸し、 幕軍の 主 將泰時 • 特 房 は 京都 六 波羅の 南北 居 館に 駐屯して、 院 旨に 從っ 

て戰 後の 善後 處 置に 着手し、 敗 殘の官 兵の 追 捕と 合戰の 張本人の 逮捕 を 行 ひ、 幕府の 指令 を 仰いだ。 この 

際に 當 つて 官軍 方の 處 置と 朝廷の 改造と が」 緊急 を 要する 事項と して 幕府が 第 一 に 着手した ものであった。 I 

官軍 方の 處 置に 就て は 大江廣 元が 文治 元年の 先例に 據 つて 作成した、 原案 を、 六 波羅に 移牒して 機宜の 處置 

を 行 はせ た。 慕府 のこの 方針 は 極めて 寛大で、 戰の 目的 は旣に 達した ので あるから、 處分は 可及的 小範圍 

に 限 局し、 以て 人心の 動搖を 防がん とした。 殊に 官軍に 屬 した 者の 中には、 四圍の 事情 餘儀 なく 加 はった 

者、 また 强 制されて 止むな く 身を投じた 者が 多かった。 京都 守護 大江 親廣の 如き は、 院 側の 强耍 によって 

止むな ぐ 官軍に 加 はった のであった。 され ぱ 主謀者と 目した 朝臣 武士 等の 數人 はこれ を誅戮 したが、 多く 

は追窮 しなかった ので、 當時 四面の 網の 三方 を 解いた 寬 大な處 分で あると、 世の 賞 讚 を 博した 位であった 

とい はれて ねる。 殊に 朝臣 等の 誅戮に は、 人心の 動搖を 防ぐ ために、 鎌 倉へ 護送す ると 稱し. 、 順次 警固 

の 武士 を 添へ て 京都 を出發 させ、 東 下の 途次 便宜の 場所で 誅 した。 ただ 幕府の 恩顧 を 受けた 家人で ありな 
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がら、 幕府に 反 杭した 武士に 對 して は、 弓馬の 途に 背いた 者で ふるとして、 これ を 京都市 中で 誅歡 し、 幕 

^^の眞意が那邊にぁるかを明瞭にして、 家人 統制の 一助と したので あった。 されば 官軍の 殘黨の 逮捕の 爲 

めに 兵 を 動かした の は 京畿の 一 部分で、 その他 はた だ 四 國の河 野 氏の 爲 めに 伊豫の 武士 を 動かした に 止つ 

た。 官軍の 主將で 逐電した 藤 原秀康 • 大內 惟信 等に 對 して は嚴 重な 追跡 を 行 ひ、 惟信 を 寬喜ニ 年に 捕へ た 

の を 最後と して、 處分を 全く 完了した。  . 

朝廷の 改造に 就て は、 向後 幕府が 再び かかる 危險に 曝されぬ やうに 善處 する の を 主眼と した。 先 づ後鳥 

羽 上皇の 院攻を 停止し 奉り、 平氏、 の 先例に倣って 上皇 を 京 外の 鳥 羽 殿に 移し、 上皇の 御 兄 入道 行 助 親王に 

懇願して 政務 を 請 ひ 奉り、 從來 政務 は 在位の 君の 尊族が 統べられた 慣習に 從 つて、 行 助 親王の 第三 子 茂 仁 

王の 登極 を圖 つた。 七月 八日に 行 助 親王 は 院政.？ 視給 ふこと となった ので、 これより 幕府 は 行 助 親王の 院 ； 3 

政と 速 絡して、 朝廷の 改造 を 進めた ので ある。 但し 院政 は讓位 後の 上皇の 視給ふ 例であった のが、 この 際 

に は その 御 資格 を 有せられる 上皇の まし まさなかった 爲 めに、 皇位 を踐 まれない 行 助 親王が、 皇位に 最も 

r 御血緣 である こと を 理由と して、 政務 を 請 ひ 奉った ので、 幕府の 專權 によって 行 はれた 事で ある こと 

は勿；^£でぁる。 かくて 七月 九日に 仲恭 天皇 は遞位 あらせられて 茂 仁王が 踐； g せられた。 卽ち 後堀河 天皇で 

ある。 行 助 親王 は閏 八月 十六 日に 太 上 天皇の 尊號を 蒙り 給 ひ、 後高倉 院と 申された。 院は事 變の後 を 受け 

られ たので、 人々 の 嘲 なきやう にと 善政に 戲盧を 注がれた ので あるが、 諸事 幕府の 意向に 據られ ざる を 得 

なかった ので、 いは ば その 院政 もた だ 名のみ の 有樣で あ つ た。 

院政の 更新と 共に S 政の 交替 を 行った。 時の 攝政は 幕府に 緣 故の あつい 九條 道家で あり、 討幕 計 畫には 


© 外 者で はあった が、 廟堂の 責任者であった 關係上 任を辭 し、 代って 近 衞家實 が 任に 就いた。 これ は單に 

家格の 順序 を 追うた までであった。 幕府 はこの 事變に 際し、 その 身 を 顧み や 幕府の 爲 めに 援助 を惜 まなか 

つた 西 園 寺 公經に 感謝す ると ころ あつく、 公經を 後援して これに 廟堂の 實權を 握らせ、 幕府の 爲 めに 盡カ 

A- 求める 方針 を 定め、 閏 十月 十日に 大臣の 缺が 出來た 折に、 推擧 して 大臣に 任じ、 その 地歩の 確立に 力 

の 及ぶ 限り 援助した。 されば 公經の 勢力 は 满廷を 傾け、 事實 上の 關 白であった。 幕府 はかくて 西 園 寺 家と 

協調して、 公武 政局の 分野お 守って 自己の 安全 を 期す る ことと した。 

幕府 は 後鳥羽 上皇の 院政 を 停止して 戰爭の 終局の 目的 を 達した が、 更に 保 元の 例 を 引いて、 上皇お 始め 

事變 に御國 係の 上皇の 御子、 順德 上皇 丄ハ條 宮雅成 親王 • 冷泉 宫賴仁 親王 を 京 外に 移し 奉り、 承 久の變 の 

再發を 未 前に 防止 せんとした。 かくて 後鳥羽 上皇 は 鳥 羽 殿で 出家 せられて 隱岐國 へ、 頃德 上皇 は 佐渡國 へ、 M 

六條 宫は但 馬に、 冷 5^ 宮は備 前に 移り 給 ひ、 幕府 は 各 その. 地の 守護に 警固を 命じた。 後鳥羽 上皇の 御子 土 

御門 上皇 は、 事 變には 全く 局外で あらせられ たので、 慕府は 何等の 奏請に も 出でなかった が、 上皇 は 御 孝 

心 深く、 父 皇の京 外に 遷られ 給 ふに 獨り晏 然と 都に 在る に 忍び やとて、 幕府の 諫奏を 返け 給； 3、 御 心に 任 

せて 土 佐の 畑に 移られた。 然し 幕府の 奉仕 は 自ら 他と 異にして、 やがて 土 佐の 守護より 奉 待に 不便な りと 

の 報告 を 得て、 幕府 は 負應ニ 年に 都に 近い 阿波に 遷幸 を 促し 奉り、 阿波 守護 小 笠 原長經 をして 土 佐から 奉 

迎 させ、 阿波 在住の 家人に 令して 御所の 修造 を 行 はせ た。 

幕府 は 承 久事變 の 官軍 方の 處分 として 責任者の 處分を 行 ふと 共に、 關係 者の 所領 を沒收 して その 赏 力の 

俐 殺 を 講じた" 後鳥羽 上皇の 御 管領 地 は廳分 御領 七十 九ケ所 • 安樂 壽院領 四十 八ケ所 • 歡喜 光院領 二十 六 


ケ所 • 蓬 花 心 院領十 五ケ所 • 智惠 光院領 五ケ所 * 眞如院 領十ケ 所 • 弘誓 院領 八ケ所 • 禪林寺 今 熊 野 社領三 

ケ所 • 新 御領 ニケ所 • 京 御領 二十 一ヶ所. 御 祈禱所 四ケ所 等の 莫大な 數に 達して 居った。 幕府 はこれ を收 

めて 後高倉 院 へ進獻 したが、 必要の 際に は 幕府が 使用し 得る 櫂 利 を 留保して、 院 御領の 進 止 櫂 を 握り、 公 

家の 經濟に 干 涉の鑰 を 握る ことと した。 その他 官軍 關係 者の 所領 は 六 波羅に 命じて 鋭意 調査 を 急がせ、 約 

三千 餘 箇所 を發見 する ことができた。 依って 幕府 はこれ を沒收 し、 戰 役に 對 して 祈 禱の功 を あげた 諸 社 及 

び 有功の 將士へ 賞 賜した。 八月 七日に 伊勢 大神宫 に 伊勢 安樂 村 井後 村 を、 豊受宮 に 同 國葉若 西 園の 兩村 を、 

鶴 岡 八幡宮に 武藏矢 古 宇 鄕司職 を、 歌 訪宫に 越 前 宇津 目 保 を 寄進した の を 始めと して、 諳將士 に廣く 授賞 

した。 但し これ 等の 沒收地 は 短時日の 調査に かかり、 且つ 當 時の 所領 關係は 頗る 複雜 であった から、 調査 

の 遺漏 及び 誤謬 は 免 かれ 難い ことであって、 一 旦沒收 した もの も 錯誤であった ものが 少 くなかった。 幕府 

は銳意 審議 を盡 して、 誤謬の 訂正 を 行った。 海 龍王 寺 領河內 國若江 郡 八 尾 水田 若干が 京方の 江 則 光の 所領 

に 接して 居った ため、 誤って 沒收 され、 尾 張 住人 中島 宣 長が 官軍 方と 誤認され て 領地 を沒收 された こ と 等 

があった。 これ 等 は 調査 完了 次第、 舊 主に 返付した。 

幕府 は從來 地頭 職の 得分 は 各地の 習慣 を 尊 直した が、 承久 度の 恩賞と して 交附 した 地頭 職に は、 負 應ニ 

年に 得分 を 劃 一 にす る 制. V 立て、 莊 公田 畠 十 一 町 毎に 一 町 を 以て 得分と し、 且つ 一 段別 五 升の 加徵 米を充 

てること とし、 ついで また 山手 川 手は領 家と 折半せ しめる ことと した。 從來の 地頭 職に 比して その 得分 率 

は 多く、 從 つて 幕府 はこれ を 新 補 地頭と 呼び、 從來の 本 補 地頭に 對 して 區 別して 取り扱 ふこと とした。 か 

くて 幕府 はこの 事變 によって 地頭 を 補 置す る 場所 を擴大 する ことができ、 從 つて 幕府の 勢力 を 一 層 諸方に 


徹底させる こと を 得た。 但し 文治 初 度の 地頭 設置の 折と 同檨 に、 地頭の 濫妨 事件 はこの 折に また 頻出し、 

^府は 貞應ニ 年に 新 描 地頭の 所 務の非 達 を、 諸國の 在廳に 命じて 取締 を 行 はせ、 又 所領 關 係に 大變化 を 生 

じた 機會 に、 土地の 領有 狀況を 明確に する 爲 めに、 實地 調査の 要 を 認め、 貞應 年間に 諸 國の撿 注 を 開始し、 

田^！田の數、 本 所領 家 地頭 等 を 注進せ しめた。 この 注進 狀を太 田 文と 稱 した。 現存して ゐる淡 路國の 太 田 文 

は 桌應ニ 年 四月 附の 注進で、 莊園は 初 度の 立 券に 從ひ、 國領は 現在の 文書に 據り、 在廳官 人が 注進 奉行と 

なり、 偏頗の ない こと を 神明に 起請した 旨を附 載して ゐる。 かくて 隱蔽 された 土地 を 知る こと もで きた。 

儉 注ば 大事 業で 一朝に して 完成 せらるべき もので はなく、 數年を 要した ものら しい。 元 仁 元年に 幕府 は 上 

野に 吏 鼠 を. 派して 撿注を 行 はし， めて ゐる。 恐らく この 事業の 一部で あらう。 

戰役後 新 補の 守讒 にも 戰 勝の 餘 威から、 自ら 越權ゃ 不法 行 爲が少 くなかった。 幕府 は その 統制の 爲 めに 

貞應ニ 年 四月に 守護の 所務を 定め、 匁 傷 殺害 入 等の 處 分に は、 莊 園で は莊 司に 牒 して 犯人の 引渡 を 受けて 

處斷 し、 ra 衙 領は儉 非違 使に 委任して 關係 しない ことと し、 ついで 翌年に は 犯罪 人の 所有物の 沒收の 方法 

を规定 し、 その 割合お 領家 或は 國 司が 三分の 二、 地頭 は 三分の 一と 定めた。 かくして 幕府の 守護 地頭の 櫂 

限が 確立した ため、 奸 邪の 輩 は その 領所を 名義 上 武士に 寄附し、 その 威力 を 借りて 非望 を 遂げよう とする 

に 至った ので、 幕府 は 家人が かくの 如き ことに 干與 する を 禁止し、 貞應ニ 年 八月に は 所領 地の 訴訟 寄附 出 

* 等に 關 して、 武士の 口 入 を 絕對に 禁止す る ことと 定めた。 

かくて 事變は 幕府に 權カを 一 層 確立す る機會 を與 へたので あるが、 京都の 情勢に 對 して は 幕府 はな ほ愼 

重な 考暖： を 加へ ざる を 得なかった。 この 事變が 大事に 至った の は、 一つに その 派出-た 京都 駐 剳の 代表者 
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のー權 能が 虽大 でなかった 爲 めに、 事前に 適宜の 處置を 講じて 未然に防 遏 する ことができなかった のに あつ 

た。 よって 幕府 は 京都に 於け る 代表者の 櫂 能を大 にして 京都 を威壓 せしめ、 一朝 事 あるに 際しても 鎌 倉の 

手 を よさ や、 獨 力で 處 置せ しめ 得る ことと した。 依って 戰後六 波羅に 駐在して 諸般の 經 營に當 つた 泰時 • 

時 房 を そのまま 引き つづいて 駐在 させ、 京都 內 外の 警備と 朝廷の 監視と に 任じ、 ついで 三 河 以西の 諸國の 

統籍に 任じ、 重要な 事件 は 幕府の 指令 を 仰がせた が、 小事 は專行 させ、. 幕府 は 六波羅 所管 內の 各地 方への 

命令 は 六 波 羅を經 由す る ことと した。 六 波 羅の首 腦者は 後世に 至って 探題と せられ、 その 地位の 重要性 

は 執 權に亞 ぐ ものと し、 北條 氏の 一門が これに 當る 慣例と なった。 

七、 執權 中心の 政治機構  .  S 

執權 政治 i 礎の 確立に 成功した 執 權義時 は、 承 久事變 後三年に して、 元 仁 元年 六月に 卒去した ので、 

嫡子 泰 時が 招へ 叩 を 受けて 時 房と 共に 京都から 鎌 倉に 歸り、 政 子から 義 時の 後 をつ ぎ 軍營の 後見と して 武家 

の 事； V 執行すべき 命 を 受けた。 泰時 はこれ を 大江廣 元に 諮り、 廣 元から 卽 時の 就任 を 要望され て 終に 命に 

從ひ、 時 房 は 連署と して 泰時を 輔佐す る ことと なった。 六 波 羅へは 後任と して 卽時、 泰 時の 午 時 氏と 時 房 

の 子 時 ® と を 派遣し、 幕府の 首腦 部の 更迭 をば 急速に 終了した。 これ は 當時義 時 卒去の 機に 義 時の 後室 伊 

貿 氏が、 その 實 家の 政所 執事 伊賀 光宗と 謀り、 その 所 生の 政 村と、 その 女婿 藤 原 實雅と を 擁し、 實 雅を將 

軍^ 政 村 を 執 櫂と し、 光宗に 幕府の 實權 を收 めさせる 陰謀が めぐらされ、 世情が 不安定であった ためで あ 

つた。 泰時は 伊賀 氏の 勸誘を 受けた 三 浦 氏を說 得して、 その 陰謀 を 未然に 抑へ、 1 宗の住 を 解いて 二階 堂 


行 * を 以て 代へ た。 これ は北條 氏の 內， U で、 第二の 牧 氏の 事 變と いふべき ものであった。 

時 は 伊賀 氏 事件の 結末 を機會 として 執 櫂の 地位 を 確立し、 北條 氏の 一門と 明かに 區別 する 一方 法と し 

て、 執權に 家令 を 新設し、 尾 藤 景綱を 以て これ を 補し、 家 務の條 々を 規定した。 翌嘉祿 元年 六月に 三 寅の 

後见 である 政 子が じ、 ついで 翌 七月に は 大江廣 元が 卒した。 三善康 信は旣 に承久 三年に 卒し、 幕府 創業 • 

當 初からの 宿老が 悉く 世 を 去って、 執權泰 時の 長上 又は 先輩と して、 泰 時の 行動に 制 肘 を 加 ふる 者が 全く 

ff、 泰 時の 自由な 手腕が 縱 横に 活躍し 得る 時機が 到來 した。 ここに 於て 泰時は 幕府の 本來の 性質 を 

某 本と して、 諸 制の 整備 を 企て、 武家政治の 意義 を 一層 明らかにせん としたの である。 

幕府 は豫め 政治の 蓮 用に 關 する 規定 を 設ける こと はなく、 必要に 應 じて 時々 發 令し、 公平 を 主眼と して 

家 入の 統率に 雷って 來 たので あるが、 公武の 政治の 分野 は 法的に は 明確に 定まって は 居ら や、 又 時には 櫂 g 

SI に 依って、 幕府の 存立 を圖 つたこと も少 くな く、 同一 事情の 事件が、 必 やし もー樣 に處斷 されなかった。 

然るに 承 久の事 變を經 て、 幕府の 甚礎、 卽ち執 櫂の 地位が 鞏固と なった ので、 家人の 統制 を 中核と する 政 

治 組織 を 確立し、 その 方法と して 施政 上の 原則 を 明確に し、 これによ つて 公平の 裁 斷を行 ひ、 世の 信望 を 

得る ことが 幕府の 永遠の 計と 見做され るに 至った。 よって 泰時は 執 櫂の 地位 を 確保し、 人心 を 新たに して 

幕府の 機構 を これに 應ぜ しめ、 以て 諸 經營の 規準 を 定めん とした。 されば 泰時は その 就職の 第一 年で ある 

元 仁 元年 十二月に、 政道 興行の 目的で 明 法 道の 目安 を閲覽 したが、 爾後 毎朝 一 囘閲覽 して 施政の 資 とする 

ことにした。 尋 で嘉祿 元年 九月に 三 浦 義村ニ 一 階 堂 行 村 等の 元老と 凝議して その 諒解 を 得た 上、 諸 奉行 

入 を 召集し、 泰時 自ら 諸人の 賢愚に よって 進退 賞罰 を 行 ふべき こ. とを宣 示し、 執 櫂が 事實上 幕苻の 統理者 


である こと を 明らかにした。 ついで 幕府の 外形 を 改めて 人心 を 新たに せんとし、 幕府の 移徙 を計畫 して 新 

館 を 宇都 宫比に 管み、 十二月に 幼 主 三 寅 を 擁して ここに 移り、 その 翌日に は 速 署時房 を 始め 中原 助 R. 三 

浦義村 ニー  階 堂 行 村 等を會 して 大番の 制 を 設けた。 これ は賴 朝の 時に. 當 番と稱 して、 一箇月 或は 二 筒 H を 

限って 營 中に 勤番した 制度に 倣って 定めた もので、 最初 三 寅の 下向の， 當初 は、 その 居所に 近い 東 小 侍に 着 

到す る 制 を 設け、 西 侍に は 勤番 を 設けなかった ので あるが、 古例に 背く との 理由で 時 房 以下 要路の 人々 に 

名 を 進めし めて 門々 の警 固に 任じ、 遠江國 以下 十五 ケ國の 家人 等に も、 一年の 中分 限の 多少に よって 勤 

仕 させ、 名代 をば 西 侍に 進めて、 非常時に は 幕府の 四方 を 固めて 警戒に 當る こと を 任と させた ものである。 

ついで 泰時は 執權の 職務 を 輔佐す る爲 めに 執權の 顧問 を 置く ことと し、 中原 師 員. 三浦義 村. 二階 堂 行 

村 • 中條 家長 • 町 野康俊 •  二階 堂 行 盛 • 天 野偷赏 • 後藤 基 綱 • 太 田康連 • 佐 藤 業 時 •  « 籐長定 の 十 一 人の § 

宿老 及び 政務 擔， 任の 有力者 を 以て 評定 衆と し、 政所に 出仕して 執 權速署 と共に 重要 政務の 評議に 1 ら せる 

ことと した。 嘉祿 元年 十二月 二十 一日に 行 はれた 評議 始が、 この 評定 衆の 初 度の 會 合であった やうに 思 は 

れる。 かくて 從來の 政所 • 問 注 所 は 主として 政治 事務 を擔 任し、 政治的 諸 策と 重要な 裁判と は 評定 衆の 議 

に 衣って 定められる ことと なった、 これ は 幕府の 職制の 上に 於け る 著しい 變 革であった。 され ぱ 評定 衆 は， 

執 權速署 につぐ 重職で、 爾 來北條 氏の 一族 及び 大 江. 淸原. 中原 ニニ 善 •  二階 堂 等の 政務に 練達した 家柄 

の 人々 が、 これ を 世襲す る ことと なって 幕府の 末年まで つづき、 建 長 元年に 引付 制が 新設され た 時には 

評定 衆の 中から、 その 頭 を 兼ねる ことと なった。 評定 衆の 定員 は 漸次 增 加して 一時 は 十五 六 人に 及んだ こ 

とが あり、 文 永 三年 三月に は 結番の 制が 定められ、 三番に 分れて 每月 三日 勤務す る ことと なった き 定^ 


の. 邠？ 1 事項 は？ S 府 の篾耍 行事、 家人の 統制、 重要な 訴訟の 審理 等であって、 その 評議の 場所 は 評定 所と S 

ひ、 執權 連署が 出 座 するとと もに、 政所 • 問 注 所の 當 局が これに 參與 したので ある。  ， 

幕府が その 創業 以來 取り扱った 政務の 主要部 は、 守護. 地頭の 職 權に關 する 問題と 土地に 關 する 問題と で 

あって、 幕府に 提起され た 訴訟 も 亦槪ね 守護 • 地頭と 土地關 係との 問題であった。. 守護 • 地頭 は 幕府の 甚礎 

的の 制度で 政務の 全般と 關係 すると ころが 多く、  土地 は當時 生產の 基礎で あり、 殊に 家人 は 所領の 領有 

がその 資格の 一とな つて 居った から、 土地 は總 ての 方面から 最も a 要視 され、 從 つて 土地に 關 する 係爭問 

題は殆 んど絕 える ことがなかった ので ある。 されば 泰時は 幕政 を圓 滑に 進行 させ、 且つ 幕府の 方針で ある 

公平 を 徹底させる 爲 めに は、 從來 その都度 慣例 を 調査して 裁決して 來た 方法 を 改め、 豫め 成文法 を 作成し、 

これ を もって 有司の 裁決に 當 つての 規準と させる ことの 必要で ある こと を 認識し、 泰 時は數 年に 直って 行 W 

つた 飢饑救 濟に關 する 緊急 處理を 終了した 負 永 元年 五月に、 この 意向 を發 表して 成敗の 式條の 起草 を 評定 

衆 「一一 蕃康 速に 囑し、 法 橋 圓全を 以て 執筆と し、 拮据 整理の 結果、 八月 十日に 五十 一箇 條を脫 稿せ しめる こ 

と 得た。 式目 追加に よれば、 淸 原敎隆 • 圓全 • 矢 野 偸 重 • 太 田康連 • 佐 藤 業 時 • 齋藤長 定の六 人が 各 私 

宅で， 草した もの を 持ち 合 ひ、 取捨 改定して 五十一 グ條に 整へ たとい ひ、 又 平 林 治德氏 所藏の 御成 敗 式目に 

よれば、 淨圓 • 藤 原 業 時 • 三 善康連 • 藤 原甚綱 • 行然 • 三 善 倫 重 • 同康俊 • 行 西 • 藤 家長 • 三 浦義村 • 中 

原師 a  . 北 條泰時 • 同時 房の 十三 人が 各 意見 を 提出して 編 4g した も、 ので あると 傳 へて- Q る。 これ を @ 成敗 

式 0 と 名 づけた。 或は 年號 によって 貞永 式目と もい ふ。 泰時は 式目の 成立に 先立ち、 評定 衆を會 して 政道 

に 私な さ を 誓 はせ、 式目の 蓮 用 を有效 ならし めんと した。 


式目の 精神 は、 制定 者で ある 泰 時が、 六 波 羅の重 時に 與 へ-た 式目 を說 明した 書狀 によって 知る ことが で 

きる。 その 大意 を あげれば 次の 如くで ある。 

この 式目 は 成敗 すべさ 條々 を窨き 記した 目錄 である。 政道の 要 點を擧 げた ものである 爲め、 執 肇者は 式 

條と名 づけん としたが、 事々 しい 名で ある 故、 式目と 名 づけた。 式目の 各條は 道理に よって 立てた もの 

で、 その外に は 特に 據る ところ はない。 成敗の 體を 定め、 入の 高下に 拘ら や、 公平に 裁許したい 爲 めに、 

豫め これ を 定め、 理の 曲直に 依ら や、 當事 者の 强弱 によって 裁許が 異ならん とする の を 防ぐ にある。 律 

令 格式が 從來國 の 法規と なって ゐ るお、 武家の 中で これ を 知る 者 は、 百 千の 中に 一人 もない 位で あ 

知ら やして 犯した 罪 を、 知ら^ 法 を 以て 處分 する こと は氣の 毒で ある。 故に 文盲の 徒と 雖も よく 思慮し 

#ら 2 やうに、 この 式目 I めた ので ある。 賴 朝の 時代に は 法令 i つて 成敗す t とはなかった。 S 

要するに 家來 がま 入に 忠を 致 じ、 子が 親 に孝 墓し、 妻が 夫に 從 順で あり、 人々 が 心の 曲れ S 捨てて 

直き こと を 得れば、 自ら 庶民 は 安堵し 得られる ので ある。 この 式目 はこれ を勸 める 爲 めの ものである 

卽ち 律令 各 式 等に は 準據せ や、 賴 朝以來 漸次 武家の 間に 作られた 慣例と、 簡明な 道理と を 基本と して 

五十一 グ條に 集約した もので、 頗る 實際 的に 作られた ものである。 泰時は 律令と 比較して、 漢字と 假名の 

相 1 が あると 斷 言 して. Q る 

式目の 內容を f れば、 一は 紳 社の 修理 を 怠ら S 鱧 を專ら とする こと、 二 は 寺 塔の 修審 事の 勤行に 

從； 3、 寺 用 を 貪る 輩 等 は 改易すべき こと、 三 は諸國 守護 人の 奉行に 關 する ことで、 大番 催促 • 謀叛 殺害 人 

等 を 沙汰し、 顧 司. 地頭の 職權を 犯さぬ こと、 四 は 守 接 は恣に 罪科の 跡 を沒收 すべから ざる. -と、 五は餘 


H の 地 年貢 を 抑留. すべから ざる こと、 六は國 司. 領 家の 成敗すべき ものに 幕府 は干涉 せざる こと、 七 

は 歴代 將 の 給 興した 所領お 改補 する 場合の こと、 八 は 土地の 知行 は 二十 箇年 を經れ ば、 理非 を 論ぜ ゃ改 

替 すべから ざる こと、 九 は 謀反 入の 處分法 は 時宜に 鹿 やべき こと、 十 は 殺害 匁 傷者の 罪科の ことで、 復響 

者の 罪 は 父祖に も 及ぶ こと、 十一 は 妻が 夫の 罪に 坐して 所領 を沒收 される の は、 夫の 罪科が 謀反 殺害 强盜 

等の K 科で ある 場合に 限る こと、 十二 は 惑 口の 咎の 重き は 流罪た る こと、 十三 は 人を毆 打す る咎の 種類が 

沒收 流罪 禁錮 等で あ， る こと、 十四 は 代官の 罪が 主人に 懸る 場合の 規定、 十五 は 謀 書の 罪科に 對 する 刑罰の 

髓類、 十六 は 承 久の變 後の 沒收 地の こと、 十七 は 承 久合戰 の 罪科 は 父子 各 別なる こと、 十八 は 女子に 讓與 

した 所領 を 父母が 返還 を 求め 得る 場合の こと、 十九 は 恩顧 を 蒙った 者が 本 主の 子孫に 違背した 時 は、 所領 

沒收し 得る こと、 二十 は 所領 を 譲られた 子が 死去の 際 は 父母の 管理と なること、 二十 一 は 妻妾 は 重科で S 

離別した のでな けれ ぱ、 そ， の 領地 は 夫に 取 返されな いこと、 二十 二 は 所領 配分に ついての 規定、 二十 三 は 

女子の 養子の こと、 二十 四 は 亡夫の 所領 を領 する 寡婦が 再嫁 すれば、 亡夫の 子に 所領 を 返すべき こと、 二 

十五 は關 すの 家人 は 朝臣 を聲 とする も、 所領の 公事 は 免れ 得ない こと、 二十 六 は 子息へ 譲った 所領の 安堵 

は 父母の 任意で ある こと、 二十 七 は未處 分地の こと、 二十 八 は虛言 讒訴の 罪の 重い こと、 二十 九 は 本の 奉 

行人 照いて 訴訟 を 企つ ベ からざる こと、 三十 は 問 注を遂 ぐる 輩 は 裁許 を 待た や 櫂 門の 書 狀を執 進す ベ か 

ら ざる こと、 三十 一は 奉行の 偏頗 を訴 へる 罪の こと.、 三十 二 は 盗賊 惡黨を 所領 內に隱 すべから ざる こと、 

三十 三 は强竊 ニ盜の 罪科の こと、 三十 四は畜 通の 罪の こと、 三十 五 は 召 文に 應ぜ ざる 時の 處罰 のこと、 三 

1. 六 は 境 相 論の こと、 三十 七は關 東の 家人 は 京都に 申請して 官を 望まぬ こと、 三十 八 は 敷地 頭が 所領 內名， 


主 職 を押妨 する を禁 やる 乙と、 三十 九 は官爵 所望の 肇は 幕府， の 擧狀を 申請すべき こと、 四十 は鎌會 中の， 

徒 は恣に 官位 を爭 はぬ こと、 四十 一は 奴婢 雜人所 生の 男子 は 父に、 女子 は 母に 屬 すべき こと、 四十 二 は 百 

姓 逃散の 時、 恣に 妻子 を 抑留し 資財 を 奪取るべからざる こと、 四十 三 は 知行と 稱 して 他領 を 掠奪す る 者 は、 

所領 を沒收 して 遠 流に 處 すべき こと、 四十 四 は 同僚の 罪科が 判定され ぬ 以前に、 その 所 帶を競 望す ベから 

ざる こと、 四十 五 は 罪科 を 乱さ やして 所 職 を改替 すべから ざる こと、 四十 六 は 所領 得替の 時、 新 司の 成敗 

すべき は所當 年貢に 限るべき こと、 四十 七 は 知行せ ざる 所領 文書 を 他人に 寄附す る もの は 追 却す る こと、 

四十 八 は勤勞 或は 動 功に よって、 幕府から 與 へられた 恩 地 は 賣買を 許さぬ こと、 四十 九 は 訴訟に 當 つて 雙 

方：： さ 出の 證 文の 理非が 顯然 たる 時 は、 對決を 用 ひやして 裁決 を 行 ふこと、 五十 は 狼藉の 時に 事情 A- 知らす 

して その 勢. 場に 來 合せた もの は 罪科と ならぬ こと、 五十 一 は 問狀敎 書を帶 して 奸濫の 企 を 行 ふ もの は 罪科 

に 行 ふこと であって、 守護 • 地頭の 職 櫂と 義務、 土地 及び 裁判に 關 する 諸 規定が 大部分 を 占めて ゐる。 

式目 は 慕府が 有司の 心得と して 編成した もので、 一般に 公布した もので はない が、 守護 を經て 家人に は 

周知せ しめ、 その 效カは 旣往に 通らぬ ことと した。 これ を實 施す るに 當 つて 不備の a は、 その 機 會每に 或 

は 修正し、 或は 增 補して その 完 きを 期す る ことと した。 式目の 箇條は 要 點を揭 げたの みで、 細かい こと は 

者の 裁量に 任せ、 自由の 餘 她を殘 して ゐる。 されば 式目の 成立と ともに、 泰時は 評定 衆 等 を 督勵し 政 

移の 敛活 を圖ら せた。 それ 故 評定 衆の 中には 朝 暗い 裡 から 出仕して 精勵 した もの もあった。 かくて 幕府の 

政治 は 秩序よ く 進行した。 この 當時 幕府が 處理 したの は 土地に 關 する 訴訟、 守護 • 地頭の 所 務に關 する 沙 

汰 がその 大部分 を 占めて つたので、 式目に よって 公平な 载斷を 下す ことが、 幕府 當 局の 任務であった。 
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執 權時賴 の 時に 至って、 公平な 裁許の 實を擧 げる爲 めに、 建 長 元年 十二月に 引付の 制度 を 新設し、 政所 

の^人の 中から、 二階 堂 行方 • 同行 泰- 同行 綱. 大會根 長， 泰*武 藤 景賴の 五 人. を 以て 引付 衆と し、 同時に 

評定 衆の 中から、 .？^條政村- 同 朝 直 • 同資 時の 三人 を 引付 頭と して 三番の 引付 を 組織し、， 訴訟の 詞 等の 記 

條、 先例の 調査 等に 當 らしめ、 政所に 出仕して 事務 を 執らせる ことと した。 これ を 三方 引付と 稱 した。 引 

、付 右筆 或は 引付 執事と 稱 する ものが 引付 衆の 下に 附 置され た。 これ は當 時に 於いて 重要な 職掌で あつたか 

ら、 幕府 は 必要に 應 じて 漸次 組織 を擴 大した。 建 長 三年 六月に は 引付 頭 及び 衆 を增員 して 六方に 分ち、 各 

方に は 頭の 下に 四 人の 引付 衆 を 付した。 この 後 一 時 三方に 減少した が、 建 長 四 年 四月に 再び 二方 を增 加し、 

引付 を 各方に 六 人 を 置いた。 引付 衆に は定眞 を 定め や、 また 頭 は 評定 衆が 兼帶 する 例が 襲用され た。 文 

永 三年 三月に 引付 制 を廢 して その 事務 を 問 注 所に 移した が、 同 六. 年 四月に 再び 舊 制に 復し、 引付 衆 十五 人 颜 

を 置き、 五 方 引付 組織した。 ついで 永 仁 元年 十月に、 また 引付 を 止めて その代りに 執 奏の職 を 置き、 北 

條時村 以下 六 人 を 以て これに 補した が、 同 三年 十月に 五 方 引付に 改め、 その後 乾 元元 年に 八方に 增 加し、 

その後 方數に 魔く 增減を 加へ たが、 元應 元年 以後 は 五番と なった。 

引付 衆 は 評定 衆に つぐ 重職であって、 その 任務で ある 訴訟の 取扱 法 は、 先 づ問注 所から 訴訟の 移 il を受 

け、 衆 中から 寡 任 者 を 定め、 訴狀の 旨に 從ひ 被告に 問 狀を發 して その 答 辯の 陳狀を 呈出 させ、 これによ つ 

て 訴人の 辯 駁狀を 提出させる。 これ を 繰り返す こと 三度に 及び、 雙 方よりの 訴 狀陳狀 によって 審理 を 行 ひ、 

曲直の なほ 明白 を 缺く時 は 召 文を發 して 訴論人 を 召喚し、 直接に 問答 を 行 ふこと ニ囘、 その後 引付に 於い 

て對 決せし め、 その 勘錄を 作成し、 評定 衆の 議に 上せる。 評定 所では この 勘錄を 議案と し、 引付 衆 を 始め 
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0k 駕 との 血緣甚 に 厚く して 家 入の 統制 を圖 つた。 これ は 全く 政略 上の I であつ" ^h. 

if 囊四年 慕府は 始めて 賴經 上洛 stills 

以下 隨從 して 入京し、 西 園 寺. 九條 讓と秦 の 還 を 行った。 然るに 賴經の 在職 カー U 

hHI 家人の 一部との 間に 自ら 親 近な 主從關係 が 結ばれ、 執 櫂が 幕府の 中心として 家 
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人 を 統制； h る 上に 障碍 を感 やる やうに なった。 北條 氏の 一 族 名 越 光 時、 評定.^ 後藤 甚綱 * 藤 原爲佐 • 千 葉 

秀胤、 問 注 所 執事 三 善 庞持等 は 特に 賴經と 親 眤な關 係が あった。 され ぱ執 權經 時の 時に 至って、 幕府 は 後 

嵯峨 天皇の 踐称以 來九條 家と 關 係が 睐隔 して 來 たの を 機に、 寛 元 二 年に 賴經の 子賴嗣 の六歲 であるの を 元 

服 させ、 將 軍の 宣下 を 京都に 申請し、 賴經の 讓與の 形式で 將 軍の 交 迭を斷 行し、 翌年 經 時の 妹 檜 皮 姬を賴 

嗣の 室と し、 將 軍と 執 櫂との 關 係を密 にした。 賴經 は前將 軍と して 大 殿と 稱し、 從來の 如く 鎌 倉に 留まり、 

^元三 年に 天 ii と 病 氣とを 理由と して 落飾した が、 親眤の 家人 等に a せられ、 なほ 隱然 たる 一勢 力 を形づ 

くった。 經 時が 在職 僅かで 宽元四 年に 卒し、 弟 時賴が 執權に 就職した 機に、 賴經を 擁して 執權， の 地位 を 窺 

つた 名 越 光 時 一 派の 策動が 漸次 表面化した。 . 依って 時賴は 機先 を 制して 名 越 一 族 を 退け、 甚綱 等の 黨與を 

除き、 これに 擁せられ. た 賴經を 京都に 送還して、 執權を 脅かす 禍根 を 除いた。 然るに 光 時と 意 を 通じた 三 ， 

浦 光村 は 密かに 賴經の 擁立 圖. o、 三 浦 氏と 北條 氏と は 漸次 疎隔 を 生じて 來た。 三 浦 氏 は 由 來北條 氏と 殆 

んど 伯仲の 勢力 を 保持して 居った ため、 執 權北條 氏 は 大いに これ を 畏敬し 又 忌憚し、 機 を 見て これ を 除か 

ん として 居った ので、 この 機に 三 浦 氏 を 誇發 して 擊滅 する 策 をと り、 寶治 元年に 遂に 三 浦 氏 を 亡した。 こ 

れ によって g. 經 との 親 緣者は 益く 執 櫂に 對 する 不満 を大 にし、 建 長 三年に 僧 了 行 • 矢 作 某 • 長久 連 等 は 幕 

府顚 緩の 陰謀 を 企てた が、 未然に 鎭 壓 された。 幕府 は 事件 を 調査して 在京の 賴經 と關係 ある こと を 知り、 

この 機に 賴嗣. ケ-廢 して 九條 家との 緣を斷 ち、 慕 府とレ て豫て 希望した 皇族 將箄 の實 現を圖 り、 建 長 四 年 引 

付琳？ 二階 堂 行方 • 武. 藤 景賴を 京都に 派して 皇族 將 軍の 奉戴 を 申入れ、 後 幢 蛾 上皇の 皇子 宗尊 親王 を 征夷 大 

將笨 として 四月 一日に 鎌 倉に 迎へ、 翌日 前將軍 賴嗣を 京都に 送還し、 多年の 宿望 を 達した。 


執 櫂が 皇族 を將 軍に 奉戴して 公武 關 係の 利便 を 得ん とした こと は、 旣に建 保 年間 義 時の 時に 計畫 され、 

未だ 實 現に 至らなかった 多年の 懸案であった。 仁 治に 後嵯峨 天皇 を 奉戴して 公武の 關 係が 順調と なり、 力 

條 家と 反目す るに 至った 機に 乘じ てこの 希望 を達レ たので ある。 されば 親王の 爲 めに 慕 府は建 長 四 年 四月 

に 格子 番を 定め、 正嘉 元年 十二月に は 番衆を 置き、 文應 元年に は. 早晝番 衆を設 くる 等 奉仕に 努めた。 「此 

君 仙 洞 御 鍾愛之 一 宫+ 東關 諸人 懇望 不二 等閑， 之 間。 爲 二三 位中將 (賴嗣 ) 殿御 替-御 下向、 非， 1 武家 眉目-乎」 

と は、 當 時の 幕府の 考 へであった。 然し 皇族 將箪を 奉戴して から 京都との 關係は 一層 緊密と なり、 公家の 

氣 風が 漸次 武家 社會に 影響 を與 へ、 武家の 立脚地が 益、、 搖ぐ因 をな した。 

皇族 將軍も 年月 を經 るに 從 つて、 執 櫂との 關 係が 攝 家， 將 軍の 場合と 同一 真情 を呈す るに 至った 將 軍の 

地盤が 鎌 倉に 於いて 鞏固と なること は、 執 櫂が 自己の 地， 位 を 擁護す る 上に 於いて ％悔 すべき ことであった。 - 

それ 故 かくの 如き 事情の 生やる に 及んで は、 機會を 窺って 將 軍の 交 迭を行 はざる を 得なかった ので ある。 

宗尊 親王 は. 御 東 下 以來文 永 三年に 至って 十五 年の 春秋 を 送られ、 家人の 尊崇 を 受けられた ことが 厚かった 

ので、 執 權北條 氏 は 大いに 警戒 を 加へ た。 偶 四月に 僧正 良 基が 將 軍の 驗者 として 護身し 奉る に 至った の を 

幾き として、 慕 府は將 軍 排斥の ロ實を 求め、 終に 將 軍に 異圖 ありと して 京都に 送還し 奉り、 代りに 親王の 

御子 惟康王 を 征夷 大將 軍に 奉戴した。 時に 御 年 は三歲 であった。 この 後 幕府 は 前 將箄宗 尊 親王に 御領 を獻 

じて 他意な きを 装 ひ、 親王 は 一日、 「なほた のむ 北 野の 雪の 朝 ほらけ 跡な きこと にう つもる、 身 は」 の f 

歌に 事件の 眞相を 漏らされた。  < 

惟康王 も 亦 御 在 壬 二十 餘 年に 及ぶ に 至った 正應一 1 年に、 幕府 は 持 明 院統と 意 を 適 じて 後嵯蛾 法皇の 御 遺 


圃ケ， 紹述 せられる 大覺 寺統と 遠ざかり、 伏 見 天皇の 皇子 胤 仁 親王の 立 坊を行 ひ、 龜山 上皇が これに 御不满 

の餘 りに 卸 落 布 あらせられた 機に、 俄に 將 軍に 異圖ぁ りと して 京都に 送還し 奉った。 京人 は 親王 京へ 流さ 

れ給 ふと t お" 異の眼 を 張 つたと 傅へ \ しぬ る。 時に 御 年 二十 六。 ついで 幕府 は 持 明院統 の 後深草 上皇の 皇子 久 

明 親王 ケ- 征夷 大將箪 として 鎌 倉へ 迎へ 奉った。 而も 親王 も 亦 在職 二十 餘 年に 及ばる る や、 慕府は 三十 三歲 

の 親王 を 京都へ 送還して、 御子 守 邦 王の 三 歳に まします のに 征夷 大將 軍の 宣旨を 申し 下した。 この 時の 交 

迭の事 W に 就て は 可 等の 消息 も傳 はって 居らぬ が、 前と 同一 事情であった こと は 否まれない。 要するに 幕 

府， H 執權女 治の 確立の 爲め、 その 基礎 を危 くす る やうに なった 將軍を 便宜 交迭 したので あって、 將軍 その 

もの を 非 斥した ので はなく、 將 軍と 家人との 緊密な 關係を 忌憚した に 止る。 されば 異圖 云々 と は 軍に 交迭 

を 行 はんが 爲 めの 口 實 に過ぎない。 將軍 はた だ 表面の 飾りであった。 世に 執權は 幼齢な 將軍を 擁し、 年長 S 

やれ ぱ？ - れを廢 す こと を 方針と したとの 論が あるが、 乙れ はた だ その外 形からの 觀察 に過ぎない。 

將軍を 正面に 据 ゑ執權 がその 後に あって 實權を 掌握す る 方法 は、 責任 を瞹 味に して 自己の 利便 を講 やる 

のに 好都合/あつたが、 執 櫂の 地位 は泰 時以來 幕府の 統率者で ある ことが 公に 宣 示せられ、 執權が 幕府の 

赏權 者で ある ことが 形式の 上に も 漸次 具備す るに 至って は、 更に 執 櫂の 背後に、 有力な 實權 者の 存在 を 許 

す やうに ならざる を 得なかった。 時 賴が康 元元 年 十一月に 最明 寺で 出家し、 嫡子 時宗に 家督 を 譲った 後、 

尙後 として 政務. V 見た の はこの 具現に 外なら ない。 時賴が 出家の 後 密かに 諸國 を遄歷 して 民の 疾苦 を訪 

た 傅說に 就て は、. 論議の 餘地は あるが、 鎌 倉に 在って 執 櫂の 後見 を 行 ひ、 極 機に 參與 して 居った こと は 

吾妻 艇の降 ふると 乙ろ である。 幕苻の 機構 は將 軍の 首長 制から 執 櫂 中心 制と なり、 更に ここに 至って 前 執 


つた。 翌ニ年 意 Iss よつ i 土 I の慘狀 息し、 き翌 i 元年 rilt、  、  Mup^ で 

If  an 秩序 維持 it 賑恤 等の 應急 ii び 0^0 

^IMS の靈政 冶が、 これ 等の 對 策に 與 つて 力の あつ？ と は論ゃる まで もなかった。 その 聽政、 は 

"も!^^!^%^及ん-た。.子讓は執權在職中に卒去したので、||を行ふに至|かったが 

權 pli 讓-. 出家し 通と 稱" rl^^^^ 

如！ "務^、 應長 元年 卒去まで 十一 年の 久し- £ つた。 時 賴と 同じく 諸？ 巡察した ば" K て ど" 0 

の i 子髙時 I 曆 元年 一一 一月に 一族 i に li つて ls?s、  f  一  . 

櫂と して 後見す る こと 警の 如く、 かくて 幕府の 最後に 及んだ。 の 間 幕府の I は S によって 行 はれ 

たので ある。 

八、 社寺の 統制 策 ，  ， 

幕府 I 會 一般が 社寺 I 宗 する 時代 I、 及び ill 意し、 I 人の 統制 を"」。 策 ur.s 

寺 psi じ、 同時に 他方に 於いて は 治 裏 持の 立場から、 その 取締に 遺慽 なき I した 

Inuus?"" 北山に 移し、 走 湯 山の 僧 I を 1? し、 11-114 

rnrp""rrl 加へ た。 $!lsl 


nf 河庄を 寄進し、 走 湯 山 衆徒の 申請 を 容れて 同 山中の 狼藉 を 停止し、 伊豆の 三 島 明 神へ 伊豆 御 菌. 河原 谷. 

長 崎 等の 地 を 寄せ、 養 和 元年 二月に は 安房 須宮の 神領洲 崎に. 於け る 在 廳の煩 を 停止し、 同 三月に は 常 箜 の 

藤濱. 大 ffi. 世 谷 等の 所々 を 鹿 島 社に 寄せ、 鹿 島 政 幾 を 激追捕 使と して 社中の 狼藉 取締の 權を與 へ、 ついで 

常 Si 橘鄕を 寄進した。 この 年の 夏に 鶴 岡 若宮の 造營を 起し、 武藏淺 草から 工匠 を 招いて 莊嚴な 社殿 を 建立 

し、 S 永 元年 正月に は 大神宮に 砂金 神馬 を 奉り、 三善康 信に その 願文 を 起草 させ、 將來 神領の 寄進、 別宮 

伊 離宮の 造替、 東國に 於け る 神 宫領の 安堵 を 行 ふべき こと 等 を 誓って、 神 の 加護 を 求め、 翌元曆 元年に 

はへ， れ藏飯 食， 安房 東條を 御厨と して 寄進した。 又 早く 土 肥實平 を武藏 國內の 社寺に 遣 はし、 狼藉 なきやう 

に 下， S を 加へ て 保護せ しめた。  , 

一 1$ 府は 特に その 地歩の 確立 を 圖る爲 めに、 平氏の 政策に 反對な 方針 を 標榜して 院 との 協調の 成立 を 策し、 TO 

社寺に 就ても 平氏が 園 城. 興 福 • 東大 等の 諸 寺 を 掃蕩した 暴 擧に反 對の意 を 明らかにし、 壽永ニ 年， 鎌 倉に 差 

造され た 院廳官 康定の 歸洛に 托して、 院に その 立場 を 明らかに すべく 意見 三 ケ條を 提出した が、 その 中に 

於いて 平氏が 押領 した 神社 佛寺領 は 奮の 如く その 社寺に 還付すべき 宣旨を 下されん こと を 望み、 平氏の 敗 

亡は佛 神の 冥 慮に 依る ところが 多い と論斷 して ゐる。 ついで 元曆 元年 義仲 減して 院と 直接に 連絡 を 結ぶ 

こと を 得た 最初に、 院司高 階泰經 を經. て院に 上奏した 建白書 中に 於いても、 我國 は神國 であるから 往古よ 

6 の 神領を 安堵され るの は 勿論、 また 新たに 加 へらる る ことが 至當 であらう、 鹿 島 神 等 は 殊に 功勞の 多い 

祌 である、 諸 社の 破損した もの はこれ を 修理し、 恆 例の 神事 は 式目 を 守り 怠りなく 勤 仕す る康， /口 せらる ベ 

f?^ である、 諸 寺 緒 山の 所領 も 同様 奮の 通りに せられたい というて. Q る。 然し 幕府が 大いに 留意した g? ま、 


平安時代 中葉から 著しい 害毒 を 流して 來た 凶暴な 神人、 僧兵の 取締に ついて であった。 社會の 秩序 紊亂は 

主として 社寺の 横暴に 因つ V 居った 實狀に 鑑み、 治安 維持 を 眼目と した 幕府 は、 早くから その 對 策に 考慮 

を 加へ た。 されば 前述の 建白書の 中に 於いて、 近年 僧徒が 武勇 を 好んで 佛法を 忘れる 者が あるが、 これ^ 

嚴 重に 禁ぜら るべ く、 自今 以後の 沙汰と して、 僧徒の 有する 武器 は朝歒 追討の 官 兵に 給す る やうに せら f 

たいと 述べて、 當 面に 於け る 處置を 建議して ぬる。 されば 慕 府は甚 礎が 定まる や、 社寺の 修造 を 標榜した 

然し この 事業 は 幕府が 自己の 政治 分野に は收め や、 これ を 公家の 分野に 殘 して、 これに 後援 を與 へる 方針 

を 執った。 文治 二 年に 幕府 は 社寺 修造 事業 を院に 建議し、 院 では これに 應 じて 六月に 社寺 修造 上 卿 を 置き 

藤 原 經房を 以て これに 任ぜられた。 幕府. は その 事業 を 後援し、 社寺に 對 して 特に 意 を 用 ひ、 守護 • 地頭 等 

の 武士の 社寺に 對 する 濫妨は 殿に 禁斷を 加へ る 方針 を 講じ、 有力な 社寺 領は槪 ね 守護 不 入の 地と した 文 n 

冶 三年に 畠 山 熏忠の 配下が 大神宮 領に 濫妨を 行った 時には、 幕府 は 責任者と して 重忠 をも處 罰し 千 葉 胤 

正に 預けた。 重 忠は淸 廉の士 で 謹慎 寢食 を絕っ こと 七日に 及んだ。 その 心事に 同情した 胤 正 は、 事情 を 幕 

府に 具申して 漸く 赦免の 令 を 得た ことが 傳 へられて わる。 

治 承の 末年に 平氏の 爲 めに 掃蕩 せられた 東大寺の 復興 計畫に 勢して は、 慕府 は專ら 援助 を與 A 造營料 

所の 地頭の 濫妨を 禁じ、 又 諸家 人に， 援助 を 令した。 東大寺の 再興 は 重 源が 主管し、 周防國 がその 科 所と 定 

まった。 幕府 は 佐々 木 高 綱に 命じて 周 防の 材木の 事 を 沙汰せ しめ、 又 家人に 造 寺 造佛の 分擔を 命じた。 宇 

都宫朝 綱は觀 音像、 中原 親 能 は Si 筌藏 像、 畠 山 重 忠は增 長 天 像、 武田 信義 は 持國天 像、 小 笠 原 長 淸は多 聞 

天 像、 梶 M 直 界# ま， 廣目天 像、 小山 朝政. 千 葉 常 胤 等 は 戒壇 院の 造作 を分擔 した。 されば 造 寺の 材料 は 過多 


に： a 、き， t」 られた a で、 建久 元年に は 早く も 上棟の 儀が 行 はれ. た。 建久四 年に 慕府は 更に 備前國 を その 料 所 

と 定めて、 文覺に 管理せ しめた。. かくて 建久五 年に ほぼ 落成し、 翌年 三月に 天皇 親臨の 下に 供養の 盛儀が 

行 はれ、 賴朝も 亦 御 警衞を 兼ねて 陪観した。 . 

かくて 社寺の 修造 は 慕 府の 意の 如，^ に 進んだ が、 幕府が 顧慮した 神人 • 僧兵の 取締 は、 急速に 十分に そ 

の 意 を 達する ことができなかった。 神 入. 僧兵の 蜂起に 當り、 勅 を 奉じて 防 衞に當 つた 官 兵が、 僧徒 等の 强 

要に， よって 却って 罪 を 蒙る 不條理 な 事態 は、 院政 時代から 益く 甚だしくな り、 社寺 はこれ を 以て 神威. 佛 

力の 發揚 であると した。 この 情勢 は 依然として 繼續 した。 されば 建 久ニ年 近 江 守護 佐々 木定綱 は、 その子 

定 重が 同國 佐々 木 庄に千 僧 供養 料の 催 進の 爲 めに 派遣され た延曆 寺の 宫仕を 傷け たこと から、 延唇寺 衆お 

の 激昂 を 招き、 衆徒 は定綱 父子の 處分を 朝廷に 要請すべく、 傳統 政策に より 日吉 社の 神輿 を 奉じて 入京せ 

ん とした。 この 時 朝廷 は 幕府の 在京 警備の 諸 將北條 時 定* 佐々 木 高 綱 を 以て 防 衞に當 らし めんと された が、 

高 綱は定 綱の 弟で ある 爲め、 朝廷 は 事態の 紛糾 を 恐れて その 任から 除かれ、 又 幕府 は 僧徒の 强 請に かかる 

定綱 父子の 厳科 を 救 解す る ことができなかった。 これ は 一つ は 幕府が 平氏の 先縱に 鑑みて、 可及的 彈壓を 

避ける 方針 をと つたた めで もあった。 

されば 社寺に して 幕府の 恩 を 感謝す る もの も少 くはなかった。 承久 の事變 には院 では 從來 から その 統制 

F にあった 僧兵に 多大の 期待 を かけられ、 南都 興 福 寺の 大衆へ も 動員令 を 下された けれど ほ 力に 召に 應 

じなかった。 やがて 幕軍が 京都に 迫る に 及んで、 院 では 宇治 瀨 多に 據 つて 防禦 を 行 ふこと とし、 官兵を H 

s^: せられた が、 その 听延曆 寺の 衆徒 を 宇治に、 與福 寺の 血 .^が 徒を瀨 多に 派遣す る ことと し、 六お 十三 日に 召 
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に 應ぜぬ 與福寺 へ 催促の 宣 3 曰 を 下された。 奥 福 寺の 衆徒 は 重ねての 宣 旨に 評 議 を 凝した が、 その 結果 治 承 

四 年に 平家の 爲 めに 亡ぼされた 我 寺を賴 朝が 悲しみ、 寺 敵 重衡を 引き渡して くれたの みならす、 供養の 期 

に 至る まで 多大の 盡 カを惜 まれなかった、 されば 私の ことに 於いて は敢 へて 評議 をす るまで もな く、 恩 あ 

る 幕府の 爲 めに カを盡 すべきで あるが、 この度の 命 は 忝き. 勅 読で あるから、 命を拜 せぬ こと もで きャ、 さ 

れば とて 幕府に 反抗す る こと は佛 意に 反く ことと なる、 されば 何方 へ も參ら ざるに しく はな いとの 結論に 

達して、 終に 瀨 多へ 發向 しない ことと した。 然し 惑 僧の 中には 今度 我等が 出陣せ ざるに 於いて は、 山門の 

衆徒から 何 かいはれ る こと を 保し 難い、 日來 弓矢 を 嗜む輩 は少々 出掛けて 軍 を せんと 言 ひ 放ち、 但馬 律師. 

讚 岐阿闍 梨 以下 五百餘 人が 瀨多 へ 向った とい ふこと で、 この 事情 は 前 田 本承久 記に 見えて. Q る。 

又 延曆寺 は その 當特 後鳥羽 上皇の 皇子 尊 快 親王が 天台 座主と して、 全山の 統率に 任ぜられ、 院の 計畫に g 

從 つて、 幕軍 防備の 任務に 當， つたが、 官軍の 旗色が 面白から ぬ やうになる に 至って、 衆徒の 態度 も 自ら 改 

つた。 六月 八日 後鳥羽 上皇 は 親しく 梶弁 御所に 御幸せられ、 座主 宮と 向後の 對策を 凝議せられ た 折、 座主 

宫は 衆徒の 力の 及ばぬ 旨 を 奏して 責任 を 避けられた。 恐らく 興 福 寺と 同樣の 事情が 延 暦寺內 にもあった も 

のらし い。 幕府の 社寺に 對 する 政策に 某く 影響 を 見遁す ことができない。  . 

承久 の事變 後 も、 幕府の 社寺 保護の 政策 は 奮と 變ら ぬのみ か、 更に 一層の 努力 を 加へ た觀 があった。 安 

負 二 年 二月に 幕府 は 讃岐國 善 通 寺の 申請に よって 寺領の 地頭 職 を 停止した。 その 理由 は 同 寺が 弘法 大師の 

^生地で あり、 HI つ 同 寺の 本尊 は 大師 自作の 釋 迦藥師 像で あると いふ 由緒の 尊い ことにより、 地頭 職 補 置 

の結^^-用が！！亡するに至ったのを不敬としたのにぁった。 又 九州の 宇佐 宮は 古來 より 威靈 高き 祠 として 


中 s 敬され、 幕府 も 亦 その 尊崇に 意 を 用 ひて 來 たが、 承久 の事變 以後 行 はるべき 答の 遷宮の 儀が 種々 の 故障 

て 行 さ 惜 みとな つたので、 慕府 はこれ. V 憂慮し、 九州 地方の 地頭へ 令 を 下して 遷宮の 遂行に 盡 力すべき こ 

と を！： 促した。 又 同社の 神領 は承久 の事變 に關聯 して、 その 中 十一 箇所が 沒收 地と なった。 幕府 は 調査の 

結 * その 中の 四 ケ所を 間もなく 返付した が、 殘 りの 七 箇所 は 返付の 折がなくて 永く そのままと なって 居つ 

た。 その後 幕府の 定めた 法规 によれば、 所有 權は 二十 箇 年で 效カを 生やる ことと なった ので あるが、 嘉鎮 

元年 十二月に 府は 法規の 定 むる 時效 年限に 拘 はら や、 便宜の 機會の 出來の 折に、 返付の 沙汰 を 行 ふ 法 を 

講 やる ことと した。  - 

霧. 府は 御成 敗 式目 を 定める に當 つて、 その 五十一 箇條の 初めに、 神社 佛 寺の 崇敬 保護に 關 する 規定 を設 

けた。 卽ち第 一 に 可 下修二 理神 社 ー專中 祭禮上 事と 云 ふ 題 下に、  m 

右 神 者 依 n 人 之 敬 >增 に 威、 人 者 依， 1 神 之德， 添 乙 連、 然則 恒例 之 祭祀 不， 致， 1 陵 夷 r 如 在之禮 奠莫， 令 二 怠慢 r 

因， 玆 於，： 關柬御 分 函國幷 庄園， 者、 地頭 神主 等 各存， 1 其 趣， 可.， 致，； 精 誠， 也、 兼 又 至， 一有 封 社， 者 任，： 代代 

符ハ 小破 之 時、 且加ニ 修理つ 若 及， 一大 破： 令 J 一戸 1 上 子細， 者、 隨 n 其 左右 f 可 レ有ニ 其 沙汰， 矣、  ， 

とい； 5、 第二 可ァ修 n 造 寺 塔！ 勤 a 打 佛事ヒ 等 事の 題 下に は、 

右 寺社 雖， 異、 崇敬 是同、 仍 修造 之 功 恒例 之 勤、 宜准 11 先條 r 莫ぃ 招， 1 後 勘 f 但恣 11 貪 寺 用， 於 T 不ぃ 勤- 1 其 

事 一之 輩 上 者 早 可い 令， 改 1 一易 彼 職， 矣、  • 

と して、 慕府の 方針 を 明確に した。 幕府で は 早く 建 仁 三年-に 鎌 倉 中の 寺社 奉行 を 定めて、 鵪岡 八幡宮 • 

• 永 福 寺 • 阿 彌陀堂 • 藥師堂 • 賴 朝の 法 華 堂 等に は 各 三人の 奉行 人 を 補 置して 神佛 事の 經營 に當 


らせ、 寺々 神 佛事與 行 令 A- 發 して 世人の 注意 を 喚起した。 寛-喜 元年に 世上の 祈と いふ 名義で 相 模*武藏* 

上野. 安 駭河， 上總 等の 一 宫に 特使お 發し、 神馬 神 劍を獻 じ、 大 般若 經 を轉讀 せしめた ことの 如 さは 

その 一 例で あり、 弘長 元年に 發 した 五箇 條の 神佛事 興行 令 は、 特に 力 を 注いだ ものの 一 つであった。 この 

令 は 第一に、 諸 社の 神事が 近年 陵 夷して 古儀に 背く ものが あり、 又餘 りに 奢侈に 過ぎる ものが 現れる やう 

に、 な. つた、 神慮に 適 ふやう によく 留意すべき こと、 第二に 社殿 は 破損の 際に 直ちに 修復 を 加 ふべき 制で あ 

るに も 向 はらす、 神官の 中には 私利 を 園って、 破損 顧みない 者が ある。 自今 以後 はかくの 如き 輩 ，は© 然. 

改易す る. こと、 第三 は 諸 寺院の 年中行事 は、 その 職に 當る 者が 誠意 を 以て 行 ふべき であるに も拘 はらす 

その i こ， 盧當 しない 代人 を 使用す る ことが 多くな り、 又 供料に も 不法な 事が 多くな つて 來た。 これ は嚴に 

誡 むべき こと、 第 四に 諸 堂の 執務 人に 本尊の 修造 を 勤めさせる こと、 第五に 堂舍 供養に 當 つて 家産 を傾盡 1^ 

する t 向が あるが、 淨ぃ 信仰 を 持って 居れば 十分で あるから、 餘 計な 費用 を かけぬ やうに すべさ こと 等で 

あった。 

幕苻 はかくの 如くして 神社 佛寺 崇敬 策に よって 民心 をつな ぎ、 社會の 治安 を 保持 せんとした。 されば 治 

安 を紊し 易い 社寺の 行動に 對 して は、 つとに その 抑制に つとめて 來た。 然し 大社 大寺 は舊の 如く 公家の 管 

下に 置き、 幕府の 政治 分野の 圏外と したので あつたから、 これ 等の 社寺に 起る 問題に 就て は、 主として 公 

家の 裁定に 委せ、 ただ 表面 治安 を紊 すが 如き 事態 を 引き起した 場合に のみ、 幕府 は その 職責 上、 公家と 速 

絡 をと つて 鎭壓策 を 講じた ので ある。 しかも 前代 以來の 慣習で、 社寺の 横暴に 對 する 公家の 處置は 極めて 

緩慢で あり、 寺の 非望 を默認 する 傾向が 頗る 多かった。 されば 公家と 協調す る慕府 は、 公家の 意に 背い 


て强 硬な 手段 を講 やる ことができなかった。 然し 募府は 公家に 反抗す る 神人. 惡僧を 以て 逆徒と 看 故し、 

赏次^ 分 を 行 はんとす る 意向 を 所持した から、 建久九 年に 與窗寺 衆徒が 和泉國 使が 興 福 寺 領內で 仕 丁 神、 

を 虐待した と號 して、 相泉國 司の 處分を 要請すべく、 春 日の； 神輿 を 奉じて 宮闕に 迫らん とした 時には、 幕 

府は伺 寺に 臌 して、 士は佛 法 翁 隆の志 は 甚だ 深いが、 一方； に 於いて 弓矢 を 以て 聖 化に 背く 者 を 鎮める 責 

務. て 有し てれ r る。 されば 衆徒が 莉 命に 背いて 參洛を 企てるな &ば、 皇命を 奉じて これ を 拒がねば ならぬ、 

その 折 は 賴朝も 亦 自ら 立って 防 衞の任 を 務めねば ならぬ こと も あらう と傳 へて、 『衆徒 を 威壓 し^の e あつ 

た。 され ど 幕府 は 公家の 方針に 追從 して、 强 硬な 鎭壓を 講じ 獰 ない ことが 少 くなかった。 然るに 承 久の事 

變後 は、 幕府の 威 櫂が 絕對の ものと なり、 もとの 如くに 一 々公家の 指示 を 蒙らぬ やうに なった ので、 社寺 

に M する 統制. vmb ふま まに 斷行 する ことお 得た。  ft; 

1  始脑 元年 五月に 石淸水 八幡宮 領 山城 國 薪. 御蔺 の兩庄 と、 その 隣に ある 興 福寺領 大住庄 との 間に 用水 問 

題の 爭？ i が 起った。 六波羅 では 勅命に よって 實檢使 を 派出 せんとし たが、 これに 先立って 石淸 水； & 人と 與 

福 寺 衆徒との 間に 衝突が 起り、 衆徒 は 薪 庄を燒 き 神人 を 殺傷した。 依って 六月に 六 波 羅は武 田 信，， ^ノ 宇都 

宮泰綱 等 をして 八幡宮 領 を防衞 させ、 大住 庄官を 捕縛した- 興 福 寺 はこれ 憤って 訴を 起し、 こ は yfe つ 

て 朝廷 は石淸 水の 實狀を 調査 せんとされ たので、 神人 は その 勅使 を 追 却して 神輿 を 宿院に 移し、 大擧 入京 

せんとした。 よって 朝廷 は閏 六月に 伊賀 國大 內庄を 八幡宮に 寄進し、 ついで 又 因幡 國をも 寄せて 神人 を 慰 

諭さ f た。 然るに 興 福 寺 は 朝廷の この 處. 置 を 憤り、 十二月に 春 日の 神木 を 奉じて、 因幡 國の^ 公と 石お 円 水 

另々 it 宗 淸の處 罰と を礙訴 せんとした。 依って 六 波 羅は勅 を * じ、 宇治橋 を 散して 徒の 入京 を视 止し、 又 


一！ t きの 指揮 を 求めた。 翌ニ年 正月 幕府 は敎 書を發 して 神木の 歸座を 衆徒に 諭した が、 衆徒が これに 應 じな 

かった ので 斷然 强更 方針 をと り、 興 福 寺 僧 隆圓を 誘って 衆徒の 弱點を 偵知し、 評定 衆 後藤 基 綱 を 特派し 兵 

力 を 以て 威壓 せしめ，？ r 甚綱は 兵を赞 して 二月に 木津 川に 進み、 衆徒 を 諭告した ので、 衆徒 は その 威に 恐 

れ，. U を歸 座せ しめたが、 七月に 至って また 幕府に 反抗の 態度 をと り、 神木 を 再び 金堂に 動かし、 九月に 

は 兵 具 を 整へ 城廓 を 築いた。 依って 幕府 は 再び 甚綱を 特派した。 甚綱は 近 m の 家人 を 動員し、 大和の 四 境 

を壓 し、 十月に 興 福 寺の 莊園 を沒收 して 地頭 を 新 補し、 且つ 興 福 寺より 各地への 通路 を 閉塞し、 大和 守護 

を 新設した ので、 衆徒 はカ盡 きて 城塞 を 破り、 神木 を歸座 させて 幕 命に 服した。 依って 幕府 も 又 大和の 守 

護と 寺領の 地頭 を 停め 始めて 局 を 結ぶ に 至った。 これ は 遠慮のない 幕府の 強硬策が 奏效 したので あった。 

又 この 紛爭の 中に 叙 山と 慕府 との 衝突が 起った。 問題 は 近 江 守護 佐々 木 信 綱の 子で 高 島 郡 田 中 鄕の地 5^ 

頭 高言が、 信 綱の 不在 中 その 代理と して 國役を 高 島 郡の 日吉 神人に 課した ことから、 神人と 衝突し、 地頭 

代 重^が 田 中部で 宮仕 法師 を 殺す に 至った ことに 始まって ゐる。 ここに 於いて 敷 山の 衆徒 は 高 信の 罪を訴 

へ、 日吉 神輿 を 奉じて 京都に 進んだ。 六 波羅は 例の 如く 命 を 受け、 兵 を近衞 河原に 出して 防戰 し、 互に 殺 

傷が あった。 衆徒 は 終に 神輿 を 遺棄して 退き、 神人 殺傷の 下手人の 處罰を 更に 訴 へた。 山門の 强訴 に對し 

て、 朝廷が 軟弱で ある こと は 久しい 慣 であった ので、 この 折 も 朝廷 は 衆徒の 要求 を容れ て、 高 信と 神人 殺 

傷の 下手人の 處 分と.^ - 幕府に 命ぜられ、 高 信 等 を 流罪と 定められ たので、 衆徒 は 漸く 退散した" 幕府 はこ 

れに對 して * 實を 審理し、 山門 側に も 曲の ある こと を 認めた から、 六 波羅に 命じて 山門 惡 僧の 交 名 を錄上 

させ、 神輿 を 動かした 張本人の 引渡し を 出門に 强 要した。 爲 めに 天台 座主 尊 性 法 親王 は 責任 上 終に 座主 職 


A- 去られた。 翌ニ年 二月 幕府 は 主謀者の 引渡し を 更に 强要 したが、 衆徒が これに 應 じない ので 更に .=! 門の 

當 局に 迫り、 朝廷の 調停 を 返け て 八月に 六 波羅は 主謀者 利 玄を捕 致すべく、 武士 を 坂 本に 發 した。 衆徒 は 

これ を愤 り、 . 諸 堂を閉 して 又 神輿 を 動かした。 朝廷 は 紛糾 を 憂慮され て 主謀者の 赦免 を 幕府に 適 達された 

が、 幕府 は 依然 その 主張 を讓ら や、 尙 山門 威嚇して 翌る 三年に 及んだ。 時日の 經 過す るに 從っ てこの 事 

件は鎮 靜に歸 したが、 幕府が その 初めの 主張 を 固く 執って 讓ら なかった こと は、 慕府の 威力の 盛な こと を. 

思 はしめ る ものである。 

この 後 永 仁 四 年に 興 福 寺の 一 乘院. 大乘院 の 衆徒が 分裂 抗爭 し、 春 日の 神木 を 動かす に 及んで 京畿の 秩序 

は 大いに 混亂 し、 翌年の 朝 儀 は 殆んど 行 ふ を 得ざる 有樣 となり、 幕府の 命令 は 事毎に 衆徒の 反抗 を 招く に 

至った ので、 嘉禎の 例に 倣 ひ 五 年 六月に 一 乘院領 六十 三ケ 所に 地頭 職 を 補し、 斷然 武力 を 以て 抑へ たので、 5^ 

事件 は 漸く 收 まるに 至った。 ついで 嘉元ニ 年 六月に 興 福 寺 衆徒が 生島莊 地頭 を 放逐した 時には、 六 波羅は 

兵を奈 良に 進め、 その 巨魁 を 捕へ て 配流し、 且つ その 所領に 悉く 地頭 を 補して 鎭壓 し、 秩序の 恢復す るに 

至って 地頭 を撤廢 した。 かくの 如く 幕府の 寺社の 統制 策 は、 主として 治安 維持の 目的 達成の 爲 めに 行 はれ 

たのであった。 

九、 對 公家 政策 

承 久の變 後 は 幕府 は 第二の 承 久の變 の 勃發を 恐れ、 六 波 羅府を 設けて 監視 を嚴に するとと もに 朝政に 干 

與し、 皇室 は 幕府の S めに 安泰なる こと を 得、 廟堂の 要路 は 幕府の 意向に よって 定まる 情勢.^ - 作り出さん 


とした。 戰後 後鳥羽 上皇の 御計畫 に干與 された 院宮を 京都から 遠ざけ 奉り、 後高倉 院の 院政 を 奏請し. 西 

園 寺 公經に 後援 を與 へて 廟堂 を 改造し、 これ を 幕府の 操縱 下に 置いた ので、 これより 後 は 除 目 敍位は 何れ 

も 慕府の 指示 X よって 行 はれる やうに なった。 後高倉 院は 貞應ニ 年に 崩 ぜられ て、 後堀河 天皇の 親政と な 

つた。 嘉祿 元年 六月に 幕府 は 公經の 一族 を 宮中に 近侍せ しめる 意向 を 關白家 實に傳 へて、 朝廷の 實 櫂を收 

めさせる ことと した。 かくして 安桌 元年に 公 經は後 院別當 となり、 京師 內 外の 院領を 管し、 その 威 權は關 

白 を 凌 r に 至った。 又 幕府 は將軍 賴經の 父た る九條 道家 を 後援し、 道家が 承 久の變 直後 責任 上 攝政を 返い 

て 罟 つたの を 再起せ しめ、 安 桌ニ年 家實に 代へ て關 白と なし、 九條 西 園寺兩 家の 提携に よって 朝政の 進 

行 を はからし める ことと した。 かくて 寛 喜 二 年に 道家 は 公經の 女の 所 生で ある 女 雉子 を 中宮と した。 桌永 

元年に その 御子 四條 天皇の 御代に 至って、 道家の 嫡子 敎實 が攝 政と なり、 後堀河 上皇め 院政と なった。 然 

るに 天福 元年から 二 年に 亙り 中宮 • 上皇 崩 じ 給 ふに 及んで、 世上に 後鳥羽 法皇の 御 怨念 說が 喧傳 された。 

こ e こ； 农 つて 朝議 は 法皇の 還 京の 議を 決して 幕府に 賛同 を 求められ るに 至った。 これ は 幕府に は 重大な 問 

題であった。 幕府 は 本案の 實 現に 伴って 發 生し 得べき 政局の 推移に 深甚の 考慮 を拂 つた 結果、 斷然 これ を 

拒否す る ことに 決して、 泰時は 家人 一同が 不賛成で あると いふ 返書 を 以て 問題 を 打ち切り、 廟堂の 切なる 

望 を無雜 作に 破 壌した。 

ついで 仁^ 三年 正月に 四條 天皇が 突如と して 崩ぜ られ、 日嗣の 皇子が まし まさなかった ので、 朝廷 は大 

喪 を祕し 急使 を 幕府に 發 して 皇嗣の 推戴 A,」 求められた。 當時 皇嗣の 御 候補と して は、 順德 上皇の 皇子 忠成 

王と、 故 土 御門 天皇の 皇子 邦 仁王が ましました。 忠成王 は九條 道家の 同胞 東 一條 院の所 生であった から，、 
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丁 
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この 御 血 緣の關 係 上 道家 • 公 經等 は忠成 王の 登 ffi を 望み、 道家 は その 意 幕府に 通じ、 内 々に 王の 御踐 

の 準備 を 行った。 邦 仁王 は 當時御 祖母 承 明 門院の 宫に まし まし、 廟議に は 上らな かつ， やが、 御 外戚 家の 土 

御 e: 家で は前內 大臣 定 I 琉が泰 時の 姉 を 妻と して 居る 緣 故から、 暗中飛躍 試みつつ あった。 幕 ま はこれ に 

對 して、 新 帝の 登： g に 依って 起るべき 政局の 進展に 留意し、 土 御門 天皇が 承 久の變 に 局外で あらせられた 

事情 等に 鑑みて、 邦 仁王 を 推戴し 奉る ことと した。 この 際 執 權泰時 は 幕府が 皇位に 干渉 を 加へ たとの 批難 

を 避けて、 而も 幕府の 意志 を 飽くまで も 貫徹させる 方法 を 熟慮し、 鶴 岡 八幡宮の 神 籤の 一致 を 得た こと を 

ffi 戴 理由の 重點 とし、 安達義景. 二階 堂 行義を 京都に 特派して この 旨 を 覆 奏せし め、 巧みに 幕府の 責任 を 

囘避 する ことと した。 然し 萬 一 その 意志の 達せられない 時には、 非常の 處 置を斷 行すべき 命令 を、 密かに 

使節に 校け たと いふ ことで ある。 

かくて この 時には 幕府の 意向が 達して、 邦 仁王 は踐； g の 儀.^ 行 はれた。 卽ち 後嵯峨 天皇で ある。 これに 

よって 御 外戚 家で ある 土 御 k: 家の 一族 は 俄かに 榮 達し、 定 al は內 裏に 直廬を 設けて 政務の 指揮に 當 つた。 

これに 反して 九 條家は 舊來の 權勢を 失った が、 西 園 寺公經 のみ は 舊來の 幕府との 關係 によって その 權勢を 

變 へなかった。 幕府 は 益.^ 公經に 後援 を與 へ、 嘉禎ニ 年に は 罪なくて は 知行 を更 めない とい ふ 根本 原則に 

も 公 經の爲 めに 特例 を 設け、 橘 公業の 知行 地 伊豫 宇 和 郡 を、 公經の 望に 任せて その 家領 とした 程であった。 

かくて 公 經の權 威 は彌が 上に ©と なって、 仁 治 三年に は 孫 女 結 子が 中宮に 立 たれ、 西 園 寺 家 は 始めて 皇室 

の 外戚と なった。 宽元ニ 年 八月に 公 經は薨 じたが、 その後 は 嫡子 實氏 がつ いで 立ち、 西 園 寺 家の 權 勢に は微 

I さ へなかった。 つ いで 寛 元 四 年に は 天皇 は 中宮 所 生の 皇子 後深草 天皇へ 御讓 位に なって 院政 を 執り 給 ひ、 
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赏氏は 外 組 父， V- して 太 政 大臣に 進んだ。 この 時 道家 は その 第三 +實 經を攝 政と し、 ついで 自ら 公武 間の； S 

事 重 事の ゆ 次の 任に 當 り、. 敍位 任官 を攝 政の 所管と し、. 雜 務は院 司が 院裁 を經て 執行す る ことと 定めた。 

然るに 間もなく 鎌 倉で 起った 前 將軍賴 經の陰 IS 疑獄 事件から、 幕府 は 九 條家徘 斥の 方針 をと り、 賴經を 

京都に 送還した。 その 折 幕府 は院 への 奏狀を 作り、 天下の 爲 るに 德 政の 興行 を 請 ひ、 敍位除 目 は 正道に 依 

つ て 行 はるべく、 若し 現に 敦盧に 適 はぬ ことがあれば 器量 ある もの を拔擢 せられた く、 又 關東申 次 は 追て 

奏上す べしとの 主旨 を、 時の 六 波羅重 時から 院司 葉室定 嗣を經 て 上奏せ しめた。 かくて 道家の 申 次の 地位 

を 奪った ので、 道家 は 終に 籠居し、 翌年に は攝政 實經も 任を辭 し、 近 衞兼經 が.^ つて 攝政 となった。 幕府 

は 寬元四 年 十月に 西 園 寺 實氏を 申 次に 奏薦 して、 公武の 重要 連鎖と し、 又 近 衞兼經 を 支持した。 

院 では 幕府の 奏請に よって その 年 十一月に 雜訴 評定 を 行 はれ、 幕府に 關係 深き 人々 を 評定 衆と して 毎月 m  , 

六囘 評定 を 行 ひ、 重要なる 政務 を 審議す る ことと 定められた。 これ は卽ち 幕府が 公家 政治への 口人で あつ 

て、 先に 協定した 政治 分野の 限界 を 越えて、 公家 政治への 容喙を 始めた ものである。 ついで 翌寶治 元年に 

は 幕府 は 更に 進んで 公武 關係 を密 にし、 益く 公家 政治へ 口 入い 範圍 を擴大 せんと 試みた。 その 方法と して 

皇室 尊崇の 意味から 特使 を 上京 させ、 申次實 氏と 共に 參院 して、 德 政の 奥行、 神崎庄 及び 宗形社 領を院 御 

領 とし、 神 崎 庄には 承 久に補 置した 新 補 地頭 を 停止し、 宗像社 領は修 明 門院の 御領で ある こと を 停止す る 

こと 等 奏せし めた。 ついで 建 長 二 年に 幕府 は閑院 tE: 裏 造營を 開始し、 執 權時賴 を 始め 二百 數十 人に そ 

の 所 課 を 勤 仕 させ、 深澤俊 平那珂 盛時が 奉行と して 上京 諸事 を經營 し，、 翌 三年 七月に 竣工した。 この 公武 

親善 九 條家徘 斥 を 機に、 將軍賴 嗣を罷 めて 後嵯峨 上皇の 皇子 宗尊 親王 を將 軍に 奉戴し、 多年の 懸案 を實^ 


する こと を 得た ので ある。 時に 建 長 四 年 三月で、 その 前 月に 道家 は 不遇の 裡に 世 を 去った。 

後轄峨 上皇 は 第二 皇子の 御 豁達 英明な の を鐳 愛せられて、 正 嘉ニ年 八月に 皇太 弟と 定め 給； 3、 翌正 元元 

年 十一月 天皇の 御 不豫を 期に、 皇太弟 を i: 猶子と して 讓位を 行 は しめられた。 かくて 龜山 天皇の 御代と な 

つた。 文 永 二 年 四月 後深草 上皇に 皇子 照 仁 親王が 生れ 給 ひ、 文 永 四 年 十二月に 龜山 天皇に 世 仁 親王が 御誕 

生 あらせられた。 つ. いで 後嵯峨 法皇の 叙 旨に 依って 翌五年 八月に 御 兄 流の 照 仁 親王 を 措いて、 御 弟 流の 世 

仁 親王 を 皇太子と 定められた。 

この 立太子と 前後して 蒙古の 事變 が勃發 したので、 世の 視聽 はこの 御繼 承の 經緯 から 暫く 離れた が、 文 . 

永 九 年 二月に 後 S! 峨 法皇が 崩御 あらせられて、 治世の 君の 御 後 懺者を 決定せ ねばならぬ ことと なった。 法 

皇は 崩御に 先立ち 御領の 御分讓 等の 後；； に 就て 處置を 講ぜられ たが、 治世の 君に 就て は 文 永 九 年 正月 十九 ま , 

日の 窟肇 御處分 帳の 中に 於いて、 京都の 六滕 寺と 鳥 羽 殿 を讓る こと を 規定 せられた 以外 は、 何等 宣 示せら 

るる ことなく、 承 久以來 治世の 君 は 幕府が 推戴した 例を考 へられ、 且つ 仁 治に 幕府が 法皇の 登 称を圖 つた 

こと を囘 顧せられ て、 この度 も 幕府の 推戴に 委任 せらる る ことし 特に 幕府への 宸翰 を 染められた。 而 して 

これ 等の 御 處分等 は 總て崩 後 の 七七日の 御 沸 事に 當 つて 沙汰すべき こと を 遺 詔 せられた。 よつ て 御 遺 詔 の 

ままに、 七七日に 當る 四月 七日に 法皇の 信任 を 蒙った 洞 院實雄 SSHfs の 弟〕 が 命 を 奉じ、 御 處分帳 等 を 

開いて 沙汰し、 幕府へ は 宸翰 を傳 へて 治世の 君の 推戴 を 促した。 かくて 幕府 は 法皇の 院政 を 承し 給 ふべ 

さ 治世の 君の 推戴 を 委任せられ たので ある。  .1 

府が この 命 を 蒙った 事は當 時の 情勢から 見れば 止む を 得ざる 事であった が、 當時は 蒙古 事 變の對 策に 


I 一致、 全力 を I してな ほ 足らぬ？ へあった 際であった. から、 幕府 は 治世の 君の 問題から 內爭の 勃 

r 1 は 垂"、 故 I の if 任せ 奉らん とし、 御 治世の 事は 極めて 重大 はけ！ は 

故 重の 雲曹故 重の 后 大宫院 へ 伺 ひ 奉った。 この 時大宮 院は 故 Isiiuuf^ 

II 旨 不 せられ たので、 幕府 はこ £11 を 表し、 かくて 龜山 is 世 fsu^v^rh 

たこと となった。 ここ I いて 問題 は 表面 容易に 解決 I たもの の、 世の 一部で は 天皇の t 後 f  - 

か 昭穆の 序 § つ S 世の 君と f 給 ふべき と S 待して、 S 籠 I る i らな かつ i に 

き I し、 殊に後深 萆上 t 始め 上皇の 御 近臣 等 は、 熏の成 行と 期待され たこと が 覆った ので 頗る 

"わ 虞リれ "霊 ilf します とのこと は、 大高 S 助 法 親王(故||有 力な 

る 捕 助を與 へられた 法皇の 御 弟宫) や 洞 院實雄 等と、 故 法皇の 御 素 意 を 推し量られた ものである として これ を^め 

袷 はや、 故 法皇の 冥 助に よって 御 S 開かん こき 祈念 せら li つた。 、 -xl^ 

鎌倉時代の 初めから 皇位と 治世の 君の 御 資格と が 別箇の ものと 看做される 慣例と な.' 天 sf 讓^ 

に 後嗣た る 天皇の 直系 尊族の 御身 分 S て、 治世の 君と して 院政 を 執り給ふ ことが 1 なった.； 

♦ ^の 事 5 批評して 「天， E? 也」 と稱 したやう に、 皇位 きんでから 治世の 君と f 給 ふ 形 ^ 

呈 して， た。 ？ 特例と して 上皇の 御座 S 時には、 自ら 天皇が 治世の 君と して 親政 を 行 はれる こ U 

あつたに f なかった。 且つ 上皇の 院政 は、 上皇が 天皇の 直系 尊族の御 身分で ある ことが 久しい 間の 

となった。 承 久の霞 後雰院 の 院政と 院の 御子 後堀河 天皇の 登極と が、 同時 t 現した のけ 一、 

に據 つ？ とまつ r  Ms の 情勢から 見れば、 所 II 重の 58 ミ ての S 萆上 
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.!H 張に は 相當の 理由の 存在して 居った こと は 勿論で ある、 が、 一面に 於いて 龜山 天皇の 皇子が、 法皇の 叙 ま 

によって 旣に皇 太子と 定まって 居られる ところから 見れば、 大宮院 側の 御主 張 も 決して 據處 なしと は稱せ 

られ ないやう である。  * 

文 永 十一 年 五月、 龜山 天皇 は 皇太子に 讓 位せられて 院政 を 開かれた。 新 帝 は 後宇多 天皇で ある。 この 折 

後深草 上皇 は 御 失望の 餘り、 翌建治 元年 四月に 太 上 天皇の 尊 號を辭 し 落飾 せんと されて、 幕府へ も その 事 

を W へられた。 龜山 上皇 も 亦 この 事態 を 憂慮せられ、 圓滿 解決の 途を 幕府に 諮問され た。 當時 幕府の 耳 

R の 任 を 兼ねて 關柬申 次の 重任 を帶 びた 西 園 寺實氏 は、 嫡子 公 相が 早く 文 永 四 年に 薨 じたので、 申 次の 任 を 

ぱ文永 六 年の 薨 後に は 嫡孫 實 兼に 傳 へた。 然るに 龜山 天皇の 御代と なつてから、 實 氏の 弟 洞院實 雄が 後嵯 

峨，^ 力 S  • 龜山 上皇の 御 信任 を 得て 權勢を 得た ため、 西 園 寺 家 は 一時 衰へ、 實 雄が 文 永 十 年に 薨 じてから 再 S 

cfsIHI 寺 氏が 勢を復 する こと を 得た。 實兼 は曩に その 妹嬉子 を龜山 天皇の 中宮と し (後 今 出 川院と 申さ る) たが、 

# 覺 えが 芽出度くなかった ので、 自ら 後深草 上皇 側へ 傾く やうに なり、 上皇 側の 爲に 幕府に 對 して 盡 力す 

るに 至った。 幕府 はか かる 事情から この 問題の 調停に 當ら ざる を 得 なくなり、 後深草 上皇の 御 境遇に 深甚 

の ilE- 情 を 表し 奉り、 故 法皇の 御 素 意 は 尊重す る も、 後深草 上皇が 法皇の 正嫡に ましまして、 何等の 御 一ち 

のな レに 拘ら や、 治世の 君と なられない こと は畏 いこと でお るとの 理由で、 後深草 上皇の 皇子 輕仁 を龜 山. 

上皇の # 猶子と して、 後宇多 天皇の 東宮と 定め、 將來 この 東宮の 登 肺に 當 つて、 後深草 上皇が 治世の 君と 

なり 給 ふ < め を 立てた。 依って 十月に 幕府 は 二階 堂行忠 • 曾 根 遠賴を 京都に 特派して この 案， V 奏せし めた。 

この^*はゃがて後深草上皇.龜山上皇の勅許を經て、 十一 1^ に熙仁 親王 は 東宮に 定められた。 對外 問題で 


時局が 切迫 を 告げて 居る 際で、 國內の 園 結の 爲 めに、 幕府が この 處置を 執った こと は 止む を 得ない 事情で お 

つ た。 一 方 幕府 は そ の 政策で あ る 公平 の 趣旨 を この間に 加味して、 自己の 立場 を 明らかに したので あ る。 

かくて 幕府の 政策 は 功 を 奏して、 兩 皇統 (後深草 上皇の 御 系統 を 上皇の 御座所に 因んで 持 明院統 とい ひ、 • 

龜山 上皇の 御 系統 は、 この 後後 宇多 上皇の 御座所に 因んで 大覺 寺統と 申した) の 御 間 は 一時 圓滑 となった 

が、 持 明 院統は 實兼等 を 有力な 援助と して、 自統の 治世 を 急速に 實 現させる ことに 努めた。 弘安 三年 十一 

月に 飛鳥 井雅 有が 東宮 の 御 旨 を 奉じ て 鎌 倉 に 下り、 幕府と こ の 問題に ついて 究涉 を 行った の を 始め、 廣く 

稀々 の 交渉が 行 はれた。 幕府 も 亦 履く 使 を 京都に 派遣して 意志の疏通 を II みた。 實兼 は當時 春宮大 夫と な 

つて 持 明 院統の 信望 を 一身に 集め、 幕府との 親近 關係を 利用して 局面の 進展 策 を 講じた。 この頃 龜山 上皇 

が 幕府に 異圖を 有せられ るとの 風評が 立った ので、 これに 對 して 持 明院統 側で は 深く 幕府に 信賴 して 居る ^ 

旨 を 宣言し、 且つ 後睡蛾 法皇の 治世の 君に ついての 御 素 意 は、 幕府に 仰せ 合される 外に 何等の 御 所存が あ 

つたので はなく、 法皇の 御 素 意が 龜山 天皇に あると いふの は、 事實 にあらざる 旨を强 調され たので、 慕 招 

は 弘安十 年に 後深草 上皇の 御 治世と 東宮の 踐祚と を 申入れ、 實兼 はこれ を 1 へ傳 奏した。 龜 山上 皇は頗 

る 御不滿 で、 御 使 藤 原 賴親を 鎌 倉に 差遣せられ、 異圖 云々 の風說 の事實 にあらざる こと 等を辨 明せられ た 

が、 幕府の 申入れ は 拒まれる 力がなくて、 十月に 御讓 位の 儀が 遂行され た。 かくて 伏 見 天皇の 御代と なり、 

後深草 上皇の 御 治世と なり、 幕府の 方針 は 旣定の 通りに 進められた。 

この 後 幕府 は 皇位の 問題 及び 朝政に 就いて、 申次實 兼と 密接な 關係を 結び、 且つ 關柬 申.^ の 意向と 公平 

政策と を ニ大規 Sr として 理を 講じ、 慕府の 主張 を權威 ある ものと し、 公家 政治 を 自己の 意の 儘に 置かん と 


する 態度に 出た。 卽ち 後深草 上皇の 御 治世の 第一 年で ある 正應 元年に、 政道 奥行の 美名の 下に 朝政 干涉を 

企て、 二階 堂 ® 綱お 京都に 特派し 實 兼を經 て、 議奏 公卿 及び 評定 衆の 設置、 任官 加爵の 次第 を亂 さぬ こと、 

僧侶 女房の 政事 口 入 を 禁止すべき こと、 後宇多 上皇への 御分國 進上の 事 等 を 奏した。 これと ともに 又龜山 

上皇に は、 上皇の 御異 圖に關 する 巷說 をば 認めない こと を 申入れ、 兩 統に對 して 一 樣に 誠意 を 表明した。 

この 結 * として 實兼を 始め 關 白ニ條 師忠. 堀川 甚 具. 土 御門 定實. 平時 繼が 評定 衆と なり、 毎月 三囘 評定 を 

問いて 袁要 政務 を 審議す る ことと なった が、 實は 名ば かりで 諸事 は實 兼と 幕府との 合意で 解決され た。 こ 

この 後赏 兼の 好意 は 益く 持 明院統 側に 注がれ、 曾て 後宇多 天皇へ 納れ 奉る ことに 定められた 實 兼の 女録子 

は、 ごの 年の 六月に 後深草 上皇, 御 猶子と して 後伏見 天皇の 中宮に 冊立され、 實 兼の 子 公衡は 中宮 大 夫と 

なり、 又 この 年に 降誕の 皇子 胤 仁 は 翌年に 東宮と なられた。 幕府の 賛同に 依った こと はいふまで もない。 S 

龜山 上皇 は 御主 張が 慕 府に容 れられ ぬの を 御 不満の 餘 りに、 正 應ニ年 九月に 落飾 せられて 法皇と なり 給； 3、 

翌 三年に 後深草 上皇 は 御望 を 遂げられ たの を 御 満足 あらせられて 落飾せ もれた。 」 

かくて 幕府 は 御 治世 を 左右す る鑰を 握る ことと なった ので、 兩統の 策士 等の 企てる 各種の 蓮 動 や 宣傳を 

受ける ことが 寧日な き 有様と なった。 幕府 はこの 間に 處 して 巧みに 旣定の 根本 方針に 甚く 處置. V 講 やる こ 

とに 努めた。 正應 三年 三月 淺原 爲賴が 宮中に 侵入し、 夜 御殿 を、 汚して 自殺した 事變 は、 重大な 疑獄 を 起し、 

犯行 遺留品から 事件 は その 背後に 大覺 寺統の 存在す る ことが 喧傳 せられ、 西 園 寺 公衡は 承久の 先例 を 云 爲* 

する に 至った。 これに 對 して 大 覺寺統 は 告文 を 幕府に 下して、 風聞の 事實 にあらざる こと を 示された が、 

幕府の 意 はな ほ 解けなかった。 然るに 間もなく 藤原爲 兼が 天皇の 御 乳 父と して 信任 を 得、 西 園 寺 氏と 權を 


爭 ふに 至って、 西 園 寺 氏の 持 明院統 奉戴の 意志が 次第に 薄らぎ、 爲 兼との 間に は 終に 激烈な 爭を 起した 

幕府 は 西 園 寺 氏 を 援助し、 永 仁 六 年に 爲 兼に 陰謀 ありと して 六 波 羅へ捕 致し 次いで 佐 渡へ 流した。 爲 兼の 

問題から：^ 羽 院統と 意志の 疎隔した 西 園 寺實兼 は、 轉 じて 大覺 寺統と 合意の 政策に 出で、 治世の 君 を大覺 

寺統 ^4 移して 自家の 權勢を 保持 せんとした。 大覺寺 統も亦 西 園 寺 氏の 力に よらん として これと 近づか すた 

ので、 幕府 も 亦 これに 從ひ、 永 仁 六 年 七月に 先 づ御讓 位 を 奏請して 後伏見 天皇の 御代と し、 引きついで 後 

宇多 上皇の 皇子 邦 治 親王 を 東宮と 定め、 後嵯蛾 法皇の 御 素 意お 尊重す る 旨 を 明らかにした。 つ いで 幕府 は 

大覺寺 統と實 兼との 希望 を 容れて 正 安三 年に 御 譲位 を 請 ひ、 後ニ條 天皇の 御代と し、 大覺 寺統の 治世に 改 

めた。 後伏見天皇の御^^は僅かに三年に適ぎなかった。 實 兼の 女瑛子 は龜山 法皇の 妃 となり、 この 年 三月 

に 院號を 定められて 昭訓 門院と 稱 せられた。 女院は 大覺寺 統內に 於け る 有力な 一 勢力 を 形成され た。 

後ニ條 天皇の 踐肺 により つづいて 起った 立太子に 就いて、 兩 皇統から は 幕府に それ どれ 自統 より 出さん 

として 勸說を 開始した。 持 明院統 C は 皇位 は 正嫡の 一流に 傳ふ べしと して、 自統 からの 立坊を 主張し、 後 

伏 見 上皇に は 未だ 皇子が まし まさなかった ので、 御 弟 富 仁王 を 上皇の 御 猶子と して 推し、 將來 上皇の 皇子 

御 誕生の 際に は、 これ を 富 仁王の 猶子、 卽ち 上皇の 嫡孫の 義 として 繼承 せし むべき 內規を 作られた。 大覺 

寺 統も亦 後嵯峨 法皇の 御 素 意を鐵 則と して、 自 銃からの 立坊を 主張し、 後ニ條 天皇に 未だ 皇子が まし まさ 

ない ので、 御 弟 尊 治 王 を 推された。 殊に 龜山 法皇 は 尊 治 王を鍾 愛せられて、 未來の 皇位 は 王の 一流へ との 

歡盧 であった。 幕府 は その 根本で ある 公平の 態度 を 以て、 この 解決に 當り、 兩統 から 交互に 立坊 せられる 

ことが、 公平な 解決策で あると して、 富 仁王の 立坊を 奏請し、 正 安三 年 八月に 立太子の 儀が 擧 げられ た。 


ついで 幕府 は大 覺寺統 側からの これに 對 する 抗議に 答へ て、 十一月に 二階 堂 行 藤 を 京都に 差遣して、 慕府 

の 執った 立坊の 順序 は理を 誤って 居らぬ こと、 兩 皇統が 皇位 を踐 まれる こと を 幕府が 望んで ゐる こと、 御 

譲位の 時期 は 叙盧に 任せ 奉るべき こと を 奉答して、 慕府の 保持す る 公平な 政策と、 皇位の 改替 には敢 へ て 干 

涉を行 ふ 不敬の 行爲に 出ない 旨 を 明示した。 然し この 幕府の 趣意 は兩統 から 是認され るに は 至らなかった。 

されば この 後嘉 元三 年 八月 龜山 法皇の 崩御に 端を發 して、 大覺 寺統內 では 後宇多 上皇と 龜山 法皇の 皇子 恒 

明 親王 ハ"』 訓 門院の 御子 〕 との 間に、 儲貳に 就いて 御意 向が 一 致 を 見る に 至らす、 恒明 親王 は 父 皇の敷 慮に 從っ て 

大覺寺 統の皇 儲に 供 はらんと し 給 ひ、 持明院 銃と 共に 幕府に 向って 屢く御 使 を 派遣され た。 然し 幕府 は 正 

安度の 宣言 を 遵奉して、 讓 位の 發言を 差し 控 へた。 やがて 德治 三年 八月に 天皇 は御惱 によって 崩 じ 給 ひ、 

皇太子 は 卽ち踐 肺せられ た。 かくて 花園 天皇の 御代と なり、 又 持 明 院統の 治世と なった。 これに 引き つづ g 

5r て 行 はるべき 立 坊に就 い て、 幕府 は 兩統の 皇位に つき 給 ふべき 希望 を 有すとの 意向の 宣言に より、 大覺 

寺統 から 最 先に 推された 尊 治 王 を奏薦 し、 九月に 立太子の 儀が 行 はれた。 

一方 關東申 次は實 兼が 後伏見 天皇の 正 安元 年に 出家した 際に、 嫡子 公 衡に讓 り、 公 衡は當 時大覺 寺統と 

親近^ 關係を 持續 したが、 龜山 法皇から 恒明 親王 扶持の 御 依托を 受ける に 及んで、 後宇多 上皇との 間に 自 

ら 疎隔 を 生じ、 爲 めに 漸次 持 明 院統へ 接近す る ことと なり、 女 寧 子 を 後伏見 上皇の 妃 とした。 花園 天皇の 

延慶ニ 年 正月に 至って、 寧 子 は 院號を 定められて 廣義 門院と なり 給 ひ、 公衛 は 三月に 左大臣に 進んだ が、 

正 和 四 年 九月に 薨 じたので、 關東申 次 は 再び 實 兼の 手に 歸 つた。 然るに 持 明 院統の 治世と なつてから 爲兼 

が 勢力 を復 し、 K 見 上皇の 院政に 參畫 する 有力者と なる に 至り、 ここに 再び 西 園寺實 兼との 確執 を 生やる 


に 至った。 幕府 は te:!^ 寺 氏の 勢力 擁 謹の 爲 めに、 實兼を 援助して 復た爲 兼の 權勢 打破の 策 をと り、 正 和 四 

年 十二月に 爲 兼の 陰謀 を 認めて 六 波 羅へ捕 致し、 翌年 土 佐へ 流して、 京都から その 勢力 を 除いた。 然し こ 

れが爲 めに 實 兼と 持 明院統 との 關係は 又 漸次 M 滑を缺 くに 至った ので、 大 覺寺統 はこの 機に 乘 じて 幕府に 

御讓 位の 發言を 促された。 

幕府 は 從來關 東 申 次 西 園 寺 氏と 聯携 をと つて、 兩 皇統に 對 して 公平な 態度 を 持して 來 たので あるが、 年 

と共に この 問題 は 漸次 複雜の 度 を 加へ、 一方の 御主 張 を容れ 奉れば 他方から 怨 まれる ことと なり、 終に 幕 

府 は兩統 からの 怨府と 化して、 幕府の 折角の 好意 は 認められぬ 狀況 となる に 至った。 この 事態が 繼. 續 すれ 

ば、 幕府の 立場 は 益 X 窮地に 陷る 恐が あるので、 この 際 幕府 は斷然 この 苦境 を脫 出すべき 策 を 講じ、 踐祐 

立坊 ともに 兩統の 御 和談で 定められ、 幕府 は 向後 一切 この 問題に は容 像し 奉らない ことと し、 文 保 元年 四 ^ 

月に 中原 親鑒を 上洛 させ 實兼 を經て 奏上せ しめた。 世に これ を 文 保の 御 和 談と稱 した。 然し 多年 この 問題 

で 御主 張 等 を 異にした 兩 皇統の 御 間に 御 協定の 成立すべき 道理が なく、 從 つて 當 面の 問題で ある 御 ji 位の 

期日 等に 就いては、 御 交渉 を 始められる 緖ロ さへ なく、 幕府の この 案 は 全く 失敗に 歸 した。 爲 めに 幕府 は 

止む を 得ゃ大 覺寺統 側からの 要求に 從 つて、 來 るべき 東宮に は 後ニ條 先帝の 第一 皇子、 その 次に 後伏見 上 

皇の 第一 皇子， V いふ 順序の 案 を 提出して、 御 和談の 進行の 端緖を 開き 奉らん とした。 この 案 は 幕府の 從來， 

の 方針に 反し、 大 覺寺統 側に 大いに 有利の 案であって、 思 ふに 實兼 等の 盡 力に 待つ ものが 多かった ものの 

やうで ある。 それ 故 持 明 院統側 はこの 案に 賛成され る こと は 到底な し 得られなかった から、 この 案に 應諾 

せられす、 從 つて 幕府の 案 は 又もや 失敗に 歸 した。 依って 幕府 は 暫く 形勢の 推移 を觀 望し、 事態の 平靜を 


待つべく、 新な 提案 をば 差し 控 へる ことと した。 文 保 元年 九月に 伏 見 法皇が 崩御 せられて、 持 明 院統俱 に 

は 大打擊 であった。 この 機に 大覺 寺統 では 實兼を 通じて、 再び 文 保 御和談 の規， 定に 依って 讓位を 促された 

が、 持 明 院統は 從來の 通りの 御 態度 をば 堅く 持して 動かれなかった。 この 時 幕府 は實 兼からの 懇請 を容れ 

たらしく、 後宇多 法皇の 勅旨 を 奉じて、 文 保 御 和談の 主張 を撒囘 し、 文 保 二 年 二月に 先に 提案した 立坊順 

序に 從 つて 御 讓位 あるべき こと を 奏請した ので、 問題？ - 遂に 決し、 同月に 後醍醐 天皇の 踐祐、 後宇多 上皇 

の 院^と なり、 三月に 後ニ條 先帝の 第一 皇子 邦 良 親王が 東宮と なられた。 かくて 慕府 は從來 の，^ く 踐舴立 

坊に その 意志 を 表明せ ざる を 得 なくなった 

かくの 如く 持 明院. 大覺 寺兩統 は、 治世 踐祐 立坊 等に 就いて 異にせられた 御主 張の 貫徹の 爲め 多年に 

つて 努力 せられた 結果？ 兩統 共に 活氣を 加へ た。 殊に 天位 は 善政に よって 保持し 得られる とい ふ 支那の 思 S 

想、 主として 當時 輸入され た 宋學の 影響から して、 兩統 共、 に學 問を勵 み、 古今東西の 治亂 興亡の 跡 を^ 究 

し、 政治に 力 を 注がれた。 この 公家 社會の 奮起 は 幕府に とって は 一大 脅威であった が、 自己の 櫂 威に 自負 

した 幕府 はこの 情勢に 慎重の 考慮 を 加へ す、 ただ 從來の 態度 を持續 したの みで あ. つた。 これ は 幕府に とつ 

て は 重大な 失策であった。 後宇多 上皇の 院政に は 洞 院實泰 • 花 山 院師信 • 吉田定 房 • 萬 里 小路 宣房 等の 濟 

々たる 多士が 輔翼に 供 はり、 政務の 振興が 日に 月に 斷 行せられ た。 元亭 元年に は 遂に 院政 を廢 して 親政に 

復 する ことと なった。 幕府 はこれ に對 してた だ大覺 寺統內 部の 事との み 無意識に 賛成の 意 を 表し プ 力く 

して 後醍醐 天皇の 親政と なった。 幕府 は 院政の 撤廢の 次に 來 るべき ものが、 幕政の 撤廢 である こと を觀 破- 

す る ことができなかった。  後醍醐 天皇の 親政 は 後宇多 上皇の 院政^ 上に 活潑な ものと なり、 朝政に 新 * 力 


逐次 累加され た。 朕が 新 儀 は 後代の 範 であるとの 御 信念の 下に、 朝政の 振興が 行 はれた。 持 明 院統の 花園 

上皇、： A、 政道 今や 淳 素に 歸 せり、 君 は 旣に聖 王に まし まし、 臣. に 亦 人 多い、 と 羨望 賞讃 せられた 程で あつ 

た。 かくして 天皇の 親政の 目標 は 討幕へ と 進んだ。 

日 野資朝 • 同 俊 基 等が 首腦 となって 計畫 した 第一 次の 討幕 計畫 は、 正中 元年 九月に 美 濃の 武士 舟 木賴春 

の 密告に よって 六 波羅の 知る ところと なった。 六 波 羅は卽 時 首謀と 目した 觀係者 を 拉致し、 慕府は 急報に 

依って 承久の 例に 倣 ひ 近畿 以西の 家人に 動 a 令を發 し、 ェ藤 高景を 上京せ しめた。 然し この 折は資 朝が 巧 

みに 全責任 を 一身に 負 ひ、 他への 波及 を 防いだ ため、 幕府 は 事件の 全貌 を 窺知す る こと を 得 や、 單に資 朝 

を 佐 渡へ 配流す る處 置の み を 以て 事件の 處 a を 打ち切った。 當時關 東の 申 次た る 實兼も 亦 事件の 核心に 觸 

れ 得なかった やうで ある。 この 機に よって 起された 持 明 院統の 御讓位 促進に 關 する 提議に 對 して は、 幕府 M 

は 文 保 御 和談の 精神 を 持して 少しも 動かなかった が、 正中 三年 三. 月に 皇太子が 薨去 あらせられ たので、 こ 

こに 端な くも 立坊 問題が 起る に 至った。 幕府 は 文 保 度の 提案に 從ひ、 大覺寺 統と故 皇太子の 御 遺跡からの 

要求に 賛同せ や、 後伏見 上皇の 皇子 量 仁 親王 を 推戴した ので、 七月に 立坊の 儀が 行 はれた。 

後醍醐 天皇の 第二次の 討幕 計畫 はこの 間に 進み、 幕府 も 亦 漸次 疑惑 を 深めた が、 承 久の變 直前の 如くに 

幕府の 在京 機關が 敏活な 活躍. をし なかった ので、 その 眞相 を牒 知す る こと を 得なかった 中に、 一 f= ^？七 兀年四 

月に 至って、 六 波羅は 天皇 輔翼の 柱石の 一人 吉田定 房から、 俊 基が 主として 討幕 計畫を 行って ゐる 旨の 密 

吿を 得て 始めて 驚き、 幕府 は 正中 度の 例に 倣 ひ、 長 崎 高貞. 南條 高直 等 を 上京 させ、 俊 基 等 を 捕へ 更に 宫 

中の 採 索 を 行 はんとした 折、 忽ち 車駕の 所在 を 失って 周章狼狽 を 極めた。 幕府 は 大佛貞 直 • 金 澤桌冬 • 足， 


利 髙氏等 を 上京 させ、 大兵の 威力に より 承久の 例に 倣って 暴 壓を加 へんと し、 卽ち廢 立 を斷 行して 量 仁 親 

王の 踐 扉と 後伏見 上皇の 院政と を 奏請し、 皇太子に は 故 皇太子 邦 良 親王の 御子 康仁 親王 を 推戴し、 從來の 

慣例 を 追うて 時局 を處理 せんとし たが、 幕府の 全國 統制の 威力 は旣に 崩れて、 承久の 古と は 趣 を 全く 異に 

して 居った 爲め、 勅命に 應 やる 幕府の 家人 は 各地 方に 現れて 漸次 全國に 波及し、 幕府 は 全く 孤立に 陷 つて 

その 存立の 意義 を 失 ひ、 家人 新田 義貞. 足 利 高 氏 等に よって 容易に 覆さる るに 至った。 これ は 全く 幕府が 

時局に 暗く、 奮慣 にの み 固執して 時勢に 順應 する 策 を 執り 得なかった ことに 起因して ゐ る。.  _ 1 

一 〇、 國 防計畫 

慕府は その 定めた 政治 分野の 限界に 從ひ、 外國 との 關係卽 ち 外交に 就いては 公家 政治に 委せて 敢へ てこ i 

れ に參與 しなかった が、 國 防に 關 する こと は 治安 維持の 職責 上から 當然 その 所管の 中に 加へ た。 平安時代 

の 中期 以來 公式の 國際關 係は絕 え、 我國は 支那 朝鮮の 貿易商 人 を 九州の 博 多 等に 迎 へ て 交易 を 行った に 適 

ぎなかった。 博 多 は當時 唯一の 貿易 場で、 在留の 外人 は 相當に 多く、 これ 等の 取 綠 は 大宰府 が 任務と して 

居った。 平淸 盛が 一時 宋 との 貿易 を 企て、 福 原に 宋人を 引見し、 又 相 ffi 泊 等の 修築 を 行って 交通の便 を圖 

つたこと はあった けれど、 平氏の 滅亡と ともに この 計畫 も中絕 した。 幕府 は その 勢力 を 九州に 進出させる 

に 及び、 天 野 遠景 を鎭西 奉行と したが、 その 主たる 任務 は 管 tEZ の 治安 維持と 在住 家人の 統御と に 過ぎな か 

つた。 この 鎮 西 奉行の 沿革 は 詳細 を缺 いて： Q るが、 建久 年間に 遠景の 後を繼 いで、 大友能 直と 大宰 少貳武 

藤资賴 とが 相 IS んで その 任に つき、 鎮西 奉行 又は 鎭西 守護 職 等の 名で 呼ばれた。 a ち 九州の 公家 政治の 磯 


關 である 大宰府 と 相 んで 家人の 統制と 治安の 維持と を擔 任して 居った ので、 この 職務の 範圍 內に屬 する 

外 《i との 問題 _ ^つ い て は 自ら 關係 する やうに なった 

嘉祿ニ 年に 對 馬の 島民 及び 松浦黨 等の 一 圑が數 十艘の 兵船 を 作り、 高麗の 全羅 州に 渡航し、 民家 を 略し 

て 資財 を is- めた ため、 半數は 高麗の 爲 めに 殺害され たが、 殘 つた 者 は 銀器 等 を 奪 ひ 取って 歸來 した ことが 

あった。 翌 安貞 元年の 夏の 初めに は、 同じく 九州の 邊 民が 高麗の 全 州に 於いて、 同地の 防護 監盧且 の爲め 

に 船 ニ隻を 捕獲され、 三十 餘 人が 殺され、 多數の 武器 を押收 された。 ついで 又 別の 一 圑は熊 神縣に 入り、 

守備の 鄭金 意と 戰 つて 終に 引き上げた ことがあった。 これ 等 は 何れも 邊 民間の 私 貿易が その 目的の 達せら 

れ ない 時に、 暴徒と 化して 彼の 官憲と 衝突す るに 至った ものの やうで ある。 ここに 於いて 高麗 全 羅州は そ 

の 暴 擧を賁 り、 牒狀を 我國に 送って、 その 責任 を 問 ふ 手段に 出た。 大宰府 はこれ を 受理し 正本 を 幕府へ、 3 

案文 を關 白に 送達した。 これ は 幕府が 始めて 外交に 關 係した 事件であった 如くで ある。 

この 牒狀に 接した 大宰 少貳武 藤資賴 は、 その 職責 上から 惡徒 九十 人 を 捕へ、 高麗 國 使の 面前に 於いて 斬 

首に 行 ひ、 又 これに 返 牒を發 した。 これ は資 賴が內 地の 治安 維持 同樣の 觀點に 立っての 處 置と 思 はれる が、 

この 事情 を 知った 一部で は、 これ 以て 我 朝の 恥と し、 牒狀の 無 鱧なる を 憤った。 之に 對 して 當時 幕府が 

如 なる 態度に 出 たかは 徵 すべき ものがない。 この 後貞永 元年に 肥 前國鏡 社の 住人が 高麗に 渡って 夜 討 を 

企て、 數 多の 珍 寶を 奪って 歸 朝した 際に 當 つて、 同國の 守護 人 はこれ 等の 犯人 を 捕へ 尋問 せんとした とこ 

ろ、 預所 よこの 處置は 守護の 職務の 範圍 外で あると 稱 して 應 じなかった ので、 守護 はこれ を 幕府に 訴 へた。 

幕苻 よこ e 'に對 して、 本 阵は預 所の 抑留すべき ことに あらや、 交 名に 任せて 須く 犯人 を 守護に 引き渡す ベ 


く、 乘船幷 に贓物 も同檨 守護に 沙汰 をさせる ことと 定めて 指令 を發 した。 この 處 置から 見れば 先に 資賴が 

犯人 を 腐 分した こと も その 權限內 のこと で、 問題 はた だ 外國の 使の 面前に 於いて 行った ことに 止る やうで - 

ある。 

建 長 六 年 四月に 幕府 は 唐 船に 就いての 評定 を 行 ひ、 その 數を 五隻に 限定した ことがある。 その 理由 は詳 

でない が、 これ も 亦 守護の 權限 內に屬 する ことであった らしい。 弘長 三年に 對馬 島民が 高麗の 熊 神 縣に渡 

つて 財物 を 掠めた 時に、 高麗 は牒 狀を發 して 和親 を 求め、 掠奪 品の 還付 を 請求した。 この 時 我國は その 請 

に應 じて 局 を 結んだ。 これ は 安貞 度と 同檬な 事情で あつたと 思 はれる。 かくの 如く 外 國卽ち 高麗との 問題 

は «x 起って 居り、 鐵西 奉行 及び 九州の 守護 等 は、 外 國に對 して 決して 無關 心で はあり 得なかった。 

文 永 五 年 正月 鎭西 奉行 武藤資 能 は、 對馬 守護 代 宗助國 を案內 として 渡來 した 高麗の 國信使 潘阜を 大宰府 I 

に 引見し、 蒙古の 國書 とその 趣意 を說 明した 高麗の 國誊と を 受理した。 蒙古の 國書は 表面 は 我が 國と國 交 

の £1 始を 要望した ものであるが、 實は その 威力に よって 屈從 せしめん とする 趣旨の ものであった。 資能は 

事態の 重大なる により 直ちに 幕府へ 顚末を 報じた。 幕府 は外國 との 交涉 それ 自體は 自己の 專管 外で ある こ 

とと、 特に 重 事で ある こと 等に よって、 關東申 次 西 園 寺實氏 を經て 朝廷に 奏し、 その 處理の 手續を 求めた。 

同時に 幕府 も 亦 自己の 立場から この 問題の 處理に 就いて 慎重に 考慮 を 遂げた。 幕府の 立場と して は、 兵力 

を 以て 威赫 的に 要求され たこと に對 して は、 武士の 精神から も 到底 受諾す る こと はでき なかった。 而 して 

この 要求 を 返け る ことに 依って 當然 惹起 さるべき 敵國の 侵攻に 對し、 守備 を 萬 全に して 國 家の 安泰 を講ゃ 

る こと は、 その 職責 上 必須の 任務で あるから、 幕府の 考慮 は 自ら/ J の點 にも 及び、 その 結果 萬 全の » 策 を 


立てて、 蒙古の 要求 を斷 乎と して 退ける こと を 決意し.， た。 朝廷へ この 事件 を 移牒した 時に、 慕府は 併せて 

その 所信 を 披瀝し、 朝廷の 允 裁 を 仰いだ のであった。 

幕府が 蒙古の 對 日本 策に つ いて 豫め 聞知す ると ころがあって、 事態の 推移 を 注視して 居った か 否かに 就 

いて は 明確な 史料 は 存在して 居らな いれ、 鎭西 奉行 等の 從來の 行動と、 朝鮮半島 及び 支那 大陸との 交通 狀 

態から 察すれば、 何等か 豫 知した こと はあった らしい。  .  . 

幕府 は 直ちに 樹立した 防衞 方針に 甚 いて、 文 永 五 年 二月 二十 七日に 令 を 御家人に 下して 不時の 變に應 じ 

得る 準備 を 行 はせ、 又 使 を 京都に 出して 朝廷の 決意 を 促した。 かくして 朝廷から 幕府と 同一 方針 を 執る 旨 

の囘 示に 接した ので、 卽時鎮 西 奉行に 訓令して 高麗 使 を歸國 させ、 何等の 囘答 をも與 へす 無言の 裡に 要求 

拒否の 意 を 示した。 三月 幕府 は 連署 時宗が 執 櫂に 執權政 村が 連署と なって 軍國の 統制に 任じた。 蒙古 は 出 ， 

師の 準備と して 我國 へ の 海路の 狀況、 九州 方面の 地形 等 を 採 索させる 爲め、 この 後 屢く使 を 派出す る 策 を 

とった。 第二 囘の使 は 文 永 六 年 九月に 對馬 にっき、 その 牒狀は 前 囘と同 檨の手 續を經 て 幕府に 達した。 こ 

の 際 幕府 は 前 囘同樣 の 態度 をと つたが、 朝廷で は 敵 國中書 省の 牒狀 であった 爲め、 その 求 を 拒む 返 牒を菅 

原 長 成に 起草せ しめられた。 然し 幕府の 意向に よって 返 牒の發 送 を 停められた。 この 機に 幕府が 防備 つ 

い て 指令 を 行った こと はもと よりであった。 

文 永 八 年 r:!- 月に 幕苻は 高麗から 蒙古 兵の 進攻 を 警告した 書面 を 受領した ので、 九月に 鎮 西の 守護 地頭に 

ザして 邊 防に 備べ させ、 縑倉 在住の 九州の 家人 を 故 國に歸 し、 更に 四 國中國 の 家人に も 順次 西 下して 九 

の 防衞に 當らす 訓令/. U. 發 した。 幕府の 防 蒙 方針の 大綱 は、 鎭西 奉行の 統率 下に ある 九州の 家人 を 主力と し 


て、 i^f ら 陸上の 守備に 任 やる にあって、 海上の 守備に は 主力 を 注ぐ に 至らなかった。 間もなく 九月に 蒙古 

の使趙 良，^ カ筑前 今、 まに 到着し、 國 ^直接に 政府 當 局へ 進 達した き 旨 を 要望した が、 鎭西 奉行 はこれ を 

拒否， 5 たので 副本 を 提出し、 その 囘答 期限 を 十一月 末日と し、 期限 後 は 自由 行動 を 開始す ベ.， 旨 を 明らか 

にした し 力し 幕府 は 前 同樣に 良弼を 退去せ しめたので、 ここに 敵 使の 宣言 通り 交戰狀 態に 入る ことと な 

つた 翌九年 二月 鎖 西 奉行 は 管內の 地頭に 令して 筑前. 肥 前の 沿岸の 警備 を 命じ、 六月に 幕府 は對馬 守護 

^宗助 S に 防備 を嚴 にして 敵軍の 進攻 を 待た しめた。 この 時に 當 つて 幕府が 最も 憂慮した の は 平素 所領 爭 

等で 反目し <n つて ゐる 將士 間の 調和 を圖る ことであった。 幕府 は國 防の 重大な 所以 を說 明し、 私的の 反感 

を棄 てさせる やうに 論した。 この 折 軍事 を 幕府の 處理に 任せられた 朝廷 は、 社寺に 於いて 無異の W 禱を行 

はし めら，， て 人心 を 緊張 させ、 又 敵愾心 を 鼓舞 させて 擧國 一致の 實を擧 げ、. 幕府の 防衞計 畫に大 なる 支 a  g 

A- 賜 はった。  1 

力く して 彼我の 緊張 裡に文 永 十一 年 十月に 至り、 蒙古 高麗の 聯合 艦隊 九百艘 は、 三 萬 H 千の 兵 を 滿敏し 

て 八 n 浦. V 出動し、 先づ對 馬の 佐須 浦に 殺到した。 守護 代 宗助國 は 防戰と 同時に 急 を鎭西 奉行へ 報じた。 對 . 

馬の" 1- り は 忽ちに 滑え、 敵軍 はついで 壹岐に 移り、 守，；： 代 平景隆 はカ戰 遂に 仆れ た。 敵軍 は 更に 進んで 巴 

沿岸に 迫り、. 平 戶. 能 古島. 鷹 島 等の 掠奪 を 始めた。 松 浦黨の 將士等 は奮戰 したが 大勢 利な く、 敵軍 は 

れ多 海に J£i 入した。 鎭西 奉行，， 對 馬よりの 警報に 接して、 管內に 動員令 を 發し博 多へ 集中せ しめた。 

の 諸家 人 は 檄に應 じ * 夜 兼行 博 多へ 向った。 筑 後の 神代 良忠は 九州 一 の 難 處筑後 河に 浮 橋 を 架して、 肥 後. 

藤 摩 • 日お： 大隅 方面より，， 軍勢の 進軍 を 容易なら しめたと いふ。 その他に もこれ に 類した 各地 方の 隱 1 


た 援助が 少 くなかった と 思 はれる。 かくて 鎭西 奉行 は 豫定の 計畫に 甚く 兵力 を 急速に 博 多に 集中す る こと 

を 得、 .，， 貳經資 が 全軍 を督 して 博 多 沿岸の 守備の 部署 を 定め、 島 津久經 は 箱 崎 を 警備した。 かくして 十月 

十九 日に 今 律に 一 部. V- 上陸 させた 敵軍 を 二十日の 拂曉に 博 多に 邀 へたので ある。 蒙古 兵 は 懔悍で 野 戰に長 

じ、 隊形 を 作り 又 毒矢. 鐡砲 等の 邦人の 目新しい 武器 を 使用した ため、 我 軍 は 形勢 漸次 不利と なり、 夜に 入 

つて 遂に 水 城に 退いて 陣を 高く した。 この 夜 暴風が 起り 博 多 灣內の 敵 艦 は 或は 覆沒 し、 或は 大破した ので、 

敵軍 は 終に 敗 返し、 我 軍 は志賀 島に 殘 つた 敵軍 を孅滅 した。 所謂 文 永の 役 はかくして 結末 を 告げた。 

敵軍 來 襲の 報 を 受けた 幕府 は、 十一月 一日に 鎮西 奉行 大友 賴泰に 令を發 し、 九州の 住人 は 幕府の 家人に 

あらやと も、 軍功 を 致す 輩 あれば 抽 賞すべき 旨 を 普く 吿知 せしめ、 又 同日 安藝 守護 武田信 時に 令して、 二 

十日 以前に 任國に 到達し、 國內の 地頭 家人 及び 本 所領 家 一圓 地の 住人 等 を 相 催して、 防戰 すべき 旨 を 傅へ § 

た。 卽ち 幕府 は その 直轄 外の 住人 を 懸賞 を 以て 徵募 する 方法と、 應 援軍の 派出と を 以て、 兵力の 充實 を圖 

つたので ある。 然し この 令の 實行を 見る に 先立って 戰鬪 は旣に 終った。 然し 敵軍の 後退 は 暴風に 因る 船 艦 

の 損傷に 因って ゐ るので、 その 再擧は 必至の 勢であった から、 幕府 はこの 度の 實戰に 於いて 經驗 した 事に 

よって、 一層 有效 なる 對策を 行 ふこと に 務めた。 

文 永の 役で 幕府が 經驗 した ことに、 內 外の 兩 面が あった。 內に 於いて は士 心の 奮起に なほ 足らぬ 懷もぁ 

り、 家人の 統制 も 完全に 行 はれなかった ことと、 陸上 防鑲の 設備が 不十分であった こと を 知り、 外に 於い 

て は 敵軍が 野 戰に長 じて 居り、 これに 對戰 する の は 我 軍の 戰鬪 方法の 現狀 では 頗る 不利で ある こと、 又 敵 

軍の 進退が 隊形 をな して 整然と 行 はれて ゐる ため、 從來我 將士の 得意の 擅 場で ある 堂々 たる 一 騎 打の 戰法 


* か 全然 無效 である こと 等 を 知り 得た e 依って 幕府 は 翌建治 元年 五月に 博 多 を 中心とする 九州の 要地に 錢所 

を 設け、 家人 を 交代 警衞の 任に 充て、 更に 周 防 • 安藝. 備後 三國の 家人 を、 長 門の 家人と 共同 結 香して、 

長 門の 邊 海の 防衞に 任じ、 七月に は鑛西 奉行に 命じ、 前 役に 言 を 他に 藉り て從箪 を 避けた 者が 少く なかつ 

たので、 將來は 命 を 用 ひす 忠節 勤めぬ もの は、 罪科に 行 ふべき こと を觸れ しめて、 時局の 認識 を 高めし 

めて 士 心の 奮起 を 促した。 尋で 九州 在住 家人の 京都 大番役 を 免じ、 公事 を 減じ 節約 を 圖り戰 力 を 蓄積 させ 

た。 十一月に は 九州の 統制 を 完全に する ため、 北 條實政 を 特派して 總 帥に 任じ、 翌年 正月に は 北 條宗賴 を 

長 門に 特派して、 諸闺 からこの 方面に 集中した 家人の 統轄に 任じ、 その 翌 三年 七月に は 北條時 村を筑 後の 

守護に 任じた。 かく 執 櫂北條 氏の 一族 を相尋 いで 臨 戰地帶 に 派出して、 幕府の 方策 を 徹底させる ことと し 

た。 弘安 三年 十二月に は 兵力 充實 の. 爲 めに、 東國 在住 家人 を 動員して 九州の 警備に 充て. - 諸將士 協力して ^ 

國 防の 目的 を 達すべき こと を 訓諭し、 私の 宿意 を 挿んで 天下の 大難 を 顧みざる は 最も 不忠で ある、 諸家 人 

は 守護の 命 を 守って 防 戰に盡 力し、 守護 は 親疎 を 論ぜ や 諸 將士の 忠否を 注進すべき こと を 命じた。 

敵軍 防 観の 作戰に 就いては 幕府 は 海軍に 重點を 置く 自信がなかった ので、 從來の 如く 海岸の 防禦 設備 を 

高く して、 敵軍の 上陸 をば 阻止す る こと を 以て 根本 方針と 定め、 その 工作と して 敵軍の 目標と なって ゐる 

博 多の 沿海に 石壘を 建造し、 これ を 掩護 物と して 敵軍の 上陸 侵入 を 防ぐ 案 を 立てた。 建 治 元年 ni 月に 鎭西 

奉行に 命を傳 へ、 九州の 家人， に 命じて、 営 崎から 今津に 至る 博 多灣の 沿岸に 石壘の 建設 を 行 はせ た。 少貳 

經資 がその 董督に 任じ 諸 將士に ェ役を 平均に 課し、 各所 要の 人夫 を 率ぬ て 博 多に 會 せしめた。 かくして ェ 

事 は 五 年の 歲月 费 して 豫定の 區間を 完成す る を 得た。 これと 同時に^ 極 的の 防備で は士 きの 鼓舞 を 十分 


ならしめ る こと を 得 や、 且つ 敵軍 を 十二分に 撃破し 得ない 恐れが あつたので、 一方に は 兵船の 準備 を 整へ 

戰の 狀況の 如何によ つて は、 遙 かに 海上に 邀擊し 攻勢に 轉 やべき 用意 を 廻らした。 建 治 元年 十二月に 幕府 

は異國 征伐 を 標榜して、 山陰. 山陽 • 南海. 西 海の 守護に 令を傳 へて 兵. 船と 水 手の 準備 を 命じ、 翌年 三月 

に ま 九 令して、 異國 征伐 軍に 加 はらんと する 勇士 を 募り、 先づ その 兵數と 武具と を鎭西 奉行に 注進せ 

しめた。 この \ とに よって 我士心 を 振起せ しめた ことね 頗る 大 なる ものが あった。 老者 奮って 兵仗 ケ- 執り、 

婦女 亦 子弟 を激勵 する 等、 幾多の 佳話 を 今日に 傳 へて ゐる。 然し この 海軍に よる 方策 は、 幕府の 豫備 的の 

作 戰計畫 であ. つて、 主力 は 依然 海岸の 防饌に 注がれた のであった。 

幕府が 防禦に 全力 を 集中しつつ あった 建 治 元年 四月に、 蒙古の 使 杜世忠 が 長 門室津 に渡來 した。 鎭西奉 

行 はこれ を 幕府に 報じ、 前例に 從 つて 追 却 せんとし たが、 幕府 は對敵 決意の 鞏固な こと を 内外に 示すべく  W 

前例 を 破り これ を 鎌 食へ 護送 させて 寵 口に 斬り、 ついで 弘安ェ 年 六月 敵 使 周 福が 對 馬に 渡來 する や、 鎭西 

奉行 は 幕府の 指示に 從ひ、 これ を 捕へ て 博 多で 斬首し、 我 11 民の 敵愾心 を 高めた。 この間に 敵國の 再擧の 

準備が 成立し、 弘 安四 年 五月 先づ 高麗 を發 した 敵軍 は 對馬壹 岐に戰 端 を 開き、 松 浦 黨の將 士等は 海上で 防 

戰を 試みた が、 衆寡の 勢 終に 扼止 する ことができす、 敵艦隊 は 玄海灘 を 南下して 六月 五日に 博多灣 頭に 迫 

り、 志賀 島. 能 古島. 博 多に 向って 攻撃 を 開始した。 鎭西 奉行 は 北條實 政の 統督の 下に 旣定の 計 畫に從 じ 

敵箪來 襲の 報に より 九州の 諸 軍と 關東 よりの 來 援軍 を 併せて、 第一 防禦 線の 石壘に 配備し、 敵軍の 上陸の 

阻止に 全力 を 傾注した。 大友. 少貳 • 島津. 菊 池. 秋 月. 竹 崎 等の 諸 將士の 奮闘と 石 壘の防 戴 力と に 依って 、敵 

軍の 上陸 を 完全に 阻止す る こと を 得た。 敵軍 は轉 じて 長 門の 沿岸に も 侵入 を 企てた が、 わが 防禦 軍 はカ戰 


鍵 翻し 敵軍 を擊 返した。 爲 めに 敵軍 は 江 南より 來 るべき 別 軍の 到 著まで、 自重の 策 をと つて 鄘 島へ 返き》 

彼^ 海陸 對峙 の狀況 となった。 この間 大矢野 種 保. 河 野 通有 等の 有志 は、 兵船 を 飛ばして 敵 艦に 辰 襲し、 

節，^ を 捕へ 敵 船を燒 さ、 大いに 敵膽を 寒から しめた。 然し 我方の 損害 も亦少 くなかった ので、 後に は 自重 

の 方針 をと つ て 强襲を 中止した。 

力くて 交 戰はニ ヶ月に 亙り 七月 も 正に 暮れん と；： た。 幕府 は鎭 西よりの 戰況 報告に より、 軍の 統巾、 作 

戰 方法、 後方の 準備 等に 萬 全の 考慮 を拂 つた。 萬 一の 際に は 近畿の 兵 を 西 進せ しめ、 皇室 を 鎌 倉へ 奉遷す 

る 方策 を 立て、 七月 ni 十日に は 北 條師時 を 長 門の 守護と し、 閏 七月 十一 日に は 北條業 時を播 磨に 派遣し、 

山陽 道の 將士を その 指揮 下に 屬 せしめて、 防鎮 線の 完備 を圖 つた。 兵力の 補充の 爲 めに は、 幕府の 所管 外 

の 寺社 櫂 門領、 本 所 一 圓 地の 莊官の 動員 計晝を 定め、 兵糧の 供給 法と して、 九州 及び 因幡 • 伯耆 • 出 雲 •  ^ 

石 見 等の 諸 0 の 年貢と、 これ 等の 地方の 本家 領家 等の 得分 及び 富有 者の 所藏米 を徵發 する 非常 案 を 作り、 

六^,. ボを經 て 上奏し、 事情 止む を 得ざる に 出で た 緊要の ものである 旨 を 述べた。 朝廷で は國家 非常の 際で 

ある 理由の 下に これ を聽 許された。 

然るに 一 方 敵の 江 南 軍 は 七月 下旬に 肥筑の 海上に 達し、 全 艦隊 は 鷹 島へ 集中して 再び 戰鬪 開始の 準備 を 

.-ブ 力、 同月 二十. 九日の 夜に、 颱風が 玄海 洋上に 猛威 を 振った ため、 敵艦隊 は殆 んど總 て覆沒 し、 又大 B 

^を 受け、 溺沒 する もの 算 なく、 主 將等は 僅かに 敗殘の 船に 投じて 遁れ 去った。 翌閏 七月 一日に 我 軍 は 風 

雨 を 冒して 鷹 島に 敵の 殘兵を 攻撃し、 二 千 餘人を 捕虜と して 大勝 を 得た。 所謂 弘 安の 役で ある。 

幕府 は 戰鬪の 終結と ともに 前 囘同檬 に 更に 防備に 就いて 善後策 を 講じ、 とりあへ や 鎭西奉 Ibx 命じて 將 


セの 他行 を 禁じ、 常に 戰鬪を 開始し 桴る 用意 を 行 ふこと を 管下の 地頭に 令し、 降 人の 處 分の 結了まで は 港 

灣在 泊の 船舶の 檢 閲を嚴 重に し 逃亡者 を 取締ら せた。 翌五 年に 北 條時定 を 九州に 派遣し、 守備 を嚴 にさせ 

た。 時 定は博 多 姪濱に 奉行所 を 開いて 鎭 戌に 當り、 諸 國に割 充てた 警固番 役 等を監 した。 ついで 六 年に は 

北條兼 時を播 磨に 派遣して 近畿の 邊 海の 防備に 任じた。 また 兵力の 充 實の爲 めに、 この 年 六月に 延曆寺 衆 

徒の 事件に よって 武士の 處 分が 朝廷で 議 せられる に當 つて、 關東申 次 西 園寺實 兼を經 て、 時局 切迫の 理由 

を 以て、 かくの 如き 問題で 武士 を 罪する こと を 中止され たい こと を 奏して. 裁許 を 得た。 

正應五 年に 至って 高麗 使が 渡來 し、 文 永 度と 同 樣の意 * の國書 を持參 した。 幕府 は 前例に よって 追 却し 

たが、 使者の 渡來は 襲來の 前提で あ.^ 先例に 鑑みて 大いに 警戒 を 加へ、 永 仁 元年に は 時定の 卒去した 代り 

として 北 條兼時 を 六波羅 から 赴任 させ、 鎭 西の 將士に 令して 兼 時の 下知に 從 はしめ た。 兼 時 は 着任の 後、 憲 

石壘 等の 防鎮 物の 修築 を 行 ひ、 永 仁 二 年に は壹岐 より 島々 に 烽火の 設備 をな した。 敵軍の 來 襲の 情報 はこ 

の 間 幾た びか 傳 はり、 戍備の 將士は 緊張して 變に備 ふるところが あった。 正 安元 年に 敵の 國使 として、 江 

浙釋敎 統總補 一 寧が 子 曇 等と 共に 渡來 し、 國書を 携帶し 和平の 策 を 講ぜん としたが、 幕府 はこれ に應ぜ や、 

益.^ 九州の 防備 を嚴 にし、 正 安元 年から は鎮西 奉行の 管下に 評定 衆 引付 衆 等 を 置いて、 九州の 家人の 統率 

と 防備と に 遺憾な からしめ、 石壘の 修築 を 時々 行 はせ て、 九州 各地の 將士に その 役 を分擔 させた。 

かくて 幸に して 第三 囘 目の敵 軍の 來襲は 遂に 實 現しなかった が、 幕府が 朝 命 を 奉じ 始終 一 貫防衞 方針 を 

改め や、 國 防に 全力 を 傾注して 少しも 油斷せ や、 その 最後まで 持績 したの は、 その 職責 を 全うした ものと 

いふべ さで ある。 而も この 國防計 畫に隨 伴して 起った 行賞 問題 等から、 幕府の 家人 統制 力が 崩れる に 至つ 


たの は、 まことに 止む を 得ざる ことであった， 

覦 S: 奉行所 は、 北條 氏の 一族 を迎 へてから、 その 統制に 從 ふこと となり、 その 名 も 後に 採 題府と 呼ばれ 

るに 至った。 長 門の 守護 も 後に は 同じく 長 門 採 題と 呼ばれ、 共に 幕府の 出先き として、 警固番 役の 沙汰、.. 

家人の 進 返 等 を 所管と した。 元弘 三年 幕府の 滅亡と ともに 仆れ た。. 

一 r 武家政治の 缺陷  、 

幕府 は その 政治の 眼目と した 家人の 統制と 治安 維持と を、 終始一貫して 把持した ので あるが、 その 方針 

は現狀 維持 を 意味す る もので、 いはば 消極的の ものであった。 されば その 創業 時代. に は、 當 時の 社會 組織 

の 现狀を 維持し 秩序 を 保た せる ことが、 幕府の 政治の 要 謙と なった ので あるが、 時 は 流れ 世 は 移り、 最初 I 

の現狀 維持の 政策 は 遂に 過去の 維持と 化し、 現 狀には 漸次 適合せ ぬ ものと なった。 然るに 幕府 は賴 朝の 時 

の 方針 を 以て 金 科玉條 とし、 時勢に 塵 じて 變更 する こと を敢 へて しなかった。 これ は 幕府の 政治の やがて 

，： §れ る 根本の 原因であった。  >  / 

幕府が その 支持者と して 保護した 家人 は、 慕府 から 授與 された 地頭 職 等 を 始め、 祖先から 傳領 した 土地 

の 各 穢の權 利 を 以て 生活の資 源と した。 而し てこれ 等の 所領 は、 同時に 幕府の 家人と しての 資格と なった 

ものである。 これ 等の 家人 は從來 不安定な 領有 狀 態であった 土地 を、 幕府から 安堵され、 又 勤勞勳 功に よ 

つて 新に 恩 地 を加授 された ので あるから、 幕府に 對 して は 自己の 援護 者と して 感謝の 意 を 表し、 幕府の 命 

に服從 して その 恩義に 報いん とした。 かくて 幕府と 家人との 主 從關係 は、 この 事情から も 極めて 固く 結合 


したので あった。 然るに 世の 太平が つづき、 京 鎌 倉の 關 係が 年 >- ともに 緊密になる につれ て， 武士の 生活 

と 趣の 違 ふ 貴族的な 公家の 生活の 形式が、 漸次 武士の 社會に 移し 植 ゑら れた。 かくて 武士の 生活 は 一面に 

於いて は 向上した が、 一面に 於いて は墮 落した。 殊に 生活 樣 式の 向上に よって、 武士の 經濟は 膨脹せ ざる 

を 得 なくなり、 從 つて 從來の 質素 儉 約の 風習 は 奢侈 贅澤と 變 つた。 鎌倉時代の 初めに は 奢る 平氏 久しから 

やとの 前鑑 によって 質素 儉 約が 重んぜられ、 幕府 も 亦 その！！ 獎にカ を 注いだ。 殊に 土地 經濟 によって 立つ 

武士の 經濟生 S を 維 寺す るに は、 質素 儉約 は缺 くべ からざる 要素であった。 元曆 元年の 冬の 頃に、 賴 朝が 

右 籥筑後 櫂 守 俊 兼の 華美な 服裝 を誡 めんと して、 その 帶 刀を拔 いて 小袖 を斷ち 切り、 懇に 諭した ことがあ 

つた。 その 語 を 吾妻 鏡に 载 せて . 

汝富 11 才 翰-也、 盍& 儉 約-哉、 如 11 常愿具 平-者、 不ぃ分 二 淸湯- 之 武士 也、 謂- 1 所領-者、 又 不ぃ可 

俊 兼； - 而各 衣服 已下 用， 1 麁品 f 不， 好， 1 美麗 『 故 其 家 有- 1 富有 之 聞 『 令い 扶 -1 持數輩 郞從ハ 欲い 勵 11® 功 r 汝 

不レ 知，； 逢 財 之 所 I レ費、 太 過分 也、 

云々 と 記して ぬる。. これ は 軍に 一 俊 兼に 對 する 賴 朝の 態度で はなく、 幕府が 諸家 人 を 指導す る 規準と なつ 

て tQ る ものであった。 

凡そ 土地の 收益 は每年 その 額が 自然 的に 槪ね 一定して ゐる ものであって、 人爲 的に 工作に 工夫 を 加へ て、 

生 逢の 增額 お企てても、 工業の 如く 急激に 增 加し 得る こと は 殆んど 不可能で ある。 のみなら や 天災 地變の 

襲來 によって、 减 ^ 生やる こと は 決して 稀な ことで はない。 故に 消極的に 儉約を 旨と し、 貯蓄 を 行って 

萬 一に^へ る 方法 を 取ら ざれば、 經濟 上の 安定 は 得て 望まれな いので ある。 幕府が 儉約を 一般に 勸獎 した 
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10 はこの 點に存 した。 家人の 經濟は 卽ち儉 約に よって 保持され たので ある。 然し 華美 驕奢 を 好む は 人情 

の 自然で あり、 又 泰平の 繼續 によって 一 般に 華美 安逸に 流れる の も 避け 難い ことであった。 

霜 府の创 立の 頃 は、 如上の 方針に よって、， 幕府 を 始め 武士の 生活 は 極めて 質素であった。 一例 を 邸宅に 

とって 見る も、 武士の 邸宅 は 周 園 を 鰭 板で 圍み、 又は 築地 を 週ら し、 平 門. 冠木門 又は 上 土 門と 呼ばれた 

備 へた。 冠木門の 如き は兩 柱の 上に 一. 木を撗 へたに 過ぎない もので、 元來は 賤民の 住居に 用 ひられた 

ものであった とい ふ。 又警 固の 必要 上 櫓 門 を 設けた もの もあった が、 これ とても 單に板 を 並べた に 過ぎな 

い。. 家屋 は 蒸 .茅* 擎 等で 葺 き- 又は 板屋であって、 平安時代 以來 貴紳の 邸宅と して 一形 式 を 整へ た 所謂 

寢殿 造の 豪 壯とは 比較に もなら なかった。 服装 も 又同樣 で、 直垂. 水 干. 烏帽子が 武士の 平常の 裝 である。 

食物，， い 同樣危 末で、 徒然 草に 傳 へられて ゐる 中には、 執欞時 賴が宣 時の 訪問 を 受けた 際、 僅かに 味 嗜 を *  I 

として 終夜 對飮 して 歡談 した 話、 又 足利義 氏が 時 賴を迎 へ て K 斗 • ま 鰕 • 擾餅を 饗した こと 等から も 推測 

する ことが でさる。  ， 

然るに 泰平の 職 續と京 鎌 <：：5 閬の關 係が 緊密と なる に從 つて、 武士 社會の 質素の 風 は 漸次 失せ、 京都 風の 

奢侈の 影響 を 受けて 華美と なった。 家 も板葺 二矛葺 から 1|^葺 • 檜 皮葺に 進んだ、 慕府の 行事 も 年と ともに 

華美と なり、 每事過 差の 語が « く 用 ひられる に 至った。 諸家 人が この 感化 を 蒙った こと はいふまで もない、 

京人が 贞應 二 年の 鎌 倉の 有樣 を 記 した 海道 記に、 幕府 の 壯麗. な る 有檨 を 記して、 

をろ く 將 軍の 貴 居 を 垣間見れば、 花 堂た かくお しひら いて、 翠 簾の 色 喜氣を ふくみ、 朱 欄 妙に かま . 

へて、 玉砌 のい しゃへ 光 をみ がく、 春に あへ る鶯 のこえ は 好 客 堂上の 花に あざけり、 朝 を をく る 龍 蹄 


は參會 門前の 市に 嘶 ゆ、  - 

と 記して ぬる。 必ゃ しも 文人の 形容詞で はなく、 實に 京人の 目に 映 じた 驚異 を 示して _ ^るので ある" され 

ば 幕府 は 早くから 儉約 令を發 し、 過 差の 禁止 を 命じた けれど、 その 勵行は 年と ともに 困難と なった。 

仁 治 二 年 十二月に、 酒宴に 風流 菓子 を 用 ふること、 及び 衝重外 居 等に 圖畫を 描く こと を 禁じ、 建 長 四 年に、 

鎌 倉 及び 諸國の 市で 酒の 賣買を 停め、 翌年に 奢侈 禁止の 宣 旨の 發 せられた. の を機會 に、 家人 及び 鎌 倉 在住 

人の 過 差 を 禁じ、 違犯者 は 法に 依って 處斷 すべき こと を嚴 達し、 又 女房の 装束に ついては、 五 衣 練 貫を禁 

止し、 又弘長 元年に は關東 家人の 家屋 鍪 作、 ■ 及び 出仕の 行粧の S3 差お 禁 やる 等、 大いに 努め、 執 權は身 を 

以て 範を 示した。. 泰時は 執 櫂 在職 中、 寛 喜 年間の 大 飢饉に 遭遇した が、 率先して 冗費 を 除き、 極度の 儉約 

を 行った。 S 柿に 

家中^ 每年儉 約 を 行 ふて、 疊を 初と して 一 切の かへ 物 共 を も 古⑩を 用、 衣装の 類 も 新しき をば 著せす、 

ゑ ぼしの 破れた るお にも 古き をば 繕 ひつが せて どき 給 ひける、 夜の 燈 なく、 晝の 一食 をと くめ、 酒宴 

遊覽の 儀な くして、 此費を 補 ひ 給 ひけり。 

と誊 いて ゐる。 時 賴も亦 居常 儉約 を勵 行した。 されば 儉 約の 櫂 化の 如くに 崇められた 多くの 佳話が、 今に 

喧傳 されて ぬる。 

かくの 如く 儉約 は、 慕府が 家人 を 統制す る 上に 於いての 重要な 指導 方針であった が、 その 徹底 は 頗る 困 

難であった。 家人の 多く は 奢侈の 生活の 爲 めに、 漸次 經濟の 切迫 を 告げた。 又 年と ともに 武士 は蕃衍 して、 

その 一族 は榮 え、 本家. 分家の 別が 出來 た。 この 折 所領 は 漸次 分割され たから、 本家の 財力 は 漸減し、 分 
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家 は 本家に. 及ぱ や、 平和な 時代に は 新 恩 地の 授與の 事 は殆ん どなかった から、 この 爲め にも 武士の 經濟は 

£J 迫の 一路 レ」 迎り、 一時の 急 を 救 はんがた めに、 所領の 質 入 賣却を 行 ふに 至った。 かくて 所領 を 喪って、 

象 人の 資格 を 失 ふ 者が 少 くなかった。 家人の 失格 は 幕府の 基礎に 重大な 影響 を 有した が 故に、 幕府 は その 

救濟に 全力 を 傾注せ ざる 得なかった。 文 永 五 年， 七月、 幕府 は 家人が 賣 却し 又 流質した 土地の 一部 は、 元 

金 を 以て 還付 を 請求し 得る ことと 定め. た。 ついで 七 年 五月に は、 更に 幕府の 恩 地と 私領 との 區別 なく、 家 

人が 所領 を賣買 入質す る を 禁止し、 旣 にこれ 等の 契約の 成立した ものに は、 元金 を 以て 辨償 せしめる こと 

としたが、 これ は手續 が煩雜 である 爲 めに 撤廢 し、 十 年 七月に 至って、 質 流の 所領 は 元金 を辨 償せ やして 

蕩 主の 領地たら しめる ことと した。 但し 旣に 幕府の 下 文 を 得て ゐる 土地 は 除外す る ことと した。 これ は賣 

買 入質の 原則 を 無視し、 ただ 家人の 所領の 囘收 のみ を 目標と した 暴 令であって、 慕府は その 標榜した 公平 .1 

の裁斷 を、 自ら 進んで 破壞 した ものに 外なら なかった。 ついで 翌十 一年 六月に は、 家人が その 所領 を 子孫 

を閣 5 て 他人に 讓與 する の を 禁じ、 違犯した もの はこれ を沒收 する ことと 定め、 所領の 滅失を 防止した。 . 

然し 家人が 窮乏お 告げて 行く 趨勢 は 年と 共に 著しく、 殊に 蒙古 事變の 軍役 を 勤 仕す るに 至ってより 愈く 

^：^しくなったので、 幕府 は その 救濟に 一層の 考慮 を拂 はねば なら なくなった。 弘 安七 年 五月に、 關柬領 が 

srm 入質 等に よって、 非 家人 或は 凡 下の 輩の 領 掌に 歸 する ものが 少 くなかった ので、 諸國の 守護に 命じて 

*0 行^の 交 名、 田^^岡在家の員数を注進させ、 その 實狀を 調査 するとと もに、 所領の 喪失に よって 家人の 勤 

仕す る 公事が 缺け るの 防止す る爲 め、 所領 A.1 買 却し 或は 流質し、 或は 他人に 和與 して、 適法の 證 文が 作 

成されて 居っても、 規定の 公事 は 前 領主に 課して、 家人の 待遇 を 奮の 如く 付與 する 櫂 宜な處 置 を 講じた の 


である。 ついで 永 仁 元年 五月に は、 曾祖父 si 人と なった 者の 子孫 は、 所 5 喪失しても 特別の 事情 

ある もの は、 家人の 待遇 を與 へる ことと した。  >、 ； P 

かくして 家人の 所領 問題 はや 紛糾の 種き. つて、 置は頻 出し、 家人 は愈、、墓に 陷 つたた め 幕府 

ま 永 仁 五 年 三月に 家人の 所領の 入 震 買 を 禁じ、 旣に賓 却した 分の 中で も、 f からの 下 文 下知 狀 きし 

V 零 二十 S を 過 S る もの を I、 その他 は 悉く 霊の 霞 S し、. 又 非 家人 凡、 下の 輩が 買 入れた 

家人の 所領 は、 二十 羣 Aoi し？？、  iss 歸す きとと し、 S 錢 SS 關 する 成敗 を 

一 掌 止す. る ことと した。 かくて 家人 は寶 した 所領 を 無償で 囘收 する ことができ、 5 の 負債 を 消？ 

る こと ¥臭 ので t。  Iff  ^n>l^^r^?lf  ^s^^^r 

非 家人 及び 凡 下の 輩 は 甚大な 損害 を 蒙った。 かくの 如く 幕府が 家人 救 濟の爲 めの 根本 策 I ぜす 1 を 

誤り、 經濟 SSS し S 置 S? 一時 S 塗し？ と は、 慕 g 世 If- 鐘ち めた 一大 原 

因と なった。  ヒ 

幕府 は その 威力に よって こ の德 政令 I 行した が、 民心 を舊 せしめ？ とが 甚 しく、 爲 めに 賣買貸借 

の I は亭 止し、 一時 SSS 人 も 亦、 5 靈の途 S る ことができな くな つて、 一層 應に陷 る 

に 至った。 この間 世上の 一部で は賣買 等の 契約 をな すに 當り、 將來德 政の こと ある も、 其の 效 力の 及ば さ 

る こと S 示し S 文が 作成せられ、 幕府の 威嚴 を 蟹す る 風が 現れた。 且つ 德 政に 乘 じて 不正 手段に 出 

る もの も 亦 頻出し、 $s 序 は 亂れ 治安の 上に も 重大な 影響 I ぼす S なった。 ここに 於いて 幕ぎ 

乙の 德§を 永嘗 せる ことの 不可能 なること を 認め、 家人が これによ つて 一 時救 濟 された 2 機に、 翌 
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六 年 二月に 本 令の 赏施を 停止した。 然し 一旦 この 發 令に 驚いた 世の中 は、 幕府が 再び かかる 暴 令 を 繰り返 

すに 至るべき こと を g 盧 したので、 社會 人心の 不安 は 依然として 拭 はれ や、 幕府の 不公平な 處置を 恨む 聲 

は 各所に 起った。 

家人 救濟 策. とともに 幕府が 苦盧 したの は、 蒙古 事 變に關 する 處理 中の 行賞 問題であった。 幕府 は 初め 敵 

襲に 備 へる 爲 めに 、懸賞お 以て 象 人 以外の 動員 を 行 ひ、 以て 兵力の 充實を 計り、 又 社寺に 祈禱を 促し 民 

心 の 裔起を 岡 つた。 而 して そ の 結果 前後 1 1 囘 大敵 を搫攘 する こ と を 得た。 然るに 兩役 とも 敵軍 の 敗退 は 暴. 

風に よって 居り、 然も この 暴風の 出現 は 祌佛の 加護で あると 一般に 確信され た關係 上、 神官 僧侶 等 は その 

祈 謹の 功績が 武士より 以上で あると 自負して、 幕府へ 恩賞 を 申請す る ことが 頗る 急であった。 これ 等の 祌 

官 僧侶 は 幕府の 直轄 外に 屬 する ものが 多く、 幕府と して はこの 要求 を 無下に 退ける こと は 不可能であった。 I 

然るに 當 時の 恩賞 は 土地 を 以てする のが 慣例であった。 而 して 兩役 共に 勝利 を 得た けれど、 外敵の 侵入 を 

防 返した のに 止まり、 幕府と して は兩 役の 結果 寸土 も收 める ことはなかった。 卽ち 幕府 は 行賞の 資源と な 

すべき 土地 を 新に 入手し 得られなかった ことが、 行賞 問題に 於いての 最難點 であった。 土地 を 以てする 行 

賞 は 全く 不可能と 稱 してよ かった ので ある。 然し 豫め 懸賞した 等の 關 係が あり、 且つ 弘 安の 役 後 も 平和 克 

復に 至った ので はなく、 從來 通り 諸將士 をして 防衞に 全力 を 傾注 させねば ならなかった 關係 上、 兩 役の 有 

功 者 を赏 して 士氣を 鼓舞し、 且つ 幕府の 信望 を 保持す る ことが 絕對に 必要であった ので、 幕府 は 止む を 得 

t 平時の 法規に よって その 手に 收め 得た 土地と、 新たに 檢地を 行； 3、 これによ つて 發 見し 得らるべき 隱 

蔽 地と を 以て、 行賞の 資源に 供 せんとした。 而 して 行賞すべき 者 は 主として 九州 方面の 在住者であった 爲 


め、 これ 等の 土地の i を 先づ 九州に 於いて 行った。 然し かくの 如くして 幕府が 求め 得た 土地 は * その 面 

積に 於 C て 到底 大 なること を 望まれなかった。 それ 故 幕府 は その 直轄 外で ある 社寺の 行賞 を 先き にして、 

i^mk  S 八幡 SS 蒙 村 地頭 f 霊し めと して、 8 寺に 及 

ました. - く 僅かで その 一部分に 授與し 得た に 適ぎ なかった。 されば 授賞 漏れの 神官 僧侶 はもと より- 

亦戰？ 具申し、 守警經 て 幕府 i 賞 墓む ものが 夥しく、 中には 守 g 手 St 直接に 鎌 倉 

に 赴いて 幕き に請 願す t のも少 くな く、 冪府 はそ の囊 謹に 苦しんだ。 而も これ 等 £ して 幕府 は 抑 

制すべき 理ず得 なかった から、 恩賞の 施行 S 期す 拿 段 i じて、. 目前の 墓から S せんこと を 企 

つるに 至った。  9 

は弘安 九年 七月に、 これ 等の 申請 は大友 •  si 津 •？ 等の 鎭西 奉行の 合議 i せて、 i は ^ 

直接 こ 謹せ ざる ことと し、 警の績 • 家人 • 寺社の 別當 • 神主 • 供僧 • 名主 • 莊 官等 は 幕府の 命令に 

依る にあら vasssss 來る 2 禁止し、 管 奉行 sis し， きのみ 基 府へ 籠せ 

ノめ、 旣に 縑£來 た 者 は 領地に 歸ら せ、 越訴 基 止して 秩序の 維？ 講じた。 然し 恩 貧の 熱望 を この 令 

に 依って 抑止す る こと は 不可能であった。 十月に 幕府 は鎭西 奉行 大友賴 泰*少 貳經資 に 令を傳 へて、 働 功 

賞 を 宛つ ベち f 人名と 田數の 注文と を 授け、 これによ つて 速 かに 檢注を 遂げて 授與 せしめた。 この 時の 肥 前 

沖 奇庄ノ 筑前比 伊鄕の 細かな 配分法が 薩藩舊 記 • 深 江 文書 等に 傳 はって ゐる。 鎮西 奉行 はかくて 逐次 その 

處分を 開始した が、 土地に 限りが ある 爲め、 •  中には 一所の 地頭 職を數 人に 分配し、 又 抽籤 を 以て 配分 者 を 

S る 等、 f 繁難な 手 績が十 數年| つて 漏し、 永 仁 頃 i つて 漸く 結了 t げた。 i は 土地 S 


る爲 めに、 檢注 によって 說意隱 田の 採 索に 力 A- 注いだ ので、 隱 田の 領主から は 頗る 怨 まれる やうに なった、 

のみなら や 受赏者 も 亦、 授けられた 土地の 僅少で あるのに 不満であった から、 これに 就 C- ての 紛糾 ま絕ぇ 

や- S 發し、 怨嗟の， 1 は 各所に 起り、 就中 九州 地方の 武士が 漸次 幕府 を 離れる 素因 をな した。 

慕 痢の 政治 は 前述の 如く、 武家 本來の 使命 を 墓 調と し 治安 維持 を 目的と したので あるから 自ら 保守的で 

あった。 されば 幕府 は 社 會の敎 化の 開發、 文化の 促進 等に 亙って は、 從來の 如く 公家 政治の 分野に 委せて、 

積極的に 力 を 注がなかった。 但し 幕府の 直轄地 區 等に 於いて 交通 施設の 整備 を 行； 3> 又 未開墾地の 開發を 

行うた こと はあった が、 これ 等の 事業 も 止む を 得ざる に 出で た 消極的の ものであった。 

交通に 就いて 幕府が 意 を 注いだ の は 主として 京都 鎌-倉 間の 驛路 であった。 これ は 幕府が 京都との 交涉を 

行 ふに 當 つて 必要に 迫られた ものである。 京 鎌 倉 間の 旅程 は、 幕府で は 公の 急使 は 平均 七日、 特に 急 を 要 ^ 

する 場合 は 三日と 定めた。 然し 一 般の 旅客 は 約 半月 を 要した。 弘長 年間に 至って 東海道 皁 馬の 制 を 設けた。 

紀行に は 執權泰 時の 時に、 三 河國赤 坂. 畳 橋 間の 本野ケ 原が 茫々 なる 原野で、 道 踏み迷 ふ 者が 多 かつ 

た爲 めに、 街道の 路傍に 柳 ァど植 ゑて 道 しるべと し、 旅客の 便宜 を 計った ことが 記されて ゐる。 鎌倉時代の 

末， T 兩統交 立の 問題から 京 鎌 倉 間. の 往來は 殊に 頻繁と なり、 京都から は 屢く御 使が 鎌 倉に 差遣せられ、 

京人 はこれ を 競馬と 稱す るに 至った。 これによ つても 東海道の 交通の 頻繁と なった 有 樣が描 知され. る。 そ 

の 他 建 保 ni 年に 幕府 は 諸 0 の關 渡の 地頭が 旅客の 船賃 を徵收 する 制度 を 停止し、 その 代償 を 授けた ことが 

あった。 され どこの 制度 は 十分に 行 はれなかった らしく、  ？^^安七年になってこれ等の通行稅を 一 切 禁止し、 

旅人の S を 除く こ ととした。 康元 年間に は奧 大道に 夜討强 盗が 蜂起ち て 旅客の 煩 をな したので、 沿道の 地 


頭 二十 四 人に 命じて 道路 を警 固せ しめた。 又 真 永 元年に 往阿彌 柁佛が 鎌 倉 和賀江 島の 修築 を 行 ひ， 着船の 

便を圖 らんと した 時には、 泰時 はこの 擧を 喜び、 資力の 補助 を與 へた ことがあった。 

幕府の 土地の 開 發は分 H であった 關東 地方に 行った もので、 承 元元 年に 大江廣 元 を 奉行と して、 武藏國 

の 荒野の 開發を 所在の 地頭に 命じて 行 はせ たのが 最初ら しく、 その 進埗の 程度 は 不分明で ある。 泰 時の 時 

代に 至り、 寬喜ニ 年に 武藏國 太 田 庄の開 懇を行 はせ、 桌永 元年に 同 爾搏沼 堤 を 修理 させ、 仁 治 二 年の 秋に 

武藏野 水 E 計 鲞の爲 めに、 上 多 磨 河の 氷 を 利用す る こと を 企てた。 武藏 野の 開 懇豫定 地 は、 幕府が 承久の 

役に 功を樹 てて 未だ 報 ビ られ なかつ た 箕勾師 政に 授けた。 建 長年 間に は 下 總國卞 河 邊莊の 築堤 を 令し、 又 

鎌 倉 在住の r 浮浪 人 を 田舍に 移して、 * 耕に 從事 せしめた。 こ. れ 等に は 一面 治安 維持に 關 する 意味 も 多分に 

含まれて 居った。 

又 世に 喧傳 されて ゐる 慕府の 仁政、 それ は 主として 執 權泰時 • 時賴の 時代に 著しく 現れて ゐる ことで あ 

るが、 これ も 幕府が 秩序の 維持の 爲 めに 執った 非常手段と、 幕府が 世間の 信望 をつな ぐた めの 政略に 出た 

ものが 多かった。 執櫂泰 時の 在職 中には 寬喜年 閬の大 飢饉が あって、 幕府 は 公家と ともに その 善後策に 腐 

、ひした。 慕府が 最も 恐れた の は 飢饉に 伴 ふ 治安の 紊亂 であった。 慕 府は寛 喜 三年に 賑恤を 行 ひ、 その 爲め 

に 伊豆. 駿 河の 兩國に は 出擧米 を供與 した。 京都で はこれ に乘 じて 不正 者の-横行が 甚 しかった ので、 六波羅 

に 訓令して 取 綺を嚴 重に し、 飢民の 富豪 を 襲うて 錢 穀を强 要する の を 制止 させ、 また 諸國の 守護 地頭に は 

その 管內の 秩序の 維持に カを盡 させ、 出擧 米の. 辨濟期 を 延引す る 等の 方法 を 用 ひた。 最も 慘狀 の甚 しい 地 

方 美 濃 H 高 城 郡に は 乃 貢の 進濟を 停め、 往 反の 旅 入に 賑 給した。 又 窮民 を 救 ふ 臨機の 處置 として、 古來の 
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MIS であった 人身 賣買を も 一 時 許容した。  " 

執 植時賴 にも 幾多の 仁政の 美談が 傳 へられて ぬる。 炎暑の 候に 富士山の 雪 を 幕府に 召し寄せる ことがあ 

つたの を、 建 畏三 年に 廢 止した。 吾妻 鏡に これ を 評して、 「彼是 以， 無， 一民 庶之煩 休， 被.， 止 之、 善政 隨一 云. 

云」 と 記して ねる。 翌四 年に は 同じく 民間の 愁訴 を 休める 爲め として、 盜賊. 放火. 靜論丄 ま 通 等の 曲事 を 

^に 取締る ことと し、 五 年に は 炭. 薪. 一宜 木. 藁. 糠 等の 價格を 公定して、 秩序 を 保た しめた こ とがあった。 

正嘉 年間の 飢饉の 慘狀 は、 寬 喜の 度に 劣らなかった ので、 諸國の 無秩序と なる の を 防止す る爲 め、 守護 地 

頭に 督勵を 加へ、 當 時計 鲞 中であった 將箪の 上洛 を も 中止し、 臨時の 課役 を 停めて ig 力の 休養 を圖 つた。 

吾妻 鏡に 時賴を 批評して、 「施 二 仁 儀， 撫レ 民」 と 云うて ゐる。 泰時. 時賴の 二 代の 政治で 幕府が 世の 信望 を 

得た こと は、 一つに この 仁政に 起因して ぬる。 而 して 仁政の 目的の 一面に は、 秩序の 維持が あり、 その 方 ■ 

法と して 家人の 統制と 公平な 裁許と があった。 此處に 幕府 存立の 意義が あり、 且つ その 價 値が 認められた 

ので ある。 

されば 幕府が 家人 保護の 政策 を 誤り、 公平な 裁斷を 捨て、 蒙古 役 後の 行賞 問題に 行き 詰って、 家人の 信 

を墜 した こと は、 幕府の 存立の 意義 を 失った ものである。 嘉曆 元年 三月に 執 櫂 高 時が 出家して、 隱居政 

治 を 行 ふに 至り、 政治 を 執 櫂の 執事た る內 管領 長 崎 高資の 專斷に 委した。 この 時當局 者の 私欲に よって 賄 

賂が 公行し、 公平な 政治が 行 はれ なくなって、 遂に 元亭ニ 年に 陸 奥の 安東 氏の 亂が 起った。 治安の 維持に 

任す る 幕府が、 その 威力 を 以て これ を鎭定 する こと を 得なかった ことば、 幕府 存立の 意義が 失 はれた こと 

を 天下に 暴露した ものに 外なら なかった。  •  . 


慕府の 統制 下に 属して 幕府 を 支持した 家人 武士 は、 慕府 がその 創立に 當 つて 標榜した 政策、 卽ち 家人 武 

士の權 益の 擁護 策に 満足した ものであった から、 幕府の 當局 者が 時代に よって 變 化しても、 その 方針 さへ 

變らぬ 限， o、 その 統制に 服して 來 たので ある。 然るに この 時に 至って、 櫂 益の 擁護が もはや 期待され なく 

なった ので、 幕府の 存立 を 必要と せざる に 至った ので ある。 後醍醐 天皇の 討 慕計畫 はこの 機に 發 せられた 

ので ある。 爲 めに 慕府の 家人 は 忽ち 幕府から 離反して、 幕府 は 脆く も 滅亡した。 されば 鎌 倉 幕府 は その 當 

局 者が 支持者た る 家人の 信望 を 失って 仆れ たのであって、 幕府の 武家政治の. 根 本義が 世の 信望 を 失った 爲 

めではなかった ので ある。 これ はやが て 第一 1 次の 武家政治 として.、 乙の 規模 を 襲用した 室町 慕府が 出現す 

るに 至った 所 ^である。」 
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源賴 朝の 京都 憧憬 


源賴 朝は當 時の 武家 階級の 楝梁 として、 その 指揮に 任じ、 從來 武家 階級が 國 家に 對 する 職務と なって 居 

つた 謀叛 人 追討の 如き 軍事行動、 盜賊追 捕の 如き 治安 維持の 任務 を 遂行し、 且つ. 武家 階級の 櫂 益 を 擁護す 

る爲 めに、 これ を 統御す る 幕府 を 鎌 倉に 開設して、 所謂 武家政治 を 創めた ので ある。 相 模國鎌 倉が 賴 朝の 

武家政治の 策源地と なった の は、 賴 朝が 擧 兵の 初め 石橋 山の 戰に 破れて 安房 國に 遊れ、 ここに 於いて 再擧 

の 計蹇を 進めつつ あった 際に、， 賴， 朝の 招 命に 接した 千 葉の 豪族 常 胤が、 賴 朝の 派遣した 使者 藤 九郞盛 長に S 

對 して、 現在 主君の 據 つて 居られる 處 はさした 要害の 地で もな く、 又 祖先 以来の 由緒 深い 處で もない から、 

速 かに 相 校國鎌 倉に 出で 給 ふこと. が 宜しく、 常 胤 は 一族 門下 を從 へて、 ま  1 ちに 迎の爲 めに 參 向すべき 旨 を 

陳述して、 賴 朝への 啓上 を 求めた ことに 端を發 してぬ る。 賴朝 はこの 獻策を 容れて 安房 國 から 上 總* 下 總.. 

武藏 の三國 を經て 治？^ 四 年 十月 六日に 始めて 鎌 倉に 入り、 ここ を 以て 源氏 經營の 策源地と 定めた ので ある。 

この 辜 は吾麥 鏡の 傳 であるが、 後， ま諸學 者の 間に この 問題に 就いて 種々 論議され、 中には 鎌 倉が 軍事上の 

所であった こと もカ說 された が、 吾妻 鏡の 所 傳と當 時の 情勢と から 綜合して 考察す るに、 鎌 倉 は 全く 源 

氏の 家人 を 統率す る爲 めの 根據 地と して 選ばれた もので、 必ャ しも 千 葉 常 胤 一 入の 考に 止まった ので はな 

く、 關東 在住の 源氏 累代の 家人 は、 何れも 鎌 倉. を 以て、 源氏の 主將 の根據 地と して 道 切な 處と考 へて 居つ - 


たやう に 思 はれる • 

賴朝は 鎌 倉に 入って 間もなく、 平氏の 追討 軍が 大擧 東進し つ-つ ある 報 を 得て、 自ら 諸將 士を從 へて 鎌 倉 

を發 し、 箱 根 山 を 越え 駿河國 富士川 を 挾んで 相對峙 したが、 源氏の 盛な 威勢に 依って 戰 はやして 平氏の 大 

軍 を.^ 走せ しめた。 この 時 賴朝は 直ちに 平氏の 軍 を 追撃す る爲 めに 諸 將士に 進軍 を 令し、 逃げる 平 軍 を 追 

うて 京都に 上らん とした。 然るに 千 葉 常 胤 ニニ 浦義 澄. 平廣常 等錚々 の 聞え 高い 源氏の 家人 等 は、 相 共に 京. 

都.、 の 進撃 を 力ら れたき 旨 を獻 策し、 關 東に はな ほ 常 陸の 佐 竹 氏の 如き 有力な 豪族に して 歸 伏せぬ 者が 

少 くないから、 先 づ關東 地方 を 從 へてから 西 進の 策を講 やべき であると なした。 この 意見 を 容れて 賴朝は 

直ちに 平 軍の 追撃 を 止め、 安田 義定を 遠 江の 守護に 武田信 光 を駿 河の 守護と して、 平 軍の 再來の 供と し、 

その他の 諸 將士を 率ぬ て 引き返し、 常 陸の 佐 竹 氏を從 へて 鎌 倉に 歸 着した。 時に 治 承 四 年 十一月 十七 日で ^ 

あった。 この 日に 賴朝は 和 田 義盛を 侍 所の 別當に 補した。 所謂 鎌 倉 幕府の 名 を 以て 稱 せられる 賴 朝の 家政 

の 機關の 成立の 緖 口が 啓かれた ので ある。 

元 來賴朝 は父義 朝が 源氏の 家 蓮 振興 策と して 企てた 所謂 平 治の 事變の 失敗から、 伊豆に 流され、 十四 歲 

の,；. - から 二十 餘 年に 亙る 長い間 ぁぢ きな き 配所の 生活 を 送った ので あるが、 この間 常に 源氏の 家 蓮の 再興 

に 寡 念し、 乳母の 緣者 である 在京の 三善康 信から、 每 月三囘 京都の 情勢 を 通報 させて、 中央 政界の 動き、 殊 

に 家の 仇敵で ある 平氏の 動靜 に、 最も 留意して 居った ので ある。 この間に もとは 源氏-同僚であった 平氏 

は、 中央 政界の 樞 機を獨 占して、 その 一門の 公卿 は十餘 人、 殿上人 は その 數を 知ら 卞、 知行の 國々 は 三十 を 

m え、 所領の 莊園は 五百餘 箇所 を數 へ、 平氏に あら ざれば 人に あらやと その 得意 を 誇り顔に する に 藍った 


これ 等の 事情 を 聞知した 賴朝 は、 切齒扼 腕しつつ 家 蓮 再興の 機會の 到來を 一 曰 千秋の 思で 待った、 その 機會 

が 治 承 四 年 四月、 以仁 王の 平氏 追討 令旨の 喚發 となって 到來 したので ある。 ここに 於いて 賴朝は 源氏 累代 

の 家人の 支援 を 求めて、 多年の 宿望 を 遂げん ものと 蹶起した。 かくて 賴 朝が 最初 企圖 したと ころ は衰 へた 

源氏の 家 蓮 を 再興す る ことにあって、 その 手段と して 先づ 仇敵 平氏と 力 を 競 ふに 至った ので ある。 然るに 

報. 朝の その 計 * を援 けた 源氏の 家人に は、. 更に 別の 希望 期待が 存 して 居った。 卽ち 源氏の 家人の 大多數 は 

多年 恩義 を 蒙った 主家の 再與 に、 全力 を 傾注して 報謝 せんとす る 赤誠と、 一 面に 於いて は， 主家 源氏の 威力に 

依って、 各自の 地位と 櫂 益との 保障 を 得たい こと を 望んだ。 元來 源氏の 家人に 限ら や 一般に 武家 階級 は、 

この頃に 於いて は、 諸方の 公領で ある 國衙領 及び 私領 である 莊 園に 於いて、 或は 在廳目 代と して、 或は 莊 

司 下司と しての 職務に 當り、 それ どれの 土地の 實 際の 經營 を擔當 して 居った。 而 して 公領 或は 私領の 支配 m 

者 又は 所有者の 命 を 受けて、 唯々 諾々、 命の 儘に 從 はざる を" 得ない 實 情であった。 卽ち これ 等の 命令 者の 

1^ 制 下に 屈從 して 居った の. である。 命令 者の 意に 背けば 直ちに その 地位 は 奪 はれ、 さ 程で な いまでも 常に 

哿赏な 徵發に 苦しむ ことが 多くて、 武家 階級の 生活 は 安定し 得なかった ので ある。 これ 等の 武家 階級に 命 

令し K 使した 者 は、 中央 政界に 顯 要な 地位 を 占めて ゐる 貴族 階級で ある。 源平 兩氏は 籾め は 武家 階級の 楝 

梁 代表者と して 武家 階級の 利害 を 代表して 居った が、 源氏が 平氏の 爲 めに 排撃され て 後 は、 平氏 は 中央 政 

界の顯 位 を 求めて 躍進 をつ づけ、 貴族 階級の 班に 伍し、 所謂 第二の 藤 原 氏と なる に 至った。 從 つて 平氏 は 

自ら 武家 階級の 擁護 者た る 地位 をば 離れて しまった、 されば 各地 方の 武家 は 平氏と 特殊の 緣 故の あらぬ 限 

り、 平氏の 擁謹を 得られ なくなった 爲 めに、 平氏 を 支持せ ぬば かりで なく、 寧ろ 平氏の 統制 を 厭 ふやう に 


なった。 治 承 四 年以來 平氏の 勢力が 俄かに 失墜し 始めて、 數卑 なら やして 脆く も 減 亡す るに 至った の は、 

各地 方の 武士の 支持 を 得， られ なくなった 爲 めに 外なら ない のであって、 かくの 如き 事情と なった の は、 平 

氏が 武家 階級の 擁護 者で なくなった ことに 因った ので ある。 

賴朝 支援の 爲 めに 厥 起した 關東 在住の 源氏の 家人 は、 平氏 を 武家の 擁護 者と して 賴む ベから ざる こと を 

能く 認識して 居った ので、 源氏を各自の擁護者たる立場に置きた ^,熱望を懷ぃた。 然るに 賴朝 がその 勢に 

任せて 上洛し、 中央 政界に 入る こと ともなれば、 平氏の 前 轍 を 踏んで 貴族の 班に 伍し、 自ら 武家の 擁護 者 

たる 立脚地 を 離れて しま ふこと は、 火を視 るよりも 明らかな ことであった から、 賴 朝の 事業に 支援 を惜ま 

なかった 武士 は * 賴朝を 飽くまで も 武家 階級の 人と して 引き留めたかった。 富士川の 戰 後に 於いて 行 はれ 

た 諸將士 の獻策 は、 一つに かくの 如き 意味が 含まれて 居った ので ある。 賴 朝は將 帥と しての 大器であって 1^ 

麾下 諸 將士の 意向 を 能く 諒解し、 又 これ を 尊重して 武家 階級の 代表者 擁護 者た らんと して、 上洛の 企！； を 

直ちに 放棄して 旋師を 令した ものと 思 はれる。 この 後 賴朝は 上洛し 得る 口 實と機 會とを 得た けれど、 

鎌 倉 を 離れる こと を敢 ベて せャ、 中央 政界に 進出す る こと をば 殊更に 避けた。 而 して これが 爲 めに 所謂 鎌 

倉 幕府， V 稱 せられた 中央 政界から 分離した 武府を 樹立した ので ある。 . 卽ち 所謂 武家政治 はかくの 如き 事情 

から 出現した ので ある、 賴 朝が 若し これ 等 將士の 要望 を 退け、 早く 上洛して 中央 政界に 入ったならば、 義 

仲 或は 義經の 如く、 忽ちに して 失脚す る 蓮 命に 遭遇した であらう。 

當時 京都と 地方と は 文化の 發 達の 程度に 大きな 差異が あって、 所謂 有識 階級 は 京都 人で あると 稱 して 宜 

しい 槪況 を呈 して 居った。 從 つて 京人 は 地方 を 嫌 ひ、 地方 人 は 京都に 憧憬 を 持って 居った。 平安 時 の 末 


にト苤 奥？. 族 ¥ 囚淸原 氏が 京都 文化に 憶憬 して、 その 盛な 資力に 任せて 京都の 文化 を 陸 奥の 平 泉に 移植し 

た 事の 如き は、 その i 紫 明， な例證 とい ふべき である。 賴朝も 亦 中央 政界と 分離して 幕府の 經營を 行 ふに 際し、 

京都の 知識に 俟 たねば ならぬ ものが 頗る 多かった。 京都の 政治 知識の 名家 三善康 信. 大江廣 元 等 を 招いて、 

！；! ずの In 要な. 取 d 營を擔 任させた こと は、 世に 有名な ことで あるが、 、この 外に も 京 S の 文化 智 謌 を體 得した 

各方 面の 人物 を迎 へ、 京都 文化の 鎌 食への 移植 を 講じ、 鎌 倉に 居ながら 京都の 文化に 溶 せんとした。 卽ち 

ほ 朝よ.^ 台 _t の、 必要と 趣味 生活の 上と から、 京都に 多大の 憧憬 を 有した。 それ 故賴 朝の 事業 を 支持した 關 

束の 諸 f 士も 亦、 賴朝 のこの 意向 を 察し、 武家政治の 爲 めに は賴 朝に 鎌 倉 淹留を 要請した が * 一面に 於い 

て 京都 色の 濃い 人士お 推擧 して 賴 朝の 意を迎 へた、。  • 

壽永 元年の 初め 頃、 賴 朝の 爲 めに 盡カ淺 から ざり し 上總の 豪族 平廣 常が、 謀反の 企が あるとの 疑 を 蒙った ^ 

斤に、 廣 常は賴 朝の 不興 を 解かん としたが、 己の 聲 となった 伯耆守 平時 家を賴 朝に 推擧 した。 時 象 は 平時 

忠の 子で、 卽ち 時め く 平家の 公達であって、 繼 母の 讒言に 禍 されて 上總に 配流せられ たの を、 廣 常が 憐慈 , 

の餘 りに 聲と したので あった。 この 時 家を廣 常が 賴 朝に 推擧 した 時の 事情が 吾妻 鏡に 載って ぬるが、 その 

中に 廣常は 去年 以來賴 朝の 氣色を 損じた ため、 その 事 を 贖 はんが 爲 めに 推 擧 したので ある、 賴朝は 常に 京 

洛の客 を 愛して 居った ので 殊に 憐感 された と 見えて ねる。 要するに 賴 朝が 京都 人士に 愛着 を 有して 居った 

ので、 廣 常が 賴 朝の 意を迎 へんが 爲 めに 京人 時 家 を 側近に 進めた ので ある。 賴 朝が 京洛の 客 を 愛した とい 

ふこと は、 卽ち賴 朝が 京都の 文化 風尙に 多大の 憧憬 を 持って 居った こと を 意味す るので ある。 

ボ. 朝の 京都 人 fi に對 する 態度が かくの 如くであった から、 機 會每^ 京都 人士が 賴 朝から 歡迎 され、 又す 


用され て 武家政治の 輔佐に 當 つた 者が 少 くなかった。 賴 朝の * 兵に 先立って、 家人 足 立 §p 長が 京都 人 藤 原 

邦 通 を推擧 した。 邦 通 は 文筆に 達し、 又 種々 の 都の 手ぶ りに も 通じて 居った ため、 賴朝は 常に 左右に 侍せ 

しめ、 日常の 維 事を极 はせ たが、 平氏 追討の 旗 上げの 初め 伊豆の 山 木に ある 同 國の目 代 兼 隆を仆 さんとの 

計畫を 進める に 際し 兼 隆の居 館が 頗る 要害の 地であった ため、 これ を攻擊 する に當 つて、 豫め その 居 館 . 

を 中心とした 地勢 を 調査して 作戦の 資料に せんと 考へ、 邦 通 を 以て これ 等の 偵察の 任に 宛てた。 邦 通は寫 

生に 巧みであった ので、 京都から 下向した 者と 稱 して 兼 隆の館 を 訪れ、 その 酒席に 陪 して は 京都 流行の 郢 

曲の 興 を 添へ る 等； 兼隆の 意を迎 へつつ 數 日に 亙って 滯留 し、 • 其の 間に 館の 内外の 狀況を 巧みに 縫 圖に作 

成して 賴 朝に 報告した のであった。 賴朝は 大いに 喜び、 岳父 北條時 政と この 繪圖 に據 つて 作戰を 凝議した 

が、 その 繪圖の 巧みな こと は 恰も 親しく そのき に んだ やうであった とい はれて ゐる。 賴 朝が 豫定 の計畫 § 

通りに 兼 陵を仆 して、 平氏 追討の 大旗を 高く 東海の 天に 飜す こと を 得た の は、 全く 京都 人 邦 通の 才藝に 負 

ふところが 頗る 多かった というて よい。 賴朝は 兼 隆を仆 した 翌々 日 卽ち治 承 四 年 八月 十九 日に、 兼隆の 1 

族 知 親の 支配 地 伊豆 國蒲屋 御厨に 對 して 知 親の 支配 を 停止す る 下知 狀を 公に した。 これ は賴 朝が 公に 發布 

しゃ 命令の 最 籾の ものであって、 吾妻 鏡に は r 是關東 事 施行の 始也」 と 特筆され て わるが、 この 下知 狀は、 

同じく 邦 通が 賴 朝の 命に よって 筆 を 執った ものであった、 元來 武士の 多數は 文筆に 通じて 居らなかった た 

め、 かくの 如き 事務 は 文筆の 道に 長 じた 京都 入士の 力に 俟 つの 外はなかった ので ある。 それ 故 賴朝は 幕府 

の 庶政が 漸次 繁劇 を 加へ るに 從 つて、 益く 有能なる 右筆の 必要 を 痛感し、 緣故 者を迎 つて 物色した。 壽永 

元年 五月に、 伏 見 冠者 藤 原 廣綱を 右筆に 採用した の は その 一例であった。 これ t-i 遠 江 守護 安田 義定が 命 を 


受けて、 同國懸 河の 邊に 居った の を 尋ね 出して 推擧 した ことに 因った のであって、 吾妻 鏡に は 廣綱は 京 者 

に 馴れた 者で あると 記して ぬる。 

又 文治 三年 二月に、 北條時 政が 右近 將監 家景を 京都から 招いて、 賴 朝の 侍 側に 推擧 した。 家景は 大納言 

藤 原^ 噴の 侍であって 文筆に 携 はって 居った。 時 政が 京都に 駐在した 折に、 試みに 家景に 所々 の 地頭の 事 

に 就 C- て 示し合せた ところ、 少しの 誤 も. なく 圓 滑に 處理 した 才腕 を 認めて 推擧 する に 至った ものであった。 

賴 朝よ 政 g:-,^ 命じて 家 景に每 月給 料 を 支給させる ことと したが、 この 特別の 取扱 を 行 ふに 當 つて、 賴尊は 

£ き ム對 して、 家景 はさして 尊貴な 地位で はない が、 京都 人士で あるから と說明 をして 居った。 又 文治 三 

年 七月に 池 大納言 賴 盛が、 賴 朝の 爲 めに 京都 人で ある 山城 守 橘 維康を 推薦した。 賴盛は 平 治の 亂後賴 朝の 

助命に 盡 力した 池 尼の 實 子であった 關係 上、 賴 朝から 平氏の 滅亡 後 も 再生の 恩人と して 優遇され てゐ たの ？ 5 

で、 賴 朝の 希望に 從ひ、 前 驅の所 役 勤 仕 等の 故實に 通じた 者と して、 維康を 推薦した のであった。 仍って 

賴朝は 大いに 喜び、 維 康が鎌 倉に 到着した 時、 特に 當 局に 令むて その 宿所の 準備 を 行 はしめ る 等 大いに 優 

過 を與 へた。 これ 等は賴 朝の 麾下の 將士 又は 緣故 者が、 賴 朝の 意向 を迎 へて 京都 人士 を その 側近に 推擧し 

た 例で ある。 

かくの 如き 事情であった ため、 賴 朝の 勢力が 鎌 倉に 盛になる に從 ひ、 緣故 ある 京都 人士が 鎌 倉に 來訪し 

又 1: 朝の 招請に よって，； i 弋  1 した 者が 少 くなかった。 壽永 元年 九月に 宫 法眼と 稱 せられた 圓曉が 京 朝から 鎌 

食に 來た。 この 僧 は 後三條 天皇の 皇子 輔仁 親王の 御 孫で、 源義 家の外 孫に 當る 源氏の 一 門であった ため、 賴.、 

朝に 招かれて 鶴 岡 八^宮 寺 別 當職を 依囑 せられた ので ある。 尋 いで 元 麿 元年 正月 賴朝は 京都に 於け る畫壇 


の 名匠 下 總權守 藤. 原 爲久を 鎌 倉に 招き 幕府の 總師 とした。 爲久 はこの 年 八月に 一旦 歸洛 したが、 翌 文治 元 

年 八月に 再び 鎌 倉に 下向し、 賴 朝の 創建した 新 御堂 勝 長 壽院の 壁畫を 揮毫した。 

賴朝 はまた 仇敵で ある 平 重 衡. 平 宗盛. 義經の 妾 靜等を 鎌 倉に 招いた。 これ は 一 つ は 京人の 風貌に 接し 京 

の 文化 を 味 はんとした ものの 如くに 思 はれる。 それ は 彼等 を 接待した 有檨 から 見て、 單に 捕虜の.！^.^ ひで 

なかった ことに 依って 明らかで あらう。 卽ち平 重衡は 一 の 谷戰に 捕虜と なり、 梶原景 時に 伴 は ュて鎌 # に 下 

つたので あつたが、 賴朝は 常： 衡が 伊豆 國府に 着いた 時、 偶く 狩の 爲 めに 北條に 宿って 居り、 この 事 を 聞い 

て 特に 國府に 赴き、 始めて 藍 摺の直 垂に立 烏帽子 姿の 瀟洒た る 貴公子の 風貌に 接した。 尋 いで 四月 八日 重 

衡が鎌 倉に 到着した 際 は 幕府 內の 一 室に 請 じ、 二十日に は 重衡の 徒然 を 慰める 爲め藤 原 邦 通. ェ藤祐 If 千 

手前 等の 京都 人 や 藝人を 差して 遊 宴の 與を 催させた。 この 時祐經 は鈹を 打って 今 樣を歌 ひ、 重衡は 横笛 を 

吹いて これに 相し、 その 興 は 綿々 として 盡 きなかった とい はれて ゐる。 賴朝は 邦 通から その 模樣， \- 聞き、 

常： 衡が藝 能に 優れて. Q る こと を 知り、 鬼 角の 批難 を 顧慮して その 席に 臨まなかった 事 を 頗る 遺 K としたと 

いふ ことであった。 宗盛は 壇 浦の 戰に捕 へられ、 文治 元年 五月 鎌 倉に 下着した。 平氏の 首長で あり 前内大 

臣の顯 位 者の 事 ゆ ゑ、 賴朝は ある 期待 を 持って 居った やうに 見えた。 宗 盛の 鎌 倉 着の 日に 直ちに 幕き こ 招 

さ、 西の 對を 以て その 宿所に 宛てた。 この 時 は 對面は はなかった が、 これ は 恐らく 局に 當る 者から 制止. 

された ものら しく 思 はれる。 六月に 宗 盛が 鎌 倉 を 去る に 際して、 賴朝は 簾 中から その 樣子を 見た。 初め 賴 

朝は宗 盛と 對 面の 事 を 大江廣 元に 諮った。 廣 元は 曩 の重衡 の 折と は 政治 上の 事情が 違； 5、 且つ 賴朝 は旣に 

從 二位の 亂 ：！^ にある 爲め、 囚人と 對 面する こと は 輕擧の 謗 を 招く として これ を 止めた ので、 ただ 簾 中から 


その 豫子を 見、 比 企 能 員に 命じて、 自分 は 平氏に 宿意 を 持った ので はなく、 勅命 を 奉じて 追討 使- V- 發 した 

ので ある 意味 を傳 へさせた、 その 折 宗盛は 能 員に 對 して 座.^ 避け、 ひたすら 助命 を 哀訴した ので、 賴朝を 

始め その 座の 人々 は、 この 宗 盛の 態度に 大ぃ、 に 侮蔑の 念 を 起した とい ふ。 京の 貴公子の 風貌 を 見ん とした 

賴 朝にば、 甚だ 意想外に 感ぜられた ことと 思 はれる ので ある。 

靜は 義經の 行方 鞠 問の 爲め捕 へられた ので あつたが、 一 面に 於いて 靜は、 當時 京都に 於いての 屈指の 歌舞 

の 名人で あると ともに 美貌 を 以て その 名 を 天下に 轟かせた 佳人であった ため、 賴朝は その 風貌に 接し その 

妙技 を * ひ 度い ま 味 を 合せて 鎌 倉に 招き 寄せた ので ある。 かくて 文治 二 年 三月に 靜は 母の 磯 禪師と 同道で 

鎌 介 に 翁し、 安達 新 三郞の 第に 滯留 する ことと なった。 鎌 倉で は 特に 義經の 行方に ついて 問 はれた 形跡 を 

俾 へて 居らない。 賴 朝の 室 政 子は賴 上に 靜に 多大の 興味 を 持って 居った 如く、 四月 八日に 賴朝 夫妻 は I 

鶴 岡 八幡 { おへの 參詣 を機會 に、 同 宫の過 廊に靜 を 召し出し 歌舞の 妙技 を 見物 せんとした。 これ を 嫌 ふ靜を 

八 ^ 大^ 薩の 冥感に 供へ 奉る と 諭して 漸く 承知 させ、 賴朝 麾下 第一の 皴の名 手工 藤 祐經に 伴奏 を 命じ、 又 

ti 山 重 忠に銅 拍子 を とらせて 待望の 麗人 を 注視した。 靜は先 づ吉野 山峯の 白雪 踏み分けて 入りに し 人の 跡 

ど 猫し きと 貞節の 至情 を 流露，^、 尋 いで 別れの 曲 を 歌うて 後、 しづ や しづ しづの をだまき くり 返し 昔 を 今 

になす よし も かなと 吟詠して、 わが 身の 今 はの 境遇に 深い 感懷を 寄せた。 吾妻 鏡に その 有 樣を敍 して、 誠 

に れ社 壇の： H 親、 梁 塵 殆んど 動く ベ し、 上下 皆 奥感を 催す と誊 いて ゐる。 恐らく 鶴 岡 八幡宮に 於いての {4! 

前の 碰 事であった と 思. はれる。 殊に 靜の 貞節の 至情に 動かされた 政 子 は、 謀反 人の 義經を 思慕した 事に 頗 

る不 典であった 賴 朝を說 得し、 卯 花 重の 衣 裝を纒 頭と して 與へ しめたので あった。 これ 等の 事情より 見て、 


賴 朝の 京都 文化に 對 する 憧憬の 度 を 推量す る ことができよう • - 

それ 故賴朝 は又廳 下の 關東 武士に 針しても、 京都 文化に 通じた 者 は 特に 愛 重した ので ある。 元曆 元年 六 

月、 賴 朝が 鎌 倉に 招いた 平賴 盛の 歸洛 に當 つて 訣別の 宴 を 催した 折に は、 賴 盛の 爲 めに 特に 京都 通の 武士 

を選拔 して 陪席 させた。 小山 朝政 ニニ 浦義 澄. 結 城 朝 光 • 下河邊 行 平 • 畠 山 重忠. 橘 公 長 • 足 立 遠 元. 八 

田 知 家 • 後藤 基 淸等 がその 選に 入って 居り、 吾妻 鏡に はこれ 等の 人々 を說 明して、 これ 皆 京都に 馴れたる 

輩な りと 記して ねる。 かくして 大いに 京都 氣分を 横溢 させて 賴 盛の 旅情 を 慰めた ことと 思 はれる。.， これ 等 

の 所謂 京都に 馴れたる 輩卽ち 都の 手振りに 通じた 武士 は、 機會の あるた び 每に賴 朝の 京都 憧憬の 欲望 を满 

たした のであった。 元曆 元年 十一月、 鶴 岡 八幡宮 寺 別 當圓曉 は 同 宫の神 樂に賴 朝の 臨場した 折に、 自己の 

坊舍に 招 じて 酒を勸 め、 京都から 特に 招き 寄せた 郢 曲の 名手 惣持 王と いふ 兒に、 酒宴に 風情 を 添へ させた ^ 

ので あつたが、 この 時梶原 景季が 横笛 を 吹き、 畠 山 重忠が 今樣を 歌って 賴 朝の 感興 を そそった ため、 賴朝 

は夜更 くる も 容易に 宴の 席 を 去らなかった とい ふ。 かくの 如くに して 都の 舞踊 や 歌曲 は關柬 武士の 間に 弘 

まった ので ある。 文治 二 年 十二月 幕府の 元勳の 一 人 千 葉 常 胤が 久し振りに 下 總の領 所から 鎌 倉に 來た 時に、 

賴朝 はわ 山 朝政 • 三 善康信 • 足 立 盛 長 等の 多數の 宿老 を 招いて 酒宴 を 催した。 この 時 常 胤 は 席 を 立って 舞 

ひ、 康信は 郢曲を 盡し催 馬樂を 歌った。 建 久ニ年 十一月に 賴 朝が 鶴 岡 八幡宮の 遷宮の 祭儀の 爲 めに 京都の 

名高い 樂人 右近 將監多 好 方 を 鎌， 倉に 招き、 その 歡迎の 宴 を 開いた 時に、 好 方の 歌に 三善康 信が 唱和して、 

その 至藝 が賞讃 された のみでな く、 賴朝は 畠 山 重 忠. 梶 原景季 等に 命じて 卽 席で 好 方から 神 樂を習 はせ た 

が、 そ の 時好 方 は 重 忠. 景 季を この 道の 器量人で あると 感歎した とい ふこと であった から、 關東武 士の 中に 


は旣に ffl 當に かくの 如き 藝 道に 練. 達した 者の 居った ことが 知られる。 かの 曾 我 兄弟に 仇敵と 目され、 {1 士 

の 狩 愈で 落命した ェ藤祐 經の如 さは、 殊に 斯の 如き 道の 名 入であった ため、 その 非業の 最後 を 遂げた こ 

とに 就いて 賴朝は 頗る 慽 とした。 建久 五年彌 生の 半ばに 賴 朝が 鶴 岡 別當の 招に よって 京都から 下向した 兒 

の^ 曲 や 舞曲 を 見物した 時、 宫寺 僧侶の 延年の 舞に、 供に 召し 具した 武士 を 加入 させて、 その 盛觀を 鑑賞 

したので あつたが、 偶く 亡き 祐經の 事 を 恨 び 出て、 祐經 がな ほ 在世で あれ ぱ 更に 一段の 興趣 を 添へ た 事で 

あらう と 落 禁じ 得ぬ もの があった とい ふ。 

されば 尙武 剛毅の 氣 分の 滿ち滿 V た 鎌 倉の 天地に も、 次第に 京都の 風雅な 行事 や 京風の 形式が、 賴 朝の 

意の ままに 再現され る ことと なった。 文治 二 年 九月 九日の 重陽 節に 藤 原 邦 通が 菊花 を 賴 朝に 進獻 した。 仍 

つて 賴朝 はこれ を 北面 の^に 植ゑ させ、 南 縣の流 を 移した とい ふ、 芬芳境 を 得て 艷色籬 に 滿"、 頗る 賴朝 ま 

め 意に 適った ので、 自今 每秋必 や この 花 を 進むべき こと を 邦 通に 命じた ので ある。 又 文治 五 年 正月、 賴朝 

は 愛 n ル殿. 家の 爲 めに、 京風の 大臣 大饗の 儀 を 行 はんとして 藤 原 邦 通 をして 經營 に當ら せた が、 平 胡籙； /差 

し 様 や 丸 緒の 付け 樣が 分明し なかった。 然るに 偶く 三浦義 澄の 許に 召 預けと なって 居った 平家の 侍 武藤資 

頼が、 その 故實を 承知して ぬる ことが 知れ、 然し 義澄は 殿中の 吉事に 囚人 を 召す こと を 憚って、 賴 朝に 內 

意た 尋ねた ところ、 賴 朝は資 賴の罪 を 許して その 事に 與 らしめ た。 これなどは京の文化を^^はんが爲めに、 

賴ゼ § が 執った 一 大英斷 であると いふべき である。 以て 全 班 を 推す ことができよう。 

文治 二 年 八月、 賴 朝が 鵪岡宫 に參詣 した 折、 一人の 老僧が 鳥居の 邊を 徘徊して 居る の を 惟し み、 梶原景 

季に 命じて 調べさせた ところ、 一代の 歌人と して 名高い 西 行， 法師、 佐 藤兵衞 尉憲淸 であった ので、 賴朝は 


a ー詣を 終へ 早速に 歸 還して 西 行 を 招き、 和歌の 道、 弓馬の 故實 など を 尋ねた。 西 行 は 弓馬の 事 は 在俗の 昔 

は 家風の 傳へ を 有した が、、 保延 三年 八月に 出家した 時に、 祖先 秀鄕 以來九 代の 嫡 家相 傅の 兵法 を 悉く 燒却 

し、 罪業の 因と なる に 依って、 これ 等の 事 は 少しも 心底に 留めす 皆 忘却した。 又 詠歌 も、 花 月に 對し 心に 

觸れた 折 は 僅かに 三十 一文字 を 綴る のみであって、 全く 奥旨 は 知ら やとして 辭 退した が、 賴 朝が 懇篤に 尋 

ねたた め 弓馬の 事に 就いて 詳しく 語った。 賴朝は 俊 兼に 命じて その 詞を 詳しく. 書き留めさせ、 秋の 長夜の 

くるに 至った とい ふ。 西 行 は 東大寺 勸進 上人 重 源 房の 依囑を 受け、 東大寺 造營 料と しての 沙 金を勸 進す 

る爲 めに、 一族の 陸奧守 藤原秀 衡を訪 ぬべ く 京よりの 下向の 途 すがら 鶴岡宫 に參詣 して、 圖ら ゃも賴 朝の 

召 を 受けた ので あり、 賴朝は 幸に して 西 行から 弓馬の 故實を 聞く こと を 得た のであった。 賴 朝が 機 會每に 

京都 文化 を 受け 容れ ようと 努めて 居った こと は、 これ 等の 事情から も 推察し 得る ので ある。 

京都 は 旣に數 百年の 久しき に 亙っての 皇 城の 地で、 我國 文化の 淵 藪 地であった から、 鎌 倉 武士が 如何に 

强大次 實カを 有して 居っても、 京都 人の 眼から 見れば、 遙 かに 文化の 遲れ た田舍 人に 過ぎなかった。 賴朝 

の 岳父 北條時 政の 如き も、 大軍を 率ゐて 上京し 京畿 を威壓 した ものの、 京都 人から は 田 舍者扱 ひに されて 

頗る 面目 を 失った 程であった。 され ぱ この 文化的 敎 養に 於いて 京都 人に 劣らぬ やうに したい 事が 賴 朝の 切 

なる 望みであった。 勿論 京都 人の 如き 柔弱な 氣質ゃ 驕奢な 生活 は 武士の 立脚地から 絕對に 排撃し 忌避した 

が、 進んだ 京都 文化の 理解と 教養と に 常に 留意して、 京都 人の 嘲笑 を 蒙らぬ やうに 周到な 考慮 を迥 らした。 

建 久五年 十月に、 賴朝は 明年 上洛 を 前にして 諸般の 準備に 忙殺され たが、 一日 小山 朝政の 第に 臨んで、 弓 

馬の 術に 堪能な 武士 を 集め、 流鏑馬 等の 作法に 就いて 舊記 先例 を 調査せ しめた、 これ は 上洛の 際に 住吉社 
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g£! ^、いて 流 鏑-瑪 の 催 を 行 ふ豫定 になって 居った ため、 その 折 見物に 雲集す る 京都 人から 鬼 角の 評 を 蒙ら 

ないやう にとの 周到な 用意に ffl たこと であった。 京都 人に 嘲笑 を 受けまい とする 爲 めの 淚ぐ ましい 努力に . 

外なら なかった ので ある。 これ は 要するに 幕府の 威嚴を 保つ 上から も 極めて 緊要な ことで， あった。 建久六 

年賴 朝が 上京の 途次、 近 江瀨田 橋に 差し 懸 つた 時、 延曆 寺の 衆徒が 歡 迎の爲 め、 橋の 邊に 集合して 居った。 

賴朝 はこの 衆徒の 歡 迎に對 して 如何なる 形式の 答禮 をな すべき かに 就いて 頗る 當 惑した。 この 睡 京都に 幼 

少の 時から 育った ため、. 諸種の 慣習に 通じた 橘 公業に その 處置を 命じた。 公業 は 命 を 受けて 衆徒の 前に 跪 

き、 鎌盆將 軍が このたび 東大寺 供養に 結 緣の爲 め 上洛す るに 當り、 遙 かに 迎 へられた こと は 感謝の 至で あ 

る、 ただ 武將の 作法と して かかる 場所に 於いて 下馬す る禮 式がない ため、 乗馬の ままで 通行す る こと を諒 

せられた しと、 丁重な 會釋 の詞を 述べ、 賴朝は 悠然 鞍 上に 威儀 を 刷し、 馬 を 衆徒の 堵 列の 中に 進め、 弓 を ^ 

取， 0 直して 會釋 のしる しとした ので、 衆徒 は 何れも 平伏して 賴 朝の 威容 を 仰ぎ、 公業の 巧みな 挨拶の 詞に 

感激した とい ふ。 賴 朝が 將箄 としての 威容 を 亂 さす 堂々 と 都入り をな し 得た の は實に 京都の 事情に 通じて 

居った 公業の 盡 力に fe つたので あった。 かくの 如くに して、 京都に 就いての 理解 知識 は賴 朝に は闕 くべ か . 

ら ざる ものであった。 賴 朝が 京都 人に 接する のを欣 び、 京都の 智識 ある もの を 愛 重した の は、 決して その 

趣味に のみ 出た ことではなかった。 東夷と 侮られた 鎌 倉 幕府が 堂々 と 京都に 掊抗し 得た の は、 一つに 賴朝 

にかくの 如き ffl 意の あった ことが 與 つて 力が あつたと 思 はれる。 

賴 朝の 子賴家 二直 朝 等.^ 亦 前代の 遺風 を 踏襲した ものの 如く、 京風 を 頗る 喜んだ。 殊に. 賴 家が 蹴 鞠に、 

K 朝が 廣く 學藝に 亙って 熱中した の は、 全く 父賴 朝の 遺風と 稱 すべきが 如くで ある。 然し 賴 家.. 實 朝に は 


京風に 溺れた と 見られる 傾向が 少く なく、 これが 爲 めに 慕府の 立脚地で ある 武家の 精神に も惡 影響 ケ- 及ぼ 

し、 引いて 幕府の 實權が 外 家北條 氏に 奪 はれる に 至った。 これ は 他面に 時勢の 傾向 等に 因った 事で も あつ 

たが、 賴 朝が 京都の 文化 を 巧みに 攝 取して 武家政治の 建設 事業に 活用した こと は、 まことに 傑出した 見識 

であった と稱 すべきで ある。.  . 


源 賴家傳 の 批判 


介 一 府のニ 代 將軍源 賴家は 源氏の 將軍 中に 於いて 最も 不運な 人で あつたと 思 はれる。 賴家は 正 治 元年 

十八 歳の 1^ に 父親 朝お 失って 家督 を 織 承した。 時に 年少 氣銳、 且つ 父賴 朝の 如き 苦勞の 經驗を 持た なかつ 

た爲 めに、 嗣立 して 以後に は f 答恣の 如く 認められる 行動 も 少くは 無く、 これに 加へ て 男 まさりの 母の 政 子 

から は 離く 制 肘 を 蒙， n、 叉 幕府の 欞勢 を獨占 せんとの 野望 を 懐いた 北條 氏から 簽 はれた ため、 在職 僅かに 

五 年に して 將 軍の 地位お 奪 はれ、 伊豆の 修禪 寺に 逐 はれて 間もなく 悲惨な 最後 を 遂げた。. 天壽は 二十 三に § 

過ぎなかった。 

抑く 源氏の 將軍は 初代 賴朝も 三代 實朝も 等しく 非 蓮の 境涯に あつたと い へる。 賴朝は 鎌 <尸ヱ 幕府 を 創設し 

て 武家政治 を^き、 我が 國史に 於け る 一 つの 時期 を 劃した 傑物で ある。 建久 三年 七月 征夷 大將 軍の 職號 を 

禅して から g:  く は 黄金時代 を 享樂し 得た が、 その 青春の 時代 は 流罪 人と して 伊豆の 北條に 忍苦の 生活 を 送 

る こと 二十 年の 久しき に 及んだ。 而 して その 晚年 は、 幕府の 政策 上 多大の 後援 を與 へた 關白九 條兼實 が、 

ffi 久七年 十 一 月に その 政敵 土 御門 通 親の 策謀に かかって 失脚して から は、 京都に 於け る 幕府の 威力 は 衰運 

の 一路 を迎る ことと なった。 賴朝は 痛心の 餘り、 この 情勢の 挽囘 策と して 上洛 を計畫 したが、 その 實 行に 

先立って、 11 らゃも 病 を 得て 憂悶の 裡に世 を 去った のであった。 實朝は 幼少から 外 家北條 氏の 爲 めに 拘束 


されて 意の 如くな す A,- 得 や * 長 じて は、 源氏の 正統の 己に 盡 くる こと を 察し、 せめても 官途の 昇進 を 遂げ 

て、 家門の 名 後世に 留めん こと を 希； 5、 終に 源氏と して 最初の 大臣の 顯 位に 昇る こと を 得た が、 承久元 

年 正 月 鶴 岡 八幡宮の 社頭に 於いて 同族の 手で 刺殺され、 悲惨な 最後 を 遂げた こと は 世に 著名な 事で、 .更 め 

て 詳述す るまで もない ので ある。 然し 賴朝 に は 公家 政治が 衰 へ て國家 の 紀 綱が 崩壤に 瀕し たの を、 武家 政 

治 を 以て、 櫂 宜な處 置と はいふ ものの、 時局 を 一時 拾收 した 功績が 後代から. 認められて. Q る。 「白 河 鳥 羽 

の 御代の 頃より、 政道の 古き 姿 やうく 衰へ、 後白河の 御 時 兵 革 起り て、 姦臣 世を亂 る、 天下の 民 ほと は 

と 塗炭に 落ちに き、 賴朝は 一臂 を 振 ひて 其亂を 平げ たる、 王室 は舊 きに 返る 迄 はな かりし かと、 九 君： の 鹿 

も を さまり、 萬 民の 肩 もやす まりぬ、 上下 塔 を やすくして 東より 西より 其の 德に 服せ しかば 云々」 と は、 

神皇 正統 記に 北 畠 親 房の 論じた ところで ある。 又實 朝に は その 悲惨な 終焉に 就いて、 後人より 少 からぬ 同 ， 

情 を 得て 居る のみなら や、 また 一面に 於いて は當代 有数の 歌人と して、 日本 精神 を 高調した 萬 葉 調の 歌風 

の 作者と して 景仰せられ、 殊に 「大君の 勅 を」 「ひんが しの 國に」 及び 「山 は 裂け」 云々 の 詠 は 尊皇の 赤 

誠 を 流露した ものと して、 實 朝の 心境 は 後世から 多大の 敬慕の 念 を 以て 推稱 せられて. Q る。 しか るに 賴家 

のみ は、 非 器 凡庸、 常軌を逸した 行動が 多かった との 惡 評の み喧傳 せられ、 その 非業の 最後 は 恰も 當然の 

報いであった かの 如く 思 はれて ぬる。 鎌 倉の 鶴 岡 社頭 銀 杏樹の 邊 りに、 鎌 倉 右大臣の 劇的 終焉 を囘 想し 

て、 同情の 念 を 催す 人々 の 今に 多い のに 反して、 修善寺 在の 賴 家の 墳塋に 一掬 同情の 淚を 注ぐ 人 は 泡に 稀 

である やう に& 5 はれる。 

賴 家の 事饋を 傳 へて <Q る 根本 史料 吾妻 鏡 は、 源氏 を 排除して 幕府の 實權を 掌握した 北 際 氏の 手に 依って 


編 ハ藜 された ものである 爲め、 その 記述に 對 して は 大いに 省察 を 加へ る 必要の ある こと は 論を俟 たない ので 

ある。 更に 江戶 時代に 作られた 稗 史北條 九 代 記 は、 吾妻 鏡 等を資 として 興味 多い 記述 をな して ゐる もの 

であるが、 本 * は賴 家の 行動に 就いては、 吾妻 鏡 以上に あらゆる 場合に 例外な く 酷評 を 下して ゐる。 かく 

の 如き 事情の 存す るが 爲 めに、 賴 家の人 物は實 際より は遙 かに 低く 評價 されて ゐ ると 稱 して 過言で はない 

と 思 はれる。 されば 吾妻 鏡の 敍事を 子細に 檢討 批判し、 周邊の 諸事 情 を 考慮に 加 へれば、 賴 家は必 やし も 

從來 一 般に考 へ られ てぬるが 如き 凡庸 暗愚な 人物で はなく、 又 無軌道の 行動に のみ 終始した 者と は 思 はれ 

ない。 寧ろ 源氏の 正嫡、 幕府の 棟梁と しての 矜度を 堅持し、 武家の 政務に 意 を 用 ひた こと 厚く、 又 人情味 

の 濃 かな 人であった かの 如くに 見え、 且つ 源氏の 地位 を 窺 はんとす る 野心家 北條氏 等に 對 して、 飽くまで 

己 を 護らん とする 努力 を 多分に 認め 得られる ので ある。 而も この 事 あるが 爲 めに 利害 を 異にする 北條氏 

側から 禪擊を 受けて、 不 人望な 人であった かの 如く 傳 へられる に 至った ものである。 

賴家 は壽永 元年 八月 十二 日に 鎌 倉で 生れた 生 粹の鎌 倉 男子であった。 この 年 は父賴 朝が 鎌 倉に 據 つた 第 

三年に 相當 し、 源氏の 勢力が 鎌 倉 を 中心£ て關東 地方に 漸く 確立した 頃であった。 この 源氏の 興隆 期に 

賴 家は赖 朝の 嫡子と して、 源氏 累代の 諸家 人の 歡 呼の 中に 誕生した ので ある。 賴朝は 早くから 嫡男の 誕生 

を 鶴首して待った。 この 年 三月 妻の 政 子の 着帶の 際に は、 特に 千 葉 常 胤の 妻に 命じて 孫子 小 太郞胤 政を以 

て帶の 使と して 進 献の儀 を 行 はせ、 賴朝 親しく その 帶を 結んだ。 又懷 孕の 祈と して 鶴 岡 社頭より 由 比 浦に 

至る 一直線の 參詣 道路 を 急速に 完成せ しむる ことと し、 賴朝 自ら その 沙汰 を 行 ひ、 北 條特政 以下の 諸湘士 

が 各，， 土石 を 蓮んで この 土木工事が 進められた。 七月 十二 日 政 子 は逢氣 によって 輿に 乘じ、 幕府から 比 企 
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谷 殿に 移った。 千 葉 小 太郞胤 政. 同 六 郞胤賴 .梶 原景秀 等が これに 扈從 し、 梶原景 時が 命 を 受けて 出逢 0 

雜事を 奉行した。 八月 十一 日の 夕賴 朝ば 親しく 産 所に 臨み、 諸人 も 多く 伺候し、 近國の 家人 等 も 亦 多く こ 

れが爲 めに 鎌 倉に 集まった。 賴朝 は產の 祈と して 奉幣使 を 伊豆 • 宫根兩 社 を 始め、 相模 一山 • 三 浦 十二 天. 

武藏六 所 宫.. 常 隆 鹿 島 • 上總 一宮. 下 總香取 社 • 安房 東 條痔. 同洲崎 社 等に 派遣した ので ある。 かくて 翌 

卜 二日 酉 尅に賴 家 は 安らかに 誕生した。 この 時專 光房 良 暹* 觀修 等が 驗者 となり、 師岳重 經. 大庭景 義* 

多々 良貞義 等が 鳴 弦 を 勤め、 上 總介廣 常が 引目 役 を 奉仕した。 賴朝は 乳母 比 企 尼の 女で ある 河 越 重賴の 妻- 

を 乳母と して 乳 付に 充て、 翌日、 代々 の 佳例 を 追うて、 御家人から 讒刀を 召した。 宇都 宮朝 綱. 畠 山 重 忠- 

土屋 義淸， 和田義 盛. 梶原景 時， ノ同景 季* 横 山 時 兼 等が これ を献 じた。 又 家人 等が 馬 を 進めた が、 その 數. 

は 二百 餘に 及んだ ので、 これ を 鶴 岡 宮- 相模 一宮. 大庭痔 ニニ 浦 十二 天 • 栗濱明 神 等に 寄進す る ことと お 

し、 その 使に は 父母の 兼備して ぬる 壯士を 選んだ とい ふこと である。 かくて 誕生の 諸 儀式 は 盛大に 執り パ。 

はれ、 十四日の 三 夜の 儀 は 小山 朝政が 沙汰し、 十六 日の 1^ 夜の 儀 は 上 總介廣 常が 沙汰し、 十八 日の 七夜の 

儀 は 千 葉 介 常 胤が 沙汰し、 二十日の 九 夜の 儀 は 外 祖北條 時 政が 沙汰した。 殊に 七夜に は 常 胤 は 子息 六 人 を 

相 具し、 何れも 白水 干 袴 を 装うて 侍の 上に 着座し、 嫡男 胤 正の 母を陪 膳と し、 また 六 人の子 息に 進物の 儀 

をラ ませた。 卽ち 嫡男 胤 正と 次男 師常は 甲を舁 き、 三男 胤 盛と 四 男 胤信と は 馬 を 引き、 五男 胤道 は 弓箭 を 

持ち、 六 男 胤 賴は劍 を 捧げて 庭 上に 列座した 時 は、 何れも 容儀 端正な 青春の 壯士 であった ため、 頗る 壯觀 

を 極めた。 賴朝は 感歎て 堪 へや、 並み居る 人.々 は稱 讚を惜 まなかった。 かくの 如く 賴 家の 誕生 は關 柬諸將 

士が、 じから 梵び迎 へたと ころであった。 十月 十七 日に 賴家は 母と 共に 逢 所から 幕府に 移った。 この 時 佐々 


木 氏の 一 族定綱 • 經高 • 盛 綱 • 高 綱が 賴 家の 輿を舁 き、 小山 宗 政が 調度 を 懸け 同 朝 光が 劍 持ち、 比 企 能 

ST か 乳母の 夫と して 贈物 を 奉じた。 能 員の 姨比企 尼は賴 朝の 乳母で、 誠心誠意 忠實 にか しづいた 婦人で あ 

つた。 平 治の 亂後永 暦 元年 賴 朝が 流人と して 伊豆に 下向した 時には、 武藏國 比 企 郡 を 以て 請 所と し、 夫 掃 

部 允 ケ-相 具して この 地に 移り、 治 承 四年賴 朝の 擧 兵に 至る まで、 二十 年の 久しき に 亙り 仕 送 を 行って その 

生活 ケ- 援助し、 賴 朝に は 無二の 大恩 人であった ので ある。 それ 故 賴朝は その. 勤勞に 報いる 爲 めに、 比 企 尼 

に 後嗣がなかった ので その 甥 能 員 を 以て 猶子と させた ので あるが、 賴 家の 生れる に 及び、 更に 比 企 尼の 女 

を賴 家の 乳母に 選任した。 かくして 能 員は賴 家の 乳母の 同胞と して、 賴 家の 扶持に 特に 意 を 傾ける に 至つ 

たので ある。 

賴家は 幼名 を萬壽 公と いひ、 兩 親の 愛撫の 裡に數 多の 御家人から 若君と あがめられ、 勇 壯な鎌 倉 武士の I" 

雰圃氣 に 成長した。 七 歲を迎 へた 文治 四 年 七月 十日に 甲 着 始の儀 を 幕府の 南面に 行った。 賴家は 比 企 能 員 

等の 扶持に 依り 賴 朝の 面前で 晴れの 儀を擧 げた。 小山 朝政の 進めた 青地 錦の 甲直垂 に着換 へ、 千 葉 常 胤が . 

子息 胤 正. 師 常に 舁 かせた 甲櫃を 開き、 南面して 常 胤に 甲 を 着せさせ、 梶 原景季 ニニ 浦義 連の 進めた 劍、 

下 河邊行 平の 持參 した 弓、 佐々 木 盛 綱の 獻 じた 征矢、 八 田 知行の 獻 じた 黑駒を 受けた。 尋で三 浦義澄 • 畠 

山赏忠 •  ^^田義礙等の扶持で騎乘し、 南 庭 を 一周して 下馬、 足 立 遠 元に 抱かれ 甲 等を脫 いで 祝 を 終へ たの 

である。 尋で翌 文治 五 年 正月 九 ぼに 小 御所の 南面で 弓 始の式 を 行った。 . 下 河邊行 平 • 曾我祐 信 等 十 人が 射 

手と して 五番の 射が 催された。 その 翌建久 元年 四月 七日に、 賴朝は 懇書 を 下 河邊行 平に 與 へて、 賴 家の 弓 

術の 師 として 特に 馬 を鯓與 した。 行 平 は 多くの 家人の 中に 於いて 殊に 弓箭の 達人であった のに 因る。 かく 


て 十 一 日に は 賴家は 行 平の 扶持に 依り 始めて 小笠懸 お射た。 幕府の 南 庭に 於いて 小山 朝政 • 足 立 遠 元 • 畠 

.H 重忠 • 和 田義盛 • 梶原景 時 等の 録々 たる 諸將の 列座の 裡で 三度 射 を 行った。 列座の 人々 は賴 家の 藝が天 

寧 (の才 に 出て ゐる ことに 感#- したと いふ。 賴朝は 大いに 喜んで この 日出 仕の 將士 に盃酒 を與 へ、 行 平に は 

特に 劍を與 へた。 かくして 賴 家の 射 藝は 名流の 輔導に よって 上達した こと は 自ら 推察され るので あるが、 

果して 十二 歳の 夏 建 久四年 五月 父賴 朝に 從 つて 富 士 野の 狩 場に 臨み、 十六 日の 狩に 賴家は 始めて 鹿 を 射、 

側近に 居った 愛甲 季隆は 故實の 心得 深く 追 ひ 合 はせ て、 賴 家に 飮 羽の 譽を與 へた。 賴朝 はこの 報 を 得て 季 

隆に 賞詞 を 下す と共に この 日の 狩 を 中止し、 晚に 至り その 所に 於いて 山 神 矢 口 等の 祭 を 行 ひ、 黑赤 白の 三 

色 餅 を 供へ、 賴朝は 賴家を 具して 德 上に 敷いた 行 縢に 座し、 賴 家の 鹿 を 射た 時眼路 にあった 射手に 矢 口 餅 

を與 へて その 喜び を頒 つたが、 更に 廿 二日に 梶原景 高 を 鎌 倉に 急派して 賴 家の 功名 を 政 子に 傳へ させた の. I 

であった。 然し この 時 政 子 は、 武將の 嫡嗣が 原野の 鹿 鳥 を 獲る こと は强 ひて 希有と なすに 足. 0 ぬと して、 

特使 を輕 忽の擧 とじた と傳 へて， Q る。 

建久六 年賴家 十四 歳の 夏、 父母に 伴 はれて 上京した が、 六月 三日に 網 代 車に 駕 して 參 tg: し、 左 馬頭 隆保 

の 扶持に より 弓 場 殿に 於いて 御 劍を賜 はった。 かくて 鎌 倉に 歸 着して 後 七月 廿日に 廐 を 設け、 賴 朝の 選拔 

した 千 葉 常 胤 • 小山 朝政 • 三浦義 澄の 三 名門が 各く 一  匹の 馬 を 進めた のであった。 この 後三年の 間 は 吾妻 

鏡の 記事が 缺 けて & つて 賴 家の 動 靜も 亦傳 はって 居らない が、 これまで 同 樣に將 軍の 嫡嗣と して 順境な 生 

活を 送った ことと 思 はれる。 この間に 比 企 能 員の 女若狹 局を寵 して その 間に 長男 一 幡を 儲けた。 かくして 

賴家は 十八 歲を迎 へた 正 治 元年 正月に 父 賴朝を 失； 5、 源氏の 家督 を相續 して、 前代の 家人 を 統率す る こと 


となった。 正 治 元年 正月 二十日に 賴家は 左 近 衞中將 に 任ぜられ、 同月 二十 六日 前 征夷 將 軍の 遺跡 を繼 いで. 

家人 郞從等 を 奮の 如く 諸國 守護 を 奉行すべき 宣下が あった。 

くして K 境に 成長した 賴 家が、 家督 を相續 する に當 つて 先づ 逢着した こと は、 幕府の 元老 諸 將の權 勢 

が 頗る 强大 である こと を 感じた ことであって、 源氏の 棟梁と しての 賴 家の 矜持 は無殘 にも 蹂躪され たから、 

賴 家の 不滿 憤激 は爆發 せざる を 得なかった ので ある。 賴 家の 嗣立後 百日 も經 ない 正 治 元年 四月 十二 曰に、 

幕府の 當局は 諸の 訴論 を賴 家が 直ちに 決斷 する こと を 停止し、 向後 は 大少事 を、 北 條時政 • 同義 時. 大江 

廣元 • 中原 親 能 • 三 浦義澄 • 八 田 知 家 • 和 田義盛 . 比 企 能 員 • 藤 九 郞蓮西 • 足 立 遠 元 • 梶原景 時 •  二階 堂 

ラ政 等が 談合 を 加へ て處 置すべく、 その外の 輩 は 訴訟に 容缘 する こと を嚴禁 する ことと 定めた。 この 事 は 

, 何人の 沙汰に 出た もので あるか 吾妻 鏡に は 記されて 居らない が、 賴 家の 母 政 子の 意に 出た こと は 者 後の 諸 が 

事 » から 是認され る やうで ある。 而し てこの 處置 は、 要するに 賴 家の 慕府の 首長と しての 權 限を剝 奪した 

ものに 外なら ない。 事 ここに 至った 曲折に 就いては 吾妻 鏡に は 見えて 居らぬ が、 後出の 北 條九代 記に は賴 

家が 政治 を 粗 f.. 14 して 遊興の み を 事と した 爲 めであった として "Q るが、 果して 事實 であらう か。 

この 事あって 旬日 を經 ない 四月 二十日に、 賴家は 梶原景 時 • 右京 進 仲 業 等の 奉行と して 政所に 令 を 下さ 

しめ、 小 笠 原 長經. 比企宗 朝. 同宗 員. 中 野 能 成 等の 從類 は縑倉 中に 於いて、 縱ひ 狼藉が あらう とも 何人 

も敵對 すべから や、 若し 違犯の 聞 ある 輩 は、 罪人と して 交 名 を 尋ね 注進すべき 旨 を 各地に 觸れ 廻らすべき 

こと、 及び 前記の 五 人の 外 は 特別の 沙汰な き 限り、 諸人 は 輙く賴 家の 前に 參 昇すべからざる こと 通達した 

ので ある。 /0 の 五人^ 賴 家の 岳父で. ある 比 企 能 員と 血 緣の眤 の ある 青年輩で、 賴 家の 伴侶で あつたの であ 


る。 從 つて 賴 家の この 處置は 四月 十二 日の 幕府の 沙汰に 挑戰 した ものに 外なら なく、 賴 家に 制 肘 を 加へ た 

元老 諸 將に抗 して、 腹心の 近習 を 以て その 侍 側 を 固め、 彼等に 抗爭 せんとした ものの 如く 思 はれる が、 服 

も それ は 主として 前代に 最も 權威を 輝かした 北條 氏に 對 して 行 はれた ものの 如くで ある。 この 賴家對 元老 

諸將 との 確執 は、 こ の 後 間もなく 起った 安達景盛の 事件に K つて 裏書き されて ゐ る。. 

賴家は 安達景盛が この 年の 春 京都から 招き 下した 佳人に 意 を 寄せん とし、 景 盛の 父の 奉行 國 である 參河 

國に、 室 平 重 廣が强 竊盗等 を 引率して 路次往 反の 庶民 を 苦しめて ゐ るとの 注進の あつたの を 幸に、 景盛を 

參 河に 派遣して その 鎮壓 に當 らしめ、 その 不在に 乘 じて 中 野 能 成 等 をして 件の 佳人 を 召し出させ、 これ を 

, 小 笠 原 長經. の 第に 置いて 寵し、 やがて 幕府 內に 召し入れ たので ある。 やがて 景 盛が 參 河から 鎌 倉に 歸 着す 

るに 及び、 世， 上に 景 盛が この 事に 依って 怨恨 を懷 いてぬ る 旨が 喧傳 された ので、 賴 家は景 盛を誅 罰せん こ § 

と を 謀る に 至った。 これに 依って 鎌 倉が 騷擾 する に 及んだ ので、 形勢 を 憂慮した 政 子 は、 二階 堂 行 光 を 使 

者と して 賴 家の 輕擧を 止めさせ、 又 景盛を 招いて 二心な き 起請文 を賴 家に 提出 させ、 ついで 佐々 木 三郞兵 

衞 入道 を 使と して 賴 家に 訓戒 を 與へ、 漸く この 問題の 結末 を 付けた のであった。 この 時、 政 子が 賴家 を戒 

めた 詞に、 景盛を 誅伐 せんとし たの は 粗忽の 至で あり、 不義の 甚し いもので ある。 凡そ 現在の 情勢 を 見る 

に、 海內の 守が 用 をな し 難い 觀が ある。 これ は 政道に 倦んで 民の 愁を 知ら や、 倡樓を 娱んで 人の 謗 を 顧み 

ざるの 故で ある。 又 近侍の ものが 賢哲の 輩で なく 多く 邪 侫の屬 である。 殊に 源氏の 姓の 者 は 先君 賴 朝の 一 

族で あり、 北條は 我が 親戚で ある。 それ 故 先入 は 頻りに 彼等に 芳情 を 施され、 常に 座右に 招かれた。 然る 

に 今 は 彼等に は 優 賞が 無い ばかり か、 剩へ皆 實名を 呼び捨て^して； Q るので、 何れも 恨んで ゐ るとの 聞が 


ある 云々 と 見えて ぬる。 この 政 子の 詞 からして、 前代 賴 朝の 時には 頗る 優越な 地位 を 占めて 居った 北條氏 

が、 噴 家の^と なって 俄然 權威を 失墜した こと を 思 はしめ る。 これ は北條 氏の 最も 不快と したと ころで， 

會 くその 不平不満が 政 子の ロを藉 りて 發 せられた ものの 如くであって、 賴 家と 北條 氏と は 初めから 旣に調 

相 を 得難い 情勢と なって 居った のであった。 

賴 家の 治世 は 前後 五箇 年に 過ぎない が、 この間に 於いて 北條時 政が 政務に 關 係した こと は、 吾妻 鏡に は 

僅かに 數筒 所に 記されて 居る に 止まり、 最後に 賴 家と 正面衝突 を 起す まで は 北條 氏の 權威を 認め 得べ きも 

のが 殆ど 障 はって 居らない。 北條 氏と して は實に 凋落の 時代と 稱 すべきであった。 この間の 事情 は、 時 政 

の 嫡孫 泰 時に 就いて 傳 へられて ゐるー 挿話から も 窺 ふこと がで きる ので ある。 建 仁 元年 九月、 賴家は 飢饉 

の爲 めに 庶民の 困苦して ぬるの を も 顧み や、 速 月に 亙って その 趣味. である 鞠會を 催して 居った。 この 時泰 

時 は密々 に 中 野 能 成に 自己の 意見 を陳べ て、 蹴 鞠 は 幽玄の 藝 であつ ち賞觀 せられる こと は 庶幾 ふところで 

ある。 然し 去る 八月の 大風で 鶴 岡の 宮門 は顚 倒し、 國土は 飢饉に 愁 へて ゐる、 この 時に 當 つて 態と 京都 か 

ら放 遊の 輩 を 召し 下された。 而 して 今月の 二十日に は 恐るべき 異變が 現れた。 賴朝公 御 在世の 建久 年間に、 

百日 間御濱 出の 事. V 定められ たが、 天變の 出現に よって 謹慎せられ、 その 儀 を 止めて 世上 無 爲の祈 を 始め 

られ たので ある。 然るに 今の 有樣は 如何で あるか、 貴殿 は眤 近の 仁で あるから 事の 序 を 以て 諷諌 せらる ベ 

さで あると 慫逾 すると ころがあった。 能 成 は その 道理の ある ことに 感服した が、 卽答 はなし 得なかった。 

然し 能 成 はやが てこの 事を賴 家に 傳 へた。 賴 家は泰 時が 若年の 身 を 以て 父祖 を閣 いて 諷諌の 擧に 出た こと 

不快と した。 これに つて 泰 時の 身の上 を 案じた 者 は、 暫く 鄕里 伊豆の 北 條に身 を 返け て、 賴 家の 一時 


の 怒の 釋け るの を 待つ 事が 賢阴 であると 泰 時に 進言す ると ころがあった。 泰 時は諷 諫の詞 申した ので は 

なく、 ただ 愚意 を 近習に 語って 相談した に過ぎない、 處罰を 蒙る 事で あれば 何處 に. 在りと も 遁れる こと は 

できない と辨 じたが、 終に 勸告を 容れて 鎌 倉 を 出 發す るに 至った。 この 泰時は 前代の 賴 朝の 世に は、 賴朝 

から 岳父 時 政の 嫡孫と して 至大の 敬 重な 待遇 を 受けた。 卽 ち建久 三年 十 一 歳で 金剛と 幼名 を 呼ばれて 居つ 

た當 時、 金剛の 徒歩で 興 遊して 居った 傍 を、 乘馬 のままで 行き過ぎた 多 賀重行 は、 賴 朝の 不興 を 蒙って そ 

の 所領 を沒收 された。 その 理由 は禮は 老少に 依って 異にすべ さもので はなく、 身分の 上下に 從 ふべき であ 

る、 金剛 は 重 行 等に 准 やべき にあら やとい ふ賴 朝の 意向に あつたの である。 されば 金剛が 十三 歲で 元服 を 

行った 時 は、 賴朝は その 儀 を 幕府で 行 はせ、 自ら 加冠の 役に 當 つたの みなら や、 元 a 三 浦 義澄を 促して、 

その 孫 女の 然るべき もの を 嫁せ しめる やうに 配慮 させた ので ある。 かくの 如く 賴 朝から は 特別の 眷顧 優遇 1^ 

を 受けて 居った 泰時 は、 賴 家の 世と なって は 近侍す る こと さへ も 許され や、 上述の 如き 不首尾 を 招く に 至 

つたので あって、 泰 時として は 今昔の 感轉た 深き ものが あった ことと 察せられる。 これに 就いての 是非の 

批判 は 別と して、 北條 氏の 權 威の 頗る 傾く に 至った こと は 明白で あらう と 思 はれる。 

前述した 賴 家の 訴論親 決 停止の 幕府の 處置 は、 かくの 如き 情勢に 對處 した 北條氏 側の 術策の 一 つで ある 

と 観ぜられる が、 然し この 幕府の 處置は 殆ど 効禺を 擧げて 居らぬ 樣に思 はれる。 そ の 事 はこの 後間 もな く 

正 治 元年の 末に 起った 梶原景 時と 結 城 朝 光 等 六十 六 人との 間の 衝突 事件に 際會 して、 朝 光 等 六十 六 人 連署 

の 訴狀が 大江廣 元の 手 を 經て賴 家に 進 達されて 居り、 又 翌ニ年 五月に は、 陸 奧葛岡 郡 新 熊 野 社僧の 提起し 

た 坊領の 境 相 論が、 慰 地頭 畠 山 重忠の 裁斷を 得られす、 重忠 から 三 善康信 を經て 裁斷を 仰いだ 時には、 賴 


家が 親しく これ を 決して 居る こと 等から 推す ことができる やうであって、 賴 家の 權威 を制駭 する 効果 はな 

かった と 思 はれる。 

賴 家の 常軌 ケ- 逸した 行動と 見られる ものが、 吾妻 鏡に 幾 箇所 か载 せられて 批判され てゐ る。 前述の 新 熊 

野せ 坊領の 境 相 論に 際して は、 賴家は 進 達された 繪圖を 見て、 自筆 を 以て 墨 を その 繪圖の 中央に 引き、 土 

地の 廣狹は 各く の 蓮に 任せる、 檢 使を發 遣す る 暇な く實地 を實檢 させる ことができ ぬからで ある。 向後 は 

境 相 論 はかくの 如く 裁斷 すべし、 若し これに 不満 を存 やる 者 あれば、 相 論 を 致す ベから やと 宣言した とい 

ふ。 常識 を缺 いた 亂 暴な 判決で は あるが、 若し これ を 辯 護し 得る ものと すれば、 土地の 境界 爭は. 當 時の 流 

弊であって、 不正の 徒の 他領 侵犯が 絕 えなかった ため、 賴家 はこの 一事 件 を犧牲 として 一般の 弊風 改め 

ん とした ものと いうて 宜しから う。 又 正 治 二 年 十二月に、 賴家は 政所に 命じて 諸 國の田 文 等 を 召し出し、 ， 

無双の 算術 者と 稱 せられた 源 性 をして 勘定 を 行 はせ、 治 承 • 養 和 以後 幕府が 授けた 恩賞の 土地の 中 五 百 町 

を 超えた もの を收 めて、 これ を 不足勝ち の 近侍へ 賜與 すべく 內々 計畫 しつつ あつたの を、 二十 七日に 實施 

すべき こと を 政所 別當 大江廣 元に 令した。 依って 廣元 以下の 宿老 は その 利害 問題から 人々 の愁怨 世上の 不 

安之に まさる ものな しとし、 翌日 問 注 所 執事 三 善 善 信 は 詞を盡 して 諫止した ので、 實施は 延引され る こ， y 

となった。 これ も 表面より 見れば 極めて 無謀な 處 置であって、 幕府の 當局 者が これに 絕對 反對を 堅持した 

こと は當然 であった。 而 して 賴 家から 見れば 強大なる 元老 宿將の 勢力 を 削減して 近侍の 實 カを增 加す る こ 

と は、 當特の 形勢から 見て 考慮 せざるを得ない. ものが あつたかと 思 はれる。 而も この 處 置に 依って 最も 打 

擊. V 蒙る の は 外ならぬ 北條 氏であった ことと 思 はれる。 この 他に また 正 治 二 年 五月に 當時 流行の 念佛 僧の 


黑农を 惡んで 賴家は 念 佛僧を 禁斷 せんとした。 この 命 を 受けた 比 企宗員 は 十四 入の 念 佛僧を 召し集め、 政 

所の 橋の 逢に 於いて 袈裟 を剝ぎ 取って 燒棄 した。 堵の 如き 見物の 群集 は 一同 この 處置を 難 じたが、 僧の 中 

の 一人 伊勢 稱念 は宗 員に 向って 「俗人の 束帶と 僧侶の 黑衣は 各 同色で 從來 から 使用され たもので あり、 何 

の 故に 禁ぜら るる かその 理を 知る に 苦しむ。 當 時の 政治の 有樣 から 見れば、 佛法世 法 共-に 以て 減 亡の 期で 

あると いふべき である。 我が 衣 は 決して 燒さ 失せる ものに あらや」 と 放言した が、 果して その 言の 如く、 

稱 念は燒 ける 衣 を 取って 元の 如く 著 用して 何れ かに 立ち去つ たと 傳 へられて ぬる。 これ は佛 徒に 對 する 迫 

害であって、 賴 家の 惡 政の 一 つと して 傳 へられて 居る ものの 如く 察せられる。 然し 賴家 は佛の 信仰、 僧の 

優遇 等に 就いて、 決して 人後に 落つ る 者ではなかった。 正 治 ニ年閎 二月に、 賴 家が 狩 獵の爲 め、 伊豆 國藍 

澤 原に 進發 した 時、 牲 還の 魔障 無き やう、 鶴 岡の 供 等に 命じて、 不斷觀 音 經讀誦 を 行 はしめ たが、 路次 § 

無爲 にして 鎌 倉に 歸 還す るに 及び、 祈禱の 玄應に 感じて、 上 絹 五十 疋を供 僧 等に 施して ゐる ことがあり、 

また 建 仁 ニ年閨 十月 十三 日に 賴 家が 鎌 倉 中の 諸 堂の 僧侶 を 幕府に 招請して 饗應 した こと もあった。 當時念 

佛 僧に は 風儀 を亂す 者が 少く なく、 京都に 於いて は屢く 取締 令が 發 せられた 程であった 事情から 考 へれば、 

賴家 の 處置も 亦 同樣の 趣旨 に 出た もので あらう と 思 はれる。 

要するに 賴 家の 執った 處 置の 中で、 常例に 異なる もの は 悉く 不當な ものと されて <Q る。 北 條九代 記の 如 

きに 至って は、 賴 家に 何の 關係 もない 事まで、 不 當な處 置で ある 如く 批判 を 加へ てぬる。 正 治 元年 四月 一 

日に、 幕府の 問 注 所が 幕府の 廓 外に 建てられ、 三 善 善 信が 執事と して その 沙汰 始を 行った ことの 理由 を、 

賴 家の 政治 手腕の 缺 けて ゐる爲 めに、 論 人が 狼藉の 擧に 出づる こと を 慮っての 事と して >Q る。 然し 吾妻 鏡 


に據れ ば、 1, 朝の 時代に は慕府 s: の 一所 を 以て 訴論 人の 召 決の 場所と 定めた。 從 つて 召 決の 度 毎に 諸スが 

群集して 皴騷を 成し、 無禮を 現す ことが 屢 くあって 營中 狼藉の 因 をな したので、 內々 他の 場所に 於いて 行 

ふこと を 評議 中、 久 三年 十一 月廿 五日に 熊 谷 直 實と久 下 直 光との 熊 谷 久下境 相 論の 對^ が 行 はれた 折、 

直 實は直 光が 梶原景 時の 支持 得て 居った 爲 めに、 賴 朝から 度々 の 尋問に 遭 ふに 至った ことに 激昂し、 調 

度文眷 等を卷 いて 庭 中に 投げ 棄 てて 席 を 蹴った のみなら や、 忿怒に 堪 へや、 西 侍に 於いて 自ら 刀 を 取って 

髮を 除いて 逐電した 騷動を 起した。 その 爲め召 決の 場所 を 問 注 所 執事 三 善 善 信の 第 中に 移した ので あるが、 

このたび 新たに 幕府の 別 廓に 問 注 所が 設けられる ことと なった のであって、 賴 家の 政治の 善惡と は、 何等 

の關係 もな い ことなの である。 又正洽 元年 四月 廿 七日に 東國 分の 地頭 等に 令して 水利の 便宜 ある 荒野の 開 

懇を行 はせ る こと 定め、 又 荒 不作 等と 稱 して 乃 貢の 進納を 減少す る 土地 は、 將來領 掌 を 許容せ ぬ ことと I 

定めた ことがあった。 これに 就いても、 北 條九代 記に は 荒 不作の 所に 年貢 を 立てて 責 取らん とする こと は 

天道 神明の 冥盧 にも 叶 はぬ ことで、 心 ある 輩 は 歎き 悲しんだ と 批判 を 加へ、 これ を 以て 賴 家の 虐政に 數へ 

てぬる。 かくの 如く 賴家は 事に つけ 惑 評されて ぬる。  . 

然し 賴家は 正 治 二 年 八月 十日に は 大江廣 元 等に 命じて、 it 奧出羽 US 國の諸 郡鄕の 地頭の 所務 は、 前の 領 

主 藤 原秀衡 • 泰衡 等の 時の 規定 を 守るべき 旨を賴 朝の 時に 定められ てぬるの であるが、 稍 も すれば 境界の 

事 等に 就いては これに 背く ことがあ つたので、 前例に 任すべき 旨 を 下知せ しめ、 又 建 仁 ニ年閏 十月 十五 日 

に は、 ii 國の 守護 人 等の 奉行すべき 事が 明確に 規定され てゐ るに も拘ら や、 越 櫂の 事が あって 訴 論の 起る 

乙と が牲々 あつたので これ を嚴禁 させ、 若し 違犯した 者 は その 職を改 補すべき 旨 を 定めて 戒飾 する 等、 慕 


府の 政治の 基本. V なす 地頭 • 守護の 職權を 正常なら しめる ことに 意 を 注いだ ことが 少 くなかった。 また 賴 

家 は 幕府の 統裁 者と して、 多くの 家人 武士の 棟梁と して 武藝の 修練に 意 を 用 ひ、 笠懸 等の 武術 を *く 行つ 

た 外、 狩 獵の催 も 頻りに 行った。 狩 孅は當 時に 於い-て は 練武の 方法と して 重要視され たもので、 賴家は 伊 

豆駿 河の 狩 倉に は 度々 出 行した。 仁田忠 常が 富 士の人 穴 を 採險 した 奇談 はか かる 際の 出來 事であった ので 

ある。 賴家は 狩 獵の爲 めに 建 仁 元年 十月 十八 日に は 犬の 飼 口 を 定め、 三番に 分けて 毎日 結番 せしめ、 同 二 

年 十二月 十九 日に は 山 內庄の 鷹 場の 檢分等 を も 行った。 藝 道に 於いて は 賴家は 特に 蹴 鞠に 興味 を 持ち、 爲 

めに 政務 を拋 つたとの 非難 を さへ 蒙って ゐる。 賴家 はこの 道に 熱心の 餘り、 京都の 仙 洞 御所に 奏請して 斯 

道の 名匠 北面の 武士 紀行 景を鎌 倉に 迎 へた。 行 景は建 仁 元年 九月 七日、 院旨 奉じて 鎌 倉に 下着、 九日 大 

江廣 元に 帶 同され て賴 家に 謁した。 賴家は 大いに 喜んで 盃を行 景に與 へ、 重陽 日に 始めて 對面を 遂げた 故、 ^ 

前庭の 籬の菊 を盃に 浮べて、 永く 萬 年 を 契らん とい ひ、 又 銀劍を 授けた。 尋で 十一 日より 行景を 師範と し、 

その 技の 練磨に 熱中した。 或は 幕府の 中に 於いて、 或は 諸臣の 第に 於いて 試み、 懸樹 の移殖 などに も 意 を 

用 ひ 常に 行景を 伴った。 されば その 技 も 亦 自ら 進んだ ものの 如く、 建 仁 二 年 四月 二十..^ 日賴 家の 小 鞠を揚 

げてゐ るの を 見守った 行景 は、 天 骨 を 得て 居る と 感歎した とい ふこと であって、 三年 七月 賴家は 病床に 就 - 

くまで 鞠 會を廢 さなかった ので ある。  . 

また 賴 家に は 美し い 人情味 も 豊かな ものが あった。 正 治 二 年 十月 二十 一日、 賴家は 鎌 倉の 海 濱の亭 に 於 

いて、 奥州の 芝 田 次郞追 伐に 當 つて、 弓馬の 譽を顯 した ェ藤行 光の 三人の 郞等を 引見して 勇士た る を 賞美 

した 後、 その 一人 を 家人に 加へ たさ 旨 を 行 光に 懇望した。 この 時 行 光 は 平氏 追討 &來 亡父 景光 は戰 場に 臨 


んで萬 死に 一生 を 得た こと 十箇度 を數 へたが、 常に この 三人 等の 爲 めに 生命 を 全うする を 得た。 行 光 は 亡 

父の 跡を繼 いで. Q るが、 君の 御 敵 返の 際 は、 上に は 我 朝の 勇士 を 悉く 御家人と して 居らる る も、 行 光に 於 

いて は 僅かに この 三人 を賴 みとす るに 過ぎぬ と 答へ たので、 賴家は 行 光の 心情に 動かされ、 行光^^弓馬の 

連 人の みなら や、 そのい ふところ 亦 道理 至極で ある、 とて 盃を與 へたと いふ。 又 建 仁 二 年の 春 外 家 比 企 能 

H の 邸の 花 兄の 宴に、 歌舞の 與を 添へ た 京都 下向の 舞姬 微妙の 身の上に 就いて、 子細 ある 旨 を 能 員より 聞 

いた 賴家 は、 親しく 面前に 召して 懇ろに 尋ねた ので、 微妙 は その 恩 問に 落涙 數行、 終に 東 下の 目的が、. 去 

る建久 年中に 父 右兵衞 尉爲 成が 他の 讒 によって 禁獄せられ、 やがて 奥州に 移される ことと なって、 將軍家 

の雜^ に 伴 はれて 同獄の 囚人と 共に 東 下す る ことと なった ので、 微妙の 母 は 愁歎に 堪 へやして 身 まかる に 

至った。 當時 僅かに 七 歳であった 微妙 は 兄弟 親眤 なく、 多年 孤獨の 恨に 沈んだ が、 父を戀 慕す るの 情 切と I 

f その 安否 を 知らん がた めに 歌舞の 技 を 習って 東路に 赴く にある 旨 を 語り、 一 座 を 頗る 感動 させた。 

賴家は 直ちに 使 を 奥州に a はして、 求める 父の 消息 を 尋ね しめたので あった。 微妙 は 奥州への 飛脚が 消息 

を 箭 すまで、 政 子の 第に 寄寓す る ことと なり、 その 間厦く 舞曲の 妙技 を盡 したが、 秋の 半ばに 至って その 

父 は旣に 故人と なった ことが 判明し、 微妙 は 悲しみの 餘り榮 西の 禪坊に 入って 落飾、 父の 死後 を訪 うたと 

いふ ことであった。 かくの 如く、 賴 家に は 美 はしい 人情味 も 亦 豊かであった。 されば 賴 家の人 物に 就いて 

は必 やし も 重大な 缺陷 があった が爲 めに 北條氏 等から 抑壓 された ので はなく、 寧ろ 北條氏 等が 賴 家の 爲め 

に 制せられ たので ある。 野心家で ある 北條 氏が 賴 家に 向っての 對 策に 焦慮 慘儋 たる ものが あつたの を 推し 

得" れる。 時勢が このままに 推移す れぱ、 賴 家の 後に は その 長子 一幡が 嗣 立し、 一幡の 外祖父 比 企能眞 が 


最も 優越な 地位 を 占める に 至るべき こと は、 火 を 賭る よりも 朗らかな ことであった。 雌伏の 止むな き狀況 

にあった 北 條氏は 形勢の 轉 換を圖 らんが 爲 めに、 乘ゃ べき 機 會をは 虎 視眈々 として 窺 ひっつ あつたの であ 

る。 而 して その 機 會は建 仁 三年 八月 賴 家が 病床に 就く に 至って 漸く 到來 したので あった。 吾妻 鏡に はこの 

年 正月 二日、 一幡が 鶴 岡 八幡宮に 參詣 した 折、 大 菩薩が 神樂の 巫女に のり 移って、 「今年の 中に 關 東に 事 

あるべし、 若君 は 家督 を繼 ぐべ から ャ、 岸 上の 樹其根 巳に 枯れたり、 人 之 を 知ら やして 梢の 綠を恃 む」 と 

い ふ 託宣 のあった こと を 載せ、 賴 家父 子 の 蓮 命 は 神慮に 依 つて 旣に 定ま つ て 居った こと を 暗示 させて ねる 

が、 これ は、 實 朝が 非業の 最後 を 遂げる に 先立って、 積々 の 前表が あった こと を载 せて ゐ るのと 好 ー對の 

事であって、 その 眞僞の 如き 敢 へ て 詮索の 要 もない 事と 思 はれる。 

かくて 北條 氏は賴 家の 病に 乘 じて 陰 險な 術策 を 弄し、 一幡 を 殺し 賴家を 退け 比 企 氏 を 亡し、 尋で賴 家 を g 

殺す に 至った 事情 は遍く 知られて ゐる ところで 敢 へて 記す に は 及ぶまい。 思 ふに 賴 家の 健康に してな ほ久 

しくつ づき、 比 企 氏との 連携が 更に 鞏固と なり 得たならば、 北條 氏より 乘ぜ られる 機會が 起らなかった と 

思 はれる のみなら や、 北 條氏を 始めと して 前代よりの 强剛な 諸 將を抑 へ て 源氏の 繁榮を 啓き 得た かも 量ら 

れな いので ある。 實朝は 人物に 於いて は 或は 賴家を 凌駕して 居った とも 思 はれる が、 この 時 は 旣に旣 に 北 

條 氏の 權 勢が 拔 くべ からざる ものと なって 居って、 源氏の 繁榮を 圖る期 は旣に 過去の ものと なって 居った 

ので ある。 かく 考 へて 見れば 賴 家が 嗣立後 僅かに 五 年に して 病に 仆れ たの は、 源氏の 爲 めに 甚だ 不幸で あ 

つ たと い ふべ きで あらう。 


源實 朝の 尊皇 思 想 


昭和 十七 年 八月 九日 は、 源實 朝が 生誕した 建久 三年 八月 九日 (太陽 曆九ぶ 二十四日〕 から、 新 舊» 日の 違 ひ は 

あるが 八 百 五十 年， に當 つて： Q るの を 記念と して、 實 朝の 盡忠 至誠 を發 露した 歌 詠と して、 天下に 轟き 渡つ 

てぬる。 

山 はさけ 海 は あせな む 世な りと も 君に ふた 心 わか あらめ や も 

の 三十 一文字 を 刻んだ 歌碑が、 鎌 倉 文化 聯盟に よって、 鎌 倉 鶴 岡 八幡宮の 淨域、 實朝を 奉祀した 白旗 祌^  I 

參 道の 傍に 建設され、 その 除幕式が この 日に 擧 行され、 大 東亞 戰下、 民 一億の 時局に 對 する 決意 を 新に す 

る資に 供せられ た。 實朝は 鎌 倉 幕府 第三 代の 主、 皇國 鎮護の 重責 を 負うた 征夷 大將 軍で あるが、 同時： 鎌 

食 右大臣の 名で、 人口に 膪 炙して ぬる 有數の 歌人で ある。 その 家集 を金槐 和歌 集と いふ。 前 揭の歌 は 问 集 

卷 末に 收 めら れ てぬる 太 上 天皇 御 誊下預 時の 題 下に 揭 げられ て ゐる三 首の 中の 一 首で ある。 實朝は 武士の 

楝梁 でありながら、 その 環境 を 意の 儘に なし 得 や、 己が 抱懷 する 理想 を實 現させる 途の 遂にな きこと を 知 

り、 烕懷を 三十 一文字に 托して 後世の 批判 を俟 たんと し、 その 蓮 命の 儘に 身 を 委せた 薄命の 貴公子で あつ 

た。 享年 僅かに 二十 八。 鎌 倉に 於いて は 稀 有の 天變 ともい ふべき 二 尺の 積雪 裡鶴岡 社頭に 展開され た悲壯 

な その 終焉 は あまり^も 著名な ことで ある。 かくして 實朝は 生前に 於いて は 自己の 理想の 實現 を企圖 する 


こと を 得なかった が、 その 精神 を數々 の 遺詠に よって 千載に 傳へ、 後昆 をして 景仰せ しめる に 至った， こ . 

の 貴公子の 崇高なる 精神 は、 抑く 如何なる 環境 裡に養 はれた であらう か。 

實 朝よ 建久 三年 八月 九日に 鎌 倉 名 越濱の 第に 於いて、 今 を 時め く 征夷 大將 軍賴 朝の 次子と して 生れた。 

この 日 は父賴 朝が 待望の 征夷 大將 軍に 任ぜられ、 この 年の 七月 九日に 除 誊傳宣 の 勅使 を迎 へて これ を拜受 

し、 二十. P 日に 勅使の 歸洛を 奉送し、 これに 依って 征夷 大將 軍と して 幕府の 諸 機關を 整へ る爲 めに、 八月 

五日に.^ 所 始の儀 を 行 ひ、 慕府の 名實を 始めて 具へ てから 五日 目に 當 つて 居り、 鎌 倉 は 重ねく の 慶祝に 

歡 呼の 聲が 鳴り渡った 事であった。 かくて 實 朝の 生涯 は 源氏の 全盛時代の 初頭に 始まった ので ある。 時に 

父賴 朝よ 年 四十 六、 a> の 政 子 は 三十 六であった。 實 朝の 兄で ある 賴 朝の 長男 賴家 は、 これより 十一 年 前の 

壽永 元年 八月の 誕生で ある。 賴 朝の 勢力の 基礎が 鎌 倉に 樹立され た 頃で あり、 又 嫡子の 事で もあった ため、 i 

誕生の 儀 は 頗る 盛大に 行 はれた が、 實 朝の 時 は 更に 一層の 盛 觀を呈 した 如くであった。 誕生の 當時 は相模 

國內の 社寺 二十 五箇 所に 神馬の 奉 進が あり、 又 先 規に從 つて 北 條義時 ニニ 浦 義澄等 六 人の 名家から 護 刀が 

進められた。 八月 二十日に 賴 朝は實 朝の 產 所に 臨み、 父母 兼備の 名 射手 を 召して 草 鹿 勝負 を 行^せて 實朝 

の 武運 を壽 いだ。 十月 十九 日、 實 朝が 母と 共に 名 越濱の 第から 幕府に 移った 時には、 北條 時速. 里 見義成 • 

新田 義 • 小山 朝政 • 小山 朝 光 • 三 浦義速 • 同義 村 • 八 田 朝 重 • 梶 原景季 • 同景茂 等の 堂々 たる 名門 勇士 

の儀衞 であり、 翌 十一月 五日に 行 はれた 藤 九郞盛 長の 甘繩 家への 行 始の儀 も、 男女の 扈從は 頗る 條-觀 を 極 

めた。 尋で 五十 日. 百日の 儀が 外祖父 北條時 政の 沙汰で 行 はれ、 當 時の 慣習に 從 つて 蒸 餅い は ゆる 十字が 

元老 宿.^ に 配： さ ひた。 偶く 十一月 二十 五日^、 賴 朝が 再生の 恩人 池禪 尼への 謝恩の 爲め、 宿願と して 計 


リ した 大 供養が 永 福 寺に 於いて 行 はれ、 之が 爲め 京都から 大 長老で ある 法 I 大僧正 公 顯の東 下 を 請 ひ、 公 

顯は 八十 四の 高齢 を 以て 導師 を 勤め、 政所 別當 大江廣 元が 行事と して 巨細の 指揮に 當り、 有力な 諸 將が遠 

近より 參壤會 同し、 極めて ® 大に擧 行され たのであった。 賴朝 はこれ を機會 に、 多數 の諸將 がま だ 鎌 倉 を 

返 散し ない 十二月 五日に、 實朝 誕生の 名 越濱の 第に これ 等 を 招請し、 各 威儀 を 正して 着座した 時に、 賴朝 

ば. in! ら赏朝 を » いて 臨み、 この 嬰 兒は鍾 愛 殊に 甚だしき ものである、 各 意 を 一 にして 將來の 守護に 任ぜら 

れ たさ 旨を慇 敵に 傳 へて 盃 酒の 禮を行 ひ、 女房 大貳 局が 酌の. 役 を 勤めた。 諸將は 各く 實朝 を懷 き、 各自の 

W 刀 を 引出物と して 進上し、 賴 朝の 意向 を 謹 承した 旨 を 表した とい ふ。 . 以て 賴 朝の 意向 を 推知し 得べ く、 

赏 朝の 將來 はこの 時より 多大の 期待が 懸けられた のであった。 

K 朝 成長の 有樣に 就いては、 誕生の 翌年 建 久四年 四月 十三 日に、 俄かに 病惱の 事が あって 人々 を 驚かせ M 

たが、 やがて 本復した 事が 傳 はって ぬるの みで、 十二 歲 にして 三代 將軍 として 嗣 立した 建 仁 三年に 至る ま 

での 消息 は、 杏と して 傳 はって 居らない。 然し ハ乂賴 朝の 在世中 は、 家督た る兄賴 家と 共に、 父母の 鍾 愛と 

諸將の 崇敬と を 受けて、 極めて 順境 裡に 成人した ものと 察せられる。 然るに 父の 賴朝は 建 久十年 正月に 俄 

かに 病 を 以て 逝いた。 時に 賴家は 年 十八、 實朝は 年 八であって、 賴 家が 家督 をつ いだ。 、この 時から 實 朝の 

家庭に は 春風 駱蕩 たる 長閑 さが 失せて、 蕭殺 たる 木枯が 吹き荒む やうに なった。 それ は賴 家が 外. 家で ある 

比 企 氏の 一黨 のみに 賴 つて、 母の 實家 である 北 條氏を 疎ん やる 傾向が 重った 事 等の 爲 めに、 賴家 母子の 間 

が あ 《M 滑お 缺 いたので、 母の 政 子 は 次子 實朝を 扶持して 實家 である 北條 氏に 賴る 形と なり、 源氏の 家穩 

かならぬ 》 景が 現れ、 これ をめ ぐって 幕府の 家人の 間に も少 からぬ 動搖が 萌し、 北條. 比企兩 家の 勢力 爭 


が 漸次 明瞭に 觀 取され る やうに なった。 終に 建 仁 三年に 賴 家が 病臥し 危篤の 傳， へられる に 及んで、 兩 家の . 

學は 表面に 現れた。 この 時に 實朝は 母の 政 子 及び 4^ 條 氏に 擁せられて、 その 術策の ままに この 年 九月に 源 

氏の 家督の 繼承 者と なった。 兩 家の 間に 激しい 鬪爭の 演ぜられた 折に は、 母の 政 子の 第に 保護され て 居つ 

たが、 漸く 鎌 倉が 平和の 氣 分に 蘇った 九月 十日に、 政 子の 第から 北 條義時 ニニ 浦義村 等の 諸將に 衞られ て、 

外 1:^ 父 北雍時 女の 名 越 第に 移った。 この 時には 時 政 は 自己の 名 を 以て. 嘗面を 幕府の 諸家 人に 與へ、 各自の 

所領 をば 元の 如くに 領 掌すべき こと を 命じて 居って、 事實上 幕府の 實權 を 握った。 

やがて 九月 十五 日に 京都から 鎌 倉に 急派され た 使者 は、 去る 七日に 京都に 於いて 實 朝が 從 五位 下に 敍し、 

征夷 大將 軍に 補せられ、 且つ 實 朝の 名 を 後鳥羽 上皇が 下賜せられ たこと を傳 へた。 これによ つて 實朝は 源 

氏の 家督 嗣 いで 三代の 將 軍に 補せられ たので ある。 乙れ は實 朝と して は洵に 喜ぶ ベ きこと であるが、 そ ^ 

の 經緯を 見れば 北條 氏が 兄賴家 を排擊 する 一手 段と して、 極 祕裡に 朝廷に 賴 家の 薨去 を 奏して、 その 替に 

擁立され たもので ぁク たから、 實 朝の 周 邊には 自ら 多くの 仇敵が 伏在して、 一 身の 安全 を さ へ 保し * ぃ危 

險に洒 された 形であった。 術策に 長 じた 北條 氏の 肅牆の 間に は、 早く も 時 政の 後妻 牧氏 によって、 實朝排 

斥の 策が 進められて 居つ だ。 これが 爲め實 朝 は 將軍任 補の 報に 接した その 日に、 母の 政 子の 配盧 によって 

義時 • 義 村. 結 城 朝 光 等の 警衞の 下に、 時 政の 名 越の 第から 再び 政 子の 第に 連れ 屍され たので ある。 かく 

て 實朝は 自己の 擁立 者 支持者と して 信賴 せんとした 母の 實家 にも、 安全な 場所 を 求める ことができ や、 薄 

氷の 上 彷德 する が 如き 不安な 境 過と なつ，^。 然し 表面 はな ほ 無 異が裝 はれて 居り、 實 朝は將 軍と して 

儀禮 を 漸次 進め る ことと なつ，^。 


實 朝は嗣 立の 翌 十月 八日に 先づ 元服の 式 を 時 政の 名 越 第に 擧 げた。 時 政が 理髮の 役 を、 義 信が 加冠の 使 • 

A- 勤め、 佐々 木廣 綱. 千 葉 常 胤 等が 鎧 劍馬を 進める 役に 當り 頗る 盛儀であった。 その 翌 九日に は 政所 始の 

儀 七午尅 より 行 ひ、 別 當北條 時 政 • 大江廣 元 以下の 家 司が 政所に 着き、 吉 書の 儀 終へ て 垸飯盃 酒の 事が 

あり、 次で 實朝は 始めて 甲冑 を 着け 馬に 乘る禮 を 行った。 この 時 は 萬 事 を 時 政が 扶持し、 小山 朝政 • 足 立 

遠 元 等が 甲冑 母廬の 着用の 役に 當り、 着用の 次第 故 實は總 て 時 政が 傳授の 任に 當 つたので あった。 かくし . 

て 赏朝は 幕府の 首長と して 征夷 大將 軍の 威容 を 容儀に 於いて 整へ たので ある。 吾妻 鏡 はこの 記事の 文中に 

於いて 時 政 を 執權と 書いて _Q る。 執權は 幕府の 實權 者た る稱 呼で、 政所 別當 たる 時 政の 特殊な 地位が この 時 

に名赏 共に 具 はった とい ふべき であらう。 この 日の 晚には 更に 弓始の 儀が 催され、 和田義 盛が 的を獻 じ、 

海 野 幸 氏 • 榛谷重 朝 • 望月 重隆 • 愛甲 季隆 • 巿河行 重 • ェ藤行 光 • 藤 澤淸親 • 小山 朝 光 • 和 田 胤長 等が 五 お 

番に 分れて 射手 を 勤めた。 實朝は 翌日 これ 等 十 人の 射手 をお 面 竹壺に 召し、 野劍 或は 腹卷を 贈って その 勞 

に 報いた ので ある。 かくして 實朝嗣 立の 鎌 倉に 於け る 諸 儀は滯 りなく 終った ので、 十月 九日に は 佐々 木定 

綱 • 中 條宗長 を 使と して 上洛せ しめ、 將軍代 始の故 を 以て 京畿 在住の 家人 等より 忠貞貳 心なき 旨の 起請文 

徵 せしめ、 翌月 十九 日に は 代始の 善政と して、 幕府の 分國幷 びに 相 模 • 伊豆の 百姓に 令して 當年乃 貢の 

員數を 減額せ しめたの である、 これに 對 して 執 權時政 も 亦 武藏國 諸家の 輩に 貳心 あるべからざる 旨 を、 侍 

所 別 常 和 田 義盛を して 沙汰せ しめて ゐる。 實朝嗣 立の 當 初より 北條 氏の 權威は 擡頭の 一 路を迎 つたので あ 

つた。 かくて 府の 政務 は 自ら 執權時 政の 手， に 依つ. て 進められ、 實朝は 文武の 精進に 努めて 征夷 大將 軍と 

しての 修養に 念した ものの 如くであった。 „~ 


武は慕 府の據 つて 以て 立つ ところの ものであった から、 實朝. が武に 留意し その 練磨に 沒 頭した こと は、 

當然の 事で あ .， と 思 はれる。 建 仁 三年 十 一 月 二十 三日に は 馬場 殿に 臨み、 小山 朝政 • 和 田義盛 等の 扶持に 

よって 小 笠 懸の， 技を演 じた。 翌元久 元年 正月 十日の 弓 始には 實朝は 簾 を 上げ、 和 田 胤長 等 六 人の 射手の 技 

を覽 たが、 二月 十二 日に は 北 條義時 等を從 へて 由 比濱に 赴き、 北條時 房. 和 田 胤長. 多々 良 四郞. 榛谷重 

朝 等の 笠 懸 • 遠笠懸 等の 儀 を 見物して ゐる。 文に 就いては、 この 年 正月 十二 日に 相 模權守 源 仲 章 を 侍讀と 

して 讀書始 の 儀 を 擧げ、 孝經 を讀ん だとい ふ。 吾妻 鏡 は 記事が 簡略で あるが ため、 實朝嗣 立 時の 文武の 

について は、 上記の 外に は傳 へて 居らない が、 時 政 等の 扶持に よって 精進した ものの 如くで ある。 幕府の 

修練 政務 關係 につ いて は、 元久 元年 七月 二十 六日に 安藝 國壬 生莊の 地頭の 事に ついて 山形 五 郞爲忠 と 小 代 

八 郎等との 爭 論に 關し、 守護 人宗孝 親から 提出され た 注進 狀に對 して、 實 朝が 時 政. 廣元等 を 列席せ しめ ， 

て 決裁した こと を 吾妻 鏡に 「是將 軍 家 直 令聽斷 政道 給之始 也」 と 記して ゐる こと、 及び 翌元久 二 年 六月に 

起った 畠 山 重忠の 一族 誅滅 事件の 後、 七月 八日に 重忠 の餘黨 等の 所領 を. K て、 « 功の， 輩に 與 へた 手 續を同 

じく 吾妻 鏡に 記して 「尼 御 臺所御 計 也、 將軍家 御 幼稚 之 間 如此」 と 見えて ゐる 事と に據 つて、 政務 關 係の 

事 は 專ら當 局た る 執 權北條 時 政 • 大江廣 元 等 並びに 母の 政 子に 依って 處理 せられた こと は 明らかで ある。 

實朝は 當時歲 漸く 十三 四の ことであった から、 當然な 事と いふべき であらう。 然し 當時は 一般に 早熟な 世 

態であって、 實朝も 亦 その 例に は 漏れなかった。 されば 十三 歲の 元久 元年に は、 自ら 意中の女 性 を 御臺所 

に 選む に 至った のであった。 

實 朝，.： この 結婚 は、 單に實 朝 一個人と しての 重 事であった ばかりでなく、 當 時の 政局の 動向に 大 なる 影 


ト.. ケ -av たもの e あって、 極めて 重要視すべき 事件であった。 これによ つて 實 朝の 將軍 として 進むべき 道 

が卞. s;h んた概 、おあり、 その 尊王 思想 もこれ によって 育成され たこと が 頗る 多かった ものと 思 はれる。 吾 

妻 鏡の 《 へる ところに よれば、 實 朝の 御臺 所に は、 日來、 同族 源氏で ある 上總介 足利義 兼の 女が 擬 せられ 

て ii つたが、 實朝 はこれ を 容認せ や、 改めて 京都の 名門から 求める ことと して、 京都に 申請し、 これによ 

つて 御 辜： 听を鎌 啻に 迎 へる 用意 等の 事に つ.^ く 元久 元年 八月 四日に 幕府に 於いて 内談 を 行 ひ、 その 折の 供 

奉 人の 選擇 ついては、 實 朝が 親しく これ を 沙汰し、 その 人数 及び 容儀 華麗の 士を 以て これに 充てる 事 等 

を 定めた。 やがて 坊 門前 大納言 信淸の 女が 選ばれて 下向す る ことと なつ *た ので、 そ 迎へ として 時 政の 子 

左 馬 權助北 條政範 を 始め、 結 城 七 郞朝光 • 千 葉 平 次常秀 • 畠 山 六 郞重保 • 筑後六 郞知尙 • 和 田 三 郞朝盛 •  土 

先 ニ郞陋 平等 を簡拔 して 十月 十四日に 上洛せ しめたと いふ。 かくして 十二月 十日に、 信 淸の女 は その 扶 お 

持 者であった 卿 三位 局 藤 原 兼 子の 岡 崎の 第より、 ® な 行粧を 整へ て 下向の 途 についた。 後鳥羽 上皇 は法滕 

寺 西の 御棧 敷に 御して 御 見物 あらせられ、 その外 人々 の 物見 車 は 雲の 如くで あつたと いふ。 鎌 倉より 迎の 

S 上洛した 武士 は、 北 條政範 が 上洛の 途次 病 を 得て 終に 京都で 卒去した 外 は、 甲冑に 威儀 を 整へ て隨從 し、 

途次 事な く 鎌 倉へ 到着した ものの 如くであった。 鎌 倉へ 到着の 模檬 及び 婚儀に 關 して は、 何等の 所 傳も殘 

さュて 居らぬ。 元久 元年 十二月 二十 二日に 御 臺所御 方に 祗候 する 男女 數 輩が、 地頭 職 を拜領 した ことが 吾 

妻 鏡に 見えて ゐ るが、 思 ふに 御臺 所の 鎌 倉 到着 直後に 行 はれた ことと 察せられる。 從來 この 婚儀に ついて 

は、 赏 朝が 京都 を 憧憬し、 貴族 風を悅 んだ爲 めで あると し、 . これ を 以て 世間で は往々 にして、 赏 朝が 幕府 

の 首長. たる 征夷 大將 軍と しての 缺格條 件の 一つに 認めて ゐる。 實 朝が 柔弱な 貴公子で あり、 質實 剛健な 關 


東 武士の 氣 風に 背いた 人で あり、 歌 鞠 を 以て 業と なし、 武藝は I せられた 如く、 又 女性 を 以て 宗 となし、 

勇士 を 全く 顧みない とまで、 當 時の 人々 か ら 極論^ れ るに. 至った。 武家の 立場に 背い て 朝廷 の 官位 を 競 望 

し、 終り を 全うし 得なかった の も、 一 つ はこの 爲め であると 批判され て. Q る。 

抑 も 鎌 倉 幕府 は、 賴 朝が 京都から 離れた 關 東に 置いて、 配下の 諸家 人の 統御 機關 とし、 朝廷よ， 0 御 委任 

を 蒙った 幕府の 使命で ある 謀反 人の 追討、 社會の 秩序 維持 等の 任務 をば、 家人た る 武士の 協力に よって 遂 

行し、 その 責任 を杲 さんと した ものである。 而し てこの 職務 を 遂行す る爲 めに は、 いは ゆる 武士の 本質と 

も稱 すべき 忠勇 • 質實 • 剛健の 氣風を 堅持す る ことが 不可 缺 のこと であった。 卽ち 武士と しての 職責 を盡 

して、 朝廷の 政治 を 翼賛し 奉る に は、 あくまでも 武士め 本質 を發 揮せ しめねば ならなかった。 平氏の 責族 

化して 敗亡した こと は、 實 に殷鑑 遠から ざる ものであった。 されば 幕府の 首長と して、 京都の 貴族 風 を 喜 

び、 これ を 鎌 倉に 移植 せんとす るが 如 さは、 その 使命 を沒 却した もので あり、 幕府の 存立 を危 くす る もの 

に 外なら なかった。 それ 故實 朝が 京風 を 慕 ひ 貴族の 生活 を 味 はんとし たこと は、 斯の 如. n 意味から 考察す 

れば 正しく 將軍 としての 缺格條 件の 一 つに 數 へる ことができ るので ある。 然し 京風 を 喜んだ の は 決して 實 

朝に 始まった ので はなく、 旣に 父の 賴朝、 兄の 賴家 何れも 同樣 であった。 京都 は 數百歲 に 亙っての 皇 城の 

地で あり、 我國 文化の 淵 藪 地であった。 貴族の 柔弱な 氣風、 驕奢な 生活 等 は、 武士の 立場から は 絕對に 挑 

撃すべき もので は あるが、 都の 文化の 理解と その 敎 養と は、 武士の 立てた 幕府と 雖も、 京都 朝廷に 對 して 

諸般の 交渉 を 行 ふに 際し、 又 その 主張 を 申請す るに 當 つて、 堂々 の 陣容 を 張る 必要 上、 頗る 緊要な 事で あ 

つた。 この 意味に 於いて、 賴朝 は淚ぐ ましい 程の 努力 を 費して 幕府の 威容 を 樹立す る ことに 成功した。 京 
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風 A- 理解して 而も 之に 溺れる ことはなかった のであった。 賴家も 又 父の 風を繼 いで 京風 を 喜び、 殊に 蹴 鞠 

に 與味を 有し ノ 斯道の 名流 を 京都より 迎 へて 練磨 を勵 み、 政務 を放拋 したとの 批難 を 蒙った 程であった。 

然し 一 方に 於いて は 武士と しての 嗜 みたる 武藝に 就いても 亦 意 を 用 ひ、 決して 怠る ことはなかった ので あ 

る。 かやう にして 實 朝の 父兄 は 何れも 京風の 憧憬 者であった。 この 家庭の 環境から、 實 朝が 京風 を 喜ん お 

こと は 寧ろ 當然 であると いふべ さで、 御臺 所に 京の 佳人 を 求める に 至った の も、 一つに かくの 如き 事情に 

よった ノに 外なら ない。 然し 當時 幕府に 於いて 京都に 關心を 有した 者 は、 必ャ しも 實朝 一人で はなく、 執 

權北條 氏に 於いても 亦同樣 であった。 卽ち時 政 は 殊寵の 女房 牧 氏の 所 生の 長女 を、 源氏で ある 大內 惟義の 

弟で 賴 朝の 猶子であった 平 賀朝雅 に 嫁せ しめ、 朝雅 をば 建 仁 三年 十月 三日に 上洛 させて、 北條 氏の 京都に 

於け る 耳目と したが、 この 朝雅 をば 院の 御所に 出入 させ 御笠 懸の折 等に は 伺 侯せ しめたと いふ ことで あり、 ^ 

又 その他の 女子 ども も 皆 公卿 殿上人の 妻と したと 愚 管 抄に記 して ゐ るが、 なほ 同じく 牧氏所 生の 男子 政範 

も 京に 上せて 左 馬 櫂 助に 任官せ しめて わる。 政範 はかくして 京都 育と して、 容儀 等が 鄙 俗 武骨な 關 東の 士 

と は 自ら 異 つて 居ったら しく、 實朝， の 御 臺所迎 への 爲 めに、 鎌 倉から 上洛す る 武士の 第一 人に 選拔 されて 

ぬるの も、 かやうな 事情に 依った ことと 思 はれる。 政範 この 時 年 十六で あつたが、 不幸に して 上洛の 途次 

痫を 得て 京都で 卒去した。 位は從 五位 下で あつたと 傳 へられて ぬる。 京都に 關心を 持た やして、 武家政治 

は 成り立ち 得なかった の. である。 

殊に 實 朝の 結婚 は 、軍に 實朝 一個の 希望の みに 依って 成り立つ たので はなく、 實 朝の 希望 を迎 へて、 そ 

の 御 察 所 を 進めた 京都 側の 意向が、 煩る 大きな 役割 を 演じて 居った のであって、 實 朝の 意向が 主で 京都 側 


の 意向" か從 であると する よりも 寧ろ その 反對 であった と IS めても よ い 位、 京都 側の これに 就 いての 關心は 

實に 甚大な ものが あつたの である。 當 時の 京都 方面の これに 關 する 消息 を 綜合 すれば、 實 朝の 御臺所 につ 

いて 斡旋 盡 力した 隨 一人 は、 卿 三位 局 藤 原 兼 子であった らしく 思 はれる。 兼 子 は 後鳥羽 上皇の 御 乳母で あ 

つた 關 係から、 宮廷に 於け る 地位 は 頗る 注目 すべさ ものが あり、 上皇の 御 政務に 有力な 關係を 持って 居つ 

た。 兼 子 は旣. に 坊門信 清の 女の 一人 西 御 方 を 養女と して、 上皇の 後宮に 入れ 奉り、 その 所 生の 皇子 冷泉 宫 

賴仁 親王 を 御 養育 申す に 至った。 實 朝の 御臺所 を坊門 家から 出す に 至った の は、 かやうな 關 係から 兼 子の 

推輓が 重き をな した ものと 思 はれる。 かくして 兼 子 は推擧 した 信淸の 女の 婚儀の 準備 を 進めて、 その 京 を 

發 する に當 つて は、 自己の 岡 崎 第から 東 下させた 程で ある。 而も 單に兼 子 一人が これに 關 係した に 止まら 

や、 兼 子の 奏上に よって 後鳥羽 上皇の 御認 許を拜 したば かりで なく、 更に 院旨を 奉じて、 婚儀の 準備 等 を i 

京都 側の 力の 限り を盡 させた ものの 如くであった。 明月 記に その 東 下の 模檨を 記して、 「各 華麗 過 差、 無 

物 取瑜、 無 非 金銀 錦繡」 と いひ、 又 「天下 經營只 在此事 云々」 と 載せて ねる 乙と を 以て 推測す る ことが でさ 

る やうで ある。 上皇が 特に 棧 敷に 御して 東 下の 行粧 を戲覽 あらせられ、 又 京人の 見物 車が 雲の 如くで あつ 

たとの 傳 によって、 京都 側が 實 朝の 御臺 所に 關 して、 特に 期待す る ある ものの 存し たこと を 推測し 得る の 

である。 されば れは實 朝 一個人の 結婚 問題ではなくて、 京 鎌 倉 間に 於け る 重要な 政治問題で もあって、 

鎌 倉に 對 する 京都の 政策が 少 から や これに 織， 0 込まれて 居った と 見るべき ものの 如くで ある。 

この 實 朝が 京の 佳人 を御臺 所と して 迎へ たこと によって、 京都 鎌 倉 間の 往來關 係が、 從前 に比べて 俄か 

に增 加し、 京都 風が これによ つて 鎌 倉に 傳播 された こと は、 實に 著しい ものであった こと を 推測し 得る の 


である。 束 都風 を 憶 した 源 家に とって、 頗る 好都合と なった 事 はいふまで もない。 前 二 代の 將 軍が、 そ 

れどユ そのず k 室 の實 家に 負 ふところが 莫大で あり、 その 影響 を 受ける ことが 甚大で あり、 家政 はもと より 

慕 苻 の 政策に 於いても 左右せられ ると こ ろが 頗 る 多大であった が、 こ の 情勢 は實 朝に 於 い て も 亦 同様で あ 

つた。 赏 朝の 京都 愤憬を 益く 深から しめたの はもと よりで あるが、 それに 加へ て、 御臺 所の 實 家の 地位と、 

その 政治的 環 一 魔 は、 實 朝に 極めて 重大なる 影響 を與 へ、 幕府の 首長と しての 實 朝の 公的 態度 も、 前代に 比 

ベて 一 大鹎換 を 見る の餘 儀な きに 至らし めた ものの 如くで ある。 

赏 朝の 御襄 所の 實家 である 坊門家 は、 當時 皇室と 最も 親近な 關係 にあった 家の 一 つであった。 御臺 所の 

^母に 當る 言淸： 妹 七條院 は、 後鳥羽 天皇の 御 生母に まし まし、 この 關 係から 坊門家 は 後鳥羽 天皇の 御 信 

任 を 蒙り、 御 優遇 を 添う した ことが 頗る 多かった。 御臺 所の 同胞 西 御 方 は 後鳥羽 天皇の 後宮に 供 はり、 後 I 

に坊門 局と 號し、 所 生の 皇子 女に は、 冷泉 宫賴仁 親王 を 始め、 仁 和 寺 御室 道 助 法 親王. 嘉陽 門院 禮子內 親 

王が ましました。 又 同胞の 一人に は、 後に 順德 天皇の 後宮に 具 はって、 永 安 門院 禮チ內 親王の 御 母と なつ 

た 者が あり、 その他に も、 系圖 によれ ぱ、 院 女房 別當局 • 佐渡院 女房と 注記され たもの があって、 皇室と 

は 親緣の ある 家 W であった。 御臺 所の 兌 忠信の 嗣子と して、 一門の 親 兼の 子 信 成が 定まった の は、 後鳥羽 

天皇の 叙 旨に 出で たこと であって、 坊門 家に 對し給 ふ 後鳥羽 天皇の 畏き御 配慮 は、 蓋し 深甚な ものが あつ 

たと 拜 察せられ るので ある。 この 關 係から 後鳥羽 天皇の 戲 慮が、 實 朝の 御 臺所、 引いて 實 朝に 及ぼされた 

こと は當然 であった というて よく、 實朝 はかくの 如くして 畏さ戲 旨 を 鎌 倉に 於いて 拜受 した こと も、 蓋し 

少 くなかった ことと 思 はれる。 實朝は 鎌 倉に 一生 を 過し、 僅かに その 附近 を 出 行した に 止まり、 終に 上洛 


の 機會を 得なかった。 父の 賴朝は 伊豆に 配流され た 十四 歳までの 幼少 特代は 京都に 於いて 生活し、 鎌 倉に 

據 つてから も、 政治 上の 必要 上建久 元年 及び 建久六 年の 雨 度に 上洛して 京都の 地 を 踏み、 京風 を 味 ふこと 

を 得た。 兄 賴家は 建 久六年 十四 歳の 折 父の 上洛に 隨 伴し、 その 時には 參內 して 御劍 を拜受 する の 光 榮を荷 

うたのであった。 實朝も 亦 上洛 は 熱望した ところで あつたと 思 はれる が、 不幸に して その 機 會に惠 まれ や 

して 終った、 然し 御臺 所の 關 係から、 鎌 倉に 居ながら にして 京風 を. S ふこと を 得た の は 恐らく 満足した こ 

とであった らう。 而も 實 朝に 京風 を 享受せ しめたの は、 決して 單 に御臺 所の 實家 である 坊門 家の 力 だけで 

はなかった。 旣 に御臺 所の 推輓が 在京 公卿 諸家の 支援の 下に 行 はれた 實 情であった から、 これ 等の 諸家 は 

何れも 或る 意味に 於いて 實 朝の 支持者であって、 實 朝に 全幅の 好意 を 注いだ のであった。 

當 時に 於いて 京風の 代表的な ものと して、 公卿 諸家の 間に 尊重され、 且つ 熱中され て 居った もの は、 敷 

島の 道と 蹴 鞠の 技と であった、 後鳥羽 上皇 は 御 自ら 和歌の 長者 を 以て 任ぜられ、 又 蹴 鞠に 於いて は 長老の 

名 を 得させられた 程、 何れも 入神の 御 技倆 を 有せられた ので、 上の 御 嗜好に よって、 この 兩技藝 に 亙って 

の 名流 は 輩出し、 稀 有な 盛況 を呈 したので あった。 京都 を 憧憬した 鎌 倉の 源氏に その 感化の 及ばぬ 答 はな 

かった。 前代 賴家は 特に 蹴 鞠に 熱心で あり、 京都より 斯界の 名流 を 申し 下して 精進した のであった。 實朝も 

亦 これ 等の 京風に 眈り、 當代は 歌 鞠 を 以て 業と なすと 批評 せらる るに 至った 程であった。 京都の 諸家 は實 

朝の この 嗜好に 對 して 至大の 助力 を與 へた。 實朝 婚姻の 元久 元年 は、 京都に 於いて は 後鳥羽 上皇の 院 旨に 

よって、 當代 歌道の 巨匠 源 通 具. 藤 原 有 家 • 同定 家 • 同家 隆. 同雅經 等が 勅撰集の 撰 集に 力 を 注ぎ、 名稱 

部類 等が 考案せられ つつあった 時で、 やがて 翌年 三月 二十 六日に その 業 成って、 新 古今 和歌 集の 奏 K の 儀 
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が 行 はれ、 尋で竟 宴が 催された のであった • この 勅撰集に は賴 朝の 歌 も採錄 せられた。 この 事情 を 聞知し 

た實朝 は、 和歌の 嗜も 深く、 元 久ニ年 四月 十二 日に は 十二 首の 和歌 を 詠 じたと 傳 へられて ゐる 程で あつ 

て、 早く 勅撰集の 披閲を 望んだ が、 披露の 儀な きに よって この 希望 を 申 ffi す こと を 憚った が、 撰者の 一人 

定 家の 門弟であった 內藤朝 親が 、自己の 詠が 讀 人知ら やとして 撰 入せられ た關 係から、 計略 を 廻らして 一 本 

を * 寫し、 自ら これ を持參 して 實 朝に 呈 したので あった。 この 後 實朝は 承 元 二 年 五月に 京都から 下向した 

御 辜： 所の 侍 兵 衞尉淸 綱から、 相傳の 物で あると いふ 藤 原甚俊 筆の 古今 和歌 集 一 部 を 贈られ、 末代の 重寳 とし 

て 愛 <s; 措かなかった とい ふ。 共に 赏 朝に は 歌道への 精進に ついての 何よりの SlF であった と 思 はれる。 實朝 

の 和歌の 師に 就いては 詳か でない が、 前代に 鎌 倉に 來た緣 故の ある 雅經ゃ 一 代の 名匠 定家 等に 負 ふところ 

が大 であった らしい。 卽ち承 元三 年 七月に は、 夢想に よって 二十 首の 詠歌 を 和歌の 神で ある 住吉 社に 奉納 ^ 

し、 內藤知 親 C 朝 尊の 改名) を 以て その 使と したが、 この 時 建 永 元年.^ 學 後の 歌 三十 首 を 選び 定 家の 合 點を請 

はしめ、 又 六 義風體 の 事の 敎示を 求め しめたと いふ 事情に よって、 歌 學に從 つた 時代 や 師匠 を 知り 得られ 

る。 これに 對 して 定家 は加點 を與 へて 返 進 するとと もに、 詠歌 口 傳ー卷 を 贈って 實 朝の 熱心に 應 へた。 尋 

で 建 磨 元年 十月に、 雅經 の推擧 によって 鴨 社の 氏人 菊 大夫長 明が 鎌 倉に 下向して 實 朝に 面接した。 長 明 は 

當時 和歌の 名流と して 譽 高い 一人であった。 新 古今 和歌 集の 撰に 際して、 多くの 歌人が 五 百 首 千 首の 多數 

を 提出して、 漸く その 中の 數 首が 採擇 せられた 事情であった 際、 長 明 はた だ 十二 首 を 提出して、 その 總て 

が採擇 せられた と傳 へられて ゐる 程で、 實 朝が 長 明から 和歌の 精 髓を敎 へられた こと、 蓋し 鮮少で はな か 

つた ものと 思 はれる。 定 家との 關係は 年々 深くな つた ものの 如く、 建 暦 二 年 九月に は筑後 前司賴 時が 定家 


の 消息 幷 びに 和歌の 文書 を實 朝に 傳 進して 居り、 翌年 八月に は定 家が 實 朝の 求めに 應 じて、 和歌の 文書 を 

雅經に 付して 贈った。 これ は 大江廣 元 を 經て實 朝に 進められた。 吾妻 鏡に 御 入 興の 外 他な しと 見えて ね 

る。 又 實朝は 雅經に 付して、 萬 葉 集を定 家に 懇望した らしく、 この 年 十一月に は定 家の 相 傳私本 萬 葉 集が 

雅經の 手 を 經て屆 けられた、 御 賞翫他 無し、 重寶 何物 か 之に 過ぎん と 満足した とい ふこと である。 翌建保 

二 年 人 月 十六 日、 仙 洞 御所に 於いて 秋 十 首の 御 歌合が 行 はれた が、 この 時 雅經は 直ちに その 寫し を實 朝に 

, 送った。 尋で同 三年 六月 二日の 仙 洞 御 歌合の 際に は、 その 衆議 判. の卷 物が 實朝 御臺 所の 兄 忠信から 送られ 

た。 而も 吾妻 鏡に よれば これ は e: 々の 勅定 によった とい ふこと である。 

實朝 はかくの 如く、 在京 和歌の 名家の 指導 を 受けて 精進 をつ づけ、 その 道に 達した 家人 等 を 伴侶と した。 

東 平 太 重 撒. 鹽谷兵 衞尉朝 業 二 1 階 堂 行 光. 大江廣 元 等 は 屢.^ 和歌の 事に 就いて 實 朝に 侍した 事が 吾妻 鏡 § 

に 見えて ゐる。 建 永 元年 11. 月 四 曰 鎌 倉の 4< 雪に 際し、 實朝は 雪見の 爲 めに 名 越 山の 邊を 逍遙し 北條義 時の 

山莊に 於いて 和歌 會を僵 した。 こ の 折泰時 • 重 胤. 朝 親等が その 座に 候した。 重 胤 は 特に 敷 島の 道に 達し 

て實 朝に 愛 重され た 如く、 久しく 鄕 里の 下總國 にある や、 實朝は 詠歌 を 遣 はして 召し出し たが、 事に 依つ 

て遲參 した 爲め、 實 朝の 怒に 觸れて 籠居す るの 止むな きに 至った。 重 胤 は 愁嘆 休み 難く、 義 時に 救 解 を 求 

め、 義 時より 詠歌 を 進むべき こと を勸 めら れ たので、 當 座に 筆 を 染めて 一首 を 詠 じた。 義時は その 才に感 

歎し、 重 胤 を 伴って 登營 し、 この 歌を實 朝に 呈 して 重 胤の 心情 を 哀訴した。 實朝 はこれ を 詠吟す る こと 兩 

三度に 及んで その 意 自ら 解けた とい ふこと である。 鹽谷朝 業 二 1 階 堂 行 光 も 亦 斯道の 達人であった。 建曆 

二 年 二月 實朝は 和 田 朝输を 使と して 一 枝の 梅花 を 朝 業に 送らせ、 名 Si ら や は. f:i れ にか 見せん とば かり をい 


ひ、 返事 を H かやして き參 すべき 旨 を 命じた、 朝 盛 は その 命の ままに 朝 業に 傳 ふるや、 朝 業 は 追って 

うれし さも 句 も 袖に 餘り けり 我爲 おれる 梅の 初花 

の 一首 を實 朝に 獻 じたと 傳へ、 又 建 保 元年 十二月、 實 朝が 山家の 雪の 景趣を 見ん として、 行 光の 宅に 赴き、 

和歌 管 紘の遊 宴に 興を盡 して 歸 還す るに 當り、 行 光 は 龍 蹄に 

この 雪 を わけて 心の 君に あれば 主 知る 駒の ためし を そ ひく 

の 1 首を附 して 赏 朝に 進獻 した。 翌日 實朝 はこれ を 知り、 行 光の 優美な 所爲 を賞讃 する 餘り 

主 しれと 引ける 駒の 雪 を わけ は 賢き 跡に か へれと そ 思 ふ 

の 返歌 を、 自筆に 染めて 與 へたと いふ。 承 元 四 年 五月 實 朝の 入 來を迎 へた 大江廣 元は、 和歌 會 等の 興 宴 を 

催し、 古今 • 後 撰 • 拾遺の 三代 集 を 贈物と した。 この 年 九月 十三 日、 實朝は 幕府に 於いて 和歌 會を 催し、 S 

大江 親廣/ 源 光行 • 內 藤 朝 親等 を陪 せしめた が、 この 後屢く 開催し、 東 重 息. 和 田 朝 北 條時房 • 同泰 

^•s, 賀 光宗 ニニ 浦義 村. 結 城 朝 光 等 を 伴侶と した。 力 を も 入れす して 天地 を 動かし、 目に 見えぬ 鬼神 を 

も哀と はせ、 男女の 中 を も 和らげ、 猛き 武士の 心 を も 慰む る は 歌な りと、 和歌の 功德が 讃美せられ てゐ 

る 如く、 和歌に 依って 赏 朝が 意 を 動かした こと は 頗る 多かった。 囚人 漉 河 兼 守が 虛名 を愁 へて、 荏 柄の 社 

に 十赏の 詠歌 を 納めた の を 見て は その 罪を赦 し、 平家の 家人 左 衞門尉 則 種 を 歌仙の 故に 仕官 を 許し、 右衞 

門 尉紀康 綱が 年來の 功の 報いられざる 愁を 詠む や、 相 傳地を 安堵せ しむる 等、 かかる 業績 は 枚 擧に遑 ない 

程であった と 思 はれる。 實 朝の 歌 詠に ついては、 家集で ある 金槐 集に よって、 考察 批判し 得られる ので あ 

る。 實 朝の 歌道 精進の 事情、 萬 葉 調の 作風の あった 點 等に 亙って は、 斯學專 攻の學 者から 殆 んど縱 横に 論評 


さて、 作歌の 態度、 和歌 史上に 於け る 地位 等に 關 して は、 遍く 知られて ゐ るので、 玆に 蛇足 を 加へ る 要は 

ない。 

和歌と 相 並んで、 實 朝が 賞 翫措 かなかった と稱 せられて ゐる蹴 鞠に 就いては、 元 久ニ年 三月 一日 壽福寺 

に 赴いた 折に、 大江 親廣. 中原 季時 等を從 へて 法文 を談 じ、 蹴 鞠 を 翫んだ 事が 吾妻 鏡に 見えて ねる が、 その 

後 幕府に は 鞠の 壺が 設けられて、 *  く 鞠の 技が 行 はれ、 近侍の 人々 のこれに 與る ものが 少 くなかった やうで 

ある。 建 曆ニ年 三月 一日に は 實朝は 旬の 鞠の 沙汰 を 行 ひ、 鎭 西の 人々 にまで 及ぼした ので、 人々 は その 藝 

の 堪否を 顧み や 競 望し、， 北條時 房が 奉行と して 人數の 精選 を 行 ひ、 六日に 鞠 始の儀 を 行 ひ、 この 日 實朝は 布 

衣 を 着けて 鞠に 立ち、 時 房. 泰時 • 重 胤 • 朝 盛 • 朝 直 等が これに 參 加した のであった。 この 後實 朝の 鞠 賞 

翫は 頗る 深い ものが あった やうで ある。 珠に實 朝の 御臺 所の 兄坊門 忠信 は 斯界の 名手の 一人で あり、 盛大 お 

な 京都に 於け る 模樣は 時々 鎌 倉に 報道され た。 實 朝が これに 刺激され. たこと は 蓋し 少 くはなかった と 思 は 

れる。 忠信 は 承 元 二 年 四月に 實 朝に 京都 大炊 御門 殿に 於いて 行 はれた 仙 洞 御 鞠の 有樣を 詳細に 傳 へて 儀 場 

の 鋪設、 當代 名手た る按 察卿泰 通の 參 入した こと、 北面 西 面の 鞠 足の 給 物が 金銀であった 事 等 を 述べ、 建 

保 二 年 二月に は、 前年 十二月に 宗長 等と 共に 紫 革の 襪を聽 された 榮譽を 得た 旨 を 報じ、 併せて 蹴 鞠の 誊ー 

卷 を贈與 したので あった。 また 承 元三 年 三月に 問 注 所 執事 三 善 善 信が 京都から 到來 した 鞠を實 朝に 進め、 

併せて 同月 二日 京都 大柳 殿に 於いて 行 はれた 御 鞠の 記 を披 覽に俟 した ことがあった。 この 御 鞠 は 後鳥羽 上 

皇を 始め 奉り、 刑 部 卿宗長 • 越後 少將範 茂 • 寧 王. 醫 王. 山 柄. 行 景* 源 性 等の 名流が 妙技 を 競った もの 

であった とい ふ。 


かくの 如くして 赏朝は 「將軍 家賞翫 諸道 給 中、 殊叶 御意 者 歌 鞠 之兩藝 也」 と 批評せられ たが、 京風の あ 

ら ゆる 文化 は、 何れも その 執. 心した ところであった。 京風の 中核 をな す もの は 皇室で あり、 肇國以 來の國 

史の成 跡 は 京風 文化 を 媒介と-して 自ら 囘 顧され るので ある。 乙れ によって 皇室の 尊 嚴國體 の 本義が、 明か 

に 意識せられ るに 至るべき こと はいふまで もない。 實 朝が 京風 文化に 多大な 執心 を 持ちつつ ある 間に、 皇 

室に 對し 奉り、 國體に 就いて、 その 認識 を 明確に なし 得た こと は 疑ふ餘 地がない。 承 元 四 年 十月 大江廣 元 

が、 實 朝の 歸に 依って、 聖德 太子 十七 條の 憲法、 物 部 守屋の 跡の 收 公田の 員數 在所、 及び 天 王 寺 法 陵 寺 等 

に 納められた 蒐寶の 記に ついて、 調査の 結果 を 進覽に 供へ た ことがあり、 又 建 曆ニ年 十月に は 三善康 信が 

赏 朝の 質疑に かかる 仁 明の 朝に 參河椽 文 屋康秀 が 小 野 小町 を 誘引す との 傅へ は あるが、 康 秀が淸 和の 朝に ： 

仕 へたり と ii め 得らる るかとの 問題に 對 して、 康秀 は元慶 年間に 鏠殿 助に 任ぜられた ことが 見えて ぬるの ^ 

で、 淸 和の 朝に 仕へ たこと は 誤な き 旨 を 答へ たこと があって、 實 朝が 國史に 關心淺 から ざり しこと を 推す 

ことができる。 元久 元年 十一月に、 京都の 鲞ェに 命じて 作らせた 將 門合戰 維， 二十 卷 が出來 した こと、 承 元 

四 年 十一月に、 奧州 十二 年 合 戰繪を 京都より 徵し てこれ を披閲 した； 0 と、 又建曆 元年 十二月に 侍 讀源仲 章 

に 命じて、 和漢に 於いての 名嬖 ある 武將に 就いて 注記 させ、 翌ニ年 八月に 古き 物語 を 聞かん が爲 めに、 伊 

賀朝光 • 和 田 義礙等 を 北面の 三 間 所に 侯せ しめたが、 更に 建 保 元年 二月に は 和漢の 古事 を 語らし める 爲め 

等の 目的で、 眤 近の 紙 候 人の 中藝 能の ある 輩 を. 選んで 結番を 作らせ、 當番の 日 は學問 所に 參候 させ、 いは 

ゆる 學問 所番を 設け、 北 條時房 をして 乙れ を舉 行せ しめた こと 等 は 何れも 實 朝の 歴史に 對 する 關 心の 現れ 

と 見る ベ さもので ある。 學問 所番に 選ばれた 者 は、 北 條泰時 • 安達景盛. 嶋津忠 久 • 和 田 朝 盛. 結 城 朝 光 a 


伊賀 光宗. 內藤朝 親等 十八 人であって、 三番の 結番が 定められた のであった • されば 侍 所 5^, 當和田 義盛は 

建 曆ニ年 六月 實 朝の 入 來を迎 へた 時には、 引出物と して 和漢 將 軍の 影 十二 舖を 以て 進め、 同年 十一月、 實 

朝が 雜合を 催した 時には、 大江廣 元は 小 野 小町 一期の 鹽 衰を圖 した 鎗を、 結 城 朝 光 は 我 朝の 四 大師 卽ち傳 

敎 • 慈 覺* 智證 • 慈惠の 傳を圖 した 緒 を 進め、 實朝 はこの 二つ を 特に 愛 重した とい ふこと である。 

殊に 實 朝が 賞 翫 した 和歌 は、 上古 以來 の我國 民の 純眞な 心情 を 流露した もので、 傳 誦せられた 諸 名歌 は、 

尊嚴 なる 國體 を甚 調と した 思想 或は 國民 性を顯 現した ものであった。 特に 萬 葉 集に 載せられた 歌謠に 於い 

て はこの 傾向が 著る しい。 而も 實 朝の 歌風が 萬 葉 調で ある ことによって、 實 朝が 萬 葉 集の 歌謠に 詠み 込ま 

れた國 民生/ 國體觀 念の 感化 を， 受けた こと は 蓋し 絕大な ものが あつたと 斷言 する を 憚らない。 實 朝の 尊王 

思想 はかくの 如く、 御臺 所の 實家 を經て 現實に 體驗を 重ねつつ あった 渥き 朝恩と、 京風 文化、 就中 敷 島の ^ 

道が 敎 示した 國體觀 念の 明徵强 化と によって 養 はれた ので ある。 皇國の 民草と しての 忠誠の 志 はかくして 

益 X 鞏固と なった ので ある。 抑も實 朝が 統率す る 鎌 倉 幕府 は、 父賴 朝に よって 定められた 方針 を 厳守して 

朝廷との 關係 を持續 しつつ あった。 卽ち 武士と しての 職責 を盡 して、 朝政に 翼賛し 奉る ことが 慕府の 根本 

の 方針で あり、 幕府 は 飽くまで も 皇室に 對し 奉って 忠誠な 臣 子でなくて はならなかった。 賴 朝以來 尊皇 は 

幕府の 標榜した ところで あり、 » く 配下の 家人に 諭告して 徹底せ しめる ことに 努力 をつ づけて 來た。 而し 

て 一面に 於いて 幕府 は 家人た る 武士の 櫂 益 を 擁護して 士心 をつな ぎ、 &て 慕府の 存立 を 永久に 安泰なら し 

める 要が あった。 この 慕府が 自己の 存立 を 安全に し、 支持者た る 家人 を 擁護す るに 當 つて は、 從來 «く 朝 

玫と 一 致を缺 き、 幕府 は その 武威に 依って、 その 主張の 貫徹 を圖 り、 これが 爲 めに 公武 間の 紛糾 は 幾た ぴ 


か 起った が、 その都度 幕府 は 公家の 意志に 反して、 朝政に 障碍 を 及ぼした こと も少く はな かつ，^。 その 是 

非 曲直に 就いては 軍 純に 論斷 する こと は 困難で あるが、 慕府が 朝廷の 意志に 反して、 或は 合法に 或は 非 合 

法に、 自己の 主張 を强 要し 强 行した こと も 決して 少 くなかった。 これが 爲 めに 京都と 鎌 倉と はと かく 對立 

關 係の 籍 相を呈 して、 幕府 は必ャ しも 皇室に 忠誠なる 臣 子の 立場 を 守った とはいへ なかった。 わが 尊嚴な 

る 國體に 就いての 敎養を 深めた 實朝 は、 幕府の 首長と して その 責務の 重大なる ことに、 愈く 認識 を 深め 行 

くに 當 つて、 幕府の 性質 及び 從來の 公武 關 係の 眞相を 省し、 將來の 幕府の 立場 を 如何にすべき かに 就 

さ、 苦惱 益く 篤き ものが あつたと 推測せられ るので ある。 皇室に 對し 奉る 忠誠の 途 と、 幕府の 存立と は究 

極に 於いて 遂に 完全に 一致し 難い こと は、 聰明なる 實 朝の 到底 看過し 得る ものではなかった。 然し 現實に 

於いて 實 朝ば 全 國の 家人 武士から 首長と して 仰がれて 居り、 幕府の 統率者と して 自主的 i 乂 場をぱ 飽くまで ^ 

も 維持せ ねばならなかった。 殊^ 幕府の 創業 以來の 元 働と して 重任 を擔 うて ゐる 北 條時政 • 大江廣 元 • 三 

善康信 等の 如き は、 幕府の 自主的 立場 を 堅持す る 態度 をと つて 居り、 これ 等の 輔佐の 上に 立つ 實朝 として 

は、 i^l 府を 無視す る こと は 不可能で あつ た。 これ は實 朝の 最も 考盧を 費さねば ならぬ 事情に 外なら なかつ 

たので ある。 幕府の 首長で ある 關係 上、 皇室に 奉仕すべき 忠誠の 赤心 吐露に 關 して 煩悶せ ざる を 得な かつ 

た。 然し、 實 朝の 決意 は 確乎と して 搖 ぎない ものが 出來て 居った こと は、 家集に 收 めら れた太 上天 皇御誊 

下預時 歌の 題 下に 揭 げられ た 三 首、 卽 ち， 

おほさみ の 勅 を かしこみ ちち わくに 心 はわく とも 人に いはめ や も 

ひんかし の國 にわか をれ は 朝日 さす はこやの 山の かけと なりに き 


u はさけ 海 は あせな む 世な りと も 君に ふた、 化 あか あらめ や も 

に顯 現せられ た 趣旨 を 推察して 疑の ない ところで ある。 この 歌が 如何なる 事情の 下に 詠まれた ものである 

か は、 詞 甞が簡 にして これ を 知る の 由がない。 ただこれ を 載せて ゐ る金槐 集の 古寫 本に、 藤原定 家の 筆 を 

以 曆 三年 十二月 十八 日と 奧 書に 記して ゐる ものが ある ことによって、 この 時 以前に 詠まれた こと を 知 

り 得る に 止まる。 所謂 太 上 天皇の 御 書に 就いては、 種々 その 內容を 忖度した 說も行 はれて ゐる けれど、 判 

然 致し 兼ねる ので ある。 なほ 夫 木 和歌 抄 所載に かかる 實 朝の 詠、 題 不，^ 

天の下 すみの なかに ひとります しまの 大君よ ろつ 代 まてに 

も 亦 前記 三 首と ともに、 實 朝の 尊皇の 至誠 を. 表現して ぬる ものである、 されば 實 朝の 京都に 對 する 關心は 

この 意哚 から 頗る 深い ものが あつたと 思 はれる。 承 元 四 年 三月 十四日に 實朝は 武藏國 の 田 文 を 造り、 その ^ 

國^ の條 々を 更に 定めた。 吾妻 鏡に この 事情 を說 明して 「當州 者 右 大將家 御代 初、 爲 一圓 朝恩 a- 令 國務給 

&、 仍建久 七 年 雖被遂 國撿、 未 及目錄 沙汰 云々」 と 見えて.^ る。 實 朝が 武藏の 國務を 朝恩と して 敬 重した 爲 

めに 外なら ない。 又 この 年 七月、 院 北面 藤 原秀康 が上總 守に 任ぜられて その 從 者の 入部す るに 當り、 先規 

に 背き 非義の 行が あって、 在廳官 人が 愁歎 遣る 方な かりし に 際し、 終に 土民との 間に 喧嚷匁 傷 を 生ぜし め 

るに 至った。 幕府の 當局は その 處斷に 及ばん としたが、 實 朝は關 東の 所管 外で あれば 早く 京都に 奏 達す < 

きこと を 令した。 公武の 政治 分野 を嚴 守して、 公家の 權限を 侵害す る こと を盧 つたた めで ある こと はいふ 

• ま でもない。 尋で建 曆ニ年 二月に、 京都 大番 役を懈 緩す る國々 について 事情 を 糾明し、 將來に 於いて は 一 

箇月 故な く不參 した 者 は、 三 箇月の 勤務 を 加增 すべき 旨 を 決定して 諸國の 守護 人に 命を傳 へさせた の も、 一 


ゥは實 朝の 王事 を 疎かに せぬ やうに との 趣旨に 出で たもので ある。 この 年 四月 實朝は 鎌會大 倉鄕の 一 勝地 

を 卜して 伽籃の 建立 を 行 ひ、 十八 日に 立 柱 上棟の 儀 を 行 はしめ た。 吾妻 鏡に 建立の 趣旨 を說 明して、 「是 

爲被報 君恩 父德 云々」 と 記して ゐる。 この 伽 籃は建 保 二 年 七月に 落慶を 見た 大倉新 御堂 卽ち大 慈 寺で ある。 

君恩 云々 と ある は 注意すべき ものである。 建 保 元年 三月、 幕府が 特に 造營を 奉仕した 閑院內 裏が 成って 遷 

幸の 儀が 行 はれた 報 を 得る や、 實朝は その 報告書 を 自ら 披覽 し、 且つ 侍 讀源仲 章 をして、 その 儀 中の 條々 

に 就いて 注解 を 行 はしめ て 居り、 この 年 十月に 公家より 西國 御領 等に 臨時 公事 を 課せら るる ことに 關 して 

幕府の 當 局よりの 返簡の 趣旨に 就き、 實朝は 特に 指示 を 加へ た ことがある。 同 五 年 七月 後鳥羽 上皇の 御惱 

の 報に 接する や 實朝は 直ちに 二階 堂 行 村 を 使節と して 上洛せ しめ、 八月 二日の 仙 洞 御所に 於け る 御 惱御祈 

に は 特に 沙汰 を 加へ しめたの であった。 記事の 簡略な 吾妻 鏡 等に 散見して ねる 實 朝の 尊皇 思想から 發 した 1. 

と 思考され る 例證に は、 以上の 如き ものが ある •  . 

■ 京風 憶愤、 尊王 盡忠 の實 朝と、 幕府 要路の 重職の 人々 との 間 は、 漸次 疎隔 を 見る に 至った こと は 蓋し 免 

れ難 いこと であった。 實 朝と 雖も 幕府の 長久 は 希 ふところであった。 

宮柱 ふとし さたて てよ ろつ 代に 今 そ さかえむ 鎌 倉の さと 

とい ふ赏 朝の 詠歌 は その 希望の 發 露であった が、 而も 實 朝が 宗 とすると ころ は 鎌 倉に あらやして 京都に あ 

つた。 されば 實朝は 北 條義時 • 大江廣 元の 如き 人々 と 自ら 遠ざかり、 實 朝の 腹心 帷幄 は 幕府の 內 部に 於い 

て は 得て 望まれなかった。 大江廣 元が 「右 大將家 御 時 者、 於 事 有 下， 問、 ，當 時 無 其 儀 之 間獨斷 腸、 不 及出微 言」 

と 述懐した 乙 と は、 よく  AJ の 間の 消息 を傳 へて わると いふべ さで ある。 殊に 實 朝に は 後 緩 者た るべ さ 嗣子が 


-愚 まれぬ に 加 へ て、 北條 氏の 幕府の 中に 於け る權 威が 牢乎と レて拔 くべ からざる もの ある を 洞察した 實靱 

が、 公武 關 係の 現 狀が 意の 如くなら ぬ爲 めに、 「源氏 正統 縮 此時畢 、子孫 敢 不可 相 繼之、 然 者飽帶 官職 欲擧 

家名」 として、 官位の 昇進 を 競 望し、 武を棄 て 文に 走り、 はたまた 宋人陳 和 卿の 勸め， によって 渡宋 を計畫 

した 如き は、 そ どろに 同情の 念 を 起さし める ものが ある。 從 つて 幕府の 當路 より は 全く 顧みられ なくなり、 

來 るべき 將軍 後！！ 者と して 皇族 を迎へ 奉らん とする ことが 極維裡 に計畫 せらる るに 至つ. たので ある。 

かくの 如くして 實朝は 幕府の 首長で ありながら、 幕府の 實體と は 全く 分離した 形と なった。 されば 實朝 

は その 抱懷 した 主張 主義 は 有しながら も、 これ を實 行に 移すべき 策 を 求める に 由な く、 源氏の 正統の ここに 

縮まる こと を豫 期しつつ、 その 蓮 命 を 天に 任せる に 至った ものの 如くであった。 かくて 實朝は 不遇の 裡に 

. 祖 落した ので あるが、 その 吐露した 尊皇の 至誠 は、 祖 落の 直後に 於いて 現れた 彼の 承久 討幕の 院の 御計畫 i 

を、 實 現させる 有力な 原動力 を與 へ る ことと なった ので ある。 承 久の御 計畫の 帷幄に 參 加して 居る 有力者に 

は實 朝の 御臺 所の 實家 である 坊門 忠信が あり、 且つ その 御 訏畫の 根本 方針 は 幕府 直 扇の 錚々 たる 豪族 を蹶 

起させて、 執 權北條 氏 を 討伐せ しめんと する にあった。 追討の 宣旨 一た び 降下せば 全國の 武士 は 勅命 を畏 

み 立ち どころ に饔 起し、 逆賊の 討 滅は踵 を 通ら さやして 功 を 奏すべ しと 期待され て 居った。 かくの 如き 當 

局の 観測の 據 つて 來る ところ は、 恐らく 實 朝の 抱懐した 尊皇 盡忠の 至情が、 その 統率 下に ある 諸將士 中に 

遍く 行き渡って 居った ものとの 確信であった らうと 思 はれる。 然し れは當 局の 誤算であって、 承 久の計 

畫が 失敗に 歸 した 根本 原因と もい ふべ、 きもので あつたが、 これ あるが 爲 めに、 天業 恢弘 の聖擧 の 第一歩が 

踐み ffi された のであった。 この 意. g に 於いて、 實 朝の 尊皇 思想 は 重要視 すべさ ものと いへ よう。 承久の S11 

一 


擧は 時運な ほ 至ら やして、 不幸 敗れた けれど、 實 朝の 尊皇の 大 精神 は その 遺詠と 共に 傳 へられた。 增鏡 は、 

新 島 もりの 卷に、 いかなる 時に か ありけ むとして、 山 はさけ 云々 の 一首 を 載せ、 實 朝の 人物評の 結語に 代 

へて ぬる。 

今次 大 東亞 戰學が 起り、 擧國の 民草が 大君の 御爲に 盡忠の 至誠 を 競って 捧げ 奉らん とする に當 つて、 圖 

らャも 山 はさけ の實 朝の 遺詠 は遍く 朗誦され て、 國民 精神 作與の 一助と なる に 至った が、 この度 ここに 又 

歌碑と なって、 世の 耳目 を これに 注がし める 事と なった。 泉下の 實朝は 我が 意玆に 達せり として 满悅 せる 

ことで あらう 實 Sfi の 生、 便 は 僅 力  に 二十 年に 過ぎ や、 悠久なる 國史 から 見れば 一 瞬に も 等しい もので あ 

i 且つ その 抱懐した 尊皇の 大 精神 も、 生前に 顯 現せし める こと を 得なかった ので あるが、 この 大 精神 を 

こめた 遺詠 は、 永く 至誠 盡忠の 大義 後昆に 敎 へる ことと なった。 かくして 實 朝の 生命 は 不朽と なった の ^ 

である。  . 


承 久に戰 魔 高く 飛んで、 天津 日影 を蔽 うてから、 四た び 目の 春 を迎 へた。. この間 風 は 北海に 荒び、 浪は 

南海に 激 する 中に も、 花は洛 北の 峯を 彩って、 二十 五 菩薩の 尊容 は 虚空に 輝き、 月 は 鎌 倉の 木々 を 照して 

彌勒地 藏の慈 光 は 玉砌に 注ぎ、 世 は 泰平に 安んじた が、 去年の 季 より 疫厲 諸方に 發り、 今年 元旦より は兩 

脚滋く 月を踰 え、 怪しき 星 は 暗の 夜 を 脅かして、 人心 平 かなる を 得 や、 夏の 初めに 嘉祿と 元號は 改められ 

て、 幸 多 かれと 望まれた が、 炎旱數 旬に 互って、 鎌 倉の 木の間の 苔 さへ しほれ 果て、 鶴 岡の あけの 玉垣 も § 

烈日に 色 を 失 はんとした。 幾 百の 僧侶 は 宮居に 集うて 仁王 經を 轉讀 し、 甘 雨 を 求めて 國 土の 豊饒 を 希 ひ、 

諸人 も 亦 各く 作 善して 世の 無爲を ひたすらに 冀 うた。 五月の 末に 鎌 倉 は 俄かに 人馬の 往來騷 がしく、 尼將 

軍の 逢 例を傳 へた。 六月の 初めより 陰陽の 諸 祭 は 相 尋で行 はれ、 鶸鵲の 訪れ も囘を 重ねた が及ぱ すして、 

秋の 風 立つ 七月 十一 日、 希世の 女丈夫 尼 將軍は 東 御所に 永眠した。 翌日 發喪を 傅へ 聞き、 民 部 大夫行 盛 を 

始め、 恩義 を 慕うて 出家した 男女 は濟々 焉 たる 有檨 であった と傳 ふ。 

尼將 軍政 子 は 北條時 政の 女、 征夷 大將 軍源賴 朝の 正室、 ニ代賴 家. 三代 實 朝の 母と して 幕府の 重き をな 

し、 實 朝の 薨後は 親しく 幕府の 政務 を 裁して 尼將. 軍と 仰がれ、 名實 共に 鎌 倉 幕府の 棟梁と なった。 幕府の 

興廢 存亡に かかる 承 久の變 に は、 巾 幗の身 を 以て 11 外の 將士を 統率して 幕府 を 泰山の 安き に 置いた。 吾妻 


^は その 一代の 功業 を 讚美して、 「前 漢之呂 后 同而令 執行 天下 給、 若 又 神 功 皇后 令 再生 令 擁護 我 國皇甚 給 

鰍」 と 記して ぬる。 今日より すれば その 比較に は 頗る 穩當 を缺 くもの が あるが、 武家の 世に はしが く觀察 

せられて 居った のでお る。 

抑く 鎌 <15 幕府 は その 名義 上の 首長 はいふまで もな く 征夷 大將 軍であって、 源 賴朝を 始めと する 源氏 力 三 

代、 衣に 藤 原賴經 父子が 二 代、 その 次に 宗尊 親王 を 始め 奉り 皇族 方が 四 代であって、 震く その 系統が 變っ 

たので あるが、 終始 變ら なかった の は、 將 軍の 次位 を 占めた 執權 であって、 これ は北條 氏の 宗家が 連綿 鶸 

承ノ たもので ある。 從 つて 鎌 倉 幕府 は將 軍の 統べる ところで あるが、 幕府の 一貫した 政策 を 堅持して 實權 

おった の は 執 藻であった。 されば 鎌 倉 幕府の 政治の 實 質から 見れば、 幕府の 政治 は卽ち 執權の 政治で あ 

ると いふべき で、 而 して その 執權 政治 は北條 氏に よって 行 はれた ので あるから、 幕府の 實質 上の 首長 は卽 

ち北條 氏に 外ならぬ。 鎌 倉 幕府の 創立者が 源賴 朝で ある こと はいふまで もな く、 幕府の 諸 制 諸 策 は 何れも 

« 朝の 時に 定まり、 永く 規範と して 守られた ので あるが、 これ を 遵行した の は 實に北 條執櫂 を 中核と して 

の 幕府の 當路 者であった。 北 條氏は 始め 時 政が 賴朝を 支持して 幕府 を 創設す る 大功 を 立て、 幕府 內に 於い 

て &も； ^要な 地位 を 占めた。 これに & 女の 政 +を賴 朝の 正室と し、 源氏の 外 家た る 地位 を 得た ことが 就中 

お 力なる 稷 勢の ffl 源 をな して 居った。 然し 北條 氏が 執權 として 幕府の 實櫂を 握る に 至った 經過を 見れ ぱ、 

4- して  一 VI- 一 夕 • の 事ではなかった ので ある。 賴朝 時代に 於け る權 勢が 甚調 となって ニ代賴 家の. 時に 進展の 

緒 口 を 作り出 t、 三代 實 朝の 時に 執權の 名義 を 得る と共に 漸次 權勢ケ -攘大 し、 實 朝の 殂 落に 至って、 權勢 

は^ 針ハ ものと なり、 實質 上の 幕府 代表者と なった。 承 久の變 の 結果、 その 獲 威 は 全土に 遍 きに 至って 


，ま ぱ 武家 1 义洽の 某 礎 を 確立せ しめたの である。 この， 北條 氏の 權勢 獲得の 過程に 於いて、 之 を 援助し 之 を 

容易なら しめた 第一の 有力者 は 外ならぬ 尼將 軍政 子であって、 斯 くの 如き 北條氏 擡頭の 筋途 は、 或は 尼將 

軍の 方寸に 出で たものと も 思 はしめ る 程で ある。 されば 尼將軍 一代の 活躍 は、 北條氏 奥降史 であり、 執權 

政ムロ 4^ 立史 であり、 武家政治 建設 史 であると 稱 すべきであって、 尼將 軍の 活動が 大いに 意義深き もの を 持 

っ听以 である。 實 に尼將 軍の 活躍 は、 將 軍の 權 威に 龜裂を 生じ 始めた 時に 起って、 執權 政治の 確立の 當初 

に 至って 終って ゐ るので ある。 

將 軍の 權 威の 龜裂を 生じ 始めた の は、 卽ち賴 朝の 薨去の 時であった。 旣に 建久七 年頃から 幕府の 全幅の 

支援 を 得て、 幕府と 協調 を 保って 來た關 白 九， 條兼實 の 一門が、 政敵 土 御門 通 親等の 策謀に よって 失脚して . 

から は、 廟堂 は 全く 幕府と 協調の 態度 を 捨て、 寧ろ これに 抗爭 せんとす る 方針に 出た ため、 京都に 於け る ^ 

幕 の 威力 は 衰退の 一路 を迎 り、 幕府の 意向 は槪ね 反撃に 遭うて 達せられなかった。 賴 朝が K. 賛同の 意 を 

示した 後鳥羽 天皇の 御讓 位..、、 廟堂の 旣定 の計畫 によって 行 はれる に 至った ので、 幕府 はこの 形勢の 推移 

に 就 い て憂盧 措く 能 はや、 賴朝 はこの 形勢の 轉換を 計らん として 親しく 上洛 折衝の 決意 を 固める に 至った。 

而も 幕府に は 不幸に して 賴 朝の 決意の 實現を 見る に 先立って、 病の 爲 めに 賴朝を 失 ふに 至った。 時に 建久 

十 年 正月 十三 日であった。 而も この 機に 乘 じて、 廟堂 は 京都に 於け る 幕府 側の 勢力 打破 策 を 講じ、 幕府の 

京都に 於け る 出先 さであった 故 藤 原 能 保の 遺臣 を 捕へ、 能 保の 近親 西 園 寺 公經を 始め、 幕府と 緣 故の ある 

藤 原 保 家 等の 出仕 を 停め、 僧 文覺を 捕へ、 この 處 置の 爲 めに、 幕府から 中原 親 能 を 上洛せ しめ、 これと 合 

，して、 能 保の 遺臣の 解 i ほ、 公經の 免官、 文覺の 流罪 を斷 行し、 更に これに 關聯 して 讃岐 守護 後藤 某淸を 


^^で， 命じて 罷免せ しめた。 吾妻 鏡に はこの 事 を 特記して、 賴 朝の 時に 定められた ものが 改められた 初め 

であると して ゐる。 幕府の 權 威の 衰退 を 思 ふべき である。  ， 

^朝の 去に よって 落飾した 政 子 は 時に 四十 三 歳であった。 賴 朝の 後嗣と して は 嫡子 賴 家が 家督 を S 承 

したが、 時に 十八 歲の靑 年で あり、 血氣 盛りと はいふ ものの、 この 難局 を 承け、 且つ 賴朝 以來の 元老 宿將 

を する こと は 容易の 事で ない 實狀 は、 母と しての 政 子が 最もよ く 知って 居った 答で ある。 政 子 は賴朝 

の舉兵 以來、 賴 朝と 艱苦 を 共に し、 源 家の 興隆に 內 助の 功 絕大な ものが あった。 女丈夫で あり、 時に 於い 

て は 賴朝さ へ 政 子に 對 して 憚らざる を 得なかった 事 さ へあった ので ある。 幕府の 新 主の 母と しての 政 子の 

レ 務は 極めて 熏大な ものであった。 落飾して 塵 俗の 外に 超然たる こと は 到底 許されなかった。， 順境に 生長 

1^ 賴家は 慕府の 主たる 自負心に 强烈 であって、 賴朝 以來の 元老 宿 將に對 しての 遠慮に 缺 ける ところが 少 § 

くな く、 これに 依って 生やべき 主從關 係の 推移に は 寒心すべき ものが あり、 殊に 賴 家の外 家 比 企 氏 關係者 

がま； 用され て、 政 子の 戚里 である 北條 氏が 從來の 如くに 敬 重せられ ぬ やうに なった 事 等 は、 政 子の 最も 憂 

ませざる ケ 得ない ことであった。  . 

ここに 於いて 政 子 は、 幕府の 安泰の 爲 めに 賴 家の 行動に、 相當の 制駄を 加へ、 母と しての 威信 を も 保持 

する こと を考盧 せざる を 得なかった。 殊に 慕府の 威力が 京都 方面に 於いて. 失墜し 始め、 京都 側の 策 土の 爲 . 

めに 乘ぜ られる 情勢に 進みつ つあった 際であった から、 特に 痛切に 感じた ことであった。 而 して かくの 如き 

情勢に 際して、 政 子と して は その 支援 を 期待し 得る もの は實 家で ある 北 條氏を 措 い て 他にば 存在し なかつ 

力。 かくて 賴 家の 時代から、 政 子と 北條 氏との 協調に 出た ものが 俄然と して 世の 耳目 を 聳えし める^ 至つ 


たので あるか 尼將 軍と しての 政 子の 活躍 はかくの 如き 情勢 裡に 始められ たので ある- 

尼將 軍の 第一 の 施策 は 正 治 元年 四月 十二 日に 定められた 幕府の 訴論 決裁の 手續 法であった。 卽ち訴 論に 

就いて 賴 家の 專決を 停め、 北條時 政. 同義 時 • 大江廣 元 • 三善康 信. 中原 親 能. 三 浦義澄 • 八 田 知 家. 和 

田 義«  • 比 企 能 員 • 藩 九 郞蓮西 • 足 立 遠 元 •， 梶原景 時 • 藤 原 行政 等 十三 人の 合議に 依る ことと した 事で あ 

る。 これ は賴 家の 櫂 能 を 制 肘した ものであって、 肉親の 母の 處置 として は 如. 何ん 感ぜられぬ 事 もない が、 

この 目的 は賴 家の 制 肘に あらやして、 寧ろ 幕府の 主たる 賴家 保護す る爲 めの 支柱 を 施した ものに 外なら 

なかった。 而も i. 家に とって は 頗る 不快に 感ぜられた 事であった から、 賴家 は血氣 に. 任せ 信任 ある 近侍 數 

人の 外 は 己が 身邊に 近づく こと を 禁止す る 令 を 出して これに 對抗 する に 至った。 政 子の 趣意 は 上述の 如く 

であった から、 賴 家の 訴 論の 專 決が 絕對に 停止せられ るに は 至って 居ら や、 賴 家が 親しく 裁決した こと は お 

蓋し 少 くなかった やうで、 幾多の 事例 は 吾妻 鏡に 傳 へられて ねる。 

政 子が 賴 家の 爲 めに 肝 膽を碎 いた こと は、 幕府の 元老 宿將 との 調和、 家人の 銃 制 力の 確保であった。 正 

治 元年 七月 賴 家が 家人 安達景盛の 妾 を 奪って 寵愛した 時には、 政 子は景 盛の 憤激より 發生 すべ き 事態 力. k 

人の 統制！^ に 重大な 障碍 を與 へるべき こと を 憂慮し、 自ら 景 盛の 父 盛 長の 第に 臨んで、 賴 家の 輕 擧に资 い て 

辨疏 するとと もに、 賴 家に 對 して 他意な からん こと を 切望し、 同時に 二階 堂 行 光 を 使と して 賴 家の 不法 を 

叱責し、 身 を 以て 將に 起らん とする 騷 擾を鎭 めた ので ある。 この 時 政 子は賴 家が 景 盛の 憤怒 を 推測して、 

景« を誅滅 すべく 兵 を 起さん とした ことに 對 して、 鬪戰を 好む は亂 世の 源で あると し、 景© は 幕府の 重 寄 

であって 1； 朝が 特に 憐感を 加へ た 者で ある、 若し 罪科が あれば、 我れ 早く これ を 成敗すべく、 事の 次第 を 


s  -  -  ^-  p  ノて 戮の擧 に 出づュ ば； や 後悔す ると ころ あるべ し、 我が 制止 を 聞か やして f 追討の ぶてて 發せ 

ば、 我れ 先づ その 箭に 中るべし と 頗る 强 硬に 賴家を 諫止 させた ので、 賴家は 不本意ながら 軍兵の 發向を 止 

めた とい ふ。 

お，， 豕ょ蹴 鞭 を 好み、 近侍と これに 熱中し、 爲 めに 政務 を放拋 する こと 數ョに 互る こと もあった i 仁 二 

年 正 H に 源氏の 長老 新田 義 重が 卒して 訃報が 鎌 倉に 傳 へられた。 この 折賴 家は龜 谷で 盛大な 鞠 會を行 ふ 計 

S を 立てて 居った ので、 この 訃報に も 拘らゃ 鞠會に 臨まん としたので、 これ を 聞いた 政 子 は 行 光 を 使と し 

て、 義 直が 源氏の 遺老 であり、 武家 要須の 人で ある こと を 以て、 遊興 は 世の 誇 を 招くべし として これ を S 

しめた。 賴 家よ 頗る 不満であった けれども、 母の 言 を 拒む に 由な くして 遂に 中止した のであった 六 

の 《會 の 折に は 政 子 は 親しく 賴 家の 鞠會に 臨んで、 京都より 下向した 名匠 行景の 妙技 ケ- 鑑賞した。 この. 一力 

^>  ^^4^判，，3^知康が酒宴の席に、 賴 家に 執り 入り、 賴家は 知 康の言 を 用 ひ、 知康は 頗る 得意 氣 であった 有 

乗 ケ-兒 た 政 子 は、 翌日に 至って 賴 家に 知 康の事 を 警告し、 知康は 曾て、 義仲 をして 法 住 寺 殿の 燒 打ち を 行 

はしめ た 張本人で あり、 又 義經と 意 を 通じて 關東を 亡さん とした 不敵な 者で あり、 先君 賴朝は 憤りの 餘り 

に 知^の 解官 追放 ケ- 奏聞され た 程で ある。 されば 今 知 康に眤 近す るの は 亡父の 本意に 背く ことで あると 諭 

した。 かくの 如く、 政 子 は 折に 觸れ 事に 臨んで 賴家を 諭し、 これ を 輔導して 幕府の 安泰 を 希うた ので ある 

が、 同時に 實 家北條 氏が 賴 家に 敬 重せられ ないやう になった こと を 遺憾と して 注意 を 喚起した。 北 條は我 

が 親. であ. o、 先人 賴朝は 頻りに 芳情 を 施され、 常に 座右に 招かれた ので あるが、 今 は 殆んど 優遇の 事な 

く、 剎へー ぼ 名 を 喚び I- てに する に 至った ので、 根に 思うて ゐ るとの 聞え さへ あると 告げて、 反省 を 求、 うん 


こと もあった。 これ は賴 家の外 家 比 企 氏の 擡頭に 因って 北條 氏の 凋落 ケ- 見る に 至った こと を、 政-子が 頗る 

不满 とした 爲 めであった。 

かくして 賴 家の 世が このままに 進めば 第三 代の 將軍 は賴 家の 嫡子 一 幡が これに 具 はる ことと なり、 その 

外祖 として 比 企 能 g が 幕府に 於いて 並びなき 權威を 持つ に 至る こと は、 當然豫 期せねば ならぬ 事態と. なつ 

て 一 lie つたから、 北条氏 並びに その 出で ある 政 子が 不快と した こと は い ふまで もな く、 こ の 情勢の 轉換に 焦 

盧 昔く 能 はざる ものが あった 事と 察せられる。 北條氏 側よ り すれ ぱ、 賴 家に 對 して その 弟た る 實朝を 擁す 

るより 外に 形勢の 轉換 策はなかった。 建 仁 三年 正月 二日 賴 家の 嫡子 一 幡が鶴 岡宫に 奉幣して 神馬 ニ疋を 奉 

り、 神 樂の儀 を 行った ので あるが、 翌 二月 四日に は千幡 卽ち實 朝が 北條義 時の 扶持の 下に 同じく 鶴 岡宮に 

詣 でて 神馬 ニ疋を 奉り、 神 樂の儀 を 行って ゐる。 北條 氏と 比 企 氏との 權勢爭 の 形態 を 窺 ふこと がで きる や S 

うで ある。 

建 仁 三年の 秋賴 家の 病 危急に 陷 つた 八月 二十 七日に、 幕府 は讓 補の 沙汰の ある こと を發 表し、 關西 三十 

八 ケ國の 地頭 職 を 以て 千 幡に讓 り、 關東 二十 八 ケ國の 地頭 並びに 總 守護 職-を 以て 一 幡に 充てら るべき こと 

を 示した。 形式 は賴 家の 沙汰と なって ぬるが、 而も これ は賴 家が 全く 關知 しなかった ことで、 この 後 能 員 

よりの 內報を 病床に 聞 い て、 北條 氏の 專恣を 憤った とい ふこと であるから、 この 幕府の 發表 は北條 氏が 賴 

家の 沙汰と 僞 つて 處 置した ものである こと は 明らかで ある。 この 事 は 吾妻 鏡に は 明記して ない が、 政 子と 

北條 氏との 間に 計晝 せられた 形勢 轉換 策で、 要は 强敵比 企 氏 を 排撃す るに ~ぬ つたこと は 明らかで あり、 これ 

によって 賴 家が 能 員 を 密かに 病床に 招致して、 北條氏 討伐の 命を與 へたの を 潜 かに 聞知し、 機先 を 制して 


能 w!i 没の 策 ケ_ 容易^ら しめたの は 實に政 子であった。 かくて 北 條氏は 比 企 能 員に 反逆の 企て ありと して、 

太 H 廣元等 を 誘 ひ、 時 政 は藥師 供養に 托して 能 員を自 第に 招いて 捕殺し、 政 子 は 直ちに 命 を 諸家 人に 傅へ 

て 比 企 氏の 一 族が 一 幡の館 小 御所に 據 つたの を 撃滅せ しめ、 同時に 實 朝を自 第に 擁して その 嗣 立の 事 を 京 

都に 達せし め、 賴家 病死の 替 として 征夷 大將 軍の. 宣下 を 請 はしめ たので ある。 . かくして 政 子 • 北條 氏に 

よって k てられた 比 企 氏徘擊 は、 賴家 父子 を犧牲 にして 幕府の 實權 を北條 氏に 移す ことに 成功した。 

三弋 革と して 實 朝が 嗣 立した 時 は 年 は漸ぐ 十二であった から、 將 軍の 後見と しての 政 子の 地位 は 頗る 

重要な ものと なった。 赏朝嗣 立の 直後に、 北條時 政の 後妻で 政 子の 繼母 である 牧の 方が、. 女婿 平賀朝 雅を擁 

立 せんとして、 實朝を 除かん とする 異圖 ある を 早く も牒 知した 政 子 は、 時 政の 名 越亭に 移した 實朝を 再び 

自 第に 迎 へて その 扶持 を 講ぜねば なら なくなり、 北 條氏內 部の 動向に ついて 寸刻の 安逸 を も 許されぬ やう r  ぶ 

な と^ったから、 その 勞苦 は少 からざる ものであった。 建 仁 三年 十月 九日の 政所 始 から 北 條時政 は 執 

® と 稱.. ：、 將 軍の 扶持 fv^ じ 幕府の 事を專 行す る ことと なった が、 同時に 政 子 も 時 政と 意 を 通じて、 賴 

以來 の、 ゃ冢 政治の 根本 方針 を 堅持し、 幕府の 威 櫂の 伸張 策を圖 つた ものの 如くであった。 これが 爲 め北條 

氏 は 政 子の 庇護の 下に、 その 櫂 勢 を 順調に 進展せ しめる こと を 得て、 所謂 執權 政治が 日に 月に 鞏固 を 加へ 

る ことと なった。 

執 隨北條 氏が その 權勢 確立の 手段の 一 として 先 づ計畫 したの は、 元久ニ 年に 於け る 畠 山 氏の 徘擊の 陰謀 

e あって、 その 根元が 牧の 方の 策動に あった こと はいふまで もな く、 幕府の 內 部に 於け る 極めて 重大な 事 

件であった。 この 折重忠 追討に 功を樹 てた 諸人に 重忠 一類の 所領 を 賞 賜した が、 これ は 政 子の 計に よる こ 


とであって、 吾妻 t に 將軍家 御 幼稚の 間 此の 如しと 見えて.^ ると ころから、 當時 幕府の 重 事ば 政 子が 將箪 

に 代って 專 行した ことが 明らかで ある。 これに 關聯 して 政 子が 最も 憂慮した の は牧の 方の 策謀であって、 

時.^, 終に 牧の 方の 意に 同じて 將 軍の 廢 立を圖 るに 至った ので、 政 子 は 時 政の 子義 時と 共に 牧の 方の 陰謀 

を 忽ち 撃破して、 時 政 を 退け、 義時 を執權 として 北條氏 中心の 幕府の 現狀 を持續 せしめる ことに 努めた。 

これによ つて 政 子の 威望 は 大いに 高くな り、 引き つづいて この 年に 起った 宇都 宫賴 綱の 謀叛の 際に は、 義 

時 *廣 元 以下の 幕府の 有司 は、 政 子の 第に 參 集して その 善後策 を議 した、 議決の 沙汰が 政 子に よって 命ぜ 

られ たこと はい ふまで も ある ま い。 

かくして、 政 子 は 將軍を 輔導し 執權に 命令して、 事實上 幕府の 首長の 地位 を 占めたの である。 されば、 

承 元三 年 五月に 侍 所別當 和田義 盛が 上 總の國 司の 擧任を 望んだ 折に は、， その 請を聽 いた 實潮は 政 子の 意向 お 

を 尋ねた。 又建曆 元年 六月 和田義 盛の 爲 めに 召し 取られた 越後 國 三味 庄の 地頭 代の 緣者 は、 義 ® の處 置の 

不法な こと を 政 子に 訴. へた。 これに 對 して 政 子 は 先の 場合に は、 侍の 受領 は賴 朝の 時に 停止す る こと 一定 

めら れてゐ る。 敢 へて 女性の 口 入すべき もので ない として 退け、 後の 場合に は義 盛の 沙汰の 不理に あら ざ 

る こと を 示して、 かくの 如き 非 逢の 執 次に 當っ たもの を 叱責した のであった。 これ 等の 事例より 見て、 政 

子が 幕政の 樞 機に 當 つて 居った と を 知る ことができる のであって、 幕府 は將 軍の 幕府で はなく 尼將 軍の 

幕府と なった ので ある。 

實朝 は元久 元年 京の 佳人 坊門信 淸の女 を御臺 所と して 鎌 倉に 迎 へたが、 十 年 を 經ても 實子を 得られな か. 

つた。 それ 故、 政 子 • 北險 氏に 於いて は、 將 來の將 Sa; として、 幕府の 爲 めに 又北條 氏の 爲 めに 適材 を 考慮 


せざる を 得なかった。 この 爲 めに 凝され た 密議に 於いて、 將來の 將軍は 皇族 方 を 奉戴す る こと を 決し、 豫 

め これに 關 して 京都 朝廷の 御， f 許 を 受けて 置く 必要 を 認めた。 これ は 幕府 側に 於いて は 頗る 重大 事で あ 

り、 且つ 京都の 認許を 蒙る 事 は 極めて 困難な 事と 觀測 せられた。 京都の 情勢 は賴朝 薨去の 前後より 幕府に 

とって は 大いに 不利と なり、 武家 俳 擊の氣 勢が 漸次. 濃厚と なりつつ あった 際で あるから、 幕府の 請が 容れ 

られる 事 は 幕府 側の 機宜 を 得た 策お 以てする にあら ざれば、 期し 難い ものであった。 この 難事に 身 を 以て 

當 つたの は 外ならぬ 政 子 その 人であった。 恐らく この 方針 も攻 子の 發 案に 依り、 進んで 困難な 交渉の 衝に 

當 つた ものの 如くで ある。 

建 呆六年 政 f は 六十の 老驅を 以て この 祕密の 交渉の 任に 當 つた。 表面 は 熊. 野 山の 參詣 と號 し、 執 權義時 

の 弟 時 一お と 政所 執事 二階 堂 行 光と を 伴って、 海道の 春光 を 浴びつつ 上洛の 途に 就いた。 熊^-三山の參詣を W 

終へ て 高 野 露 場 を 巡錫し、 靑 葉の 薰る 初夏の 京に 旅装 を 解いた ので ある。 かくして 政 子 は 人目 を 忍びつつ 

京都 側の 代表者と なった 卿 二位 藤 原 兼 子と この 重要な 折衝 を 行った。 兼 子 は當時 院の當 局の 代表格と して 

後鳥羽 上皇の 叙 旨ケ- 奉戴して 政 子との 會談を 進めた ので ある。 この 折 兼 子 は、 自分が 御 養育 を 奉仕して ぬ 

る 上皇の 皇子 冷泉 宫を 以て、 政 子の 提議に 應諾 する 意向の ある こと を傳 へたと 稱 せられて ぬる。 兼 子と 政 

子と は 公武の 兩 方面に 於いての 政局の 樞機を 握った 大政 治 家であって、 この頃 世 はこの 情勢 を 批評して 女 

人 入 吸の 日本 國と稱 し、 國 政が この 二 婦人に よって 蓮轉 せられて ぬる こと を 認めて 居った。 かくして 政 子 

の 用意周到な 提案が 容れ られ、 政 子 は その 使命 を 全うして 鎌 倉に 歸來 し、 幕府の 當局は 幕府の 將來に 光明 

を 認めて 意 を 安んじた 感を讓 いたのであった。 抑}この問題は幕府が自己に有利ならしめる方策として^*^ 


畫 したと ころで あり、 院の當 局 も 亦 自己に 有利で ある 豫 測の 下に 應諾 した ことであった。 卽 ちその 目的 は 

兩者 各自 己の 立場に 發し たもので あって、 而も その 形式に 於いて 一 致した ものであった。 されば この 兩者 

の 立場が 變 化を來 せば、 この 形式 も 亦 一 致を缺 くに 至る こと は 明らかな 事で あつ た。 

かくて 皇族 將 軍の 實現は 公武 兩 方面に 於いて 切望せられ たと ころであった から、 政 子の 統 にあった 

幕府の 黨 J の I の 早き 望み、 こ £爲£北條 氏の 謹が is 進めら n、  ^、が爲めに擎 

ま 兒孫を 犧牲 としてな ほ 慕府の甚礎の 鞏固 i ら ねばな I かった 如く 思 はれる。 S 元年 正月、 將 軍實 

朝の 鶴 岡 ま 頭に 於け る 横死 は、 かくの 如き 情勢の 下に 實 現した ものであった。 實 朝の 加害者で ある 賴 家の 

遺子/ム堯，^y 鶴岡八幡宫寺の別當に補したのは外ならぬ政子その人でぁることを以て、 この間の 機微の t  . 

を 忖度す る ことができる やうで ある。 實朝 横死 後の 幕府の 善後 處置は 極めて 敏速に 遂行され て、 殆んど お 

嗟趺 を來す ことなく 皇族 將 軍の 實 現へ と 進められた。 この間の 緊急 處置 として、 漸定 的に 政 子 力 簾 中聽政 

を 行 ひ、 執權義 時が その 命. V 奉 やる 形と して 幕府の 陣容 を持續 し、 諸家 人の 統制 力の 崩壤を 防止 したので 

あった。 從來は 裏面に あった 政 子 はこ こに 於いて 正面に 現れる ことと なった。 所謂 尼將 軍の 權威 は， e くの 

如くして 建設せられ、 ^5將軍の才腕はこれょり縱横に揮はれることとなった。 

實 朝の 横 f 機と して 公武の 關 f 俄然と して ー變 し、 SI の 方針 は 建 保 六 年 政 子 SS 羅し 

た當 時から は 大旋囘 を 見た ため、 幕府の 豫定 した 皇族 將 軍の 實現は 期し 難くな つたの みならす. 公家の 幕 

符に對 する 態度 は 斬 次尖銳 化し 始めた。 尼將 軍の 幕府 も 亦 舊來の 行懸り を淸算 し、 新 事態に 供. へて 幕府の 

鞏固策を 圖ら ざる を t く？ た。 尼 將軍 の 幕府 は、 かくて I 將軍案 を撤 同し、 源氏の 籠に 當 る左大 


lol 九條 道家の 末子 二 才の三 寅 を 鎌 倉に 迎 へて 幕府の 主と し、 その 幼稚の 間 は 尼 將軍垂 簾の 政と なし. 京 者 

へ は 執輕， ヒ条義 時の 室の 兄 伊賀光季、 政所 別當 大江廣 元の 一門 大江 親廣を 相尋で 守護と して 派出し、 慕府 

の 出先き を强 化する 等、 政 子の 令 下の 慕府の 活躍 は 頗る 目覺 しい ものが あった。 かくして やがて 承 久の變 - 

に 遭 ふこと となった。 この 時に 於け る 幕府の 家人の 統制、 出動命令、 合戰 終了後に 於け る 賞罰の 蓮 用 等に 

於 ひて、 政 ーナの 天賦の 力量 才腕が 殘る ところな く發 揮せられ たこと は 世の 遍く 知る ところであって、 敢へ 

てこ こに 述.、 、、る 要はない。 實に政 子 は 幕府の 統率者と しての 最高の 權能を 以て 機宜の 處 置を斷 行して 誤る 

ことなく、 家人の 統制 を强 化して 慕府の 崩壞を 防いだ のみなら や、 これに 依って 武家政治の 基礎 を 更に 鞏 

固に して 幕府の 威力.^ - 躍進せ しめたの である。 かくて 尼將 軍の 權威は 絕大な ものと なった。 政 子 はこの 權 

威 躍進の 期に 當 つて、 鎌 倉の 滕長 壽院の 奥地に 伽 籃と新 第との 造 營の業 を 起し、 貞應ニ 年の 秋に 新 第に 移 お 

り、 また 伽 籃の落 座の 典を擧 げた。 新 第は翠 簾の 色も鮮 かに 御堂 御所と 呼ばれ、 伽 籃は廊 の 御堂と 稱 せら - 

1、 佛像 瑟の ひかり、 瓔珞 眼に かがやき、 月殿畫 梁の よそ ほひ は、 金銀 色 を あらそ ふと 批評され た 

「舟 檝の津 商賣の 商人 百族賑 ひ」 と は、 當 時の 鎌 倉の 盛況 を 目 賭した 都人の 言葉であって、 鎌 倉の 殷賑 は卽 、 

ち 蘿府の 機 威の 表徴に 外なら なく、 この 鎌 倉の 景況， を 建設した 第 一 人は實 に尼將 軍で あると 云うても 誤で 

な いん 瓜 はれる。 

かくて 尼將 軍が 御堂 御所に 垂 簾の 府を 移して、 海內 に雄視 する ことと なつてから、 一年なら やして 股肱 

の 執權義 時が 病 を 以て 俄かに 逝き、 その後 繼 問題 を 囘 つて 北 條 氏に 蕭 牆の禍 亂が萠 し、 その 成 行の 如何 は 

慕苻を^»§の危局に陷れんとするに至った。 ^Jこに於ぃて尼將軍の明敏な智略は機宜七得て施され、武府の 


安泰 を 資す ことに 成功した のであった。 この 北條 氏の 內 K は義 時の 後妻 伊賀 氏 を 中心として 展開 せられん 

としつつ あった ものである。 伊賀 氏 は 伊賀 朝 光の 女で、 承久の 事變に 際して 京都 守護の 任 を £ホ びた 光季の 

同胞で あり、 承 久の變 後 政所 執事の 要職 を 占めた 光宗 も 亦 その 同胞であった。 義 時との 間に は 一男 一女 を 

儲けた。 男 政 村は義 時の 鍾愛を 得て 居り、 一女 は 一條 能 保の 第三 子 實雅に 嫁した。 實雅 はか かる 關 係から、 

參議左 中 將の朝 官の身 を 以て、 鎌 倉に 港留 して 威權を 輝かして 居った ので ある。 伊賀 氏 はこの 緣族關 係に 

よって 慕府 の實權 收 めんと し、 策略に 富む 光宗と 謀り、 實 雅を將 軍に、 政 村 を 執 櫂に 擁し、 光宗に 幕府 

の 實權を 掌握せ しめんと 意圖 する に 至った。 こ の 情勢 を 驟 知した 政 子 及 び 幕府の 當局 は、 機先 を 制して 伊賀 

氏の 野望 をば 抑ぶべく、 義 時の 卒する や 直ちに 京都 六 波羅に 駐在した 義 時の 嫡子 泰 時に、 執權 及び 家督 を繼 

承せ しむべく 召還の 急報 を傳 へた。 これによ つて 泰時は 直ちに 東 下の 途 にっき、 又泰 時と 共に 六 波羅、 に 任 § 

を 持った 義 時の 弟 時 房 も、 泰時 補佐の 爲 めに 泰 時の 後 を 追って 鎌 倉に 歸 つた。 よって 政 子 は 直ちに 泰時 • 

時 房 を 召 見し、 義 時の 後を繼 いで 箪營の 後見と して 武家の 事 を 執行すべき 命を傳 へた。 泰時 はこの 命を受 

け、 早急な 就任 を 以て 楚忽 と考 へ、 大江廣 元に 諮り、 廣 元から 現 時の 情勢 は 世の 安危に 關 する 重大な 時機 

であり、 人々 の 疑惧の 念の 起り 易い 折で あるから、 卽時 就任すべく、 前 執 權の卒 後 今日に 及んで ゐる のさ 

へ遲 きに 失して ゐ るとの 進言に 遭うて 執權に 就任す る ことと なり、 時 房 も亦泰 時と 同一 態度に 出た。 然し 

時 S の 執 櫂は將 軍の 連署と 呼ばれ、 執權 より 一段 低い 地位と なった。 かくして 義 時の 嫡子 泰 時が 父の 後 を 

繼 いで 執權 となり、 幕府の 實權を 握る ことと なった。 これ は 實に政 子の 英斷 によって、 北條 氏の 內 K を 未 

然に抑 へんと した ものに 外なら なかった。 


： 叩 もこれ が爲 めに 伊賀 氏の 策動 は 全く 抑 へられ や、 鎌 倉の 情勢 は 漸次 緊迫の 度 を 加 ふるに 至った ため、 

S  • 時 一お の後繼 者と して 京都 六 波羅に 駐在 を 命ぜられた 時 氏 • 時 盛 等 は、 一 時 赴任 を 躊躇せ ざる を 得な 

い 有様であった。 伊賀 氏の 策謀 はこれ より 急速に 進展し、 三 浦 氏 を 誘引すべく、 光村 等 は 三浦義 村の 第に 

翁 xrtr 入ノ. v,。 三 S 氏よ 北條 氏と 勢力 伯仲の 豪族と して 早くから 世に 注目され て 居り、 北條 氏に 抗爭 せん 

，ベす る 者が これ を 誘った。 和 田 義礙. 公曉を 始め、 承 久の變 に 於いて 京都 側 等が 最も 意を囑 したので 

あつたが、 •  終 にこれ を 動かす ことに 成功し なかった のであった。 ここに 於いて 政 子 は 伊賀 氏の 策謀の 成否 

は、 一に かかって 三浦義 村の 態度に ある こと を め、 機先 を 制して 義村を 抑制 せんとし、 危險を 孕んだ 情 

勢に 拘ら や、 政 子 は 女房 駿河局 一人 を從 へたの みで 親しく 三 浦 氏の 第に 臨み、 義 村に 對 して 泰 時の 嗣 立が 

し. r. 順序で ある 所以 を 諭し、 義 村が 伊賀 氏の 策謀 を 抑制せ や、 却って これに 與 せんとす る 態度 を 叱責し ^ 

て、 卽 時に その 態度 ケ 決すべき 事 を 迫った。 義村は 終に 政 子に 威壓 されて 伊賀 氏の 策謀 を 告白し、 政ネカ 

外 者で ある こと を證 言し、 泰 時の 爲 めに 伊賀 氏の 策動 を 自ら 制せん こと を 誓 はざる を 得なかった。 力く 

の 如くに して 伊賀 氏の 企 圖は三 浦 氏の 支援お 失って 破れ、 禍亂は 未然に 抑 へられ、 北條 氏の 內紛は 政 子の 

勇断な 行動に よって 解決せられ たのであった。 時 は 元 仁 元年の 秋で あり、 この 爲 めに やがて 北條 氏の 宗家 

たる 執 機に は 家令が 置かれて、 一門 を 統制す る 形式が 供 へられる ことと なった。 執權 政治 は泰 時に 至って 

確立した ので ある。 产  1 

政 子 はかくの 如く 身命 を 賭して 武家政治 を衞 り、 執權 政治の 建設に 努力し、 幕府 創業 以來の 武士 統 港の 

方針 を 確立した のであった。 傳 ふるところ によれば、 政 子 は 常に 桌觀政 要 を 座右に して 施政の 資に 供- ブ 


とい ふこと である。 元 仁 元年の 翌 る嘉祿 元年 は尼將 軍の 長逝の 年で あるから、 その 活躍 は晚 年まで つづ い た 

わけで ある。 世に 鎌 倉 幕府の 創立の 功 を 源賴 朝に ありと して、 政 子に 及ぼす ものが な いのは 實を 得て 居ら 

ぬ やうで ある。 武家政治の 成立 は賴朝 夫妻の 手腕に 因る とい ふべき であらう。 賴 朝の 活動 は 治 承 四 年より 

正 治 元年に 至る 二十 年間に 亙り、 尼將 軍の 活躍 は 正 治 元年より 嘉辑 元年に 至る 二十 七 年間に 亙って 居り、 

年月の 上から は、 寧ろ 尼將 軍の 活躍 時代が 長期で ある。 國史 中に 於いて 婦人に して 政界に 活躍した 者は少 

く はない が、 裏面に 活躍した ものが 多く、 政 子の 如く 尼將 軍と 稱 せられて、 表面に 事業 を 遺して ゐる もの 

は であると いうて よから う。 


元寇の 擊攘 と 日本 精神 の 昂揚 


事 變の眞 相と 戰 局の 經過 

蒙古 卽ち 後の 元國 の襲來 は、 蒙古 人が アジア 大陸 を 席捲し、 その 餘威を 振って 暴灵 にも 我國 を服屬 せし 

めようと いふ 目的 を もって 起された 事變 で、 我國に 於いて は實に 空前の 大事 變 であり、 又 未曾有の 國 難で 

あった。 而も 我國 はこの 難局に 當り、 幾 十倍と も 量り 難い 大敵に 對 して 擧國 一致 終に 能く 國難 を克狠 し、 ， 

金^ 無缺の 皇國の 偉容 を遍く 中外に 宣揚した のであった。 この 事變に 於け る 彼我の 戰鬪 は、 所謂 文 永 *弘 

安の 兩戰 役と して、 今日に 傳 へられて ゐ るニ囘 の交戰 であった。 第 一 囘の文 永の 役 は 文 永 十 一 年 十月 五日 

-に、 我が 九州の 對 馬で 兩 軍の 戰が 始まり、 十月 二十日の 夜に 筑 前の 博多灣 頭に 於いて、 暴風の 突發に 因り 

敵 船が 槪ね 滑滅 し、 敗殘の 一部が 遁走す るに 至った 時まで、 約 半 箇月に 亙った 戰爭 であった。 第二 囘 目の 

弘 安の 役 は、 文 永の 役の 七 年後に 當る弘 安四 年の 五月.^ めに、 對馬 • 壹 岐に戰 端が 開かれ、 その 翌 六月 初 

めに、 戰場は 北 九州 本土の 沿海 地方に 移り、 七月 晦の 夜半に 起った 暴風に、 歒 艦隊が 大損 傷 を 蒙って 終に 

敗^す るに 至った まで、 約 一 二 筒 月の 日子 經 過した 戰 であった。 この 兩 度の 戰 役に 於いて、 我が 防 鎮陣を 

固めた 第一線の 諸將士 が、 勇戰 奮鬪、 目に 餘る 敵の 大軍 を邀 へて 力闘 屈せ や、 遂に 天佑 W 助 を 得て、 光輝 


ある 偉績 を 靑史の 上に 留めた ので ある。 而し てこの 後、 第三 囘自 の戰は 幸に して 起ら やに 終った ので あつ 

た。 

長期 防衛と 事變の 終結 

それ 故、 一般に はこの 兩 度の 戰に 依って、 S 古事 變が 終局 を 告げた と考 へ， られ てゐる やうで あるが、 併 

し 事實は 全く これに 相違して 居り、 我國 として は 寧ろ 弘 安の 役 以後が、 その 以前に も 勝る 非常時であって- 

防饌 設備の 强化は 益.^ 講ぜられ、 國民 上下の 緊張 は. 彌が 上に も 高められる 情勢であった。 抑く 弘 安の 役で 

敵軍が 敗退して、 一時 戰鬪 は中斷 された のであった が、 文 永の 役 後と 同樣 に、 敵軍の 再來 は、 當然豫 期し 

なければ ならなかった から、 以前の 雨 度の 戰鬪の 體驗を 基礎と して、 戰鬪 技術の 更新、 防備 施設の 充實、 I 

非常時 卽應 社會體 制の 强化等 を 著々 講や ると ともに、 敵の 情勢に 對 して は 諜報 機關を 整備し、 益く 餒 重な 

警戒 裡に、 萬 違算な きを 期した。 此の間 蒙古 卽ち 元國に 於け る 再擧の 出師 計畫は 幾度 か 企てられた。 その 

諜報 を 得る 度に、 我が 防衞の 第一線 は 勿論 所謂 銃後の 一般に 及ぶ まで 全國 的に 緊張し、 敵軍 擊攘の 壯んな 

意氣を 堅持した のであった。 纏て 元の 國內 事情が 內 外の 形成から 變轉 して、 やがて 我國と 平和の 交 涉を行 

はんとす る氣 蓮に 進んだ のであった。 

弘 安の 役より 十八： ネ 後の 正 安元 年に、 この 平和的 交渉の 特使と して、 僧 一 寧が 我國 に渡來 した。 この 時 . 

我が 當局 はこの 使節との 折衝に 應ぜ や、 依然 非常時と して、 從來 臨機に 施設して 來た 防衞關 係の 諸機關 を、 

漸次 永久 的の 組織に 改編して、 永く 敵の 覬覦の 念を絕 たし めんと する 方針に 進んだ のであった。 かかる 事 


& であった ために、 證囘 目の敵の 讓は 終に 臺を f かった が、 これ は主 として 敵の 國內の 事情に 由 

つたこと. はいふまで もない が、 一つ は我 國が文 永- 弘 安の 兩役に華 々しい 戰 S 收め、 我が 國 威が 大いに . 

ぶ S 揚 された ことが、 與 つて 有力な 原因き して 居った 如く 思 はれる。 されば 蒙 慕 85 した 我 

國の所 Is 讓 S 制 は、 E 文 si 古の 國意 到來 し |£ まり、 ？• 弘窗兩 役 墓、.^ 

その I しく I し、 I 上の 形式より 見れば、 室町 時代の 初め 應 永の 初年 i つて、 元圃 £ いで f 

木 J 建 ずれた I との 間に、 貿易の 協定が 成立す る に至るま で、 支那 大陸と 我國 との 間に は 平 i 復 

S しなかった ので ある。 ^Jの間約百五十年に亙る長期の非常時局を、 我々の祖先が敢然として突破し、 皇 

雨の 方： 兄事に 完遂した ので ある。 この 成功の 原因. 淵源 を 推量す るに、 畏くも 上皇 室の 御，， -の 下.^  4 

擧國 一致 上下 文武が 協力して、 この. 大成 杲を收 めた ものであって、 換言す れぱ實 に尊嚴 無比な 我 力 國體の 2 

精華が、 ここに S 慽 なく 發揮 された ものに 外なら なかった と斷 言せられ るので ある 

非常時 局對 策の 廟 議定る 

この 當時の我§ 帥の 制度 政治の 組織 等 は、 今日と は 大いに 趣复 にして 居った。 萬 世 一系の 震 子が 

天の/ V し，， しめされる ことに 於いて は 何等の 霊 は S が、 秦は議 位の 太 上 天皇が 親しく 政務き 

I になって、 天 t 輔佐 せられる 院政の 形式で あり、 又 襲 大將軍 を 任命され て、 讓の 治安、 社會秩 

持の 任 I 一部 墓 f ら あ s。 この 襲大 II 模の鎌 倉 i 屯し、 直屬の 武士 を 

守讒 或は 地頭と して 各地 方に 置き、 その 任務の 遂行に 當 らしめ て 居った。 この 將 軍の 號 令す る 機關カ 所 


諝鎌倉 幕府であって、 この 時の 幕府 は 創立 以來 の元勳 である 北條 氏の 宗家が 執 權職を 世襲し、 將軍を 奉戴 

して 幕府の 實權を 握って 居った。 されば この 事 變に當 つて は、 鎌 倉 幕府が 當然國 防の 重責に 任 やべき 立場 

にあった ので ある。 併し 對外關 係の 處理卽 ち 外交 は、 幕府の 所管 外であった。 それ 故 文 永 五 年に 蒙古の 國 

書が 始めて 九州に 傳 達された 時には、 幕府の 出先 當局 である 鎮西 奉行 は、 これ をと. 0 急ぎ 幕府に 報告し、 

幕府 は 直ちに これ を 朝廷に 奏上して、 これに 對 する 御 處置を 仰いだ のであった。 この 時の 國 書が 威 赫 的の 

辭令を 以て 我國 を屈從 せしめん とした 趣意 を 有って 居った ものであった こと は遍く 知られて ゐる ところで 

あって、 改めてい ふまで もない。 この 國書は 文 永 五 年 二月 七日に、 幕府から 關東申 次 西 園 寺 實氏を 經て當 

時 院政 を蠻 はせ 給へ る 後 嗟 蛾 上皇へ 奏上せられ たので ある。 但し かかる 事情の 發 生すべき 情報 は、 旣 にこ 

の 年の 正月の 頃に、 京都に も傳 はって 居った が、 果然 ここに 蒙古の 國 書の 到 來と いふ 形式の 下に、 危急な S 

情勢が 展開され る ことと なった ので ある。 院の 御所 は 直ちに 元老 大官の 非常召集 を 行 ひ、 その 善後 處 置の 

評議 を 凝らされた 事態 は 頗る 重大で あり、 院の 評議 は 連日に 亙った。 深 心 院關白 記の 記者、 時の 關白藤 原 

基 平 は r 此事國 家 珍事 大事 也、 萬 人 驚歎 之 外 無 他」 と 感慨 を 漏して おる。 殊に この 事件 は、 直接 國 防の 

重責に 任 やべき 幕府の 態度と、 不可分の 關係 にある を 以て、 この 時に 際して 幕府の 意向 を聽 取す る 等、 朝 

廷は 最も 慎重な 態度 を 執られた。 されば 急速に 廟議を 決定す る こと は、 至難であった 如く 思 はれた が、 遂 

に 藤原甚 平等の 決意に 因って、 蒙古の 國 書に 對 して は、 何等 囘答 を與 へや、 彼の 暴戾な 要求 をば 斷乎 とし 

て 退ける ことに 決定せられ た。 この 決定が 如何なる 趣旨に 甚 いたか は、 今日に 徵證 すべき 文 獻を缺 いて 居 

5、 遺慽 ながら 知る こと はでさない が、 ただこの 決定に 依って、 當然 起るべき 敵 國の侵 寇に對 し、 斷 乎と 


拳 


して 防 衞に當 らんと する 幕府の 鞏固な 決意が、 與 つて 力あった こと は 推察に 難くない ので ある。 要するに 

^H- と ー：| 府 との 間に 於け る 完全なる 意向の 合致に 因って、 この 重大なる 時局に 對處 すべき 我國の 根本 策 

が、 ここに 雄々 しく も 決定され たので ある。 

非常時 突破の 緊急 處理 

かくして ここに この 非常時 局 を 敢然 突破すべく、 朝廷 は 直ちに 廟議の 決定 を 幕府に 示して、 國 防の 計畫 

に 萬遺算 なき を 期せ しめられた。 /0 の 時 は 恰も 後嵯峨 上皇が、 翌る文 永 六 年に 五十の 寶算を 迎へ給 ふので、 

御 賀の御 準備 を 著々 と 進められ、 その 一部の 儀 禮は旣 に 遂行せられ たのであった が、 この 非常時 局の ため 

に 直ちに 御賀を 中止せられ、 又 その 年 は 後幢蛾 上皇の 皇孫、 後の 後宇多 天皇が 御 誕生 あらせられ たが、 御 ^ 

に， 關 する， K 中の 嚴肅 なる. 御 儀式 は、 極めて 簡略に 改める 非常 御 處置を 講ぜられた ことに 依り、 朝廷の 時 

Eg に對 する 御 決意 を拜 察し 得る ので ある。 而 して 二月 二十 五日に は 二十 二 社に 奉幣して、 事 變の勃 發を奉 

吿 せしめら.^、  二十 七日に は 太 政 官の當 局に 命じて、 非常時 局に 對處 すべき 各般の 處理 について 調査 を 命 

ぞ】 られ た。 この 後 四月 十三 日に、 伊勢大神宮に 公卿 勅使 を 差遣され て、 龜山 天皇の 宸筆宣 命 を 大神宮に 捧 

げられ たの を 始めと して、 諸 山陵への 勅使の 發遣、 宮中 を 始め 諸 社 諸 寺 等に 於いて、 皇國 安泰の 祈願の た 

めに、 神事 佈事 を相尋 いで 行 は しめられ たが、 これ 等 は いづれ も 太 政官當 局の 調査に 墓いて 行 はれた こと 

と 瓜 はれる。 ii 外の 重任 を 幕府に 委任 せられた 朝廷 は、 かくの 如くして 各般の 緊急 處置を 著々 として 講ぜ 

しめられた のであって、 これ 等の 朝廷の 御處 置に 依って、 時局に 對 する 畏 き御軟 念と、 確き 御 決意と を硐 


察し 得られる ので ある"  , 

され ぱ、 朝 命 を拜 した 幕府 は、 二月 二十 七日に 管下の 諸家 入に 對し、 勃發 した 蒙 

不時の 變に應 やる 準備 を 講ぜし める 命令 を發 したの を 始め、 著 々防衛 手段 を 進めて、 

を 傾注した のであった。 

朝廷 の 御 指導 方針  ， 

この 當時は 朝廷に 於いて は、 時局に 對處 して 如何なる 方針で 進む かとい ふこと を、 廣く 一般に 宣 示せら 

れる ことはなかった ので、 朝廷の 方針が 如何なる 御 趣旨の 下に 決定され 實 行に 移された かに ついては、 今 

日に 於いて は徵 すべき ものがない。 大神宮へ 上られた 宣命、 或は 歷 代の 山陵に 捧げられた 御告 文に は、 畏 ^ 

さ聖 慮が 载 せられた ことと 拜 察される が、 これ は 皇祖 皇宗の 神霊が 聞し 召された のみであった。 その後 文 

永 六 年 九月、 蒙古の 中 書 省の 牒狀 が傳 へられた。 これ は 蒙古の 第二 囘 目の 公式の 眷 面であった。 籾 度の は 

蒙古の 國 主の 書面で あり、 この度の は中誊 省の 書面で、 形式に 差 は あるが、 記されて 居る 內容は 何れも 同 

じ 意味の ものであった。 この 中 書 省の 牒狀 に對 して 如何なる 處置を 執るべき かにつ いて、 文 永 七 年 正月、 

朝廷 は 評議の 結果、 敵國の 要求 を拒絕 する 意味の 返書 を 送る ことに 一 時 決せられ、 文章 博士 菅原長 成に そ 

の 草案 を 作成せ しめられた。 然し この 返書 は 遂に 發 送せられ なかった ので あるが、 その 草案の 文章 は、 本 

朝 文集 中に 收 めら れて、 今日に 傳 へられて をり、 我 國が敵 國に對 して 如何なる 趣旨 を傳 へん としたか を 窺 

ふこと がで さるので ある。 これ は 敵 國に對 する 返書で あるので、 敵 國に對 して 述べられた ものである こと 


,.0 事件の 事情 を吿 け、 

. 朝 旨に 副ぶべく 努力 


よ 勿：.. i であるが、 併し これに 由って、 當 時の 朝廷の 御 決意、 敵國の 要求 を斷 乎と して 拒絕 せられた # 趣旨 

が、 如何なる S にあつ たかを 拜 察し 得る ものである。 この 意味より 見て、 これ は 宴に 尊い 文獻 であると い 

ふべき である。 本文 は 漢文で 對句等 を 以て 修飾され てゐ るが、 その 要點を 簡略に 摘錄 すれば、 ^^^の如き意 

味と なる。  • 

大宰府 の 去年の 九月 二十四日の 注進に 依れば、 十七 日に 外國船 一艘が 對 馬の 伊奈 浦に 到 著した。 前例に 

. ^つて 渡來の 事情 を 問うた 所、 高麗 國の 使が 高麗と 蒙古との 二 画の 牒狀 を持參 したと いふ ことで あつたと 

睿き 出し、 熟く 事情. V 考 へて 見る に、 蒙古と いふ 號は 我國 では 未だ 曾て 聞かぬ 國名 である。 我 國は昔 は 唐 

の 世に 使節 を 適 じたが、 その後 は國交 を中絕 した。 蒙古と は 未だ 嘗て 一度 も 相 通じた ことなく、 ，從 つて 我 

國は g 豕 古に 對 して 何等 好 惡の念 を 有って 居らぬ。 然るに 何等の 理由な く、 我 國に對 して 凶器 を 用 ひんと す S 

る こと を骤 明して ゐる。 聖人の 睿、 釋 氏の 敎等を 見る に、 何れも 人の 天命 を 全うせし める こと を 以て 本體 

とし、 人命 を 奪 ふこと を 以て 惡業 となして ぬる。 然るに 蒙古 は 自ら 帝德 仁義の 國と稱 しながら、 何の 罪 も 

ない、 人 を 殺 募 せんとす る は、 抑く 如何なる 理由に 因れる か 矛盾 も亦甚 しい。 我國は 天照大神 力 天つ日嗣 

>じ广 ど 建てられてから、 今上に 至る まで 代々 天つ日嗣 を 承け 繼 がれて、 聖德の 及ぶ ところ 實に廣 大無邊 で 

ある。 それ 故 我が 天皇の しろしめされる 國は、 永く 神 國と稱 してぬ る。 この 尊嚴 無比な 神國 は、 淺 薄な 人智 

以て 鋭 ふべ くもなく、 又 微力な 人力 を 以て 爭ふ ベく もない ので あるから、 宜しく 反省 を 加 ふべき であ.. - 

以上の 意味が この 返牒の 旨であって、 實に 堂々 として 我が 國體の 尊 嚴を說 き、 强 勢な 大敵 國に對 し 「 

I® 袖 ー觸の 氣魄を 以て、 その 野望 を未發 に抑壓 せんと せられた、 墓に 雄々 しい 大文字であった。 この^ 魈 


旨より 拜 察すれば、 朝廷の 時局 突破の 御 方針 は、 この 非常時 局に 際して、 我が 國體の 認識 を 高め、 所謂 日 

.At 円 申 を發揚 して、 上下 和 協、 擧國 一致、 以て 皇祖 皇宗より 繼 承せられ た紳國 日本の 衞 りに、 邁進 せられ- 

ん とされた  ことが 明らかで  ある。 

日本 精神の 昂揚と 擧國 一致 

朝廷の この 御 趣意 は、 恐らく その 當 時に 於いて は 種々 の 方法に よって、 遍く 天下 萬 民に 傳 へられた こと 

と はれる。 今日に 於いて は文獻 乏しく 詳 かに 徵 すべさ 術 はない が、 これに 依って 當時 我が 上下 は擧 つて 

, 我が 裤國 である 所以 を 再認識し、 神佛の 加護が 必至で ある こと を 確信し、 我が 鐡 壁の 守り は 決して 崩れる も 

のに あらやとの 信念 を懷 いて、 各く その 職分に 應 じて、 國 家の 防 衞の 務を果 さんと したので あった。 京都 お 

正 W 寺の 住持の 東 巖禪師 が、 文 永 八 年 九月に 敵國 降伏の 祈願 を 行 ひ、 その 時に 草した 開 白の 文中に、 「今 

日本 國、 天钟 地祇、 K 一一 於 正 法 一治 k」 とい ひ、 「何況 蒙古、 譬如ー n 師子敵 ニ對猫 子：」 とい ひ、 「萬國 降伏、 

皆歸ー 一聖 德：」 と 書いて 居る が 如き、 又 開 白文の 卷 末に 記 した 「すへの よの 末の末 まて わか 國は よろ つのく 

にに すくれ たる 國」 とい ふ 和歌の 如き、 實に 神國の 威力 を 以てして、 歒國 の儘寇 を擊攘 する こと 何の 難き 

こと や あらんとの 日本 精神 を、 遺慽 なく 發 揮した ものである。 又 この 事 變の顚 末 を 記せる、 八幡 愚 童 記に 

よれば、 大和 西大 寺の 思圓 上人 は弘 安の 役に 際し、 石 淸水宮 に 於いて 敵國 降伏の 熱禱を 行った 折の 敬白 文 

に 「抑く 又異國 此の 土に 比すれば、 蒙古 は是 犬の 子孫、 日本 は卽ち 神の 末葉 也、 貴賤 相 別、 天地 隔絕 也、 

神と 狗と何 ど 對揚に 及 ぱん」 と謇 かれた とい ふ。 これ も 東麇禪 師の藺 白文と、 同意 味の ものに 外なら ない。 


朝廷に 於いて は、 宮中 を 始め 諸 社 諸 寺に 對 して、 皇國の 安泰と 敵國 降伏との 祈願 を 盛に 行 は しめられ たが、 

これ は 要するに 所謂！ I 民 精神の 總 動員に 該當 する ものであって、 t れに 依って 日本 精神 を 昂揚せ しめ、 幕 

府が 任と して 居る 國防計 畫 に、 全幅の 支援 を 賜った ものに 外なら ない ので ある。 

殉 國の聖 盧と國 民の 感激 

朝廷の この 御 方針 は 終始一貫 >  少しも 渝る ことなく、 從 つて 國 防の 重責に 當 つて 居った 幕府 も 亦、 終始 

一首 敵軍の 擊擬に 萬 違算な きを 期す る こと を 得た のであった。 就中 龜山 上皇が 弘 安の 役に、 親しく 石淸水 

宫に御 祈願 を 籠め させられ、 又 大神宮への 御 祈願の 御 願文の 中に、 畏くも 御躬を 以て 國 難に 代らん こと を 

書き記された 如き は、 K に 上皇が 率先して その 範を 示された ものであって、 全國民 はこの 畏 き慰盧 を拜承 i 

して、 感銜與 起した こと を 思 はしめ る。 戰 線に 立つ 者 も 立たぬ 者 も、 ー樣 に神國 日本の 尊嚴 威力に 必勝 を 

碰 信して、 敵軍 禁攘に 邁進した の は、 決して 故な きこと ではなかった ので ある。 

文 永 • 弘安兩 度の 戰鬪 は、 最後に は 暴風に 依って 敵軍が 慘 敗す るに 至った。 この 結末に 對 して、 當 時の 

我が 上下 は、 何れも 皇國の 安泰 を 守護 せられた 神佛の 加護で あると 確信し、 今更ながら 神國 日本の 尊 さ を 

景仰し 讚 歎した のであった。 當 時の 人々 はこの 靈 驗に對 して、 種々 な 言詞を He ひた。 或は 神明の 威德 不可 

思議 也と いひ、 或は 偏へ に 神 軍の 威德嚴 重に して、 不思議い よ/. \.顯 然と 現れ 給 ひに けりと いうて ゐる。 

又 增鏞に は、 大神宮へ 公卿 勅使と して 畏き御 祈願 を杲 した 藤原爲 氏が、 「勅と して 祈る しるしの 神風に 寄 

せ 來る波 はかつ 碎 けつつ」 とい ふ 和歌 を ものした と傳 へて わる。 これ 等 はた だ その 一 端 を 示した に 過ぎな 


協和 融合と 非常時 體制 

抑.^ かくの 如き 非常時 下に 於いて 最も 禁忌すべき こと は、 國內に 於け る 相剋で ある e 朝廷に 於いても こ 

の點を 特に 重視せられ、 これに ついては 種々 御 考慮 を囘ら された のであった。 元來 この 時代 は、 朝廷と 幕 

府卽ち 公家と 武家の 二つの 勢力が、 對 立した やうな 形を呈 して 居り、 朝廷 卽ち 公家 側 は、 當時、 院宮 社寺 

權 p.- と 報せられて、 武家との 間に は、 生活 上の 基礎で ある 土地の 支配に、 利害の 一致し ない ことが 少 くな 

かった。 鎌倉時代に 頻々 と 行 はれた、 朝廷と 幕府 側との 種々 な 交渉の 殆ど 大部分 は、 槪 ねこの 問題に 關聯 

して 居った。 それ 故 この 非常時 局に 際して は、 この間の 協和 調停に ついて 朝廷. 幕府の 兩當局 者が 常に 考 ^ 

隱を盡 してで き 得る 限り この 相剋 を 消 除せ しめる ことに 留意した。 朝廷で は國 防の 實カ充 實の爲 めに、 軍 

事の 重責に ある 幕府の 獻 策に でき 得る 限り 協調せられ、 平時なら ば認 許し 難き 性質の 事 さへ も、 此擧國 一 

致の 目標の 爲 めに、 快く 御 裁可に なられた ことが、 頗る 多かった やうに 拜 せられる。 例へば 幕府が 優勢な . 

敵軍 を防衞 する 爲 めに、 直屬の 武士の みで は 兵力に 不足の 恐が ある 乙と を 察し、 弘 安の 役に 於いて、 朝廷 

の直屬 下に ある 社寺 及び 櫂 門領の 住人 を 動員して、 兵力の 補給に 當 てんとし たが、 これに 對 して 朝廷 は 

その 奏請の ままに 直ちに 御鏢 許の 旨 を 幕府へ 達せられた。 又戰 爭に當 つて は、 兵糧 を 始め 必要な 資材の 備 

を閏， にせ ざれ ぱ、 畏 期に 亙って 防 戰の實 を 全うする こと は 不可能で あるが 爲 めに、 弘 安の 役に 戰^ カネ 

當に 長期に 亙る 氣配ケ  1  祭 知した 幕府 は、 萬 一の 備へ として、 臨 戰地帶 である 九州 を 始め、 中國 地方の 諸國 


の 年貢米と 本家 領 家の 得分 (これ は 所謂 社寺 • 權門領 の 支配者が、 その 所領から 年貢と して 徵發 する 物で 

ある) 及び これ 等の 地方の 富有 者の 貯蔵して 居る 米穀 等 を、 兵糧米と して 徵發 する 棻を 立てて 奏請した 時 

にも、 朝廷 は 前 同， まに 直ちに 御 裁許に なられた。 これ 等 は 所謂 國家總 動員で あり、 また 物資 動員 計畫 上の 

非常 管理と もい ふべき ものに 該當 して 居り、 これ 等の 非常 處置 は、 何れも 朝廷の 御 裁可に よって、 慕府が 

赏 行の 任に 當 らんと した ものであった。 

將士の 時局 認識の 士 心の 奮起 

かくの 如くして 一致 協和 目標と した、 當 時の 非常時 體制 は、 實に朝 命に 依って 建設され たと 稱 すべき 

ものであった。 從 つて 第一線の 統帥の 責任 を 有する 幕府 もまた、 この 御 趣意 を 奉戴し、 當時直 層の 將士の ， 

問に 於いて、 往々 所領 等に 關 して、 平時より 反目 を續 けた 者が 少 くなかった ため、 かかる 人々 の 間の 調和 

を II る ことが 緊要で ある こと を 認め、 事 變の富 初に 於いて、 かかる 人.々 に對 して は國 防の 重大な 所以 を說 

明し、 私の 反感 を棄 つべき こと を 懇切 嚴 重に 訓戒した。 かくして 幕府 は 統帥 上の 不圓 滑の 發生 を、 未然に 

防止 せんとした のであった。 而も 第 1 囘の文 永の 役に 於いて、 尙 この 點に 於いて 遺 慽の點 があった ので、 

次の 弘 安の 役の 直前に は、 再び 諸將 士に對 して、 協力して 國 防の 目的 を 達すべき こと を 訓戒し、 私の 宿意 を 

挟んで 天下の 大難 を 顧みぬ 者 は 最も 不忠で ある、 諸將士 はよ く 上に 立つ 守護の 命 を 守って 防 衞に盡 力し、 

上に 立って 指揮に 當 るべき 守護 は、 公平に 親疎 を 論ぜ や、 諸 將士の 忠勤 を 勵んだ 事情 を 幕府に 注進すべき 

こと を 命じ、 將 士に對 して その 時局に 對 する 認識 を 一層 喚起せ しめ、 かやうな 方策 を 幾度 か 重ねた 爲^ 


に士 §5 は寶 I ましく、 各方 面 S 多 S ，傳 へら 藝役 H 先立？ 建 治 元年に、 

幕 |防衞 の 一策と して 異國 征伐の 計 誉 立てた。 これ は 我方から 積極的に 進んで、 敵軍 £ へ搫っ 意味 

の も SB- いはれ る。 ^-の計畫に依って、 慕府は 九州 地方の 霞 人に 所領 田き 數、 從 軍し 得る 軍勢と f 

の數 量き、 とりあへ £? しめた。 この？ 受けた 各地の 將士 は、 競って この 軍 S はんとの 熱. I 

燃え、 幕府の 命 S じて sss 進狀 した。 その 注進 S If 今 曰 石淸水 八幡？ 傳 はって 

ゐる。 その £肥後の國 の 家人 SI 法名 西 I、 自身 SS 行 i はぬ 八十 五 歳の 老齢 まる 故 I 

軍 はで IV か、 下の 一族が 擧っ て蠢 を勵 みたい こと S 申し、 又 北山 室の 鐘 尼 真 阿 は、 自分 

ま S 故に 從 軍の 由 もまが、 子 SI や 婿の 久保 公保 墓 夜 兼行で 馳 せ？ しめ？ と を 謹して ゐ 3 

る。 老人 婦女子 までが 國 家の 危急に 臨み、 進んで 强 敵に 當 らんと する 意氣の 凝であった 美サぉ 力、 少 力ら す ^ 

存 して 居った ので ある。 5 安の 役に I の 任 t つ S 將士は 協心 戮 力し、 三 箇月の 久し I 亙つ f 

く 力 義鬪、 敵軍 州 中國の 本土へ 一歩 i 響し S き S み I， 大矢野 f  •  、| 

SSS 驅 つて 11 襲 を 決行し： 敵軍の 心膽を 寒から しめた。 ^-れ等の事情の爲めに|はその 

作 戰計畫 に 多大の 齟齬 を來 し、 遂に 神風の 爲 めに 慘敗を 招く に 至った のであった。 

大敵 擊攘の 主因と その 淵源 

かやう に觀 察すれば、 蒙古の 大軍 I 攘し 得た の は、 この 事霸 發の當 初に 於いて 毅然として 定められ 

た 朝廷の 鬵に 霞せられ た 御 方針、 卽ち 日本 精？ 昂揚し、 上下 和 協、 擧國 一致して、 この 神國 日本の 


防衞に 邁進 せられん とする 非常時 國 策に 依って、 遂行せられ たもので あつたと いふべき であらう。 軍事に 

ついての 偉大. な 成果が、 幕府の 當局を 始め、 第一線 將士の 大敵 を 恐れざる 不屈 不撓の 大和魂、 卽ち 日本 精 

神の 賜物であった こと は 固より であるが、 所謂 銃後の 國民、 卽ち 神官 僧侶 を 始め、 - 一般の 庶民に 至る まで、 

何れも 同様に この 不屈 不撓の 日本 精神に 燃えて. Q たのであった。 かやう に 日本 精神が、 遍く 全國に 亙って 

昂揚され た その 根源 は、 實に 畏くも 上皇 室の 御 聖盧に 淵源 を 有して. Q るので あった。 神國 日本 は他國 から 

汰 して 伎 犯せられ る國 柄に あらや、 神國 日本に は 皇祖 皇宗の 神 霞の 加護が あり、 又 神祇の 本 地で あると 考 

へられて 居った 佛陀の 冥 助が あって 〔 敵國の 降伏 敵軍の 敗退 は 必至の 勢で あると いふ 確い 信念が 凝って、 

敵笨を 擊擅 し 得た. ので あり、 この 0 民の 信念の 淵源が、 卽ち 皇室に 存 して 居った ので ある。 

防衞と 施設の 整備 恒久化 

弘安の役に^^大な戰杲ケ-擧げたことは、 當時 上下の 言 ひ 知れぬ 歡 びであった が、 併し 戰は 尙將來 にあ. 0 

と考 へた K 民の 緊張 は、 更に 益く その 度 を 加 ふるに 至った。 防衞の 責任 當局 である 幕府 は、 前の 二 大戰役 

の經驗 を甚 礎と して 一層 防 衞の强 化を圖 り、 弘 安四 年 卽ち弘 安 役の 直後に は 將士の 他行 を 禁止し、 防お 糾の 

任地 を 離れし め や、 又 九州 各地の 港灣の 船舶 を嚴 重に 檢閲 する 處置を 執る 等、 非常時 體制を 益く 强化 整備 

した。 その 間 敵 國も亦 幾度 か 出師 計畫を 立てた が、 その都度 慕 府は牒 報 を 得 益く 對應 の備 へを强 化した の 

.  sS いが はま 

であった- 弘 安五 年に 筑 前の 姪濱に 奉行所 を 置き、 北 條時定 を その 鎭 戌に 任じ、 翌六 年に は 敵軍 出動の » 

報 を 得て、 更に 北 條兼時 播 磨に 派出して 近畿の 防衞に 充て、 北 條實政 を 長 門に 遣して 中國 の汸衞 に當ら 
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せた。 弘 安八 年に は 九州 沿岸 地方の 防衞 施設で ある 石壘. 築地、 これ は弘安 役の 直前に 敵 5t の 上陸 を i 止 

する 防衞 設備と して 建設し、 大いに 功 を 奏した ものであった ので、 その 設備 を 益く 補强 したので あった。 

この間に 朝廷に 於いて は、 專 ら敵國 降伏の 御 祈禱を 諸方に 御沙汰 あらせられた。 弘安 十一 年に 後深草 上皇 

は 石 淸水宮 • 春 日 社 等に 御 願文 を 捧げられた。 これ は その 當時 敵軍の 行動が 積極的と なって、 時局が 危殆 

に 瀕した が爲 めに、 上皇が 御 珍 念の 餘り に、 畏くも 御 願文 を 捧げて 國 家の 安. 泰を 祈らせられた のであった。 

その後 正應五 年に、 高麗が 元の 命に依り 金 有 成 を宣諭 使と して、 文 永 度と 同意 味の 國番を 我 國に傳 へさせ 

た。 この 時 も 前例に 依って、 幕府 は 朝廷に その 國 * を 進め、 前 同様 返牒の 事な くその まま 使 を 追 却した の 

であるが、 使節の 來朝 は從來 敵軍 襲來の 前提と なって 居った から、 翌永仁 元年に は 全國は ー齊に 緊張の度 

を 加へ た。 幕府 は 北 條兼時 を 九州に 特派して 再び 石壘の 修築 を 始め、 敵軍の 襲來を 通報す る 施設と して 條 S 

火の 備 へお 新設した。 朝廷で は 前 二役に 神驗の 著しかった 大神宮の 別宫風 社. 伊 維 社に 宫號を 奉って 官幣 

に 列せられ ついで 公卿 勅使 を發 遣せられ たので、 時局 は 又もや 切迫 を 告げた 觀を呈 する に 至った。 併し こ 

り^も 敵 國の內 部の 事情に 依って、 懸軍 萬 里の 出師 は 遂に 實 現しなかった ので ある。 正 安元 年に 至り、 0 

國は 和平工作に 出で、 その 爲 めに 特派 使節 を 差遣した が、 我國 はこれ に應 じなかった のみなら す、 寧ろ こ 

の 年に は 幕府 は鎮西 奉行所に 評定 衆. 引付 衆 を 置き、 九州の 諸 將士の 統帥 を圓 滑に する 方法 を 講じた。 卽 

ち 非常時 對策 として これまで 臨機に 設けられた 設備 を、 恒久的の 施設に 改編した ので ある。 その後 間 もな 

く 正 安三 年 十一月に、 元の 船が 薩 摩の 西方の 海域に ある 甑 島の 邊に 到り、 風浪の 爲 めに 漂流し、 遂に その 

〈^ 方 を 失った 事が あった。 在京の 公卿の 日記の 一 つで ュグ 0 吉續記 は、 これに 就いての 幕府よりの 報告 を 雷 


せ、 「異國 襲, 來薩摩 國子敷 島； 兵船 一艘 著 レ之、 海上 二百 艘許 見」 と 書いて 居り、 これに 依って 院の 御所で 

は、 例に 依って これに 對處 する 評定 を 行 はれた。 朝臣の 中には 國 家の 重 事 何事 かこれ に 如かん やと、 憂慮 

した 者が あり、 一時 は 頗る 重大視 された。 かくの 如き 事情であった ため、 この 後 も 博 多 を 始め 九州の 各 要 

地に は、 秩序 正しく， 固が 行 はれた、 所謂 警固番 役 は 早く 組織され て、 在 九州 諸 將士が 交替で 勤 仕した の 

であった。 やがて 元弘， 建武 と. なり、 我が 中央の 政界 は 一大 轉換 をな したが、 中央の 政治 情勢の 如何に 拘 

らゃ、 九州に 於け る防衞 設備 は 依然として 前 同様な 方針が 繼績 された。 延 元三 年閏 七月に 足 利 直 義は鎭 西 

の將士 に、 筑 前の 石 壘化 修理 すべさ 命 を 出して ゐ るが、 尙 この種の こと はこの 後、 後村上 天皇の 興 國年閬 

にまで 及んで ゐる。 その後の 事情 は 不幸に して 文 獻の徵 すべさ ものなくて 不萌 であるが、 引續 いて 行 はれ 

て 居った と 思 はれる。 

長期 防衞 の 完遂 と 日本 精神 の 宣揚  ， 

かやう に 長期に 亙って 防衞の 策が 講ぜられ、 殊に 第一線の 九州 地方の 諸將士 は、 この 防衞 任務の 爲 めに、 

期に 亙って 多大の 負擔を 甘受し、 疲弊 困 儼 も亦甚 しかった と 推量せられ るので あるが、 少しも 屈せ やそ 

の 任務， V,- 遂に 全うした こと は、 {是 に 賞讃を 禁じ 得ぬ ものが あり、 又 九州 地方の 一般 民庶が 絕大な 後援 を 諸 

將. fl に與 へた こと は 推測に 餘りが ある。 後年に 至って、 當 局の 處理 宜しき を 得ざる こと 起 h、 これ 等の 將 

士の 中には 當 局に 不満 不平 を 抱いた 者 も 出た が、 これ 等の 不平 を 抑へ て 協力 一 致國 防の 重責 を果 した こと 

は、 要するに 日本 精神から 發 したと 乙ろ であり、 皇 國の爲 めの 犧牲 的の 行爲に 外なら なかった ので ある。 
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弘 安の 御 願に 就いて 


1 、緖 言 

八 代 S 治 氏 は 「蒙古 襲來に 就ての 硏究 J と 題せられ て、 これに 關 係の ある 根本 史料と して 弘 安四 年 曰 記 

抄 • 勘 仲 記 等の 紹介 を 兼ね、 氏が 多年 研究 せられた 數 多の 事項 を 公に せられた。 斯界に 稗 益した ところ は 

敢へ ていふまで もな く、 これに 依って 在來 認められて 居った 史實 が變更 され、 また 不確定であった ものが g 

確定す るに 至った。 その 中で も 特に 弘 安四 年の 蒙古 來 襲の 折に、 龜山 上皇が 大神宮に 御身 を 以て 國 難に 代 

らんと 祈らせられ たとい ふ從 來の增 鏡の 文の 解釋 について、 氏 は その 文章の 解釋 と、 弘 安四 年 日記 抄、 及 

び 勘 仲 記 等の 記事 を傍證 として、 これ は 上皇の 御 願で はなく、 後宇多 天皇の 御 願と 推斷 される と 1 ぜられ 

た 一項 は、 古來 から 人口に 膾炙され たこと であるた め 大いに 世の 注意 を 引いて、 諸 新聞 雜 誌に 轉 載され、 中 

に はこの 事に 就いて 新しく 絕對に 確實な 材料が 發 見され たやう に傳 へた もの もあった。 この 問題に 就 C て 

の 直接の 材料 はた だ增 鏡の 一 つ あるに 過ぎぬ ため か、 これに 就いて 從來 特に 研究され たもの は 見えない や 

うで、 八 代 氏の この 研究が 恐らく 最初の もので あらう と 思 はれる。 これ は 頗る 興味 ある 問 で、 果して 

の 所論の 如く 天皇の 御 願と 認 むべき もので あらう か、 在來の 上皇と 認めて 來た說 は 全く 成立せ ぬ もので あ 


らう か、 聊か ここに 卑見 を 述べて 大方の 批判 を 得たい と 思 ふ。 • 

二、 在来の 諸家の 解釋 

先づ本 問題に 就いて 從來の 諸家の 解釋を 見る と、 第一に 大 日本史に は、 龜山 天皇 本紀に 

弘 安中 蒙古 來寇、 帝 深憂， 之、 御 書 願文 奉 11 大神宮 r 祈 一 い 身代 nH 難 f  .1、 

とあって、 思 ふに 增鏡 のこの 御 願に ついての 明確な 解釋 として は、 最も 古い ものであって、 龜山 上皇の 御 

願と して 人口に 膾炙され る やうに なった 元で あらう。 

第二に 續 本朝 通鑑に は、 弘 安四 年の 條に 

秋 七月 甲 午朔乙 来、 詔 使-一 權 大納言 藤經任 奉二幣 伊勢大神宮 『 且奉ニ 幣諸社 一 祈 二 蒙古 之 事 『g 、中 新 上皇 幸 一一 ， 

八幡 社： 留宿 祈， 1 蒙古 之 事 『自作，！ 願文-曰、 當下朕 執 =國 政-之 時ャ有 n 此變 f 今 若 我 國爲， 1 異賊 所，. 掠、 則 

神 可て 先 早 奪 巾 我 命，：； 大宮女 院聞而 太 悲,， 之、 於い 是命； 一 西 大寺衆 僧， 轉， 1 讀大 般若 經 f 上皇 猶 在，, 八幡 「 ぽ 

野 通有 之 使久萬 成俊獻 U 蒙古 首級 f 來奏 二軍 事 r 上皇 且歡且 憂、 召， 一 其 使， 先賞ッ 之、 

とあって、 この 御 願 を 上皇と 認めた こと は大 日本史と 同樣 であるが、 捧げられた 宮を 石淸水 八幡宮と し、 

大 日本史が 大神宮と した ことと 相違して， Q る。 續 本朝 通 鑑は大 日本史 程に 流布され なかった ため か、 この 

說を 受け 傳へ たもの は 見えぬ やうで ある。 ただ 本書に は f3 用 書が 擧げ てない。 

第三に 國 史眼の 第 九十 六 章に 

龜山帝 ノ文永 五 年、 其 主 忽必烈 高麗 ヲ屬 シ、 遂 一一 我ヲ屬 セント 欲シ、 悖慢 ノ睿ヲ 贈ル、 朝廷 報 答 セン 


ト.^ ス、 縑府 抑へ テ 遣- フズ、 後嵯峨 法皇 宣命ヲ 大神宮 一一 奉ジ、 山陵-一 吿ゲ、 筑 紫ノ邊 防ヲ嚴 一一 ヌ、 八 

年 蒙古 ノ-" 史 節度 良 巧、 筑前 ノ今津 一一 來リ國 書 ヲ 致シテ 朝貢 ヲ詰 責ス、 答ズシ テ之ヲ 逐フ、 龜山帝 親政 

一一 及 ビ大， .f 呂ュ 禱リ、 身ヲ以 テ國難 一一 代ント 請フ、 十 一 年位ヲ 讓ル、 

とあって、 この 御 願が 龜山 天皇で ある こと は、 前同樣 であるが、 天皇の 御 在位 中の 事と して ゐる。 本書 も 

|用 眷 げ てない ので 何に 據っ たかは 不明で あるが、 恐らく 增 鏡と 五代 帝王 物語と に據 つた ものら しい。 

士  口田 束 伍 博士の 倒叙 日本史 もこの 說を 受けた やうに 思 はれる。 

以上の 三說は 何れも 多少の 相違 は あるが、 龜山 天皇の 御 願と 認めて ゐる こと は 一致して ゐる。 これに 對 

して.？ ギ多 天皇の 御 願で める との 說を 述べた ものに は、 宫內省 圖書寮 御藏の 六 人部是 香の 著 風 宫考證 が あ 

る。 本 害 は 奥に 嘉永七 年 五月 廿 九日 六 人 部是香 (花押) と あり、 宛名 を 大中臣 卿の 御 許へ として ゐる もので ^ 

ある。 伊勢 內 外の 大御 神の 別 宮風宫 の 本末 また 弘 安の 神 驗の論 ひ、 風宮の 祭神 本緣 などく さ （-の 事との 

題 下に 記された もので、 所要の 箇所 を擧 げれぱ 次の 如くで ある。 

今夜 神 滅官に 行幸なら せ 賜 ひし は、 全 伊勢に 勅使 を發 a たま はんとての 行幸に は あれ ど、 殊更に 官に 

行幸し 袷る は、 官 にて みづ から 御 祈の 旨 乎と て遙拜 した まひて、 直に 其戲盧 に大御 神に は 白した まひ 

つるなる べし、 其遙拜 なから まし か ぱ恒の 如く 內裡 より 發 遣た まひて、 殊更に 官には 行幸べ くも あら 

じかし、 さて 此時 ものし. たま ひし 震 翰の 祝詞の 事 乎、 增 鏡に 大神宮へ 御 願に わが 御代に しも か」 る亂 

いでき て、 まことに この 日本の そこな はるべく ぱ、 御 命 をめ すべきよ し、 御手 づ からか、 せ 給へ る 

K 大宮 C, と ある まじき 御 ことなりと、 諫め 聞え させ 給 ふ、 とこと わりに あはれ なる (大宮 院は妨 子 


と 申して 後嵯峨 院の皇 にまして この 後 宇多院の 大御 祖母に 坐り) と ありて、 掛卷も 忌.々 しく 深く 念 

じ 入らせ 給たり し歡盧 を、 內 外の 大御神 も M 食した まひて、 忽ち 神驗を も顯 した まひし なるべし、 

本書 は、 神 紙官の 行幸に 增 鏡の 記事 を連續 させて、 この 御 願 を 天皇の 御 事と したため、 大宮院 の 注に 於い 

て 女院と 天皇との 御 血統 關係を 記した ものに 過ぎな く、 特に 考證 した ものと はい へない。 されば 天皇 說は 

實 にこの 八 代 氏の 論說 によって、 始めて 委曲の 考 證が盡 された ものと いふべき であらう。 天皇 說 はかく 八 

代 氏に よって 詳細に 說 明せられ たが、 在來の 上皇 說の諸 書 は、 上揭の もの を 始め、 單に 上皇の 御 事と 記述 

して ぬるに 過ぎな く、 如何なる 論據 によつ たかは 全然 傳 へて 居らぬ 故、 詳細 は 全く 不明で、 現存の 材料 か 

ら 推考す るに 過ぎぬ。 * 八 代 氏の 論說の 中に もこの 上皇 說の 依って 起った 所以 を 述べられて ゐる。 恐らく は 

然るべ さで あらう が、 ただ それが 總て であるか 否か は 明らかで ない。 

現在 この 問題に つ いての 直接の 史料 は增 鏡が あるば かりで、 【その 文章の 解 釋が本 問題の 中核 をな すので 

ある。 龜 山上 皇說も 後宇多 天皇 說も實 はたお その 文章の 解釋の 如何に 存す るに 過ぎぬ。 先づ 必要の 箇所 を 

抄出して、 その 二様の 解釋を 比べて 見たい。  . . 

〔增 鏡〕 ぽ I そのころ^ 1:^ 女 蒙古お こる とか やい ひて、 世の なかさ わぎた ちぬ、 色々 樣々 に おそろしう 聞 

ゆれば、 本院 新院は あづまへ 御 下 あるべし、 tS: 春宫は へ 京に わたらせ 給 ひて、 東の 武士 ども 上り 候 ふ 

I べしな ど 、オノ 汰 ありて、 山 々寺々！： いのり かや しら や、 伊勢の 勅使に 經任 大納言まぬ る、 新院も 八幡へ 
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御幸な りて、 西大 寺の 長老 召されて、 眞 讀の大 般若 供養 せらる、 太 神宮へ 御 願に、 我 御代に しも か、 • 

亂 さて、 まことに この 日本の そこな はるべく ば、 御 命 をめ すべさよ し、 御手 づ からか、 せ 給 ひけ 

る を、 大宫院 いと あさましき 事な りと、 なをい さめ 閜 えさせ 給 ふ どこと わりに あはれ なる、 東に もい 

ひしらぬ 祈 ども こちた くの 、しる、 故院の 御代に も、 御 賀の試 樂の， ころ か、 る 事 ありし かど、 程なく 

こそ しづ まりに し を、 此度 はいと にがにがしう、 蹀狀 とか や もちて 參れる 人な ど ありて、 ゎづら はし 

う 聞 ゆれば、 上下 思 ひまど ふ 事 かぎりなし ノが中 さて 爲 氏の 大納言、 伊勢の 勅使に ての ぼる 道より 申し 

おくりけ る、 

勅と していの る しるしの 神風に よせく る浪 そかつ くた けつる 

かくて しづ まりぬ れぱ、 京に も 東に も、 御 心 どもお ちわ-てめ でた さかぎ りなし。  ^ 

この 文章に よって、 龜 山上 皇說は 「經任 大納言 まねる」 まで を 形勢の 一般的の 記事と し、 その 次 を 特に 龜 

山 上皇の 御 &靜に 就 い て 述べ られ たものと 見て、 更に 爲 氏の 勅使 を經 任の 公卿 勅使 と^べ て 上皇の 御 使と 

解釋 した もので あり、 後宇多 天皇 說は r 大 般若 供養 せらる」 まで を 一般的 記事と し、 その 次 を 特に 委しい 

事 ffi を 述べた ものと 解し、 大神宮の 御 願 を、 經 任の 勅使と 連絡 ある ものと 認 めた もので、 從 つて 爲 氏の 勅 

使の こと は、 照應 する ものがない ので、 前文との 對 較上經 任の 誤で あらう と推斷 したので ある。 なほこの 

二つの 說に は、 この 增 鏡の 文章 以外に、 他の 事情が 考慮の 中に 加 へられて ゐる 乙と は 勿論で あるが、 增鏡 

の解釋 として は 上述の 相違に 過ぎない。 續 本朝 通鑑は 更に 一 歩 進めて、 八幡の 御幸と 御 願 を 連絡 ある も 

めと 見た ので ある。 上皇 說の 背後に は、 當時 は龜山 上皇の 院政で ある こと、 上皇と 大宮院 と は 御 子の 移 a  . 


係で、 且つ 上皇 は女院 の御鍾 愛で あらせられた ことが、 就中 重要な 說明 となって 居り、 これに 對 して 天皇 

說は、 當時 上皇から 神宮への 御 使の ことが、 他 記錄に 見えぬ とい ふ 事情が 背景と なって、 增 鏡の 記事 を こ 

れ にあて はめる やうに 說 明した ものである。 それ 故 その 說 明に 當 つて はこの 御 願を經 任の 勅使と 連絡 させ 

る 事が 必要と なり、 大宫院 の御鍾 愛の 事情 をば 御 孫の 天皇に 及ぼし、 爲 氏は經 任の 誤寫と 推定し、 且つ 當 ， 

時 天皇 は 寶算旣 に 十五 を 重ね 給 ふ を 以て、 親しく 宣命を 書き 給 ふ 事 を 得と 推量し、 また 御 願に 我 御代と 仰 

せられた の は、 位 を 退かれた 上皇で は 申されぬ と 思 はれる と、 論及され たので ある。 

これに 就いて、 龜山 上皇からの 伊勢へ 御 使の 發 遣され た 有無 を、 增鏡 以外の ものに 依って 確認して 置く  • 

こと は 大いに 必要な ことで あるが、 今增 鏡の 解釋 のみから、 この 兩說を 比較して 見れば、 何れの 句まで が 

一般的の 事情 述べ、 何處 からが 特別な 事情 を 書いた もので あるか は、 人々 の解釋 次第で、 要するに 水掛 i 

論に 終る が、 上皇 說の 方が 增 鏡の 解釋 として は穩當 であるら しく 思 はれ 、「我 御代」 とい ふ 御 願の 文句 は、 

增 鏡の 記者が 要 を 摘んで 書いた、 卽ち 記者の 文と 見る 方が よく はない かと 考 へられる。 若し 然り とすれば、 

そのす r 次に 後嵯峨 法皇の 院政の 時代 を 記して、 故院の 御代と 書いて ゐ るから、 「御代」 の 語 は、 院政 を 

見た まへ る 上皇の 御代で あっても 差 支な く、 上皇で は 申されぬ とい ふ 推定 は、 如何 かと 思 はれる。 それ 故 

これ だけで は、 增 鏡の 文章 は 上皇 說 にも 天皇 說 にもな り、 敢 へて 一方の 說が 成立せ ぬと いふ 理由 はない。 

四、 大宮院 との 御關係 

然し 更に 一 步， U すすめて 增 鏡の 記事 を讀 ひと、 この 御 願 は 大宫院 と 殊に 御 親密な 御關 係の 方に 就いての 


事で なければ ならぬ やうで ある。 御 願文が 勅 草で ある 程 大切な もので あれば、 殊更に 女院 などへ 特に 御覽 

に 供へ る こと は 如何で あらう か。 この場合 勅 草 を女院 が御覽 遊ばされ たとい ふこと であるから、 御座所 を 

同じく さュた 程の 方で なければ、 あり 得ぬ 事情で はなから うかと 思 はれる。 それ 故 ここに 大宫院 と 上皇 及 

び 天皇との 御 關係を 見る 必要が ある。 

弘 安四 年の 蒙古 來 襲の 折 を 中心として、 その 前後に 亙って 大宫院 と 上皇との 御 關係を 見る と、 大宮院 の 

御所 は 常 盤 井 殿であった ことが 勘 仲 記に 見えて ぬる。 • 

弘安 元年 十 一 月 十九 日、 g 、中次 大宫院 推參、 體 I、 人々 連 歩行 船" 

弘 安二 年 正月 三日、 g?. 今日 御幸 始 供奉、 幸 大宫院 常 盤 井 殿 #1、、  0 

弘 安五 年 正月 五日、 丙 寅、 晴、 新 院幸常 盤 井 殿、 大宫院 御座、 §吓 

この 問 女 院が諸 所に 御幸に なった こと は 折々 あり、 また 勘 仲 記に は SS 事の 缺漏 があって、 その 間は詳 かで 

ない が、 この頃 常 盤 井 殿が 女院の 御所であって、 大抵 ここに 御座あった ことが 認められる。 

また 龜山 上皇の 御所 は御讓 位後晨 く變更 され、 また 所々 に 離宮が あって それ 等への 御幸 は屢 くあった が、 

仙 洞と して は弘 安元 年に 萬 里 小路 冷泉 殿が 修造され て、 八月に 御 移 徒になる と 間もなく、 閨 十月 十三 日に 

ニ條高 食の 內裹が 炎上して、 天皇が 萬 里 小路 冷泉 殿に 御幸が あつたので、 上皇 は 常 盤 井 殿に 幸せられ て、 

を 仙 洞と なされた ことが 增 鏡と 勘 仲 記と に 見えて ぬる。 

〔《錢〕^!|、弘安元年になりぬ、 十月ば かり 又 ニ條內 裏に 火 出で 來て、 いみ じう あさまし、 萬 里 小路 殿 は 

あ. 0 し 火の マ  1^、 又つ くられて、 今年の 八月に 御 わた まし ありて、 新院 すませ 給 へれ ど、 內裏燒 け ぬれ 
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ば、 この 院又內 裏にな りぬ。 

. 〔勒仲 記〕 弘安 元年 十月 十閏 三日 壬 辰、 晴、 丑 刻、 皇居 炎上、 g 、中 主上 駕 n 腰 輿-出御、 卽渡ニ 御 萬 里 小路 

殿： 2、 中 上皇 卽御 一一 幸 常 盤 井 殿 一可， 爲ニ仙 洞-云々、 S マ 

この f!M 天皇 は、 十一月 八日に 三 條坊門 萬 里 小路 第 を 皇居と せられた ことが 勘 仲 記に 見え、 上皇が 常 盤 井 殿 

から 萬 里 小路 冷泉 殿に 還 御の こと は 明文に はない が、 前 揭の勘 仲 記弘 安元 年 十 一 月 十九 日の 條に常 盤 井 殿 

を 大宫院 の 御所と して あり、 且つ この 日龜山 上皇が ここに 御幸 あらせられた ことが、 同じく 勘 仲 記に 見え 

て 居り、 また 二 年の 正月 三日に 常 盤 井 殿の 大宫院 御所への 御幸 始めの 順路 を、 勘 仲 記に 

幸路、 萬 里 小路 北行、 大炊 御門 東行、 京 極北 行、 入御 常. 盤 井 殿、 

とあって、 この 事情から 見れ ぱ萬里 小路 冷泉 殿に 還 御 あらせられ たやう にも 見える が、 吉續 記の 弘 安二 年 ^ 

四月 十五 日の 條に よれば、 上皇 は 前日に 御幸 あらせられた 禪林寺 殿から 常 盤 井 殿に 還 御の ことが 見え、 五 

月 三十日に は 上皇が 晚 頭に 常 盤 井 殿に 御幸の ことが 仁 部 記に 見えて 居って、 この頃の 仙 洞 は 主として 何れ 

であった か 分りに くいが、 勘 仲 記の 七月 十四日の 條に 

參院、 I 腿、 被 J? 遣 御瓮ハ 院 司光顯 奉行、 

と あれば、 常 盤 井 殿 も 仙 洞であった こと は 疑ふ餘 地がない。 更に 勘 仲 記の 弘安 三年 正月 一二 曰の 條に 

卽 參院、 II、 今日 御幸 始也、 院 司右少 辨信輔 奉行、 先 有-一 御藥 儀- 不 -1 見 及つ 人々 參集之 後 有 二 出御 7 寄- - 

御 車 於 中 門廊； mi 、頭 殿 幷信輔 付-一 御 車 ハ關白 殿 令，， 候-一 御 車 寄-給、 先い 之 公卿 殿上人 降 立、 次第 步. 

列、 京 極 南行、 大炊 御門 西 行、 富 小路 南行、 至， 1 本院 富 小路 宮 f  . 


とあって、 これによ つて 常 盤 井 殿が 仙 洞であった ことと、 當時 上皇が 大宫院 と 御 同座 あらせられ たこと、 

これと 前 揭の弘 安二 年 正月 三日の 御幸 始の幸 路と對 照して 見て、 常 盤 井 殿の 位置が よく 知られる ので ある。 

また 弘 安四 年 五月 三日の 院最 勝講の 記事 を、 勘 仲 記に 見る と 

自今 日 被， 始= 行 院最勝 講「 藤 宰相 賴親 奉行、 於，； 常 盤 井 殿， 被， 整，， 道 儀 「 . 

と あり、 また 同 害の 弘 安五 年 十一月 廿 六日の 條に 

夜半 自， 1 冷泉 朱 雀， 火災 出來、 常 盤 井 仙洞燒 亡、 泉 屋竝京 極 面 北門 等燒殘 云々、 新院大 宮院新 女院俄 幸， I 

靡 殿御 所 1 月 卿 雲 客 馳參、 此 御所 連々 燒失、 以外 事歟、 

と 見え、 園 太 暦 文 和 二 年 二月 五日の 條の 小槻匡 遠の 勘 申した 仙 洞 火事 例に r: 

弘 安五 年 十 一 月廿 六日、 丑 冠、 新院 御所 常 盤 井殿燒 亡、 II 化 ll;B 

と あり、 更に 勘 仲 記の 同年 十二月 五日の 條に 

上皇 御幸 近衞 殿； 常 盤 井 殿 炎上、 靡 殿 銀花已 下條異 出現 之 間、 當時 依， 無二 仙 洞 r 暫可， 爲，, 御所， 云々、 

と 兄え てぬると ころ を 綜合して 觀 察する と、 弘安 三年に 大宫院 と 常 盤 井 殿に 御 同座あった とい ふ 頃から、 

この 炎上まで は 常 盤 井 殿が 主と し 仙 洞であって、 大宫院 と は 大抵 御 同座 あらせられ たもの らしく 思 はれる。 

勿論 上皇に も 大宫院 にも その 間に 諸 所に 御幸に なった こと は 勘 仲 記 等に 見えて 居って、 常 盤 井 殿が 弘 安三 

年から この 炎上まで、 引續 いての 仙 洞であった とはい はれぬ けれど、 殆んど 大部分が 仙 洞であって、 また 

その 中には 大宮院 と 御 同座の あった こと を 勘 仲 記 等の 文面から 推斷し 得られる。 かく 推斷 すれば、 恰も 弘 

安四 年の， 古 襲來の 折に は、 上皇が 大宫院 と 頗る 御 密接で 御 同座 さ へ あらせられ たこと も考 へられ 得る。 
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^く 上皇 は 大宫院 と 御所 を 同じく され、 また 御 同座あった ばかりでなく、 御 動靜を 共に せられた こと も 

折々 見えて ねる。 卽ち弘 安三 年 三月 一日に、 上皇が 大宫院 と共に 富 小路 殿に 御幸に なった こと は、 飛鳥 井 

雅 有の 春の 深 山路に 見えて 居り、 五月 十三 日 靡 殿に 於いて 新 陽 明 門院の 御沙汰と して、 御 逆修が 行 はれた 

際、 上皇が 大宫院 と共に 入御な つて、 御聽聞 あらせられ たこと は 勘 仲 記に 見え、 四 年の 八月 十日に 上皇が 

大宫究 • 新 陽 明 門院と 共に 石淸水 八幡宮に 御幸あって、 報 賽を行 はせられ た. こと は、 弘 安四 年 日記 抄， 見 • 

えて ゐる。 これ 等の 事情 は當 時の 記錄に 散見して ゐる ところであって、 尙 かか. \ 事が 多かった 事 は、 自ら 

想像し 得られる ので ある。 

これに K して 大宫院 と 天皇との 御關 係を拜 する に、 その 上皇との 御 間の 如き 御所 を 共に された 事 また 

は 御 一了^ 共に せられた 如き こと は、 この頃に は 現存の 史 粋に は 殆んど 一つ も 見えぬ。 無論 現存の 史 粋に ^ 

ないから とて、 絕對に 否定す る こと は出來 ない が、 上皇が 大宫院 ベ 御 親密であった ことが、 天皇と 大宮院 

との それ 以上であった こと は 否まれぬ やうで ある。 殊に 上皇が 大宮院 と 御座所 を 共に せられた 事の あった 

とい ふこと は、 增鏡 のこの 事情 を解釋 する に當 つて、 見遁 せぬ ことで ある。 殊に 當時、 大宮院 が 蒙古の 難 

について 御 憂慮 あらせられ たこと は、 八 代 氏の 論說に 見えて ゐる 通り、 勘 仲 記ゃ弘 安四 年 日記 抄に 明文 力 

あって、 女院が 上皇と 御 共に、 諸 社寺 等への 御 祈に 御 配慮 あらせられ たこと は、 自ら 推 蒼し 得られる。 從、 

つて、 上皇が 畏ぃ御 願 を 天祖の 宫に 捧げられん とせられ るに 當 つて、 女院は 御座 を 共に せられた 力 爲め旷 

尊き 勅 草の 御 願文 も 親しく 御覽 あらせられ、 御 母子の 情と して 御諫 あらせられ たので あらう とい ふこと は • 

上皇 說に とって 極めて 穩當 な論據 であって、 單に御 母子の 御 愛情ば かりが、 大宮院 の 御 諫め 遊ばされた^ 


因で は あるまい と &ん はれる。 

五、 院の御 使の 有無 

これに 對 して 天皇 說 がカ說 する の は、， 增鏡 以外の 諸 史料に、 院 から 大神宮への 御 使の 發遣 のこと は 全く  ■ 

見えぬ 故、 疑 はしく、 且つ 弘 安四 年 曰 記 抄には 

公卿 刺 使 有，， 臨幸， 被い 發，, 遣 之 f 希代 之 御 願 也、 截 慮異， 他 之 子細、 宗廟 無二 受納， 歟、 

と あるので、 增 鏡に いふ 御 願と 照應 させて、 この 御 願 は 公卿 勅使 經 任が 祌宫^ 捧げた ものに 逢 ひなく、 御 

身 を 以て 闺 難に 代らせ 給 ふ 尊い ^慮が、 卽ち 希代 之 御 願 截慮異 他 之 子細の 語 を 以て 示された ものと 推察 さ 

れる とい ふので ある。 この 論旨 は 天皇 說が 成り立つ に靈 要な 點 であって、 或は 事實 であるか もしれ ぬが、 ， 

絕對 に確赏 と 認定す るに は、 尙硏 究の餘 地が あると いはね ぱ ならな. い。 卽ち 他の 諸 記錄に 見えぬ としても、 

現存の 諸 記 錄は當 時の 完全な 記錄 ではなく、 それ 故 これ 等に 見えぬ としても、 あり 得ない と は斷定 されな 

い。 增 IS にも 院使發 遣の 明文 はなく、 爲氏 院 使と 見た の は、 偶く 前に 記され ゐる 公卿 勒 使と 別人で あ 

るが ために、 かく 解釋 せんとす るに 過ぎぬ。 それ 故 爲氏は 天皇 說の 主張す る やうに 經 任の 誤記で あると し 

て も、 上皇の 御 使が 何人 かによ つて 發 せられた かもしれ ぬし、 又は 大宮院 の 御 諫めに なった 事情 等で 發せ 

られ なかった かもしれ ぬ。 また 爲氏 にしても、 又 その他の 人に しても、 上皇の 御 使と なった ものが、 公卿 

柳 使の やうな 公式の ものでなかった とすれば、 儀式 を 主と する 公卿の 日記に 見えぬ ことが 寧ろ 當然 である 

かもしれ ぬ。 公式の 公卿 勅使で ない 院の御 使 は、 當時數 多の 例が あって、 而も これ は 公式の ものよりも 寧 


ろ 意義の まもので あつ s で. t 。殊に 弘 安四 年 曰 SI 出 il く、 且つ そ sf 、 八 代 氏の 

研究の 如く 小 槻顯衡 としても、 朝政の 樞機を 司る 官務 家で あるから、 公式の 朝 儀 等に 關 係した 事 は、 ゼゃ見 

聞の 及ぶ ところで あるに 相違 はない が、 朝 儀 以外に 亙る 側近 內 儀の 事情まで は 委曲 を盡し 得ぬ ことで あ 

り， 殊に 內密の 事 》 ならば 尙更 である。 また 勘 仲 記に しても、 その 著者 勘 解 由 小路 兼 仲 は 當時官 は 僅 力に 

治 部少輔 で、 蔵人と なった の は 漸く 弘 安七 年の 事で ある。 それ 故 種々 の 見 a を 書き留め てぬると はいふ も 

のの、 雲上の 奥深い 事まで 漏れな く. は 知， り 得ぬ ことで ある。 それ 故 この種の 記錄に 見えぬ とい ふ 理由で 

上皇の 御 使の 發遣を 否定し、 從 つて 御 願までに も 及ぼす こと は 如何で あらう か。 また 希代 之 御 願 歡盧異 他 

之 子細と いふ 文字 は、 所謂 御身 を a て國 難に 代らん とせら るる 御 願 を 指す ものと は 限らない。 この 後弘安 

十 年 人 月 二十日に、 龜山 上皇が 禪林寺 殿の 御堂に、 供養 を 行 はせられ た 際の 御 願文の 事 を、 勘 仲 記に 

御 願文 勅 草、 御 淸書宸 筆、 希代 之 御 願 無-! 比類-者 也、 

と 見えて 居って、 かかる 文句 は單 なる 形容詞に 過^ぬ。 要するに 弘 安の 神宮への 天皇の 宣命 は. 敵軍 擊攘 

が 御 願の 主旨で ある こと は 疑 ひなく、 希代の 文字 は 寧ろ この 御 趣旨 を畏ん だもので あるまい か それ 故當 

時 天皇. 上皇 んで 神宮へ 御 願 あらせられ たとい ふこと が 否認せられ ない 限り は、 何れと も 斷定は 出來な 

c.。 天皇の 公卿 勅使が 捧げた 御 願に、. 上皇と は 別に 畏ぃ數 旨 を 述べさせられた かもしれ ぬ。 當時 常用され 

た^ 容詞 のみで は 如何なる 內容を 示して ゐ るか は 不明と いふの 外 はない ， ， 


弘 安四 年閏 七月 二日、 天皇が 親しく 神祇官で 公卿 勅使 經任を 神宮に 差遣せられ たこと は、 諸 記錄に 見え 

て 居って 一 點の疑 はない ので あるが、 當時經 任が 捧げた 宣 命が 傳 はら や、 且つ その 宣 命の 成立した 曲折 も 

明かで なく、 只發 遣の 儀式ば かりが 勘 仲 記に 載せられて. Q るに 過ぎない ので、 その 宣 命に 如何なる 意味が 

あつたか は、 全く 不明で ある。 

伊勢 公卿 勅使の 捧げる 願文 は、 所謂 度筆宣 命で あさ。 これ は內 記が 起草して 宸筆を 以て 淸 書せられ る こ 

とが 通例で あるが、 また 勅 草の 場合 もあって、 その 際 は 起草 も 淸書も 共に 震 筆で ある。 弘 安の 場合に は そ 

の 何れで あつたか は徵 すべく もない が、 この 後 正應六 年に 同じく 蒙古 來 襲に 對 する 御 祈と して、 伊勢 公卿 

勅使に 藤原爲 兼が 任命され た ことがある。 この 時の 事 は 幸に して 朝廷 側に は 伏 見 天皇 宸 記が あり、 また 神 

宫 側に は、 正 應六年 公卿 勅使 御參宮 次第が あり、 また 宣命も 伏 見 天皇の 御 草案が 伏 見 宫に傳 はって 居り、 編 

神宮へ 捧げられた 正文 は 正 應六年 公卿 勅使 御參宫 次第に 載って 居って、 宣 命の 起草から 奉幣まで 委曲に 知 

る ことができ、 宣命 文の 修正 こと ゃ神驗 のあった ことな どは痕 記に 見え、 また 正 應六年 公卿 勅使 御 參宮次 

第の 記事 はよ く篾 記と 符合して 居って、 史實の 明瞭で ある ことが 喜ばしく 感ぜられ るので あるが、 弘 安の 

折で は 僅かに 勘 仲 記ば かりで、 しかも 宣 命の 成立に 就いては ただ 次の 數 字に 現されて ゐ るに 過ぎぬ。 

朝間 有 >i 御 浴 殿 事 『 宸筆宣 命 御 淸誊程 也、 勅 草 御 侍讀無 n 祇候 之儀ハ  ， 

この 文章に は 多少 解釋の 困難な ところが ある けれど、 勅 草 御侍讀 無二 祗候之 儀, と あるより 見れば、 この 宣 

命 は 勅 草で あり、 且つ その 時には 御 侍 讀が赋 候し なかった ので ある。 もし 增 鏡の 御 願文が この 宣命 であつ 

たなら ぱ、 大宮院 との 御關 係が ここに 見えさう にも 思 はれる。 また 公卿 勅使の 捧げる もの は 宣へ 叩で ある 
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が、 宣 命の 外に 願文と 呼ばれる 形式の もの もあって、 增 鏡に いふ 御 願は宣 命で あるか 願文で あるか は 明か 

でない が、 もし 願文の 形式の ものと すれば、 經 任の 捧げた ものと は 別種の ものと なる。 

七、 院 使と 爲氏. 

爲 かこの 折院 使であった こと は、 上皇 說が いふと ころで ある。 八 代 氏の 說の 如く、 院 にも 公卿 勅使が 

あり、 且つ これ は院 司が つとめる 例で あるが、 爲 氏は當 時の 諸 記錄に 依れば 院 司で なく、 殊に 院 公卿 勅使 

發遣 のこと は 現存 史料に 全く 見えない ので、 增 鏡の 爲 氏の 記事 は經 任の 誤で あるか もしれ ぬ。 然し 爲 氏が 

公式の 浣 公郎 勅使で な い こと も あり 得る。 後年 皇位 繼承 問題に つ いて 持 明院統 から 神宮 を 始め 諸 社に 院の 

御 願が 摩 げられ、 その 御 願文 は 正文 や 草案 等が、 伏 見宫を 始め 某々 所に 傳 へられて ねる ものが、 數 十を算 お 

して. Q るが、 これ 等の 御 願 を 捧げた 御 使の 發遣 等の 事 は 殆んど SS 錄に 見えて 居らぬ。 恐らく 殊更 祕密を 保 

たれた ためで も あらう が、 また 公式で な； 故と も 思 はれる。 後伏見 上皇の 或る 場合の 御 願の 如き は、 仙 洞 

御所に 御 同座あった 花園 上皇の 1辰記 にさへ も 見えて 居らぬ 例が ある。 況んゃ 公卿の 記錄に 於いて は 見えな 

い ことが 當然 であらう。 

かく 當時 非公式の 院の御 願に は、 御 願文の みが 傳 はって、 その 御 使の 發 遣が 諸 記錄に 見えぬ 例が 多い か 

ら、 上皇 說に 於いて、 爲 氏の 院使を 公式の 公卿 勅使で ない とすれ ぱ、 爲 氏の 院使說 が 成り立たぬ こと はな 

い。 且つ 「爲 氏の 大納言 伊勢の 勒使 にて」 と、 增 鏡が 改まって 「伊勢の 勅使」 の 註 を 特に 加へ てぬると こ 

ろ を 見れば、 或は 爲 氏の 勅使の こと はこ こが 初出で あると も 思 はれる。 もし 經 任であるなら ば、 ただ 「伊 


勢より 上る 1」 と あるの みで 十分 かと 思 はれる。 

爲氏 のこと は、 續 史愚抄 には經 任の 公卿 勅使 を 書いた 次に 

或 記、 前 藤 大納言 爲 一一 勅使-向， 一伊 勢， 云、 按、 自， 一新 院， 密被レ 立歟、 

.V 见 えて 按が加 へられて ぬ-る。 所謂 或 記 は 何で あるか 詳か でない。 或は 或 記 は 增鏡を 指 ， たもので あると 

も はれる が、 同書の 引用 書目の 例から 見る とこの 記 は增鏡 以外の もので なければ ならぬ。 續史愚 抄がこ 

の 條に增 鏡 を 引用 * 名 中に 列して 置きながら、 特に 或 記 を 以て この 事 を あげて. Q るので あるから、 これ は 

增^ 以外の 有力な 材料で あるら しく 思 はれる。 勿； i 新院の 勅使と いふの は 續史愚 抄の按 であって、 確實と 

,11 めた ので はない が、 かく 爲 氏の 名が 伊勢の 勅使に 關聯 して 見えて ねる ので、 增 鏡の 爲氏 をた だ誤寫 であ 

ると 退ける の は、 如何 かと 思 はれる。 

また 縛 本朝 I 逾鑑に は、 弘 安四 年 八月の 條に  . 

天皇 兩 上皇 聞； 象古旣 敗， 大悅、 詔， 一前 大納言 藤爲 氏、 大 中臣淸 蔭， 奉ニ幣 伊勢大神宮， 報， ー賽之 f  , 

と见 えて ゐる。 本書 は 引用 書名 を擧げ てない ので、 如何なる 材料に よつ たかは 不明で あるが、 この 事 は 現 

存の諸 記 錄には 見えぬ ところで ある。 ただ 大中 臣淸薩 は、 閏 七月に 祈年穀 奉幣使 を 勤 仕した ことが 大中臣 

氏 系 岡に 見えて ゐる ところ からして、 この 記事 は 祈年穀 奉幣 を 書いた もの かと も 思 はれる。 祈年穀 奉幣の 

事 は、 勘 仲 記 弘 安四 年閏 七月 十七 日の 條に 見えて 居って、 同 記に は宣 命の 辭別も 載って， Q るが、 何人が 神 

営へ 使し たかは 見えて 居らぬ。 或は 爲氏. 淸薩 の兩 人が 使と なった のか もしれ ぬ。 然 れば爲 氏の 伊勢の 勅使 

のこと は 場合が 違 ふこと となる。 續 本朝 適鑑の 記事 は往々 如何と 思 はれる ものが あるので、 必ゃ しも 
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よで きない けれど、 要するに 爲 氏の 名が 見えて ゐる こと は、 一考すべき であらう と 思 はれる。 

また 一面に 當 時の 爲 氏の 地位 を 見る と、 院司 ではない が、 龜山 上皇と 深い 關係 のあった ことが 察せられ 

る。 爲氏は 歌仙と 稱 せられた 定 家の 孫で、 家業 をつ いで、 和歌に は 秀でて 居った。 上皇の 御 信任 は 頗る 厚 

く、 .祁 歌御會 等に は缺 くべ からざる 人の やうであった。 弘安 元年 正月、 上皇が 三 席 御 會を靡 殿の 弘 御所に 

行 はせられ た 折 は、 爲 氏が 和歌の 題 を 出し、 また 御製の 講頌の 役 を 勤めた ことが 仁 部 記に 見え、 翌るニ 年 

十二月 二十 七日に は、 兼ねて 上皇の 勅 を 奉じて 撰 集しつつ あった 歌集 を奏 進した。 卽ち續 拾遺 和歌 集で あ 

る。 れ等は 文藝： 關 する ことで あるが、 弘 安二 年 四月に は、 關 東に 下向す る ことと なって、 上皇から 御 

馬 を 賜 はった ことが、 吉續 記に 見えて ぬる。  3 

四月 十三 日已 丑、 明後日 前 藤 大納言 爲氏 下-一向 關東 r 被レ 下-一 寵蹄前 大納言-於 一一 # 所-賜 レ之、  3 

これ は爲 氏が 上皇の 御 旨 を 奉じて 關 東に 使した 事で ある。 その 使命 を 推測す るに、 この 後弘 安三 年 十一月 

に 飛 &井雅 有が、 後深草 上皇と 皇太子 (後の 伏 見 天皇〕 との 御 旨 を 奉じて 幕府に 使した ことが、 春の 深 山路に • 

見えて 居って、 從來 この 使命が 皇位 繼承 問題に 就いて、 持 明 院統の 要求 V」 幕府に 致された ものと 推察され 

てゐ ると ころから、 この 爲 氏の 使命 はこれ に 就いての 大覺寺 側の もの かと 思 はれる。 要するに 幕府への.^ 

命 は 事赏大 である こと は 否まれない。 これによ つて 上皇の 爲氏御 信任の 程度 を 窺 ひ 得られる やうで ある。 

弘 安の 折の 公卿 勅使 經任 は、 無論 上皇の 御 信任 厚かった 人で、 大切な 勅使に 選 まれた の も その 爲め であ 

つたら う。 經 任が 公卿 勅使で あるから、 これと 別に 上皇が 御 使 を 出される 時には、 爲 氏は院 司で はなく と 

も、 その 壬に ふさ はしい 人と 思 はれる。 殊に その 院 使が 公式の 公卿 勅使で ない とすれば、 爲 氏の 院使說 は 


無下に 排斥 せらるべき ではない。 經 任と 爲 氏との 文字の 草體の 類似の 如き は、 考へ 得る ことで も あるが、 

かやうな こと は稷々 の 問題の 最 末に 考慮すべき もので は あるまい か。 但し 爲 氏の 院 使の 事！ M 他の 事情から 

全く 否定 すべさ ことで あり、 且つ こ の 折の 院 使の ことが 全く 否定すべき ことと なっても、 上皇の 御 願の 有 

無と は 全く 別で ある。 

尙和 田英松 先生の 御說 によれば、 增鏡は 冷泉 家に 關係 深い 人の 手に なった ものの 如く、 從 つて 冷泉 家に 

關係 ある 事が 割合に 多く 載せられて ゐる とい ふこと である。 然らぱ 冷泉 家に 於いても、 殊に 有名な 爲 氏の 

事 を 記す に當 つて、 間違 ふやうな こと は 先づ少 いと 見 ねばならぬ。 殊に この 爲 氏の 話 は 和歌 を 主題と した 

ものである。 經任 ももと より 歌人で は あるが、 爲氏は 歌學の 名流で あり、 殊に その 歌 は 特に 意味の 深い も 

ので あるから、 確實 な反證 のない 限り、 輕々 に 轉寫の 誤と する の は 如何で あらう か。 無論 「勅と して」 の 

歌 は 現存の 爲 氏の 家 奥に は 見えない から、 爲 氏の 歌で ある 確證 はない が、 さりと て爲 氏の 歌で ない 證據も 

なく、 これに 就いては 尙 攻究すべき 餘 地が ある。 

八、 上皇 說 中の 相異 

上皇 說の中 最も 苦 通に 知られて ゐる もの は、 大 日本史の 說 である。 續 本朝 通 鑑が御 願 を 石淸水 八幡宮に 

槔 げられ る 御 願文と して ぬるの は、 如何なる 材料に よった か 不明で あるが、 增 鏡の 文章の 解釋 から 見ても 

「新院 も」 から 「ことわりに あはれ なる」 まで を、 一 つの 叙事と 見る こと もで きる が、 增 鏡の 「大神宮」 と 

いふ 言葉 を 尊重して 考 へれば、 石淸水 八幡 宫を 大神宮と 稱 した 例 は 無く、 (賀茂 社 は 賀茂皇 大神宮と もい は 
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れて： Q るが) 續 本朝 通 鑑が， 增 鏡-によつ たものと すれば、 この 解 釋， か穩當 であるか は 疑 はしい • 

また 國 史眼の 說 である 龜山 上皇が 御 在位の 折の ことと 見る の は 如何なる 論 據か詳 かで ない が、 五代 帝王 

物語に 

四月 十三 日 水 太 神宮へ 公卿の 勅使 を發遣 せらる、 右大將 通雅卿 勅使 をつ とむ、 宣命は 主上 御手 づか 

ら草を させお はします、 淸書 にも やがて 宸筆 也、 

と ある 事柄 を、 智 鏡の 記事と 關聯 させた もので は あるまい か。 國 史眼の 文 を 忠實に 解 すれば 文 永 八 年 以後 

のこと で、 また 龜山 天皇の 親政の 時で なければ ならぬ。 上記の 五代 帝王 物語の 記事 は 文 永 五 年の 事で ある。 

八 年の 十二月に 藤 原 公 守が 公卿 勅使と なった ことがある けれど、 當 時は尙 後嵯峨 法皇の 院政の 御代で ある。 

この 後に 公卿 勅使と して 藤 原 師繼が 伊勢に 使した。 これ は 建 治 元年の 四月で、 龜山 天皇の 御 政務の 折で は ？；^ 

あるが、 御讓位 後の 院政であって、 國 史眼の 記事の 嚴密な 解 釋とは 合 はない。 內容 から 見れば この 時の こ 

ととしても よい やうで ある。 但し 公卿 勅使と 萌 記して は 居らない から、 或は 他の 事情 を當 時の 形勢から 推 

論した のか もしれ ぬ。 

要するに 上皇 說に於 5, て は、 この 御 願が 何時 如何なる 方法に よって 捧げられん とした もので あるか、 全 

然 不明で ある。 - 

要するに この 問題に 就いては、 天皇 說 にも 上皇 說 にも それ どれ 理由 は あるが、 されば とて 一方が 他 を 
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く徘 して 主張し 得る に 足る 論據 はない、 雨說 ともに なほ 一層 攻究すべき 餘 地が ある。 現在の： 15 料で 確定 的 

の 推 I を 下さん とする の は 寧ろ 無理で、 伏 敵 篇が增 鏡の この 所 傳を载 せて、 その 詳確を 知る に 由な しと 按 

をつ けて ぬるの は、 最も 穩當な 態度と いふべき であらう。 但し 伏歒篇 のこの 按の 意味 は、 或は 御 願 その も 

のの. 1* きに 就いて であるか もしれ ぬ。 嚴密な 批判と して は 尤もな ことで ある。 無論 伏 敵 篇の當 時には 發見 

されなかった 徵仲記 • 弘 安四 年 日記 抄が 材料と して 增 加して ゐ ると はいふ ものの、 本 問題に 就いては 何れ 

も 間接の 材料に 過ぎな く、 增 鏡の 所傳を 左右し 得る 力 はない。 

以上 特に 上皇 說の解 釋にカ を 用ぬ たが、 これに 依って 特に 上皇 說を 主張 せんとす る もので はない。 ただ 

天皇 說が八 代 氏の 論說 によって、 詳しく 紹介され たから、 天皇 說は それに 讓 つて、 今まで あま ゲ 論ぜられ 

なかった 上皇 說の 根據 であり 得る 事情 を、 管兒の 及ぶ 限り 列擧 し、 雨說 を對較 して、 更に 研究の 歩の 進め 

ら れんこと を 目的と したに 外ならぬ。 上述の 上皇 說と、 八 代 氏の 天皇 說とは 現在の 材 粋で 何れが より 以上 

適切な 解釋 であるか は、 大方の 批判 を 俟っ外 はない。 ただ 兩說 何れも 尙缺陷 が ある こと は、 現在に 於いて 

は 止む を 得ぬ ことで、 上皇 說が 不備で あり 薄弱で あると 共に、 天皇 說も亦 同樣に 不備で あり 薄弱で あると 

いはねば ならぬ。 思 ふに この 問題 は 史實の 性質 上から は 逸話に 屬 すべき ものであって、 これに 就いての 新 

科の 發見 されぬ 限り 決定し 得" れぬ もので あらう。 


文 永 弘安兩 度の 蒙古 軍の 侵寇 は、 我が 有史 以來の 大事 變 であって、 從 つて その 擊攘に は 擧國の 上下が 

誠を盡 して これに 當 つた。 やん ごとな き 御身 を ヌ ンて國 難に 代らん とさへ なされた 位であった から、 敵軍 搫 

摸の 劃策に 慘儋の 經營を 行 ひ、 又 自ら 干戈 を 執って 第一線に 奮闘した 將士の 決意が 如何で あつたか は、 推 

察する に餘り あり、 更 めて 云爲す るまで もない 事で ある。 かくの 如く 我國 にと つて 興廢に 係る この 大事 變 

が、 如何なる 事情に よって 起った か。 この 問題に 就いて 古來 論ぜられ たもの は少く はない。 要するに 蒙古 ^ 

の 建 H 以來の 侵略 政策に 發し たもので、 中 亜東 歐に勢 を 張った 蒙古 民族が、 鋒 を 東亞に 轉じ、 遼を追 ひ 金 

を 亡ぼして 支那 本部 を從 へ、 遙 かに 江 南に 宋を遂 ひ、 又 東に 高麗 を朝宗 せしめた 餘 力が、 終に 海 を 越えて 

我 H に 及ばん とした ものであって、 これに 對 して 我國が 防衞 したので あるから、 自ら 敵 は 積極的で あり、 - 

我 は？ 的の 立場に あつたと 1 應は考 へられる けれど、 仔細に 觀 察すれば、 必ャ しも かかる 情勢であった 

とのみ 斷定 する こと はでき ぬ やうで ある。 

由來 大陸と 我 國とは 海 を 以て 距 てられて ぬる。 しかも その 海 も 朝鮮半島に 對 すれば 一 衣帶 水の 短距離に 

過ぎない。 交通の 未發 達の 時代に は、 隆 路 よりも 海路の 交通が 搴ろ 容易で あるから 、大陸の 形勢が 我 國に影 

響を與 へた こと は 極めて 多く、 しかも その 影響 は 平和的の ものの みに は 限られ や、 干戈 を 執って 抗爭 せね 


ばなら ぬ « 合 もあった。 • 然し 敵軍 _ 侵 寇を內 地で 邀へ、 擧國の 力 を 防衛に 注がねば ならなかった 事 は 曾て 

例の な いかであった。 大陸に 建設され た國 家が 强盛 であれば、 その 餘 勢が 海 を 渡って 我國に 及ぶ こと は必 

然 である けれど、 大陸の 情勢 は 秦の始 皇が國 カを盡 して 設けた 萬 里の 畏城を 境界と して、 その 南北に 各異 

なった『^?族が相據って、 ほぼ 均勢が 保 たれた が、 北方の 勢力が 强大 となれば 自然 萬 里の 長 城 を 越えて 南下 

し、 その 反對の 場合に は その 結果 も 亦反對 であった。 されば 南北の 二 大勢 力が 均衡 をと つて ゐる 場合に 限 

つて、 兩 者の 併存が できた ので ある。 それ 故畏城 以南の 國家は 常に 力 を 北方に 用 ひ、 東南 西の 三方 面 は、 

^力の"？ K を 極める にあら ざれば 積極的の 行動に 出る こと はでき なかった ので ある。 それ 故 朝鮮半島に 興 

亡した 幾多の 劣弱な 國家 も、 大陸の 國 家に 隣接しながら も、 獨立を 保ち 得られた のであった。 從 つて 朝鮮 

半島より 更に 東に 位し、 且つ 海. V 以て 距 てられた 我國 は、 大 11 の 威力 を 受ける ことが 比較的に 少 かった。 ？ 3 

然るに 蒙古 民族 は畏城 以北に 興隆した 北方の 勢力であって、 しかも その 强 盛な 勢 は 進んで 長 城 以南 を も 併 

せた ので、 その 餘 力が 東に 轉 じて 朝鮮半島に 及び、 ついで 一 衣 帶水を 超えて 我國に 及ぶ に 至った の は、 情 

勢の 自ら 然 らしめ たもので あると いうて よい。 殊に 蒙古 國は 侵略 掃蕩 を 以て 國勢 發展の 根本 方策と して 居 

つたので あるから、 彼我の 關 係が 旗鼓の 間に 開かれた の も、 當然の 成行きに 外ならぬ。 

しかも かくの 如き 彼我の 關係を 成立させる に與 つて 力の あつたの は、 朝鮮半島の 高麗の 政策であった。 

元艰 朝鮮半島 は 地理 上の 關 係から、 我國 との 關係は 我國と 大陸との 關係 以上に 深い ものが あった。 我が 對 

外 政^の 方針の 如何に 拘ら や、 彼我 兩國 民の 關 係に 於いて、 特に R 接地 域に 於いて は、 各の 生活の 上に 分 

離すべからざる ものが あった。 かくの 如き 地位に ある 隣邦に 對 して、 我が 當局は 如何なる 對 策に 出た かと 


いへば、 高 置の 建國 された 我が 延喜 以來、 我が 當局は 彼に 好意 を 持たなかった。 これ は 前代の 新羅 時代 力 

らの習 賞的惰 勢で もあった。 公式の 國交を 拒否した ことば 勿論 Y 高麗が 農く 使 を 以て 所謂 朝貢 卽ち 一種の 

制限 賀易を 求めても、 或は これ を 屬國視 し、 或は 書辭の 無禮に 名を藉 りて 應 じなかった。 曾て 高麗が 我に 

國 手の 派遣 を 懇請して 來 たこと もあった が、 これ も 書辭の 無禮に 名を藉 りて 應 じなかった。 かくの 如く 國 

際 關係は 開かし めなかった が、 地理 的關 係から 必要に 迫られて ゐる 彼我 隣接地 域の 住民 間の 交通 は、 何等 

の 障碍 もなくて 行 はれて 居った。 この 交通 は 我國に 於いて は當 局の 默認の 下に 行 はれた のであって、 その 

間の 秩序 等 は 直接 その 當事者 間の 任意に よって 定められて 居った。 當局は その 間の 保護 保障に は無關 心で 

あった。 而も 平安時代の 末に 及ぶ に從 つて、 當 局の 威令 は 漸次に 衰 へた。 これに 依って 彼我 邊 民間の 協調 9 

の 下に 行 はれた 高麗との 關係も 亦 漸く 亂れ て來 たので ある。 この 時局の 拾收の 任に 當る ことと なった 鑭食 ^ 

幕府 は、 對外關 係に 於いて は 大體に 於いて 前代と 同樣の 不干渉の 方針に 出た。 尤も 幕府 は その 創業の 折に 

は反對 分子の 掃蕩に 全力 を 注ぎ、 文治 二 年の 末に は 義經の 餘黨追 捕の 爲 めに、 天 野 遠景 を鎮 西に 派遣して 

その 奉行に 當ら せ、 翌年の 九月に は 更に 中原 信 房 を 遣 はし、 遠景 等と 共に 進んで 貴 海 島を擊 ち、 義 經の與 - 

黨を搜 索 させて その 目的 を 達した のであった。 この 貴 海 島 は 九州の 南 島で、 我が 版圖內 である こと はいふ 

まで もない が、 しかも この 海 を 越えての 出師 は當 時の 人々 に は 恰も 外國 征伐の 如くに 感ぜられた。 出師に 

當 つて 時の 關白藤 原 兼 實は慕 府に書 を 遣って、 三韓 を、 降伏 させた の は 上古の 事で ある、 末代に 至って はノ 

力の 及ぶ ところでない、 かの 貴 海 島 は 日 域で は あるが、 その 故實 はまこと に 測り 難い、 將 軍の. n を この， フ 

面に ふるの は 定めて 煩があって 益の ない ことで あらう、 宜しく 停止され たが 宜しから うと 諷靜 したので 


攀 

§^ 府も. 一時 はこれ に 動かされた 爲 めか、 一旦 凝した 出師の 號令 を猶豫 して、 豫め 島の 事情 を 詳細に 調査 さ 

せた。 やがて 信 房が 島の 形勢 や 海路の 有樣を 調査して 報告した ので、 これによ つて 幕府 は、 さまで 人力 を 

疲らせる 事で ない こと を 確認し、 兼ねての 計畫 によって 出師 を^ 行した のであった。 

かくの 如く 我が 版 11 內 であっても 遠隔な 地域 は、 中央の 手が 屆 かや、 化 外の 感 があった 位で、 且つ 當局 

も 亦 殊更に これ 等 化 外の 地に 手 を 加 へんと する 意志 を 持たなかった 程で あつ たから、 海外との 問題に 就い 

て は 稿 敬 J 的に 對處 せんとす る 意志 は 全くな く、 邊 民の 外國 との 關 係の 如き は 放任して 顧みな か つた。 それ 

が爲 めに 彼我の 間に は、 1^ 相の 裡に 交通 貿易 も 行 はれた が、 又 時には、 紛議 鬪爭も 生じた ので ある。 殊に 

鎌 〈：- 幕府の 甚 礎が 確立して 全 H に 守護 地頭が 配置され、 その 管內の 非違が 嚴 重に 取締ら れ るに 至って、 徒 

來當 局の 威力の = ^墜に 乘 じて 自由 行動に 奔 つて 居つ. た 不達の 徒輩 は、 內 地に 於いて 志 を 遂げる ことができ ^ 

なくなった ので、 彼等の 跳梁の 舞臺は 自ら 變ら ざる を 得なかった。 就中 西國邊 海の 地方に 居った 者 は 自然 

その 活動 舞臺を マ S 地から 外國 へ、 しかも 最も 近い 朝鮮半島に 轉 じたので あった。 且つ かかる 事情 は、 時と 

共に 益.^ 著しくな つた ものら しい。 但し 邊 民の 私^の 行動で あるから、 當局は 不案內 であり 國史の 表面に 

も 傅 へられない ことが 多くて 詳か ではない が、 かかる 事情 も その 事が 大 となれば 自ら 0 史の 上に も 現れる 

やうに なった ので ある。 

承 久の變 後間 もない 嘉祿ニ 年 前後に は、 我が 邊 民が 履レ 高麗の 沿岸 を 掠奪した ことが 高麗 史に 見えて ぬ 

る。 设も 我國に 近い 慶尙道 沿海州 郡 巨 濟縣の 如き は、 戰艦を 以て その 防 爆に 任じた 程で、 この 附近の 諸 所 

が^ 掠の 難 を 受けた 如く 思 はれる。 かやうな 外國に 於け る 我が 邊境 暴民の 行動 は 中央の 關知 せぬ ことで あ 


つ々 が、 我が 糞が 餘りに激烈に 演ぜられる こときれば、 まこれ に？ る 敵側の 報復 £ 待せ ねばな 

らぬ 場合が 到來 せざる を 得な かった。 置 二 年の 冬の 頃、 九州の 松 浦黨 の 面々 が、 數十艘 の 船を 連ねて 大 

規模な 麗 侵略 を 決行した ことがあった。 ^-の時はかねて警備の任に就ぃて5s麗の兵と交戰し、 我. 

方 ま 半ば は 殺害され、 生き 殘 つた 者 は 銀器 を 奪って 歸 つたと いふ ことで ある。 この 事件 は風說 に風說 を. - 

んで、 S と I との 囊說、 邦 民が 謹の 內裹に 侵入した 風聞 等が、 種々 と 誇大に 喧傳 された。 その 爲 

め if その 善 養 を 朝廷に 霧した とさへ いはれ た。 ^^ss麗の報復^盧された£でぁっ 

て、 さ f だに 音 Hiis 朝臣 等 はさ も 敵軍が 簾し 來 るかと 恐怖の 念甚 いたのであった。 殊に 當時 

麗 s£ 行中 2 つ f 宋貿 il 蒙、 麗の £s§5 乘 貝はー 人も 管 SI された 1 

情 f 傳 へられた ため、 末 SS 至極、 菌 滅亡の 時 かと 戰慄 し た置も あった。 . ^れが 爲め觀 では お 

41 を ほまれて、 麗に關 する 霞 を 講ぜられ るに 至った。 如何に 決定せられ たかは 不明で あるが、 恐ら 

く は 不得要領に 終った ものの 如く 察せられる。 邊 民の 暴擧 取締 等の 策 は 講ぜられなかった らしく 高麗の . 

沿， ま 依然として 不安に さらされ、 害 を 被る ことが 多かった。 翌 安貞 元年に は、 金 州の 防護 別 監廬旦 がま 

が 美 部隊と 戰 つて llf  s、 三十 餘人 を仆 し、 分捕りの 兵 杖 を 匿に 獻じ？ とが あり、 S 神縣で 

は 防禦の 別將 鄭金 億が 潜 かに 山間に 隱れ、 不意に 出て 侵入 部？ 擊 退した と傳 へられた こと もあった 相 

當每邊 より 奥深く 侵入され、 又 その 度數も 夥しい ものであった らしい。 それ 故 高麗 も 終に 得 や 我 力 

寶 元年の 窗、 全 iit 使 S 州の 大 宰府| し、 邦人 侵入の？ 具し、 ^^sの覚s分と 

爾後の 禁遏と を 要求し，？ i。 その 按察 使よりの 牒狀は 吾妻 鏡に 载 せられて 居り、 次の 如くで あつ， 7 


高颶 國全羅 州道按 察使牒 日本 國逾 宫大 宰府當 使、 准 彼 國對馬 島人 古 來貢進 邦 物、 歲修和 好、 亦 我 本 • 

朝 從其所 便、 t 營 館舍、 按次恩 信、 是用沿 邊州縣 島嶼 居 民、 恃前來 交 好、 無 所 疑 忌、 彼吿金 海府、 對 . 

馬 人 等 舊所住 依之處 奈何、 於 丙 戌 六月、. 乘其 夜寐入 自城竇 奪掠 正 屋訖、 比 者 已甚、 又 何邊村 塞、 擅 便 

往來、 彼此 一 同、 無辜 百 桩侵擾 不已、 今 者 、 

國朝取 問 上 件 事、 固 當職差 承存等 二十 人、 普牒前 去、 且元來 進 奉 鱧 制 廢絕不 行、 船數結 多、 無常 往來、 

作爲惡 事是何 因由、 如此 事理 疾速廻 報、 右 具 前 事、 須牒 . 

丁亥 二月 .牒  ， 

副使 兼監倉 使轉輪 1 默 刑獄 兵馬 公事 龍 虎 軍 郞將兼 三 司 判官 逍判  ^ 

高麗の 立場と して は、 この 外に 方法がなかった ことで あらう。 この 牒狀の 外に 如何なる 事情が あつたか 

は、 明瞭 を 闕. いて ゐ るが、 この 時の 高麗の 要求 は 頗る 强硬 であった らしい。 九州の 大宰府 は、 創設 以來我 

が 外交の 衝に當 つた 官衙 である。 鎌 倉 幕府 は 前述の 如く 天 野 遠景 を鎭西 奉行と して、 大宰府 の 實權を 掌握 

させ、 ついで 大友 氏が その 職 をつ ぎ、 大宰 少貳武 藤氏が その後 をつ いで 總管 となり、 當時は * 賴が 奉行の 

任に あった。 高麗が ま 狀を大 宰府に 致した の は、 かやうな 事情に 甚 いて ゐる。 これによ つて、 資賴は その 

職 櫂 を 以て 麗の 使節と 面接し、 その 要求 を 容れ、 使節の 面前に 於いて 惡徒 九十 人 を 斬首し、 又 返 牒を裁 

して これに 答へ たので、 使節 はこれ を諒 として 歸國 する に 至った。 その後 高麗の この 牒狀 は資賴 から 幕府 

に 進 達され、 その 副本 は 又 京都へ も m 一め られ た。 乙れ は 恐らく は資賴 がその 處理の 報告に 附隨 させた もの 


らしい。 それ 故 この 高麗の 牒狀に 接した 幕府 も V 改めて 處 理を講 やる こと は 無かった やうで ある • 

然し 元首と して 國 家の 體面を 重視され た 朝廷から 見れば、 高麗の 報復に は 憂慮に 堪 へない ものが あつや 

が、 彼の 牒狀の 始末が 少貳 氏の 獨斷 によって、 前述の 如く 專 行され たこと を 聞かれて は、 甚だ 不満な 感が 

少 くなかった のであった。 由來 屬國視 して 來た 高麗が、 對 等の 儀 鱧に よる 牒狀を 送って 來 たのに 對 して、 

S 令 理由の あるに もせよ、 これ を そのまま 受領した の は、 我 國の尊 嚴を污 した ものであると いふの が、 そ 

の 一部の 意見であった。 それが 爲め にこの 年の 七月， に、 朝廷 は關 白の 直廬 にこの 返牒 一件の 大會議 を 催さ 

れ と，。 ほして その 結 £#、 彼の 渫狀は 鱧 を闕 いた ものである にも 拘ら や、 資賴が 上奏 を經ゃ 高麗 使の 面前 

で 處刑を 行 ひ、 返 牒を發 したの は 我 朝の 耻辱 であると いふ ことに 定まった。 然し 高麗との 交 涉は旣 に濟ん 

だ 後の 事であって、 何とも 致し方の なかった 事と 察せられる。 東 國通鑑 に 「高宗 十四 年 丁亥 (わが 安き 兀年) S3 

十二月、 遣 及第 朴寅 聘于 日本、 時倭賊 侵掠 州縣、 故 遣 寅 講和、 十五 年 戊 子 秋 八月、 朴 寅還自 日本、 寅 到 日 

本諭以 i^tire 好、 不宜來 侵、 日本 推撿 賊倭誅 之、 遂賽 和親 牒以 來、 自是 侵掠 稍 息 云々」 の 記事が 見えて ゐ 

る。 我 國に傳 へられて ゐる 事と 多少の 相違 は あるが、 恐らく は 前述の 牒狀 1^ と 同一 事件で あらう と 察せ 

らュ る。 然 らば この 交涉 によって 侵略が 止んだ として ゐる 故、 高麗と して はこの 遣 使 は 成功 を收 めた ので 

あって、 卽ち 太宰府 は 彼の 求めに よって これより 取締 を嚴 にした もの， と 推察され る。 . 

この 後貞永 元年に、 肥 前 鏡 社の 住人が 高麗に 渡って 夜 討 を 企て、 數 多の 珍寶を S み 取って 來た ことがあ 

つた。 この 時 守護が その 仔細 を 尋問 せんが 爲 めに、 その 犯人 を 追 捕 せんとした 折、 預所は 守護の 櫂 限外で 

あると 主張した 爲 めに、 更に 守護から は 幕府へ 指示 を 仰ぎ、 幕府 は 審理の 結果、 預 所の 主張 は 不法で ある 


と 決定した ことがあった。 この 守護の 行爲 は、 思 ふに 先年 高麗との 約束に 基いた もので あらう。 かくの 如 

く，^ 州 出先き の 當局は 高麗との 約束の 履行に 留意 はした が、 これによ つて 我が 國 人の 侵略が 絕無 になった 

ひ-は 思 はれぬ。 仁 治 元年に 高麗 は復た 牒狀を 我に 致し、 その 爲 めに 朝廷で 評議の 行 はれた 事が あった。 そ 

の內 容は詳 かで ない が、 高麗が 我が H 人の 侵略 禁止 を 繰り返し 要請した もので. あって、 朝廷の 評議 は その 

牒狀の 名分 問題であった らしい。 この 後弘長 三年に 高麗が 牒狀を 我に 致した。 その 文面に よれば、 雨國間 

の 交通 は每 年ー囘 船ニ艘 とい ふ 規定で あり、 若し 枉げて 言 を 左右に 藉り、 高麗の 沿海 村里 を擾 がす ことが 

あれば、 厳に 懲禁を 加へ ると いふ 約束で あるのに、 今春、 日本 船 一艘が 熊 神縣勿 島に 入って その 貢 船 を 掠 

め、 又櫞 島に 入って 我が 民 逢 を 奪った の は、 誠に 國 交の 意に 乖 くもので ある。 願 はくば 掠めた 物 は 徵し還 

されて、 兩國 間の 和親の 義を 固く したいと 希望して ゐる。 これによ つて 我國ど 高麗 間の 約束が 如何なる も I 

ので あつたか を 推 想し 得る。 この 牒狀を 携行した 使節 は、 從來の 如く 大宰 府. に來 つて、 我が 當 局と 折衝 を 

遂 "げた ものの 如く、 我方に 於いて この 事件 を 審議した ところ、. それ は對馬 島民の 所業と 判明した ので、 掠 

めた 米 二十 硕 • 烏 麥 三十 碩 • 牛皮 七十 碩を 返付して、 • 歸國 せしめた とい ふこと である。 これ 等の 交 涉顚末 

によって 我函と 高麗との 關係を 見る ことができ るので あるが、 これによ つて 高麗が 當時外 國に對 して 如何 

なる 態度 をと つて 居つ たかを 推す ことができる。 當時 高麗 は 國勢衰 返の 情勢 を迎 つて ねたから、 邦人の 亂 

入 は 大いに 苦痛と すると ころで あつたと 同時に、 又 亂入を 絕滅 しえない 所以であった。 

高麗の 我 國に對 する 立場が 以上の 如くであった 折に、 その 背後から 蒙古 民族に 迫られて、 その 朝宗國 に 

加 は， ら ざる を 得なかった のであった。 蒙古の 四 侮 統一の 理想が 實 現されて、 我國？ ^亦 高麗と 同一 地位に 置 


かれる に 至れば、 高麗 は 如何なる 利益 を 享受し 得る か、 ヌ 蒙古の 爲 めに 日本に 對 つて 自ら t 向 導の 勞 を^^ 

ば、 如 可 こ 報いられ るか、 高麗の 態度 はこの 判斷 によって 決定せられ るに 至った こと はいふまで もない。 

由來 朝鮮に 建てられた 諸國に は、 外交に 畏 じた 策士が 多く、 彼等が 如何に 野心 勃々 たる 蒙古の 主 を 動力し 

たかは 想像に 餘 りが ある。 

かくして 高麗の i 介に よって、 我國と 蒙古との 間の 交涉が 現れる ことと なった。 蒙古の 第 四 代の 大 ，5 と 

して 忽必來 S 立し、 燕に 都して 至 元と 建 元した の は 我が 文 永 元年であった。 f 揚子江 南に は 宋が餘 喘 

を 保つ 5 つたので あるが、 その 處 分も濟 まない 文 永 元年から、 我國 との 霧 5 の 準備が 進められ、 高 

麗 がその S の 任 i つて、 終に 文 永 五 年 正月 一日 S て、 蒙 ts は 高麗の 使者 潘阜 等に よって、 我 5 

が大宰 苻に進 達された ので ある。 この 手 續は雙 ，行は れ I 麗 の牒狀と 同一であった。 然るに 蒙古の お 

國書 ま、 宛 を 日本 國王 として 居った ので、 以前の 如く 大宰府 に 於いて 卽 決が 許されなかった。 殊に その 內 

容も 極めて 重大な ものであった から、 この 國誊を 謹した 大宰府 は、 f  If 濃して その. 指 

いだので あった。 幕府から 5 これ S 都に 奏上の 手， とった。 ここ £ いて 先づ 問題と なった の は 

導の 文面であった。 S 古の is 畜は 次の 如く 不平等の 籠 S へ、 威 Ifs て 我が 賽き 

要した ものであった。  - 

上天 * 命 

大 蒙古 國垦 帝、 奉書 

日本 國王、 朕 ffi 自古 小國之 君、 境 土 相 接、 尙務講 信 修睦、 况我  < 


祖宗 受 天明 命、 奄有區 夏、 遐方 異域、 畏 威懷德 者、 不可 悉數、 朕 卽位之 初、 以 高麗 无辜之 民、 久瘁鋒 

鏑、 卽令 Si 兵、 還其疆 域、 反 其 旄倪、 高麗 君 11^ 感戴來 朝、 義雖 君臣、 而歡若 父子、 計 

王 之 君臣、 亦已知 之、 高麗 朕 之 東 藩 也、 日本 密邇 高麗、 開 國以來 亦 時 適 中國、 至 於 朕躬而 無」 乘之 

使、 以通和 好、 尙恐 

王 國知之 未審、 故 特遣使 持眷、 布告 朕 志、 冀 自今 以往、 通 問 結 好、 以相 親睦、 且 聖人 以 四海 爲家、 

不相 通好、 豈 一 家之理 哉、 至 用兵、 夫鼽所 好、 

王 其 II 之、 不宣、 

至 元三 年 t:JC 月 日 

纏に 高麗の 送り 來- つた 對 等の 儀 鱧の 牒狀さ へ 無禮と 認定した 我が 朝廷が、 これ を 如何に 認定 せられた 力 

はいふまで もない。 彼の 使節が 追 却せられ たの は、 從來の 事情から 見ても 論議の 餘地 はない といって もよ 

いので ある。 21 し 蒙古の 內 情に 就いては、 別に 高麗 王も說 明して をり、 • 大宰府 の 當局も 亦 かねてから 牒，^ 

して、 中央へ 報告して 居った ことと 思 はれる ので、 豪 閣の當 事 者に は 大體に 眞相は 諒解され たもの らしい。 

殊に H 睿の 末尾に 記された 兵 を 用 ふるに 至って は 云々 の 文句に 對 して は、 文弱な 京都の 一 部 人士 は 震駭し 

たが、 武府の 鎌 食 は 泰然自若たる ものであった。 

蒙古 は 初めから 出師の 意向であった らしく、 高. 麗を 促して 艦船の 建造 等の 準備 を 行 はせ、 その 完備す る 

まで 數囘に 互って 使節 を 派遣し、 その 度 毎に 追 却され たのであった。 これ は我國 情の 偵察と 威嚇と を 兼ね 

たもので、 同時に その 閬、 幾多の 策士の 功名 爭の 行動 も 混じて 居った。 蒙古が 軍備に 狂奔 中、 我國が これ 
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に對抗 の備へ をな した 事 は s ふまで もない が、 この 對抗の 備へは 決して 消極的の 防衞 のみに は 止まらな か 

つ々。 され \ よ 高麗 ま 一面に 於いて 我國の 進攻 を 慮って、 嚴 重な 警戒 を 怠らなかった のであった。 文 永 八 年、 

蒙古 は 國號を 元と 改め、 軍備の 完成 を 待って 遂に 征 日本軍 を發 した。 第一 囘は文 永 十一 年の 役で、 暴風に 

よる 失敗 を 喫し、 爲 めに 再 擧 したの は弘 安四 年で あつたが、 この 時 も 前 役-と 同樣に 風波の 爲 めに 失敗して 

凟亂 した。 所謂 文 永. 弘 安の 兩役 である。 

兩 度の 大役 何れも 我が 防衛の 勝利に 歸し、 大いに 舯 州の 威力 を發撣 したので あるが、 弘 安の 役 後に 彼我 

の 間に 和議が 成立した ので はなく、 依然た る 交戰狀 態が 繼續 された ので あるから、 彼此 共に 何時 敵方の 進 

攻に遭 ふか も 圖られ ぬ 情勢であった。 これ は 彼此 共に 過大な 困難 を 感じた ところで ある。 戰 勝の 我方に 於 

いても、 歒 軍の 强 勢なる こと は 十分に 經驗 した ことであった。 されば幕府は；^^女役後直ちに北條時業を播 S 

磨 こ 1^ 遣して、 敵軍の 山陽 海路に 侵入 せんとす る 折の 備へ とした こと を 始め、 鎮 西中國 沿岸の 防備 を 愈 X 

餒重 にさせた。 同樣に 元. 高麗 も 亦 戰滕の 日本軍の 來攻に 痛切な 感を懷 きその 防備 を 怠ら ャ、 高麗 は 元に 

哀訴して 兵 を 借り、 我が 進攻に 備 へたば かりで なく、 更に 元に 請うて 第三 囘の 出師 を 促し、 永遠に 日本の 

憂 を 除去し ようと 謀った。 然し 元の 國 勢から 見れば、 二 囘の征 日本 役 は その 國 勢の 極 盛期の 末であって 

第三 囘の 出師 計鲞は 頗る 困難な 狀況 であった。 それ 故征 日本の 事 は幾囘 か計畫 された けれど、 實 現に は 至 

ら なかった。 同時に 我國に 於いても、 文 永. 弘 安の 兩役は 鎌 倉 幕府の 最盛期であった。 鎌 倉 武士の 實 力が 

縱 横に 發揚し 得た 秋であった。 外敵の 侵寇が 適く かくの 如き 時期に 1, 仏 はれた こと は、 我國 にと つて は 幸な 

ことであった。 
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凡そ 軍.^ -整 へ て 敵の 不意 を衝 くの は 容易な 事で は あるが、 備 へ を 固く してし かも 長年 月に 亙る こと は實 

に 難 中の 難事で ある。 策 宜しき を 得 ざれば 奔命に 疲れる ことと なる の はいふまで もない。 我 國は實 に弘安 

役 後 この 難 中の 難事に 直面した ので ある。 慕 政の 崩壞の 一因が この 事情に 出て ゐ ると 稱 せられて 居り、 鎌 

<ぉ？：| 府 から 見れば、 日 元の 關係 がその 致命傷 を與 へた ことと，， なる。 我方より する 積極的の 海外 出師 は、 當 

時の 力で は 不可能で あり、 幕府 も 一時 計畫は 立てた が實 行す るに は 至らなかった。 然し この 機に 當 つて 

これまで 高麗と 關係を 有った 西 國の邊 民の 立場が 敵愾心に 燃える に 至った ので、 我が 邊 民の 高麗に 對 する 

行動 は 積 « 的に 又 反動的と なり、 次第に 元 • 高麗の 沿岸に 進出し そ、 ： 彼 をして その 對應 に遑 なから しめ、 

奔命に 疲らせる に 至った。 

弘 安の 役 後、 未だ 十 年 をも經 ざる 頃に、 我 商 民の 寧 波に 到って 貿易 を 營んだ 者が あった。 然るに その 船 

中に 兵器. を満载 して 居った ために、 元の 赏局は 大いに 恐れ、 兵 を 置いて 備へ とし、 終に 貿易 禁止す るに 

至った。 然るに この 處置は 却って 我が 商人の 感情 を 害し、 延慶 元年に は 終に 寧 波の 官憲と 衝突して、 市街 

の燒 打ち を 決行す るに 至った。 これ は實に 支那 大陸に 於け. る 邦人 活躍の.^ めと いふべき ものであった。 然 

し 地理 的關係 上、 これ 等の 事情 は 支那 大陸よりも 朝鮮 沿岸に 多く 起り、 高麗 は 遂に これが 爲 めに 滅亡す る 

に 至った。 日 元 間の 交 涉顚末 は、 かくの 如く その 當事國 の 勢力の 消長に、， 重大な 關係を 有した ので ある。 

文 永 • 弘安兩 度の 大戰役 は 僅に その 交涉の 一 部分であって、 この 兩大戰 役の 前後に 亙る 情勢の 直 大性を C 

せて 銘記 すべさで ある。  - 


藤 原 兼實の 日記 玉 葉に 就いては、 早く 星野恒 博士の 解 說が史 學雜誌 第 四十 六號に 登載され、 その後 明治 

四十 年に は 九 條家傳 來本を 底本と した ものが、 國書 刊行 會 によって 刊行され、 その 內容は 普く 世に 知られ 

る ことと なった。 兼實は 平家の 執政より 鎌 倉 霸府の 興隆に 至る 武家政治 建設の 過渡期に、 後白河 法皇の 院 

政に 對立的 態度 を 執りつつ 公家の 重 一 寄と なり、 且つ 博 覽の故 を 以て その 見聞 は 多方面に 及び、 從 つて その 

日記 は當時 一般の 公卿の ものの 如く、 單に 宮廷 儀禮 の記錄 にあら 卞 して、 政治 社會 各般の 記載に 富み、 當 お 

年の 研究 史料と して 頗る 貴重： な ものである こと は い ふまで もない。 兼 實が賴 朝と 握手して その 全盛 を 極め 

たの は、 建久 三年 三月 後白河 法皇の 崩御から、 建 久七年 十一月 源 適 親の 畫 策した 政 變に沒 落す るに 至る ま 

で 約 四 年間で、 この 後 は 九條家 は復た 不退に も沈淪 したので ある。 現存の 玉 葉 は 惜しい 哉 建 久五年 以降 は 

日 次の 斷續が 多く、 且つ 刊行され た 普通 本 は 正 治 二 年までで あって、 兼 實の晚 年に 於け る 狀況を 知り 得ら 

れ ぬの は 遺慽 である。 玉 葉 も その 籾 期 S. 部分 は 槪ね朝 儀の 詳細な 記錄 であって、 他の 諸家の 記錄と 選む と 

ころがない が、 後年に 至る に從 つて 漸く 記述 は 簡潔と なりよく 要 を 摘んで あって、 興味が 頗る 深いので あ 

る。 されば この 正 治 以後の 部分 も傳 はって ゐ れぱ、 画史の 上に 多くの 有益な 材料 を 提供した であらう と 思 

はれる。 


然るに 柳 原 伯爵 家に 傳 はって „Q る 祕記錄 の 中に 玉 葉の 斷簡 の寫が ある。 正 治 三年 正 二月と 建 仁 三年 正月 

の 記 の 一端で ある。 これ は 正しく 流布本の 正 治 二 年の 記 に接續 すべき？^ ので ある。 この 玉 葉 は 東京 帝國大 

舉 史料編纂 所に 於いて 賸寫 された ものに よれば、 その 奧 書に 

右 玉 葉 以或家 古卷命 家人 令 寫之最 可祕卽 一 校了 

宽政八 年 六月 十四日 

正 二位 藤 (花押) 

と 見え、 正 二位 籐 (花押) は 柳 原紀光 卿で、 名高い 續史 愚抄の 編者で ある • これ を 以て その 來歷を 知る こと 

がで きる。  . 

この 玉 葉の 記事の 日 次 は、 正 治 三年 (卽ち 建 仁 元； 5 正月 二日 (端闕 く〕 から 二月 五日まで 及び 建 仁 三年 は 正 

n: 一日から 五日までで、 而も 諸 所に 蟲 損の 缺 字が あって 意. i の通ぜ ぬと ころも ある。 かく 極めて 短日月で 

あり 且つ 記事 も槪ね 簡潔で あるが、 現存の 他の 史料に 見えない 興味深い 政治 社會 上の 出來 事が 載せ てられ 

て e つて、 珍重 すべさ ものである。 今 その 重なる もの を 擧げて 見る に ♦ 先づ 第一 は 卿 典侍の 叙位で あつ 

て、 正 治 三年 正月 七日の 條に 見えて ぬる。  _ 

加 叙 之 次 ffl 典侍 I 兼 叙 三位、 七日 被 行 女 階 之 例 不審、 然 而左府 * 事理 仰參 議令睿 之、 入宮 奏聞 返 給 下 

內記 云々、 加 叙 之內、 於 公卿 者 不赘入 召 名、 只 仰 可 作 白紙 位記 之 由 於 內記、 於 女 階 者 不可 然、 仍別ュ 

行 叙位、 後日 可 請 印 之 由存之 云々、 其理可 然歟。 

s ま： 侍 は 藤 原範 兼の 女 t 兼 子で、 後鳥羽 天皇の 御 乳母で ある。 正 治 元年 正月 三十日の 女官 除 目に 典侍に 任 
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ぜ られ、 15 典侍と 呼ばれた。 承 元元 年 六月 十七 日に 從 三位から 從 二位に 陞叙せられ、 卿 二位と 呼ばれて、 丹 

後 局に 尋， -の 女流 政治家で、 愚 管抄の 著者 は その 權勢を 評して 女人 入 眼と 謇 いてね る。 その 三位に 叙 せら 

れ たこと は、 明月 記の 建 仁 11. 年 五月 以降に 卿 三位と して 見え、 正 治 二 年 十二月まで は 卿 典侍と あるので、 

その 叙位の 時 は ほぼ この間に ある ことと 推定され て 居った。 現存の 明月 記 は 不幸に して 建 仁 元年 正 二月の 

記 を缺 いて 居り、 その 叙位の 日 は 不明であった が、 この 玉 葉に よって 明かと なった ので ある。 卿の 字は蟲 

損の 爲 めに 全畫を 知る ことができな いが、 範 兼の 女で 典侍で あるの は 兼 子 を 措いて は 他 にないので、 この 

叙 人が 兼 子で ある こと は 疑 ひない ところで ある。  、 

第一 14、 し大 、巨 通 親 夜 打の 企の 風聞で、 卽ち 同年 同月 十三 日の 條に ある。 

申 尅許自 法 性寺歸 九條、 定能 卿豫參 女院御 方、 於 殿上 If 謁之、 語 云、 伊賀 去 任 之 間、 依 件 意趣 內大 g 

臣ヲ可 夜 打 之 由 結構 之 旨、 彼 大臣 亭 I 一有 落 書 云々、 信 仲 落 書 有 忿怒 云々、 不能 左右 事歟 云々、 夢歟非 

夢 歟可彈 指 世 也。 

女 院は宜 秋 門院で 玉 葉の 記者 兼實の 女に 當られ る。 卽ち ここで 兼 實が定 能から 聞いた 次第 を 書いた ので 

ある。 定 能は當 時前權 大納言 正 二位の 位に 居り 且つ 九條 家の 家 司で ある。 伊賀 云々 と ある は 伊賀 守の 進 返 

を 指した もので、 定 能の 子 定親は 建 久九年 正月 三十日に 伊賀 守の 任に 就き、 明月 記に よれば 正 治 二 年 十月 

十一 日に 定 能が 仁 和 寺 堂 供養 を 行うた 條に、 亭主 (定能 を 指す〕 兩息聽 い II、 とあって、 定季 .定 親の 兩 人の 

事 をい うて ゐ るから、 この 時まで は 伊賀 守と あった ことが 知られる。 その 任 を 去った 時日 は詳 かで ない が、 

この 玉 葉の 記載に よれば、 その 任 を 奪 はれた 意趣 を 以て 通 親 を 夜 打 せんとし たとい ふこと であるから、 恐ら 


く 正 治 二 年末 かこの 年の 初めに、 通 親方の 爲 めに 伊賀 守 を 去る ことと なった と 思 はれる。 定 能の 語った と 

乙ろ であるから、 その子 定 親の 事と 見る のが 穩當 であらう。 この 夜 打 結構の 事は定 能が 兼 實に吿 げた こと 

で、 その 事實の 如何 は 別問題で あるが、 建久七 年の 政 變以來 九條. 土 御門の 兩家は 政治 上 全く 相 容れぬ 地 

位に 立った ので あるから、 この 落 書 一件 も 恐らく 兩家 間の 暗鬪 のー產 物で あらう と 推定され、 當時 京都の 

政界に 於け る 興味 ある 現象の 一つと いうて よい。 これより 先き 文治 二 年の 夏の 頃、 兼實が 後？ 1 河 院の當 局 

と 反目の 立場に あった 折、 義經. 行 家 等が 後白河 法皇の 庇護の 下に 京都の 基 通の 第に 潜伏し、 院宣 を 奉じ 

て 兼 實を夜 打す る 計畫が ある こと を 密かに 牒 知し、 ，  刃卒 として その 假 邸から 本邸へ 家族 を まとめて 歸 つた 

ことがある。 この 折 も 果して その 計畫 があった か は 不明で あり、 且つ 實 現されなかった ことで あるが、 夜 

打と いふ 事 は當時 あり 勝ちの ことで あつたと 思 はれる。 また 落 * とい ふ 事 もこの 頃 屢く反 對者陷 擠の手 ゆ ^ 

に 使用され た。 建 久ニ年 七月に 〈$- の 家 司 等が 後白河 法皇 を咒 阻し 奉り、. また ひそかに 幕府に 通じて 院に 

對杭を 企てて ぬると いふ 落 書 を、 兼 實は丹 後 局から つきつけられて 大 恐慌 を 起し、 百方 辯 疏ぉ盡 しても 心 

安から す、 港 日に 祈請 を 凝して 漸く 安堵した ことがあった。 この 時の も 規模 は 小さい やうで あるが、 同じ 

やうな 事態と 思 まれる。 兼實が 夢歟非 夢歟と 歎息して ゐ るの を 見る と、 この 一件 は兼實 自身に も 多少 關係 

が あるら しい。 定 能と 通 親との 關係 は、 この 前後に 於いて 特に 徵 すべき もの はない が、 定能 はやが てこの 

年 二月 二十 一日 を 以て 出家し、 その 政治的 生涯 を閉 ぢてゐ る。 これ は 一つ は 素懷を 遂げる 豫定の 行動で は 

あったら うが、 又 これ 等の 事情の 爲 めに、 廟堂の 地位に 不安 を 感じた ので は あるまい か。 

一は： i 長^の 變 であって、 同月 二十 三日に 亙る 各條に 見えて わる  、 


サミ日 卿晴、 此 日朝 觐 行幸 也、 東宮 同 有拜覲 之禮、 ，緩 裏與上 皇宮 太 近々 之 間、 供奉 之 輩 濟々、 因玆行 

幸 移 刻、 及 申 終 臨幸 及 子 鼓 左大臣 退出、 其 後 爲方違 向 僧正 粟田口 房、 啦 i^s- 丑 終 寅始之 程、 左中辨 公定 

吿送 僧正 之 許 云、 只今 武士 亂入上 皇宮、 行幸 未 有 還 御、 公 經等逃 入 近 邊人宅 鎩門了 云々、 夢歟非 夢歟、 

心 失神 消 力 者、 法師 1.^!!. 說 上皇 御 逐電 了 云々、 下方 有 火、 疑九條 之邊歟 云々.、 仍遣人 唐 橋 高倉邊 云々、 

遣 靑侍於 宗賴之 許 之處ハ 奉 相 具 一品 宫參 八條殿 只今 歸來在 二 條直廬 云々、 上皇 御在所 未知 云々、 但ニ 

條殿全 無 武士、 行幸 還 御 了 云々、 武士 等 卽時散 了 云々、 天曙歸 九條、 先 是親能 法師 參院、 上皇 又 還 御 

云々、 件亂入 武士 ハ 越後 城 四郞^ g 爲賴家 勘氣之 者、 而逃去 鎌 倉 企 上洛 成此 構、 先 欲 伐 小山 左衞門 尉、 

1^ 翻お; -、 ぜ仙 1§而 件 者 逃 去 了 之 間、 自彼家 參院企 無道 卽 逐電 了 云々、 事 之 次第 非 直 也 事 也、 年始 最前 拜 

觐之日 有 此騷動 實可恐 事 也、 繂已無 其實、 數箇之 貴人 忽步 行奔波 先代 未聞、 已是獲 麟之世 也、 於 今 者 § 

彌 欲念. 3 林 之 素懐 者 也、  /  . 

廿 四日、 ^ 、去 夜 者 不思議 之 語說非 筆端 之 所 及、 右大臣 爲 宣下 叙位 猶祗 候、 是武止 迷 逃 了、 公 經長房 依 

勸賞加 級 申 院御方 拜賀之 間、 被 追 武士、 公 經ハ向 公定 家、 1?」 長 房者參 御所 云々、 武士 者 賴家ハ 朝敵 候、 

奉 勅 定欲討 彼 卿 云々。 

廿 五日、 ！^、 謀反 之黨 類、 少々 被搦取 云々、 春衡子 也、 稱元吉 之 冠者、 g マお 件者已 寄宿 範季卿 唐 橋 

家、 件 者 去 親 能 法師 之 手、 而此間 逃 彼 家 移住 範季ロ 之 家、 已爲此 同類 被 捕 取 了、 範季甚 歎息 云々。 

廿 六日、 M 、或 人 云、 實慶 僧正 之 邊頗成 怖畏、 是 謀叛 之從黨 了、 在 彼 門弟 之 中 云々、 實慶ハ 公 恩 法 印 同 

體也、 公 胤與內 大臣 分身 也、 旁 不可 有疑殆 之處、 有此 風聞 太奇 云々。 


氏の 變の 曲， 肝 は 吾妻 鏡で 從來 知られて 居った。 京都 側の 記錄 として は 猪 隈關白 記 や 三 長 記 も あるが， 

朝觀 行幸の 儀式 を 載せて ぬるば かりで、 殆ん どこの 事變に 觸れて 居らぬ。 僅かに 簡單な 京都 側の 記 载は百 

練 妙に あるに 過ぎぬ。 それ 故當 時の 京都の 有檬の 詳細 は 見る ベ さもの がなかった ので あるが、 これによ つ 

て 京都 则の 耳目に 映 じた 一端が 知られ、 頗る 興味 多く 思 はれる。 長 茂の この 企 は 不成功に 終った ので ある 

が、 當時 公武 關係 史上に 於いて は 見逃す を 得ぬ 事件であって、 一 部の 史家の 間に は、 これ を 以て 後鳥羽 上皇 

の 討幕の 御 企に 關係 ある ものとの 說 さへ 行 はれた。 その 當否は 別問題と して、 當時 この 報 を 得た 鎌 倉 は 一 

大驚駭 を 起して 大 a 動と なり、 幕府の 制止で 僅かに. 靜 まった 位で あるの を 見ても、 この 事變が 幕府 側に と 

つて 頗る 篾 大な關 係の あった ことが わかる。 この 玉 葉の 記事で 見ても、 幕府に 緣故 深い 藤 原 公經が 武士に 

^？！はれて奔嵐した事などは、 この間の 消息の 一 端 を 漏した ものと い へよう。 

又、 長 茂の 一 味の 元吉之 冠者が 範 季と關 係の あった こと は 一 顧すべき ものが ある。 元吉之 冠者 は 吾妻 鏡 

に は本吉 冠者 隆銜 とあって、 尊卑 分脈に よれば 高衡と 見え、 泰衡 (奥州 藤 原 氏) の 弟に 當 つてね る。 玉 葉に 春 

衡の 子と あるの は 恐らく この 關係 をい うた もので、 傳 聞の 謬と 筆 « の 誤と が ここに 交錯して ゐる ものと 思 

は a る。 文治の 末に 幕府の 爲 めに 亡 滅の禍 を 招いた 藤 原 氏の 一族が、 平氏の 殘黨 である 城 氏と 事 を 共に し 

て、 幕府 ヒ仆 さう と 企てた こと は、 當時 幕府に 對 する 不平 分子の 有檨を 見る 上に 興味 ある ことで ある。 範 

季は 當時從 三位の 地位に あり、 今上 土 御門 天皇の 國母承 明 門 院在 子の 御 母、 承 明 門院 三位 範子 (土 御門 通 親の 

室〕 及び 卿 二位 兼 子等との 同胞で 、通 親と は 姻戚 關係を 有して 居った。 文治 .ji 久の 交に は 後白河 院 廳の院 

司の， vii を帶 びる とともに、 攝政兼 實の家 司 を 勤め、 政界に：^ いて 頗る 複雜 した 地位^あった。 義經. 行 家 力 
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^^速の第に潜伏し、 院宣 を 奉じ 兼 實邸を 夜 打す るとの 風評が ぁゥ たので、 兼實が 冷泉 第から 九條 第に 難 を 

避けた 折、 兼實 にこの 計畫を 密告した の は範季 であった とい はれ、 また 義經 の與 黨堀景 光が、 折 柄 南都に 潜 

伏しつつ あった 義經の 旨 を 受けて、 範季と 談合した ことがあった。 この 事情 は景 光が 幕府の 爲 めに 京都で 

捕縛され た 時、 その 自白に よって 暴露され、 爲 めに 範季は 幕府の 追究 を 受け 院で 吟味 を 受けた 結果、 義經 

との 關係 はない と 定まった が、 終に時の官皇太后{^1亮及び木ェ頭を解かれることとなった。 この 後 通 親の 

權勢 時代に 侍讀 となり、 從 三位に 陞叙され て 建 仁 元年に は 七十 餘の 高齢であった。 この 政治的の 波瀾の 多 

ぃ範季 が、 この 城 氏の 變に長 茂 一味と 關係 のあった こと、 及び 通 親 その 人 も 間接に 關係を 有して 居った と 

いふ 巷說 は、 當 時の 政界の 半面の 事情 を 暗示して. Q る やうに 思 はれる。  , 、 

第 四 は 後白河 法皇の 御靈 託に 關 する ことで、 同月 三十日の 條に 見えて ぬる。 

今夜 下名 云々、 見聞 誊 g 、中中 又衞府 一度に 被 補廿餘 人、 敎成任 中將、 被恐靈 託歟、 趙高始 不信 此靈 託、 仲 

國殆 欲處科 云々、 而依 前齋院 §1?^:^ 碰、 御 事、 始以有 信伏 之氣 云々、 仍驚 而有此 恩歟、 天下 之 爲體、 如 

赴 冥途 他界 歟、 不能 □ 右々々。 

敎成は 平 業 房の 子で 丹 後局榮 子の 腹で ある。 局の 關係を 以て、 後白河 法皇の 勅旨に よって 藤原實 敎の嗣 

子と なった 人で ある。 趙高は 秦始皇 に 侍した 侫臣 で、 氣實が 通 親 を 指して 誘った 稱 呼と 思 はれる。 玉 葉 正 

治 二 年 二月 二日の 條に、 梶 原の 變.^ 記して r 景時 討伐 必然 云々、 天下 悅也、 積惡之 輩盡數 滅亡、 趙高獨 蓮 

未 消 如何 云々」 と 見えて ねる。 仲國は 後白河 法皇の 御 近習で 且つ 丹 後 局の 緣者 である。 前 齋院は 後白河 法 

皇の 皇女 式子內 親王で、 建 仁 元年 正月 二十 五日に 薨 ぜられ た。 御 事と は 薨去の 事で ある。 後白河 法皇の 御 
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託宣の 事 は、 早く 建久八 年の 春 頃に、 藤 原 公 時の 家人 藏人大 夫 橘 兼 仲の 妻が、 後白河 法皇の 御 託宣 を 受け 

たと 稱 して 法皇 を祠に 奉祀し、 國々 を 寄進せ よ 等と 公言した 爲 めに 安房 國に 流罪と なり、 夫 兼 仲 も 隱岐に 

流された。 然し この 御 託宣の 事 は 丹 後 局が 信用し、 やがて 仲國 夫妻が 又 御廟 建立 を唱 へたので、 朝議 は不 

採 と 決し、 從 つて 仲 國は刑 部 權大輔 の官を 解かれ、 夫妻 共に 追放 せられて、 この 事件 は 終局 を吿 げたの 

であった。 この 御 託宣の 眞相 は詳 かで ない が、 法皇 側の 舊臣 がその 爲 めに すると ころの ものであった こと 

は 疑な く、 その 聲を 有力に せん ものと 式子內 親王に も說き 奉った ところ、 內 親王に は 御 信用な く、 逋親も 

亦 信用し なかった。 然るに やがて 內 親王が 薨 ぜられ たので、 通 親 は 大いに 驚いて 御 託宣 を 信用し、 その 託 

宣 のまに まに 敎 成の 任 中將を 行 はしめ たとい ふの が、 この 玉 葉の 記す ると ころで ある- 御 託宣に は 恐らく 

稍 稲の 箇條 があった であらう が詳 かで ない。 仲國 一派の 唱言 すると ころで は、 この 後 攝政藤 原 良經の 薨去 

は 故 法皇の 御 祟で あり、 家實が 代って 攝政 となった こと は仲國 妻の 豫 言の 的中であった とい ふこと である 

から、 式子內 親王の 薨去 も、 同樣の 曰く 附に 吹聽 せられた もので あらう。 一面に は當 時の 思想界の 有檨が 

0^ぇて典昧深ぃノ  . 


承久軍 物語の 成立 


1 

後鳥羽 上 畠 は 承 久の御 企に 際し、 義時 追討の 院宣 を 鎌 倉 在住の 重なる 諸將に 下されて、 官軍に 誇 引せ し 

めら れた。 この 院の 使命 を帶 びて 東 下した の は院の 北面の 武士 藤 原秀康 の所從 で、 その 名に 二つの. 傅が あ 

る。 1 つ はヲシ マツ 他 はナレ マツと いふので ある。 吾妻 鏡に はこれ に 「押 松」 「狎 松」 の 文字 を 以て 宛て S 

て をる。 押と 狎とは 字體が 頗る 似通うて ねる ので、 何れ か 1 方が 轉寫 等に 甚く 誤謬で あらう とい ふこと は、 

容易に 想像し 得られる ので ある。 今 これ を關係 史料に 現れて ゐる ところ を 見る と、 承 久の變 の 關係史 1^ 力 

極めて 乏し 5, 中に も、 殊に 本題に 關 係の ある 史料 は 少く、 僅かに 吾妻 鏡. 承久記 及び 皇代曆 の 三種 あるに 

過ぎぬ。 

ィ 吾妻 鏡 は 最も 原本に 近いと 稱 せられて ゐる吉 川 本 を 始め、 北條本 1^ びに 宫內 省圖 書寮丄 M 都 圖書館 

を 始め 諸家に 藏 せられて ぬる 寫本、 及び 慶長 版の 活字本 等に は 何れも 「押 松」 と 記され、 寬 永に 管 

聊 トが刊 正した 木版 本 及び その 再版 等に は 「狎 松」 と ある。 

0 承 久記は 現存の ものに は、 四 種類の 系統が あって、 承久記 • 承久軍 物語 • 前 田家 本承久 記. 慈光寺 


本承久 記と 通稱 せられて ゐる。 その 中 承 久記は 「推 松」、 承久軍 物語 は 「なれ. まつ」、 前 田家 本の 承 

久記は 「推 松」、 慈 光寺 本 承 久記は 「押 松」 と 見えて ぬる。 前 田家 本承久 記よ 6 作られた 承 久兵亂 

記 は 「をし まつ」 と誊 いて ぬる。 

ハ 皇代曆 に は r 鴛松」 と ある。  . 

以上の 諸 史料 を 綜合して 見れば、 「押 松」 「推 松」 r 鴛松」 は 何れも 同じ 音 を 示した ものであるから、 r ナ 

レ マツ」 と傳 へて. Q るの は、 吾妻 鏡の 一書と、 承久軍 物語の 二つで ある。 而も 吾妻 鏡 は 最も 後年に 出 來た 

版本の 傳 であるから、 吾妻 鏡本來 の所傳 とはい； 5 難い。 但し 寛 永の 木版 本 は 吾妻 鏡の 研究者の 一人で ある 

菅聊 卜の 刊 正に かかる ものであるから、 在 來の傳 を 殊更に 改めた ことが 特別の 研究の 結果であるなら ば、 

輕視 する 事 はでき ぬけれ ど、 この 事に 就いては 全く 傅がない ので 詳か でない 今日に 於、 いて は、 本 問題 はた ^ 

だ 承久軍 物語の 史的 價 値に 依って 決せられる 蓮 命に あ. る。 それ 故 ここに 承久軍 物語に 就いて 所見 を 述べ 本 

問題の 小 a を 記して 大方の 高批 を 得たい。 

二 

承久箪 物語 は六卷 よりな り、. 群 睿類從 第二 百 七十 卷に收 めら れて、 普く 熟知 せられて ゐる ものであるか- 

ら、  殊更に 說 明の 蛇足 を 加へ る 要 そ 見ない が、 ただ その 原本と も 思 はれる ものが 內閣 文庫に 所蔵され てゐ 

るので、 聊か これに 就いて 述べたい。 

この 內閣 文庫 所藏本 は和學 講談 所の 舊藏 で、 大正 六 年 五月 史學會 大會の 折に 催された 東京 帝 國大學 の 第 


七囘 史料 展覽會 に 出陳され、 觀覽 者の 注意に 上った やうに、 本 誊には 諸 所に 別肇を 以て 抹殺 や 加筆が 施さ 

れて、 一見 草稿 本の 觀が ある。 群 書類 從本 はこの 訂正に 從 つて 刊行され たため、 この 草稿 本ら しい 面影 を 

見る こと はでき ぬが、 最近 國史硏 究會で 出版され た國史 叢書 承久 記に はこの 草稿 本の 面目 を ほぼ そのまま 

に殘 して ある。 • 本書 は江戶 時代 以前に は 遡る こと を 得ぬ 寫 本で、 二 冊に 分 たれて ぬる。 殆んど 假名 書きで、 

本文 中 諸 所に 鰭 所と して 緒の 說 明が 注がれて ある。 而も その 注に は、 何々 を 書くべし と ある ものが 所々 に 

あり、 且つ 繪 所の 場所と 注 を 改訂した ところ も數 箇所あって、 殊に 第 六 卷の繪 の 注 は 初め 三ケ 所に 書かれ 

て あるの を、 悉く 改めて 六 箇所に 增 加して 居って、 繪 本の 草稿ら しく 思 はれる。 その 記事 は 承久の 變の顚 

末で ある こと はいふまで もない、 群 書類 從 本が 

右 承久軍 物語 六 冊 以承久 記 印本 遂 一 校了 

としてぬ る 位、 承久記 版本と その 內容 その 文句 を 頗る 似 a はして ゐる。 本書 は その 著者 及び 著作の 年代 等 

に 就いて 全く 知る 道がない ので、 その 史料と して 價値を 定める に は、 先づ この 頗る 類似して ねる 承久 記と 

の關 係に 見ねば ならぬ ので ある。 

三 

承久記 は江戶 時代の 初め 頃から 版行され て 流布し 來っ たもので、 その 版本に は 今までに 小 見に 入つ もの 

は 四つ ある。 

0 一  は慶長 版の 活字本で 上下 ニ册の ものである。 別に 奧書 はない が 版 式から 慶長 版の 木 活字本で ある こ 
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と は 疑 はれぬ。 その 南 葵 文庫に 所蔵され たもの は、 大正 五 年に 日本 圖誊 館協會 主催の 古 活字本 展覽 會が慶 

應 義塾 大學 s: に 開 かれた 折に 陳列され たこと があった。 

第二 は 木版 本の 上下 二 撒の ものである。 これ は慶長 活字本 を 底本と して 振 假名 • 句 點等を 施した ものら 

しく、 內容 文章 共に 殆ん ど慶長 活字本と 變り はない。 奥 書 はない が 形式から して 寛 永 頃の ものら しい。 

第三 は 第二と 全く 同じであって、 ただ 題簽に 三代 記と 冠 注の ある. ものである。 尾 崎 雅嘉の 群 書ー覽 によ 

れば、 明德 記. 應仁 記と 合せて 三代 記と したので あると いふ。 版が 第二と 同じで あるから 前者の 再版 本で 

あらう。 この 以上 三種 は 同一 系統の ものであって、 假に 第一 種と して 置く。 

^四 は 元 和 版の 活字本で 上下 二 冊の ものである。 これ は その 奧 書に 

右兵 亂之 記行于 世年尙 矣。， 故 本 有廣略 條有脫 落。 今 也 集 於 多本以 一 校畢。 于時元 和 四 戊午曆 孟夏 中 十 

曰 0 

とあって、 校正 者 は 不明で あるが、 その 時代 は 明瞭で ある。 その 一本 は 帝 國圖誊 館に 藏 せられて ゐる。 卽 

ち これ は承久 記の 第二 種で ある。 これ を 第一 種と 比較す ると 內容 は大體 同じで あるが、 文句に 多少 出入が 

あり、 また 上下の 分ち 所 も 違って ゐる。 これ は 元 和の 活字本が その 奧睿に 示す 通. 0 諸 本を對 校した ためで 

あらう。 . 

以上の 版本の 外 內閣文 庳所藏 の寫本 上下 二 冊の ものが ある。 これ は 昌平 坂學問 所の 舊藏で 內容は 版本の 

® 一種と 殆んど 同様で あるが、 字句の 出入、 文字の 相違が 澤山 にあり、 且つ 卷 頭に は 簡單な 帝系圖 と北條 

氏系圃 とがのって ゐる。 これ は承久 記の 第三 種と いふべき ものである。 
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この 外尙 諸家 諸 所に 寫 本の 藏 せられて ぬる ものが あるが、 これ 等 は 皆 第 一 種の 版本 殳寫 した ものに 過ぎ 

t 文句 は 全く 版本と 同樣 であるから、 承久 記と して は先づ 如上の 三種が ある.^ である。 その 中で も 初め 

の 第一 種レ 版本 は 最も 不完全で、 誤露脫 落と 思 はれる ところが 多く、 從っ てこの 誤 露 や 不足 を 元 和 活字本 

と內閣 文庫 所 藏の寫 本と を 以て 對 校して 補正した ところで、 始めて 承久 記の 比較的 完全 ％ 原形に 近い もの 

が 得られようと 思 はれる。 國史 叢書 承久 記所收 の承久 SS はこの 三種 を對 校した 逢 物で ある。 今 左に 第一 種 

の 版本が 他の 二 本に 比して 不完全な 二三の 例 を あげて 見よう。  •  一 


(第 一 表) 

〔第一 種本〕 

彼 右大將 ト申ハ g 中 生年 十三 ト申治 承 四 年 八月 

ノ ヌ へ 


大形 今度 御 謀叛 間 繼可然 巧 不覺候 


以上 一 萬 七 千 五 百餘騎 六月 ノ晦各 都 ヲ出テ 尾 張 

ノ瀨々 へ ト テ ゾ步セ ケ \1 


「元 和 活字本. 1 

厂內 閣藏寫 本」   

彼 右 大將ト 申 ハ g 中 生年 十三 ト申 永曆 元年 三月 犯 

伊11^-國 一一 罪 セラ レ廿ー 年ノ 星霜 ヲ送 三十 三ノ 

年 治 承 四 年 秋 八月 ノス へ 

大方 今度 ノ き^^ 於 公 繼ハ可 然共覺 候" ス、 if 

當時前 右 ，- 

大臣 ナリ、 

以上 一 萬 七 千 五 百餘騎 六月 二日 ノ曉 各都ヲ ffl テ 

尾 張 ノ瀨々 へ トー ァ ゾ急ギ ケ〃、 . 


御所 燼ト " 次 家 正 ュ 作ラ セ テ君 御手 ッカ ラ燒セ 

ケリ、 


御所 燒 ト 、ノ 次 家次延 t 一作 ラセ テ君 御手 ッ カラ 燒 

セ給 ケリ、  . 


かくの 如くで あるから、 承久 記と して 取り扱 ふ 場合に は、 前記 三種の 校合 補正に よって 得た もの を 以て ハ 

比較的 原本に 近い ものと して 用 ふべき である。 

承久記 諸種 類本に よって 最も 原形に 近い 善 本と して、 その 史的 債 値を觀 察して 見る と、 當 時の 幕府 方 

の 記 錄 である 吾妻 鏡の 記事と 何等 相交涉 すると ころがな く、 而も 事實が 最もよ く 吻合して ゐ るから、 恐ら § 

く 吾妻 鏡と その 資料 を 異にした ものであって 貴重な 史料と 思 はれる。 殊に 京都 側の 動靜の 如き は、 本 害以 

外に 詳細 を 徵 すべき もの はない。 ここに 於いて は 本書 を 承 久の變 の 根本 史料の 一と 見る こと もで きる。 鎌 

倉 方面に 於け る 記事、 例へば 幕府が 討幕の 事 を 始めて 知った の は、 三浦義 村の 密告に 依った とい ふやうな 

些細な 事 實には 吾妻 鏡と 相違が あって、 如何と 思 はれる/^ とがないで はない が、 京都 側の 記事に 於いて は、 

吾妻 鏡に 優って ぬると ころも ある。 例 へば 官軍の 尾 張 河に 發 遣され た 日が、 吾妻 鏡に は 六月 一 二日と ある の 

に、 本番に は 六月 二日の 曉 とあって、 而も 當 時の 仁 和 寺の 記錄 である 承久 三年 四 年 日 次 SS と 吻合して ねる 

やうな 工合で ある。 

以上の 如 さ 事情から 見る と、 本書 は 京都 側の 史料と して 吾妻 鏡の 記 事 を 補 ひ 得べき ものである。 殊に 吾 


妻 鏡 は 京都の 敵で ある 鎌 倉 方の 記錄 であるから、 京都 側の 敍事 は必 やし も 信すべき ものと はなし 難く 正 

に 本書 を 以て 補正して 見るべき ものと いうて よい。 ただ 本書の. 著者^ びに 成立の 年代 等に 就いては 何等 徵 

すべき ものが なく、 從 つて 史料と しての 絕對 の價値 を斷定 する 由がない。 元 和の 版本に よれば、 江戶 時代 

以前に 旣に諸 本のあった ことが 知られ、 また 洞院 公定 公 SS 應 安七 年 三月 廿 一 日の 條 に、.  ， ： 

丙 辰、 天 陰 雨 下、 條々 申入 城 南 御所、 子細 有 之、 承久 物語 三帖 申出 之 . 

と 見え、 實隆公 記の 延德ニ 年 五月 十七 日の 條に、  ： 

雨 降、 參 入江 殿、 承久 物語 太平 記 一 兩冊讀 申 之、 及 晚歸宅 

の 記事が ある。 その 承久 物語と は 何れ を 指す のか 明瞭で ない が、 恐らく 前揭 の承久 記の 一種で あらう。 當 

時旣 にか かる 書籍の 存在した ことが 知られる。 その 文體 等から 見る と 源平 盛衰 記 等と 頗る 類似し、 中には S 

同檨の 筆法と 思よ. れ ると ころも ある。 ここに 想像 をめ ぐらせば、 源平の 戰爭に 於け る 源平 藤衰 5S. 吉野時 

代の 戰亂に 於け る 太平 記 と 同樣な 史的 價値 を、 承久の 變に對 して 持って ねる ので はない かと 思 はれる。 本 

書が 源平 盛衰 記 や 太平 記の やうに 人口に 膾炙され な いのは、 その 記事の 內容が これ 等に 比較して 無味乾燥、 

換言すれば 文學的 趣昧に 乏しい 爲め であらう • 

五  夢 

承久 SS の 史的 價 値が 如上の 推定で 誤な きものと すれば、 字句が 殆んど 同 一 でた だ 漢字と 假名との 相違と 

さへ も 思 まひる 承久軍 物語 は、 承久 記の 異本と して これと 同一の 史的 價値を 有する 答で ある。 然るに 承久 


SS に 推 松と あるの が、 承久箪 物語に 「なれ まつ」 となって， Q るの は 如何なる 理由で あらう か。 ここに 解.^ 

せねば ならぬ 問題が ある。 

承久軍 物語 は承久 記と は 假名と 漢字との 相違で ある 位 頗る 類似して. Q るが、 又 多少の 內容ゃ 文句に 出入 

が ある。 この 多少.： 相違 を 逐一 調査し、 且つ 承久 記の 各種と 比較して 見て 何れと 最も 類似して， Q るか を 見 

る 要が ある。. 先 づ承久 記の 各種と 比べ て 見る と、 承久 記の 中で も慶 長の 活字本からの 系統 を 引いて ぬる 第 

ー穢 類に 最も 類似して ねる ことが 知られる。 次に その 內容 及び 文句の 相違 を觀 察する と、 文句の 相違 は 多 

少 あるが、 何れも 類語であって さして 問題と する に 足， 0 ない が、 文章 全體 から 見る と 承久軍 物語の 方が 流 

« である。 內容の 史實に 就いては 兩者 互に 多少の 出入が あるが、 その 中承久 記の 方の 內容の 多い ところ は、 

殆 んど總 てが 一 つの 事 實の記 戴の 詳細な ところ、 例へば 戰 ならば その 詳しい 有樣 にある ので あるが、 承久軍 " 

物語の 方で 內容の 多い ところ は、 一 つの 事實 中の 記事の 詳細な ところ は 一 つもなくて、 皆 別種の 事實の 記 

載で ある。 それ 故 承久軍 物語 は承久 記に 比して、 多種の 事實が 記載され てゐる わけで ある。 この 承 久軍物 

語が 承久 記に 比して 記 载事實 の 多い 箇所 は 約 四十ば かりあって、 而も この 記事 は 悉く 吾妻。 鏡の 記事と 全く 

吻会 して ゐる こと を發 見し 得られる ので ある。 承久 記の 史的 價 値の 大 なる の は、 吾妻 鏡の 記事と 何等 交涉 

がなぃところにぁ^oのに、 承久箪 物語に は 吾妻 鏡と 全く 一致した 記事が ある。 而も この 吾妻 鏡と 一致した 

部分お 除去 すれば、 承久軍 物語 は 全く 承久 記の 一部 を 形作って， Q るに 外ならぬの である。 その 吾妻 鏡と 承 

久軍 物語との 5S 事の 交渉 を 表示して 見る と 頗る 趣味 ある 有檨が 見られる が、 餘 りに 紙面 費す ので 單に綱 

目に 止めて 左に 列記して 置く。  . 


一、 大江廣 元が 實 朝の 拜賀を 諫め、 仲 章が 反駁した 

二、 實 朝の 拜賀の 供奉 者の 行列 

三、 義 時が 劍を讓 h 'て 歸亭の 事 

四、 實 朝の 薨去 を 京都に 披露の 事 

五、 行 光の 宫將軍 奏請の 事 

六、 阿野 時 元の 亂の事 

七、 金 蜜 行 親の 事  - 

八、 時 房 上洛の 事  、 、 

九、 賴經の 東 下の 月日 

十、 泰 時時 房 等 軍議の 事 

十一、 幕府の 北陸 道 軍の 將の事  - 

十二、 鎌舍. に 於け る 世上 無 爲の祈 

十三、 宣 旨の 請 文 

十四、 官軍 東 山道へ 發 向の 將士の 名の 1 部 

十五、 六月 三日に 官軍 出 發の事 

十六、 摩 免 戶へ向 ひし 幕軍の 將 

十七、 六月 五日 大井 戶の戰 
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十八、 六月 八日に 北陸 道 軍の 般若 野に 到着 

十九、 六月 八日 歡 山に 御幸 

二十、 兩 親王 梶井十 禪師に 御宿 泊の 事 

二十 一、 後鳥羽 上皇 山門の 衆徒 を賴 ませら るる 事 

二十 二、 六月 十日 歡 山より 還 幸 

二十 三、 公經 父， 子 囚人の 如く 御幸に 召 具 せらる る 事 

二十 四、 義 時誅滅 の浮說 にて 公經 父子 を 赦す事 

二十 五、 六月 十二 日 官軍 を 勢 田へ 發 遣の 事 

二十 六、 佐々 木 經蓮院 に 於いて 謀 を 廻らす 事 

二十 七、 三浦泰 村主從 渡河の 事 ， 

二十 八、 幕軍 筏に て 宇治川 を 渡す 事 

二十 九、 官軍の 敗北 後鳥羽 上皇 院宣 を泰 時に 賜 ふ 事 

三十、 京都 陷 落が 關東 祈禱の 願 日なる 事 

111+ 一、 泰時等 六 波羅に 移る 事 

三十 二、 佐々 木經蓮 自殺の 事 

三十 三、 錦 織 判官 代 等の 捕縛の 事 

三十 四、 後鳥羽 上皇 四 辻 殿に 御幸 


三十 五、 安東 光成の 着 京 

二十 六、 光親 後鳥羽 上皇 を 諷諌し 奉りし 事 

二十 七、 後鳥羽 上皇 御 落飾の 御戒師 

二十 八、 長 成 能 茂 遠島に 供奉の 事  、 

二十 九、 七月 二十 七日 仙 駕出雲 大濱着 御の 事 

四十、 昌明六 條宮を 守護し 奉る 事 

四十 一 、 冷泉 宮備前 配所の 御有樣 

以上の 史實は 承久軍 物語が 承久記 の 記載より 多い 總 てであって、 而も これに 照應 する 記事 は 悉く これ を 

吾妻 鏡の 中に 求め 得られる ので ある。 ただ 一 つ この 外に 東軍の 芝 田 兼 義の乘 馬が 立 波と 稱 する 名 である 

と い ふこと は 承久軍 物語 獨特 の傳 へであって、 吾妻 鏡 を 始め 現存の 小 見に 入って ゐる 史料に は 全く 見當ら 

ぬ。 

今 左に 承久軍 物語と 吾妻 鏡と が、 如何に 史實！ g びに 文章 を 類似 させて ゐ るかの 一 例 を あげて 見る と、 ， 

(第 二 表) 


承久軍 物語 

あくれば 二十 六日 こんどの いくさぶねの 御き た 

うのた めに、 つるが を かの 八まん ぐうに て にん 

わう かう をお こな はる、 かう し は あんらく ばう 


二十 六日、 己 酉、 始行 世上 無 爲祈禱 於 鶴 岡、 有 

仁王 百講 11 講師 安樂 坊法橋 重慶、 讀師民 部 卿 

律師 隆修、 
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5 つけうて うけい、 どくし は みん ぶき やうり 0- 

し 後^と どき こえし、 

何れ か 一 方が その 飜譯 である こと は、 容易に 想像し 得られようと 思 ふ。 

承久軍 物語の 內容が 上の 如くで あるから、 ここに 更に 一 步す ずめ て その 承久 記 や 吾妻 鏡に 對 する 關係を 

考 へる ことができる。 卽ち この 關 係に 就いては、 次の 如き 二つめ 假說が 立てられ 得る。 

第 一 、 承久軍 物語 は 承久記 IS びに 吾妻 鏡の 編纂の 材料と なりし こと。 

第二、 承久軍 物語 は承久 記と 吾妻 鏡と から 編纂され しもの なること。 

この 中 第一 の 假說に は 不自然な ところが ある。 卽ち 承久軍 物語が 承久 記と 吾妻 鏡との 材粋 となった もの 

とすれば、 承久 記と 吾妻 鏡と に 承久軍 物語から とった 共通な 事實が ありさうな ものである。 然るに 實 際に 

於いて は承久 記と 吾妻 鏡と は、 その 記事に 何等 交渉の ある 痕跡 さへ もない。 ここに 於いて 第二の 假 說が更 

に 有力と なって くる。 承久軍 物語が 承久 記 を 骨子と し 9、 その 史實の 不足な 部分 を 吾妻 鏡から とった とす 

れば 立派な 說明 がっくの である。 而も 承久軍 物語と 承久 記竝 びに 吾妻 鏡との 關係を 仔細に 見て 行く と、 更 

に 進んで、 承久軍 物語 は承久 記の 中で 最も 流布せられ た 而も 誤認の 多い 版本と、 吾妻 鏡の 中で 最も 後世に 

出來た 版本と から 編纂され たもので あると 推定され る。 それ は、 承久 記 及び 吾妻 鏡の 版本の 間違 を その ま 
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まに とって- 0 ると ころで 立 證 される。 ま づ承久 記の 版本の 誤 を 如何にと つてね るか を 示せば， 

(第 三 表) 


承久記 版本 

大形 今度 ノ 御 謀叛 間 繼可然 だ 不覺 候、 


承久軍 物語 

大 かた こんどの 御む. ほんの 御 事、 しかるべきと 

もお ぼえ 險 はや、 


御所 燒ト ハ 次 家 正 ュ 作 ラセ テ君 御手 ッカ ラ燒セ 

給ケ 


ジ 


御所 やきと 申た ち は、 上く はう いへ まさとい ふ 

かぢ をめ してつ くらせ、 君 御て づ から やかせ 給 

ふたち なりけ. o、 

これ を 第一 表と 參照 すれば、 承久 記の 版本が 如何なる 誤 をな して をる かが 容易に 知られる。 若し 承久軍 

物語が 承久 記の もとであった ものと すれば、 かかる こと はあり 得べ からざる ことで ある。 

次に 承久軍 物語が 吾妻 鏡の 版本の 誤 を 、如何にと つて- Q るか を 例に あげれば、 

〔第 四 表) 


吾妻 鏡 版本 

八日 辛 酉ぬ 中 次 有 御幸 于歡 山、 女御 又 出御、 女 

房 等 悉以乘 車、 上皇， 誠脈舰 I、  土 御 門院 I 饰新院 

同六條 親王 冷泉 親王 g は^ 皆 御 騎馬 也、 先入 御 尊 _ 


承久軍 物語 

六月 八日と， 0 のこく に、 日吉の やしろに 御 かう 

なり、 御と もの 女ば うたち はみ な 御 くるまに め 

す、 1 .Q んは 卸な をし の 下に はらまき をめ し、 
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畏法印 押 小路 河原 之 宅、 lg、 於此所 諸方 防戰事 

有. 禅定 云々、 及 黄昏 幸于 山上、 內府、 定輔、 親 兼、 

信 成、 隆親、 尊長 g ゆ 等 候 御 共、 主上 又密々 行 

幸、 職 難 ゆ 職 事資賴 朝臣、 具實 朝臣 配 I、 劍璽在 御 

與、 中納言 局^お 奉 相 副 云々、 


P  ,  .  >  ,  ,^1  f つちみ かどの 隨) 

御き ばに めして ひか さ を さし かく、 しんいん は 

(しゅんとく 院) 

御 布 衣、 しんいん ならびに 六で、 うのみ やれん ぜ 

い のみや 三 所 は、 御な をし にて みな 御 さばな り、. 

先 そん 長 法 印が をし こ うぢの い へ 泉坊に 入御し 

給 ひ、 たそがれに を よんで えい 山に みゆきし 給、 

ぐぶの 人々 には內 大臣、 さ だすけ、 ちかかね、 

のぶな り、 たかち か、 そん 長、 みな かつち う を 

はやなり 

たいせり、 主上 も ひそかに 女ば うご しにめされ 

て 行幸なる、 ことし 四 さいに ならせ 給 ふが、 大 

しゃう ごくの むすめ、 中納 言の つぼねと 申 人 あ 

ひそ ひ 奉る、 けんじ は 御 こしに おはします、 し 

さじ はすけ より、 とも ざね 也、  . 

この 兩文 を對照 すれば 誠に 忠實な 遂字譯 であって、 漢文の 讀み 下し 方に 何等の 無理 もない ので ある。 然 

るに この 吾妻 鏡 版本の 文章 は ♦ 吾妻 鏡の 中で 最も 原本に 近いと い はれて， Q る吉川 本の それと 比較す ると、 

次の 如 さ 相違が あって、 明らかに 版本の 誤 を 認められ るので ある。 全文 を對 照す るの は 煩 はしい から 所耍 

の 部分 だけ を對 照して 見る。 

(第 五 表) 
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吾妻 銹吉川 本 

土 御 門院 I 新院 同六條 親王 冷泉 親王^ 皆御騎 

馬 也、 


劍駕在 御輿、 中 納言局 I 她奉相 副 云々、  一 劍璽在 御輿 中、 大納言 局 II 奉 相 副 云々、 

前者 はたお 「同」 の 字の 大小の 相違に 過ぎぬ。 この 文章に 於いて その 大小 何れが 合理的で あるか は、 容 

易に 知り 得られる ところで、 同 は 正しく 御 布 衣 を 受けた ので ある。 然るに 版本が 「同」 の 字 を 本文に 入れ 

たために、 承久箪 物語 は その 誤に 氣づ かやして 「ならびに」 と譯 してし まった ものと 思 はれる。 尙直衣 直 

fi の 相違 も ある。  \ 

後者 は、 吉川 本に 「大」 の 字が 多いだ けで ある、 而も この 爲 めに 句點の 相違と なって、 中納言 局と 大納 

言 局との 問題と なって くるので ある。 この 是非の 問題 は 吾妻 鏡 だけで は 一 寸論斷 する こと はでき ない けれ 

ど、 これ を當時 左大臣であった 藤 原 道家の 日記、 玉 蘂で檢 ベて 見る と、 その 承 久ニ年 四月 十六 日の 條に、 

時の 東宮に まします 仲恭 天皇の 御 魚 味の 儀の 事が 見えて、 その 中に 卿 二 品が 東 宫を懷 き 奉り、 大績言 局が 

御 後に 候した ことが 見えて ゐる。 當 時の 大相國 卽ち太 政 大臣 は 藤 原 公房であって、 その 女に 大納言 局の あ 

る こと は 尊卑 分脈に は 見えて 居らぬ ので、 この 方から は 決定し 兼ねる が、 當時 中納言 局と いふ もの も 存在 

が當 時の 史料に は 全く 見えない に 反し、 大納言 局の 名 は 玉蘂に 見え、 この 吾妻 鏡の 事 實とは 僅かに 一年 を 

距 てて わるば かりで、 且つ その 奉 事した 君の 仲恭 天皇に まします こ と は 前後 同一で あるから して、 現在に 


吾妻 鏡 版本 

土 御 門院 I 布新院 同六條 親王 冷泉 親王 一 2  J 御 皆 御 

騎馬 也、 
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於いて は吉川 本の 傳を 正しい と 見たい ので ある。 吉川本 以外の 諸 本 は 偶然 「大」 の 字 を 落した ために、 中 

納言 局と 讀ま ねばならぬ やうに なった ものら しい。 然 らば 承久軍 物語 はこ こに 於いても 吾妻 鏡の 誤 を その 

まま 受けた ものと いひ 得られる。 承久箪 物語 を 吾妻 鏡が 編纂の 材料に 用 ひたと すれば、 かかる 事情 は 起る 

ベ さ箬は あるまい。 以上の 考說 によって 承久軍 物語が 承久 5S の 版本と 吾妻 鏡の 版本と から 出来た とい ふ假 

說は 成立し 得る と 思 ふ。 

七 

需 

承久軍 物語の 成立に ついて 如上の 假說が 成り立てば、 その 史的 價値は 容易に 說 せられる。 卽ち 本書の 

編 凝の 材料で ある 承久 記 と 吾妻 鏡と が、 その 使用した 以上の 善 本が 今日 現存す る 上 は、 特に 史料と して 取 I 

6 撤ふ 要はない とい へる。 ここに 至って 最 籾に 擧げた 問題 も 自然に 解決され、 卽ち 本書が 「なれ まつ」 と 

いうて ゐ るの は 吾妻 鏡の 版本の 誤 を 受けた に 過ぎぬ もので 「押 松」 を 以て 正しい とする 答が 得られる ので 

ある。 吾妻 鏡が 「狎 松」 として „Q るの は 僅かに 寛 永 以降の 版本ば か &で、 而も この 名の 擧 つてぬ るの は、 

承久 三年 五月 十九 日の 條に 一 つ、 同月 二十 七日の 條に 二つ、 同年 六月 一 日の 條に 二つ、 都合 五箇 所で、 尙 

これ の各條 をよ く 見れば 「狎 松」 と あるの は 初出の 條 一 箇所で、 後の 四 箇所 は 明かに 「押 松」 とあって、 

ただ その 振 假名が r ナレ マツ」 と あるに 過ぎない。 況ん ゃ慶長 以前の 諸 本 は 押 松、 吾妻 鏡と 本 問題に 就い 

て その 史的 僧 値 を 殆んど 等しく する 承久 記に は 推 松、 また 鎌 倉 末に 出來 上った 皇代曆 2 名 歴代 臬記〕 に鴛松 

と あるの は、 何れも 「オシ マ ッ」 の 音 を 示した ものである こと は 何等の 疑 もない ところで あるから、 「ナ レ 


マ ッ 一 說： 承久軍 物語の 史的 價 値が 殆んど 認められる ものと なれば、 この 說は 全く 問題と はならぬ ので あ 

る。 思 ふに 吾妻 鏡の 木版 本が 「ナレ マツ」 と 振 假名 をした の は、 振 假名の 際ネと ヌ-と を 偶然 見誤った こと 

からして 起った もので、 研究の 結果の 訂正と いふべき 重要な もので は あるまい と 思 はれる。 殊に 「狎 字」 

となって， Q るの は 僅かに 一箇所に 過ぎぬ。 

尙內閣 文庫に 現存す る 承久軍 物語が 萆 稿本の 體裁 をして 居って、 且つ 江戶 時代 以前に は 到底 遡り 得ぬ も 

ので あるから、 旁く 上述の 假說 とも 何等の 矛盾 を も 感じない。 極言 すれば、 この 草稿 本が 正しく 抑、、 承ク 

軍 物語の 原本で は あるまい か、 承久 記と 吾妻 鏡と からこ こに 一つの 綠 本が 作られた ので ある。 殊に 實 朝の 

鶴 岡 拜賀の 供奉の 行列 は 全く 吾妻 鏡と 一致して、 ただ 諸 所に 「とねり やうな り」 「ゆみや もつ」 「ゑ ぼし あ 

かしゃう どくき る」 「くそくき る」 等と 註の ある は、 思 ふに 揷繪 として 畫ェに 本書 作者の 要求す ると ころで ^ 

あって、 上述した 如く、 縫の 說 明に 何々 を かくべし と あるのと ともに， 本書 は 未成品で あるの を 示して ゐ 

ると 思 ふ。 

承久記 は 寧ろ 質樸な 誊 方の 戰記 文で、 且つ その 記事の 接續が 不完全で 物 足らぬ ところが あるので 承久 

軍 物語 は その 詳しい 戰鬪の 記事 等 を少々 省略して、 その代りに 吾妻 鏡から 材料 をと つて 巧みに 連絡 させた 

ものら し"。 その 吾妻 鏡の 文 をと るに も 中々 苦心して ぬる。 實 朝の 右大臣 拜賀の 記事の 中で、 

とりのこ くにお よんで 御 出、 をん みやう じち かもと へんべ いに 參る、 た. - ひさ 御 はら ひ をつ とむ、 さね 

まさ 御 車 をよ せけ り、 御 車 を 、り 給 ふ 時 もんじ やうし やうみ す を あぐれ ぱ、 よりもち しぢを 奉る 

よしつぐ ま 御く つの やく、 さね まさ 御き よ をと る、 


と ある 如 さは、 承久 記に は 無論 見えす、 吾妻 鏡に も その 時の 記事に はない ことで、 況ん やその 他の ものに 

は 全く 見えな いこと であるが、 焉ど 知らん、 これ は 吾妻 鏡の 建 保 六 年 六月 廿 七日 實 朝の 任 大將の 鶴 岡拜賀 

の 記事の 中の、 

先 出御 南面 文 家 博士 仲 章 朝臣 艰帶上 御簾、 陰陽 小 允 親 職 束 帶參車 寄 間 候 反閉、 陰陽 櫂 助 忠尙束 帶入廊 根 妻 

戶勤 御滅、 伊豫 少將實 雅寄御 車 I?. 次 到宮. 寺 橋砌稅 御駕、 仲 章 朝臣 參 進上 御簾、 賴茂 朝臣 献御 榻、 一條 

.少 將能繼 役 御沓、 伊豫 少將實 雅取御 裾、 

と 全く 吻合して ゐる。 思 ふに 餘り へだたらぬ 事實 で、 且つ 關係者 も 大部分 同樣 であるので、 便に よって こ 

の 不足 を ffi うたので は あるまい かと 推察され るので ある。 この 推察に して 的中して， Q るなら ば、 承 久軍物 

語の 史的 惯値 は敢 へて 論 やる に 及ばない ので ある。 
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吾妻 鏡の 性質と 史的 價値 


吾妻 鏡 は 武家政治の 最初の 史料で、 鎌 倉 幕府の 業績 を傳 へた ものである。 後年 德川 家康が 幕府の 政治の 

參考 資料と して これ を 尊重し 愛讀 し、 且つ 有司に 命じて これ を 出版せ しめて 世に 流布せ しめたた め， 廣く 

讀 まれ、 本書に よって、 武家政治の 精神 • 本 質が、 當 時の 爲政 者に 多大の 寄與 をな すに 至った。 從 つて 本 

害の 性質 • 成立の 由來 等に 關 する 研究家 も 早くから 現れ、 近年に 及んで これ 等の 事情 は 槪ね闡 明し 盡 され 

た 観が ある。 八 代國治 博士の 「吾妻 鏡の 研究」 は、 從來の 諸 研究 を 併せて 集大成され たもので ある。 現存 

の 吾妻 鏡に は 傳來に 由って 數種 あるが、 序文 も 跋も傳 はって 居ら 卞、 その 編修 者、 編修の 目的、 編修の 時 

代 共に 明確 を闕 いて ゐる。 されば 本書の 現狀 から、 これ 等の 事情 を 推知す るの 外 はない • 

性  質 

本睿の 書名 は、 古寫本 は槪ね 吾妻 鏡と 書し、 江戶 時代の 版本に は 東鑑と 記されて ぬる。 訓み方 は 何れに 

しても 同じ ことで ある。 而し てこの 書名から 容易に 推知し 得る 如く、 本書 は 所謂 史書の 中の 鑑體 に屬 する 

ものである。 本書の 目的 は 吾妻 卽ち關 東の 政治の 龜鑑、 卽ち鎌 倉 幕府の 政治の 要 識を錄 して、 武家政治の 

龜鑑に 供 へんと した もので おる。 本書の 研究家の 一人で ある 黑田如 水の 家臣 佐 谷 五郞大 夫が、 その 著東鑑 
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考の 中に 本番の 名義 を 論じて、  ， 

吾妻 名 者、 指 柬國云 吾妻 鐘、 以 鏡名甞 者、 我 邦 有 水鏡 增鏡 等、 今^ 書 爲關東 之鑑戒 故號、 我 邦 神武 

至 光孝、 有書紀 實錄、 然 宇多 醍醐 以後. 無 誊紀、 縫 有 假名 草子 而國家 之 治亂、 君臣 之 興廢、 不知 十 之 一 

二、 獨東鑑 文章 雖減古 之書紀 赏錄、 然其搴 爲有實 乎、 校 之 源平 盛衰 記、 平家物語、 而 彼此 點僞亦 可 見 

矣。 

というて ぬる。 本書の 成立した 時 は 後に 述べる が 如く 執權 時宗. 負 時の 時代で、 文 永から 正應に 亙る 交で 

ある。 鎌 倉 幕府と して は賴 朝の 創業 以來 百年の 星霜 を閲 し、 武家政治の 組織 は 幾多の 波瀾 曲折 を經て 漸く 

安定す るに 至った 頃で ある。 武家政治に 於いて 最も 重要 部分 を 占めて ゐる 公家 政治との 微妙な 諸關係 も、 

亦 安定 を 遂げた 際で ある。 されば この 際に 當 つて 武家政治の 行路 を 顧み、 將來の 企畫の 資料と して 過去の 1 

經歴を 整理し、 以て 鑑 A ん 作成す る ことが 幕府 當局 として 自ら 考慮され るに 至って、 本書が 成立した もので 

ある。 祉會 一般め 情勢が 一大 變化を 經て漸 、安定 を 見る に 至った 際に 於いて、 政府の 當局 或は 民間 識者が 

現狀に 到達した 事情 を囘 顧して、 將 來の爲 めの 資料 を 整. へる こと は、 古來 より 屢く 繰り返され たこと であ 

つた。 我 ra の 修史 事業 は 政府の 經營の 下に 行 はれた 日本書紀の 修撰 を 始めと して、 所謂 六 國史は 如上の 意 

ii に 於け る 所産で、 卽ち鑑 としての 史窨 である。 六國史 以後に 於いても、 政府に 於いて は »x 六國 史を繼 

承す る 艦と しての 史甞の 編修が 試みられた。 朱 雀 天皇の 御代に は 撰 國史所 を 設け、 一條の 朝に は國 史繼續 

の廟識 があった が、 共に 實績を 見る に 至ら やして 止んだ。 この間 大江朝 綱が 新 國史を 著 はし、 藤 原 通憲が 

勒を 奉じて 國史 編隊 を 行った。 前者 は 今日に 傳 はら や、 後者 は 編修 者の 中道に して 沒 落した こと よって 


業績 は 現る るに 至ら やして 止んだ。 よって 詳細 は 不明で あるが、 鑑 たる 史書が 目的物であった こと は 否ま 

れ ない。 文 蓮の 發展 に從 ひ、 鑑の 史書が H 文に よって 表現せられ、 大鏡 • 今 鏡 • 水鏡 等の 世繼 物語が 相次 

いで 平安朝 末に 世に 現れた。 

あきらけ さか、 みに あへ は 過 さに しもい まゆく すゑの こと も 見えけ り 繁 樹 

す へらき の あと もつ きつき かくれな く あらたに 見 ゆる ふる か、 みか も 世 繼 

—— 大鎗 

百た び鍊 りたる あかねな りと て、 いにしへ を か、 み、 今 を か、 みるな とい ふ 事に て あるに、 いにしへ 

も あまりな り、 いま か、 みと やい はまし  今 鏡 

大鏡ノ 卷ナド 云 へ ル 物語 V； -、 凡夫 ノヮ ナナ レ バ、 佛ノ 大圓鏡 智ノ鏡 一一 力 ョ w 侍ジ、 是モ 若又饞 一一 譬テ 

思ョソ へバ、 大鏡程 I 一一 アコ ソ 、ノ 無 共其體 ノ タタ シ ク見ヌ 、ノ 水鏡 程 、ノ ナド無 ラント 思 テ、 此 物語 ヲ \ 名 

ヲ 水鏡 ト 名付テ 侍 ルナ リ —— 水鏡 

コー鏡 編者の 趣旨 はかくて 餘蘊 なく 窺 はれる。 源卒 公武の 盛衰 を 記述した 六 代 勝事記 は  , 

心は權 實の敎 法に あ ひて、 善惡 二の 杲を さとり、 和漢の 記 錄を傳 へて 治亂 二の 政 を 慎む、 故にい さく 

か 先生の 德失 をの こし、 をの づ から 後生の 宦 學を勸 めむ 事、 身の 爲 にして 是を しるさ や、 世の ため、 

民の 爲 にして 是を 記せり 云々。 

と 序して 善政の 興行 を 將來に 望み、 これ を 承け て 公家 政治の 衰運 を敍 した 五代 帝王 物語 は 現世 を超絕 して、 

よき 事 も 惑き 事 も 皆 夢の 世な れぱ、 さながら 生死 輪 週の 業との みなりて、 人々 世^ ふるなら ひ 罪業な 
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らぬ こと はなければ、 是 を御覽 ぜん 人々 は 必先念 佛十返 を 申て、 六道に 週 向せられ ば、 萬 法 皆 六 字み 

名號に 治るならば、 忘想顚 倒の 除 執、 併 往生 極樂の 因と なり 侍べ し、 

と讀 者の 注意 を 喚起しつつ、 末の世に 佛の 加護 を 希うて ゐる。 

かくの 如くして、 鑑體の 史書 は 鎌倉時代の 末期まで その 使命 を 相？^ して 來た。 五代 帝王 物語 は 文 永 九 年 

後 蛾 法皇の 崩御、 治 天の-君 を 幕府へ 御 委任 あらせられた ところで 擱 筆し、 これによ つて 展開せられ た 治 

天の 君の 紛議 を 暗默の 間に 示し、 殊更に その 批判 を 忌避して ねる ものである。 又六國 史を抄 略した 日本 紀 

略の 流を亞 いだ 編年史 百練抄 は、 正 元元 年龜山 天皇の 御 卽位を 以て 終って ぬるが 、本書^ 中、 後嵯峨 天皇 

を 後嵯峨 院と揭 書し、 後深草 天皇 を 本院と 書し 奉って ゐる ところから 見れば、 文 永 九 年の 後 輕蛾院 の 崩御 

の 後、 更に 文 永 十一 年龜山 天皇が 御 讓位後 新院と 申され、 後深草 上皇が 本院と 申された 以後の 編誊 である i 

こと は 明白で あり、 且つ 五代 帝王 物語 同檨に 公家 側の 編誊 である こと も 疑がない もので あり、 而も 書名 は 

百 練の 鏡に 寫し 出した 過去の 業績の 記錄 たる こと を 明示して ぬる。 後 纏 蛾 法皇の 崩御 は實に 政局の 一大 變 

轉 期であって、 公武 兩者 共に これより 正に 進まん とする 路には 危險な 難路 を豫 想せ ざる を 得なかった ノ公 

武兩者 はこ こに 於いて 一大 緊張 裡に歩 を 進めん とした。 ここに 於いて これ 迄の 徑路 を囘 顧して、 進むべき 

路 への 指針 ケ- 求めん とする こと は 緊要の 問題と なった。 公家 側に 五代 帝王 物語 • 百練抄 等の 鑑が 編成 せら 

れ たの は、 正に この 欲求に よつ たのもの であると 思 はれる。 武家 側に 於いても 亦 同様な 欲求が 起らざる を 

得なかった。 この 機 蓮に 際會 して 武家政治の 業績が 集大成され、 吾妻 鏡の 出現と なった の は、 決して 偶然 

の 事ではなかった ので ある。 ■ 


吾妻 鏡 は その 敍述 の內 容の體 裁から、 源氏 將葷 三代の 記事と、 藤 原. 皇族 將箪 三代の 記事と は 頗る 相異 

があって、 前者が 敍事 興味深く 文章 も 亦 流麗なる に 反し、 後者 は 敍事卒 凡 無味乾燥の 感を 多から しめてね 

る爲 めに、 本書 は 編纂 年次が 兩 度に 分れて ねる ものと 認められて ゐる。 而 して 前者 は 本文の 中に 北 條政村 

を 左 京 兆と 注して ぬる 點 より、 政 村が 左 京大 夫 在職 時代で ある 文 永 二 年より、 十 年に 亙る 期間に 編成 せら 

れ たもので あり、 後者 は その 首誊に 後深草 天皇 を院と 記 して、 正應 三年の 御 落飾 を 戴せ て ゐ る 故に、 正應 

三年 以後 後深草 天皇の 崩御の 嘉元ニ 年 以前の 間に 編成せられ たものと 看做されて <Q る。 されば 本書 は 公家 

側の 鑑 たる 五代 帝王 物語 • 百練抄 等と 時 を 同じう して 編修され たものに 外なら ない。 公武 兩 政界 共に 鑑を 

要求した 時勢に、 武家 側の 鑑 として 吾妻 鏡が 生れた ものである。 

9 

5 

3 

內  容  , 

吾妻 鏡の 原本 又は 稿本と も稱 すべき もの は 現存して 居らぬ。 & 5 つ 現存の 諸 本に は 記事の 佚した 年 紀が少 

くな く、 從 つて 本書の 原形 を これに 依って 推測す る こと は 困難が 鮮少で はない。 然し これ を 通観 すれば、 

記事 は 治 承 四 年 四月 九日 源賴 政の 擧 兵に 始まり、 文 永 三年 七月 二十日 前 將軍宗 尊 親王の 御 入洛に 擱 筆され 

て 居り、 百練抄 等の 如く 年月日 を逐 うて 事 實を揭 記した 編年史 體を 供へ たもので ある。 而 して 事 實は單 に 

客觀 的の 敍述に 止め や、 往々 編者の 意見 批判 等を當 時の 評語に 包含せ しめたり、 又は 追 補す る 形式 をと つ 

て. Q ると ころが ある。 文章 は 形 は 漢文 體 であるが、 當 時日 SS に 用 ひられた 和樣の もので あり、 且つ 諸 所^ 

敎書 • 消息. 注進 等の 文書 を 原文の ままに 收錄 して. QH^。 


本書の 體裁は 記事 は 編年史 體 では あるが、 純然たる 編年史で はな/、、 將軍每 に 記事 を 終始 させて 一段落 

おつけて 居って、 卽ち 將箄. の實錄 である 體を 供へ てゐ る。 各將 軍紀に は それ どれ 首 書が あって、 その 將軍 

の 在職 時代に 該當 する 天皇 *攝 關を揭 書し、 天皇の 御 略歴、 攝關の 世 系、 官歷の 要 を 載せ、 次に 當將 軍の 

姓名、 その 父母、 生誕の 年月 を錄 して ゐる。 從 つて 前の 將 軍の 末の 記事と 後の 將箪の 初めの 記事と は往々 

にして 年月 を 首： 複さ せて， Q ると ころが ある。 將 軍の 實錄 であるが 爲 めに 起った ことで ある こと は說 明す る 

まで もな い。 

本書 は 鎌 倉 幕府の 業績 を 中心として、 これに 關係 ある 事項 • 人物 等に 就いての 記事 を收 めて. Q るから、 

鎌な 4 幕府の 制度、 その 政策 は 勿論、 公武の 關係、 武家 社會の 風俗 •  §2 慣 等に 及ぶ まで、 細大に 亙っての 事 

情 を、 これによ つて 知る AJ とがで *ni る。 ただ 逸 佚した 年 紀も少 くな く、 諸傳本 共に 觖 けて ねる 年 は 次の 如 

くで ある。  ； 

騫永ニ 年  天福 元年 二 • 三月 

建 久七年  文曆 元年 五 • 九. 十月 

同 八 年  仁 治 三年 

同 九 年  建 長 元年 

正 治 元年 正月  同 七 年 

建 永 元年 九月  正 元元 年 

承久 元年 四 • 五. 六月  弘長ニ 年 
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文 永 元年. 

編修 方法と 史的 價値 

吾妻 鏡の 編者に ついては 全く 徵 すべき ものがない。 本書の 容 記事の 體裁 等から 推して、 鎌 倉 幕府の 當 

局 者に よって 編修され たこと は 疑 ひない ところで あるが、 その 中で も、 幕 麻と しての 公の 編修で あるか、 

慕 府關係 者の 私 撰で あるかに 就いては、 未だ 十分に 判定 を 下されて 居らない。 記事の 書 さ 方が 將 軍の 赏錄 

である 爲 め.、 將 軍の 行動に は 敬語 を 加へ てゐ るが、 更に 執 權北條 氏に 對 しても 亦 敬語 を 加へ、 且つ 北條 氏の 

爲 めに 辯 護し、 又は 事 實を曲 鐘した ものと 後世から 明瞭に 指 適し 得る ところが 少 くないので、 北條氏 側の 

者の 筆で あるとの 說も唱 へられて ねる。 然し 本書の 成立が 文 永 三年 以後に 屬し、 當時は 執 權北條 氏が 幕府 ^ 

の首腦 として、 空名の 將軍を 擁し 實權を 掌握して 居った ので あるから、 假令 幕府の 公 撰の 書で あると はい 

へ、 北條 氏に 對 する 記事の 書き方に 特別の 注意が 拂 はるべき こと は 當然の 事であって、 これ を 以て 公私 撰 

の 別 を 定める 理由と する こと はでき な い。 

本書の 記事 は、 その 體 裁の 上から 見れば 槪 ねー樣 であって、 例へば 重要人物の 他界 を 記す に當 つて は、 

その 人の 閲歷を 要約して 附载 して. Q るが 如き 體裁 は、 全卷に 通じた 體 例の 如く 思 はれる が、 細かな ところ 

まで は必 やし も 一致して は 居らぬ 爲め、 數 人の 編修 者が 合同して 纒め たもので あると 認められ 易く、 從っ 

て 私 撰よりも 公 撰と 見做し 得られる と 論ぜられて， Q る。 然し 明確な こと は 知る 由がない。 

本書 はかくの 如く 鎌 倉 幕府の 當 局に 依り、 武家政治の 鑑 たるべき 史書と して 編修され たもので ある。 由 


來鎌倉 幕府 は 創業 以來豫 め 法規 を 整頓して 遵行した ので はなく、 機宜に 應 じて 適切と 思量した 處置を 講じ 

これ を 先例と して 遵用 する 方法 を 講じた。 されば 初代の 將軍賴 朝の 時に 處理 された こと は、 右大將 家の 例 

として 金 科 玉. 視 せられて 來た。 かく 先例 を 尊重した ため、 幕府の 當局 は恒に その 處理を SS 錄 して 後の 參 

考 資料と したので あった。 幕府の 諸 制 整理 期に 當 つて、 執權泰 時が 貞永 元年に、 幕府 創業の 元勳 大江廣 元が 

千與 した 諸事 件に 關 する 文書 記錄 類の 複本 を 作成した ことがあった。 壽 永元曆 以來自 京都 到 來重誊 • 關東 

人人 款狀 • 洛中 及 南都 北嶺 以下 自 武家 沙汰 來事 記錄. 文治 以後 領家 地頭 所 務條々 式目 • 平氏 合 戰之時 東士勳 

功次 第 注文 等 文 誊が卽 ちその 熏な ものであった。 これ 等の 記 錄文誊 類と、 幕府 當局卽 ち 政所 問 注 所 等の 諸 

SS 錄が、 吾妻 鏡の 資料に 供せられ たこと は 勿論で あるが、 慕府の 創業 時代で、 これ 等の 諸 記錄の 未だ 備は 

ら なかった 頃の 業績に 就いては、 幕府に 關係 ある 事項 を 遺漏な からしめ る爲 めに、 資料 を 公家 社會の 文眷記 ^ 

錄に 仰いだ ものら しく、 藤 原 兼實の 日記 玉 葉、 、藤 原定 家の 日 SS 明月 記 を 始め、 東大寺 • 延曆 寺. 箱 根. 三 島. 

走 湯 山. 鶴 岡 等 諸 社の 文書 記錄、 熊 谷/河 野の 等 諸家 相 傅の 文書、 源平 盛衰 記 • 平家物語 等の 史書、 金槐 

和歌 奥. 海道 記 等の 和歌 和文の 典籍 等が 資料に 供せられ たこと は、 吾ぎ X 鏡の 記事に 文章の これ 等と 全く 同 一 

な ものの ある こと 及び これ 等から 飜譯 された 迹の 歴然たる ことが、 認められる ものの ある こと 等に 依って 

知る 事 を 得る ので ある。 これ は 全く 吾妻 鏡 を 慕府の 政治の 鑑た. 「しめる 必要 上、 首尾 脈絡 を 明瞭に する 爲 

めに 編修 上 採られた 手段であって、 本書が 一 種の 編纂 物た る史誊 である こと はこれ に 依って 明らかで ある。 

而 して 本書が 武家政治の 鑑 としての ものであるた め、 この 目的に 副 はぬ 事項、 例へば 幕府と しての 失政、 

^！府の面目に拘るが如き事項、 及び 武家政治の 業績と して 揭 記す るに 足らざる 事項 等 はこれ を 削除す る 方 


針であった こと は、 本書の SS 事. 體载 から 推測し 得られる ところが 多い。 公武 關 係に 於いて、 幕府の 公家 壓 

制に 出で たこと 等は敍 事が 婉曲で あり、 殊に 北條 氏の 陰 險な策 と 思 はるる 如き ものに は事實 を隱蔽 し、 

又 削除して ゐ ると 見られる 箇所が 少 くない。 幕府 劍業 時代の 公武 關係、 承久 の變、 北條 氏の 將軍廢 立計畫 

等の 記事に ついては この 感が 深い。 又 平時に 於け る 恒例の 幕府の 行事、 及び 當時 一般の 習慣に 屬 する 行事 

に關 して は、 特異の 事情の 存 せざる もの は 削除し 又は 合敍 して ゐる ことが、、 草稿 本と 目され て ゐ る 吉川本 

と、 清書 本と 看做されて ゐ る北條 本との 記事の 出入 • 相違から 推測し 得られる ので ある。 、例へば 吉川 本に 

は 負 應ニ年 四月 十三 日の 條に、 幕府に 於け る 手 鞠會. 競 馬 • 相撲 勝負の 事 を 記し、 競馬 を 行うた 四 人の 姓 

名 及び 相撲 行事の 名 を 記して. Q るが、 北條 本に は、 これ 等の 人々 の 姓名 は 省かれて ゐる。 又 吉川本 は 同年 

九月 二日 二 11 日. 四日の 各 日に 天變 のあった 事實を 記し、 十日の 條には 天變の 祈と して 愛染 王 籠 摩 等 十 種 § 

類の 祈と 祈 を 行 ふ 者の 名 を 列記して ゐ るが、 北條 本に は 軍に 十日の 條に 「近日 連夜 天變 出現 之 故 被 始御祈 

禱等」 の 文 を 載せ て^るに 過ぎない。 これに 由って 見れば 吉川 本と 雖も 純粹な 原稿と は 思 はれない から、 

こ の 種の 鑑 として 必要で ない と 思 はれる やうな もの は、 適宜 取捨した ものの 如くで ある。 されば 本書 は 鎌 

倉 幕府の 赤裸々 の記錄 ではなく、 鑑 としての 目的 を 達する 檬に、 事實の 記載が 工夫され たもので あると い 

へる。 この 點に 於いて 本書 は 鎌 倉 幕府の 業績の 根本 史料と はなし 難い ものと 云 へよう。 

種  類 

現存の 本書に は數 種あって、 互に 記事の a 入體 裁の 異同が あるが、 大別 すれば、 北條 本. 吉川本 • 島津 


本の 三 系 s-c 歸着 する。 記 事 は吉川 本が 最も 分量が 多い が、 ，c 脫等は 北 條本を 以て 補正す る 必要が あり、 

島 津-, > -,? ヒ條 • 吉川兩 本の 缺脫を 補ふ爲 めに 見るべき ものである。 北條本 • 島津本 は江戶 時代から 世に 弘 

まって 1^ り、 杏 川 本 は 明治の 末に 至って 學界に 現れた ものである。 現今で はこの 三本が 根幹と なって 完全 

に 近 V 形に 補訂され てゐ る。、 
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附和 十九 年 五月 十 一 一一 日 第一 刷 印刷 

昭和 十九 五 二十日 tri 刷發行 

【鎌倉時代の 研究】  . 


〔第 I 册】 神武 天皇— 平 城 天皇 〔第二 册〕 驗峨 天皇— 後 一 條 天皇 〔第一 一一^〕 後 朱 银夭皇 —花 

^天 inH  〔第 四^】 後^醐 天皇 I 後小松 天皇、 后妃 列傳、 皇子 列傳 【第五 浙〕 皇子 列傳、 皇 

女 列傳、 ，別 臣列傳 〔第 六册】 朝臣 列傳 【第 セ^〕 朝臣 列傳 〔第 八册】 武 將列傳 【第 九^】 

將軍 家臣 列傳、 文人 列傳 〔第 十册〕 文人 列傳、 歌人 列傳、 孝子 列傳、 義烈 列傳、 烈女 列傳、 

1^ 逸 列傳、 方 技 列傳、 叛臣 列傳、 逆臣 列傳、 群傳 

- 《三 ヶ月に  一 W 配本》 A5 判 本 綴 平均 三 五 〇 頁. 債备ニ .00 途备ニ 一〇 

飯田忠 彥修. 漆 山 又 四郞譯 

譯文大 

【第一 册〕 後小松 天皇— 仁 孝 天皇、 后妃 列傳、 皇子 列 偉、 皇女 列傳、 皇族 列傳 I； 第二^】 武 

將列 ig- 【第一 一一 册】 武將 列傳、 文臣 列傳、 武臣 列傳 〔第四^^】 武臣 列傳 r 第五 泄〕 武臣 列傳 

【第 六 通〕 武臣 列傳 【第 七册〕 武臣 列傳 〔第 八册】 武臣 列傳 【第 九册〕 武臣 列傳、 儒 林列傳 

歌人 列傳、 孝子 列傳、 義勇 列傳、 貞烈 列條、 方 技 列傳、 隱 逸列傳 【第 十 冊】 任俠 列傳、 姦 

臣 列傳、 叛臣 列傳、 逆臣 列傳、 ^氏 列傳、 外國傳 

- 《三 ヶ月に 一冊 配本》 A5 判本緣 平均 三 八 〇 頁 價备 二. 八 0 途备 丄ー〇 
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